
S
U

A
C

 2022

公
立
大
学
法
人 

静
岡
文
化
芸
術
大
学

出 会 う

感 じ る

創 造 す る

Faculty of Cultural Policy and Management / Faculty of Design

http://www.suac.ac.jp/

公立大学法人

Faculty of Cultural Policy and Management / Faculty of Design

https://www.suac.ac.jp/

公立大学法人

2022 大学案内

文化政策学部・デザイン学部
大学院／文化政策研究科・デザイン研究科



CONTENTS

社会で活躍する卒業生　未来の、先へ

6つの学びの特色

2学部のコラボレーション

アドミッション・ポリシー

学部・学科の構成

国際文化学科

文化政策学科

芸術文化学科

文化政策学部教員紹介

デザイン学科

デザイン学部教員紹介

英語・中国語教育センター、文化・芸術研究センター

文化政策研究科、デザイン研究科

就職支援

取得可能な資格等

ユニバーサルデザイン

施設紹介、工房・特殊機器紹介

学生の活動紹介

クラブ＆サークル活動

イベントカレンダー＋碧風祭

学費・学生支援制度

入試情報、オープンキャンパス

Webへのご案内

アクセス

0 0 2

0 0 3

0 0 6

0 1 3

0 1 5

0 1 7

0 1 8

0 1 9

0 2 1

0 2 7

0 3 3

0 4 1

0 4 3

0 4 5

0 5 9

0 6 1

0 6 2

0 6 7

0 7 0

0 7 1

0 7 4

0 7 5

0 7 9

0 8 4

0 8 5

0 8 6

0 8 7

0 8 8

1 2 3

1 2 5

1 2 6

横山俊夫
静岡文化芸術大学 学長

これからは、文化とデザインの時代です。

20世紀には、科学や技術がさまざまな分野で発達し、それぞれに大きな力を人類にもたらしました。

しかし全体として、人間社会を美しく輝かせたでしょうか。 遠近の環境にも、次世代の人たちにも

ツケをまわすことのない、日々感動にみちた社会 ―― じつは、そのような理想に近づくのは、

これから先のことなのです。

この大きな課題は、地域でも、地球規模でも、さまざまなかたちで噴出しております。

それらに前向きにとり組める人とは、文化の力、デザインの力へのするどい感性を備え、

それらの力を強める知性と技能を、現場で発揮できる人です。

このような人をこそ育てたいと、21年前、今世紀の幕開け直前に、

世界に先駆けて開学したのが静岡文化芸術大学です。

しだいに国際的にも知られ、国内外から才能豊かな人たちがつどい、学んでいます ―― 

そう、数々の創造者を生み出した浜松の歴史と風土に思いをめぐらせつつ。  

皆さん、まずはこの一冊をご覧ください。
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［公立］静岡文化芸術大学は、こんな大学です。

大学名から「文化と芸術」に特化した「芸大」をイメージされたとしたら、

実際は違います。いわゆる音楽家や画家を育てる大学ではありません。

文化や芸術の学びを活かして、社会やビジネス領域での課題解決のための

企画ができ、それを実現できる人を育てる大学です。

この考えのもと、芸術と文化を社会に活かすマネジメントに比重を置くのが

「文化政策学部」、デザインに比重を置くのが「デザイン学部」です。

静岡文化芸術大学が教育を進める上で、重きを置いているのが

「知と実践の力」です。

課題と向き合い、問いを立てる「知」の力と、リアルな現場の中で

課題解決していく「実践」の力。これらを学びの両輪とし、

自らを鍛えた多くの卒業生がここから巣立ち、

国内外に活躍の場を広げています。

01

02

03

04

05

06

社会へ羽ばたき、

それぞれの舞台で活躍している

先輩たちの姿は、

私たちにとっての未来図。

学生時代、どんな形で力を鍛えて、

いま、どんなやりがいを感じているのか。

一人ひとりのメッセージから、

自分の学びたいことや、将来やりたいことを

考えるきっかけにしてみませんか?

社会で活躍する
卒業生

株式会社 JTB
浜松支店 営業課

文化政策学部 国際文化学科卒業

星野榛花 さん

富士山静岡空港株式会社
空港運用部 空港運用ユニット

文化政策学部 文化政策学科卒業

都築潤也 さん

日本赤十字社 静岡赤十字病院
事務部

文化政策学部 芸術文化学科卒業

清水久美 さん

株式会社静岡新聞社
編集局 グラフィック戦略部

デザイン学部 生産造形学科卒業

富田晶子 さん

株式会社ピーエーワークス
クリエイション部 作画監督

デザイン学部 技術造形学科卒業

宮崎  司 さん

有限会社永山祐子建築設計

デザイン学部 空間造形学科卒業

中村祐太郎 さん

GRADUATES 
MESSAGE

未来の、先へ

知をつなぐ力

人としての思いやりやマナーはもとより、
異なる文化や立場にたつ人々とともに、

発展的で継続的な関係を
築いていく力です。

地域や街、農業や企業とつながる、
コンペに参加する、世界に挑む…
自分の未来にチャレンジする

一歩踏み出す力です。

【視野拡張】

【挑戦行動】 【協働持続】

幅広くものごとを捉える視野の広さ、
点から線へ、線から面へとつないでいく

知識と教養。すべての基礎と
なっていく力です。

【企画創造】

カタチにする力
課題を発見する力、アイデアを企画に
変える力、プレゼンテーションする力。

社会のあらゆる場面で必要と
される力です。

魅きつける力踏み出す力

知と実践の力
SUACで鍛える

※平成27年度入学生からデザイン学部は、「生産造形学科」「メディア造形学科」「空間造形学科」の3学科を再編成し、「デザイン学科（1学科）」になりました。



005 006

［公立］静岡文化芸術大学は、こんな大学です。

大学名から「文化と芸術」に特化した「芸大」をイメージされたとしたら、

実際は違います。いわゆる音楽家や画家を育てる大学ではありません。

文化や芸術の学びを活かして、社会やビジネス領域での課題解決のための

企画ができ、それを実現できる人を育てる大学です。

この考えのもと、芸術と文化を社会に活かすマネジメントに比重を置くのが

「文化政策学部」、デザインに比重を置くのが「デザイン学部」です。

静岡文化芸術大学が教育を進める上で、重きを置いているのが

「知と実践の力」です。

課題と向き合い、問いを立てる「知」の力と、リアルな現場の中で

課題解決していく「実践」の力。これらを学びの両輪とし、

自らを鍛えた多くの卒業生がここから巣立ち、

国内外に活躍の場を広げています。

01

02

03

04

05

06

社会へ羽ばたき、

それぞれの舞台で活躍している

先輩たちの姿は、

私たちにとっての未来図。

学生時代、どんな形で力を鍛えて、

いま、どんなやりがいを感じているのか。

一人ひとりのメッセージから、

自分の学びたいことや、将来やりたいことを

考えるきっかけにしてみませんか?

社会で活躍する
卒業生

株式会社 JTB
浜松支店 営業課

文化政策学部 国際文化学科卒業

星野榛花 さん

富士山静岡空港株式会社
空港運用部 空港運用ユニット

文化政策学部 文化政策学科卒業

都築潤也 さん

日本赤十字社 静岡赤十字病院
事務部

文化政策学部 芸術文化学科卒業

清水久美 さん

株式会社静岡新聞社
編集局 グラフィック戦略部

デザイン学部 生産造形学科卒業

富田晶子 さん

株式会社ピーエーワークス
クリエイション部 作画監督

デザイン学部 技術造形学科卒業

宮崎  司 さん

有限会社永山祐子建築設計

デザイン学部 空間造形学科卒業

中村祐太郎 さん

GRADUATES 
MESSAGE

未来の、先へ

知をつなぐ力

人としての思いやりやマナーはもとより、
異なる文化や立場にたつ人々とともに、

発展的で継続的な関係を
築いていく力です。

地域や街、農業や企業とつながる、
コンペに参加する、世界に挑む…
自分の未来にチャレンジする

一歩踏み出す力です。

【視野拡張】

【挑戦行動】 【協働持続】

幅広くものごとを捉える視野の広さ、
点から線へ、線から面へとつないでいく

知識と教養。すべての基礎と
なっていく力です。

【企画創造】

カタチにする力
課題を発見する力、アイデアを企画に
変える力、プレゼンテーションする力。

社会のあらゆる場面で必要と
される力です。

魅きつける力踏み出す力

知と実践の力
SUACで鍛える

※平成27年度入学生からデザイン学部は、「生産造形学科」「メディア造形学科」「空間造形学科」の3学科を再編成し、「デザイン学科（1学科）」になりました。



0201

静岡空港をテーマに全国ゼミ大会へ
卒論へと研究を深め、今がある

旅行やイベントなどの仕事を通して
地域を元気にし、人を笑顔にしたい

航空会社をはじめ空港で働く人たちが安全に仕

事ができるように、空港の管理・運営を行っていま

す。直接、お客様と接する場面はありませんが、制

限区域とよばれる限定エリアにおける物や人の管

理、滑走路や駐機場所の安全管理など、「安全」と

いう空港の基盤を支える仕事をしています。大学

時代は、経営学に興味を持ち、曽根先生のゼミで

は、過去の歴史から成功・失敗の要因を探り出す

という経営戦略について研究。全国から大学が集

まるゼミナール大会で、富士山静岡空港をテーマ

にゼミのメンバーと共に発表を行ったことは貴重

な経験となり、就職のきっかけとなりました。

SUACでは学部を超えての交流も盛んで、デザイ

ン学部との総合演習でデザイン的な視点や柔軟

な意見に触れ、知見が広がったことを覚えていま

す。職場でも業務改善の提案など、意見をまとめ

プレゼンテーションをする際に、大学での学びが

活きています。より多くの経験を積んで、静岡を活

気づける一翼を担っていきたいと思っています。

旅行だけでなく、地域に根差した仕事から世界

的な仕事まで、幅広い業務に携われるJTBで、

社員旅行や修学旅行などトラベル業務を主に担

当しています。中学校の修学旅行の営業で、私

の企画プランが採用された時は、とてもやりが

いを感じました。本学科は、語学系はもちろん、

観光分野やフィールドワークなど、グローバルで

実践的な授業が多いのが特長。社会人になって

から「行動力があるね」と感心された時は、大学

時代に培った海外での経験やフィールドワーク

の授業が役立っていると思いました。下澤先生

のご指導のもとで難民支援団体を立ち上げ、「ト

ビタテ！留学JAPAN」ではフィリピンのNGOで

1年間のインターンを経験。Jack RYAN先生

には、英語ゼミで大変お世話になり、フィリピン

留学から帰国後「見違えるほど成長したね」との

言葉をいただきました。大学時代の出会いや経

験は、すべて今につながっています。みなさんも

自分の“好き”を探して進んでみてください。

世界に貢献する即戦力を育む
ゼミの特長は、英語で行い、卒業論文も英語で書くことです。学生の英語力を養うことは

もちろん、卒論のテーマは自由ですので、ゼミ生は様々な分野のテーマを探究していま

す。英語で発表とディスカッションを繰り返しながら、学生同士、考える力を養い、知識を

深めています。星野さんは、ゼミに入る前から将来の夢として社会にどのように貢献でき

るかディスカッションをしてきました。また、大学で学ぶだけではなく、1年間休学して海

外でのボランティア活動にも取り組んできました。そして、その経験を活かし、行政と

NPOの協力に関する事例研究の成果を卒業論文としてまとめました。このような星野さ

んの実践的なテーマを熱心に追究する姿勢と貴重な海外経験から、今後どのような職業

でも活躍できる社会人になると確信しています。

富士山静岡空港株式会社 空港運用部 空港運用ユニット

都築潤也さん 文化政策学部 文化政策学科 2017年度卒業

株式会社JTB 浜松支店 営業課

星野榛花さん 文化政策学部 国際文化学科 2019年度卒業

興味関心を追究できる場
それが大学のゼミです

ゼミでは文献輪読、フィールドワーク等を通じ

て、専門分野の課題、原理を学びます。ゼミ内

だけでなく、全国の1,500名の大学生と切磋琢

磨する全国ゼミ大会にも出場し、彼らの関心事

に触れ、刺激を受けることも多々あるでしょう。

この経験が今後の糧になればと考えています。

都築さんが皆と積極的かつ真摯に取り組み、全

国4位入賞を果たしたことが懐かしく思い出さ

れます。ゼミ活動が有意義な時間であったと伺

い、大変嬉しく思います。

ゼミ合宿での一枚。グアムでビールを製造して
いる日本人の方にインタビューをさせていただい
たときのものです。曽根ゼミでは、普段の講義だ
けでなく、こうして企業の方に直接お話を伺うこ
とができる機会もあったので、とても貴重な経験
になりました。

2017年、ロヒンギャ難民支援団体「SUAC For People」の
活動でバングラデシュを訪問しました。写真は、その一環でダッ
カ大学へ行った時のものです。日本語を学ぶ学生たちと日本
語で会話をしたり、歌を歌ったりしました。
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自分の“好き”が何なのか。
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日本赤十字社 静岡赤十字病院 事務部

清水久美さん 文化政策学部 芸術文化学科 2016年度卒業

デザイナーの慮る力
社会課題の複雑化にともないステークホルダーも

ますます多様化する近年、社会環境や事業状況、

そして何よりも人の心を理解し価値を創造するデ

ザイナーの能力がますます必要とされています。

しかし、求められるデザイナーの資質は、今も昔も

変わりません。個々のスキルはもちろんのこと、何

よりも人の心を慮ることです。環境と社会と人の

暮らしを様々な視点から考え、最適解を導き出し、

それを実現させるために、慮る力に磨きをかけて

いきましょう。

卒業論文の執筆を通じて、社会のありようを知り、
幅広いものの見方を身につけ、論理的な思考を修得する
教員の何気ない一言が教え子の人生を変えてしまうことがある。清水久美さんの就職活

動がそうでした。前任校の県立高知女子大学（現・高知県立大学）時代のゼミ学生が日本

赤十字社に就職して活躍する様子を話したところ、自治体職員志望を変更して難関に挑

み、見事採用されました。卒業論文は野外音楽堂をテーマに選び、岩見沢・千葉・京都を調

査して施設活用の可能性を考察した内容でした。非営利施設の研究だったので現在の仕

事にもつながっていると思われます。清水さんのように3、4年次のゼミにおいて卒業研

究に真剣に取り組むことで、社会のありようを知り、幅広いものの見方を身につけ、論理

的な思考を修得できると考えています。ゼミでの研究は大学生活の醍醐味なのです。

仲間と協力して開催した「女子展」。第3回は碧
風祭の両日、西ギャラリーで行われました。メイン
のポスターデザインを任せていただきましたが、ワ
ークショップやフォトスポットなどにも展開していっ
たことに感動しました。

ゼミでは、卒業論文に向けて現地調査や学会参加を経験し、先生やゼミ生と
様々なことを議論する濃い時間を過ごしました。卒業旅行では、着物姿で京都
の街を歩いたのが印象的です。

株式会社静岡新聞社 編集局 グラフィック戦略部

富田晶子さん デザイン学部 生産造形学科 2014年度卒業

地域に求められる病院の在り方を
アートマネジメントの視点から探る

入社1年目から、病院の事務部門で診療報酬

請求という病院の収入面に関わる業務を主に

行っています。就職活動を始めた頃は、公務系

の職種を主体に考えていましたが、ゼミの松本

先生から助言をいただき、日本赤十字社につ

いて調べてみると、災害救護事業、医療事業、

講習普及事業など、業務は多岐にわたること

がわかりました。地域に住む人たちの命や健康

を守る仕事に関わることができる、という思い

から、この道に進むことを決めました。学生時

代に学んだアートマネジメントの、営利を目的

とせずミッションを果たし運営を続けていく非

営利組織の考え方は、病院という公共的な機

関にも適用できるのでは、と感じ始めている今

日この頃。“地域の人々のために働きたい”とい

う当初からの思いを仕事の軸に、様々な経験を

積みながら、診療情報管理士の資格取得に向

けて勉強中。将来的には病院のマネジメントに

携わりたいと考えています。

いわゆる美大では経験できない
SUACならではの学びを強みに

自社の広告やテレビ番組の宣伝、タイトルのロゴ

制作等、グラフィック戦略部の仕事は多岐にわ

たります。営業や記者、カメラマン、編集者など、

いろいろな方と協力しながら仕事ができること

に喜びを感じています。いわゆる美大ではなく

SUACへ進学してよかったことは、学びの選択

肢が多く、就職につながる実践的な学びもでき

ること。在学中は、産学共同プロジェクトや東京

のデザインコンペに参加するなど、あらゆる機

会をフル活用し、静岡にいながら様々な経験を

積んだことが、今につながっていると思います。

思い出深いのは、『女子展』で自分のデザインが

街中に広がり、人々に共有され、展開していった

こと。今、自分の仕事が世の中に広がっていくと

きに感じる喜びにも共通する体験でした。社会

人としての常識も含め、的確に指導してくださっ

た高山先生にも感謝しています。いつか大きな

プロジェクトを任された時に、SUACで身につけ

たすべてを活かせたらいいなと思います。

大学での豊富な経験を糧に
いつか大きなプロジェクトを
手掛けることが目標

デザイン学科  高山靖子 教授  プロダクトデザイン芸術文化学科  松本茂章 教授  自治体文化政策 / 文化を活かした地域デザイン
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デザイン学科  高山靖子 教授  プロダクトデザイン芸術文化学科  松本茂章 教授  自治体文化政策 / 文化を活かした地域デザイン

「
命
と
健
康
を
守
る
」

病
院
を
支
え
る
仕
事
に

誇
り
と
使
命
を
感
じ
て

おもんぱか

009 010
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先輩から後輩へ、知識と刺激を、
デザイン学部の多様な教育内容の一つにアニメーション教育があります。アニメー

ションは、芸術として、娯楽産業として、また複雑な物事を分かりやすく説明するた

めの手段として、ますます重要性が増している分野です。世界から注目される日本

のアニメーション産業の中で、宮崎さんが指導的なポジションについて活躍してい

ることは、SUACにとって大変頼もしいことです。宮崎さんには、これまでも授業の

中でゲスト講義等をお願いしてきましたが、今後もSUACとの繋がりを保ち、後輩

に対して第一線の現場から知識と刺激を与え続けてほしいと思います。

演習室での一枚。大学生活の大半を、この演習
室で過ごしました。同期と一緒に切磋琢磨しな
がら課題をしたこの部屋は、たくさんの思い出と
模型の山に囲まれた愛着のある場所でした。

デザイン学科  的場ひろし 教授  メディアアート / インタラクションデザイン

株式会社ピーエーワークス クリエイション部 作画監督

宮崎  司さん デザイン学部 技術造形学科 2007年度卒業

有限会社永山祐子建築設計

中村祐太郎さん デザイン学部 空間造形学科 2018 年度卒業

共同作業の制作現場で活きる
コミュニケーション力も身についた

作画監督として、原画マンが描いたアニメーショ

ンのキーとなる絵をチェック・修正して、全体的な

統一を図る仕事をしています。アニメーターに必

要なのは、豊かな想像力や発想力。他社のアニメ

ーションにも目を通すなど、感度を高め、発想の

幅を広げるようにしています。アニメ業界もデジ

タルへの移行が進んでいますが、SUACで映像

デザインやCADの授業で様々なソフトに触れた

経験が役に立っています。的場先生には、アニメ

監督と話す機会をいただくなど、出会いの場を広

げていただきました。他学部との交流も新鮮で、

違う世界観に触れながら、コミュニケーション力

も養えたと思います。アニメーション制作は共同

作業なので、自分が担当した素材を次の人に“ど

う伝えるか”がとても大切です。それはデジタル

化が進み、個人での作品作りが容易な環境にな

っても変わらないことであり、このようなことを伝

えていくのも自分の役割。育成の場で若いアニメ

ーター達に教えていきたいと思っています。

チ
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ム
で
作
り
上
げ
る

面
白
さ
と
大
切
さ
を
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時
代
に
知
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こ
と
が
で
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た

「面白い」と感じた
様々な経験の中から
自分のやりたいことが見えてくる

建築設計に加え、イベント会場やプロダクトも手

掛けるアトリエ系の設計事務所に入って3年。ド

バイ国際博覧会日本館の設計や、ビルの共用部

の改修設計、照明器具の制作など、様々なスケ

ールで「場」をつくる仕事に携わっています。

SUACを志望した理由は、建築だけでなく幅広

くデザインを学べるから。最初は興味のなかっ

た鉄工や木工も、手を動かして考えることが面

白く、溶接の難しさや木目の活かし方など、経験

から得たものは多いです。学生時代、大学にあ

る工房や演習室で、目指すものが違う仲間と過

ごした日々は、自分の糧となっています。浜松の

街中を実践の場に、イベントや店舗の什器の制

作などを経験し、実際に人に使ってもらう面白さ

も知ることができました。卒業制作・研究をご指

導くださった亀井先生は、いつも身近な距離感

でサポートしてくださいました。学生時代に得た

多くの経験を仕事へと活かしていきたいです。

専門的な学びとその拡がりの中で
建築に関する学びは広域から詳細まで幅広いスケー

ルにわたります。SUACでは講義や演習に加え、工房

で実際に素材に触れ、物の感触を確かめながら制作

に取り組む機会や、地域の方と一緒にプロジェクトに

取り組む機会もあります。実体験を伴う経験を通した

学びは、中村さんのように設計事務所で多様な仕事

に臨む際の底力になっているのではないでしょうか。

建築設計者が取り組む課題の対象は拡がりつつあり

ますが、これらにしなやかに対応していくことのできる

基礎を学生時代に築いてもらいたいと思っています。

デザイン学科  亀井暁子 教授  建築設計

的 場 先 生が指 導した先 輩の卒 業 制 作 作 品がアメリカの学 会
SIGGRAPHに入選して上演を行うことになった際に、先生の引率で
学会開催地のカリフォルニア州サンディエゴに行きました。そこでは、
現地のスタッフとの関わりや海外の作品に多く触れることができ、貴
重な体験になりました。

建築だけでなく、
人が集まり、使い、楽しむ
様々なスケールの「場」を
つくる面白さ

011 012
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教養教育

本学ならではの体験科目と専門教育につながるリテラ
シー科目で学びの基礎を身につけます。
■ 文化芸術体験演習／少人数編成で、日本の伝統文
化などの体験を通して、知性と感性を養います。授業内
容／茶道：4回、狂言：4回、写真：3回、俳句：2回
■ 学芸の基礎／学びの基礎となるリテラシー（読み、書
き、情報活用能力）を身につけ、論文作成やプレゼン
テーション等、社会で役立つ実践的スキルを磨きます。

導入教育

専門教育
充実した学びの中で
専門性を深める

文化政策学部では、共通して履修できる「学部科目」を
さらに充実。文化・芸術、政策・マネジメント、情報・リテラ
シー、観光分野をより幅広く学ぶことができます。
デザイン学部では、6つの専門領域を設け、広い視野で
デザインの世界を理解した上で、より深く専門性を追求
していきます。

幅広くものごとを捉える視野の広さを身につけます。
先人たちの世界観や方法論に加え、最先端の研究事
例を学び、実社会とのつながりを踏まえた授業を展開
します。
伝統的な学問分野「人文科学・社会科学・自然科学」
に、本学の特性である「芸術・デザイン」を加え、特色
のある教養教育を実現します。専門分野との関連性
を踏まえた俯瞰的な教育を行うこと。これが本学独自
の専門教養です。

SUAC生としての基礎づくり

展
開

展
開

展
開

展
開

バランスのとれた知識を

卒業後の進路開拓にもつながる実践的なカリキュラム。
実社会の課題を見つけ解決する方法を学ぶ「企画立案
演習」、現場に飛び込み、体験を通して地域課題への理
解を深める「地域連携演習」、リサーチを踏まえた自ら
のテーマを持って現場で主体的に実践・提案する「自主
課題演習」の科目があります。

国際社会で力を発揮するためには実践的な語学能力と
幅広い文化的知識が必要です。英語と中国語の特任講
師が常駐する「英語・中国語教育センター」と連携して
外国語教育を強化し、各種検定・語学留学が単位認定
の対象となるほか、フランス語、イタリア語、ドイツ語、イ
ンドネシア語、ポルトガル語、韓国語などが学べます。

語学や情報処理など、多くの科目で少人数のクラス編
成による教員と学生の対話、コミュニケーションを重
視した環境を用意しています。一人ひとりの学生を尊
重し、個々の自由な発想を導き出す、きめ細かな指導
を行っています。このような少人数教育により学生は
学びを深め、専門性を高めることができます。少人数教育

外国語教育
国際的に活躍するために

一人ひとりに目の行き届いた4年間

6つの学びの特色

実践教育
社会の中で役立つ力を

1

2

3

4

5

6

「教養と感性」「知識と能力」を身につける。
文化の力、デザインの力で社会貢献し、実務型の人材を養成することを目指しています。すべての学生が学部・
学科の枠を超え、幅広い教養と独創的な感性を育むカリキュラムを学びの基礎としています。

学習支援異文化理解

スキル向上

企画立案演習

（1年次～座学） （1年次～体験）

（2年次～実践・提案）

地域連携演習

自主課題演習

地域志向の卒業研究
・

卒業制作

＋

地域課題（静岡県・浜松市）

導入教育

社会科学 人文科学

芸術・デザイン自然科学

多文化共生

市民恊働

地域間
連携促進

新産業
創出支援

文化・芸術
振興支援

013 014

6
つ
の
学
び
の
特
色



教養教育

本学ならではの体験科目と専門教育につながるリテラ
シー科目で学びの基礎を身につけます。
■ 文化芸術体験演習／少人数編成で、日本の伝統文
化などの体験を通して、知性と感性を養います。授業内
容／茶道：4回、狂言：4回、写真：3回、俳句：2回
■ 学芸の基礎／学びの基礎となるリテラシー（読み、書
き、情報活用能力）を身につけ、論文作成やプレゼン
テーション等、社会で役立つ実践的スキルを磨きます。

導入教育

専門教育
充実した学びの中で
専門性を深める

文化政策学部では、共通して履修できる「学部科目」を
さらに充実。文化・芸術、政策・マネジメント、情報・リテラ
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デザイン学部では、6つの専門領域を設け、広い視野で
デザインの世界を理解した上で、より深く専門性を追求
していきます。

幅広くものごとを捉える視野の広さを身につけます。
先人たちの世界観や方法論に加え、最先端の研究事
例を学び、実社会とのつながりを踏まえた授業を展開
します。
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に、本学の特性である「芸術・デザイン」を加え、特色
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ンドネシア語、ポルトガル語、韓国語などが学べます。

語学や情報処理など、多くの科目で少人数のクラス編
成による教員と学生の対話、コミュニケーションを重
視した環境を用意しています。一人ひとりの学生を尊
重し、個々の自由な発想を導き出す、きめ細かな指導
を行っています。このような少人数教育により学生は
学びを深め、専門性を高めることができます。少人数教育

外国語教育
国際的に活躍するために

一人ひとりに目の行き届いた4年間

6つの学びの特色

実践教育
社会の中で役立つ力を

1

2

3

4

5

6

「教養と感性」「知識と能力」を身につける。
文化の力、デザインの力で社会貢献し、実務型の人材を養成することを目指しています。すべての学生が学部・
学科の枠を超え、幅広い教養と独創的な感性を育むカリキュラムを学びの基礎としています。

学習支援異文化理解

スキル向上

企画立案演習

（1年次～座学） （1年次～体験）

（2年次～実践・提案）

地域連携演習

自主課題演習

地域志向の卒業研究
・

卒業制作

＋

地域課題（静岡県・浜松市）

導入教育

社会科学 人文科学

芸術・デザイン自然科学

多文化共生

市民恊働

地域間
連携促進

新産業
創出支援

文化・芸術
振興支援
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文化政策学部×デザイン学部。コラボレーションによる豊かな学び

知的財産活用ビジネス
アイデア大会
学生有志×産学官金の地域支援機関

デサイン学部生が制作した美しい資料で、文化政策学部生が発表文化的背景、専門性、性格、体力、あらゆる個性を融合した国際デザインチーム

少しでも患者さんの療養環境を良くしたい

ホスピタルアート
プロジェクトしずおか

（HAPS）

トルコ・イズミル経済大学との産学共同事業

国際デザイン
ワークショップ
企業×SUAC×イズミル経済大学（トルコ）

デザイン学部生と文化政策学部生が、トルコ・イズミル経済大学のデザイン

学部生とともにそれぞれの視点や専門性を活かしながら、トルコ・ボドルム地

域の新しい価値を創出するボートチャータービジネスのデザイン提案を行い

ました。1週間のワークショップでは言葉だけでなくスケッチやアクションを

使った熱い意見交換が繰り広げられ、エーゲ海クルーズ体験とともに忘れら

れない思い出となり、両学学生の間に深い絆が生まれました。このワーク

ショップは、開始前からトルコの全国メディアで取り上げられ、ワークショップ

中の様子もテレビや新聞などで報じられました。

静岡県等が主催する「知財活用アイデアプレゼン大会」は、大手企業や静

岡県工業技術研究所の保有する未活用特許を題材にビジネスプランを

提案し、中小企業の新商品・サービス開発につなげる取り組みです。

SUACからは、文化政策・デサイン両学部生による混合チームが出場。

2017年度から２年連続で「最優秀賞」を受賞しました。考案されたアイデ

アは、大学の教員や社会人聴講生、また地元企業や金融機関の皆さんの

経験則に基づいた実践的な意見を受け、さらにブラッシュアップ。最終提

案としてまとめていきました。

静岡文化芸術大学の学生たちは、専門分野を深めていく学びだけではなく、学部や学科、学年の枠を超えて、

様々な企画やプロジェクトに取り組んでいます。実践演習のような授業としてのプログラムはもちろん、学生た

ちが自主的に活動するユニットが多いのも本学の特長です。様々なコラボレーションを通して、自分とは違う感

性に触れ、今まで知らなかった考え方に出会う。お互いを刺激し合う創造的な学びが、たくさん待っています。

両学部の学生がそれぞれの得意分野を活かしてアーティストと一緒に活動を企画

大手企業の開放特許を活用した
斬新な商品アイデアを創出

デザイン学部文化政策学部

文化政策 × デザイン
病院での文化・芸術活動を意味する「ホスピタルアート」。患者さんの療養環

境をより良くすることを目的に日本全国でさまざまな活動が展開されていま

す。2014年から始まったHAPSの活動では、患者さんが毎日を過ごす「日

常」としての病院のあるべき姿を考えながら、患者さんやご家族、病院職員さ

んが一緒に参加できるものづくりワークショップや院内展覧会などの活動を

行っています。学生だからこそできる活動、ひとときでも病気のことを忘れ、

医療以外のつながり、コミュニケーションを持てるような取り組みを進めてい

ます。これらの活動は県内外の複数の企業からの寄付に支えられています。

1

2

3

学部・学科・学年を超えて社会とつながる。
病院×アーティスト×企業×SUAC
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デサイン学部生が制作した美しい資料で、文化政策学部生が発表文化的背景、専門性、性格、体力、あらゆる個性を融合した国際デザインチーム

少しでも患者さんの療養環境を良くしたい

ホスピタルアート
プロジェクトしずおか

（HAPS）

トルコ・イズミル経済大学との産学共同事業

国際デザイン
ワークショップ
企業×SUAC×イズミル経済大学（トルコ）

デザイン学部生と文化政策学部生が、トルコ・イズミル経済大学のデザイン

学部生とともにそれぞれの視点や専門性を活かしながら、トルコ・ボドルム地

域の新しい価値を創出するボートチャータービジネスのデザイン提案を行い

ました。1週間のワークショップでは言葉だけでなくスケッチやアクションを

使った熱い意見交換が繰り広げられ、エーゲ海クルーズ体験とともに忘れら

れない思い出となり、両学学生の間に深い絆が生まれました。このワーク

ショップは、開始前からトルコの全国メディアで取り上げられ、ワークショップ

中の様子もテレビや新聞などで報じられました。

静岡県等が主催する「知財活用アイデアプレゼン大会」は、大手企業や静

岡県工業技術研究所の保有する未活用特許を題材にビジネスプランを

提案し、中小企業の新商品・サービス開発につなげる取り組みです。

SUACからは、文化政策・デサイン両学部生による混合チームが出場。

2017年度から２年連続で「最優秀賞」を受賞しました。考案されたアイデ

アは、大学の教員や社会人聴講生、また地元企業や金融機関の皆さんの

経験則に基づいた実践的な意見を受け、さらにブラッシュアップ。最終提

案としてまとめていきました。

静岡文化芸術大学の学生たちは、専門分野を深めていく学びだけではなく、学部や学科、学年の枠を超えて、

様々な企画やプロジェクトに取り組んでいます。実践演習のような授業としてのプログラムはもちろん、学生た

ちが自主的に活動するユニットが多いのも本学の特長です。様々なコラボレーションを通して、自分とは違う感

性に触れ、今まで知らなかった考え方に出会う。お互いを刺激し合う創造的な学びが、たくさん待っています。

両学部の学生がそれぞれの得意分野を活かしてアーティストと一緒に活動を企画

大手企業の開放特許を活用した
斬新な商品アイデアを創出

デザイン学部文化政策学部

文化政策 × デザイン
病院での文化・芸術活動を意味する「ホスピタルアート」。患者さんの療養環

境をより良くすることを目的に日本全国でさまざまな活動が展開されていま

す。2014年から始まったHAPSの活動では、患者さんが毎日を過ごす「日

常」としての病院のあるべき姿を考えながら、患者さんやご家族、病院職員さ

んが一緒に参加できるものづくりワークショップや院内展覧会などの活動を

行っています。学生だからこそできる活動、ひとときでも病気のことを忘れ、

医療以外のつながり、コミュニケーションを持てるような取り組みを進めてい

ます。これらの活動は県内外の複数の企業からの寄付に支えられています。
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→P.062

→P.063

→P.065

学部・学科の構成

→P.021

→P.019

→P.027

→P.033

アドミッション・ポリシー（入学者受け入れの方針）

文化政策学部 アドミッション・ポリシー

文化政策学部は、芸術および文化全般を歴史の深みと世界的な広がりにおいて認識するとともに、

豊かな感受性、人間や文化の多様性に対する寛容さ、文化を創造し発展させるための的確な知識をもとに、

文化の新たな地平を切り拓く意欲に富み、国際的に活躍できる人材を育成します。

この教育方針のもと、国際文化学科、文化政策学科、芸術文化学科の３学科を設置し、

以下のような関心と意欲を持つ人を、積極的に受け入れます。

デザイン学部 アドミッション・ポリシー

デザイン学部は、時代とともに変化する人や価値観、文化の多様性を視野に入れ、さまざまな人の立場に立った

ユニバーサルな視点で考えるデザインを基本に、快適に暮らせる生活空間や環境を提案し、

国際社会の発展や文化の向上に貢献できる人材を育成します。

この教育方針のもと、デザイン学科を設置し、以下のような関心と意欲を持つ人を、積極的に受け入れます。

日本と世界の多様な文化に関心があり、それらを深く学びたい人

外国語を使い、世界の人々と交流し相互理解を深めたい人

ビジネスや国際協力、地域貢献を通して、グローバル社会で活躍したい人

社会と文化について総合的に学び、その問題を発見・解決したい人

社会調査の方法、政策立案の手法を身につけたい人

行政や企業、NPOなどで活躍し、地域社会と産業に貢献したい人

文化・芸術とそれをとりまく社会について研究したい人

芸術やアートマネジメントに関する実践的知識を身につけたい人

文化・芸術を通じて地域を活性化し、創造性をもって社会に貢献したい人

デザイン分野に強い関心を持ち、幅広くデザインを学びたい人

論理的な思考に基づき、新しい価値の創出を目指す人

直観力や審美眼をみがき、自らの発想を的確に表現したい人

地球環境および社会や地域に関心を持ち、現状を分析して対応策を考えようとする人

理念への共鳴、学びへの強い意欲。社会を動かす人材を育てます。
本学は、豊かな人間性と的確な時代認識を持ち、国際社会の様々な分野で活躍できる人材を養成するために、

教養教育と専門教育が調和したカリキュラムを通して、知性と感性を磨き、

新しい価値や文化を創造する力の育成に努めています。

このような理念に共鳴し、強い意欲を持って学ぼうとする皆さんの入学を期待します。

　 国際文化学科

 

 

　 文化政策学科 
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　 デザイン学科
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アドミッション・ポリシー（入学者受け入れの方針）

文化政策学部 アドミッション・ポリシー

文化政策学部は、芸術および文化全般を歴史の深みと世界的な広がりにおいて認識するとともに、

豊かな感受性、人間や文化の多様性に対する寛容さ、文化を創造し発展させるための的確な知識をもとに、

文化の新たな地平を切り拓く意欲に富み、国際的に活躍できる人材を育成します。

この教育方針のもと、国際文化学科、文化政策学科、芸術文化学科の３学科を設置し、

以下のような関心と意欲を持つ人を、積極的に受け入れます。

デザイン学部 アドミッション・ポリシー

デザイン学部は、時代とともに変化する人や価値観、文化の多様性を視野に入れ、さまざまな人の立場に立った

ユニバーサルな視点で考えるデザインを基本に、快適に暮らせる生活空間や環境を提案し、

国際社会の発展や文化の向上に貢献できる人材を育成します。

この教育方針のもと、デザイン学科を設置し、以下のような関心と意欲を持つ人を、積極的に受け入れます。

日本と世界の多様な文化に関心があり、それらを深く学びたい人

外国語を使い、世界の人々と交流し相互理解を深めたい人

ビジネスや国際協力、地域貢献を通して、グローバル社会で活躍したい人

社会と文化について総合的に学び、その問題を発見・解決したい人

社会調査の方法、政策立案の手法を身につけたい人

行政や企業、NPOなどで活躍し、地域社会と産業に貢献したい人

文化・芸術とそれをとりまく社会について研究したい人

芸術やアートマネジメントに関する実践的知識を身につけたい人

文化・芸術を通じて地域を活性化し、創造性をもって社会に貢献したい人

デザイン分野に強い関心を持ち、幅広くデザインを学びたい人

論理的な思考に基づき、新しい価値の創出を目指す人

直観力や審美眼をみがき、自らの発想を的確に表現したい人

地球環境および社会や地域に関心を持ち、現状を分析して対応策を考えようとする人

理念への共鳴、学びへの強い意欲。社会を動かす人材を育てます。
本学は、豊かな人間性と的確な時代認識を持ち、国際社会の様々な分野で活躍できる人材を養成するために、

教養教育と専門教育が調和したカリキュラムを通して、知性と感性を磨き、

新しい価値や文化を創造する力の育成に努めています。

このような理念に共鳴し、強い意欲を持って学ぼうとする皆さんの入学を期待します。
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文学歴史

日本美術史

古文書読解

通訳・翻訳

日本語教育

グローバル化と文化

国際紛争の理論

イギリス文化

言語の歴史的変遷

東洋美術史

民族主義

国際開発地域研究

多文化共生

中東

言語研究

アメリカ文化

中国経済

東南アジア文化

人類学

少子高齢化

プランニング（企画・計画立案）

社会経済統計

図書館

地方分権
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憲法改正

キャッシュフロー管理

まちづくり

行政情報

地域
広告とメディア

パフォーミングアート

現代建築

コスプレ

少子高齢

美術史・音楽史・演劇史

サブカルチャー

非営利芸術組織

アニメ

文化的経済学

プロデューサー

アートマネジメント
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民芸論運動

観光資源

芸術文化政策

市民ボランティア

補助金制度

宗教美術

マーケティング

国宝

既成の枠を超えて、文化の新たな地平を切り拓く人材を。

基礎をつくる5つの科目群

現在につながる歴史の深みと、世界的な社会の広がりを踏まえた視点から、多角的に文化および芸術を認

識し、豊かな感受性と、文化の創造・発展に必要な知識を身につけ、国際的な視野を持って新たな時代を切

り拓く人材を育成しています。文化政策学部は、人々が「豊か」だと感じる社会の実現を目指し、いきいきと

した社会生活を送るための理念や政策を見つけ出していく力を持つ人材を輩出することで、社会に貢献し

ていきます。

欧州から西アジア、東アジアに至る、そして日

本国内における観光交流の歴史的潮流を俯瞰

し、また産業革命以降、近現代の観光産業の発

展にも目を向け、地域の伝統文化や地場産業を

活かした観光の基礎知識を学修します。

各学科の専門分野を学ぶ上で必要な、文化や芸

術表現の多様性や歴史などを概観するとともに、

異なる文化への理解や多様な社会システム、芸術

表現等に関わる幅広い知識を養います。

企業に加え、政府、自治体、ＮＰＯ／ＮＧＯといった非

営利組織も含めた、幅広い経営体における政策の企

画立案や評価、経営体のマネジメントの基本を学び

ます。これらを通じて、人と人、人と社会のより良い

あり方に資するための実践的な能力を発揮できるよ

うになることを目指します。

政策・マネジメント

文化・芸術 観光

多文化共生、まちづくり、NGO論

人文学
文学、歴史、文化・芸術

地域政策

マネジメント
アートマネジメント、
経営、行政、法律

必修科目である英語・中国語以外の多様な外国

語を学ぶことにより、国内外の社会や市民の多

様性、各地の歴史や地理に根ざした社会・経済・

文化・芸術などの理解を深めるとともに、コミュ

ニケーション能力の拡充を目指します。

多様な言語

国際文化学科

「文化政策とは何か」を理解するために、文化政策学部では学部共通科目として、＜文化・芸

術＞、＜政策・マネジメント＞、＜情報・リテラシー＞、＜観光＞、＜多様な言語＞の5つの分野の

科目群を設置しています。学生は、これらの中からバランスよく科目を選び学んでいきます。

これらは、3つの特色ある学科での学習に共通する土台となります。

政治 広告

国際文化学科　文化政策学科　芸術文化学科

文化政策学部

文化政策学部で学べること。
3学科での関連ワード

文化政策学部の3学科での
取得可能な資格
◆教育職員免許状［中学校教諭一種・高等学校教諭一種］
　国際文化学科／国語（中学・高校）・英語（中学・高校）
　文化政策学科／社会（中学）・公民（高校）

◆図書館司書

◆学校図書館司書教諭

◆博物館学芸員

◆日本語教員養成課程

◆社会調査士

文化政策学部では、「国際文化学科」、「文化政策学

科」、「芸術文化学科」の３つの学科を設け、社会と文化

の関わりを専門的に学びます。複雑、多様な社会につい

て、専門領域だけでなく周辺領域の知識にも触れなが

ら、広く、深く学んでいきます。

芸術文化学科文化政策学科
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社会の課題に対する構想力、企画力、問題解決能

力を養うとともに、専門的な研究やその成果を、広

く社会に向けて発表・表現することや、多様な市民

社会の中での合意形成を促進するための実践的な

スキルを身につけます。加えて、多様化する情報社

会の中で、慎重にこれらに対処するための法的・制

度的知識や自身の情報・リテラシーの素養を身に

つけます。

情報・リテラシー



019 020

国
際
文
化
学
科

文
化
政
策
学
科

芸
術
文
化
学
科

デ
ザ
イ
ン
学
科

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ・

支
援
制
度

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
／
大
学
院

国
際
交
流

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ド

文学歴史

日本美術史

古文書読解

通訳・翻訳

日本語教育

グローバル化と文化

国際紛争の理論

イギリス文化

言語の歴史的変遷

東洋美術史

民族主義

国際開発地域研究

多文化共生

中東

言語研究

アメリカ文化

中国経済

東南アジア文化

人類学

少子高齢化

プランニング（企画・計画立案）

社会経済統計

図書館

地方分権

社会福祉

リサーチ（調査・研究）

中山間地域

消費者心理

ジェンダー

法律　　経済

GDP統計

グローバル化

憲法改正

キャッシュフロー管理

まちづくり

行政情報

地域
広告とメディア

パフォーミングアート

現代建築

コスプレ

少子高齢

美術史・音楽史・演劇史

サブカルチャー

非営利芸術組織

アニメ

文化的経済学

プロデューサー

アートマネジメント

茶文化

民芸論運動

観光資源

芸術文化政策

市民ボランティア

補助金制度

宗教美術

マーケティング

国宝

既成の枠を超えて、文化の新たな地平を切り拓く人材を。

基礎をつくる5つの科目群

現在につながる歴史の深みと、世界的な社会の広がりを踏まえた視点から、多角的に文化および芸術を認

識し、豊かな感受性と、文化の創造・発展に必要な知識を身につけ、国際的な視野を持って新たな時代を切

り拓く人材を育成しています。文化政策学部は、人々が「豊か」だと感じる社会の実現を目指し、いきいきと

した社会生活を送るための理念や政策を見つけ出していく力を持つ人材を輩出することで、社会に貢献し

ていきます。

欧州から西アジア、東アジアに至る、そして日

本国内における観光交流の歴史的潮流を俯瞰

し、また産業革命以降、近現代の観光産業の発

展にも目を向け、地域の伝統文化や地場産業を

活かした観光の基礎知識を学修します。

各学科の専門分野を学ぶ上で必要な、文化や芸

術表現の多様性や歴史などを概観するとともに、

異なる文化への理解や多様な社会システム、芸術

表現等に関わる幅広い知識を養います。

企業に加え、政府、自治体、ＮＰＯ／ＮＧＯといった非

営利組織も含めた、幅広い経営体における政策の企

画立案や評価、経営体のマネジメントの基本を学び

ます。これらを通じて、人と人、人と社会のより良い

あり方に資するための実践的な能力を発揮できるよ

うになることを目指します。

政策・マネジメント

文化・芸術 観光

多文化共生、まちづくり、NGO論

人文学
文学、歴史、文化・芸術

地域政策

マネジメント
アートマネジメント、
経営、行政、法律

必修科目である英語・中国語以外の多様な外国

語を学ぶことにより、国内外の社会や市民の多

様性、各地の歴史や地理に根ざした社会・経済・

文化・芸術などの理解を深めるとともに、コミュ

ニケーション能力の拡充を目指します。

多様な言語

国際文化学科

「文化政策とは何か」を理解するために、文化政策学部では学部共通科目として、＜文化・芸

術＞、＜政策・マネジメント＞、＜情報・リテラシー＞、＜観光＞、＜多様な言語＞の5つの分野の

科目群を設置しています。学生は、これらの中からバランスよく科目を選び学んでいきます。

これらは、3つの特色ある学科での学習に共通する土台となります。

政治 広告

国際文化学科　文化政策学科　芸術文化学科

文化政策学部

文化政策学部で学べること。
3学科での関連ワード

文化政策学部の3学科での
取得可能な資格
◆教育職員免許状［中学校教諭一種・高等学校教諭一種］
　国際文化学科／国語（中学・高校）・英語（中学・高校）
　文化政策学科／社会（中学）・公民（高校）

◆図書館司書

◆学校図書館司書教諭

◆博物館学芸員

◆日本語教員養成課程

◆社会調査士

文化政策学部では、「国際文化学科」、「文化政策学

科」、「芸術文化学科」の３つの学科を設け、社会と文化

の関わりを専門的に学びます。複雑、多様な社会につい

て、専門領域だけでなく周辺領域の知識にも触れなが

ら、広く、深く学んでいきます。

芸術文化学科文化政策学科

D
epartm

ent of Intercultural Studies
D

epartm
ent of R

egional C
ultural Policy and M

anagem
ent

D
epartm

ent of D
esign

D
epartm

ent of Art M
anagem

ent

Faculty of C
ultural Policy and M

anagem
ent

Faculty of D
esign

3学科横断型の
文明観光学コース
◎39ページに紹介

社会の課題に対する構想力、企画力、問題解決能

力を養うとともに、専門的な研究やその成果を、広

く社会に向けて発表・表現することや、多様な市民

社会の中での合意形成を促進するための実践的な

スキルを身につけます。加えて、多様化する情報社

会の中で、慎重にこれらに対処するための法的・制
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国際文化学科 4年　静岡県立浜松工業高校出身

松本真吏  MATSUMOTO Mari

国際文化学科 3年　愛知県立東郷高校出身

松尾哲太  MATSUO Tetta

知りたいことは自分の目で確かめる
未知の研究分野にチャレンジ

世界を相手に何ができるか
大学院に進学し、追究し続けたい
もともと国際協力に興味があり、高校生の時に留学プログラムで

バングラデシュに行く際、SUACの下澤先生と出会ったことが進

学のきっかけです。バングラデシュにはほぼ毎年渡航し、日本では

想像もつかないような貧困や抑圧の現場を目の当たりにして、さ

らに社会問題に関心を持つようになりました。本学科の魅力は、興

味が湧いたことをすぐに探求できる環境があること。幅広い領域

をカバーできるので、宗教や民族、紛争など、自分の興味をさらに

広げることができました。特に国際協力については、ロヒンギャ難

民支援のためのクラウドファンディングに挑戦したり、先輩が立ち

上げたNGOに携わったりと、座学だけでなく実践を通して深く学

ぶことができた5年間でした。社会的に困難な立場にある人たち

をエンパワメントできるような活動をしていくことを目標に、卒業

後は大学院に進み、研究を実践に活かす学びを続けていきたいと

思っています。

異文化を理解し、国際的にコミュニケートできる
知性と感性にあふれた人材を養成します。
今、世界は、大きく変わろうとしています。

国を越える経済や人の交流は信じられないほどの速さで進んでいます。

そして宗教、伝統文化も大きく変わろうとしています。

国際文化学科は、こうしたグローバルな社会を冷静に見極め、積極的な価値を発見する力、

なによりも人間共存のための創造力、行動力を生み出す学びを進めています。

外国語コミュニケーション能力アップにとどまらず、学生が多様な文化の構造や発展を学ぶ

豊富な科目群、そして学びを具体的な行動に置きかえていくための場を多様に設定しています。

経験豊かな教員がチームワークで学生と向き合い、常に多様なニーズに対応しています。

そして、毎年多数の積極的な学生が留学や海外でのインターンシップを実現しています。

※学生の学年表記は取材時（2020年度）のものです。

文化政策学部

定員100名

高3のとき　ISISの台頭からイスラ
ーム教に興味を持つ。「トビタテ！留
学JAPAN」でバングラデシュに短期
留学。国際協力の道を志す

　　　  ダッカテロ事件が起こりテ
ロに関心を持つ。インド各地を訪れ、
社会問題への関心が強まる。後期よ
りロヒンギャ難民支援活動を始める
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esign 国際文化学科 海外や異文化について深く学びたいと考え、広い知識を得られる

本学科を志望しました。多文化共生や文化人類学など受講をきっか

けに関心が広がる科目も多く、サークル活動で発展途上国への建

築ボランティアとしてインドに出向いたことは、NPO・NGOなどに

よる国際協力について深く考えるきっかけになりました。多くの地

域や国々について学べる本学科だからこそ、“人々の当たり前はそ

れぞれ違う”という多様性について学ぶことができ、フランスへの

留学経験を通して実際に肌で感じ取ることができました。現在は、

フェアトレードや観光を切り口に発展途上国の貧困や環境問題を研

究するゼミに所属し、「観光資源としての工場夜景の可能性」とい

うテーマで卒業研究を進めるために、現地調査に向けて準備中で

す。与えられたものをソツなくこなしていた高校時代から心機一

転、大学では“自分からアクションを起こし、今しかできないことを

しよう”とスタートしたSUAC生活。ラスト1年、充実した年にしたい

と思います。

高3のとき　英語に目覚め、海外や
異文化への興味を持つ

　　　　 卒業研究に励む。資格取得
に取り組むほか、早めに就職活動を
始動

　　　  サークルの活動で、発展途
上国への建築支援ボランティアとし
てインドに行く

　　　   留学に向けフランス語検定
を受検し、提携校ブルゴーニュ大学へ
語学留学

2 年次

3 年次

　　　　 休学してバングラデシュに10
カ月留学。ベンガル語を学んだり農村
に滞在したり、現地での暮らしを経験

　　　  初めてインド一人旅を経験。
バングラデシュでロヒンギャ難民キャ
ンプに入り、現場で衝撃を受ける

2 年次

3 年次

　　　 静岡文化芸術大学 大学院進路

1年次

1年次
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そして宗教、伝統文化も大きく変わろうとしています。

国際文化学科は、こうしたグローバルな社会を冷静に見極め、積極的な価値を発見する力、

なによりも人間共存のための創造力、行動力を生み出す学びを進めています。

外国語コミュニケーション能力アップにとどまらず、学生が多様な文化の構造や発展を学ぶ

豊富な科目群、そして学びを具体的な行動に置きかえていくための場を多様に設定しています。

経験豊かな教員がチームワークで学生と向き合い、常に多様なニーズに対応しています。

そして、毎年多数の積極的な学生が留学や海外でのインターンシップを実現しています。

※学生の学年表記は取材時（2020年度）のものです。

文化政策学部

定員100名

高3のとき　ISISの台頭からイスラ
ーム教に興味を持つ。「トビタテ！留
学JAPAN」でバングラデシュに短期
留学。国際協力の道を志す

　　　  ダッカテロ事件が起こりテ
ロに関心を持つ。インド各地を訪れ、
社会問題への関心が強まる。後期よ
りロヒンギャ難民支援活動を始める
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Faculty of D
esign 国際文化学科 海外や異文化について深く学びたいと考え、広い知識を得られる

本学科を志望しました。多文化共生や文化人類学など受講をきっか

けに関心が広がる科目も多く、サークル活動で発展途上国への建

築ボランティアとしてインドに出向いたことは、NPO・NGOなどに

よる国際協力について深く考えるきっかけになりました。多くの地

域や国々について学べる本学科だからこそ、“人々の当たり前はそ

れぞれ違う”という多様性について学ぶことができ、フランスへの

留学経験を通して実際に肌で感じ取ることができました。現在は、

フェアトレードや観光を切り口に発展途上国の貧困や環境問題を研

究するゼミに所属し、「観光資源としての工場夜景の可能性」とい

うテーマで卒業研究を進めるために、現地調査に向けて準備中で

す。与えられたものをソツなくこなしていた高校時代から心機一

転、大学では“自分からアクションを起こし、今しかできないことを

しよう”とスタートしたSUAC生活。ラスト1年、充実した年にしたい

と思います。

高3のとき　英語に目覚め、海外や
異文化への興味を持つ

　　　　 卒業研究に励む。資格取得
に取り組むほか、早めに就職活動を
始動

　　　  サークルの活動で、発展途
上国への建築支援ボランティアとし
てインドに行く

　　　   留学に向けフランス語検定
を受検し、提携校ブルゴーニュ大学へ
語学留学

2 年次

3 年次

　　　　 休学してバングラデシュに10
カ月留学。ベンガル語を学んだり農村
に滞在したり、現地での暮らしを経験

　　　  初めてインド一人旅を経験。
バングラデシュでロヒンギャ難民キャ
ンプに入り、現場で衝撃を受ける

2 年次

3 年次

　　　 静岡文化芸術大学 大学院進路

1年次

1年次
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複眼的な視点から世界の文化を捉え、
多角的に取り組むことで、
国際文化をダイナミックに学ぶ。
世界のさまざまな事件や状況について考えるには、表面にあらわれた物

事だけでなく、背景まで掘り下げて根源から理解することが欠かせませ

ん。自ら問題意識を持ってテーマを見つけ考察する力を養うことが、「学

び」の基本です。問題意識を持ち、発見した問題を深め、そして、新たな

一歩を踏み出してみましょう。
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Global Culture and Society B is an 
English lecture course intended to 
familiarize students with an 
understanding of relevant concepts 
and issues related to living in a 
global culture. Students are invited 
to think critically about difficult 
topics that we are currently facing 
in modern society for which there 
are no easy solutions. Through 
lectures and group discussions, 
students will develop their ability to 
consider different viewpoints and 
form their own independent 
opinions.

学問の探究方法の基礎を身につける
「国際文化基礎論」【1～4年次 ／学科基礎】

研究の基礎となる方法を会得する
ための科目です。学生は、自分が
設定したテーマに関する文献を集
め、グループ内でその内容の報告
とディスカッションを行います。そ
こからテーマに関する考察を展開
し、注記と文献リストを備えた論文
形式のレポートを作成します。

Global Culture: Thinking Independently Together
「Culture & Society B」【2～4年次 ／専門的科目】

異文化理解の基本を確認する
「比較文化論」

関心領域の学びを深める場
「国際文化演習」

経済の視点からアジアを読み解く
「アジアビジネス論」

専門分野の研究成果をまとめる
「卒業論文」

Communicating Effectively in Business Situations
「英語上級 会議英語」

国際文化学科の学びの体系
「国際文化概論」「国際文化基礎論」といった学科基礎、そして専門外国語を学ぶことで多様

な文化のあり方や価値を学びます。その後 3つの専門的な科目群である「日本・東アジア」

「地中海・西欧・北米」「多文化共生」から選択的に学ぶことで、文化を創造的、能動的に学び

卒業研究の準備をしていきます。また新しい科目「グローバル・キャリア・デザイン概論」によっ

て将来のキャリアを早期に構築するサポートをします。

学科基礎

●国際文化概論　●グローバル・キャリア・デザイン概論　●比較文化論　●国際関係論
●ナショナリズム論　●国際文化基礎論　●文章表現技法

卒 業 研 究

日本文化史／地域の民俗・芸能・
文化／メディア表現分析／日中文
化比較／韓国の文化と社会／東
南アジアの民族と文化／漢字文化
研究／現代ベトナム社会／など

ヨーロッパ・モード史／フランス文
学／イタリアの都市の歴史／イギ
リス口承文芸／アメリカ教育事情
／アメリカ映画論／英語の習得と
学習／中東地域論／など

静岡県の多文化共生／在日ブラ
ジル人に関する研究／グローバ
リゼーションの光と影／イスラー
ム政治思想／など

専門的科目群

●日本・東アジア
●地中海・西欧・北米
●多文化共生

専 門 外 国 語

●英語表現法　●英語上級
●中国語上級　●フランス語上級・応用
●ポルトガル語上級・応用　●韓国語上級

●日本・東アジア ●地中海・西欧・北米 ●多文化共生

「ビジネスを通じた国際協力」をフ
ェアトレードから学ぶ授業です。フ
ェアトレードは、地域の課題解決
のための手段であるわけですか
ら、単にフェアトレードの制度や歴
史などの知識を学ぶだけでなく、
実践活動を意識した企画・立案・評
価手法についても学びます。

異文化とは何か、異文化とどう向
き合うべきかについて、日本と欧
米の文化比較を例に考えていきま
す。異文化を知ることは楽しいだ
けでなく、誤解を生じたり、時に対
立抗争にもつながったりします。先
人たちの著書を参考にしながら、
文化の違いを冷静に論理的に説明
する手がかりを探しましょう。

現場の視点から考える国際協力
「フェアトレード論」

21世紀のアジア経済は、量的に
も、質的にも飛躍的な成長を見せ
ています。本授業はアジア各国の
経済発展の経路と実態を理解した
上で、格差と貧困、環境保全など
共通の課題についても学び、経済
学的視点からアジア理解を深めて
いきます。

Meeting English is a specialized 
course designed to help students 
learn to effectively communicate 
their ideas in English by giving 
individual and group presentations 
on business related topics. 
An important component of this 
course is receiving detailed peer 
and teacher feedback in order to
help students reflect on their 
presentation performance and 
improve.

関心を持った研究領域の教員のゼ
ミに所属し、担当教員の研究領域
の基本的な知識や研究方法を学び
ます。学生は自身の研究領域を定
め、その研究について教員が指導
を行います。卒業論文を作成する
ための必要な能力や関心領域の学
びを深めます。

これまで国際文化演習をはじめと
する様々な科目で学んだ多様な事
実と研究方法に基づいて卒業論文
をまとめます。研究に必要な文献
の特定と検索、論理的な構成方法
など卒業論文に必要な事項を担当
教員が指導します。
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1年次

2年次

3年次

4年次

専門科目が本格的に始動。
「専門外国語」を通じて高度
な言語力を習得。後期には
所属ゼミが決定します。

国際文化学科で
学ぶ4年間

学科専門の講義では、学び
たい分野の科目を積極的に
履修するとともに、演習（ゼ
ミ）で専門テーマを深く掘り
下げていきます。

大学での研究の集大成とし
て、卒業論文をまとめます。
ゼミの中で執筆計画を立て
て着実に実行。併せて卒業
後の進路決定を進めていき
ます。

学科の「国際文化概論」「国
際文化基礎論」等を通じて
基礎を学び、専門分野への
足がかりをつくります。

【3～4年次／卒業研究（演習）】

【3～4年次／専門外国語】 【4年次／卒業研究（演習・卒業論文）】

【2～4年次／専門的科目】

【2～4年次／学科基礎】 【2～4年次／専門的科目】
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複眼的な視点から世界の文化を捉え、
多角的に取り組むことで、
国際文化をダイナミックに学ぶ。
世界のさまざまな事件や状況について考えるには、表面にあらわれた物

事だけでなく、背景まで掘り下げて根源から理解することが欠かせませ

ん。自ら問題意識を持ってテーマを見つけ考察する力を養うことが、「学

び」の基本です。問題意識を持ち、発見した問題を深め、そして、新たな

一歩を踏み出してみましょう。
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全
学
科
目

学
部
科
目

卒
業
研
究（
演
習
）

学
科
基
礎

全
学
科
目

学
部
科
目

学
科
基
礎

国
際
文
化
入
門

専
門
外
国
語

専
門
的
科
目

専
門
的
科
目

全
学
科
目

学
部
科
目

専
門
外
国
語

専
門
外
国
語

専
門
的
科
目

卒
業
研
究（
演
習
・
卒
業
論
文
）

全
学
科
目

学
部
科
目

専
門
的
科
目

Global Culture and Society B is an 
English lecture course intended to 
familiarize students with an 
understanding of relevant concepts 
and issues related to living in a 
global culture. Students are invited 
to think critically about difficult 
topics that we are currently facing 
in modern society for which there 
are no easy solutions. Through 
lectures and group discussions, 
students will develop their ability to 
consider different viewpoints and 
form their own independent 
opinions.

学問の探究方法の基礎を身につける
「国際文化基礎論」【1～4年次 ／学科基礎】

研究の基礎となる方法を会得する
ための科目です。学生は、自分が
設定したテーマに関する文献を集
め、グループ内でその内容の報告
とディスカッションを行います。そ
こからテーマに関する考察を展開
し、注記と文献リストを備えた論文
形式のレポートを作成します。

Global Culture: Thinking Independently Together
「Culture & Society B」【2～4年次 ／専門的科目】

異文化理解の基本を確認する
「比較文化論」

関心領域の学びを深める場
「国際文化演習」

経済の視点からアジアを読み解く
「アジアビジネス論」

専門分野の研究成果をまとめる
「卒業論文」

Communicating Effectively in Business Situations
「英語上級 会議英語」

国際文化学科の学びの体系
「国際文化概論」「国際文化基礎論」といった学科基礎、そして専門外国語を学ぶことで多様

な文化のあり方や価値を学びます。その後 3つの専門的な科目群である「日本・東アジア」

「地中海・西欧・北米」「多文化共生」から選択的に学ぶことで、文化を創造的、能動的に学び

卒業研究の準備をしていきます。また新しい科目「グローバル・キャリア・デザイン概論」によっ

て将来のキャリアを早期に構築するサポートをします。

学科基礎

●国際文化概論　●グローバル・キャリア・デザイン概論　●比較文化論　●国際関係論
●ナショナリズム論　●国際文化基礎論　●文章表現技法

卒 業 研 究

日本文化史／地域の民俗・芸能・
文化／メディア表現分析／日中文
化比較／韓国の文化と社会／東
南アジアの民族と文化／漢字文化
研究／現代ベトナム社会／など

ヨーロッパ・モード史／フランス文
学／イタリアの都市の歴史／イギ
リス口承文芸／アメリカ教育事情
／アメリカ映画論／英語の習得と
学習／中東地域論／など

静岡県の多文化共生／在日ブラ
ジル人に関する研究／グローバ
リゼーションの光と影／イスラー
ム政治思想／など

専門的科目群

●日本・東アジア
●地中海・西欧・北米
●多文化共生

専 門 外 国 語

●英語表現法　●英語上級
●中国語上級　●フランス語上級・応用
●ポルトガル語上級・応用　●韓国語上級

●日本・東アジア ●地中海・西欧・北米 ●多文化共生

「ビジネスを通じた国際協力」をフ
ェアトレードから学ぶ授業です。フ
ェアトレードは、地域の課題解決
のための手段であるわけですか
ら、単にフェアトレードの制度や歴
史などの知識を学ぶだけでなく、
実践活動を意識した企画・立案・評
価手法についても学びます。

異文化とは何か、異文化とどう向
き合うべきかについて、日本と欧
米の文化比較を例に考えていきま
す。異文化を知ることは楽しいだ
けでなく、誤解を生じたり、時に対
立抗争にもつながったりします。先
人たちの著書を参考にしながら、
文化の違いを冷静に論理的に説明
する手がかりを探しましょう。

現場の視点から考える国際協力
「フェアトレード論」

21世紀のアジア経済は、量的に
も、質的にも飛躍的な成長を見せ
ています。本授業はアジア各国の
経済発展の経路と実態を理解した
上で、格差と貧困、環境保全など
共通の課題についても学び、経済
学的視点からアジア理解を深めて
いきます。

Meeting English is a specialized 
course designed to help students 
learn to effectively communicate 
their ideas in English by giving 
individual and group presentations 
on business related topics. 
An important component of this 
course is receiving detailed peer 
and teacher feedback in order to
help students reflect on their 
presentation performance and 
improve.

関心を持った研究領域の教員のゼ
ミに所属し、担当教員の研究領域
の基本的な知識や研究方法を学び
ます。学生は自身の研究領域を定
め、その研究について教員が指導
を行います。卒業論文を作成する
ための必要な能力や関心領域の学
びを深めます。

これまで国際文化演習をはじめと
する様々な科目で学んだ多様な事
実と研究方法に基づいて卒業論文
をまとめます。研究に必要な文献
の特定と検索、論理的な構成方法
など卒業論文に必要な事項を担当
教員が指導します。
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1年次

2年次

3年次

4年次

専門科目が本格的に始動。
「専門外国語」を通じて高度
な言語力を習得。後期には
所属ゼミが決定します。

国際文化学科で
学ぶ4年間

学科専門の講義では、学び
たい分野の科目を積極的に
履修するとともに、演習（ゼ
ミ）で専門テーマを深く掘り
下げていきます。

大学での研究の集大成とし
て、卒業論文をまとめます。
ゼミの中で執筆計画を立て
て着実に実行。併せて卒業
後の進路決定を進めていき
ます。

学科の「国際文化概論」「国
際文化基礎論」等を通じて
基礎を学び、専門分野への
足がかりをつくります。

【3～4年次／卒業研究（演習）】

【3～4年次／専門外国語】 【4年次／卒業研究（演習・卒業論文）】

【2～4年次／専門的科目】

【2～4年次／学科基礎】 【2～4年次／専門的科目】
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TOPICS

※学生の学年表記は取材時（2020年度）のものです。 ※分類は本学の区分によるものです。

詳しくは70ページを
ご覧ください。取得可能な資格

教育職員免許状：中学校教諭一種
［国語・英語］

教育職員免許状：高等学校教諭一種
［国語・英語］

図書館司書

学校図書館司書教諭

日本語教員養成課程

社会調査士

浜松いわた信用金庫の受託事業として

エシカル消費教育の教材作成
Discuss important global issues in English with people from all over the world!

英語模擬国連
浜松いわた信用金庫の受託事業として、エシカル消費を理解するための小学生

向けの教材を、国際文化学科の学生6名、デザイン学科の学生3名で作成しまし

た。エシカル消費（倫理的消費）とは、消費を通じて環境問題や社会問題の解決

を目指す運動です。フェアトレードは、エシカル消費の代表例です。

The goal of JUEMUN (Japan University English Model United Nations) is to 
positively affect the lives of university students and motivate them to become 
better global citizens. JUEMUN encourages an understanding of contemporary 
international issues and the United Nations. Every year at  JUEMUN university 
students from around the world cooperate in discussing complex global 
issues, such as climate change in English from the perspective of their assigned 
country. 

卒業生の主な進路・取得可能な資格

Japan University English Model
United Nations(　　　　  　　　) 

ゼミ紹介

卒業研究演習一覧

経済を通して中国とアジアを知る

担当教員 ： 兪  嶸 教授
専門領域 ： 中国経済・開発経済学

史料との対話から「今」を問い直す

担当教員 ： 水谷  悟 教授
専門領域 ： 日本近現代史

中東などの近現代史を扱う

担当教員 ： 徳増克己 准教授
専門領域 ： 中東北部と旧ソ連の境界地域史

現場の視点から「地域の発展」を考えよう

担当教員 ： 武田  淳 准教授
専門領域 ： 開発人類学・環境と開発

英米の文学文化研究を土台に世界に羽ばたく

担当教員 ： 鈴木元子 教授
専門領域 ： 英米文学・アメリカ文化史

グローカル化の活動で国・企業・人を繋げる

担当教員 ： 崔 学松 准教授
専門領域 ： 中国文化社会・東アジア国際関係・言語社会学

Applied Linguistics and Global Culture

担当教員 ： Edward Pearse SARICH 教授
専門領域 ： 英語教育

言語習得メカニズムの探究

担当教員 ： 横田秀樹 教授
専門領域 ： 心理言語学・英語教育

イギリス伝承文化と児童文学

担当教員 ： 美濃部京子 教授
専門領域 ： イギリス口承文芸

フランスを学び、フランスから考える

担当教員 ： 中田健太郎 講師
専門領域 ： フランス文学・視覚文化論

日本語・日本語教育の研究

担当教員 ： 佐野由紀子 教授
専門領域 ： 日本語学・日本語教育

文学×民俗学＝伝承文学

担当教員 ： 二本松康宏 教授
専門領域 ： 日本文学・伝承文化

ヨーロッパの歴史と文化の研究

担当教員 ： 永井敦子 教授
専門領域 ： 西洋史

イタリアを知り、世界の文化を読み解く

担当教員 ： 武田 好 教授
専門領域 ： イタリア語・イタリア文化

未知の関心を深く掘り起こそう

担当教員 ： 下澤 嶽 教授
専門領域 ： 国際協力・ＮＧＯ・ＮＰＯ

東南アジアの歴史・文化・社会

担当教員 ： 岡田建志 教授
専門領域 ： 東南アジア史

自分だけの韓国を知る

担当教員 ： 林 在圭 教授
専門領域 ： 韓国文化・韓国語

「グローバル社会」の仕組みについて学ぶ

担当教員 ： 西脇靖洋 准教授
専門領域 ： 国際関係論

東南アジアの文化と多文化共生

担当教員 ： 池上重弘 教授
専門領域 ： 文化人類学・多文化共生論

古文書から地域の歴史を掘りおこす

担当教員 ： 西田かほる 教授
専門領域 ： 日本史・文化史

English Education and Global Issues

担当教員 ： Jack RYAN 教授
専門領域 ： 英語教育
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日本近現代史は世界史です。国内の視点では捉えきれない多様なつながりが、政治・外交の
みならず、衣・食・住など身近な生活文化にこそ息づいています。各自の問題関心を大切に、文
献や史料を講読して日本の社会や文化のルーツをさぐり、３、４年合同でゼミを行い学生同士
の意見交換を重んじています。さらに東京・静岡で巡見・史料調査を実施し、一次史料に触れ
る機会を作っています。これらの経験で得た知見に基づき、卒業論文と就職活動に取り組む
なかで、歴史を踏まえつつ現代に必要な物事を提案・実行する一個人に成長していきます。

水谷  悟 教授日本近現代史

一人ひとり異なる問題関心
自分だけの史料に出会い、今を問い直す

ゼミ生の研究テーマは多種多様
日本史における幅広い範囲で興味を持てた

以前から日本史の中でも戦時期に関心があり、水谷ゼミ
を選びました。当ゼミは3、4年生合同で、それぞれが自分
の研究テーマについて発表し、意見の共有や交換をする
ことで、自身の研究を深めることができるのが魅力。自分
とは違うテーマや時代についても知ることができ、知識量
も増えました。

ゼミ生の声

西野晴香 国際文化学科 4年　
静岡県立三島南高校出身

愛知医科大学
（株）イーオン
エヌ・ティ・ティ・システム開発（株）

（株）オークラアクトシティホテル浜松
GTS協同組合
生活協同組合コープさっぽろ
生活協同組合コープながの

埼玉大学 静岡文化芸術大学

生活協同組合コープひろしま
聖隷クリストファー中・高等学校
総合メディカル（株）

（株）TOKAIホールディングス
東邦ガステクノ（株）

（株）マイナビ

岡崎信用金庫
しずおか焼津信用金庫
西尾信用金庫
沼津信用金庫
浜松磐田信用金庫

（株）清水銀行

長野県信用組合
日本生命保険（相）
第一生命保険（株）
とぴあ浜松農業協同組合
花咲ふくい農業協同組合

ANAエアポートサービス（株）
Agoda Travel Oparations Japan（株）
朝日自動車（株）

（株）エイチ・アイ・エス
鴻池運輸（株）
静岡鉄道（株）

（株）JTB

（株）JTB商事
鈴与（株）
全日本空輸（株）
東日本旅客鉄道（株）

（株）フジドリームエアラインズ
名鉄観光サービス（株）
日本航空（株）

永和住宅（株）
三立電機工業（株）

（株）シャンソン化粧品
スズキ（株）

（株）SUBARU

セキスイハイム東海（株）
浜松ホト二クス（株）

（株）日立ソリューションズ
矢崎総業（株）
ヤマハ発動機（株）

公務

金融・保険業

サービス業など

製造・建設業

運輸・旅行業

大学院進学

卒業生の主な進路 （平成30～令和2年度卒業生）

イオンリテール（株）
ウエルシア薬局（株）

（株）杏林堂薬局
（株）クシタニ

（有）春華堂
（株）ニトリ
パナソニックメディコム甲信越（株）

（株）ドラッグストアモリ

卸売・小売業

静岡市役所
豊川市役所
浜松市役所
藤枝市役所
法務省

静岡県庁（小中学校事務）
静岡県教育委員会（教員）
愛知県教育委員会（教員）
岐阜県教育委員会（教員）
浜松市教育委員会（教員）

公務 5%

サービス業
（情報サービス・広告・ホテルなど）

32%

小売業 22%
金融・保険業 11%

運輸・通信業
3%

卸売業 3%

建設業 7%

製造業 16%

（2020年度実績）
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TOPICS

※学生の学年表記は取材時（2020年度）のものです。 ※分類は本学の区分によるものです。

詳しくは70ページを
ご覧ください。取得可能な資格

教育職員免許状：中学校教諭一種
［国語・英語］

教育職員免許状：高等学校教諭一種
［国語・英語］

図書館司書

学校図書館司書教諭

日本語教員養成課程

社会調査士

浜松いわた信用金庫の受託事業として

エシカル消費教育の教材作成
Discuss important global issues in English with people from all over the world!

英語模擬国連
浜松いわた信用金庫の受託事業として、エシカル消費を理解するための小学生

向けの教材を、国際文化学科の学生6名、デザイン学科の学生3名で作成しまし

た。エシカル消費（倫理的消費）とは、消費を通じて環境問題や社会問題の解決

を目指す運動です。フェアトレードは、エシカル消費の代表例です。

The goal of JUEMUN (Japan University English Model United Nations) is to 
positively affect the lives of university students and motivate them to become 
better global citizens. JUEMUN encourages an understanding of contemporary 
international issues and the United Nations. Every year at  JUEMUN university 
students from around the world cooperate in discussing complex global 
issues, such as climate change in English from the perspective of their assigned 
country. 

卒業生の主な進路・取得可能な資格

Japan University English Model
United Nations(　　　　  　　　) 

ゼミ紹介

卒業研究演習一覧

経済を通して中国とアジアを知る

担当教員 ： 兪  嶸 教授
専門領域 ： 中国経済・開発経済学

史料との対話から「今」を問い直す

担当教員 ： 水谷  悟 教授
専門領域 ： 日本近現代史

中東などの近現代史を扱う

担当教員 ： 徳増克己 准教授
専門領域 ： 中東北部と旧ソ連の境界地域史

現場の視点から「地域の発展」を考えよう

担当教員 ： 武田  淳 准教授
専門領域 ： 開発人類学・環境と開発

英米の文学文化研究を土台に世界に羽ばたく

担当教員 ： 鈴木元子 教授
専門領域 ： 英米文学・アメリカ文化史

グローカル化の活動で国・企業・人を繋げる

担当教員 ： 崔 学松 准教授
専門領域 ： 中国文化社会・東アジア国際関係・言語社会学

Applied Linguistics and Global Culture

担当教員 ： Edward Pearse SARICH 教授
専門領域 ： 英語教育

言語習得メカニズムの探究

担当教員 ： 横田秀樹 教授
専門領域 ： 心理言語学・英語教育

イギリス伝承文化と児童文学

担当教員 ： 美濃部京子 教授
専門領域 ： イギリス口承文芸

フランスを学び、フランスから考える

担当教員 ： 中田健太郎 講師
専門領域 ： フランス文学・視覚文化論

日本語・日本語教育の研究

担当教員 ： 佐野由紀子 教授
専門領域 ： 日本語学・日本語教育

文学×民俗学＝伝承文学

担当教員 ： 二本松康宏 教授
専門領域 ： 日本文学・伝承文化

ヨーロッパの歴史と文化の研究

担当教員 ： 永井敦子 教授
専門領域 ： 西洋史

イタリアを知り、世界の文化を読み解く

担当教員 ： 武田 好 教授
専門領域 ： イタリア語・イタリア文化

未知の関心を深く掘り起こそう

担当教員 ： 下澤 嶽 教授
専門領域 ： 国際協力・ＮＧＯ・ＮＰＯ

東南アジアの歴史・文化・社会

担当教員 ： 岡田建志 教授
専門領域 ： 東南アジア史

自分だけの韓国を知る

担当教員 ： 林 在圭 教授
専門領域 ： 韓国文化・韓国語

「グローバル社会」の仕組みについて学ぶ

担当教員 ： 西脇靖洋 准教授
専門領域 ： 国際関係論

東南アジアの文化と多文化共生

担当教員 ： 池上重弘 教授
専門領域 ： 文化人類学・多文化共生論

古文書から地域の歴史を掘りおこす

担当教員 ： 西田かほる 教授
専門領域 ： 日本史・文化史

English Education and Global Issues

担当教員 ： Jack RYAN 教授
専門領域 ： 英語教育
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日本近現代史は世界史です。国内の視点では捉えきれない多様なつながりが、政治・外交の
みならず、衣・食・住など身近な生活文化にこそ息づいています。各自の問題関心を大切に、文
献や史料を講読して日本の社会や文化のルーツをさぐり、３、４年合同でゼミを行い学生同士
の意見交換を重んじています。さらに東京・静岡で巡見・史料調査を実施し、一次史料に触れ
る機会を作っています。これらの経験で得た知見に基づき、卒業論文と就職活動に取り組む
なかで、歴史を踏まえつつ現代に必要な物事を提案・実行する一個人に成長していきます。

水谷  悟 教授日本近現代史

一人ひとり異なる問題関心
自分だけの史料に出会い、今を問い直す

ゼミ生の研究テーマは多種多様
日本史における幅広い範囲で興味を持てた

以前から日本史の中でも戦時期に関心があり、水谷ゼミ
を選びました。当ゼミは3、4年生合同で、それぞれが自分
の研究テーマについて発表し、意見の共有や交換をする
ことで、自身の研究を深めることができるのが魅力。自分
とは違うテーマや時代についても知ることができ、知識量
も増えました。

ゼミ生の声

西野晴香 国際文化学科 4年　
静岡県立三島南高校出身

愛知医科大学
（株）イーオン
エヌ・ティ・ティ・システム開発（株）

（株）オークラアクトシティホテル浜松
GTS協同組合
生活協同組合コープさっぽろ
生活協同組合コープながの

埼玉大学 静岡文化芸術大学

生活協同組合コープひろしま
聖隷クリストファー中・高等学校
総合メディカル（株）

（株）TOKAIホールディングス
東邦ガステクノ（株）

（株）マイナビ

岡崎信用金庫
しずおか焼津信用金庫
西尾信用金庫
沼津信用金庫
浜松磐田信用金庫

（株）清水銀行

長野県信用組合
日本生命保険（相）
第一生命保険（株）
とぴあ浜松農業協同組合
花咲ふくい農業協同組合

ANAエアポートサービス（株）
Agoda Travel Oparations Japan（株）
朝日自動車（株）

（株）エイチ・アイ・エス
鴻池運輸（株）
静岡鉄道（株）

（株）JTB

（株）JTB商事
鈴与（株）
全日本空輸（株）
東日本旅客鉄道（株）

（株）フジドリームエアラインズ
名鉄観光サービス（株）
日本航空（株）

永和住宅（株）
三立電機工業（株）

（株）シャンソン化粧品
スズキ（株）

（株）SUBARU

セキスイハイム東海（株）
浜松ホト二クス（株）

（株）日立ソリューションズ
矢崎総業（株）
ヤマハ発動機（株）

公務

金融・保険業

サービス業など

製造・建設業

運輸・旅行業

大学院進学

卒業生の主な進路 （平成30～令和2年度卒業生）

イオンリテール（株）
ウエルシア薬局（株）

（株）杏林堂薬局
（株）クシタニ

（有）春華堂
（株）ニトリ
パナソニックメディコム甲信越（株）

（株）ドラッグストアモリ

卸売・小売業

静岡市役所
豊川市役所
浜松市役所
藤枝市役所
法務省

静岡県庁（小中学校事務）
静岡県教育委員会（教員）
愛知県教育委員会（教員）
岐阜県教育委員会（教員）
浜松市教育委員会（教員）

公務 5%

サービス業
（情報サービス・広告・ホテルなど）

32%

小売業 22%
金融・保険業 11%

運輸・通信業
3%

卸売業 3%

建設業 7%

製造業 16%

（2020年度実績）
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生活の質や生きがいの向上を目標に、
21世紀型の地域社会と産業の活性化について、
学際的・実践的なカリキュラムを通じて、
構想力と実行力を培う。

「文化政策」とは、21世紀に適したより良い社会のあり方を探求し、これを実現するための

方策を意味します。そして、その方策について、本学科では、主として

社会科学の視点から学びます。特に「政策」「経営」「情報」という3つの分野を、

総合的かつ集中的に学ぶ特色あるカリキュラムを用意しています。

地域社会や企業の様々な課題を俯瞰的に捉え、現状に適した、

行政施策や企業戦略、市民が参画する活動などを構想・立案し、

それを有効に実行・実現することができる人材を養成します。

※学生の学年表記は取材時（2020年度）のものです。
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文化政策学科 3年　浜松日体高校出身

本間翔斗  HONMA Shoto

文化政策学科 4年　浜松市立高校出身

中野七海  NAKANO Nanami

自分が培ってきた「伝える」力を活かし
社会をより良く変える、きっかけを作りたい

「見えないもの」にも目を向ける
視点の持ち方、考え方が鍛えられた
図書館をはじめとする社会教育について興味を持って学んでい

ます。中学の時に職場体験で図書館を訪れ、図書館司書という存

在を知り、学びたい人をサポートする仕事に魅力を感じたことが

きっかけです。図書館司書の資格取得に必要な科目をはじめ、地

方行政論、地域情報サービス論など様々な講義を受講。社会の状

況や問題などを科学的に分析する術を学ぶことができました。印

象的だったのが「目に見えているものだけでなく、見えないものに

も目を向ける」という調査法の学び。一つの物事を様々な角度か

ら分析する、多角的な視点が持てるようになったと思います。

将来、何をしたいかが決まっている人には、それを突き詰めるた

めに必要な環境があり、まだ決まっていない人には、その「何か」

を見つけられる視点の持ち方や、考え方を養える環境がSUACに

は整っています。

　　　　　学びたいという人をサ
ポートできる職業として図書館司書を
意識

　　　  自分が生きている社会の状
況に触れながら、それらを分析する
術を学ぶ

　　　 世の中に溢れる情報から、自
分にとって必要なものを見つけ出す
考え方や手法を学ぶ

高校時代に中山間地を訪れた縁から、限界集落について勉強した

いと考えていたので、地域の問題に焦点を当てて学べる本学科は

とても魅力的でした。地域づくりは、高齢化問題の視点なら地域福

祉論、公共サービスを運営する財源の話なら地方財政論、観光で

地域を盛り上げるなら観光学…と、問題解決の方法は一つでなく、

いろいろな視点が必要であることをSUACの多元的な学びで知

り、身につけることができました。入学当初は、地域政策に関われ

る公務員を目指していましたが、実際に過疎地に出向いて研究す

る中で、自分が知らなかったことに多く気づき、知ることで初めて

考えることができると痛感。いろんな「声」に向き合い、多くの人に

「知る」機会を与える記者になりたいと思いました。

大学での学びはどの分野の授業でも、実社会の中で応用できるこ

とがたくさんありました。みなさんも今、目の前にある授業を精一

杯頑張ってください。

高3 のとき　放送部に所属、全国大
会で優勝。新聞で中山間地域の研究
をする舩戸先生を知りオープンキャン
パスに参加

　　　    就職活動スタート。地元湖
西市の総合計画審議委員になる。個
人として地域に関わることが増えた

　　　　舩戸ゼミに参加。平日は課
題、土日は農作業と調査で、在学中で
一番多忙な日々を過ごす

　　　   デザイン学部の先生に誘わ
れアートクラフトフェアに参加。他学部
の学びに触れ、刺激を受ける

2 年次

3 年次

　　　 NHK（日本放送協会）進路

　　　　 最も関心のある図書館とい
うテーマについて、得てきた学びや知
識を使ってアプローチしていく

3 年次

文化政策学部

定員55名文化政策学科

1年次

2 年次

1年次

高3のとき
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文化政策学科の多角的な学び
文化政策学科には、政策や行政、経済や経営、文化や情報、社会や心

理、法律など多岐にわたる専門分野の教員がいます（42ページをご覧ください）。

したがって、2年間、多様な学科科目を履修しながらじっくりと学びたい

分野やテーマを選択し、3年次からのゼミや4年次の卒業論文・プロジェ

クトでは、関心を持ったテーマについて、専門知識を持つ教員の指導の

もとで学ぶことができます。

開講科目例

全
学
科
目

学
部
科
目

学
科
必
修

全
学
科
目

学
部
科
目

学
科
必
修

学
科
科
目

全
学
科
目

学
部
科
目

学
科
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修

学
科
科
目

演
習（
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ミ
）・卒
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演
習（
ゼ
ミ
）・卒
業
論
文・プ
ロ
ジ
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ク
ト

全
学
科
目

学
部
科
目

1年次

2年次

3年次

4年次

多様な学科専門科目の履修
を通じて自らの専門領域の
確立を目指します。また、企
画立案や社会調査士資格に
関する科目の履修を通して
調査研究能力を高めます。2
年次の終わり頃には卒業後
の進路選択も視野に入れつ
つ、3年次から始まる演習
（ゼミ）を決定します。

文化政策学科の学びの体系
知識に加え、調査研究やプレゼンテーション手法を学び
実践的なスキルを身につける

学科必修では、文化政策の基礎となる知識と共に、実践的な調査研究や企画立案、プレゼン

テーション手法を学びます。また政策、経営、情報の3つの視点から現代社会の様々な課題を

理解し、実社会での問題の解決に貢献できる知識と実践力を養っていきます。また55名の入

学定員に対し、13名の専任教員を擁し、きめ細かな少人数クラスでの教育を行います。

地域社会の豊かさと充実に向けて
地域社会の都市や村落、組織や集団を調査研究対象として、そこに住み、働く人々の生活や

考え方を、観察やインタビューを通じて調べます。そして、多様な学科科目から学んだ知識

を、調査で得られた情報の分析に応用しながら理解を深め、問題点を明らかにしたり、解決策

の提言をしたりします。こうして、現実的で実現可能性の高い、実践的な政策や事業計画を作

成する力を習得します。

学 科 必 修

●リサーチ＆プランニング基礎／応用／実習　●経済学　●社会学

卒 業 研 究
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●文化政策演習 Ⅰ～Ⅳ ●卒業論文・プロジェクト

●政治学
●地域計画論
●地域情報サービス論
●地域福祉論
●行政学
●地域社会論
●地方財政論
●創造都市論 等

●経営学
●産業組織論
●日本経済論
●産業遺産と産業史
●マーケティング論
●地域ビジネス論
●地域産業論
●経営戦略論 等

●情報システム論
●社会統計分析
●広報・広告論
●質的調査法
●社会理論
●臨床社会心理学
●マスコミュニケーション論
●学術情報論  等

政 策 経 営 情 報

専 門 科 目

この授業はリサーチ＆プランニン
グ実習に向け、社会調査やデータ
分析の基礎を学びます。統計資料
から有用な情報を取り出し、問題
や課題を解決するための統計技法
の考え方や手法について統計ツー
ル等を使って学習し、体験的に統
計学の基礎を身につけることを目
指します。

多様な社会のテーマをどのように考えるか
「社会学」

社会学が対象とする様々なテーマ
について解説する授業です。社会
学の理論、社会調査法、地域社会
と文化、社会階層と格差、人種とエ
スニシティ、ジェンダーとセクシュ
アリティ、家族とライフコース、教
育と学校制度、職業と労働、宗教と
社会など、具体的で身近な事例か
ら考えていきます。

社会調査とデータ分析の基礎を学ぶ
「リサーチ＆プランニング基礎」

経営戦略の基本的なメカニズムの理解と活用
「経営戦略論」

各専門のゼミに所属し、自らの研究を進める
「文化政策演習」

働くことの心理学
「組織心理学」

大学における学びの総仕上げ
「卒業論文・プロジェクト」

地方財政を分析する力を身につける
「地方財政論」

公共政策・企業経営に関する課題
を設定し、その解決策を立案（プラ
ンニング）するためのプロセスを実
践します。課題設定から調査の実
施、結果分析・とりまとめと成果報
告書作成、プレゼンテーションま
で、社会調査の全過程を体験し、フ
ァクトに基づいた立案ができる能
力を身につけます。

「レコード業界におけるCDからダ
ウンロードへの対応」「デジタル対
応テレビ市場における家電各社の
競争」。企業が生き残るためには、
競争相手との競争にうち勝ってい
かねばなりません。その経営戦略
の主要な議論の流れと概念への理
解を深め、経営計画へと落とし込
むことを目指します。

課題解決策を立案するプロセスの実践
「リサーチ＆プランニング実習」

この授業では、企業・組織のような
職場における心理学的な諸問題を
扱っています。近年の働き方の変
化や働く意欲を高めるための施
策、職場のコミュニケーション、メ
ンタルヘルス、障害者雇用、消費
者行動といったトピックについて、
実例をもとに学んでいきます。

地域政策や自治体行政において、
財政の重要性はますます高まって
います。この授業では、地方財政
の制度や現状について理解を深
め、自治体の財政状況を分析する
知識・能力を身につけることを目指
しています。またその学びから受
講者が実際に財政分析を行う力を
養います。

通称「ゼミ」と呼ばれる演習では、
文化政策の視点から社会における
問題を発見し、その解決のための
調査を計画・実施し、自身の研究を
進めます。グループ作業やディス
カッション、自身の研究に対する効
果的なプレゼンテーションなどを
行うことで、自らが主体的に研究
する力を身につけます。

大学における学習・研究・実践活動
の総仕上げとして、担当教員の指
導を受けながら、各人が関心を持
って設定したテーマに関する調
査・研究・実践活動を行い、その成
果をまとめます。成果をまとめる形
式は、学術論文としてだけでなく、
実践活動の提案書等の形でも可
能です。

文化政策学科で
学ぶ4年間

産業社会のあるべき形を考える
地域における製造業、サービス業、農林水産業の実態や、様々な種類や規模の企業や公共団

体の経営・運営について、統計的なデータはもちろんのこと、現場の経営者や労働者、そして

消費者の体験や視点を踏まえながら学びます。さらに、企業や公共団体の経営戦略や運営形

態を調査して、評価方法などを習得します。企業の社会的責任など企業と地域社会の関係に

ついても学びます。

多様な専門知識の
習得

いよいよ演習（ゼミ）が始まり
ます。担当教員の指導のも
と、少人数で学習に取り組む
ことにより、専門知識を深化
させるとともに、自ら課題を
発見・分析・解決していく能
力に磨きをかけます。学科主
催のプレゼンテーションイベ
ントも開催されます。

演習（ゼミ）を通じ
た専門の深化

大学生の総仕上げの学年で
す。これまでの3年間の学習
成果の集大成として、ゼミ担
当教員のもとで卒業論文や
プロジェクトの作成に取り組
みます。こうして培われた幅
広い知識と実践力を活かし
て、就職や大学院進学などの
進路を決定します。

「大学での学び」の
集大成

幅広い教養科目と土台とな
るいくつかの専門科目の履
修を通じて、文化政策を学ぶ
ことの意義や、自らの目指す
分野について考えます。同時
に、情報リテラシー、データ
検索、レポート作成、プレゼ
ンテーションなどの基礎能力
を身につけます。

社会をみつめる視座
と能力の開拓

【1～4年次／学科必修】

【2～4年次／学科科目】

【2～4年次／学科科目】

【3～4年次／学科科目】
【4年次／演習（ゼミ）・
　　　　  卒業論文・プロジェクト】

【3～4年次／演習（ゼミ）・卒業論文・プロジェクト】

【2～4年次／学科必修】

【1～4年次／学科必修】
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文化政策学科の多角的な学び
文化政策学科には、政策や行政、経済や経営、文化や情報、社会や心

理、法律など多岐にわたる専門分野の教員がいます（42ページをご覧ください）。

したがって、2年間、多様な学科科目を履修しながらじっくりと学びたい

分野やテーマを選択し、3年次からのゼミや4年次の卒業論文・プロジェ

クトでは、関心を持ったテーマについて、専門知識を持つ教員の指導の

もとで学ぶことができます。

開講科目例

全
学
科
目

学
部
科
目

学
科
必
修

全
学
科
目

学
部
科
目

学
科
必
修

学
科
科
目

全
学
科
目

学
部
科
目

学
科
必
修

学
科
科
目

演
習（
ゼ
ミ
）・卒
業
論
文・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

演
習（
ゼ
ミ
）・卒
業
論
文・プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

全
学
科
目

学
部
科
目

1年次

2年次

3年次

4年次

多様な学科専門科目の履修
を通じて自らの専門領域の
確立を目指します。また、企
画立案や社会調査士資格に
関する科目の履修を通して
調査研究能力を高めます。2
年次の終わり頃には卒業後
の進路選択も視野に入れつ
つ、3年次から始まる演習
（ゼミ）を決定します。

文化政策学科の学びの体系
知識に加え、調査研究やプレゼンテーション手法を学び
実践的なスキルを身につける

学科必修では、文化政策の基礎となる知識と共に、実践的な調査研究や企画立案、プレゼン

テーション手法を学びます。また政策、経営、情報の3つの視点から現代社会の様々な課題を

理解し、実社会での問題の解決に貢献できる知識と実践力を養っていきます。また55名の入

学定員に対し、13名の専任教員を擁し、きめ細かな少人数クラスでの教育を行います。

地域社会の豊かさと充実に向けて
地域社会の都市や村落、組織や集団を調査研究対象として、そこに住み、働く人々の生活や

考え方を、観察やインタビューを通じて調べます。そして、多様な学科科目から学んだ知識

を、調査で得られた情報の分析に応用しながら理解を深め、問題点を明らかにしたり、解決策

の提言をしたりします。こうして、現実的で実現可能性の高い、実践的な政策や事業計画を作

成する力を習得します。

学 科 必 修

●リサーチ＆プランニング基礎／応用／実習　●経済学　●社会学

卒 業 研 究
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●文化政策演習 Ⅰ～Ⅳ ●卒業論文・プロジェクト

●政治学
●地域計画論
●地域情報サービス論
●地域福祉論
●行政学
●地域社会論
●地方財政論
●創造都市論 等

●経営学
●産業組織論
●日本経済論
●産業遺産と産業史
●マーケティング論
●地域ビジネス論
●地域産業論
●経営戦略論 等

●情報システム論
●社会統計分析
●広報・広告論
●質的調査法
●社会理論
●臨床社会心理学
●マスコミュニケーション論
●学術情報論  等

政 策 経 営 情 報

専 門 科 目

この授業はリサーチ＆プランニン
グ実習に向け、社会調査やデータ
分析の基礎を学びます。統計資料
から有用な情報を取り出し、問題
や課題を解決するための統計技法
の考え方や手法について統計ツー
ル等を使って学習し、体験的に統
計学の基礎を身につけることを目
指します。

多様な社会のテーマをどのように考えるか
「社会学」

社会学が対象とする様々なテーマ
について解説する授業です。社会
学の理論、社会調査法、地域社会
と文化、社会階層と格差、人種とエ
スニシティ、ジェンダーとセクシュ
アリティ、家族とライフコース、教
育と学校制度、職業と労働、宗教と
社会など、具体的で身近な事例か
ら考えていきます。

社会調査とデータ分析の基礎を学ぶ
「リサーチ＆プランニング基礎」

経営戦略の基本的なメカニズムの理解と活用
「経営戦略論」

各専門のゼミに所属し、自らの研究を進める
「文化政策演習」

働くことの心理学
「組織心理学」

大学における学びの総仕上げ
「卒業論文・プロジェクト」

地方財政を分析する力を身につける
「地方財政論」

公共政策・企業経営に関する課題
を設定し、その解決策を立案（プラ
ンニング）するためのプロセスを実
践します。課題設定から調査の実
施、結果分析・とりまとめと成果報
告書作成、プレゼンテーションま
で、社会調査の全過程を体験し、フ
ァクトに基づいた立案ができる能
力を身につけます。

「レコード業界におけるCDからダ
ウンロードへの対応」「デジタル対
応テレビ市場における家電各社の
競争」。企業が生き残るためには、
競争相手との競争にうち勝ってい
かねばなりません。その経営戦略
の主要な議論の流れと概念への理
解を深め、経営計画へと落とし込
むことを目指します。

課題解決策を立案するプロセスの実践
「リサーチ＆プランニング実習」

この授業では、企業・組織のような
職場における心理学的な諸問題を
扱っています。近年の働き方の変
化や働く意欲を高めるための施
策、職場のコミュニケーション、メ
ンタルヘルス、障害者雇用、消費
者行動といったトピックについて、
実例をもとに学んでいきます。

地域政策や自治体行政において、
財政の重要性はますます高まって
います。この授業では、地方財政
の制度や現状について理解を深
め、自治体の財政状況を分析する
知識・能力を身につけることを目指
しています。またその学びから受
講者が実際に財政分析を行う力を
養います。

通称「ゼミ」と呼ばれる演習では、
文化政策の視点から社会における
問題を発見し、その解決のための
調査を計画・実施し、自身の研究を
進めます。グループ作業やディス
カッション、自身の研究に対する効
果的なプレゼンテーションなどを
行うことで、自らが主体的に研究
する力を身につけます。

大学における学習・研究・実践活動
の総仕上げとして、担当教員の指
導を受けながら、各人が関心を持
って設定したテーマに関する調
査・研究・実践活動を行い、その成
果をまとめます。成果をまとめる形
式は、学術論文としてだけでなく、
実践活動の提案書等の形でも可
能です。

文化政策学科で
学ぶ4年間

産業社会のあるべき形を考える
地域における製造業、サービス業、農林水産業の実態や、様々な種類や規模の企業や公共団

体の経営・運営について、統計的なデータはもちろんのこと、現場の経営者や労働者、そして

消費者の体験や視点を踏まえながら学びます。さらに、企業や公共団体の経営戦略や運営形

態を調査して、評価方法などを習得します。企業の社会的責任など企業と地域社会の関係に

ついても学びます。

多様な専門知識の
習得

いよいよ演習（ゼミ）が始まり
ます。担当教員の指導のも
と、少人数で学習に取り組む
ことにより、専門知識を深化
させるとともに、自ら課題を
発見・分析・解決していく能
力に磨きをかけます。学科主
催のプレゼンテーションイベ
ントも開催されます。

演習（ゼミ）を通じ
た専門の深化

大学生の総仕上げの学年で
す。これまでの3年間の学習
成果の集大成として、ゼミ担
当教員のもとで卒業論文や
プロジェクトの作成に取り組
みます。こうして培われた幅
広い知識と実践力を活かし
て、就職や大学院進学などの
進路を決定します。

「大学での学び」の
集大成

幅広い教養科目と土台とな
るいくつかの専門科目の履
修を通じて、文化政策を学ぶ
ことの意義や、自らの目指す
分野について考えます。同時
に、情報リテラシー、データ
検索、レポート作成、プレゼ
ンテーションなどの基礎能力
を身につけます。

社会をみつめる視座
と能力の開拓

【1～4年次／学科必修】

【2～4年次／学科科目】

【2～4年次／学科科目】

【3～4年次／学科科目】
【4年次／演習（ゼミ）・
　　　　  卒業論文・プロジェクト】

【3～4年次／演習（ゼミ）・卒業論文・プロジェクト】

【2～4年次／学科必修】

【1～4年次／学科必修】
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私の専門は経済史、産業史、特に近現代史です。歴史というと古臭いものに思うかもしれませ
んが、私たちが生きている現代は歴史があって今の姿になっており、「なぜ今こうなっているの
か？」という問いに対する答えの一つは必ず歴史とつながります。ゼミではともに現代日本の経
済史・産業史・経営史等に関する書籍を輪読するとともに、経済・産業の現場も訪問します。卒
業論文のテーマは狭義の経済史のみに限らず、歴史、経済・経営・産業と何らかの形で絡んで
いれば可能です。

通常の授業とは異なり、ゼミは人数が少なく、先生が一
人ひとりに目を向けてくださる時間が長いので、理解が
しやすく、的確なアドバイスももらえます。自分で能動的
に取り組む姿勢や、論文やレポートを論理的に執筆す
る力もつきました。ゼミ生同士で活発な議論ができたこ
ともいい思い出です。

北川哲也 文化政策学科 4年　
愛知県立国府高校出身四方田雅史 教授社会経済史・産業史　

産業史・経済史から
現代を見る

ゼミ紹介 TOPICS

少人数ゆえの密度の濃い学び
一人ひとりの考える力が鍛えられた

ゼミ生の声

※学生の学年表記は取材時（2020年度）のものです。 ※分類は本学の区分によるものです。  

詳しくは70ページを
ご覧ください。取得可能な資格

教育職員免許状：中学校教諭一種
［社会］

教育職員免許状：高等学校教諭一種
［公民］

社会調査士

図書館司書

学校図書館司書教諭

日本語教員養成課程

経営学の視点から地域経済や社会問題を考える

曽根ゼミでは、「日本学生経済ゼミナール大会」に出場し、日頃のゼミでの研究

成果の報告、他大学の学生とのディスカッションを通じて交流を深めています。

同大会は、全国の経済・経営の学生を中心に65年以上続く国内最大規模

（1500人参加）の学術大会として知られます。各学生の興味関心に沿って、

「経営」、「地域経済」等の分野にエントリーし、2016年に経営分野で優勝お

よび全国4位、2017年には経営および地域経済分野で優勝、2018年には3

チームすべてが各分野で準優勝（優秀賞）を果たすなどSUAC生が躍動してい

ます。発表に至るまでの理論研究、フィールド調査、資料作成、プレゼンテー

ションとこれまでの努力と貴重な経験を今後に活かしてほしいと思います。

卒業生の主な進路・取得可能な資格
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日本学生経済ゼミナール大会
（通称：インター大会）

浜松の中山間地域を考える

昨今、人口減少によって農山村や中山間地域の集落が消滅するような主張

が見られます。しかし、集落に住む人たちの高齢化率が高くなろうとも、そこから

転出した子ども・孫が足繁く実家に通い、その家の手伝いをしたり、集落の行事

にも参加したりしている限り、そう簡単に集落は消滅しません。舩戸ゼミでは、農

山村や中山間地域についての文献を輪読し、その内容について討論を重ねな

がら、人口が減少するなかでも地域や集落を存続する方策を考えています。ま

た学生による浜松の中山間地域でのフィールドワークの結果もゼミで検討し、

調査した内容を報告書としてまとめます。こうして文化政策学科での学びを通じ

て地域づくりに貢献する実践知を創り出しています。

農山村の集落を維持するための
地域づくり

社会問題、社会変動に関する研究
担当教員 ： 森 俊太 教授

社会問題や社会変化の原因、プロセス、影響などを、
制度や文化を比較しながら研究します。綿密な調査
と論理的な発表の繰り返しにより、学生の実力を向
上させます。

公共政策の分析と評価
担当教員 ： 田中 啓 教授

ゼミ生は２年間をかけて行政や政策に関する専門的知
識と政策分析・評価の理論や技法を学びます。また公
共政策におけるNPOや社会起業家の役割にも注目し
ており、その具体例や運営手法も取り上げています。

情報技術を活用した社会の研究
担当教員 ： 野村卓志 教授

生活の質を向上させるための社会システムを考えるの
が文化政策です。そこで、情報技術を活かした社会を
つくるにはどうするかをテーマとして、各学生は研究を進
めています。

公共図書館を通して地域を見る
担当教員 ： 林 左和子 教授

公共図書館を研究するにはその地域についても知る
必要があります。図書館を通して地域にアプローチ
し、地域のために図書館は何ができるかを考えること
を目標としています。

社会の中の人間の心に関する研究
担当教員 ： 小杉大輔 教授

まず、心理学の研究法について、グループで体験的に
学びます。そして、社会心理学を中心とした最新の研
究動向を参考に、各自で研究テーマを決定し、調査を
実践していきます。

行動や政策についての経済学的研究
担当教員 ： 鈴木浩孝 教授

消費者や企業にとっての合理的行動をベースに、社
会にとって望ましい状態を実現するためのルールや
産業政策について、経済学の見地から客観的に考
えていきます。

都市・地域計画、まちづくりの研究
担当教員 ： 藤井康幸 教授

都市・地域の計画、まちづくりは間口が広く、幅広いト
ピックの学習、分析から入り、卒業論文に向けて関
心分野を絞り込んでいきます。事例研究とフィールド
ワークを重視します。

メディア・消費文化から社会を見る
担当教員 ： 加藤裕治 教授

メディアや消費の文化と日常文化が分かちがたく結び
ついている現代社会の状況を理解し、その課題を明らか
にしていきます。ゼミでは社会学を中心とした方法や研
究をもとに、各自の研究テーマに取り組むことになります。

中山間地域についての社会学的研究
担当教員 ： 舩戸修一 教授

ゼミでは、まずフィールドワークを通して中山間地域（農山
村）の現状や課題を社会学的に把握することを学びま
す。そして各自で研究テーマを設定し、入念な現地調査
をしたうえで、中山間地域を社会学的に分析します。

経営戦略論、組織論を切り口に企業を研究
担当教員 ： 曽根秀一 准教授 

経営学、とりわけ経営戦略論、組織論、経営史の視
点から現代社会において重要な位置を占める大小
様々な「企業（会社）」について、理論およびフィール
ドワークも交えながら、研究を進めていきます。

経済史・産業史から現代を見る
担当教員 ： 四方田雅史 教授

経済学・経営学の基本的な考え方を学ぶとともに、こ
れまで経済・産業・企業がどのような変遷をたどった
か、その背景にある経済・経営的要因について分析
し、討論します。

人生における「選択」をデータで分析してみる
担当教員 ： 小林淑恵 准教授

人生における様々な選択についてデータで分析する
研究を行っています。研究成果は社会を変えるエビ
デンスにもなりますので、広く地域や社会の仕組みに
も目を向けて課題を設定していきます。

マーケティング視点で社会と向き合う
担当教員 ： 森山一郎 教授

経営やマーケティング分野の研究を行います。常に消費
者の立場で発想し、それを具体的な行動につなげていく。
このような姿勢を養うために、講義等で身につけた知識を
現実社会の様々な課題に対して活用していきます。

卒業研究演習一覧

公務

卒業生の主な進路 （抜粋）

愛知県庁
岐阜県庁
群馬県庁
静岡県庁
島根県庁
山梨県庁
伊東市役所
磐田市役所
御前崎市役所
掛川市役所
刈谷市役所
蒲郡市役所
菊川市役所
静岡市役所
島田市役所

新城市役所
豊橋市役所
福井市役所
袋井市役所
富士市役所
沼津市役所
浜松市役所
三島市役所
森町役場
焼津市役所
静岡県教育委員会（教員）
浜松市教育委員会（教員）
静岡県警察本部
金沢国税局
静岡労働局

大和ハウス工業（株） ミサワホーム（株）

（株）SBSプロモーション
（株）しずおかオンライン
静岡県農業団体健康保険組合

（株）静岡新聞社
（株）静岡博報堂
 静岡放送（株）

（株）ジェイアール東海高島屋
（福）聖隷福祉事業団

（福）天竜厚生会
長島観光開発（株）
日本郵便（株）
日本情報産業（株）
日本放送協会
浜松商工会議所
富士ソフト（株）

（株）マイナビ

遠州信用金庫
JA静岡経済連
JAとぴあ浜松
JAみっかび
蒲郡信用金庫
静岡県労働金庫
静銀ビジネスクリエイト（株）

（株）静岡銀行
静岡県信用保証協会
静岡東海証券（株）
静銀ティーエム証券（株）

（株）清水銀行

静清信用金庫
島田掛川信用金庫
住友生命保険（相）
損保ジャパン日本興亜（株）
第一生命保険（株）
東京海上日動火災保険（株）
豊橋信用金庫
沼津信用金庫
日本銀行静岡支店
日本生命保険（相）
浜松磐田信用金庫
しずおか焼津信用金庫

（株）遠鉄百貨店
鈴与商事（株）

ユニー（株）
（株）ロフト

遠州鉄道（株）
（株）ジェイアール東海ツアーズ

静岡鉄道（株）

富士山静岡空港（株）
名古屋鉄道（株）

（株）河合楽器製作所 スズキ（株）

はごろもフーズ（株）
浜松ホトニクス（株）

（株）ヤタロー

ヤマハ発動機（株）
ヤマハモーターソリューション（株）
ローランド（株）

建設業

サービス業（教育・広告・ホテルなど）・医療福祉

製造業

運輸・旅行業

卸売・小売業

金融・保険業

東京学芸大学
静岡文化芸術大学

筑波大学
名古屋大学

大学院進学

（2020年度実績）

金融・保険業 20%

就職データ

不動産業 2%

公務 10%

非営利団体・宗教 2%

サービス業
（情報サービス・広告・ホテルなど）

33%
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卸売業 4%
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私の専門は経済史、産業史、特に近現代史です。歴史というと古臭いものに思うかもしれませ
んが、私たちが生きている現代は歴史があって今の姿になっており、「なぜ今こうなっているの
か？」という問いに対する答えの一つは必ず歴史とつながります。ゼミではともに現代日本の経
済史・産業史・経営史等に関する書籍を輪読するとともに、経済・産業の現場も訪問します。卒
業論文のテーマは狭義の経済史のみに限らず、歴史、経済・経営・産業と何らかの形で絡んで
いれば可能です。

通常の授業とは異なり、ゼミは人数が少なく、先生が一
人ひとりに目を向けてくださる時間が長いので、理解が
しやすく、的確なアドバイスももらえます。自分で能動的
に取り組む姿勢や、論文やレポートを論理的に執筆す
る力もつきました。ゼミ生同士で活発な議論ができたこ
ともいい思い出です。

北川哲也 文化政策学科 4年　
愛知県立国府高校出身四方田雅史 教授社会経済史・産業史　

産業史・経済史から
現代を見る

ゼミ紹介 TOPICS

少人数ゆえの密度の濃い学び
一人ひとりの考える力が鍛えられた

ゼミ生の声

※学生の学年表記は取材時（2020年度）のものです。 ※分類は本学の区分によるものです。  

詳しくは70ページを
ご覧ください。取得可能な資格

教育職員免許状：中学校教諭一種
［社会］

教育職員免許状：高等学校教諭一種
［公民］

社会調査士

図書館司書

学校図書館司書教諭

日本語教員養成課程

経営学の視点から地域経済や社会問題を考える

曽根ゼミでは、「日本学生経済ゼミナール大会」に出場し、日頃のゼミでの研究

成果の報告、他大学の学生とのディスカッションを通じて交流を深めています。

同大会は、全国の経済・経営の学生を中心に65年以上続く国内最大規模

（1500人参加）の学術大会として知られます。各学生の興味関心に沿って、

「経営」、「地域経済」等の分野にエントリーし、2016年に経営分野で優勝お

よび全国4位、2017年には経営および地域経済分野で優勝、2018年には3

チームすべてが各分野で準優勝（優秀賞）を果たすなどSUAC生が躍動してい

ます。発表に至るまでの理論研究、フィールド調査、資料作成、プレゼンテー

ションとこれまでの努力と貴重な経験を今後に活かしてほしいと思います。

卒業生の主な進路・取得可能な資格
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日本学生経済ゼミナール大会
（通称：インター大会）

浜松の中山間地域を考える

昨今、人口減少によって農山村や中山間地域の集落が消滅するような主張

が見られます。しかし、集落に住む人たちの高齢化率が高くなろうとも、そこから

転出した子ども・孫が足繁く実家に通い、その家の手伝いをしたり、集落の行事

にも参加したりしている限り、そう簡単に集落は消滅しません。舩戸ゼミでは、農

山村や中山間地域についての文献を輪読し、その内容について討論を重ねな

がら、人口が減少するなかでも地域や集落を存続する方策を考えています。ま

た学生による浜松の中山間地域でのフィールドワークの結果もゼミで検討し、

調査した内容を報告書としてまとめます。こうして文化政策学科での学びを通じ

て地域づくりに貢献する実践知を創り出しています。

農山村の集落を維持するための
地域づくり

社会問題、社会変動に関する研究
担当教員 ： 森 俊太 教授

社会問題や社会変化の原因、プロセス、影響などを、
制度や文化を比較しながら研究します。綿密な調査
と論理的な発表の繰り返しにより、学生の実力を向
上させます。

公共政策の分析と評価
担当教員 ： 田中 啓 教授

ゼミ生は２年間をかけて行政や政策に関する専門的知
識と政策分析・評価の理論や技法を学びます。また公
共政策におけるNPOや社会起業家の役割にも注目し
ており、その具体例や運営手法も取り上げています。

情報技術を活用した社会の研究
担当教員 ： 野村卓志 教授

生活の質を向上させるための社会システムを考えるの
が文化政策です。そこで、情報技術を活かした社会を
つくるにはどうするかをテーマとして、各学生は研究を進
めています。

公共図書館を通して地域を見る
担当教員 ： 林 左和子 教授

公共図書館を研究するにはその地域についても知る
必要があります。図書館を通して地域にアプローチ
し、地域のために図書館は何ができるかを考えること
を目標としています。

社会の中の人間の心に関する研究
担当教員 ： 小杉大輔 教授

まず、心理学の研究法について、グループで体験的に
学びます。そして、社会心理学を中心とした最新の研
究動向を参考に、各自で研究テーマを決定し、調査を
実践していきます。

行動や政策についての経済学的研究
担当教員 ： 鈴木浩孝 教授

消費者や企業にとっての合理的行動をベースに、社
会にとって望ましい状態を実現するためのルールや
産業政策について、経済学の見地から客観的に考
えていきます。

都市・地域計画、まちづくりの研究
担当教員 ： 藤井康幸 教授

都市・地域の計画、まちづくりは間口が広く、幅広いト
ピックの学習、分析から入り、卒業論文に向けて関
心分野を絞り込んでいきます。事例研究とフィールド
ワークを重視します。

メディア・消費文化から社会を見る
担当教員 ： 加藤裕治 教授

メディアや消費の文化と日常文化が分かちがたく結び
ついている現代社会の状況を理解し、その課題を明らか
にしていきます。ゼミでは社会学を中心とした方法や研
究をもとに、各自の研究テーマに取り組むことになります。

中山間地域についての社会学的研究
担当教員 ： 舩戸修一 教授

ゼミでは、まずフィールドワークを通して中山間地域（農山
村）の現状や課題を社会学的に把握することを学びま
す。そして各自で研究テーマを設定し、入念な現地調査
をしたうえで、中山間地域を社会学的に分析します。

経営戦略論、組織論を切り口に企業を研究
担当教員 ： 曽根秀一 准教授 

経営学、とりわけ経営戦略論、組織論、経営史の視
点から現代社会において重要な位置を占める大小
様々な「企業（会社）」について、理論およびフィール
ドワークも交えながら、研究を進めていきます。

経済史・産業史から現代を見る
担当教員 ： 四方田雅史 教授

経済学・経営学の基本的な考え方を学ぶとともに、こ
れまで経済・産業・企業がどのような変遷をたどった
か、その背景にある経済・経営的要因について分析
し、討論します。

人生における「選択」をデータで分析してみる
担当教員 ： 小林淑恵 准教授

人生における様々な選択についてデータで分析する
研究を行っています。研究成果は社会を変えるエビ
デンスにもなりますので、広く地域や社会の仕組みに
も目を向けて課題を設定していきます。

マーケティング視点で社会と向き合う
担当教員 ： 森山一郎 教授

経営やマーケティング分野の研究を行います。常に消費
者の立場で発想し、それを具体的な行動につなげていく。
このような姿勢を養うために、講義等で身につけた知識を
現実社会の様々な課題に対して活用していきます。

卒業研究演習一覧
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森町役場
焼津市役所
静岡県教育委員会（教員）
浜松市教育委員会（教員）
静岡県警察本部
金沢国税局
静岡労働局

大和ハウス工業（株） ミサワホーム（株）

（株）SBSプロモーション
（株）しずおかオンライン
静岡県農業団体健康保険組合

（株）静岡新聞社
（株）静岡博報堂
 静岡放送（株）

（株）ジェイアール東海高島屋
（福）聖隷福祉事業団

（福）天竜厚生会
長島観光開発（株）
日本郵便（株）
日本情報産業（株）
日本放送協会
浜松商工会議所
富士ソフト（株）

（株）マイナビ

遠州信用金庫
JA静岡経済連
JAとぴあ浜松
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静岡県労働金庫
静銀ビジネスクリエイト（株）
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静岡県信用保証協会
静岡東海証券（株）
静銀ティーエム証券（株）

（株）清水銀行

静清信用金庫
島田掛川信用金庫
住友生命保険（相）
損保ジャパン日本興亜（株）
第一生命保険（株）
東京海上日動火災保険（株）
豊橋信用金庫
沼津信用金庫
日本銀行静岡支店
日本生命保険（相）
浜松磐田信用金庫
しずおか焼津信用金庫

（株）遠鉄百貨店
鈴与商事（株）

ユニー（株）
（株）ロフト

遠州鉄道（株）
（株）ジェイアール東海ツアーズ

静岡鉄道（株）

富士山静岡空港（株）
名古屋鉄道（株）

（株）河合楽器製作所 スズキ（株）

はごろもフーズ（株）
浜松ホトニクス（株）

（株）ヤタロー

ヤマハ発動機（株）
ヤマハモーターソリューション（株）
ローランド（株）

建設業

サービス業（教育・広告・ホテルなど）・医療福祉
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運輸・旅行業

卸売・小売業

金融・保険業

東京学芸大学
静岡文化芸術大学

筑波大学
名古屋大学

大学院進学

（2020年度実績）

金融・保険業 20%
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不動産業 2%
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サービス業
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今日の社会における芸術の可能性を求めて。
複数形のArtsで表記される今日の芸術。

音楽、演劇、絵画、映像など単体で表現することもあれば、複数のジャンルが

コラボレートして、新しい芸術ジャンルを生み出すこともあります。

芸術が社会でその力を発揮するためには、芸術が市民に受け入れられなくてはなりません。

芸術を生み出す芸術家のほかにも、芸術を学問的に研究する人、美術館や劇場など

芸術組織の運営に携わる人や、より広い視点から政治や経済の仕組みを

考える人などが必要となります。

芸術文化学科では、多角的な視野に立って芸術と芸術を支える社会システムの

両面を理解し、多様な分野で芸術の持つ力を社会に

活かすことのできる人材を養成します。

全国でも数少ない文化政策やアートマネジメントについて専門的に

学べる学科であることが志望の決め手でした。講義科目は芸術文

化政策やアートマネジメント、まちづくりなどの「政策系」だけでな

く、音楽や演劇、美術などの「コンテンツ系」も網羅され、バランス

よく多角的・立体的に学ぶことができました。「地域連携実践演習」

では、学生でありながら外部機関や企業の仕事として、学びを実践

し経験できる場が与えられていることも大きな魅力。ホスピタルア

ート活動でプロジェクトの企画、提案から運営までトータルで携われ

たことや、浜松市鴨江アートセンターでアルバイトを通して貸館業

務などの実務を重ねた経験は、就職活動でもストロングポイントに

なったと思います。本学科は文化政策やアートマネジメントの業界

では有名な存在なので、良い意味でプレッシャーを感じながら興味

関心を追究し続けた4年間。自分の道を開くことができました。

※学生の学年表記は取材時（2020年度）のものです。

高3のとき　都市と地方の文化芸術
へのアクセスの格差に興味を持つ。
オープンキャンパスに参加し、SUAC
を第一志望校に

1年次　文化政策概論やアートマネ
ジメント概論を受講し、さらに関心が
高まる
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　　　　 ホスピタルアート活動でプロ
ジェクトの企画、提案から運営まで、学
びの集大成として取り組む

　　　  浜松市鴨江アートセンター
でのアルバイトを通し、実際の現場で
経験を積む

2 年次

3 年次

進路　　 株式会社共立ファシリティ・マ
ネージメント

芸術文化学科 4年　山梨県立甲府第一高校出身

藤巻嘉月  FUJIMAKI Katsuki

SUACでの密度の濃い4年間
学び×実践で自分の道が開けた

文化政策学部

定員55名芸術文化学科

農村歌舞伎の存続と継承
地域文化の問題解決に貢献していきたい
小学生の頃から農村歌舞伎に演者として関わっていた経験もあり、

演劇について深く学びたいと思ったことが志望の動機です。ゼミで

は横尾歌舞伎について研究を進めていて、現地でのインタビューを

通して、資金運営や後継者問題など地域の伝統芸能が抱える課題を

目の当たりにしました。もっと深く関わりたいという思いも強まり、問

題解決のための知識を身につけるべく、学びに励む毎日です。地元

のゆりの木通り商店街から依頼を受け、「Go to 商店街」の企画・運

営にSUAC学生団体の一つとして参加。その後の状況の変化により

中止となってしまいましたが、デザイン・国際・文政・芸文の4学科の

学生による分野を超えた取り組みに、新たな刺激を受けました。本学

科は演劇や美術などのコンテンツだけでなく、その背景にあるマネ

ジメントなどの文化政策を関連づけて学べるので、多角的に問題を

捉えられるようになりました。いつか自分が地域の文化や人々を支

える側になり、地域に貢献できる仕事をしたいと思い始めています。

　　　　 　  農村歌舞伎を盛り上げ
るために、演劇について学びたいと
思うように

　　　   芸文旅行の幹事になり、多
くの人に参加してもらうべく広報に力
を入れる

2 年次

　　　　 Go to 商店街の企画・運営
に参 加 。商 店 街を盛り上 げるべく、
SUACの学びや特長を活かした企画
を考える

3 年次　　　 文化政策やアートマネジメ
ントを学び、運営や企画に興味を持つ

高3のとき

1年次

芸術文化学科 3年　浜松市立高校出身

佐野菜子  SANO Nako
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人文科学と社会科学を多角的に
学ぶ充実したカリキュラム
芸術文化学科は芸術や文化について多角的に学ぶことができる学科で

す。芸術を主専攻としながらも政治・経済・経営・法律等についても十分

な理解を持とうとする学生、芸術について深い知識を持ちつつ社会科

学の専門知識を駆使できるアートマネージャーや官民の政策プランナー

等を志望する学生などを求めています。芸術文化学科のプログラムは

2010年には芸術経営教育者協会（Association of Arts Administ-

ration Educators、AAAE）に正会員として加盟し、グローバルな視

点からも通用するよう教育のさらなる充実をはかっています。
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政策とマネジメント 文化と芸術

芸術運営の
実践手法を学ぶ

●劇場プロデュース論
●展示プロデュース論　
●舞台運営論　
●保存と修復

●芸術文化政策の理論
●芸術文化政策の国際比較
●地域社会と芸術文化
●現代社会と芸術文化
●文化施設の管理と運営
●アートマネジメント
●文化財保護政策

●文化と芸術
●音楽史
●演劇史
●美術史（西洋）
●美術史（日本・東洋）
●現代芸術論
●芸術特論
●鑑賞と批評

演
習（
ゼ
ミ
）・
卒
業
論
文

演
習（
ゼ
ミ
）・
卒
業
論
文

開講科目例

舞台芸術の尽きない魅力とその本
質を解き明かすために、日本およ
び世界各国の劇場において上演さ
れている舞台芸術作品を取り上
げ、演劇が置かれている社会的環
境や劇場が社会において果たして
いる役割、現状と今後の展望を、映
像資料等を見ながら考察します。

芸術作品およびそれを成立させる社会との関わりを学ぶ
「視覚芸術論」

視覚芸術の意味とその可能性を探
るために、主として西洋における
視覚芸術の発展を振り返り分析的
に考察します。幅広い観点から見
渡して、歴史や社会、文化の脈絡
の中で理解し、貴重な文化遺産の
継承と、これからの日本、さらに世
界の文化発展の一端を担うための
基礎知識を身につけます。

演劇が置かれている社会的環境や果たす役割を考察する
「演劇文化論」

近代日本の音楽文化を振り返り、未来を創造する
「音楽史Ⅱ」

議論を繰り返し各自の研鑽の助けをする
「芸術文化演習」

文化施設のマネジメントを学び官民協働の運営を考える
「文化施設の管理と運営」

自らの考えを論理的な文章にまとめる
「卒業論文」

研究対象としての美術作品の見方を実地に学ぶ
「鑑賞と批評Ⅰ・Ⅱ」

公共性を持つ非営利芸術組織のマ
ネジメントであるアートマネジメン
トの各論を学びます。非営利芸術
組織の特徴、および日本のそれら
が持つ課題を踏まえて、課題解決
のために必要となる、より専門的な
領域についての理論的、実践的な
知識を身につけます。

私たちは、当たり前のようにピアノ
やギターの音楽を楽しんでいます
が、それはどのような道筋をたどっ
てきたのでしょう。音楽史Ⅱは、こ
れからの音楽文化を構想・創造す
るために、幕末・明治維新以降150
年間を丁寧に振り返り、再考するこ
とを目的としています。

アートを運営する組織の取り巻く環境を学ぶ
「アートマネジメントA・B」

文化会館・博物館・図書館等の文化
施設がいかに管理運営されている
のか、を学びます。どんな人材が勤
務しているのか、運営資金はどの
ように調達されているのか、いか
なる場の管理が行われているの
か、に関心を深めつつ、文化施設
の将来像を見つめ直します。

実際に様々なジャンルの展覧会等
に行き作品を観察することで、作品
についての基本的知識を学ぶとと
もに、どのように作品を見るか実体
験を通して習得します。その作品観
察をもとに思考し記述する力を身
につけるため、見学後は毎回テー
マを設定しレポートを作成します。

教員ごとに設定するゼミに所属し、
各担当教員の提示する専門テーマ
による研究を演習形式で行いま
す。文献講読、発表、報告を繰り返
すことで学生同士の議論を重ねま
す。また、卒業論文執筆に向けて
それぞれの研究を進めます。

芸術文化演習によって獲得した知
識、情報の活用方法を駆使し、自ら
の考えを論理的にまとめます。文
献資料収集、読解、分析をし、これ
に基づいて理論を立てる作業を担
当教員の指導とともに繰り返して
卒業論文を作成させます。
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1年次

2年次

3年次

4年次

◆諸芸術に関する基礎理論
の充実。◆芸術を支える様々
な条件や環境を、人文科学
的な観点からだけでなく、社
会科学的な視点からも捉え
る力を養う。◆「芸術文化基
礎」で、自分がこれから関心
を深めていく領域と濃密に
向き合い、確信を持ってアプ
ローチする力を養う。

芸術文化学科で
学ぶ4年間

芸術を多角的に
捉える

◆各自ゼミに所属し、自分が
深めようとする研究領域の手
がかりを見つけ、身につけた
基礎知識と研究方法を活用
し、独自の課題に取り組む。
◆「芸術特論」などで、より専
門的な知識や思考法を学び
つつ、「芸術運営の実践」の科
目群を積極的に活用しなが
ら、知識と実践を結びつける。

知識と実践力を
身につける

◆卒業論文のテーマを決
め、論文の完成を目指す。◆
ゼミを通して培ってきた専門
領域の知識を深め、これまで
に学んだことを総動員して、
大学生活の集大成とする。

テーマを深化させる

◆芸術文化を多様な側面か
ら捉え、アカデミックな見方
の可能性を体感する。◆1年
次から多くの専門科目を開
放。◆興味のある分野から、
自分なりの新しい視点を開
拓する、大学生としての学習
をスタート。

新しい視点の開拓

○ 芸術文化学科での学びの基礎は、高等学校の「地歴・公民」です。
○ 「地理」で学ぶ地域文化と「日本史」、「世界史」で学ぶ文化史を深める
　 のが、美術史、　音楽史、 演劇史等の科目です。
○ 「倫理」で学ぶ思想や哲学が美学につながり、「現代社会」、「政治経済」
　 の学びが「政策とマネジメント」の科目群の基礎となります。

芸術、文化を理解する
多様な芸術、文化のありようについて学び、その諸相を探究します。歴史的認識の醸成と、最

新の知識の取得によって、豊かな芸術、文化の内容を理解し、それらが現代に生きる私たちの

感覚、意識をどのように形づくっているかを考えます。

芸術を社会科学の視点から学ぶ
人間の芸術活動を理解するためには、芸術作品や芸術家について理解するだけでは不十分

です。芸術文化学科では、文化経済学等を基礎として、様々な制度・政策や国・自治体・企業等

による支援、そして芸術組織等の経営について学びます。 

2つの側面から多角的に学ぶカリキュラム
芸術文化学科では「文化と芸術」「政策とマネジメント」というカリキュラムにおける2つの柱

を設け、芸術や文化について人文科学と社会科学の両面から学びます。加えて、実践にも対

応できる科目も開講し、理論と実践とのバランスのとれたカリキュラムを用意しています。

入学定員55名に対し14名の専任教員を擁し、きめ細かい少人数教育を行います。

【1～4年次／学部科目】

【1～4年次／専門科目】

【2～4年次／専門科目】

【3～4年次／専門科目】 【4年次／演習（ゼミ）・卒業論文】

【3～4年次／演習（ゼミ）・卒業論文】

【2～4年次／専門科目】

【1～4年次／学部科目】
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人文科学と社会科学を多角的に
学ぶ充実したカリキュラム
芸術文化学科は芸術や文化について多角的に学ぶことができる学科で

す。芸術を主専攻としながらも政治・経済・経営・法律等についても十分

な理解を持とうとする学生、芸術について深い知識を持ちつつ社会科

学の専門知識を駆使できるアートマネージャーや官民の政策プランナー

等を志望する学生などを求めています。芸術文化学科のプログラムは

2010年には芸術経営教育者協会（Association of Arts Administ-

ration Educators、AAAE）に正会員として加盟し、グローバルな視

点からも通用するよう教育のさらなる充実をはかっています。
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政策とマネジメント 文化と芸術

芸術運営の
実践手法を学ぶ

●劇場プロデュース論
●展示プロデュース論　
●舞台運営論　
●保存と修復

●芸術文化政策の理論
●芸術文化政策の国際比較
●地域社会と芸術文化
●現代社会と芸術文化
●文化施設の管理と運営
●アートマネジメント
●文化財保護政策

●文化と芸術
●音楽史
●演劇史
●美術史（西洋）
●美術史（日本・東洋）
●現代芸術論
●芸術特論
●鑑賞と批評

演
習（
ゼ
ミ
）・
卒
業
論
文

演
習（
ゼ
ミ
）・
卒
業
論
文

開講科目例

舞台芸術の尽きない魅力とその本
質を解き明かすために、日本およ
び世界各国の劇場において上演さ
れている舞台芸術作品を取り上
げ、演劇が置かれている社会的環
境や劇場が社会において果たして
いる役割、現状と今後の展望を、映
像資料等を見ながら考察します。

芸術作品およびそれを成立させる社会との関わりを学ぶ
「視覚芸術論」

視覚芸術の意味とその可能性を探
るために、主として西洋における
視覚芸術の発展を振り返り分析的
に考察します。幅広い観点から見
渡して、歴史や社会、文化の脈絡
の中で理解し、貴重な文化遺産の
継承と、これからの日本、さらに世
界の文化発展の一端を担うための
基礎知識を身につけます。

演劇が置かれている社会的環境や果たす役割を考察する
「演劇文化論」

近代日本の音楽文化を振り返り、未来を創造する
「音楽史Ⅱ」

議論を繰り返し各自の研鑽の助けをする
「芸術文化演習」

文化施設のマネジメントを学び官民協働の運営を考える
「文化施設の管理と運営」

自らの考えを論理的な文章にまとめる
「卒業論文」

研究対象としての美術作品の見方を実地に学ぶ
「鑑賞と批評Ⅰ・Ⅱ」

公共性を持つ非営利芸術組織のマ
ネジメントであるアートマネジメン
トの各論を学びます。非営利芸術
組織の特徴、および日本のそれら
が持つ課題を踏まえて、課題解決
のために必要となる、より専門的な
領域についての理論的、実践的な
知識を身につけます。

私たちは、当たり前のようにピアノ
やギターの音楽を楽しんでいます
が、それはどのような道筋をたどっ
てきたのでしょう。音楽史Ⅱは、こ
れからの音楽文化を構想・創造す
るために、幕末・明治維新以降150
年間を丁寧に振り返り、再考するこ
とを目的としています。

アートを運営する組織の取り巻く環境を学ぶ
「アートマネジメントA・B」

文化会館・博物館・図書館等の文化
施設がいかに管理運営されている
のか、を学びます。どんな人材が勤
務しているのか、運営資金はどの
ように調達されているのか、いか
なる場の管理が行われているの
か、に関心を深めつつ、文化施設
の将来像を見つめ直します。

実際に様々なジャンルの展覧会等
に行き作品を観察することで、作品
についての基本的知識を学ぶとと
もに、どのように作品を見るか実体
験を通して習得します。その作品観
察をもとに思考し記述する力を身
につけるため、見学後は毎回テー
マを設定しレポートを作成します。

教員ごとに設定するゼミに所属し、
各担当教員の提示する専門テーマ
による研究を演習形式で行いま
す。文献講読、発表、報告を繰り返
すことで学生同士の議論を重ねま
す。また、卒業論文執筆に向けて
それぞれの研究を進めます。

芸術文化演習によって獲得した知
識、情報の活用方法を駆使し、自ら
の考えを論理的にまとめます。文
献資料収集、読解、分析をし、これ
に基づいて理論を立てる作業を担
当教員の指導とともに繰り返して
卒業論文を作成させます。
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1年次

2年次

3年次

4年次

◆諸芸術に関する基礎理論
の充実。◆芸術を支える様々
な条件や環境を、人文科学
的な観点からだけでなく、社
会科学的な視点からも捉え
る力を養う。◆「芸術文化基
礎」で、自分がこれから関心
を深めていく領域と濃密に
向き合い、確信を持ってアプ
ローチする力を養う。

芸術文化学科で
学ぶ4年間

芸術を多角的に
捉える

◆各自ゼミに所属し、自分が
深めようとする研究領域の手
がかりを見つけ、身につけた
基礎知識と研究方法を活用
し、独自の課題に取り組む。
◆「芸術特論」などで、より専
門的な知識や思考法を学び
つつ、「芸術運営の実践」の科
目群を積極的に活用しなが
ら、知識と実践を結びつける。

知識と実践力を
身につける

◆卒業論文のテーマを決
め、論文の完成を目指す。◆
ゼミを通して培ってきた専門
領域の知識を深め、これまで
に学んだことを総動員して、
大学生活の集大成とする。

テーマを深化させる

◆芸術文化を多様な側面か
ら捉え、アカデミックな見方
の可能性を体感する。◆1年
次から多くの専門科目を開
放。◆興味のある分野から、
自分なりの新しい視点を開
拓する、大学生としての学習
をスタート。

新しい視点の開拓

○ 芸術文化学科での学びの基礎は、高等学校の「地歴・公民」です。
○ 「地理」で学ぶ地域文化と「日本史」、「世界史」で学ぶ文化史を深める
　 のが、美術史、　音楽史、 演劇史等の科目です。
○ 「倫理」で学ぶ思想や哲学が美学につながり、「現代社会」、「政治経済」
　 の学びが「政策とマネジメント」の科目群の基礎となります。

芸術、文化を理解する
多様な芸術、文化のありようについて学び、その諸相を探究します。歴史的認識の醸成と、最

新の知識の取得によって、豊かな芸術、文化の内容を理解し、それらが現代に生きる私たちの

感覚、意識をどのように形づくっているかを考えます。

芸術を社会科学の視点から学ぶ
人間の芸術活動を理解するためには、芸術作品や芸術家について理解するだけでは不十分

です。芸術文化学科では、文化経済学等を基礎として、様々な制度・政策や国・自治体・企業等

による支援、そして芸術組織等の経営について学びます。 

2つの側面から多角的に学ぶカリキュラム
芸術文化学科では「文化と芸術」「政策とマネジメント」というカリキュラムにおける2つの柱

を設け、芸術や文化について人文科学と社会科学の両面から学びます。加えて、実践にも対

応できる科目も開講し、理論と実践とのバランスのとれたカリキュラムを用意しています。

入学定員55名に対し14名の専任教員を擁し、きめ細かい少人数教育を行います。

【1～4年次／学部科目】

【1～4年次／専門科目】

【2～4年次／専門科目】

【3～4年次／専門科目】 【4年次／演習（ゼミ）・卒業論文】

【3～4年次／演習（ゼミ）・卒業論文】

【2～4年次／専門科目】

【1～4年次／学部科目】
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TOPICS

※学生の学年表記は取材時（2020年度）のものです。 ※分類は本学の区分によるものです。

詳しくは70ページを
ご覧ください。取得可能な資格

卒業生の主な進路・取得可能な資格

＜学科基礎＞

芸術表現
単調で退屈に思われるであろう、能の姿勢（カマエ）と
摺足歩行（ハコビ）を稽古してもらっているところです。
しかしこれが能の身体的中心思想で、重要なものであ
ることが次第に理解できるでしょう。仮面をつけるとより
良い勉強になります。

■ 担当教員…梅若猶彦 教授

＜芸術運営の実践＞

劇場プロデュース論
アートマネジメントの根幹をなす劇場（ホール）プロ
デュースを、劇場見学や企画・制作の実践を通して学
び、劇場における諸問題を考察していきます。

卒業論文発表会
卒業研究の成果を発表するため、毎年論文の発表会を
開催しています。2020年度は12本の発表が行われまし
た。卒業生も、新年度入学予定者も集まって、「ゲイブ
ン」での学びの集大成に接する機会です。

■担当教員…永井聡子 教授

専門家の現場から学ぶ実践的な学習
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ゼミ紹介

芸術は単なる趣味や娯楽にとどまるものではなく、社会の発展や人々の幸福にとって必
要不可欠なものです。現代社会が芸術をいかに支援し支えていくかを研究するゼミです。
国や地方自治体による芸術支援のあり方、芸術団体や文化施設におけるアートマネジメ
ントを充実させるための環境整備等、様々な課題が研究テーマです。芸術を通じて世の中
を良くしたい、人々を幸せにしたい、という強い思いと行動力を持っている学生たちが、切
磋琢磨して、研究を進めています。

村山菜々子 芸術文化学科 3年　
長野県長野高校出身片山泰輔 教授芸術文化政策、財政・公共経済

芸術の力を信じ
人々の幸せのために全力で戦おう

膨大な情報をコンパクトに要約する
わかりやすく伝える力がついた

博物館・美術館の機能と役割を考える
担当教員 ： 田中裕二 准教授

社会のニーズが多様化し、博物館に求められることも変わ
り、運営には学芸員だけではなく多彩な人材が必要とされ
ています。博物館が直面する現状と課題を認識し、博物
館の最適な運営手法や社会的な役割を考えていきます。

劇空間の「見えにくい」構造の研究
担当教員 ： 梅若猶彦 教授

能はそもそも「見えにくい」構造で成り立っており、学
科基礎「芸術表現」の授業で講じたものの発展形や
能の型などの研究をします。その他、ゼミ生は新作狂
言を書き下ろしたりします。

過去の音楽文化から「現代社会」を考える
担当教員 ： 奥中康人 教授

地方創生の掛け声の下で ―「Ｂ級グルメ」や「ゆるキャ
ラ」のように― 音楽を利用するのはもうウンザリ。身近
な音楽に目を配り、文化や芸術の枠組み自体を再考し
てゆくことを目的としています。

残された美術作品に向き合う
担当教員 ： 片桐弥生 教授

日本美術史の基本的な研究方法を、実際に作品を
じっくり見、研究論文などを読むことで身につけます。
残された美術作品が制作当時、何を意図して作られ
享受されていたのか明らかにすることを目指します。

文化成立とは？芸術と社会の関係を探る
担当教員 ： 立入正之 教授

「質実剛健」「文武両道」をモットーに、「西洋美術
史」「比較美術史」「表象文化論」「芸術政策・産業」

「文化財科学・博物館学」をキーワードに、広い視野を
持ち学問に励みます。

現代芸術・視覚文化への理論的アプローチ
担当教員 ： 谷川真美 教授

多様な形態をみせる現代の芸術や、日常生活をとりまく
様々な視覚文化について、芸術の歴史と思想を手が
かりとしながらその本質について考え、私たちの生きる
現代とはどういうものか考えます。

演劇・劇場の学問は現場から生まれる
担当教員 ： 永井聡子 教授

演出理念、空間、運営のメカニズムを分析する力を養
います。帝国劇場、築地小劇場、東京宝塚劇場が海
外の演劇史と作品を革命的に変えたように、観客が
仕上げる演劇の本質を理論と実践から探究します。

演劇の本質と可能性を探る
担当教員 ： 井上由里子 准教授

古代ギリシャ悲劇から現代演劇まで幅広い戯曲・演出
の分析手法を学び、作品世界の理解を深めます。同時
に、型破りな演劇（前衛演劇や応用演劇）の研究を通し
て演劇とは何か、演劇に何ができるのかを考えています。

芸術文化で人々を幸せにする政策の研究
担当教員 ： 片山泰輔 教授

芸術文化は単なる趣味や娯楽ではなく、公益であり、人
権です。芸術団体や文化施設の課題や、教育や福祉
等、社会の様々な課題を芸術文化によって解決するた
めの政策のあり方を研究しています。

西洋の音楽文化・音楽と社会の関係を探る
担当教員 ： 上山典子 准教授 

西洋を中心とする音楽文化や、音楽と社会、音楽と
政治、音楽と戦争などをテーマに、基本文献から最新
の論文までを読み、議論を重ねることで、知識と視野
を広げていきます。

公共政策の視点から文化振興を考える
担当教員 ： 松本茂章 教授

学生たちの研究は、野外音楽堂の活用策、木造駅舎
の保存活動、文化資源を活かす観光振興・・・などと実
に多彩ながら、公共政策研究の視点で地域を見つ
めています。現場を歩き回って調査する日々です。

法・制度を踏まえて文化政策を考える
担当教員 ： 中村美帆 准教授

芸術や文化に関わる法・制度の知識を学びつつ、過去か
ら現代に至る様々な文化政策を検証し、社会における文
化の位置づけに関する課題と可能性を考える研究に取
り組んでいます。

文化・芸術活動を担う人々や団体を見る
担当教員 ： 高島知佐子 准教授

文化・芸術活動を経営の視点から見ます。フィールド
ワーク（現地調査）を通して、活動内容や活動の背景
をひもときます。また、社会に関する文献を多く読み、
理論と現場から思考力・分析力を養います。

現地調査を通じて音楽と社会に向き合う
担当教員 ： 梅田英春 教授

世界中の音楽は社会と深く関わっています。ゼミ生は民
族音楽学の基礎を学んだ後、国内外で音楽に関する
フィールドワークを一人で行い、その成果をもとに音楽と
社会のつながりについて考えます。

卒業研究演習一覧

図書館司書

博物館学芸員

日本語教員養成課程

社会調査士

ゼミ生の声

社会の中での芸術について、政策や支援など幅広く学びた
いと思い片山ゼミを志望。先生が対応してくださる分野が広
く、どんな研究テーマでも的確に指導してくださるので、より理
解が深まり、見識を広げることができています。ゼミ生の共同
研究で、膨大になった調査データのまとめを仲間と共に取り
組むことも有意義な経験になっています。

卒業生の主な進路 （抜粋）

（株）エスピーエスたくみ

（株）共立ファシリティ・マネージメント

（株）ケイミックスパブリックビジネス

小泉八雲記念館

サントリーパブリシティサービス（株）

（株）シグマコミュニケーションズ

（株）宝塚舞台

（株）若尾綜合舞台

磐田市香りの博物館

（独）日本芸術文化振興会

（公財）静岡県文化財団

（公財）静岡市文化振興財団

（公財）しまね文化振興財団

（公財）豊橋文化振興財団

（公財）浜松市文化振興財団

（公財）横浜市芸術文化振興財団

人形劇団むすび座

（有）劇団かかし座

厚生労働省静岡労働局

静岡県庁（行政・警察行政）

静岡市役所

浜松市役所

掛川市役所

岐阜市役所

福知山市役所

三島市役所

松本市役所

江南市役所

（株）エイエイピー

（株）キョードー東京

（株）ＳＢＳプロモーション

（株）ＳＢＳメディアビジョン

（株）静岡新聞社

静岡放送（株）

（株）テレビ山梨

浜松ケーブルテレビ（株）

（株）ピーエーシー

文化財団・文化施設など

マスコミ・広告

公務

（株）アプライズ

オオゼキ写真印刷（株）

スズキ（株）

（株）石舟庵

チャコット（株）

（株）デンソー

浜名湖電装（株）

ピアス（株）

矢崎総業（株）

（株）ヤタロー

製造業

あいち中央農業協同組合

遠州中央農業協同組合

静銀ティーエム証券（株）

静岡県信用保証協会

（株）清水銀行

（株）常陽銀行

第一生命保険（株）

（株）徳島大正銀行

日本生命保険（相）

浜松磐田信用金庫
山梨信用金庫

天方産業（株）

（株）安心堂

資生堂販売（株）

（株）東急ハンズ

ネッツトヨタ静浜（株）

（株）ヤマハミュージック東海

遠州鉄道（株）

近畿日本鉄道（株）

中部国際空港旅客サービス（株）

鈴与（株）

（株）TOKAIホールディングス

中部ガス（株）

金融・保険業

ガス・運輸・旅行業

卸売・小売業

（株）アントレ・サン・フラッペ

エヌ・ティ・ティ システム開発（株）

（一財）静岡県建築住宅

まちづくりセンター

（株）秀英予備校

（株）全国商店街支援センター

（株）スペース

デジタルハリウッド（株）

テレビ静岡システムクリエイツ（株）

（株）ドリームプラザ

日本郵政（株）

LEGOLAND Japan（株）

（福）天竜厚生会

（株）墨仁堂

サービス業・その他

静岡大学

上越教育大学

成城大学

立命館大学

大学院進学

（2020年度実績）

公務 10%

非営利団体・宗教 8%

運輸・通信業 5%

小売業 23%

不動産業 5%

金融・保険業 8%

製造業 5%

就職データ

サービス業
（情報サービス・広告・ホテルなど）

38%
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TOPICS

※学生の学年表記は取材時（2020年度）のものです。 ※分類は本学の区分によるものです。

詳しくは70ページを
ご覧ください。取得可能な資格

卒業生の主な進路・取得可能な資格

＜学科基礎＞

芸術表現
単調で退屈に思われるであろう、能の姿勢（カマエ）と
摺足歩行（ハコビ）を稽古してもらっているところです。
しかしこれが能の身体的中心思想で、重要なものであ
ることが次第に理解できるでしょう。仮面をつけるとより
良い勉強になります。

■ 担当教員…梅若猶彦 教授

＜芸術運営の実践＞

劇場プロデュース論
アートマネジメントの根幹をなす劇場（ホール）プロ
デュースを、劇場見学や企画・制作の実践を通して学
び、劇場における諸問題を考察していきます。

卒業論文発表会
卒業研究の成果を発表するため、毎年論文の発表会を
開催しています。2020年度は12本の発表が行われまし
た。卒業生も、新年度入学予定者も集まって、「ゲイブ
ン」での学びの集大成に接する機会です。

■担当教員…永井聡子 教授

専門家の現場から学ぶ実践的な学習
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ゼミ紹介

芸術は単なる趣味や娯楽にとどまるものではなく、社会の発展や人々の幸福にとって必
要不可欠なものです。現代社会が芸術をいかに支援し支えていくかを研究するゼミです。
国や地方自治体による芸術支援のあり方、芸術団体や文化施設におけるアートマネジメ
ントを充実させるための環境整備等、様々な課題が研究テーマです。芸術を通じて世の中
を良くしたい、人々を幸せにしたい、という強い思いと行動力を持っている学生たちが、切
磋琢磨して、研究を進めています。

村山菜々子 芸術文化学科 3年　
長野県長野高校出身片山泰輔 教授芸術文化政策、財政・公共経済

芸術の力を信じ
人々の幸せのために全力で戦おう

膨大な情報をコンパクトに要約する
わかりやすく伝える力がついた

博物館・美術館の機能と役割を考える
担当教員 ： 田中裕二 准教授

社会のニーズが多様化し、博物館に求められることも変わ
り、運営には学芸員だけではなく多彩な人材が必要とされ
ています。博物館が直面する現状と課題を認識し、博物
館の最適な運営手法や社会的な役割を考えていきます。

劇空間の「見えにくい」構造の研究
担当教員 ： 梅若猶彦 教授

能はそもそも「見えにくい」構造で成り立っており、学
科基礎「芸術表現」の授業で講じたものの発展形や
能の型などの研究をします。その他、ゼミ生は新作狂
言を書き下ろしたりします。

過去の音楽文化から「現代社会」を考える
担当教員 ： 奥中康人 教授

地方創生の掛け声の下で ―「Ｂ級グルメ」や「ゆるキャ
ラ」のように― 音楽を利用するのはもうウンザリ。身近
な音楽に目を配り、文化や芸術の枠組み自体を再考し
てゆくことを目的としています。

残された美術作品に向き合う
担当教員 ： 片桐弥生 教授

日本美術史の基本的な研究方法を、実際に作品を
じっくり見、研究論文などを読むことで身につけます。
残された美術作品が制作当時、何を意図して作られ
享受されていたのか明らかにすることを目指します。

文化成立とは？芸術と社会の関係を探る
担当教員 ： 立入正之 教授

「質実剛健」「文武両道」をモットーに、「西洋美術
史」「比較美術史」「表象文化論」「芸術政策・産業」

「文化財科学・博物館学」をキーワードに、広い視野を
持ち学問に励みます。

現代芸術・視覚文化への理論的アプローチ
担当教員 ： 谷川真美 教授

多様な形態をみせる現代の芸術や、日常生活をとりまく
様々な視覚文化について、芸術の歴史と思想を手が
かりとしながらその本質について考え、私たちの生きる
現代とはどういうものか考えます。

演劇・劇場の学問は現場から生まれる
担当教員 ： 永井聡子 教授

演出理念、空間、運営のメカニズムを分析する力を養
います。帝国劇場、築地小劇場、東京宝塚劇場が海
外の演劇史と作品を革命的に変えたように、観客が
仕上げる演劇の本質を理論と実践から探究します。

演劇の本質と可能性を探る
担当教員 ： 井上由里子 准教授

古代ギリシャ悲劇から現代演劇まで幅広い戯曲・演出
の分析手法を学び、作品世界の理解を深めます。同時
に、型破りな演劇（前衛演劇や応用演劇）の研究を通し
て演劇とは何か、演劇に何ができるのかを考えています。

芸術文化で人々を幸せにする政策の研究
担当教員 ： 片山泰輔 教授

芸術文化は単なる趣味や娯楽ではなく、公益であり、人
権です。芸術団体や文化施設の課題や、教育や福祉
等、社会の様々な課題を芸術文化によって解決するた
めの政策のあり方を研究しています。

西洋の音楽文化・音楽と社会の関係を探る
担当教員 ： 上山典子 准教授 

西洋を中心とする音楽文化や、音楽と社会、音楽と
政治、音楽と戦争などをテーマに、基本文献から最新
の論文までを読み、議論を重ねることで、知識と視野
を広げていきます。

公共政策の視点から文化振興を考える
担当教員 ： 松本茂章 教授

学生たちの研究は、野外音楽堂の活用策、木造駅舎
の保存活動、文化資源を活かす観光振興・・・などと実
に多彩ながら、公共政策研究の視点で地域を見つ
めています。現場を歩き回って調査する日々です。

法・制度を踏まえて文化政策を考える
担当教員 ： 中村美帆 准教授

芸術や文化に関わる法・制度の知識を学びつつ、過去か
ら現代に至る様々な文化政策を検証し、社会における文
化の位置づけに関する課題と可能性を考える研究に取
り組んでいます。

文化・芸術活動を担う人々や団体を見る
担当教員 ： 高島知佐子 准教授

文化・芸術活動を経営の視点から見ます。フィールド
ワーク（現地調査）を通して、活動内容や活動の背景
をひもときます。また、社会に関する文献を多く読み、
理論と現場から思考力・分析力を養います。

現地調査を通じて音楽と社会に向き合う
担当教員 ： 梅田英春 教授

世界中の音楽は社会と深く関わっています。ゼミ生は民
族音楽学の基礎を学んだ後、国内外で音楽に関する
フィールドワークを一人で行い、その成果をもとに音楽と
社会のつながりについて考えます。

卒業研究演習一覧

図書館司書

博物館学芸員

日本語教員養成課程

社会調査士

ゼミ生の声

社会の中での芸術について、政策や支援など幅広く学びた
いと思い片山ゼミを志望。先生が対応してくださる分野が広
く、どんな研究テーマでも的確に指導してくださるので、より理
解が深まり、見識を広げることができています。ゼミ生の共同
研究で、膨大になった調査データのまとめを仲間と共に取り
組むことも有意義な経験になっています。

卒業生の主な進路 （抜粋）

（株）エスピーエスたくみ

（株）共立ファシリティ・マネージメント

（株）ケイミックスパブリックビジネス

小泉八雲記念館

サントリーパブリシティサービス（株）

（株）シグマコミュニケーションズ

（株）宝塚舞台

（株）若尾綜合舞台

磐田市香りの博物館

（独）日本芸術文化振興会

（公財）静岡県文化財団

（公財）静岡市文化振興財団

（公財）しまね文化振興財団

（公財）豊橋文化振興財団

（公財）浜松市文化振興財団

（公財）横浜市芸術文化振興財団

人形劇団むすび座

（有）劇団かかし座

厚生労働省静岡労働局

静岡県庁（行政・警察行政）

静岡市役所

浜松市役所

掛川市役所

岐阜市役所

福知山市役所

三島市役所

松本市役所

江南市役所

（株）エイエイピー

（株）キョードー東京

（株）ＳＢＳプロモーション

（株）ＳＢＳメディアビジョン

（株）静岡新聞社

静岡放送（株）

（株）テレビ山梨

浜松ケーブルテレビ（株）

（株）ピーエーシー

文化財団・文化施設など

マスコミ・広告

公務

（株）アプライズ

オオゼキ写真印刷（株）

スズキ（株）

（株）石舟庵

チャコット（株）

（株）デンソー

浜名湖電装（株）

ピアス（株）

矢崎総業（株）

（株）ヤタロー

製造業

あいち中央農業協同組合

遠州中央農業協同組合

静銀ティーエム証券（株）

静岡県信用保証協会

（株）清水銀行

（株）常陽銀行

第一生命保険（株）

（株）徳島大正銀行

日本生命保険（相）

浜松磐田信用金庫
山梨信用金庫

天方産業（株）

（株）安心堂

資生堂販売（株）

（株）東急ハンズ

ネッツトヨタ静浜（株）

（株）ヤマハミュージック東海

遠州鉄道（株）

近畿日本鉄道（株）

中部国際空港旅客サービス（株）

鈴与（株）

（株）TOKAIホールディングス

中部ガス（株）

金融・保険業

ガス・運輸・旅行業

卸売・小売業

（株）アントレ・サン・フラッペ

エヌ・ティ・ティ システム開発（株）

（一財）静岡県建築住宅

まちづくりセンター

（株）秀英予備校

（株）全国商店街支援センター

（株）スペース

デジタルハリウッド（株）

テレビ静岡システムクリエイツ（株）

（株）ドリームプラザ

日本郵政（株）

LEGOLAND Japan（株）

（福）天竜厚生会

（株）墨仁堂

サービス業・その他

静岡大学

上越教育大学

成城大学

立命館大学

大学院進学

（2020年度実績）

公務 10%

非営利団体・宗教 8%

運輸・通信業 5%

小売業 23%

不動産業 5%

金融・保険業 8%

製造業 5%

就職データ

サービス業
（情報サービス・広告・ホテルなど）

38%
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世界と日本をつなぎ、観光立国を目指す時代へ。
新しい学問領域から、次世代の人材を育成します。
世界中の人々が、魅力的な出会いを求めて旅をする観光のグローバル化が進む中、観光は日本や地域の経

済を活性化させる重要な成長分野になっています。そのような社会に求められているのは、文明という広い

視野から観光というものの持つ創造力を捉えようとする新しい学問領域です。本コースは、その知見に基づ

いて、新たな観光資源の発掘や文化・芸術を活用した観光事業の開発に携わる人材の育成を目指します。

文化政策学部 3学科共通 ： 国際文化学科／文化政策学科／芸術文化学科

文明観光学コース
コースの仕組みと履修の流れ
本コースは、文化政策学部の3学科すべての学生が履修する
ことができます。

◎1年次のガイダンスで、カリキュラム（必修・選択科目、ゼミ選
　択など）についての説明を受け、該当する科目を1～2年次の
　間に履修します。

◎2年次に、ゼミ説明会や面談などを経た上で、文明観光学ゼ
　ミを選択します。（一定の定員があります）

◎3年次から、文明観光学コース専任教員によるゼミに所属し、
　卒業研究の指導を受けます。

◎文明観光学コースを履修した学生は、文化政策学部各学科の
　卒業証書に加え、文明観光学コースの修了証を取得します。

目指す人材像
新しい観光資源の発掘
◎名所・旧跡や食・温泉などの観光資源に加え、文化遺産や
　産業遺産、芸術文化活動など、新しい観光資源の発掘を
　担える人材を育成します。

観光分野における地域活性化
◎静岡県内を中心に行うフィールドワークの体験を活かし、地場
　産業や伝統文化を踏まえて、観光分野における地域活性化を
　推進できる人材を育成します。

グローバルな視野による貢献
◎実践的な外国語能力と文化・芸術分野の実務能力を備え、
　グローバルな視野から地域の観光産業に貢献できる人材
　を育成します。

文化政策学科 芸術文化学科国際文化学科
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文 明 観 光 学コース

開講科目例

文明と観光

■担当教員・・・横山俊夫 学長　他　■開講年次・・・1年前期

観光学概論観光地理学

履修モデル

観光関連産業
（企画、開発部門、通訳）

官公庁、自治体
（観光、企画、広報部門）

劇場、美術館・博物館、文化施設、NPO等
（企画、広報部門）

入学時から2年次頃
までの関心（例）

国際文化学科 文化政策学科 芸術文化学科

文化施設と観光静岡県の観光振興

文化財保護政策／
文化施設の管理と運営

産業遺産と産業史／
地域観光論

多文化とエスニシティ／
文化交流論

西欧文化と観光

学科必修

学部必修

全学必修

静岡国際オペラコンクール・
浜松国際ピアノコンクールの
観光資源としての可能性

伊豆賀茂地区の観光産業
の課題と広報戦略

イタリアの世界遺産
と観光産業卒業研究のテーマ

想定される卒業後
の進路

日本文化論／
芸術と社会

文学／日本文化論／
文化人類学／歴史学／

日本伝統建築

宗教学／
現代の国際社会／
空間とデザイン

全学選択
※２

文化政策概論／
音楽文化論／
演劇文化論／

非営利セクターの経営／
アートマネジメント概論

文化政策概論／
非営利セクターの経営／

都市経営論／
NPO・NGO論

学部選択

音楽文化論／
イタリア語コミュニケーションⅠA／
イタリア語コミュニケーションⅠB／
イタリア語コミュニケーションⅡA／
イタリア語コミュニケーションⅡB

音楽史Ⅰ／
演劇史Ⅰ／

美術史（西洋）Ⅰ／
美術史（日本・東洋）Ⅰ／
地域社会と芸術文化／
現代社会と芸術文化

人文地理学／
地誌学／

広報・広告論／
マーケティング論／
地域計画論／
地域産業論／

地域情報サービス論

学科選択

ルネサンス文化史／
フランス文化論／
イギリス文化論／
英語上級観光英語／

古代ギリシャ・ローマ文化と社会／
イタリア文化史

このモデルは例を示したものであり、個々の学生の関心により、実際の入学時から2年次頃までの選択科目
（全学、学部、学科）、卒業研究のテーマは異なります。

※１ 地域連携演習の中から、文明観光学コース指定の実習を含むプログラムを履修します。
※２ 明朝体文字は、文明観光学コースで指定された選択科目ではありませんが、関心や卒業研究のテーマに関係する、本学で学べる科目の例示です。

Civilizations and Tourism Studies Course

（例）

文明観光学コースの基礎となる必修科目です。ま

ず「文明」と「観光」の概念が多様であることを示

して、その上で、現代の世界や日本の諸地域に望

ましい「文明」を考えつつ、「観光」について考え

ます。

世界と日本における観光の発祥から、団体旅行など

のマスツーリズムへの発展と課題、その後のオルタ

ナティブ・ツーリズムやサステイナブル・ツーリズ

ムへの展開など、観光の歴史的潮流を広い視野から

学びます。

自然環境と社会の関係を解く地理学の視点から、観

光について考えます。特に、異なる文化圏の人々が

交流し交易した、日本の東海道、ユーラシアのシル

クロードなどの街道を取り上げ、観光資源としての

魅力を探ります。

文明と観光／ユーラシア文明論／静岡学／地域連携演習

観光学概論／観光社会学／グローバル観光論／観光地理学／観光ビジネス論

※１

文化政策学部卒業・文明観光学コース修了

写真 ： 静岡県観光協会

■担当教員・・・青木 健 教授   ■開講年次・・・2年後期 ■担当教員・・・石本東生 講師   ■開講年次・・・1年前期

※担当教員の表記は、制作時の情報です。
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世界と日本をつなぎ、観光立国を目指す時代へ。
新しい学問領域から、次世代の人材を育成します。
世界中の人々が、魅力的な出会いを求めて旅をする観光のグローバル化が進む中、観光は日本や地域の経

済を活性化させる重要な成長分野になっています。そのような社会に求められているのは、文明という広い

視野から観光というものの持つ創造力を捉えようとする新しい学問領域です。本コースは、その知見に基づ

いて、新たな観光資源の発掘や文化・芸術を活用した観光事業の開発に携わる人材の育成を目指します。

文化政策学部 3学科共通 ： 国際文化学科／文化政策学科／芸術文化学科

文明観光学コース
コースの仕組みと履修の流れ
本コースは、文化政策学部の3学科すべての学生が履修する
ことができます。

◎1年次のガイダンスで、カリキュラム（必修・選択科目、ゼミ選
　択など）についての説明を受け、該当する科目を1～2年次の
　間に履修します。

◎2年次に、ゼミ説明会や面談などを経た上で、文明観光学ゼ
　ミを選択します。（一定の定員があります）

◎3年次から、文明観光学コース専任教員によるゼミに所属し、
　卒業研究の指導を受けます。

◎文明観光学コースを履修した学生は、文化政策学部各学科の
　卒業証書に加え、文明観光学コースの修了証を取得します。

目指す人材像
新しい観光資源の発掘
◎名所・旧跡や食・温泉などの観光資源に加え、文化遺産や
　産業遺産、芸術文化活動など、新しい観光資源の発掘を
　担える人材を育成します。

観光分野における地域活性化
◎静岡県内を中心に行うフィールドワークの体験を活かし、地場
　産業や伝統文化を踏まえて、観光分野における地域活性化を
　推進できる人材を育成します。

グローバルな視野による貢献
◎実践的な外国語能力と文化・芸術分野の実務能力を備え、
　グローバルな視野から地域の観光産業に貢献できる人材
　を育成します。

文化政策学科 芸術文化学科国際文化学科
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文 明 観 光 学コース

開講科目例

文明と観光

■担当教員・・・横山俊夫 学長　他　■開講年次・・・1年前期

観光学概論観光地理学

履修モデル

観光関連産業
（企画、開発部門、通訳）

官公庁、自治体
（観光、企画、広報部門）

劇場、美術館・博物館、文化施設、NPO等
（企画、広報部門）

入学時から2年次頃
までの関心（例）

国際文化学科 文化政策学科 芸術文化学科

文化施設と観光静岡県の観光振興

文化財保護政策／
文化施設の管理と運営

産業遺産と産業史／
地域観光論

多文化とエスニシティ／
文化交流論

西欧文化と観光

学科必修

学部必修

全学必修

静岡国際オペラコンクール・
浜松国際ピアノコンクールの
観光資源としての可能性

伊豆賀茂地区の観光産業
の課題と広報戦略

イタリアの世界遺産
と観光産業卒業研究のテーマ

想定される卒業後
の進路

日本文化論／
芸術と社会

文学／日本文化論／
文化人類学／歴史学／

日本伝統建築

宗教学／
現代の国際社会／
空間とデザイン

全学選択
※２

文化政策概論／
音楽文化論／
演劇文化論／

非営利セクターの経営／
アートマネジメント概論

文化政策概論／
非営利セクターの経営／

都市経営論／
NPO・NGO論

学部選択

音楽文化論／
イタリア語コミュニケーションⅠA／
イタリア語コミュニケーションⅠB／
イタリア語コミュニケーションⅡA／
イタリア語コミュニケーションⅡB

音楽史Ⅰ／
演劇史Ⅰ／

美術史（西洋）Ⅰ／
美術史（日本・東洋）Ⅰ／
地域社会と芸術文化／
現代社会と芸術文化

人文地理学／
地誌学／

広報・広告論／
マーケティング論／
地域計画論／
地域産業論／

地域情報サービス論

学科選択

ルネサンス文化史／
フランス文化論／
イギリス文化論／
英語上級観光英語／

古代ギリシャ・ローマ文化と社会／
イタリア文化史

このモデルは例を示したものであり、個々の学生の関心により、実際の入学時から2年次頃までの選択科目
（全学、学部、学科）、卒業研究のテーマは異なります。

※１ 地域連携演習の中から、文明観光学コース指定の実習を含むプログラムを履修します。
※２ 明朝体文字は、文明観光学コースで指定された選択科目ではありませんが、関心や卒業研究のテーマに関係する、本学で学べる科目の例示です。

Civilizations and Tourism Studies Course

（例）

文明観光学コースの基礎となる必修科目です。ま

ず「文明」と「観光」の概念が多様であることを示

して、その上で、現代の世界や日本の諸地域に望

ましい「文明」を考えつつ、「観光」について考え

ます。

世界と日本における観光の発祥から、団体旅行など

のマスツーリズムへの発展と課題、その後のオルタ

ナティブ・ツーリズムやサステイナブル・ツーリズ

ムへの展開など、観光の歴史的潮流を広い視野から

学びます。

自然環境と社会の関係を解く地理学の視点から、観

光について考えます。特に、異なる文化圏の人々が

交流し交易した、日本の東海道、ユーラシアのシル

クロードなどの街道を取り上げ、観光資源としての

魅力を探ります。

文明と観光／ユーラシア文明論／静岡学／地域連携演習

観光学概論／観光社会学／グローバル観光論／観光地理学／観光ビジネス論

※１

文化政策学部卒業・文明観光学コース修了

写真 ： 静岡県観光協会

■担当教員・・・青木 健 教授   ■開講年次・・・2年後期 ■担当教員・・・石本東生 講師   ■開講年次・・・1年前期

※担当教員の表記は、制作時の情報です。



文化政策学部  教員紹介

文化政策学科 芸術文化学科国 際 文 化 学 科

図書館情報学

教授／入学試験・高校
大学連携センター長

林  左和子  HAYASHI Sawako

公共図書館はなぜ無料
なのか、を考えるために、
外国の図書館史や児
童サービス、特にユニバ
ーサルデザイン絵本を研
究テーマとしています。

心理学
教授

小杉 大輔  KOSUGI Daisuke

人間が社会の中で、
何をどのように感じ、考
え、行動し、発達するの
かについて、心理学的
に研究しています。

行政学／
政策評価・行政評価

教授 教授

田中  啓  TANAKA Hiraki

行政学、地域政策、
公共サービスなどの領
域から、特に地方行
財政や行政評価など
の研究をしています。

教授／副学長

森  俊太  MORI Shunta

社会的排除や包摂の
テーマについて、理論
を踏まえ、歴史と比較
社会の視点を重視し
つつ研究しています。

文化社会学／メディア論

教授／大学院
文化政策研究科長

教授／学部長

加藤 裕治 KATO Yuji

メディアを通して形成
される文化が社会に
与える影響について、
マスメディアの歴史
的研究の立場から考
察しています。

社会学／地域社会学
教授

舩戸 修一  FUNATO Shuichi

農山村は人口減少や
高齢化が進んでいま
す。このような地域の
存続可能性を「社会
学」の立場から研究し
ています。

経営学／
マーケティング論

社会理論／
社会包摂

教授／学科長

森山 一郎 MORIYAMA Ichiro

製造業や小売業のマ
ーケティング戦略につ
いて研究しています。
これからの市場創造
のあり方をともに学ん
でいきましょう。

情報アーキテクチャ

野村 卓志 NOMURA Takashi

情報技術の面から文
化政策を考え、より良
い生活を達成する社
会システムについて
研究しています。

都市・地域計画／
まちづくり／創造都市

教授

藤井 康幸 FUJII Yasuyuki

都市・地域の計画や
経営、まちづくりにつ
いて、個性的で魅力
ある都市、持続可能
な都市を意識しつつ、
研究しています。

社会経済史／
産業史

教授

四方田 雅史  YOMODA Masafumi

日本やアジアに存在
する産業やその産地
が現在の状況に至っ
た過程や原因につい
て、戦前まで歴史を遡
って研究しています。

応用ミクロ経済学／
産業組織論

教授

鈴木 浩孝 SUZUKI Hirotaka

複占・寡占市場での
企業間の競争や取引
について、その仕組み
を数理的に解明する
研究をしています。

芸術文化政策／
財政・公共経済

演劇・ミュージカル研究／
劇場プロデュース論

教授

永井 聡子 NAGAI Satoko

感動とは何か。西洋と
日本の演劇・劇場史と
舞台芸術の現場から
理論を研究。舞台と
観客の可能性を探り
ます。

梅田 英春 UMEDA Hideharu

アジア各地の音楽を
研究しています。授業
では、普段聞き慣れな
い音楽を通して、音楽
と社会の関係につい
て考えます。

教授

片山 泰輔 KATAYAMA Taisuke 

人々が芸術を楽しみ、
創造的で活力ある社
会をつくるために、行政
の役割や、社会の仕組
みを研究しています。

現代美術／
芸術学

教授

谷川 真美 TANIGAWA Mami

現代の芸術現象を手
がかりに、私たちが生
きているこの時代に
関わる思想や世界の
ありようを研究してい
ます。

音楽学 音楽学
教授／学科長

奥中 康人 OKUNAKA Yasuto

専門は近現代日本の
音楽史。特に日本に外
国音楽が流入すること
によって生じる文化変
容や土着化現象につ
いて研究しています。

アートマネジメント
准教授

高島 知佐子  TAKASHIMA Chisako

文化芸術団体はどうや
って活動を継続、発展
させているのか。活動
を担う人々、それを支え
る組織や産業に着目し
研究をしています。

井上 由里子   INOUE Yuriko

文化政策と法・制度／
文化資源学／文化経営学

准教授

中村 美帆 NAKAMURA Miho

多様な文化の豊かさ
を尊重し、社会の中
で活かしていくため
の法・制度のあり方
について、研究して
います。

博物館学／
日本近代史

准教授

田中 裕二 TANAKA Yuji

博物館の運営や近現
代の企業による芸術
支援について研究し
ています。博物館学芸
員の資格取得にかか
わる指導も行います。

自治体文化政策／
まちづくり政策

教授

松本 茂章 MATSUMOTO Shigeaki

官民協働や地域ガバ
ナンス（共治）の視点
から自治体文化政策
を研究しており、全国
の文化施設を訪ね歩
いています。

西洋音楽史
准教授

上山 典子 KAMIYAMA Noriko

専門は西洋の音楽史
や文化研究で、音楽
が社会の中でどのよ
うに生み出され、受容
されていくのかに関心
があります。

人口学研究／労働経
済学／ライフコース

准教授

小林 淑恵 KOBAYASHI Yoshie

人口学研究や労働
経済学をベースにラ
イフコースの視点を取
り入れ、家族形成や
就業キャリアについて
研究しています。

経営学／経営戦略論／
経営組織論

准教授

曽根 秀一  SONE Hidekazu

経営戦略・組織論、経
年的視点から、特に
老舗企業や地場産業
の存続と衰退につい
て、国際比較も含め
研究しています。

古典芸能史／
身体性の研究（身体哲学）

教授

梅若 猶彦 UMEWAKA Naohiko

専門は身体文化、能
楽。ゼミでは現代劇
の脚本・演出・演技の
指導をしています。

日本美術史
教授

片桐 弥生  KATAGIRI Yayoi

私たちの祖先が創り
出してきた美術作品
には何が求められてい
たのか、その歴史的位
置付けを明らかにしつ
つ、探っていきます。

西洋美術史／
芸術産業

教授

立入 正之  TACHIIRI Masayuki

ミレー、バルビゾン派
などのフランス近代絵
画と、歴史や社会そし
て文化の脈絡におけ
る美術の役割を研究
しています。

イギリス口承文芸
教授

美濃部 京子  MINOBE Kyoko

英語で伝承された昔
話や伝説などを研究し
ています。世界の類話
の比較もしています。

教育学
教授

瀬戸 知也 SETO Tomoya

教育問題（いじめや
不登校等）や学校文
化について、特に子
どもの社会化や物語
性の観点から研究し
ています。

日本近現代史
教授

水谷  悟  MIZUTANI Satoru

専門は日本近現代史
です。明治～大正期
の雑誌による思想運
動を、政治・メディア・
地域等に注目して研
究しています。

国際協力／
ＮＧＯ・ＮＰＯ

教授／学科長

下澤  嶽  SHIMOSAWA Takashi

国際協力、ＮＧＯやＮ
ＰＯの未来社会にお
ける役割、可能性に
ついて一緒に考えて
いきたいと思います。

イタリア語／
イタリア文化

教授

武田  好  TAKEDA Yoshimi

専門はイタリア語・イ
タリア文化研究です。
ルネサンス期から現
代につながる文化を
個人と国との関わりか
ら考えていきます。

中国経済／
開発経済学

教授

兪  嶸  YU Rong

中国の格差問題、財
政制度について研究
しています。特に、経
済成長と格差の関係
に関心があります。

開発人類学／
環境と開発

准教授

武田  淳  TAKEDA Jun

フェアトレードや観光を
切り口に、開発途上
国の貧困や環境問題
を研究しています。現
場の視点から「地域の
発展」を考えましょう。

西洋史
教授

永井 敦子 NAGAI Atsuko

近世フランスの都市文
化を研究し、講義では
西洋近代文明にもふ
れます。ゼミでは外国語
文献を使って西洋の歴
史と文化を考察します。

韓国文化／韓国語
教授／教務部長

林  在圭  LIM Jaegyu

専門は韓国文化・韓
国語で、特に日本や
韓国の村落社会を対
象とした伝統的・基層
的な生活文化を研究
しています。

文化人類学／
多文化共生論

教授／英語・中国
語教育センター長

池上 重弘  IKEGAMI Shigehiro

日本や諸外国におけ
る多文化状況をめぐる
政策や東南アジアの
文化事象について研
究しています。

中東北部と旧ソ連の
境界地域史

准教授

徳増 克己 TOKUMASU Katsumi

主に「アゼルバイジャン
人」等の民族形成の過
程を研究しています。
ゼミでは内外の文献を
通して近代以降の中東
について考えます。

国際関係論
准教授

西脇 靖洋 NISHIWAKI Yasuhiro

主としてEU（欧州連
合）を事例とした地域
統合や、ポルトガルを
中心とした南欧諸国
の政治外交について
研究しています。

フランス文学／
視覚文化論

講師

中田 健太郎  NAKATA Kentaro

フランスではじまったシ
ュルレアリスム運動に
ついて、またシュルレア
リスム以降の視覚文
化について研究をして
います。

日本語学／
日本語教育

教授

佐野 由紀子  SANO Yukiko

現代日本語の研究を
しています。学生のみ
なさんと一緒に地域
の日本語教育にも関
わっていきたいと思い
ます。

准教授

専門はフランスの現
代演劇です。演劇の
本質を掘り下げると同
時に、演劇の持つ豊
かな可能性をきり拓く
ことを目指しています。

演劇学／
西洋演劇史

英語教育
教授

Jack RYAN

英語への好奇心を引
き出し、国際社会で
活躍できるよう育成す
るとともにコミュニケ
ーション能力、読み書
き能力の向上も支援
します。

中国文化社会／東アジア
国際関係／言語社会学

准教授

崔  学松  CUI Xuesong

東アジア国際関係が
円滑でない今日、多民
族社会の中国など周
辺地域とともに逞しく生
きる知恵について一緒
に考えていきたいです。

日本史／文化史
教授

西田 かほる  NISHIDA Kaoru

日本近世史、特に宗教
史・文化史が専門で
す。ゼミでは近世以降
の史料読解を中心に、
身近な歴史・文化・地
域を考察していきます。

東南アジア史
教授

岡田 建志 OKADA Takeshi

専門はベトナム史です。
20世紀初めのベトナム
の民族運動を中心に研
究しています。授業で
は、広く東南アジアの歴
史や社会を考察します。

心理言語学／英語教育
教授

横田 秀樹 YOKOTA Hideki

第二言語（外国語）習
得のメカニズムを、理
論言語学に基づいて
調べています。また、外
国語の学習方法につ
いても研究しています。

日本文学／伝承文化
教授

二本松 康宏  NIHONMATSU Yasuhiro

物語や伝説・信仰など
が生まれる環境や風
土の研究をしていま
す。こだわりたいのは
フィールドワークによる
感動と実証です。

教育心理学／
発達心理学

教授

高木 邦子 TAKAGI Kuniko

青年期の有能感の特
徴と形成要因につい
ての研究と、青年期の
対人関係や職業選択
要因についての研究
をしています。

英語教育
教授

Edward Pearse SARICH

学生が使える英語を
修得できるような支援
体制を整えていきま
す。学生自らの「やり
たい」という気持ちを
大切にしています。

英米文学／
アメリカ文化史

教授／キャリア
センター長

鈴木 元子 SUZUKI Motoko

アメリカ文学作品の中
に文化の諸相を読み
取ること、特に人種と
階級の観点からの読
みを研究しています。
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文化政策学部  教員紹介

文化政策学科 芸術文化学科国 際 文 化 学 科

図書館情報学

教授／入学試験・高校
大学連携センター長

林  左和子  HAYASHI Sawako

公共図書館はなぜ無料
なのか、を考えるために、
外国の図書館史や児
童サービス、特にユニバ
ーサルデザイン絵本を研
究テーマとしています。

心理学
教授

小杉 大輔  KOSUGI Daisuke

人間が社会の中で、
何をどのように感じ、考
え、行動し、発達するの
かについて、心理学的
に研究しています。

行政学／
政策評価・行政評価

教授 教授

田中  啓  TANAKA Hiraki

行政学、地域政策、
公共サービスなどの領
域から、特に地方行
財政や行政評価など
の研究をしています。

教授／副学長

森  俊太  MORI Shunta

社会的排除や包摂の
テーマについて、理論
を踏まえ、歴史と比較
社会の視点を重視し
つつ研究しています。

文化社会学／メディア論

教授／大学院
文化政策研究科長

教授／学部長

加藤 裕治 KATO Yuji

メディアを通して形成
される文化が社会に
与える影響について、
マスメディアの歴史
的研究の立場から考
察しています。

社会学／地域社会学
教授

舩戸 修一  FUNATO Shuichi

農山村は人口減少や
高齢化が進んでいま
す。このような地域の
存続可能性を「社会
学」の立場から研究し
ています。

経営学／
マーケティング論

社会理論／
社会包摂

教授／学科長

森山 一郎 MORIYAMA Ichiro

製造業や小売業のマ
ーケティング戦略につ
いて研究しています。
これからの市場創造
のあり方をともに学ん
でいきましょう。

情報アーキテクチャ

野村 卓志 NOMURA Takashi

情報技術の面から文
化政策を考え、より良
い生活を達成する社
会システムについて
研究しています。

都市・地域計画／
まちづくり／創造都市

教授

藤井 康幸 FUJII Yasuyuki

都市・地域の計画や
経営、まちづくりにつ
いて、個性的で魅力
ある都市、持続可能
な都市を意識しつつ、
研究しています。

社会経済史／
産業史

教授

四方田 雅史  YOMODA Masafumi

日本やアジアに存在
する産業やその産地
が現在の状況に至っ
た過程や原因につい
て、戦前まで歴史を遡
って研究しています。

応用ミクロ経済学／
産業組織論

教授

鈴木 浩孝 SUZUKI Hirotaka

複占・寡占市場での
企業間の競争や取引
について、その仕組み
を数理的に解明する
研究をしています。

芸術文化政策／
財政・公共経済

演劇・ミュージカル研究／
劇場プロデュース論

教授

永井 聡子 NAGAI Satoko

感動とは何か。西洋と
日本の演劇・劇場史と
舞台芸術の現場から
理論を研究。舞台と
観客の可能性を探り
ます。

梅田 英春 UMEDA Hideharu

アジア各地の音楽を
研究しています。授業
では、普段聞き慣れな
い音楽を通して、音楽
と社会の関係につい
て考えます。

教授

片山 泰輔 KATAYAMA Taisuke 

人々が芸術を楽しみ、
創造的で活力ある社
会をつくるために、行政
の役割や、社会の仕組
みを研究しています。

現代美術／
芸術学

教授

谷川 真美 TANIGAWA Mami

現代の芸術現象を手
がかりに、私たちが生
きているこの時代に
関わる思想や世界の
ありようを研究してい
ます。

音楽学 音楽学
教授／学科長

奥中 康人 OKUNAKA Yasuto

専門は近現代日本の
音楽史。特に日本に外
国音楽が流入すること
によって生じる文化変
容や土着化現象につ
いて研究しています。

アートマネジメント
准教授

高島 知佐子  TAKASHIMA Chisako

文化芸術団体はどうや
って活動を継続、発展
させているのか。活動
を担う人々、それを支え
る組織や産業に着目し
研究をしています。

井上 由里子   INOUE Yuriko

文化政策と法・制度／
文化資源学／文化経営学

准教授

中村 美帆 NAKAMURA Miho

多様な文化の豊かさ
を尊重し、社会の中
で活かしていくため
の法・制度のあり方
について、研究して
います。

博物館学／
日本近代史

准教授

田中 裕二 TANAKA Yuji

博物館の運営や近現
代の企業による芸術
支援について研究し
ています。博物館学芸
員の資格取得にかか
わる指導も行います。

自治体文化政策／
まちづくり政策

教授

松本 茂章 MATSUMOTO Shigeaki

官民協働や地域ガバ
ナンス（共治）の視点
から自治体文化政策
を研究しており、全国
の文化施設を訪ね歩
いています。

西洋音楽史
准教授

上山 典子 KAMIYAMA Noriko

専門は西洋の音楽史
や文化研究で、音楽
が社会の中でどのよ
うに生み出され、受容
されていくのかに関心
があります。

人口学研究／労働経
済学／ライフコース

准教授

小林 淑恵 KOBAYASHI Yoshie

人口学研究や労働
経済学をベースにラ
イフコースの視点を取
り入れ、家族形成や
就業キャリアについて
研究しています。

経営学／経営戦略論／
経営組織論

准教授

曽根 秀一  SONE Hidekazu

経営戦略・組織論、経
年的視点から、特に
老舗企業や地場産業
の存続と衰退につい
て、国際比較も含め
研究しています。

古典芸能史／
身体性の研究（身体哲学）

教授

梅若 猶彦 UMEWAKA Naohiko

専門は身体文化、能
楽。ゼミでは現代劇
の脚本・演出・演技の
指導をしています。

日本美術史
教授

片桐 弥生  KATAGIRI Yayoi

私たちの祖先が創り
出してきた美術作品
には何が求められてい
たのか、その歴史的位
置付けを明らかにしつ
つ、探っていきます。

西洋美術史／
芸術産業

教授

立入 正之  TACHIIRI Masayuki

ミレー、バルビゾン派
などのフランス近代絵
画と、歴史や社会そし
て文化の脈絡におけ
る美術の役割を研究
しています。

イギリス口承文芸
教授

美濃部 京子  MINOBE Kyoko

英語で伝承された昔
話や伝説などを研究し
ています。世界の類話
の比較もしています。

教育学
教授

瀬戸 知也 SETO Tomoya

教育問題（いじめや
不登校等）や学校文
化について、特に子
どもの社会化や物語
性の観点から研究し
ています。

日本近現代史
教授

水谷  悟  MIZUTANI Satoru

専門は日本近現代史
です。明治～大正期
の雑誌による思想運
動を、政治・メディア・
地域等に注目して研
究しています。

国際協力／
ＮＧＯ・ＮＰＯ

教授／学科長

下澤  嶽  SHIMOSAWA Takashi

国際協力、ＮＧＯやＮ
ＰＯの未来社会にお
ける役割、可能性に
ついて一緒に考えて
いきたいと思います。

イタリア語／
イタリア文化

教授

武田  好  TAKEDA Yoshimi

専門はイタリア語・イ
タリア文化研究です。
ルネサンス期から現
代につながる文化を
個人と国との関わりか
ら考えていきます。

中国経済／
開発経済学

教授

兪  嶸  YU Rong

中国の格差問題、財
政制度について研究
しています。特に、経
済成長と格差の関係
に関心があります。

開発人類学／
環境と開発

准教授

武田  淳  TAKEDA Jun

フェアトレードや観光を
切り口に、開発途上
国の貧困や環境問題
を研究しています。現
場の視点から「地域の
発展」を考えましょう。

西洋史
教授

永井 敦子 NAGAI Atsuko

近世フランスの都市文
化を研究し、講義では
西洋近代文明にもふ
れます。ゼミでは外国語
文献を使って西洋の歴
史と文化を考察します。

韓国文化／韓国語
教授／教務部長

林  在圭  LIM Jaegyu

専門は韓国文化・韓
国語で、特に日本や
韓国の村落社会を対
象とした伝統的・基層
的な生活文化を研究
しています。

文化人類学／
多文化共生論

教授／英語・中国
語教育センター長

池上 重弘  IKEGAMI Shigehiro

日本や諸外国におけ
る多文化状況をめぐる
政策や東南アジアの
文化事象について研
究しています。

中東北部と旧ソ連の
境界地域史

准教授

徳増 克己 TOKUMASU Katsumi

主に「アゼルバイジャン
人」等の民族形成の過
程を研究しています。
ゼミでは内外の文献を
通して近代以降の中東
について考えます。

国際関係論
准教授

西脇 靖洋 NISHIWAKI Yasuhiro

主としてEU（欧州連
合）を事例とした地域
統合や、ポルトガルを
中心とした南欧諸国
の政治外交について
研究しています。

フランス文学／
視覚文化論

講師

中田 健太郎  NAKATA Kentaro

フランスではじまったシ
ュルレアリスム運動に
ついて、またシュルレア
リスム以降の視覚文
化について研究をして
います。

日本語学／
日本語教育

教授

佐野 由紀子  SANO Yukiko

現代日本語の研究を
しています。学生のみ
なさんと一緒に地域
の日本語教育にも関
わっていきたいと思い
ます。

准教授

専門はフランスの現
代演劇です。演劇の
本質を掘り下げると同
時に、演劇の持つ豊
かな可能性をきり拓く
ことを目指しています。

演劇学／
西洋演劇史

英語教育
教授

Jack RYAN

英語への好奇心を引
き出し、国際社会で
活躍できるよう育成す
るとともにコミュニケ
ーション能力、読み書
き能力の向上も支援
します。

中国文化社会／東アジア
国際関係／言語社会学

准教授

崔  学松  CUI Xuesong

東アジア国際関係が
円滑でない今日、多民
族社会の中国など周
辺地域とともに逞しく生
きる知恵について一緒
に考えていきたいです。

日本史／文化史
教授

西田 かほる  NISHIDA Kaoru

日本近世史、特に宗教
史・文化史が専門で
す。ゼミでは近世以降
の史料読解を中心に、
身近な歴史・文化・地
域を考察していきます。

東南アジア史
教授

岡田 建志 OKADA Takeshi

専門はベトナム史です。
20世紀初めのベトナム
の民族運動を中心に研
究しています。授業で
は、広く東南アジアの歴
史や社会を考察します。

心理言語学／英語教育
教授

横田 秀樹 YOKOTA Hideki

第二言語（外国語）習
得のメカニズムを、理
論言語学に基づいて
調べています。また、外
国語の学習方法につ
いても研究しています。

日本文学／伝承文化
教授

二本松 康宏  NIHONMATSU Yasuhiro

物語や伝説・信仰など
が生まれる環境や風
土の研究をしていま
す。こだわりたいのは
フィールドワークによる
感動と実証です。

教育心理学／
発達心理学

教授

高木 邦子 TAKAGI Kuniko

青年期の有能感の特
徴と形成要因につい
ての研究と、青年期の
対人関係や職業選択
要因についての研究
をしています。

英語教育
教授

Edward Pearse SARICH

学生が使える英語を
修得できるような支援
体制を整えていきま
す。学生自らの「やり
たい」という気持ちを
大切にしています。

英米文学／
アメリカ文化史

教授／キャリア
センター長

鈴木 元子 SUZUKI Motoko

アメリカ文学作品の中
に文化の諸相を読み
取ること、特に人種と
階級の観点からの読
みを研究しています。

D
epartm

ent of Intercultural Studies
D

epartm
ent of R

egional C
ultural Policy and M

anagem
ent

D
epartm

ent of D
esign

D
epartm

ent of Art M
anagem

ent

Faculty of C
ultural Policy and M

anagem
ent

Faculty of D
esign

※2021年度 在籍している教員を掲載しています。
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デザイン学科

デザイン学部で学べること
デザイン6領域での関連ワード

デザイン学科の6領域での
取得可能な資格

デザイン学科では、１年次から２年次前期までに幅広くデザイ

ンの現況、歴史、技法、素材の特性など、全てのデザイナーに

とって必要な要素を学びます。その後、6つの領域から専門と

する分野を選択して深く学んでいきます。6つの領域は、広い

デザイン世界の中の主な柱となる分野を選び出し、設置して

います。領域選択後でも、他領域と融合した作品制作や研究な

ども可能で、思索の範囲は狭まりません。現代社会で活きるデ

ザイン力を身につけることのできる教育体制となっています。

◆一級・二級建築士 木造建築士試験 受験資格

◆インテリアプランナー資格

◆商業施設士補資格

◆日本語教員養成課程

◆社会調査士

デジタル造形

モーショングラフィックス

デジタル映像表現

インタラクションデザイン

CGアニメ

建築・環境領域

ヒューマンインターフェイス

3Dプリンター

Webデザイン

キネマティクス

Webベースラーニング

ゲームデザイン

メディアパフォーマンス

匠の技術

伝統建築

木工芸

金属工芸

染織

伝統工芸

文化財保存・活用

古民家再生

構造デザイン

都市計画建築デザイン

ランドスケープデザイン
一級建築士

ユニバーサルデザイン

インクルーシブデザイン

建築人間工学

環境・設備デザイン

空間デザイン

広告
グラフィックデザイン

ブランド戦略

商品イメージ戦略

ライフスタイル

パッケージデザイン

クレイモデリング
金属造形

パブリックデザイン
ソーシャルデザイン

デザインシンキング

エルゴデザイン

地域産業デザイン

ビジュアル・サウンド領域

プロダクト領域インタラクション領域

ユニバーサルデザインを基本に、使う人の立場に立った提案を。

デザイン学科での学び

時代とともに変化する人間や文化の多様性を視野に入れながら、ユニバーサルデザインの理念のもと、

デザインによって誰もが快適に生活できる環境を提案し、社会の発展と文化の向上に貢献するために、

国際的に活躍できる能力を養い、生活文化と技術、環境との調和のとれた関係を、美的感覚を持ってつ

くりあげていくことのできる人材を育てます。また、デザインを通して、人と人、人と技術、人と環境、人

と情報とのより良い関係を考え、これからの人間社会に必要な生活文化を創造していくためのデザイン

活動に必要な素養を磨いていきます。

デザイナーとしての基礎となる色彩やデッサン、デザインを取りまく文化や歴史、社会でデザインが果たす役割を学び、「デ

ザインする」ことを多角的に理解した上で、より良いデザインの提案やそのためのスキルを習得していきます。

社会でのデザインの役割を考える

デザイン共通科目として、専門の学びの前に様々な素材、加工法など、技術の基本を広く学びます。これらの実践的な知識が

あってこそ、新しく機能的な提案を生み出すことができます。「表現技法Ⅰ・Ⅱ」、「立体造形Ⅰ・Ⅱ」では、デザイナーの創造を支

える、モノを見る力、成り立ちを理解する力を養います。

造形基礎力 → 応用的造形技法の修得というステップを重視

自動車のデザインを体系的に学べるクレイモデル室、塗装乾燥室、撮影スタジオや木材・金属・プラスティック・ガラス等各種

素材を学べる一般工房。またはCG制作、デジタル合成などを行うグラフィックWS室やマルチメディア室、CAD・CAMを使っ

たデザインのための3Dプリンターを備えたCAMモデル室など、情報系工房を取り揃えた多彩な工房群とともに過ごす4年間

は、創造の力を伸ばすのに絶好の環境です。

充実した工房群で自由な創作活動
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匠領域

プロダクト領域 インタラクション領域

匠領域
デザイン
フィロソフィー領域

建築・環境領域ビジュアル・サウンド領域

基礎演習A～F
ユニバーサルデザイン

デザイン基礎
デザイン技法

6つの領域

デザイン学科

デザイン学部

デザインフィロソフィー領域
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デザイン学科の6領域での
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デザイン学科では、１年次から２年次前期までに幅広くデザイ

ンの現況、歴史、技法、素材の特性など、全てのデザイナーに

とって必要な要素を学びます。その後、6つの領域から専門と

する分野を選択して深く学んでいきます。6つの領域は、広い

デザイン世界の中の主な柱となる分野を選び出し、設置して

います。領域選択後でも、他領域と融合した作品制作や研究な

ども可能で、思索の範囲は狭まりません。現代社会で活きるデ

ザイン力を身につけることのできる教育体制となっています。

◆一級・二級建築士 木造建築士試験 受験資格

◆インテリアプランナー資格

◆商業施設士補資格

◆日本語教員養成課程

◆社会調査士
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ビジュアル・サウンド領域

プロダクト領域インタラクション領域

ユニバーサルデザインを基本に、使う人の立場に立った提案を。

デザイン学科での学び

時代とともに変化する人間や文化の多様性を視野に入れながら、ユニバーサルデザインの理念のもと、

デザインによって誰もが快適に生活できる環境を提案し、社会の発展と文化の向上に貢献するために、

国際的に活躍できる能力を養い、生活文化と技術、環境との調和のとれた関係を、美的感覚を持ってつ

くりあげていくことのできる人材を育てます。また、デザインを通して、人と人、人と技術、人と環境、人

と情報とのより良い関係を考え、これからの人間社会に必要な生活文化を創造していくためのデザイン

活動に必要な素養を磨いていきます。

デザイナーとしての基礎となる色彩やデッサン、デザインを取りまく文化や歴史、社会でデザインが果たす役割を学び、「デ

ザインする」ことを多角的に理解した上で、より良いデザインの提案やそのためのスキルを習得していきます。

社会でのデザインの役割を考える

デザイン共通科目として、専門の学びの前に様々な素材、加工法など、技術の基本を広く学びます。これらの実践的な知識が

あってこそ、新しく機能的な提案を生み出すことができます。「表現技法Ⅰ・Ⅱ」、「立体造形Ⅰ・Ⅱ」では、デザイナーの創造を支

える、モノを見る力、成り立ちを理解する力を養います。

造形基礎力 → 応用的造形技法の修得というステップを重視

自動車のデザインを体系的に学べるクレイモデル室、塗装乾燥室、撮影スタジオや木材・金属・プラスティック・ガラス等各種

素材を学べる一般工房。またはCG制作、デジタル合成などを行うグラフィックWS室やマルチメディア室、CAD・CAMを使っ

たデザインのための3Dプリンターを備えたCAMモデル室など、情報系工房を取り揃えた多彩な工房群とともに過ごす4年間

は、創造の力を伸ばすのに絶好の環境です。

充実した工房群で自由な創作活動
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基礎教育から進路までのイメージ

デザイン基礎
社会が求める統合的かつ多様なデザイン力を涵養するため、幅広いデザイン領域に共通する概念や理論の修得および現代
のデザインへつながる歴史やデザインをとりまく社会等に関する知識の修得、国際的なデザイン活動を支える基礎力の修得
を目指す科目群から学びます。

デザイン技法
豊かな感性と想像力を備えたデザイナーとして社会で活躍するために、考えたアイデアを平面や立体に的確に表現すること
で、デザイナーに必要とされる顧客や社会とのコミュニケーションを図る手法を学ぶとともに、新たなアイデアの創造につな
がるデザインの基礎から応用にわたる造形技法を修得するための科目群から学びます。

ユニバーサルデザイン
SUACのデザイン教育・デザイン研究の基調となる、文化・能力・年齢・性別等の違いにかかわらず全ての人にやさしいユニバ
ーサルデザイン、あらゆる立場の人を含むインクルーシブデザインの考え方を理解し、社会の中で幅広く実践できる能力を養
う科目群から学びます。

学科専門
1年次後期から2年次前期において、複数領域の基礎演習を体験することを通じて専門的な知識や造形技法を修得し、デザ
インを総合的に捉え、実践できる力を養う科目群から学びます。

2年次前期 2年次後期 3年次前期 4年次前期3年次後期 4年次後期1年次前期 1年次後期

■プロダクトデザイナー
■Webデザイナー
■エディトリアルデザイナー
■グラフィックデザイナー
■ゲームデザイナー
■インターフェイスデザイナー
■クラフトデザイナー
■テキスタイルデザイナー
■商品企画
■デザインディレクター
■パッケージデザイナー
■CGデザイナー
■家具デザイナー
■インテリアプランナー
■一級・二級建築士
■木造建築士
■商業施設士
■公務員
■伝統工芸作家
■大学院進学

基礎演習A=デザインフィロソフィー領域
基礎演習B=プロダクト領域
基礎演習C=ビジュアル・サウンド領域

左記の基礎演習A～Fの内3つを選択

3年次後期からそれぞれの領域内でさらに担当教員（ゼミ）

を選択し、卒業研究・制作につながる専門分野の知識や技

能を深化させます。

デザインフィロソフィー領域

プロダクト領域

ビジュアル・サウンド領域

建築・環境領域

インタラクション領域

匠領域

卒業研究・制作とゼミ
について

■学科専門
基礎演習D=建築・環境領域
基礎演習E=インタラクション領域
基礎演習F=匠領域

幅広いデザイン知識と技術の修得

１年次から２年次の前期までの期間、デザイン共通科目の３つのカテゴリー ①デ

ザイン基礎 ②デザイン技法 ③ユニバーサルデザインから幅広くデザインについ

て学びます。さらに、複数領域の基礎演習の体験を通して、社会の変化に対応で

きる柔軟なデザイン思考力を養います。

希望と適性に基づく領域の選択

デザインの基礎を身につけてデザイン分野の幅広い進路を理解した後、一人ひと

りの学生の興味と希望を尊重しつつ、学業成績に基づいた適性判断や卒業後の進

路などについて教員と相談しながら、2年次後期に所属するデザイン専門領域を

選択していきます。

希
望
を
提
出
し
、領
域
を
選
択

領域にまたがる専門的な学び

各領域の専門的な学びにつながる多様な科目が学科専門として配置されていま

す。学科専門科目は領域ごとの区分が設けられていませんので、選択した領域や

領域担当教員の科目だけでなく、多くの専門科目から興味や希望に合った科目を

選択して履修ができます。

多様な活躍の場

現代の社会状況にあって、デザインを総合的に捉える力を専門分野での実践

で活かす場は大きく拡がっています。各分野のデザイナーをはじめ、企業や官

公庁など、4年間の学びで培われた力を活かすことのできる、多様な活躍の場

が待っています。

基礎的な学び 専門的な学び

進 路 （例）
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基礎教育から進路までのイメージ

デザイン基礎
社会が求める統合的かつ多様なデザイン力を涵養するため、幅広いデザイン領域に共通する概念や理論の修得および現代
のデザインへつながる歴史やデザインをとりまく社会等に関する知識の修得、国際的なデザイン活動を支える基礎力の修得
を目指す科目群から学びます。

デザイン技法
豊かな感性と想像力を備えたデザイナーとして社会で活躍するために、考えたアイデアを平面や立体に的確に表現すること
で、デザイナーに必要とされる顧客や社会とのコミュニケーションを図る手法を学ぶとともに、新たなアイデアの創造につな
がるデザインの基礎から応用にわたる造形技法を修得するための科目群から学びます。

ユニバーサルデザイン
SUACのデザイン教育・デザイン研究の基調となる、文化・能力・年齢・性別等の違いにかかわらず全ての人にやさしいユニバ
ーサルデザイン、あらゆる立場の人を含むインクルーシブデザインの考え方を理解し、社会の中で幅広く実践できる能力を養
う科目群から学びます。

学科専門
1年次後期から2年次前期において、複数領域の基礎演習を体験することを通じて専門的な知識や造形技法を修得し、デザ
インを総合的に捉え、実践できる力を養う科目群から学びます。

2年次前期 2年次後期 3年次前期 4年次前期3年次後期 4年次後期1年次前期 1年次後期

■プロダクトデザイナー
■Webデザイナー
■エディトリアルデザイナー
■グラフィックデザイナー
■ゲームデザイナー
■インターフェイスデザイナー
■クラフトデザイナー
■テキスタイルデザイナー
■商品企画
■デザインディレクター
■パッケージデザイナー
■CGデザイナー
■家具デザイナー
■インテリアプランナー
■一級・二級建築士
■木造建築士
■商業施設士
■公務員
■伝統工芸作家
■大学院進学

基礎演習A=デザインフィロソフィー領域
基礎演習B=プロダクト領域
基礎演習C=ビジュアル・サウンド領域

左記の基礎演習A～Fの内3つを選択

3年次後期からそれぞれの領域内でさらに担当教員（ゼミ）

を選択し、卒業研究・制作につながる専門分野の知識や技

能を深化させます。

デザインフィロソフィー領域

プロダクト領域

ビジュアル・サウンド領域

建築・環境領域

インタラクション領域

匠領域

卒業研究・制作とゼミ
について

■学科専門
基礎演習D=建築・環境領域
基礎演習E=インタラクション領域
基礎演習F=匠領域

幅広いデザイン知識と技術の修得

１年次から２年次の前期までの期間、デザイン共通科目の３つのカテゴリー ①デ

ザイン基礎 ②デザイン技法 ③ユニバーサルデザインから幅広くデザインについ

て学びます。さらに、複数領域の基礎演習の体験を通して、社会の変化に対応で

きる柔軟なデザイン思考力を養います。

希望と適性に基づく領域の選択

デザインの基礎を身につけてデザイン分野の幅広い進路を理解した後、一人ひと

りの学生の興味と希望を尊重しつつ、学業成績に基づいた適性判断や卒業後の進

路などについて教員と相談しながら、2年次後期に所属するデザイン専門領域を

選択していきます。

希
望
を
提
出
し
、領
域
を
選
択

領域にまたがる専門的な学び

各領域の専門的な学びにつながる多様な科目が学科専門として配置されていま

す。学科専門科目は領域ごとの区分が設けられていませんので、選択した領域や

領域担当教員の科目だけでなく、多くの専門科目から興味や希望に合った科目を

選択して履修ができます。

多様な活躍の場

現代の社会状況にあって、デザインを総合的に捉える力を専門分野での実践

で活かす場は大きく拡がっています。各分野のデザイナーをはじめ、企業や官

公庁など、4年間の学びで培われた力を活かすことのできる、多様な活躍の場

が待っています。

基礎的な学び 専門的な学び

進 路 （例）
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デザインフィロソフィー領域
Design Philosophy

デザインとは何かを考える

デザインの基本は考えることです。デザインフィロソフィー領域で

は、学部を超えた様々な専門領域と連携し、芸術的感性だけでな

く、歴史・文化・科学の知識を活かしながら、身近な暮らしや社会の

中に問題を発見し、どのようなモノやコトがあれば解決できるのかを

論理的、実証的にトータルに考えます。そして、様々な知恵やアイデ

アを結い合わせ、解決策の実現を目指します。このプロセスを通し

て、デザイン論や手法を具体的に理解しながら、主に次のような分

野についての研究や制作を進めていきます。

■ デザイン論、デザイン史
デザインの専門性やプロフェッション、デザインの運動性と社会性、近代・現代の

デザインの歴史、技術・芸術・産業・文化とデザインなど

■ 社会デザイン、地域デザイン
ソーシャルビジネスや社会システム、コミュニティのデザイン、地域の産業活性

化やまちづくりのデザイン、地域連携やコミュニケーションのデザイン展開など

■ 人間中心デザイン、デザイン方法論
人間工学に基づくデザイン、ヒューマンインターフェイスやフィッティングのデザ

イン、ユニバーサルデザイン、デジタルモデリング手法など

■ デザインマネジメント、プロモーション
トータルデザインのプロセスやシステム、企業や商品のブランドデザイン戦略、

デザインマーケティング、セールスプロモーションなど

ポスターやコンビニなど身近なモノやサービ

ス・空間を対象に、着目した課題を様々な手法

を使って分析し、気づいたことや新しいデザイ

ンの方向性などを個々に発表します。様々な視

点からのフィードバックを通して、デザインプロ

セスをより論理的に学びます。

■担当教員…各教員　■開講年次…1年次前期

すべての人に合ったものをデザインすること

は難しいことです。それは、使う人の身体的

特性や心理的特性が多様だからです。この

授業では、使用者の特性に応じた製品や空

間をデザインするための考え方や適合度を検討するための手法について習得

します。

■担当教員・・・迫 秀樹 教授   ■開講年次・・・2年次後期

フィッティングデザイン

基礎演習Ａ

プロダクト領域の教育ポリシー
プロダクトデザインとは、より良い社会・心豊かな暮らしのために人々の

生活と環境を見据えて、新しい、魅力ある価値を持ったモノやコトを創出

し、産業を通して具現化することです。

環境問題・少子高齢化・技術の進歩など変化の激しい現代社会におい

て、デザインを学ぶ者には、世界を見渡す視野と時代の要請に対する敏

感さが求められます。

一方、人とモノの関係性や、社会と生活の基本となる価値観は普遍的な

ものであり、心の機微を捉える感性を持って、変わることのないデザイ

ンの本質を学ぶことが大切です。さらに、これらを包括して新たな発見

や提案を具現化する表現力と造形力、わかりやすくプレゼンテーション

できるコミュニケーション能力も必要です。

プロダクト領域は、学生の皆さんに、各種工房を活用してものづくりがで

きる環境と、ユニバーサルデザイン・人間工学・ライフスタイル・マーケテ

ィング・マネジメントなどの視点から、多様な授業・演習や様々な活動を通

してデザインを考える機会を提供し、社会・産業界で活躍する人材を輩

出します。

プロダクト領域
Product Design

生活者の視点を軸に、実作的な方法により、心豊かな暮らしにつながるプロダクトデザインを

探求・提案できる人材を養成していきます。

歴史・文化・技術等の学術的な知見をもとに、社会の幅広い分野において

デザインの役割を拡張できる人材を養成していきます。

社会生活に欠かせない「もの」の意味、価値を「ものづくり」という視点で、プロセ

スや取り組み方などを多角的に考察し学習します。大企業のみならず、中小も含め

た産業の成り立ち、企業のあり方などを、歴史的にその営みの変遷をたどり、客観

的にどのような流れになっているのかという仕組みを知ることと同時に、どのよう

な意思を込めてものづくりをするのか？その意図をいかに一気通貫させて人々に

届けるのかなどを考えます。

プロダクトデザインにおけるデザイン開発の基本プロセスについて市場調査、コン

セプト開発、アイデア展開、およびモデル製作からプレゼンテーションに至る一連

のプロセスと、そのために必要な知識とスキルを体験学習し、コンセプトをデザイ

ンに表現する可視化力と表現力を身につけます。演習で取り上げるアイテムとし

ては、比較的小型の手で持って使用する道具から、人間が乗れるようなサイズや設

備的なモノまで取り組みます。

■担当教員・・・服部守悦 教授　■開講年次・・・2年次後期 ■担当教員・・・高山靖子 教授、羽田隆志 教授  ■開講年次・・・２年次前期、後期

ものづくりのシステム プロダクトデザイン演習Ⅰ・Ⅱa・Ⅱb

開講科目例

開講科目例
D

epartm
ent of Intercultural Studies

D
epartm

ent of R
egional C

ultural Policy and M
anagem

ent

D
epartm

ent of D
esign

D
epartm

ent of Art M
anagem

ent

Faculty of C
ultural Policy and M

anagem
ent

Faculty of D
esign

自分と異なる特性を持つ人と共に行動し、観

察、分析、ディスカッションを通して日常生活に

おける課題を明確にし、考案した解決策を発表

します。3日間集中して、ＵＤを具現化するために必要な一連のノウハウを、机

上の授業だけでは得られない体感を通して総合的に学びます。

ユニバーサルデザインⅡ

■担当教員・・・小浜朋子 教授　
■開講年次・・・2年次前期集中

なぜ、「デザイン」という言葉がある時期に求め

られ、世界中に広まり、専門人以外にも使われる

ようになったか　　答えは物そのものよりも人間

の考え方にあるはずです。具体的な物を通じて、

その考え方をたどります。

■担当教員・・・天内大樹 准教授　
■開講年次・・・1年次前期

デザイン史
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デザインフィロソフィー領域
Design Philosophy

デザインとは何かを考える

デザインの基本は考えることです。デザインフィロソフィー領域で

は、学部を超えた様々な専門領域と連携し、芸術的感性だけでな

く、歴史・文化・科学の知識を活かしながら、身近な暮らしや社会の

中に問題を発見し、どのようなモノやコトがあれば解決できるのかを

論理的、実証的にトータルに考えます。そして、様々な知恵やアイデ

アを結い合わせ、解決策の実現を目指します。このプロセスを通し

て、デザイン論や手法を具体的に理解しながら、主に次のような分

野についての研究や制作を進めていきます。

■ デザイン論、デザイン史
デザインの専門性やプロフェッション、デザインの運動性と社会性、近代・現代の

デザインの歴史、技術・芸術・産業・文化とデザインなど

■ 社会デザイン、地域デザイン
ソーシャルビジネスや社会システム、コミュニティのデザイン、地域の産業活性

化やまちづくりのデザイン、地域連携やコミュニケーションのデザイン展開など

■ 人間中心デザイン、デザイン方法論
人間工学に基づくデザイン、ヒューマンインターフェイスやフィッティングのデザ

イン、ユニバーサルデザイン、デジタルモデリング手法など

■ デザインマネジメント、プロモーション
トータルデザインのプロセスやシステム、企業や商品のブランドデザイン戦略、

デザインマーケティング、セールスプロモーションなど

ポスターやコンビニなど身近なモノやサービ

ス・空間を対象に、着目した課題を様々な手法

を使って分析し、気づいたことや新しいデザイ

ンの方向性などを個々に発表します。様々な視

点からのフィードバックを通して、デザインプロ

セスをより論理的に学びます。

■担当教員…各教員　■開講年次…1年次前期

すべての人に合ったものをデザインすること

は難しいことです。それは、使う人の身体的

特性や心理的特性が多様だからです。この

授業では、使用者の特性に応じた製品や空

間をデザインするための考え方や適合度を検討するための手法について習得

します。

■担当教員・・・迫 秀樹 教授   ■開講年次・・・2年次後期

フィッティングデザイン

基礎演習Ａ

プロダクト領域の教育ポリシー
プロダクトデザインとは、より良い社会・心豊かな暮らしのために人々の

生活と環境を見据えて、新しい、魅力ある価値を持ったモノやコトを創出

し、産業を通して具現化することです。

環境問題・少子高齢化・技術の進歩など変化の激しい現代社会におい

て、デザインを学ぶ者には、世界を見渡す視野と時代の要請に対する敏

感さが求められます。

一方、人とモノの関係性や、社会と生活の基本となる価値観は普遍的な

ものであり、心の機微を捉える感性を持って、変わることのないデザイ

ンの本質を学ぶことが大切です。さらに、これらを包括して新たな発見

や提案を具現化する表現力と造形力、わかりやすくプレゼンテーション

できるコミュニケーション能力も必要です。

プロダクト領域は、学生の皆さんに、各種工房を活用してものづくりがで

きる環境と、ユニバーサルデザイン・人間工学・ライフスタイル・マーケテ

ィング・マネジメントなどの視点から、多様な授業・演習や様々な活動を通

してデザインを考える機会を提供し、社会・産業界で活躍する人材を輩

出します。

プロダクト領域
Product Design

生活者の視点を軸に、実作的な方法により、心豊かな暮らしにつながるプロダクトデザインを

探求・提案できる人材を養成していきます。

歴史・文化・技術等の学術的な知見をもとに、社会の幅広い分野において

デザインの役割を拡張できる人材を養成していきます。

社会生活に欠かせない「もの」の意味、価値を「ものづくり」という視点で、プロセ

スや取り組み方などを多角的に考察し学習します。大企業のみならず、中小も含め

た産業の成り立ち、企業のあり方などを、歴史的にその営みの変遷をたどり、客観

的にどのような流れになっているのかという仕組みを知ることと同時に、どのよう

な意思を込めてものづくりをするのか？その意図をいかに一気通貫させて人々に

届けるのかなどを考えます。

プロダクトデザインにおけるデザイン開発の基本プロセスについて市場調査、コン

セプト開発、アイデア展開、およびモデル製作からプレゼンテーションに至る一連

のプロセスと、そのために必要な知識とスキルを体験学習し、コンセプトをデザイ

ンに表現する可視化力と表現力を身につけます。演習で取り上げるアイテムとし

ては、比較的小型の手で持って使用する道具から、人間が乗れるようなサイズや設

備的なモノまで取り組みます。

■担当教員・・・服部守悦 教授　■開講年次・・・2年次後期 ■担当教員・・・高山靖子 教授、羽田隆志 教授  ■開講年次・・・２年次前期、後期

ものづくりのシステム プロダクトデザイン演習Ⅰ・Ⅱa・Ⅱb

開講科目例

開講科目例

D
epartm

ent of Intercultural Studies
D

epartm
ent of R

egional C
ultural Policy and M

anagem
ent

D
epartm

ent of D
esign

D
epartm

ent of Art M
anagem

ent

Faculty of C
ultural Policy and M

anagem
ent

Faculty of D
esign

自分と異なる特性を持つ人と共に行動し、観

察、分析、ディスカッションを通して日常生活に

おける課題を明確にし、考案した解決策を発表

します。3日間集中して、ＵＤを具現化するために必要な一連のノウハウを、机

上の授業だけでは得られない体感を通して総合的に学びます。

ユニバーサルデザインⅡ

■担当教員・・・小浜朋子 教授　
■開講年次・・・2年次前期集中

なぜ、「デザイン」という言葉がある時期に求め

られ、世界中に広まり、専門人以外にも使われる

ようになったか　　答えは物そのものよりも人間

の考え方にあるはずです。具体的な物を通じて、

その考え方をたどります。

■担当教員・・・天内大樹 准教授　
■開講年次・・・1年次前期

デザイン史
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建築・環境領域
Architecture and Landscape

ビジュアル・サウンド領域
Audio and Visual Communications

グラフィックデザイン
視覚化された情報やメディアは多様であり、私たちの生活に欠かせませ

ん。ＣI・VI・パッケージ・エディトリアルなどグラフィックデザインの技術や

表現方法だけでなく、各種のメディアの知識や技術、感性を活かした創

造活動やビジュアルコミュニケーションデザインも学びます。

映像デザイン
現代のメディアデザインの中核を成す、映像制作のための様々な手法を

体系的に学びます。アニメーションの基礎からコンピュータグラフィックス

や実写撮影、画像合成など、多彩な映像作成技法の実習を通して、ユニ

ークで質の高い映像コンテンツを生み出す表現力を養います。

絵本・イラストレーション
「ことばと絵によって物語る生き物」である絵本を通して、イラスト、グラ

フィック、ストーリーテリング、本の装丁など視覚伝達デザインの基礎を学

びます。ゆたかに物語り描く喜びをデザインへと昇華させ、日常や社会の

あらゆる局面に活かすことのできる総合力を育みます。

開講科目例

メディアとしての映像・グラフィック・サウンド等を駆使して、時代に訴える新しい価値を

生み出すことができる人材を養成していきます。

領域とデザイン理念
一般的に“建築”という言葉は個々の建物（たてもの）を指すものと思わ

れていますが、本来、“建築”は、人々が安心して生活できる空間をつくり

出すための様々な工夫や行為、また、そこから生み出される空間や環境

などの全てを含む幅広い概念です。

広い意味での“建築”という概念に基づいた「都市・ランドスケープ空

間」、「建築空間」の空間領域を対象として設定し、それに対して、ユニ

バーサルデザイン、エコデザイン、エンジニアリング・デザインなどのデ

ザイン理念を重ね合わせることにより、社会が求める様々なニーズに対

応した空間デザインを追求しています。

建築士受験資格などの各種資格の
取得が可能
国の建築士受験資格認定学科として、一級・二級建築士、木造建築士の

受験資格に必要な専門科目が用意されています。

これらの科目を履修することにより一級建築士・二級建築士・木造建築士

試験の受験資格が得られます。

またこのほかに商業施設士、色彩検定、カラーコーディネーターなどの資

格も毎年多くの学生がチャレンジしています。

建築を中心として都市計画や景観計画にも及ぶ設計力をもとに、持続可能な社会を

実現できる人材を養成していきます。

私たちの身のまわりには「本」があふれています。美しい本には、デザインの基本

要素が詰まっています。優れたブックデザインから色・かたち・コンテクスト・構造・

物語・ユーモアなどを学び、自ら編集およびデザインを行うことで、さまざまな局

面に応用できる構成力を養い、調べる→考える→つくる→伝える、というデザイ

ンの流れを身につけます。

■担当教員・・・かわこうせい 教授　■開講年次・・・2年次後期

グラフィックデザイン演習C

グラフィックデザイン、映像デザインの入り口として、発想方法や表現方法のトレー

ニングを行い視覚的な造形の基礎力を養うことを目的とします。具体的にはコンピュ

ータの使用をベースとして、各種のグラフィック・アプリケーションや映像ソフトを扱

う技術、デザイン全般に通底する美的感覚などを習得することを目指します。様々な

専門性を有する複数の教員によるオムニバス形式の授業です。

■担当教員・・・日比谷憲彦 教授 他　■開講年次・・・1年次後期／2年次前期

基礎演習C

開講科目例

都市デザイン論

■担当教員…亀井暁子 教授　
■開講年次…2年次後期

建築設計演習Ⅰ・Ⅱ エコロジカルデザイン

集まって住まうこととその環境、そしてこれからの住

まい方について考えます。現代の都市課題への空間

的取り組みを多面的に学ぶとともに、異なる環境にお

ける住まい方への理解を通して自らの住まい方を考

えるため、古代から現代に至る世界各地の都市空間

について学びます。

建築設計演習Ⅰでは、地域の環境や景観を念頭に置

きながら、単一の用途の建築物から複合施設まで、

多様な形態の建築の設計に取り組みます。設計演習

Ⅱでは完成作品について担当教員全員が講評を行

うことにより、各分野とは異なる分野からの視点も

学びます。

建築とは全世界共通で人類の歴史と共に進化を遂げ

てきたデザインです。現代では海底・空中都市だけで

なく宇宙エレベーターの計画もあります。一方、地球環

境は深刻化し、危機的状況を迎えている世界遺産も存

在します。これからの建築と環境はどうあるべきか、デ

ィスカッションを通じて学んでいきます。

■担当教員・・・花澤信太郎 教授 他   
■開講年次・・・2年次後期～3年次前期

■担当教員・・・中野民雄 准教授   ■開講年次・・・1年次前期
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建築・環境領域
Architecture and Landscape

ビジュアル・サウンド領域
Audio and Visual Communications

グラフィックデザイン
視覚化された情報やメディアは多様であり、私たちの生活に欠かせませ

ん。ＣI・VI・パッケージ・エディトリアルなどグラフィックデザインの技術や

表現方法だけでなく、各種のメディアの知識や技術、感性を活かした創

造活動やビジュアルコミュニケーションデザインも学びます。

映像デザイン
現代のメディアデザインの中核を成す、映像制作のための様々な手法を

体系的に学びます。アニメーションの基礎からコンピュータグラフィックス

や実写撮影、画像合成など、多彩な映像作成技法の実習を通して、ユニ

ークで質の高い映像コンテンツを生み出す表現力を養います。

絵本・イラストレーション
「ことばと絵によって物語る生き物」である絵本を通して、イラスト、グラ

フィック、ストーリーテリング、本の装丁など視覚伝達デザインの基礎を学

びます。ゆたかに物語り描く喜びをデザインへと昇華させ、日常や社会の

あらゆる局面に活かすことのできる総合力を育みます。

開講科目例

メディアとしての映像・グラフィック・サウンド等を駆使して、時代に訴える新しい価値を

生み出すことができる人材を養成していきます。

領域とデザイン理念
一般的に“建築”という言葉は個々の建物（たてもの）を指すものと思わ

れていますが、本来、“建築”は、人々が安心して生活できる空間をつくり

出すための様々な工夫や行為、また、そこから生み出される空間や環境

などの全てを含む幅広い概念です。

広い意味での“建築”という概念に基づいた「都市・ランドスケープ空

間」、「建築空間」の空間領域を対象として設定し、それに対して、ユニ

バーサルデザイン、エコデザイン、エンジニアリング・デザインなどのデ

ザイン理念を重ね合わせることにより、社会が求める様々なニーズに対

応した空間デザインを追求しています。

建築士受験資格などの各種資格の
取得が可能
国の建築士受験資格認定学科として、一級・二級建築士、木造建築士の

受験資格に必要な専門科目が用意されています。

これらの科目を履修することにより一級建築士・二級建築士・木造建築士

試験の受験資格が得られます。

またこのほかに商業施設士、色彩検定、カラーコーディネーターなどの資

格も毎年多くの学生がチャレンジしています。

建築を中心として都市計画や景観計画にも及ぶ設計力をもとに、持続可能な社会を

実現できる人材を養成していきます。

私たちの身のまわりには「本」があふれています。美しい本には、デザインの基本

要素が詰まっています。優れたブックデザインから色・かたち・コンテクスト・構造・

物語・ユーモアなどを学び、自ら編集およびデザインを行うことで、さまざまな局

面に応用できる構成力を養い、調べる→考える→つくる→伝える、というデザイ

ンの流れを身につけます。

■担当教員・・・かわこうせい 教授　■開講年次・・・2年次後期

グラフィックデザイン演習C

グラフィックデザイン、映像デザインの入り口として、発想方法や表現方法のトレー

ニングを行い視覚的な造形の基礎力を養うことを目的とします。具体的にはコンピュ

ータの使用をベースとして、各種のグラフィック・アプリケーションや映像ソフトを扱

う技術、デザイン全般に通底する美的感覚などを習得することを目指します。様々な

専門性を有する複数の教員によるオムニバス形式の授業です。

■担当教員・・・日比谷憲彦 教授 他　■開講年次・・・1年次後期／2年次前期

基礎演習C

開講科目例

都市デザイン論

■担当教員…亀井暁子 教授　
■開講年次…2年次後期

建築設計演習Ⅰ・Ⅱ エコロジカルデザイン

集まって住まうこととその環境、そしてこれからの住

まい方について考えます。現代の都市課題への空間

的取り組みを多面的に学ぶとともに、異なる環境にお

ける住まい方への理解を通して自らの住まい方を考

えるため、古代から現代に至る世界各地の都市空間

について学びます。

建築設計演習Ⅰでは、地域の環境や景観を念頭に置

きながら、単一の用途の建築物から複合施設まで、

多様な形態の建築の設計に取り組みます。設計演習

Ⅱでは完成作品について担当教員全員が講評を行

うことにより、各分野とは異なる分野からの視点も

学びます。

建築とは全世界共通で人類の歴史と共に進化を遂げ

てきたデザインです。現代では海底・空中都市だけで

なく宇宙エレベーターの計画もあります。一方、地球環

境は深刻化し、危機的状況を迎えている世界遺産も存

在します。これからの建築と環境はどうあるべきか、デ

ィスカッションを通じて学んでいきます。

■担当教員・・・花澤信太郎 教授 他   
■開講年次・・・2年次後期～3年次前期

■担当教員・・・中野民雄 准教授   ■開講年次・・・1年次前期
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開講科目例

インタラクション領域
Interaction Design

匠領域
Takumi  Design

広がるデザインの世界
近年、デザイン活動がカバーする領域は、新しい製品・サービスの開発

や、新たな体験・経験の創出において重要となるインタラクションと言わ

れる分野に広がってきました。インタラクションデザインは、1980年代

に、今では当たり前となったマウスで直観的に操作するコンピュータの

開発などがきっかけとなり誕生しました。人とモノの関係に加え、コトの

デザインとも言える、楽しさや心地よさといった体験について考える新

しいデザイン領域として発展してきています。

伝統建築
日本の伝統建築は、歴史、文化を背景に優れた技術・意匠・美術・工芸等

から成っています。名建築に直に触れ、日本の木造建築の基本や意匠を

理解し、未来に誇れる建築やデザインを提案すると同時に、日本のもの

づくり文化を継承・発展させます。
※建築士受検資格を得ることができます。（所定の単位を取得した場合）

木漆工芸
緑豊かな日本では、古くから木という身近な素材の恩恵を受けて生活を

してきました。多様な木工芸技術と共に、日本固有の漆芸技術を学ぶこ

とで、新たなデザインと伝統価値を創造します。

金属工芸
古来より人の営みと金属は切り離せない関係にあります。金属を扱うため

に工夫・研究されてきた多様な技術・技法を学び、その知識と経験をもとに

新たな金属造形の方向性を提案します。

染織
日本の伝統工芸でもある“染め”と“織り”の技術をその歴史や文化とと

もに学ぶことで、ファッションデザインをはじめ、装飾やインテリアデザ

イン等の要素としても重視される幅広いデザイン分野に通じるテキス

タイルデザインを提案します。

インタラクションデザインの対象分野
インタラクション領域では、以下に例を示す多様なデザイン分野を学ぶこ

とで、課題発見・解決能力を育成します。

　 玩具・遊具 ： 遊びにおける人と遊具や環境の関係
　 楽器 ： 誰もが音楽を楽しめるインターフェイス
　 インテリア ： 家庭におけるコミュニケーション
　 公共空間 ： 人が集まり、活動する場

　 広告 ： 現代における多様な情報空間

その他に、医療・介護に関するもの、電子機器のインターフェイスやゲー

ムなどもインタラクションデザインの対象分野として、誰もが安心・安全

に、そして快適に生活するためのデザインについて考えます。

多様化するデザイン諸分野の知識をデザイン思考に基づき融合させることで、

人と環境の新たな関係を創り出せる人材を養成していきます。

伝統的な建築・工芸についての知識と基本技能を修得し、現代社会と呼応しうる

新たなデザインを生み出す人材を養成していきます。

エンターテイメントデザイン

■担当教員・・・和田和美 教授　■開講年次・・・3年次前期

基礎演習E スペースインタラクション演習

五感を刺激するエンターテイメントシステムを題材に、

未来のコミュニケーションメディアのあり方を考察しま

す。メディア・アート、映像、ゲーム、Web、広告、マンガ

等のデザインの現場で展開する最新の事例を学び、自

ら創り出すための方法について学びます。

インタラクションデザインの基礎を学ぶことを目的に、

人と人とのつながりをテーマとした2つの演習課題に

取り組みます。前半のグループワークでは、交流広場

のデザイン、後半の個人ワークでは親子の対話を促す

デザインを提案します。

社会やまちという身近な空間では、インタラクションの

多様な芽を発見できます。まちに出てフィールドワーク

を行い、社会や地域の課題を発見した上で、複数のデ

ザイン領域（空間、メディア、プロダクト、エクスペリエ

ンスなど）が融合した解決案を提案します。

■担当教員・・・各教員   ■開講年次・・・1年次後期、2年次前期 ■担当教員・・・礒村克郎 教授 他   ■開講年次・・・3年次前期

開講科目例

テキスタイル概論

■担当教員…藤井尚子 教授　■開講年次…１年次後期

日本伝統建築 素材加工演習a・b、匠造形演習

人類は太古の誕生間もないころから自然界にある繊

維をまとい、やがて自ら織り、染めることで生活を快適

に、美しいものにしてきました。本講義では、そのよう

な人と繊維の関係に関する歴史、文化、技術、産業の

変遷を通してテキスタイルに対する理解を深めます。

日本の伝統建築は、歴史や文化を背景に様式を確

立し、継承されてきました。建築様式と技術の歴史、

建築を構成する材料や道具についても学びます。文

化財政策史や保存・活用について理解を深め、静岡

県の文化資産である伝統建築のあり方も考えます。

素材加工演習では、日本の伝統工芸・建築に使用され

る多様な素材を知り、その特性に合わせた作品の制

作を通して造形技法を学びます。

匠造形演習では、さらに専門的な技法や道具の扱い

方を学び、造形能力を高めます。

■担当教員…新妻淳子 准教授　■開講年次…1年次前期 ■担当教員…各教員　■開講年次…2年次前・後期
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開講科目例

インタラクション領域
Interaction Design

匠領域
Takumi  Design

広がるデザインの世界
近年、デザイン活動がカバーする領域は、新しい製品・サービスの開発

や、新たな体験・経験の創出において重要となるインタラクションと言わ

れる分野に広がってきました。インタラクションデザインは、1980年代

に、今では当たり前となったマウスで直観的に操作するコンピュータの

開発などがきっかけとなり誕生しました。人とモノの関係に加え、コトの

デザインとも言える、楽しさや心地よさといった体験について考える新

しいデザイン領域として発展してきています。

伝統建築
日本の伝統建築は、歴史、文化を背景に優れた技術・意匠・美術・工芸等

から成っています。名建築に直に触れ、日本の木造建築の基本や意匠を

理解し、未来に誇れる建築やデザインを提案すると同時に、日本のもの

づくり文化を継承・発展させます。
※建築士受検資格を得ることができます。（所定の単位を取得した場合）

木漆工芸
緑豊かな日本では、古くから木という身近な素材の恩恵を受けて生活を

してきました。多様な木工芸技術と共に、日本固有の漆芸技術を学ぶこ

とで、新たなデザインと伝統価値を創造します。

金属工芸
古来より人の営みと金属は切り離せない関係にあります。金属を扱うため

に工夫・研究されてきた多様な技術・技法を学び、その知識と経験をもとに

新たな金属造形の方向性を提案します。

染織
日本の伝統工芸でもある“染め”と“織り”の技術をその歴史や文化とと

もに学ぶことで、ファッションデザインをはじめ、装飾やインテリアデザ

イン等の要素としても重視される幅広いデザイン分野に通じるテキス

タイルデザインを提案します。

インタラクションデザインの対象分野
インタラクション領域では、以下に例を示す多様なデザイン分野を学ぶこ

とで、課題発見・解決能力を育成します。

　 玩具・遊具 ： 遊びにおける人と遊具や環境の関係
　 楽器 ： 誰もが音楽を楽しめるインターフェイス
　 インテリア ： 家庭におけるコミュニケーション
　 公共空間 ： 人が集まり、活動する場

　 広告 ： 現代における多様な情報空間

その他に、医療・介護に関するもの、電子機器のインターフェイスやゲー

ムなどもインタラクションデザインの対象分野として、誰もが安心・安全

に、そして快適に生活するためのデザインについて考えます。

多様化するデザイン諸分野の知識をデザイン思考に基づき融合させることで、

人と環境の新たな関係を創り出せる人材を養成していきます。

伝統的な建築・工芸についての知識と基本技能を修得し、現代社会と呼応しうる

新たなデザインを生み出す人材を養成していきます。

エンターテイメントデザイン

■担当教員・・・和田和美 教授　■開講年次・・・3年次前期

基礎演習E スペースインタラクション演習

五感を刺激するエンターテイメントシステムを題材に、

未来のコミュニケーションメディアのあり方を考察しま

す。メディア・アート、映像、ゲーム、Web、広告、マンガ

等のデザインの現場で展開する最新の事例を学び、自

ら創り出すための方法について学びます。

インタラクションデザインの基礎を学ぶことを目的に、

人と人とのつながりをテーマとした2つの演習課題に

取り組みます。前半のグループワークでは、交流広場

のデザイン、後半の個人ワークでは親子の対話を促す

デザインを提案します。

社会やまちという身近な空間では、インタラクションの

多様な芽を発見できます。まちに出てフィールドワーク

を行い、社会や地域の課題を発見した上で、複数のデ

ザイン領域（空間、メディア、プロダクト、エクスペリエ

ンスなど）が融合した解決案を提案します。

■担当教員・・・各教員   ■開講年次・・・1年次後期、2年次前期 ■担当教員・・・礒村克郎 教授 他   ■開講年次・・・3年次前期

開講科目例

テキスタイル概論

■担当教員…藤井尚子 教授　■開講年次…１年次後期

日本伝統建築 素材加工演習a・b、匠造形演習

人類は太古の誕生間もないころから自然界にある繊

維をまとい、やがて自ら織り、染めることで生活を快適

に、美しいものにしてきました。本講義では、そのよう

な人と繊維の関係に関する歴史、文化、技術、産業の

変遷を通してテキスタイルに対する理解を深めます。

日本の伝統建築は、歴史や文化を背景に様式を確

立し、継承されてきました。建築様式と技術の歴史、

建築を構成する材料や道具についても学びます。文

化財政策史や保存・活用について理解を深め、静岡

県の文化資産である伝統建築のあり方も考えます。

素材加工演習では、日本の伝統工芸・建築に使用され

る多様な素材を知り、その特性に合わせた作品の制

作を通して造形技法を学びます。

匠造形演習では、さらに専門的な技法や道具の扱い

方を学び、造形能力を高めます。

■担当教員…新妻淳子 准教授　■開講年次…1年次前期 ■担当教員…各教員　■開講年次…2年次前・後期
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※学生の学年表記は取材時（2020年度）のものです。
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領域を絞らず横断して学ぶ中で
自分のやりたいことを追究

「体験」までトータルで
美しい、楽しいものづくりを

学生たちからのメッセージ
STUDENTS’ VOICES

プロダクトデザインに興味がありましたが、まだ漠然

としていたため、ほかの領域も学べるSUACを志望

しました。1年次は手を動かして造形の基礎を学び、

2年次は興味がある授業を片っ端から受講。自分

の可能性を探りながら学ぶことで、自分に合うもの

合わないものがわかり、視野も広がったと思います。

大学の授業は、例えるならばブロックだけを渡されて

いるようなもので、そこに新たなパーツを足せるかど

うかが重要…そう気づけたのは、さまざまな領域を横

断して学べたから。3年次にはコンペに参加、企画

を立て、必要な知識と技術を身につけていく経験は

本学科ならではだと思います。

現在、関心を持って取り組んでいるのはゲームデザイ

ン。プログラミングや音楽についても独学し、今までに

ない音楽系ゲームを作るべく奮闘しています。授業で

教えてもらえるのは自転車でいえば基本的な乗り方

で、乗りこなす技を磨くには時間や経験が必要です。

だからこそ、授業以外の制作にも積極的に取り組

み、思いついたことを実践してみること、そして失敗を

してみることも大事。その積み重ねが成長につながる

と思います。将来は、「体験」までトータルで美しい、楽

しいと感じるようなものづくりに携わりたいです。

プロダクト領域 4年　岐阜県立加茂高校出身

水野哲義   MIZUNO Akiyoshi

匠領域 2年　藤枝順心高校出身

実践と失敗、その積み重ねの中
で独自の表現方法を見つける

UI/UXの学びを深めつつ
グラフィックの視点も活かす

感情を揺さぶる
デザインを

作品名／
静岡国際オペラコンクール

「気品と伝統のオペラ」というコンセ
プトを掲げ、世界中のオペラ歌手に
日本の静岡県でコンクールが開催さ
れることを一目で伝えられるデザイン
を目指しました。

進学の際、美術系かデザイン系か迷った末、人の

役に立ったり貢献できる度合いの高さを意識して

デザイン学科を選びました。1年次はグラフィックデ

ザインをはじめ、木材やプラスチック、CADなど様々

な素材に触れ、デザインをする上での基盤を作るこ

とができたと思います。3年次からUI/UXの学びを

深めつつ、多様性を活かした幅広いものづくりがで

きるデザインフィロソフィー領域を選択。見た目だけ

でなく、動き方やそこから生まれる体験まで、グラ

フィックデザインの視点を活かして考えられるのが

魅力です。カッコよかったり、感動したり、感情を揺さ

ぶるデザインを目指しています。

デザインフィロソフィー領域 3年　三重県立四日市西高校出身

伊藤寛人   ITO Hiroto

コンペの受賞で社会とも連携、
学外でも活動の場が広がった

初めて手にする素材の中に
知らなかった世界があった

伝統的な技法で
新しい造形を

高校時代から美術デザイン系を学んでいたことから

SUACへ。より幅広いカリキュラムから、やりたいこ

とを自由に探せることが決め手でした。立体造形の

授業が面白く、1年次前期に粘土、木、紙、金属など

のいろいろな素材を触り、扱う方法をひと通り経験。

後期に学んだ「鍛金」は、一枚の銅板を金槌で叩い

て形にしていく伝統的な工芸技法で、何度も叩き直

しながら形を整え、仕上げていくのが魅力です。鍛金

は、手をかければかけるほどキレイなものが作れる点

が面白く、いろいろな可能性を感じられ、自分の性格

にも合っていました。ものづくりの楽しさや、完成させ

ていく充実感を体験しています。

1年次に興味のある素材や分野に幅広く触れられ

たことで、自分がやりたいと思う素材に出会えた私

が、2年次後期から専門領域として選んだ匠領域。

伝統的な工芸の知識や技法を学びつつ、自らの発

想で新たな造形を目指していく、本学部の新しい領

域です。SUACには様々な工房があり、設備も充

実しているので、ものづくりをしたい人には最高の

環境だと思います。プライベートではサークル活動

でグラフィック系の創作も楽しみつつ、トントンカンカ

ンと金属の音が響く工房に通うのが私の大学生活

のパターン。SUACに来ていなければ絶対やってい

ないことをやれている、毎日が楽しいです。

藤田結花   FUJITA Yuika

やりたいことが何でもできる
充実した工房で、ものづくりの日々

建築・空間へのアプローチに
デザインの視点が加わる強み

子どものための建築が夢
未来につながる空間をデザイン

多くの人々の
役に立てる建築を
　　

将来は、地域に根差し、多くの人の役に立てるような

公共的な建築の設計、特に子どものための建築がし

たいと考えています。今取り組んでいる卒業制作

テーマは「子育て支援のまちづくり」。利用する人の

立場、子どもにとっての快適さや安全性、光や風の

通り方、街の中での建物の役割など、どれだけ多くの

視点で考えられるか、その難しさと重要さを身に染み

て感じながら取り組んでいます。卒業後は、地元の建

築設計事務所で働くことが決まっています。街の景

観や地域の活性化にもつながる建築の仕事を通し

て、生まれ育った長野のまちづくりに少しでも貢献し

ていきたいと思っています。

建築・環境領域 4年　長野県松本蟻ヶ崎高校出身

増田  峻   MASUDA Shun

作品名／
「みまもる -まちの居場
所になるキッズメディ
カルパーク-」
子どもたちが心身の
健康を通じてより良い
環境で成長していくこと、まちの人々にとって身近で意見交換
できる場としての健康医療施設の提案。

工学系の建築科を目指していましたが、デザイン系

にも建築の道があることを知りSUACへ。入学当初

は、デッサンや立体造形など建築分野以外の授業

に戸惑いもありましたが、他領域の人とも一緒に幅

広くデザインを学んでいく中で、豊富な知識やスキ

ルを身につけることができました。2年次のグループ

設計の課題で、自分とは違う個性やスキルを持つ同

期たちと作品を作り上げた経験は、いい刺激になり

「自分も頑張ろう」と思う転機になりました。様々な角

度から建築・空間にアプローチができるようになった

のもデザイン学部ならでは。社会に出てからも自分

の強みになると思います。

自分だけの強みを探して
敬遠していたWebサイトに挑戦

モノやコトを
輝かせる広告を

もともとイラストを描くことが好きで、表現する力を

伸ばしながら幅広く学べる本学科へ進学しました。

周りにイラストを描く人は大勢いたので、自分だけ

ができる強みが欲しいと考え、今、興味を持って学

んでいるのはWebサイト。入学前はパソコンにほぼ

触れていない機械音痴でしたが、Adobeなどの制

作ツールを習得し、アイデアを表現する幅が広がっ

たことは大きな収穫です。最初は「やりたくない」と

避けていたweb系の学びも、サークル用Webサイ

ト作りのために挑戦したところ、「難しいけど面白

い」と思えるように。自分でも予想していなかった展

開ですが、引き出しが一つ増えた感じです。

小さい頃から自分の好きなことを活かして人 を々驚

かせたり、喜ばせたりしたいと思っていたので、将来

は、ポスターやフライヤーなどの広告を作りたいと考

えています。そのために磨いているのが、自分の頭

の中にあるアイデアを表現する技術や伝える方

法。お菓子のパッケージを作るコンペでは、コンセ

プトからデザインまでこだわった作品が初入賞し、嬉

しかったです。SUACではプレゼンテーションを学ぶ

授業があり、資料をまとめる力や人前で発表する力

もつきました。素敵なモノやコトが、私の広告によっ

てさらに輝き、人々の心をつかむ…そんな仕事がで

きるようにもっと成長していきたいです。

ビジュアル・サウンド領域 3年　静岡県立富士東高校出身

岡田万優   OKADA Mayu

人を驚かせたり、喜ばせたり。
人々の心をつかむ広告を

作品名／
自画像鬼瓦「凝視」
自分の顔を隠すこと、その行い自体
が自分のコンプレックスを隠したいと
いう自我を表しており、複数の目にも
それぞれ意味がある。鍛金技法で制
作。銅板に緑青仕上げをしている。

作品名／
富山の文化を包む「おとも」
富山県富山市で販売される
お土産のパッケージデザイ
ン。旅にお供するお土産をコ
ンセプトに、持ち運びに特化
した造形を提案しました。

いろんな分野の「第一歩」を学び
世界も広がり、人脈も広がった

快適さ、楽しさで
人をつなぎたい

オープンキャンパスで感じた空気感や、幅広く学ん

でから領 域が 選べるカリキュラムが 気に入り

SUACへ。素材加工の授業で鉄や銅を鍛えて家

具や雑貨を作ったり、基礎演習で3DCGの基礎を

学んだり、興味のあることに好きなだけ触れられ、

ジャンルも技術も違う分野の「第一歩」を学べたこ

とで世界が広がったと思います。いろいろな分野に

進む友人や先生に出会うきっかけにもなりました。

文化政策学部とデザイン学部の学生で一緒に取

り組むグループワークでは、自分とは全く違う意見

に触れられたことも新鮮で、みんなで一つの課題を

解決していく有意義な経験ができました。

インタラクションデザインとは、人とモノとの関係をデ

ザインすることと言えます。もともと人が好きで、人の

快適さや楽しさ、コミュニケーションの向上を図れるも

のを作りたいと思い、デザインに取り組んできたので、

インタラクションという領域を知ったとき「コレだ！」と

感じました。UI（ユーザーインターフェース）の授業は

初めは難しく感じましたが、授業以外にも専門書を読

むなど独学で学びを深め、この分野に関わる企業の

インターンシップにも参加。卒業後はUIデザイナーの

道へ進みます。みなさんも、SUACの自由でのびの

びとした校風を味方に、就職のための学びだけでな

く、自分らしい学生生活を送ってほしいと思います。

インタラクション領域 4年　静岡雙葉高校出身

庵原菜摘   IHARA Natsumi

得意でなくても、意欲が湧くままに
学んだ先に見えたUIの世界

作品名／
「ASSISTONE
-アシストーン-」
控えめな患者と忙しい
看護師をアシストする
システム。ナースコール
だけでは足りていないコミュニケーションを補完したく提案しました。

2年次に参加した学内コンペで自分が制作したポ

スターが採用されたことは、一つの転機になり、自信

にもなりました。実際に作品が世の中に出る過程で

は、様々な人と関わりながら物事を進めていく経験も

できました。SUACは地元浜松との連携が強く、地

域に貢献する仕事が多く舞い込みます。先生方も

そういう機会への参加を勧めてくれたり、サポートし

てくれる雰囲気の中、自然と自分も学外に目を向け

るようになり、どんどん活動の場が広がっていきまし

た。自由で開かれた大学だからこそ、自分で動ける

「浜松」は様々な可能性が

待っています。

作品名／
ボードゲーム「ハナウタ通信」
音ゲーというジャンルの拡張
を目指した作品。リズムではな
くメロディーを操り遊ぶゲーム
でありメロディーから隠された
数字を読み解く推理を楽し
む。老若男女音感リズム感の
枠を超えて一緒に遊ぶことを想定しルールを作成した。
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※学生の学年表記は取材時（2020年度）のものです。
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領域を絞らず横断して学ぶ中で
自分のやりたいことを追究

「体験」までトータルで
美しい、楽しいものづくりを

学生たちからのメッセージ
STUDENTS’ VOICES

プロダクトデザインに興味がありましたが、まだ漠然

としていたため、ほかの領域も学べるSUACを志望

しました。1年次は手を動かして造形の基礎を学び、

2年次は興味がある授業を片っ端から受講。自分

の可能性を探りながら学ぶことで、自分に合うもの

合わないものがわかり、視野も広がったと思います。

大学の授業は、例えるならばブロックだけを渡されて

いるようなもので、そこに新たなパーツを足せるかど

うかが重要…そう気づけたのは、さまざまな領域を横

断して学べたから。3年次にはコンペに参加、企画

を立て、必要な知識と技術を身につけていく経験は

本学科ならではだと思います。

現在、関心を持って取り組んでいるのはゲームデザイ

ン。プログラミングや音楽についても独学し、今までに

ない音楽系ゲームを作るべく奮闘しています。授業で

教えてもらえるのは自転車でいえば基本的な乗り方

で、乗りこなす技を磨くには時間や経験が必要です。

だからこそ、授業以外の制作にも積極的に取り組

み、思いついたことを実践してみること、そして失敗を

してみることも大事。その積み重ねが成長につながる

と思います。将来は、「体験」までトータルで美しい、楽

しいと感じるようなものづくりに携わりたいです。

プロダクト領域 4年　岐阜県立加茂高校出身

水野哲義   MIZUNO Akiyoshi

匠領域 2年　藤枝順心高校出身

実践と失敗、その積み重ねの中
で独自の表現方法を見つける

UI/UXの学びを深めつつ
グラフィックの視点も活かす

感情を揺さぶる
デザインを

作品名／
静岡国際オペラコンクール

「気品と伝統のオペラ」というコンセ
プトを掲げ、世界中のオペラ歌手に
日本の静岡県でコンクールが開催さ
れることを一目で伝えられるデザイン
を目指しました。

進学の際、美術系かデザイン系か迷った末、人の

役に立ったり貢献できる度合いの高さを意識して

デザイン学科を選びました。1年次はグラフィックデ

ザインをはじめ、木材やプラスチック、CADなど様々

な素材に触れ、デザインをする上での基盤を作るこ

とができたと思います。3年次からUI/UXの学びを

深めつつ、多様性を活かした幅広いものづくりがで

きるデザインフィロソフィー領域を選択。見た目だけ

でなく、動き方やそこから生まれる体験まで、グラ

フィックデザインの視点を活かして考えられるのが

魅力です。カッコよかったり、感動したり、感情を揺さ

ぶるデザインを目指しています。

デザインフィロソフィー領域 3年　三重県立四日市西高校出身

伊藤寛人   ITO Hiroto

コンペの受賞で社会とも連携、
学外でも活動の場が広がった

初めて手にする素材の中に
知らなかった世界があった

伝統的な技法で
新しい造形を

高校時代から美術デザイン系を学んでいたことから

SUACへ。より幅広いカリキュラムから、やりたいこ

とを自由に探せることが決め手でした。立体造形の

授業が面白く、1年次前期に粘土、木、紙、金属など

のいろいろな素材を触り、扱う方法をひと通り経験。

後期に学んだ「鍛金」は、一枚の銅板を金槌で叩い

て形にしていく伝統的な工芸技法で、何度も叩き直

しながら形を整え、仕上げていくのが魅力です。鍛金

は、手をかければかけるほどキレイなものが作れる点

が面白く、いろいろな可能性を感じられ、自分の性格

にも合っていました。ものづくりの楽しさや、完成させ

ていく充実感を体験しています。

1年次に興味のある素材や分野に幅広く触れられ

たことで、自分がやりたいと思う素材に出会えた私

が、2年次後期から専門領域として選んだ匠領域。

伝統的な工芸の知識や技法を学びつつ、自らの発

想で新たな造形を目指していく、本学部の新しい領

域です。SUACには様々な工房があり、設備も充

実しているので、ものづくりをしたい人には最高の

環境だと思います。プライベートではサークル活動

でグラフィック系の創作も楽しみつつ、トントンカンカ

ンと金属の音が響く工房に通うのが私の大学生活

のパターン。SUACに来ていなければ絶対やってい

ないことをやれている、毎日が楽しいです。

藤田結花   FUJITA Yuika

やりたいことが何でもできる
充実した工房で、ものづくりの日々

建築・空間へのアプローチに
デザインの視点が加わる強み

子どものための建築が夢
未来につながる空間をデザイン

多くの人々の
役に立てる建築を
　　

将来は、地域に根差し、多くの人の役に立てるような

公共的な建築の設計、特に子どものための建築がし

たいと考えています。今取り組んでいる卒業制作

テーマは「子育て支援のまちづくり」。利用する人の

立場、子どもにとっての快適さや安全性、光や風の

通り方、街の中での建物の役割など、どれだけ多くの

視点で考えられるか、その難しさと重要さを身に染み

て感じながら取り組んでいます。卒業後は、地元の建

築設計事務所で働くことが決まっています。街の景

観や地域の活性化にもつながる建築の仕事を通し

て、生まれ育った長野のまちづくりに少しでも貢献し

ていきたいと思っています。

建築・環境領域 4年　長野県松本蟻ヶ崎高校出身

増田  峻   MASUDA Shun

作品名／
「みまもる -まちの居場
所になるキッズメディ
カルパーク-」
子どもたちが心身の
健康を通じてより良い
環境で成長していくこと、まちの人々にとって身近で意見交換
できる場としての健康医療施設の提案。

工学系の建築科を目指していましたが、デザイン系

にも建築の道があることを知りSUACへ。入学当初

は、デッサンや立体造形など建築分野以外の授業

に戸惑いもありましたが、他領域の人とも一緒に幅

広くデザインを学んでいく中で、豊富な知識やスキ

ルを身につけることができました。2年次のグループ

設計の課題で、自分とは違う個性やスキルを持つ同

期たちと作品を作り上げた経験は、いい刺激になり

「自分も頑張ろう」と思う転機になりました。様々な角

度から建築・空間にアプローチができるようになった

のもデザイン学部ならでは。社会に出てからも自分

の強みになると思います。

自分だけの強みを探して
敬遠していたWebサイトに挑戦

モノやコトを
輝かせる広告を

もともとイラストを描くことが好きで、表現する力を

伸ばしながら幅広く学べる本学科へ進学しました。

周りにイラストを描く人は大勢いたので、自分だけ

ができる強みが欲しいと考え、今、興味を持って学

んでいるのはWebサイト。入学前はパソコンにほぼ

触れていない機械音痴でしたが、Adobeなどの制

作ツールを習得し、アイデアを表現する幅が広がっ

たことは大きな収穫です。最初は「やりたくない」と

避けていたweb系の学びも、サークル用Webサイ

ト作りのために挑戦したところ、「難しいけど面白

い」と思えるように。自分でも予想していなかった展

開ですが、引き出しが一つ増えた感じです。

小さい頃から自分の好きなことを活かして人 を々驚

かせたり、喜ばせたりしたいと思っていたので、将来

は、ポスターやフライヤーなどの広告を作りたいと考

えています。そのために磨いているのが、自分の頭

の中にあるアイデアを表現する技術や伝える方

法。お菓子のパッケージを作るコンペでは、コンセ

プトからデザインまでこだわった作品が初入賞し、嬉

しかったです。SUACではプレゼンテーションを学ぶ

授業があり、資料をまとめる力や人前で発表する力

もつきました。素敵なモノやコトが、私の広告によっ

てさらに輝き、人々の心をつかむ…そんな仕事がで

きるようにもっと成長していきたいです。

ビジュアル・サウンド領域 3年　静岡県立富士東高校出身

岡田万優   OKADA Mayu

人を驚かせたり、喜ばせたり。
人々の心をつかむ広告を

作品名／
自画像鬼瓦「凝視」
自分の顔を隠すこと、その行い自体
が自分のコンプレックスを隠したいと
いう自我を表しており、複数の目にも
それぞれ意味がある。鍛金技法で制
作。銅板に緑青仕上げをしている。

作品名／
富山の文化を包む「おとも」
富山県富山市で販売される
お土産のパッケージデザイ
ン。旅にお供するお土産をコ
ンセプトに、持ち運びに特化
した造形を提案しました。

いろんな分野の「第一歩」を学び
世界も広がり、人脈も広がった

快適さ、楽しさで
人をつなぎたい

オープンキャンパスで感じた空気感や、幅広く学ん

でから領 域が 選べるカリキュラムが 気に入り

SUACへ。素材加工の授業で鉄や銅を鍛えて家

具や雑貨を作ったり、基礎演習で3DCGの基礎を

学んだり、興味のあることに好きなだけ触れられ、

ジャンルも技術も違う分野の「第一歩」を学べたこ

とで世界が広がったと思います。いろいろな分野に

進む友人や先生に出会うきっかけにもなりました。

文化政策学部とデザイン学部の学生で一緒に取

り組むグループワークでは、自分とは全く違う意見

に触れられたことも新鮮で、みんなで一つの課題を

解決していく有意義な経験ができました。

インタラクションデザインとは、人とモノとの関係をデ

ザインすることと言えます。もともと人が好きで、人の

快適さや楽しさ、コミュニケーションの向上を図れるも

のを作りたいと思い、デザインに取り組んできたので、

インタラクションという領域を知ったとき「コレだ！」と

感じました。UI（ユーザーインターフェース）の授業は

初めは難しく感じましたが、授業以外にも専門書を読

むなど独学で学びを深め、この分野に関わる企業の

インターンシップにも参加。卒業後はUIデザイナーの

道へ進みます。みなさんも、SUACの自由でのびの

びとした校風を味方に、就職のための学びだけでな

く、自分らしい学生生活を送ってほしいと思います。

インタラクション領域 4年　静岡雙葉高校出身

庵原菜摘   IHARA Natsumi

得意でなくても、意欲が湧くままに
学んだ先に見えたUIの世界

作品名／
「ASSISTONE
-アシストーン-」
控えめな患者と忙しい
看護師をアシストする
システム。ナースコール
だけでは足りていないコミュニケーションを補完したく提案しました。

2年次に参加した学内コンペで自分が制作したポ

スターが採用されたことは、一つの転機になり、自信

にもなりました。実際に作品が世の中に出る過程で

は、様々な人と関わりながら物事を進めていく経験も

できました。SUACは地元浜松との連携が強く、地

域に貢献する仕事が多く舞い込みます。先生方も

そういう機会への参加を勧めてくれたり、サポートし

てくれる雰囲気の中、自然と自分も学外に目を向け

るようになり、どんどん活動の場が広がっていきまし

た。自由で開かれた大学だからこそ、自分で動ける

「浜松」は様々な可能性が

待っています。

作品名／
ボードゲーム「ハナウタ通信」
音ゲーというジャンルの拡張
を目指した作品。リズムではな
くメロディーを操り遊ぶゲーム
でありメロディーから隠された
数字を読み解く推理を楽し
む。老若男女音感リズム感の
枠を超えて一緒に遊ぶことを想定しルールを作成した。
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ふじのくに田子の浦みなと公園交流拠点施設（静岡県富士市）の設計を、建築系学生有志

が担当しました。3回にわたる知事プレゼンテーションを経て基本デザインを作成し、その後も

継続してデザイン監修を行いました。八角形で八方位を示し、二重らせん階段と中央らせん

階段を組み合わせた、富士山登山を想起する動きのあるデザインです。

富士山ドラゴンタワー
（ふじのくに田子の浦みなと公園交流拠点施設）

ふじのくに茶の都ミュージアム（静岡県島田市）の基本設計と実施設計監修・工事監理を寒竹研究室（デザイン

研究科および建築・環境領域）の学生が担当しました。静岡県産ヒノキを使用した吹き寄せ壁の外観や間道模

様の活用など小堀遠州の「綺麗さび」の考え方に基づいたデザインとなっています。2018年3月に開館以降、

多くの来館者が訪れています。

ふじのくに茶の都
ミュージアム

産学連携委託事業の一環で、株式会社クレステックの広報用PR動画を制作しました。SUACでは、2019年に商品の取

扱説明書（マニュアル）などを主に制作する株式会社クレステック（浜松市）から、同社の広報用PR動画の制作業務を受

託し、デザイン学部の和田和美教授監修のもと、学生有志6名が、企画、シナリオ、コンテ、撮影、CG制作などを行いまし

た。動画は、「マニュアルを作る会社のマニュアル」をコンセプトに制作を行い、委託元Webサイトで公開されています。 

心臓マッサージ実習用
教育教材

「Dock-kun（ドックン）」

企業等からの依頼により共同で研究を行う受託研究として、本学デザイン学部 （伊豆研究室）が東邦大学医学部、

サカイ産業株式会社（静岡県島田市）と共同で開発した心臓マッサージ練習キット「Dock-kun」が、第 13 回キッズ

デザイン賞を受賞しました。（キッズデザイン賞は、子どもを産み育てやすい社会や生活環境の実現に向け、子どもの安

全や健やかな成長を目指した製品やサービスの普及・推進を目的としたデザインの顕彰制度です。）

eえほんプロジェクト デジタル絵本研究の一環として、企業とデジタル絵本アプリ「えほんダス」を開発するとともに、タブレッ

ト端末で楽しむ絵本づくりを行いました。小学校にて、読みきかせ会とワークショップを開催し、子どもた

ちとの交流を通して、自分たちの描いたデジタル絵本がどのように受容されるのか体感しました。

TOPICS

オーナー・管理会社と協力しながら、浜松市内にある築35年の共同住宅のうち2部屋について、

間取りの変更を含んだ大がかりな改装を学生の発想で実施するプロジェクトです。学内外講師陣

の指導のもと、大学・専門学校混成の学生5チームから選ばれた2チームの学生が、建材や施工

方法を考え、建具から居住者募集チラシまで制作し、幅広く現場を体験しました。

寺島町リノベーション
デザインワークショップ

静岡科学館（る・く・る）のイベントに、的場研究室で学生が制作した「数」や「計算」に関するゲーム

作品を展示し、親子連れを中心に楽しんでいただきました。「計算スライム」は、数字が振られたスライ

ムたちを操作し、「足し算」「引き算」に親しむことができる作品です。 もうひとつの「THE SHOOT」

は、数字を振られたモンスターに対し、複数のプレイヤーが過不足なく弾を当てモンスターを倒すと

いった、協力関係が重要な要素となる作品です。

静岡科学館「オープンラボ」

暮らしを見直し環境に配慮した「未来をつくるデザイン」を目指し創造するJIDA主催のプロジェクト。

２０１７年度はデザイン系大学・専門学校１２校３６名の学生がプロデザイナーと交流しながら半年が

かりで検討を進めて提案を行いました。SUACからはデザイン学科３年の岡田瑞紀さんと松山香帆

さんが参加。松山さんの作品は奨励賞に選ばれました。
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産学連携事業による
PR動画の制作

（株式会社クレステック）
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学生受賞・採用作品紹介

●採用 
近藤涼香

静岡県防災ヘリコプター
機体デザイン
採用 ： 静岡県

●入賞  「カオヤ」

松隈洸和

第4回 手づくりしかけ絵本
コンクール
主催 ： 新潟県三条市

●優秀賞  「UDクッキングカード」

飯田春佳、川﨑由季子

第１２回 静岡県メディア・ユニバー
サル・デザイン デザインコンテスト
主催 ： 静岡県印刷工業組合

●優秀賞 「POCCO（ポッコ）」（意匠登録出願支援対象） 

山本菜未

平成30年度 デザインパテント
コンテスト
主催：文部科学省、特許庁、日本弁理士会、 （独）工業所有権情報・研修館主催 ： （公社）商業施設技術団体連合会

●入賞  吟味するお店「COPY&ERROR」

水野哲義

第17回 「主張する『みせ』」
学生デザインコンペ

●優秀賞 「母からの電話」

佐藤里菜

第7回 がん征圧ポスター
デザインコンテスト
主催 ： （公財）日本対がん協会（東京都）

●最優秀賞
木戸あゆ美

第１２回 やらまいかミュージック
フェスティバルポスターデザイン
コンペ
主催 ： やらまいかミュージックフェスティバル実行委員会

主催 ： 全日本印刷工業組合連合会

●経済産業大臣賞
「ZOO PIC SIGN」（浜松市動物園）
有志団体「ZOO PIC（ズーピック）」

第13回メディア・ユニバーサル
デザインコンペティション

●採用
小里弓子

主催 ： 科学自然都市協創連合

浜松市  
魅力・ビジョン大漁旗

詳しくは70ページをご覧ください。取得可能な資格

建築士  受験資格

日本語教員養成課程

商業施設士補資格

社会調査士

インテリアプランナー資格

※分類は本学の区分によるものです。

  卒業生の主な進路 （抜粋）

アイシン・エィ・ダブリュ（株）

アイリスオーヤマ（株）

いすゞ 自動車（株）

（株）イトーキ 

エンケイ（株）

大阪シーリング印刷（株） 

（株）オリバー  

柏木工（株）

（株）河合楽器製作所

河淳（株）

キヤノン（株）

共和レザー（株）

起立木工（株）

（株）クボタ

クリナップ（株）

（株）ケイ・ウノ

（株）小糸製作所

コクヨ（株） 

（株）コナミデジタルエンタテインメント

（株）コルグ

コンビ（株）

サンスター文具（株）

サンワサプライ（株）

（株）システック

（株）シバックス・デスモ

シマノ（株）

シャープ（株）

（株）シャンソン化粧品

杉山メディアサポート（株）

スズキ（株）

（株）鈴木楽器製作所

スタンレー電気（株）

（株）SUBARU

セーラー万年筆（株）

セイコーエプソン（株）

ダイハツ工業（株）

アサヒハウス工業（株）

（株）一条工務店

（株）イリア  

（株）空間工房 匠屋

（株）クラスト

KONOIKE Co.（株）

サーラ住宅（株）

（株）スペース

住友林業（株）

（株）須山建設 

セキスイハイム東海（株）

積水ハウス（株）

（株）大成住宅 

（株）大東建託

大和ハウス工業（株）

飛島建設（株）

タカラスタンダード（株）

中部印刷（株）

デコラテックジャパン（株）

東芝テック（株）

TOTOバスクリエイト（株）

トクラス（株）

トヨタ自動車（株）

（株）豊田自動織機

トヨタ自動車東日本（株） 

トヨタ車体（株） 

（株）日産オートモーティブテクノロジー

（株）日本カラーエンジニヤーズ

日本たばこ産業（株）

林テレンプ（株）

（株）日立製作所

日立グローバルライフリゾーションズ（株）

（株）バンダイ

富士ゼロックス（株）

ブラザー工業（株）

フランスベッド（株）

プラス（株）

ブリヂストンサイクル（株）

（株）本田技術研究所

本多プラス（株）

（株）マキタ

マツダ（株）

三菱自動車工業（株）

（株）ムーンスター

メガロ化工（株）

矢崎化工（株）

（株）ヤタロー

（株）ヤマニパッケージ

ヤマハ（株）

ヤマハ発動機（株）

レック（株）

ローランド ディー．ジー．（株）

（株）中村組 

（株）バウハウス丸栄

（株）平成建設

 丸西建設（株）

（株）ミサワホーム静岡

三井デザインテック（株） 

三井ホーム（株）

（株）ミルックス

（株）ナビタイムジャパン

（株）日産オートモーティブテクノロジー

（株）長谷守保建築計画 

パナソニックシステムデザイン（株）

（株）阪急デザインシステムズ 

（株）ピーエーワークス

ヒロノアソシエイツ一級建築士事務所

（株）フジヤマ 

（株）プレックス

（株）プレミアムエージェンシー 

（株）プロフィット

ポリゴンマジック（株）

堀部安嗣建築設計事務所

ヤマハモーターエンジニアリング（株）

（株）ユークス 

（株）ランドマック

（株）類設計室 榎本（株）

エフ・ディ・シィ・プロダクツ（株）

（株）大塚家具 

オルビス（株）

（株）カインズ 

（株）カワシマ・ゴールド

（株）サマンサタバサジャパンリミテッド

シーラック（株）

シャディ（株）

（株）東京インテリア家具 

日豊資材（株） 

（株）ユナイテッドアローズ 磐田商工会議所                  

（株）オリエンタルランド

（株）ジー・コミュニケーション

（株）四季

（公財）静岡市文化振興財団

（株）丹青社

（株）teable

テクノリサーチ（株）

ポラス（株）

愛知県警察本部 

愛知県公立学校教員

伊東市役所

掛川市役所

神戸市役所

航空自衛隊

静岡県警察本部

静岡市役所

豊橋市役所

浜松市役所

碧南市小学校教員

三重県庁

慶応義塾大学 

京都造形芸術大学

京都工芸繊維大学

静岡大学

静岡文化芸術大学

東京都立大学

筑波大学

東京芸術大学

東京造形大学

名古屋市立大学

JAとぴあ浜松

日本生命保険（相）

しずおか焼津信用金庫

（株）アマナ 

（株）朝日メディアブレーン

良い広告（株）   　　　　 

エイエイピー（株）

（株）キュー

静岡エフエム放送（株）

（株）静岡新聞社

太陽企画（株）

（株）テレビ朝日クリエイト

（株）名古屋テレビ事業

（株）博報堂プロダクツ

（株）メディア東京

青島設計 （株）

（株）アクアプラス

（株）アドウィル

（株）アドブレイン

（株）池田建築設計事務所

（株）池下設計

（株）インテリジェントシステムズ

MGS照明設計事務所

（株）オープンスマイル

（株）オムニバス・ジャパン

（株）カプコン

（株）京都アニメーション

（株）ゲームスタジオ

（株）コーエー

テクモホールディングス

（株）コガ建築設計室

（株）GKインダストリアルデザイン

（株）GKダイナミックス

（株）ziba tokyo

（株）JR西日本コミュニケーションズ 

（株）タカハ都市科学研究所

スズキ教育ソフト（株） 

（株）STUDIO4℃

（株）セガ 

（株）総合設計事務所

（株）大和工芸 

（株）TBSトライメディア

（株）テクノサイト

（株）DMM.com  ラボ

（合）デザイン・アープ

東映アニメーション（株）

東急設計コンサルタント（株）

トランスコスモス（株）

（株）ナウハウス

製造業

ハウジング・建設業

放送・広告業

その他サービス業

公務

大学院進学

情報・専門サービス業

金融・保険業

卸売・小売業

（2020年度実績）

サービス業
（情報サービス・広告・ホテルなど）

48%

卸売業 3%

小売業 10%不動産業 2%

建設業 5%

製造業 32%

就職データ
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デザインコンペティション

●採用
小里弓子

主催 ： 科学自然都市協創連合

浜松市  
魅力・ビジョン大漁旗

詳しくは70ページをご覧ください。取得可能な資格

建築士  受験資格

日本語教員養成課程

商業施設士補資格

社会調査士

インテリアプランナー資格

※分類は本学の区分によるものです。
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三重県庁

慶応義塾大学 
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東京芸術大学
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名古屋市立大学

JAとぴあ浜松

日本生命保険（相）

しずおか焼津信用金庫
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東映アニメーション（株）
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（株）ナウハウス

製造業

ハウジング・建設業

放送・広告業

その他サービス業

公務

大学院進学

情報・専門サービス業

金融・保険業

卸売・小売業

（2020年度実績）

サービス業
（情報サービス・広告・ホテルなど）

48%

卸売業 3%

小売業 10%不動産業 2%

建設業 5%

製造業 32%

就職データ
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デザイン学部  教員紹介

教授／学科長

和田 和美 WADA Kazumi

映像を中心に扱った
インスタレーションや
Webサイト等、インタ
ラクティブな空間を制
作・研究しています。

宮田 圭介 MIYATA Keisuke

スマートフォンのアプリ
や電子書籍、電子広
告など、各種情報機
器の近未来のデザイ
ンを共に考えましょう。

パブリックデザインメディアアート／
Webデザイン

教授

礒村 克郎 ISOMURA Katsuro

ストリートファニチャーか
ら街路まで、家具から
建築空間まで、公共の
場のデザインについて
デザインプロセス・造
形・ライフサイクルを研
究します。

プロダクトデザイン／
クラフトデザイン

教授

永山 広樹 NAGAYAMA Hiroki

暮らしの中からデザイン
を導くことがテーマで
す。誰もが、豊かで快適
に暮らすためのモノづく
り・コトづくりデザインを
目指しています。

造形デザインヒューマンインター
フェイス

教授

山本 一樹 YAMAMOTO Kazuki

金属を使った造形作
品を研究制作してい
ます。造形の基礎力
をつけるデッサンや立
体構成の授業を担当
しています。

デザイン学科
かわ こうせい  KAWA Cosei

ことばや絵で伝えられ
る物語を通して、どの
ように人のこころが動
かされるのか探究して
います。

建築意匠／
3DCAD／都市計画

准教授

松田  達  MATSUDA Tatsu

建築と都市を連続的
に捉え、デザイン・研究
活動を行っています。
空間の新しい可能性
について、ともに探求
していきましょう。

建築／地域／景観デザイン
准教授

丹羽 哲矢  NIWA Tetsuya

人 が々暮らす空間を包
括的にデザインしてい
ます。多くの人が共有
できる建築理念を具
体的な空間にする発
見的なデザインプロセ
スが研究テーマです。

映像表現
講師

池田 泰教  IKEDA Yasunori

映画・映像作品の制
作が専門です。現実を
扱う撮影という行為や
語りと時間構造が持
つ関係について研究
制作しています。

建築とインテリアの
デザイン

教授

植田 道則  UEDA Michinori

木造技術の継承と事
前復興を念頭に置い
た地域産材活用によ
る内装木工事の促進
に関する研究を進め
ています。

トランスポーテーション
デザイン

教授

服部 守悦 HATTORI Moriyoshi

クルマを中心に移動
機器のデザインを研
究しています。次世代
モビリティの普遍性と
革新性について一緒
に考えましょう。

建築設計／
都市デザイン

教授

花澤 信太郎  HANAZAWA Shintaro

建築設計と都市デザ
インが専門分野です。
これからの建築や都
市空間について一緒
に考えてみませんか。

社会・地域デザイン／
デザインマネジメント

教授

地域産業や社会シス
テムのデザインについ
て研究しています。授
業ではデザインの社会
性に焦点を当てていき
ます。

迫  秀樹  SAKO Hideki

伊豆 裕一 IZU Yuichi

イノベーション創造を
身近にするデザイン
思考や、デザイナーの
能力を活かすデザイン
マネジメントをテーマに
研究しています。

ユニバーサルデザイン
（ＵＤ）／デザインリサーチ

教授／学生部長

小浜 朋子 OBAMA Tomoko

ＵＤの概念をもとに、多
様なユーザ・生活環境
をあらゆる角度からリサ
ーチし、現実と未来を
つなぐデザインアイデ
アを探求していきます。

プロダクトデザイン／
魅力工学

教授

羽田 隆志 HADA Takashi

特許V.S.システムを採
用した新しい乗り物を
研究開発しています。
また魅力とは何か、どう
やって具現化するかを
研究しています。

グラフィックデザイン
教授

佐井 国夫 SAI Kunio黒田 宏治 KURODA Kohji

グラフィックデザインの
役割はビジュアルコミ
ュニケーションであり、
新たな視覚表現のた
めの技術と美意識をい
かに育てるかを課題と
して研究しています。

建築設計／
サスティナブルデザイン

教授

亀井 暁子 KAMEI Akiko

建築空間を地域･都
市、さらには広域的な
視点から捉えるアプロ
ーチで、周辺環境と持
続的に発展するあり
方を探求しています。

3DCGデザイン／メディア
アート／アートアニメーション

教授

Jérôme BOULBÈS

3DCGデザイン、最先
端テクノ ロジー、バーチ
ャル・リアリティ（VR）
拡張現実（AR）等を用
いた作品制作及び研
究をしています。

※2021年度 在籍している教員を掲載しています。

グラフィックデザイン
教授

構造デザイン
教授

メディアアート／
インタラクションデザイン

教授／大学院デザイン
研究科長／文化・芸術
研究センター長

的場 ひろし  MATOBA Hiroshi

新しいテクノロジーを活
かしたアートの制作と、
システムの使いやすさ
や使う楽しさの向上の
研究を進めています。

美学芸術学／
建築思想史

准教授

天内 大樹 ＡＭＡＮＡＩ Ｄａｉｋｉ

近現代日本の建築を
中心に、芸術、デザイ
ン、環境の理論や歴史
を整理しています。知識
に基づく観察と読解を
創造につなげましょう。

メディアアート
教授

長嶋 洋一 NAGASHIMA Yoichi

コンピュータミュージッ
ク、音楽情報科学、ヒュ
ーマンインターフェイス、
新センサなどを研究して
います。

スマートデザイン／
建築環境・設備

准教授

中野 民雄 NAKANO Tamio

都市・建築から地球環
境・エネルギー問題を
改善し、エコロジーとエ
コノミーを両立させたス
マートデザインを追究し
ています。

プロダクトデザイン
教授

日比谷 憲彦  HIBIYA Norihiko

文字やシンボル、色彩
などのエレメントを平
面・立体・空間に展開
し、ブランドや施設のイ
メージ形成を図る手法
を研究しています。

プロダクトデザイン
教授

高山 靖子 TAKAYAMA Yasuko

プロダクトを中心に、グ
ローバルな視野で人と
社会をデザインで結ぶ
マネジメントの研究をし
ています。

人間工学

体格や筋力、嗜好など
一人ひとり違う人間の
特性を捉える手法や、
それを活用したものづ
くりを研究しています。

佐藤 聖徳 SATO Kiyonori

人の五感をテーマに
自然科学を中心とした
作品制作を行い、プロ
ダクトデザインに活か
していく研究を進めて
います。

岩崎 敏之 IWASAKI Toshiyuki

アイデアを形にするた
めに構造は不可欠で
す。建築のみならず、
すべてのデザインに通
じる構造の考え方を
伝授します。

日本伝統建築
准教授

新妻 淳子 NIITSUMA Junko

日本の伝統建築と近
世建築普請活動に関
する研究をしていま
す。伝統建築から直に
日本の意匠や技術を
学び新たな創造を目
指します。

テキスタイルデザイン
教授

藤井 尚子 FUJII Naoko

布を用いてQOL（生
活の質）を向上させる
デザインを研究してい
ます。一枚の布に広
がるデザインの可能
性を、一緒に探求しま
しょう。

テキスタイル／
繊維造形

准教授

荒川 朋子 ARAKAWA Tomoko

「繊維」から導き出され
る、造形の表現性と可
能性、その広がりと奥
深さに強く惹かれ研究
活動をしています。

木工芸／漆芸
講師

小田 伊織 ODA Iori

日本の伝統技法を用
いて、木と漆を素材とし
たアート作品や日常的
な器などを幅広く制作
し、造形表現を探求し
ています。
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丹羽 哲矢  NIWA Tetsuya

人 が々暮らす空間を包
括的にデザインしてい
ます。多くの人が共有
できる建築理念を具
体的な空間にする発
見的なデザインプロセ
スが研究テーマです。

映像表現
講師

池田 泰教  IKEDA Yasunori

映画・映像作品の制
作が専門です。現実を
扱う撮影という行為や
語りと時間構造が持
つ関係について研究
制作しています。

建築とインテリアの
デザイン

教授

植田 道則  UEDA Michinori

木造技術の継承と事
前復興を念頭に置い
た地域産材活用によ
る内装木工事の促進
に関する研究を進め
ています。

トランスポーテーション
デザイン

教授

服部 守悦 HATTORI Moriyoshi

クルマを中心に移動
機器のデザインを研
究しています。次世代
モビリティの普遍性と
革新性について一緒
に考えましょう。

建築設計／
都市デザイン

教授

花澤 信太郎  HANAZAWA Shintaro

建築設計と都市デザ
インが専門分野です。
これからの建築や都
市空間について一緒
に考えてみませんか。

社会・地域デザイン／
デザインマネジメント

教授

地域産業や社会シス
テムのデザインについ
て研究しています。授
業ではデザインの社会
性に焦点を当てていき
ます。

迫  秀樹  SAKO Hideki

伊豆 裕一 IZU Yuichi

イノベーション創造を
身近にするデザイン
思考や、デザイナーの
能力を活かすデザイン
マネジメントをテーマに
研究しています。

ユニバーサルデザイン
（ＵＤ）／デザインリサーチ

教授／学生部長

小浜 朋子 OBAMA Tomoko

ＵＤの概念をもとに、多
様なユーザ・生活環境
をあらゆる角度からリサ
ーチし、現実と未来を
つなぐデザインアイデ
アを探求していきます。

プロダクトデザイン／
魅力工学

教授

羽田 隆志 HADA Takashi

特許V.S.システムを採
用した新しい乗り物を
研究開発しています。
また魅力とは何か、どう
やって具現化するかを
研究しています。

グラフィックデザイン
教授

佐井 国夫 SAI Kunio黒田 宏治 KURODA Kohji

グラフィックデザインの
役割はビジュアルコミ
ュニケーションであり、
新たな視覚表現のた
めの技術と美意識をい
かに育てるかを課題と
して研究しています。

建築設計／
サスティナブルデザイン

教授

亀井 暁子 KAMEI Akiko

建築空間を地域･都
市、さらには広域的な
視点から捉えるアプロ
ーチで、周辺環境と持
続的に発展するあり
方を探求しています。

3DCGデザイン／メディア
アート／アートアニメーション

教授

Jérôme BOULBÈS

3DCGデザイン、最先
端テクノ ロジー、バーチ
ャル・リアリティ（VR）
拡張現実（AR）等を用
いた作品制作及び研
究をしています。

※2021年度 在籍している教員を掲載しています。

グラフィックデザイン
教授

構造デザイン
教授

メディアアート／
インタラクションデザイン

教授／大学院デザイン
研究科長／文化・芸術
研究センター長

的場 ひろし  MATOBA Hiroshi

新しいテクノロジーを活
かしたアートの制作と、
システムの使いやすさ
や使う楽しさの向上の
研究を進めています。

美学芸術学／
建築思想史

准教授

天内 大樹 ＡＭＡＮＡＩ Ｄａｉｋｉ

近現代日本の建築を
中心に、芸術、デザイ
ン、環境の理論や歴史
を整理しています。知識
に基づく観察と読解を
創造につなげましょう。

メディアアート
教授

長嶋 洋一 NAGASHIMA Yoichi

コンピュータミュージッ
ク、音楽情報科学、ヒュ
ーマンインターフェイス、
新センサなどを研究して
います。

スマートデザイン／
建築環境・設備

准教授

中野 民雄 NAKANO Tamio

都市・建築から地球環
境・エネルギー問題を
改善し、エコロジーとエ
コノミーを両立させたス
マートデザインを追究し
ています。

プロダクトデザイン
教授

日比谷 憲彦  HIBIYA Norihiko

文字やシンボル、色彩
などのエレメントを平
面・立体・空間に展開
し、ブランドや施設のイ
メージ形成を図る手法
を研究しています。

プロダクトデザイン
教授

高山 靖子 TAKAYAMA Yasuko

プロダクトを中心に、グ
ローバルな視野で人と
社会をデザインで結ぶ
マネジメントの研究をし
ています。

人間工学

体格や筋力、嗜好など
一人ひとり違う人間の
特性を捉える手法や、
それを活用したものづ
くりを研究しています。

佐藤 聖徳 SATO Kiyonori

人の五感をテーマに
自然科学を中心とした
作品制作を行い、プロ
ダクトデザインに活か
していく研究を進めて
います。

岩崎 敏之 IWASAKI Toshiyuki

アイデアを形にするた
めに構造は不可欠で
す。建築のみならず、
すべてのデザインに通
じる構造の考え方を
伝授します。

日本伝統建築
准教授

新妻 淳子 NIITSUMA Junko

日本の伝統建築と近
世建築普請活動に関
する研究をしていま
す。伝統建築から直に
日本の意匠や技術を
学び新たな創造を目
指します。

テキスタイルデザイン
教授

藤井 尚子 FUJII Naoko

布を用いてQOL（生
活の質）を向上させる
デザインを研究してい
ます。一枚の布に広
がるデザインの可能
性を、一緒に探求しま
しょう。

テキスタイル／
繊維造形

准教授

荒川 朋子 ARAKAWA Tomoko

「繊維」から導き出され
る、造形の表現性と可
能性、その広がりと奥
深さに強く惹かれ研究
活動をしています。

木工芸／漆芸
講師

小田 伊織 ODA Iori

日本の伝統技法を用
いて、木と漆を素材とし
たアート作品や日常的
な器などを幅広く制作
し、造形表現を探求し
ています。
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大学教員になるために院へ進学
中国でCADデザインを専門に教えたい
SUACのデザイン学部を卒業後、中国の幼稚園教諭を育成する大学で美術や

デザインを教える講師となりました。現場でデジタルツールの活用状況を見て、中

国の美術系学生や若い教員にもっと3D-CADを普及させたいと考え、学部時代

の恩師がいる本研究科を志望しました。大学院では研究活動として、学会で日

本語による発表があり、留学生には高いハードルでしたが、乗り越えることで力が

鍛えられたと思います。学部での学びをベースに、実践力を重視した研究活動を

継続する中で、CADデザインの教育に関する専門知識を深めつつ、やさしさや

寛容といった教員としての資質についても、先生方から教えていただきました。帰

国後は大学教員となり日本で学んだCADデザインを広めたいと考えています。

社会人から大学院へチャレンジ
自分の未来を切り開く、充実の環境に感謝

ガブリエル マコト

他大学を卒業後、磐田市の教育委員会で外国人児童生徒相談員として1年間

勤務する中で、日本で生まれ育つ外国人に対する問題意識が強まり、本研究科

へ進学しました。大学院は少人数制で先生との距離が近く、1対1で受ける講義

もあり、授業はいつも真剣勝負。自分が関心のある分野に合わせ、講義のテーマ

を用意していただけるので、より専門的な学びに集中して取り組めています。現在

は在日日系ブラジル人第二世代のメンタルヘルスについて研究中。外国人学校

やNPO職員からの聞き取り調査を通して、同じ問題意識を持つ人にも出会え、手

ごたえを感じています。卒業後は、大学院で身につけた知識を活かし、多文化共

生に関わる仕事に就き、移住者第二世代の力になりたいと考えています。

当センターの役割は大きく二つ、文化政策学部とデザ

イン学部を融合させた本学独自の研究体制を推進さ

せることと、もう一つはその成果を含めた本学の存在

意義を地域の方 と々共有し、さまざまな活動を通して

浜松から世界へ提言することです。センターは、2019

年度より新たに開講した文明観光学コースの教員を

擁し、さらに両学部の研究者の連携により以下４課題

の研究活動を行っています。｠

文化・芸術研究センター

研究代表者
デザイン学部
デザイン学科 教授

研究代表者
文化政策学部
国際文化学科 准教授

研究代表者
文化政策学部
文化政策学科 教授

研究代表者
デザイン学部
デザイン学科 准教授

藤井 尚子
FUJII Naoko

武田  淳
TAKEDA Jun

藤井 康幸
FUJII Yasuyuki

新妻 淳子
NIITSUMA Junko

SUACの特徴的な学びを支援する2つのセンター さらなる2年が拡げる「文化」「デザイン」の未来像
21世紀は「市民」の時代と言われています。それは、これからは「政府」「企業」ではなく

「市民」が主体となり、自分たちの望む社会を創造していくことを意味しています。

大学院では、市民社会のリーダーに必要な、様々な価値観を尊重しつつとりまとめていく、

課題解決の能力を養成します。

文化政策研究科　デザイン研究科

大学院

※学生の学年表記は取材時（2020年度）のものです。

MIYASAKI GABRIEL MATHEUS MAKOTO
文化政策研究科 1年
出身大学／都留文科大学 暢  婉君

CHANG Wanjun  デザイン研究科 2年
出身大学／静岡文化芸術大学
内定就職先／中国運城幼児師範高等専科学校

療養環境におけるアートの意義の分類
および実践に関する研究

コーヒーの廃棄物を活用したフェアトレード
商品開発の研究

歴史、風土、文化から遠州地域の将来を
デザインする研究

伝統建築･工芸の技術と文化を匠と協同
して未来へつなぐための研究

英語・中国語教育センター

英語・中国語教育センターは、英語および中国語教育

の充実・強化を図ることを目的として、設立されました。

現在、英語特任講師、中国語特任講師が常駐し、学

生が実践的な語学力と幅広い文化的知識と教養を身

につけられるよう支援を行っています。幅広く国際交流

を理解する「異文化理解」、授業の復習や日常会話を

習得する「学習支援」、そして学外に出て積極的にスキ

ルを磨く「スキル向上」の３点に重点を置きながら事業

を展開しています。各種イベントやプログラムを提供し、

より一層、英語・中国語教育の充実を図っていきます。

英語教育
教授

Edward Pearse SARICH

I hope the Center will 
provide students with
a comfortable space 
where they can 
explore using language 
in meaningful ways.

言語学／言語接触／
言語習得

特任講師

羅  沢宇  LUO Zeyu

第二言語が母語に与
える影響を研究してい
ます。中国語の学習を
通して母語である日本
語にも理解と愛情を
深めていきましょう。

特任講師
英語教育／
グローバル教育

上村 明英 UEMURA Akie

英語学習を通して学
習者が知識や視野を
拡げたり、異文化に興
味を持ち、理解しようと
する過程を支援したい
と思っています。

英語教授法／
動機付け研究

特任講師

Nicholas James COOPER

I aim to help students 
find motivation for 
learning English by 
connecting their 
language studies to 
the world around them.

※2021年度 在籍している教員を掲載しています。

的場 ひろし  MATOBA Hiroshi

宗教学／
西アジア文明

教授

青木  健  AOKI Takeshi

メディアアート／
インタラクションデザイン

センター長／
デザイン学部教授

デザイン学部教員としてインタラクションデザイ
ンの研究やメディアアート作品の制作等を行う
とともに、センターの活動として、両学部の協
力による研究を推進し、他大学や文化施設と
も連携して、学内外に向けた情報発信イベント
等を実施しています。

古代オリエントからイスラーム期にかけての西アジア
の宗教を研究しています。特に、古代ペルシアのゾ
ロアスター教が専門です。他にも、マニ教やネストリ
ウス派キリスト教といった西アジアの宗教が、シルク
ロードを経て、中央アジア、中国、日本まで到達した
歴史的経緯についても研究しています。ペルシア
語文献から窺い知る古代世界が興味の中心です。
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寛容といった教員としての資質についても、先生方から教えていただきました。帰

国後は大学教員となり日本で学んだCADデザインを広めたいと考えています。

社会人から大学院へチャレンジ
自分の未来を切り開く、充実の環境に感謝

ガブリエル マコト
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イン学部を融合させた本学独自の研究体制を推進さ

せることと、もう一つはその成果を含めた本学の存在

意義を地域の方 と々共有し、さまざまな活動を通して

浜松から世界へ提言することです。センターは、2019

年度より新たに開講した文明観光学コースの教員を

擁し、さらに両学部の研究者の連携により以下４課題

の研究活動を行っています。｠
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を理解する「異文化理解」、授業の復習や日常会話を

習得する「学習支援」、そして学外に出て積極的にスキ

ルを磨く「スキル向上」の３点に重点を置きながら事業

を展開しています。各種イベントやプログラムを提供し、

より一層、英語・中国語教育の充実を図っていきます。

英語教育
教授

Edward Pearse SARICH

I hope the Center will 
provide students with
a comfortable space 
where they can 
explore using language 
in meaningful ways.

言語学／言語接触／
言語習得

特任講師

羅  沢宇  LUO Zeyu

第二言語が母語に与
える影響を研究してい
ます。中国語の学習を
通して母語である日本
語にも理解と愛情を
深めていきましょう。

特任講師
英語教育／
グローバル教育

上村 明英 UEMURA Akie

英語学習を通して学
習者が知識や視野を
拡げたり、異文化に興
味を持ち、理解しようと
する過程を支援したい
と思っています。

英語教授法／
動機付け研究

特任講師

Nicholas James COOPER

I aim to help students 
find motivation for 
learning English by 
connecting their 
language studies to 
the world around them.

※2021年度 在籍している教員を掲載しています。

的場 ひろし  MATOBA Hiroshi

宗教学／
西アジア文明

教授

青木  健  AOKI Takeshi

メディアアート／
インタラクションデザイン

センター長／
デザイン学部教授

デザイン学部教員としてインタラクションデザイ
ンの研究やメディアアート作品の制作等を行う
とともに、センターの活動として、両学部の協
力による研究を推進し、他大学や文化施設と
も連携して、学内外に向けた情報発信イベント
等を実施しています。

古代オリエントからイスラーム期にかけての西アジア
の宗教を研究しています。特に、古代ペルシアのゾ
ロアスター教が専門です。他にも、マニ教やネストリ
ウス派キリスト教といった西アジアの宗教が、シルク
ロードを経て、中央アジア、中国、日本まで到達した
歴史的経緯についても研究しています。ペルシア
語文献から窺い知る古代世界が興味の中心です。

061 062

国
際
文
化
学
科

文
化
政
策
学
科

芸
術
文
化
学
科

デ
ザ
イ
ン
学
科

セ
ン
タ
ー
／
大
学
院

国
際
交
流

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ド

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ・

支
援
制
度

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン



文化政策研究科［大学院］

文化政策研究科では、専門的な文献研究だけでなく、実践の場でのフィールドワークや調査を重視し、文化・芸術の持つ可

能性を可視化・具体化できる人材を育成していきます。院生は以下の3つの研究専門領域から1つを選び、領域横断的で

学際的な研究を教員の指導のもと展開していきます。

現場からの学びを重視した実践的なカリキュラム カリキュラム構成の特徴
01

基礎科目

02
基幹科目

03
演習科目

各分野の概論的な知識を学び、学際的な系譜を学ぶ

ための「領域横断科目」と、「アーツアンドカルチュラ

ルマネジメント」「地域政策マネジメント」「グローカ

ルスタディーズ」に関係した専門的な内容を学ぶ「専

門科目」があります。

修士論文の構想づくりを進めるための「文化政策研究

の方法」と、修士論文の仮説をフィールドワークや現

場での調査を通して複数の教員とともに考察していく

「アクションリサーチ基礎」「リサーチワークショップ」

があります。

演習Ⅰ（1年目）と演習Ⅱ（2年目）から構成されてい

ます。演習Ⅰは異なる教員による2つを履修し、領

域横断的に学びます。演習Ⅱはさらに1名の教員の

本格的指導のもと、論文を完成させていきます。ま

た研究科内での発表会の機会もあります。

修 士 論 文

● アーツアンドカルチュラルマネジメント専門領域の科目
● 地域政策マネジメント専門領域の科目
● グローカルスタディーズ専門領域の科目

基 幹 科 目

● 演習Ⅰ ● 演習Ⅱ

演 習 科 目

● 文化政策研究の方法  ● アクションリサーチ基礎  ● リサーチワークショップ

基 礎 科 目

■  トランスナショナルなコンテンツが持つ可能性
　 －日本バラエティ番組に関する対立と調和－

■ 大学劇場にみる観客開拓に関する研究
　 －上海の大学劇場の芸術普及事業に着目して－

■ 中国の美術大学におけるキャリアサポートのあり方
　 －日本の経験からの応用－

■ 社会的包摂とねむの木学園
　 －宮城まり子の活動に着目して－

■ 高齢者大学からみる社会参加のプラットフォーム
　 －高齢社会における文化芸術事業の可能性－

■ 地方において本屋が「居場所」となる可能性
　 －八戸ブックセンターを事例として－

■ 創造都市推進政策としてのアーティスト・イン・レジデンス
　事業の評価のあり方
　 －浜松市鴨江アートセンターにおける思考を踏まえて－

■ 外国人滞在者の公共交通機関利用における課題と提案
　 －浜松市のバス交通に着目して－

■ 日本のオーケストラにおける子供たちへの音楽教育
　 プログラムに関する研究

■ 公立図書館運営に求められるパートナーシップ
　 －中津川市の事例分析－

■  浜松市の自治会における規範維持と合意形成

修士論文テーマ（例）

※修士論文は静岡文化芸術大学学術リポジトリ（https://suac.repo.nii.ac.jp/）をご参照ください。

Glocal Studies

楽団、劇団、美術館などの民間お

よび 公 立の施 設 運 営、行 政の文

化政策、文化産業、文化イベント

などのあり方 や 可 能 性に関する

研究を行う。

まちづくりや地域活性化、コミュ

ニティ政策、自治体改革、行政評

価など、未 来の地 域に必 要な活

動や政策のあり方や可能性に関

する研究を行う。

グローバ ル 化 の 影 響で、世 界 的

規範や法、地域社会にどのような

変化が生まれているのか、そして

未来の持続可能な社会のあり方

や可能性に関する研究を行う。

■  公益財団法人掛川市生涯学習振興公社

■  公益財団法人静岡県舞台芸術センター（SPAC）

■  公益財団法人豊田市文化振興財団

■  公益財団法人名古屋国際センター

■  公益財団法人浜松国際交流協会（HICE）

■  公益財団法人浜松市文化振興財団

■  公立大学法人静岡文化芸術大学

■  サントリーパブリシティサービス株式会社

■  特定非営利活動法人
　 国際舞台芸術交流センター（PARC）

■  株式会社ファミリーマート

■  株式会社北國新聞社

■  蒲郡市農業協同組合

■  浜松磐田信用金庫

■  浜松市役所

■  静岡市役所

■  袋井市役所

就職実績（抜粋・50音順）

入学の動機　他大学で舞台芸術や博物館学を学び、博物館と演劇と

の連携によって博物館の充実と地方における演劇振興ができないかと

考えました。そのためには自治体の理解と支援が必要であり、自治体文化

政策を研究したいと思いましたが、大学では実技が中心だったため、政

策学の基礎から学ぶことのできるSUACを選びました。

大学院で学んで得たこと　大学院では、社会人や留学生も多く、様々

なバックグラウンドを持つ人達と交流できたことが刺激的でした。大学

の時よりも視野が広がり、就職を考える際も参考になりました。また、政

策学を学んだことで、実務的な問題に対して制度の面からも検討する

視点を持つことができたのは、今の仕事をする上でとても役に立ってい

ます。

より専門的な知識を身につけ
多角的な視点を持てたことで
将来の進路も広がった

02

03

01

修 了 生 の 声

国立大学法人長崎大学 管理運営部人事課

森  可南子さん
文化政策研究科 2013年度修了

アーツアンドカルチュラルマネジメント 地域政策マネジメント グローカルスタディーズ

定員10名
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文化政策研究科［大学院］

文化政策研究科では、専門的な文献研究だけでなく、実践の場でのフィールドワークや調査を重視し、文化・芸術の持つ可

能性を可視化・具体化できる人材を育成していきます。院生は以下の3つの研究専門領域から1つを選び、領域横断的で

学際的な研究を教員の指導のもと展開していきます。

現場からの学びを重視した実践的なカリキュラム カリキュラム構成の特徴
01

基礎科目

02
基幹科目

03
演習科目

各分野の概論的な知識を学び、学際的な系譜を学ぶ

ための「領域横断科目」と、「アーツアンドカルチュラ

ルマネジメント」「地域政策マネジメント」「グローカ

ルスタディーズ」に関係した専門的な内容を学ぶ「専

門科目」があります。

修士論文の構想づくりを進めるための「文化政策研究

の方法」と、修士論文の仮説をフィールドワークや現

場での調査を通して複数の教員とともに考察していく

「アクションリサーチ基礎」「リサーチワークショップ」

があります。

演習Ⅰ（1年目）と演習Ⅱ（2年目）から構成されてい

ます。演習Ⅰは異なる教員による2つを履修し、領

域横断的に学びます。演習Ⅱはさらに1名の教員の

本格的指導のもと、論文を完成させていきます。ま

た研究科内での発表会の機会もあります。

修 士 論 文

● アーツアンドカルチュラルマネジメント専門領域の科目
● 地域政策マネジメント専門領域の科目
● グローカルスタディーズ専門領域の科目

基 幹 科 目

● 演習Ⅰ ● 演習Ⅱ

演 習 科 目

● 文化政策研究の方法  ● アクションリサーチ基礎  ● リサーチワークショップ

基 礎 科 目

■  トランスナショナルなコンテンツが持つ可能性
　 －日本バラエティ番組に関する対立と調和－

■ 大学劇場にみる観客開拓に関する研究
　 －上海の大学劇場の芸術普及事業に着目して－

■ 中国の美術大学におけるキャリアサポートのあり方
　 －日本の経験からの応用－

■ 社会的包摂とねむの木学園
　 －宮城まり子の活動に着目して－

■ 高齢者大学からみる社会参加のプラットフォーム
　 －高齢社会における文化芸術事業の可能性－

■ 地方において本屋が「居場所」となる可能性
　 －八戸ブックセンターを事例として－

■ 創造都市推進政策としてのアーティスト・イン・レジデンス
　事業の評価のあり方
　 －浜松市鴨江アートセンターにおける思考を踏まえて－

■ 外国人滞在者の公共交通機関利用における課題と提案
　 －浜松市のバス交通に着目して－

■ 日本のオーケストラにおける子供たちへの音楽教育
　 プログラムに関する研究

■ 公立図書館運営に求められるパートナーシップ
　 －中津川市の事例分析－

■  浜松市の自治会における規範維持と合意形成

修士論文テーマ（例）

※修士論文は静岡文化芸術大学学術リポジトリ（https://suac.repo.nii.ac.jp/）をご参照ください。

Glocal Studies

楽団、劇団、美術館などの民間お

よび 公 立の施 設 運 営、行 政の文

化政策、文化産業、文化イベント

などのあり方 や 可 能 性に関する

研究を行う。

まちづくりや地域活性化、コミュ

ニティ政策、自治体改革、行政評

価など、未 来の地 域に必 要な活

動や政策のあり方や可能性に関

する研究を行う。

グローバ ル 化 の 影 響で、世 界 的

規範や法、地域社会にどのような

変化が生まれているのか、そして

未来の持続可能な社会のあり方

や可能性に関する研究を行う。

■  公益財団法人掛川市生涯学習振興公社

■  公益財団法人静岡県舞台芸術センター（SPAC）

■  公益財団法人豊田市文化振興財団

■  公益財団法人名古屋国際センター

■  公益財団法人浜松国際交流協会（HICE）

■  公益財団法人浜松市文化振興財団

■  公立大学法人静岡文化芸術大学

■  サントリーパブリシティサービス株式会社

■  特定非営利活動法人
　 国際舞台芸術交流センター（PARC）

■  株式会社ファミリーマート

■  株式会社北國新聞社

■  蒲郡市農業協同組合

■  浜松磐田信用金庫

■  浜松市役所

■  静岡市役所

■  袋井市役所

就職実績（抜粋・50音順）

入学の動機　他大学で舞台芸術や博物館学を学び、博物館と演劇と

の連携によって博物館の充実と地方における演劇振興ができないかと

考えました。そのためには自治体の理解と支援が必要であり、自治体文化

政策を研究したいと思いましたが、大学では実技が中心だったため、政

策学の基礎から学ぶことのできるSUACを選びました。

大学院で学んで得たこと　大学院では、社会人や留学生も多く、様々

なバックグラウンドを持つ人達と交流できたことが刺激的でした。大学

の時よりも視野が広がり、就職を考える際も参考になりました。また、政

策学を学んだことで、実務的な問題に対して制度の面からも検討する

視点を持つことができたのは、今の仕事をする上でとても役に立ってい

ます。

より専門的な知識を身につけ
多角的な視点を持てたことで
将来の進路も広がった

02

03

01

修 了 生 の 声

国立大学法人長崎大学 管理運営部人事課

森  可南子さん
文化政策研究科 2013年度修了

アーツアンドカルチュラルマネジメント 地域政策マネジメント グローカルスタディーズ

定員10名
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デザイン研究科［大学院］

デザイン研究科のカリキュラムは、3つの要素で構成されます。

研究分野 カリキュラム構成の特徴

インクルーシブデザイン

ユニバーサルデザイン建築人間工学

建築安全計画

環境・設備デザイン

ランドスケープデザイン

構造デザイン建築構造計画

空間デザイン

建築計画
建築デザイン

建築設計 建築実務

都市設計

教育工学

Ｗｅｂベースラーニング

グラフィックデザイン

ヒューマンインターフェイスデザイン

ｅ-ラーニング

キネマティクス

Ｗｅｂデザイン インタラクションデザイン

モーショングラフィックス

デジタル造形ＣＡＤ

音楽情報科学

ＣＧアニメーション

デジタル映像表現

映像企画演出 スケッチング

製品デザイン
立体造形

鍛金

金属造形

クラフトデザイン

パッケージデザイン

ＶＩ計画

彫刻

ファインアート

プロダクトデザイン

パブリックデザイン

社会・医療システムデザイン

地域産業デザイン産業デザイン振興

人間工学

生理人類学

社会デザイン

エルゴデザイン

地域連携

地域デザイン

デザイン方法論

インダストリアルグラフィックス

デザインマネジメント

ブランド戦略

感性マーケティング手法

商品イメージ戦略

デザイン論

産学官連携

■ 布のテクスチャーによる表現の研究
　 －空を表現するテキスタイルの制作－

■ 浜松市鴨江三丁目における三世帯住宅の設計

■ 浜名港景観整備計画 

■ 浜松市中区鴨江町における
　ライフスタイル提案施設の計画

■ 中国地方都市山西省運城市の高等教育機関に
　おけるCADデザイン教育の提案

■ 中国留守児童のための農村空間改造計画
　 －中国・浙江・泰山村農村空間改造計画－

■ 静岡県立農林環境専門職大学学生寮の最適化

■ リアルに交流できるような空間の提案
　 －浜松市におけるカフェの設計－

■ 洛陽市の老舗菓子店のブランディングデザイン計画 
　 －若者向けの「甜咸斋」牡丹餅のパッケージ及びトータルデザイン－

■ 三遠南信のアンテナショップのブランディングデザイン計画
　 －中国と日本の地域活性化の繋がりの構築への試み－

■ 地域と調和した静岡県立工科短期大学校の計画・設計
　 －風・森・水が創り出す技術の大学校－

修士論文・修了制作テーマ

01
特論科目

02
特論演習科目

03
特別研究

各デザイン分野に対応した少人数制の専門科目によ

り構成されます。学生は、各特論科目の履修を通じ、高

度な専門知識の習得を図ります。また、学際的な研究

能力を高めるために分野を横断する科目履修を基本

とします。

特論演習やインターンシップ等により構成され、特論

科目の学修内容を深化・発展させるとともに、実践的

な能力を身につけます。特論演習は各特論科目に対

応して開講され、学生は、各自の研究計画に沿って科

目を選択して履修を進めます。

指導教員の指導のもと、大学院在学期間を通して研

究活動を推進し、その成果を修士論文または修了制

作としてとりまとめ、2年次後期に提出します。

（抜粋・2020年度実績）

デザイン研究科において、所定の単位を修得すれば、一級建築士受験資
格に定める実務経験2年として認められ、実務経験が不要となります。

※修士論文・修了制作要旨は静岡文化芸術大学学術リポジトリ（https://suac.repo.nii.ac.jp/）をご参照ください。
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都市デザイン
都市計画ＨＣＩ

感性情報処理メディアアート

就職実績 （抜粋・50音順）

入学の動機　SUACの3年次に、本大学院に委託された富士山静岡空港

の景観デザイン事業に携わらせていただきました。デザインの奥深さ、対

象領域の広さを痛感し、ここで学びたいと思い、大学院への進学を決意し

ました。在学中様々な事業を通じ、実際の建物やプロダクトのデザインに携

わらせていただいたのは、とても誇りに思います。

大学院での学びを現在の仕事へ　教育施設をはじめ、様々な建築設

計を担当しています。建築はすべて一品生産です。一つひとつのプロジェ

クトで、相手への同化を心がけています。今でもその思考の中心にあるの

は、教授からの「本質とは何か」という言葉です。その言葉を胸に、どこまで

本質をつかみ、創造につなげられるかを大切にしています。今後も社会変

化に応じ、固定観念にとらわれない新たな空間づくりを目指していきます。

「本質とは何か」という
教授の言葉を胸に
新たな空間づくりを目指す

● デザインマネジメント
● ソーシャルデザイン
● エルゴデザイン
● 地域産業デザイン
● パッケージデザイン
● 造形デザイン
● インダストリアルデザイン
● 色彩デザイン
● ＣＡＤデザイン

● インターフェイスデザイン
● メディアデザイン
● インタラクションデザイン
● Ｗebデザイン
● 都市デザイン
● ランドスケープデザイン
● 建築デザイン
● 構造デザイン
● 環境設備デザイン

定員10名

■  いすゞ自動車株式会社
■  株式会社一条工務店
■  運城幼児師範高等専科学校（中国）
■  柏木工株式会社
■  株式会社共同建築設計事務所
■  株式会社岐阜造園
■  佐川印刷株式会社
■  株式会社GKテック
■  ジェイアール東海建設株式会社 
■  株式会社シャンソン化粧品
■  スズキ株式会社
■  株式会社駿河生産プラットフォーム
■  株式会社タカハ都市科学研究所
■  株式会社たき工房
■  チームラボ株式会社
■  中央コンサルタンツ株式会社 
■  株式会社電通
■  株式会社東畑建築事務所
■  株式会社図書館流通センター
■  豊田合成株式会社
■  浜松市役所
■  企業組合針谷建築事務所
■  株式会社ヒダマリ
■  富士通株式会社
■  ブラザー工業株式会社
■  株式会社ボークス
■  三井デザインテック株式会社
■  三菱地所レジデンス株式会社
■  三菱電機住環境システムズ株式会社
■  ヨシコン株式会社
■  （進学）他大学大学院博士課程

高度情報化、循環型社会への転換、そして高

齢化の進展など、大きく変化する時代環境に

あって、デザインに要請される内容は多様化

し、デザイナーには専門的な能力が幅広く求

められるようになっています。デザイン研究

科では、そのような社会的要請に応えるため

に、皆さんがこれまでに身に

つけたデザインあるいはそ

の他の分野の専門性をベー

スにして、より高度なデザイ

ンの力を磨くための実践的

な研究の場を提供します。

修 了 生 の 声

株式会社類設計室 意匠設計
～社内ジョブローテーション（設備設計）

今村達哉さん
デザイン研究科 2014年度修了
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■ 静岡県立農林環境専門職大学学生寮の最適化

■ リアルに交流できるような空間の提案
　 －浜松市におけるカフェの設計－
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　 －風・森・水が創り出す技術の大学校－
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※学生の学年表記は取材時（2020年度）のものです。

学外学内4年間を通した
キャリア支援

キャリア支援室では、皆さんが希望する進路・就職を実現できるよう、

ガイダンス等はもちろん、個別相談を通じて、学生一人ひとりに合わ

せたサポートを行っています。将来を見つめながら、自分の夢を実現さ

せる方法を一緒に考えていきましょう。どうぞ気軽にキャリア支援室を

利用してください。

キャリア支援室

具体的な助言から不安解消まで、
キャリア支援室のサポートに感謝

皆さんの夢の実現をサポートします

就職（内定）／ 株式会社セガ

キャリアサポート

SUACで学んできた3DCGアニメーションの技術をエンターテ

インメントの分野に活かせると考え、セガへの就職を決めました。

就職活動では、OG訪問やインターンシップ、会社説明会などを

通じて、自分の作品やポートフォリオを見せて意見をもらい、自分

のアピールポイントのブラッシュアップに役立てました。学内で

開催されたポートフォリオサイトのセミナーに参加したことがきっ

かけで、そのサイトを通して複数の企業から声がかかり、セガへ

の就職にもつながりました。コロナ禍での就職活動は、情報不足

でわからない事も多く不安でしたが、キャリア支援室の方々が電

話やスカイプで相談に乗ってくださり、オンライン面接の練習で

も様々な助言をいただきました。学生一人ひとりに対する手厚い

サポートは少人数制のSUACならでは。とても心強かったです。デザイン学部 ビジュアル・サウンド領域 4年　岡山県立倉敷青陵高校出身

安谷庸佑  YASUTANI Yosuke

学生 学内 学外

ボランティア活動

ゼミ・卒業論文

業界研究

クラブ・サークル活動

留学・語学研修

社会
就職活動

インターンシップ

●学生生活の目標を立てる ●自分を知る、業界を知る ●採用情報をつかむ、動く

自分を見つめ、可能性に挑戦、そして夢を現実に

●学生生活の
　目標を立てる

・ インターンシップ

・ 自己分析

・ 業界研究

・ 企業研究

・ エントリーシート作成準備

・ 面接練習

・ サークル活動

・ アルバイト経験

・ インターンシップ

・ ボランティア活動

・ 合同会社説明会等へ参加

・ 会社説明会に申込

・ 自己PR・志望動機まとめ

・ エントリーシート提出

・ 採用試験（筆記）

・ 面接（個人・集団）

・ 内定（進路を決定する）

・ 進路決定届の提出

・ 就職ガイダンス
  （業界研究、自己分析、エントリーシート
  対策、マナー、面接対策、県外就職）

・ デザイン学部就職ガイダンス
   （デザイン実習、インターンシップ、業界研究）

・ インターンシップガイダンス

・ インターンシップマッチング会

・ 適性検査

・ 大学院進学セミナー

・ 学科別業界説明会

・ 個人面談

・ 4年生内定者による報告会

・ 業界説明会

・ 模擬面接・グループディスカッション講座

・ 合同会社説明会

・ 就職活動説明会

・ 採用情報の提供

・ 大都市就職活動拠点の案内
  （東京・大阪・広島・福岡）

・ 学内会社説明会

・ 就職相談

・ 履歴書・エントリーシート助言

・ 面接練習

・ 公務員試験直前演習講座

・ インターンシップガイダンス

・ デザイン系施設見学バスツアー

・ 浜松市内企業見学バスツアー

・ キャリア支援セミナー

・ インターンシップマッチング会

・ 公務員試験対策講座

・ MOS試験対策講座

・ 簿記検定試験対策講座

・ ファイナンシャルプランナー検定試験対策講座

就職支援

学生生活を通して、将来の夢や希望が実現できるよう、就職ガイダンスやセミナー、

資格取得のための講座など、様々な就職支援行事を行っています。
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・ 秘書検定試験対策勉強会

●採用情報をつかむ、
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　業界を知る
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※学生の学年表記は取材時（2020年度）のものです。

学外学内4年間を通した
キャリア支援

キャリア支援室では、皆さんが希望する進路・就職を実現できるよう、

ガイダンス等はもちろん、個別相談を通じて、学生一人ひとりに合わ

せたサポートを行っています。将来を見つめながら、自分の夢を実現さ

せる方法を一緒に考えていきましょう。どうぞ気軽にキャリア支援室を

利用してください。

キャリア支援室

具体的な助言から不安解消まで、
キャリア支援室のサポートに感謝

皆さんの夢の実現をサポートします

就職（内定）／ 株式会社セガ

キャリアサポート

SUACで学んできた3DCGアニメーションの技術をエンターテ

インメントの分野に活かせると考え、セガへの就職を決めました。

就職活動では、OG訪問やインターンシップ、会社説明会などを

通じて、自分の作品やポートフォリオを見せて意見をもらい、自分

のアピールポイントのブラッシュアップに役立てました。学内で

開催されたポートフォリオサイトのセミナーに参加したことがきっ

かけで、そのサイトを通して複数の企業から声がかかり、セガへ

の就職にもつながりました。コロナ禍での就職活動は、情報不足

でわからない事も多く不安でしたが、キャリア支援室の方々が電

話やスカイプで相談に乗ってくださり、オンライン面接の練習で

も様々な助言をいただきました。学生一人ひとりに対する手厚い

サポートは少人数制のSUACならでは。とても心強かったです。デザイン学部 ビジュアル・サウンド領域 4年　岡山県立倉敷青陵高校出身

安谷庸佑  YASUTANI Yosuke

学生 学内 学外

ボランティア活動

ゼミ・卒業論文

業界研究

クラブ・サークル活動

留学・語学研修

社会
就職活動

インターンシップ

●学生生活の目標を立てる ●自分を知る、業界を知る ●採用情報をつかむ、動く

自分を見つめ、可能性に挑戦、そして夢を現実に

●学生生活の
　目標を立てる

・ インターンシップ

・ 自己分析

・ 業界研究

・ 企業研究

・ エントリーシート作成準備

・ 面接練習

・ サークル活動

・ アルバイト経験

・ インターンシップ

・ ボランティア活動

・ 合同会社説明会等へ参加

・ 会社説明会に申込

・ 自己PR・志望動機まとめ

・ エントリーシート提出

・ 採用試験（筆記）

・ 面接（個人・集団）

・ 内定（進路を決定する）

・ 進路決定届の提出

・ 就職ガイダンス
  （業界研究、自己分析、エントリーシート
  対策、マナー、面接対策、県外就職）

・ デザイン学部就職ガイダンス
   （デザイン実習、インターンシップ、業界研究）

・ インターンシップガイダンス

・ インターンシップマッチング会

・ 適性検査

・ 大学院進学セミナー

・ 学科別業界説明会

・ 個人面談

・ 4年生内定者による報告会

・ 業界説明会

・ 模擬面接・グループディスカッション講座

・ 合同会社説明会

・ 就職活動説明会

・ 採用情報の提供

・ 大都市就職活動拠点の案内
  （東京・大阪・広島・福岡）

・ 学内会社説明会

・ 就職相談

・ 履歴書・エントリーシート助言

・ 面接練習

・ 公務員試験直前演習講座

・ インターンシップガイダンス

・ デザイン系施設見学バスツアー

・ 浜松市内企業見学バスツアー

・ キャリア支援セミナー

・ インターンシップマッチング会

・ 公務員試験対策講座

・ MOS試験対策講座

・ 簿記検定試験対策講座

・ ファイナンシャルプランナー検定試験対策講座

就職支援

学生生活を通して、将来の夢や希望が実現できるよう、就職ガイダンスやセミナー、

資格取得のための講座など、様々な就職支援行事を行っています。
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取得可能な資格等就職支援

■ 教育職員免許状［中学校教諭一種・高等学校教諭一種］

中学校教諭一種・高等学校教諭一種の免許状を取得できる教職課程を設けています。
教職課程を履修し、必要な科目の単位を修得するとともに教育実習（2～4週間）、中学校
一種はさらに特別支援学校・社会福祉施設などで介護等体験実習（7日間以上）を行うこ
とが必要です。教員として就職するには教員採用試験に合格することが条件となります。

■ 図書館司書

図書館で専門的職務に従事する職員に求められる資格です。司書課程を履修し、必要
な科目の単位を修得することで資格が得られます。また、課程科目を履修する中で、大学
での学習や仕事上必要となる、情報・資料・文献の探索方法や組織化などに関する知
識や技術を身につけることができます。

■ 学校図書館司書教諭

小・中・高等学校の学校図書館で専門的職務（図書の情報提供、読書指導、情報教育
推進を担うメディア専門職などの役割）に携わる司書教諭になるための資格です。教職
課程を履修し、教員免許状を取得することが前提です。加えて司書教諭課程を履修し、
必要な科目の単位を修得することで資格が得られます。

■ 博物館学芸員

博物館で資料の収集・保管・展示・調査研究のほか、これらの関連事業について専門的
事項に携わる職員となるための資格です。美術館、資料館、水族館、動物園、植物園な
どでも専門職として活躍できます。学芸員養成課程を履修し、必要な科目の単位を修得
するとともに博物館実習を行うことで資格が得られます。

1

2

3

4

■ 日本語教員養成課程

日本語教員には、一般的な教員のように法に基づく免許制度はありませんが、日本語教
員の応募資格の一つになるものです。この課程を修了した学生には、卒業時に本学か
ら｢日本語教員養成課程修了証｣を発行します。

5

■ 日本語教員養成課程

日本語教員には、一般的な教員のように法に基づく免許制度はありませんが、日本語教
員の応募資格の一つになるものです。この課程を修了した学生には、卒業時に本学か
ら｢日本語教員養成課程修了証｣を発行します。

4

文化政策学部の取得可能な資格

■ 商業施設士補資格

商業施設士補資格とは、商業施設の企画・設計・デザイン・監理等に関する知識を有し
ていることを証した資格制度です。本学の所定の単位を取得し、商業施設士補資格講
習会を受講修了することにより資格が取得できます。最短で２年生の段階で商業施設
士補を取得することができ、商業施設士補資格取得後は在学中でも商業施設士にチャ
レンジすることもできます。

■ インテリアプランナー資格

インテリアプランナーは、インテリアプランニングにおける企画・設計・工事監理を行うイ
ンテリアに関する知識と技術に習熟した専門家のことです。設計製図試験に合格・登
録し、所定の実務経験を経ることにより、インテリアプランナー資格を得られます。本学
の所定の単位を取得することで、合格後の実務経験が免除されます。また、２０歳以上
の人に受験資格があり、在学中でも学科試験を合格・登録すると、アソシエイトインテ
リアプランナーの称号が付与されます。

■ 一級・二級建築士 木造建築士試験 受験資格

建築士は建築物の設計および工事監理を主業務とし、建設会社や建築設計事務所、
官公庁などで活躍できます。定められた科目を修得し卒業することで、建築士資格を得る
ための試験を受験できます。
※所定の科目の単位を修得した上で本学を卒業後、本学大学院デザイン研究科にお
いても、所定の単位を修得すれば、一級建築士受験資格に定める実務経験年数として
認定され、実務経験が不要となります。

デザイン学部の取得可能な資格

1

2

3

デザイン学科

○

○

○

○

○

■ 建築士受験資格

■ インテリアプランナー資格

■ 商業施設士補資格

■ 日本語教員養成課程

■ 社会調査士5

4

3

2

1■ 中学校教諭一種

■ 高等学校教諭一種

■ 図書館司書

■ 学校図書館司書教諭

■ 博物館学芸員

■ 日本語教員養成課程

■ 社会調査士

4

5

6

3

2

1

1

芸術文化

ー

ー

○

ー

○

○

○

文化政策

社会

公民

○

○

ー

○

○

国際文化

国語/英語

国語/英語

○

○

ー

○

○

■ 社会調査士

社会調査士とは、社会調査の知識や技術を用いて、世論や市場動向、社会事象等を捉
えることのできる能力を有する人材に対して、一般社団法人社会調査協会が与える資
格です。社会調査士の資格によって、調査報告書を適切に評価したり、自ら調査を企
画・実施・分析できる一定の能力を有することを第三者評価で示すことができます。

6

■ 社会調査士

社会調査士とは、社会調査の知識や技術を用いて、世論や市場動向、社会事象等を
捉えることのできる能力を有する人材に対して、一般社団法人社会調査協会が与える
資格です。社会調査士の資格によって、調査報告書を適切に評価したり、自ら調査を企
画・実施・分析できる一定の能力を有することを第三者評価で示すことができます。

5

※1 建築士受験資格は、所定の単位を取得した場合に得られます。
※2 インテリアプランナー登録資格は、所定の単位を取得した場合に得られます。
※3 他学部他学科科目（国際文化学科専門科目）の履修が必要なため、計画的な履修が必要です。

※2

※1

※3インターンシップを実施する企業を招き、プログラム内容を直接学生に説明
していただく機会を提供しています。学生は、企業担当者と対話する中で、
興味を持ったインターンシップへ参加しています。

就職ガイダンス

本学学生の就職先として考えられる業界から、第一線で活躍する社員の
方々を招き、実際の仕事内容や社会人としての心構えなどについて、具体
的なお話を伺います。

業界説明会

キャリア支援室職員が3年次後期に学生全員と個人面談を実施。希望す
る業種、職種、勤務地などを確認することで、学生が希望する進路実現に
向けてきめ細やかな就職サポートをしています。また、進路相談やエントリー
シートの添削、面接練習なども実施しています。

個人面談

公務員など専門的な勉強が必要とされる就職試験に向けたものから、分野
を限らず仕事をするにあたって有用と思われる資格など幅広い分野にわた
って各種の講座を開講しています。

資格取得講座

大学受験と異なり、就職試験は採用内容も、選考方法も、各社・各団体
様々です。本学では、学外から講師を招き、就職を取り巻く環境や企業選択
のポイント、就職活動の進め方などについてガイダンスを実施し、就職活動
の意識を高めていきます。

インターンシップ

本学学生が多く応募する会社を中心に採用担当者を招き、会社概要から
募集職種、採用方法などについて説明をしていただきます。本学ＯＢ、ＯＧ
が担当者として来場してくれる機会も増え、参加学生は真剣な表情で説明
を聞いたり、疑問点を質問したりしています。

合同会社説明会

学科別業界
説明会

内定を得た4年生が、企業選びのポイントや就職活動の心得、面接で聞か
れたことなど、体験に基づいた最新情報を報告します。

内定者報告会

国際文化学科では航空や旅行、文化政策学科では金融や行政、芸術文
化学科では文化施設、デザイン学科では各種デザイナーなど、学生が多く
志望する業界に就職した卒業生を招き、業界の特徴や働きがいなどを生の
声で伝えます。
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取得可能な資格等就職支援

■ 教育職員免許状［中学校教諭一種・高等学校教諭一種］

中学校教諭一種・高等学校教諭一種の免許状を取得できる教職課程を設けています。
教職課程を履修し、必要な科目の単位を修得するとともに教育実習（2～4週間）、中学校
一種はさらに特別支援学校・社会福祉施設などで介護等体験実習（7日間以上）を行うこ
とが必要です。教員として就職するには教員採用試験に合格することが条件となります。

■ 図書館司書

図書館で専門的職務に従事する職員に求められる資格です。司書課程を履修し、必要
な科目の単位を修得することで資格が得られます。また、課程科目を履修する中で、大学
での学習や仕事上必要となる、情報・資料・文献の探索方法や組織化などに関する知
識や技術を身につけることができます。

■ 学校図書館司書教諭

小・中・高等学校の学校図書館で専門的職務（図書の情報提供、読書指導、情報教育
推進を担うメディア専門職などの役割）に携わる司書教諭になるための資格です。教職
課程を履修し、教員免許状を取得することが前提です。加えて司書教諭課程を履修し、
必要な科目の単位を修得することで資格が得られます。

■ 博物館学芸員

博物館で資料の収集・保管・展示・調査研究のほか、これらの関連事業について専門的
事項に携わる職員となるための資格です。美術館、資料館、水族館、動物園、植物園な
どでも専門職として活躍できます。学芸員養成課程を履修し、必要な科目の単位を修得
するとともに博物館実習を行うことで資格が得られます。
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■ 日本語教員養成課程

日本語教員には、一般的な教員のように法に基づく免許制度はありませんが、日本語教
員の応募資格の一つになるものです。この課程を修了した学生には、卒業時に本学か
ら｢日本語教員養成課程修了証｣を発行します。

5

■ 日本語教員養成課程

日本語教員には、一般的な教員のように法に基づく免許制度はありませんが、日本語教
員の応募資格の一つになるものです。この課程を修了した学生には、卒業時に本学か
ら｢日本語教員養成課程修了証｣を発行します。

4

文化政策学部の取得可能な資格

■ 商業施設士補資格

商業施設士補資格とは、商業施設の企画・設計・デザイン・監理等に関する知識を有し
ていることを証した資格制度です。本学の所定の単位を取得し、商業施設士補資格講
習会を受講修了することにより資格が取得できます。最短で２年生の段階で商業施設
士補を取得することができ、商業施設士補資格取得後は在学中でも商業施設士にチャ
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国立台湾師範大学  台湾

1882年に開学し、現在は経営学部・教育学部・医療学部・教養学部、薬学部、
理学部の6学部から成る総合大学です。オハイオ州に位置し、学生数約4,000
人、地域との結びつきが強く、留学生に対するサポート体制も充実しています（留
学生は日本、タイ、マレーシア、インド、サウジアラビア、韓国、中国等30カ国から来
ています）。

フィンドレー大学 アメリカ合衆国

2014年より産学共同国際ワークショップで交流を深めてきたトルコ・イズミル経
済大学と2015年に交流協定を締結しました。イズミル経済大学（2001年創
立）は、２大学院、7学部、2専門学校からなる総合大学で、英語で授業、外国籍
の教員が多数在籍する国際色豊かな大学です。デザイン学部を有しており、デ
ザインワークショップ開催、留学生受け入れなど交流を行っていきます。

イズミル経済大学 トルコ

ブルゴーニュ大学は、1722年創立、フランスのブルゴーニュ地方に5つのキャンパ
スを持つ国立総合大学で、学生数27,000人、教員数4,000人を数えます。国際
フランス語センターは、ディジョン市のメインキャンパス内にあり、大学の学部に相
当する一機関として毎年1,500人以上の留学生を受け入れています。

ブルゴーニュ大学 国際フランス語センター フランス

1954年にインドネシア第2の都市スラバヤに設立された国立総合大学。人文
学部には2006年に日本研究学科が開設され、4学年あわせて200人を超える
学生が日本文化を学んでいます。本学からの留学生には人文学部の授業のほ
かに留学生別科BIPAでの語学科目も単位認定されます。

アイルランガ大学 人文学部 インドネシア

1088 年の創立で「世界最古の大学」とも言われており、建築学部以外はすべ
ての専門を擁する国立の総合大学です。イタリアのエミリア・ロマーニャ州の州
都であるボローニャ市にあり、在籍学生数は8万人を超えています。アートマネジ
メント研究の分野においては、総合芸術学科（1970年創立）が先進的研究拠
点となっています。

ボローニャ大学 イタリア

国立台湾師範大学は、1946年に設立された台北市に本拠を置く国立大学で、
国際的に語学教育分野での評価が高い大学です。本学は2016年に語学研
修生の派遣を行い、同年に交流協定を締結しました。交換留学、語学研修を中
心に交流しています。

本学の設置理念である「国際社会に貢献する開かれた大学」の実現に向けて、海外の多様な大学と交流協定を結び、

様々な交流事業を展開してグローバルに活躍できる人材の育成を目指しています。

※学生の学年表記は取材時（2020年度）のものです。

国際交流

自分から望んだ英語漬けの日々。
語学力に自信がつき、交流も広がった
自分の語学力を実践的に試すためにオーストラリアへ留学しまし

た。ネイティブの学生と同じ授業を受けるために、留学前にIELTS

で高得点を取得。経済学や会計学をはじめ観光学やオーストラリア

の文化など幅広く学び、どれも好成績を収めることができました。

英語漬けの生活をしたかったので自分でシェアハウスを探し、アメ

リカや中国、インドなど様々な国の友達ができました。キャンパスは

ゴールドコーストにあり、平日は授業、週末はレジャーという充実し

た日々でした。「英語に自信がない」と留学に戸惑う人がいますが、

オーストラリアはフレンドリーな人ばかりだから大丈夫。自分も恥ず

かしがり屋を克服することができました。留学を経験して、海外で

仕事をしたいという気持ちがますます強くなりました。

留学先／サザンクロス大学〈オーストラリア〉
　　　   3年次に8カ月留学

国際文化学科 4年　桜丘高校出身（愛知県）

沖根勇昌  OKINE Yusuke

社会・経済のグローバル化が急速に進む中で、日本、世界各地の地域文化とコミュニティの特色を理解するとと

もに、地域で、世界で活躍・貢献できる国際的な視野を持ったグローバル人材の育成を目指しています。国際交

流協定校との交換留学や語学研修、海外からの留学生との交流等を通じて、学びの可能性は大きく広がります。

海外からの
留学生支援のために

本学学生の
留学支援のために

グローバルな視野を持って社会に貢献する人材の育成を目指して

◎ＳＵＡＣによる奨学金・奨励金制度
◎日本学生支援機構による奨学金制度
◎交流協定校で取得した単位の本学卒業認定単位への換算
　（4年間での卒業も可能） 等

◎単位互換、留学生宿舎の提供 等 【交換留学生】
◎授業料減免制度、奨学金制度（SUAC、日本学生支援機構） 等 【私費留学生】
◎留学生交流会・研修旅行の実施

２学期目には、他の留学生を出迎える「インターナ
ショナル・スチューデント・アンバサダー」としてボ
ランティアをしました。異文化交流の機会が頻繁
で大変刺激を受けました。

キャンパス近くのゴールドコーストで、サーフィン
にチャレンジしました。簡単なレッスンを受けるだ
けでトライできるのでおススメです。
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ユニバーサルデザインとは、年齢や性別、能力の如何にかかわらず、すべての人が利用できるようにモノや空間をデザインするという考え方です。こ

れまでの多くの道具や建築物は、平均的な人が使いやすいようにデザインされており、そうでない人には利用できなかったり、過度の負担を強いたり

していました。これからの道具や建築物には、あらかじめ多様な人々の利用を想定し、アクセスを可能にしておく配慮が必要とされています。古くから

「用と美」という言葉があるように、本学では、機能性と審美性を備えた、さりげなく、美しく、できる限り多くの人のアクセスを可能にするユニバーサ

ルデザインを目指しています。

す べ て の 人 に や さ し い 、ア ク セ シ ブ ル な 自 由 空 間

案内サインは、大学カラーのブルーを基調に、日本語と英語で表
示しています。点字案内板も学内11カ所に設置され、音による
誘導も行っています。

音声でも誘導する案内サイン
トイレの種類は、男性、女性、多目的の3種類。各々の違
いを識別できるよう、入口には手が届く高さに点字を設置
しています。

多機能型トイレとサイン
水飲み場は、車椅子の方でも使いやすい形状で、高さも調整され
ています。また周辺には充分なスペースがあります。自動販売機に
も、コイン投入口の形状など様々な工夫があります。

水飲み場・自動販売機

ユニバーサルデザイン

キャンパスガイド
施設紹介　工房・特殊機器紹介

語学研修
実体験を通じて異文化への理解を深めることは、真の国際人と
しての感性を養う上で、欠くことのできない条件です。本学では
世界に通じる人材育成を目指して、世界各国への研修を実施
するなど、語学研修の充実に努めています。

その他 海外協定校一覧

2020年度 語学研修先

国・地域名

ブリティッシュコロンビア大学

ヴィクトリア大学

ハワイ大学 マノア校

ケンブリッジ大学 ホマートン校

サザンクロス大学

国立台湾師範大学

カナダ

カナダ

アメリカ

イギリス

オーストラリア

台湾

本学主催の留学・語学研修生には、指定の海外旅行保険を用
意しています。これにより、海外での万一の事件・事故への対応
力を高め、迅速なサポートを可能にします。備えを万全にして、充
実した留学生活にできるよう環境を整えています。

留学生トータルサポートプログラム

国際交流

協定校

国立高等装飾美術学校

サザンクロス大学

ウダヤナ大学

国名

イギリス

フランス

フランス

オーストラリア

インドネシア

協定校

ダッカ大学

湖西大学校

華東師範大学

上海工程技術大学

浙江大学城市学院

国名

バングラデシュ

大韓民国

中華人民共和国

中華人民共和国

中華人民共和国

ウェールズ大学
トリニティ・セント・デイビッド

コートダジュール大学
サスティナブルデザインスクール（SDS）
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施設紹介

1

浜松市内が一望できる屋上庭園は、まさに都会のオアシス。山の尾根、波のうねりを思わせる緩やかな起伏が印象的です。

創造の丘

施設の特徴 環境対策

ユニバーサルデザインの理念をもとに設計され

ています。外観デザインには山の尾根や水の

流れ、波のうねりを感じさせる緩やかな起伏を

取り入れており、市民が利用可能な図書館・情

報センター、自由創造工房、緑あふれる中庭

「出会いの広場」を設けています。

建物の屋上を緑化することで、夏季・冬季の空調負荷

の軽減に努めています。また、地下ピットに雨水を貯

め、雑用水に利用しているほか、太陽光発電を池の循

環ポンプの電源などに利用して省エネルギーを図って

います。

603名を収容できる講堂は、ブラウン系色で統一され、落ち着いた雰囲気を醸し
出しています。大学の行事、イベントやセミナー、学生の発表の場として利用され
ています。

自由な制作・創作活動を通して、本学と地域との広範な交流を実現するための多
目的工房です。ものづくりの魅力を広く伝えるため、市民を対象とした公開工房も
開催しています。

図書館・情報センターは、大学の北西に位置し、約24万冊の図書、約1,600種類の
新聞・雑誌、約7,400点の視聴覚資料（CDやDVD等）を所蔵しています。館内に
は、大型の個人学習机（キャレルデスク）をはじめとする約230の閲覧席、グループ学
習室、視聴覚資料を利用できるAVコーナー等があります。また、館内には学生用PC
があり、大学無線LAN（SUAC Wi-Fi）も利用可能です。「図書館・情報センター」の
名のとおり、図書館の所蔵する資料と、ネットワーク上の情報をもとに、さまざまな学
習や教育に活用できる環境が整備されています。蔵書は、文化、芸術、デザインに関
するものを中心に、学習や教育に必要な資料を揃えています。特色あるコレクション
としては、「髙坂文庫」、「木村文庫」、「和田文庫」、「ラスキン文庫」があります。

所蔵資料は、館内のパソコンのほか、インターネットを利用してどこからでも検索する
ことができます。図書館・情報センターのWebサイトや、図書館・情報センターだより

『温故知新』による情報発信も行っています。
図書館の利用は活発で、学生1人あたりの貸出冊数は、全国平均を大きく上回っ
ています。本館は、地域住民の方にも開放しており、利用者カード（※）を作成すれ
ば、貸出サービスを受けることができます。
※20歳以上の静岡県内在住または在勤の方が対象で、カード発行手数料がかか
ります。

AVコーナー
約7,400点の視聴覚資料（CDやDVD等）があり、視聴用の個人机（キャレルデス
ク）と、大型モニターを備えた閲覧席が設置されています。

メディアステーション
学生用PC・プリンタ・スキャナ等が設置された学生専用エリアで、インターネットによ
る情報検索や、インストールされたソフトを利用した資料の作成などができます。

出会いの広場 2

3

1 大講義室

2階にありながら人工地盤により緑化された、学生と市民の憩いの広場。学生食
堂、学生ラウンジ、講義室、図書館・情報センターなどとつながる、大学の中心的ス
ペースです。

4 図書館・情報センター

5 講堂 6 自由創造工房

7 学生ラウンジ 9 購買8 学生食堂

いわゆる階段教室の講義室で、219名を収容可能。最新のAV機器を完備し、プレ
ゼンテーションの場としても適しています。
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静岡文化芸術大学

JR浜松駅

JR浜松駅から徒歩約15分
約10分間隔でバス運行

キャンパスガイド

学生食堂と購買は静岡文化芸術大学生協が運営しています。
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クレイモデル室

フルスケールモデル用レイアウトマシンが導入されており、乗用車などの実物大モデ
ルをクレイ（粘土）で制作することができます。 ◆目的／クレイモデル制作 ◆主な機
器等／フルスケールモデル用レイアウトマシン

金属工房

身近にたくさんある金属。ちょっと視点を変えて道具や工具を上手く利用すると、意
外といろいろな物を作り出すことができます。この工房では、デザインをする上で必要
な金属の基本的な性質や加工方法を学び制作するための道具や工具が豊富に
揃っています。 ◆目的／金属工芸（鋳造・溶接） ◆主な機器等／ガス溶解炉、高
周波自動遠心鋳造機

CAMモデル室 マルチメディア室

レコーディング機材を持つ防音カプセルを備えたマルチメディア制作室です。デジタ
ルサウンドの生成や編集、音楽素材の制作、FLASH・ゲーム・Webコンテンツの制
作などを行います。センサを活用したインタラクティブ（対話的）なメディアアート作品
もここから多数、生まれています。　◆目的／マルチメディアコンテンツの作成・編集 
◆主な機器等／サウンドスタジオ、コンテンツ作成システム、MacPC

撮影スタジオ

奥行きが約12m、天井にはファティフという照明機具が取り付けられていて電動で
作動します。ほかにもフラッシュライトが光源のバルカーというライトも8台揃ってい
ます。背景は白のホリゾントですが、色バック紙や布を使うことによっていろいろと変
えることができます。

木材加工室

木材を切断したり、切削したりして、本格的な木工造形物を制作するための多種多
様な木材加工機械を設置しており、専門の指導員が常駐して指導にあたっていま
す。 ◆目的／木材加工 ◆主な機器等／木工旋盤、パネルソー

金属加工室 ガラス工房

ホウケイ酸ガラスを素材として、バーナーを使いガラスの加工方法を学ぶ実習工房で
す。食器や家具の素材空間を仕切り、生活を快適に守り演出する材料としてのガラ
スの基本的な性質、美しさ、可能性の一端を、エキスパートが指導します。 ◆目的／
ガラス加工、作品の制作。 ◆主な機器等／ガラス旋盤、除冷炉

デジタルデザインのためのモデリングやコンピュータによる造形を行います。
CADやCGで作成したデザインデータをもとに、モデルを立体造形する装置や
クレイモデルを計測し、三次元CADデータを作成する装置、大型のステレオス
コープ（立体鏡）など、制作や実験のための本格的な装置も設置されています。
◆目的／CAMモデル制作 ◆主な機器等／3D CAD、3Dプリンタ－

グラフィックWS室 プラスティック加工室 デッサン室

金属を加工するための旋盤、フライス盤、マシニングセンターなど最新の機械設備が
設置されていて、自分でデザインモデルを制作することができます。 ◆目的／金属加
工 ◆主な機器等／NC旋盤、高速切断機、クレーン

人体機能実験室

使いやすい道具や心地よい環境づくりに必要な人間
に関する種々のデータを得る実験室です。人間の動
作、姿勢、筋肉の負担などを測定する機器、高さや角
度を自由に変えられる階段可変装置、室温・湿度・照
度を自由に設定できる小ブースなどがあり、様々な条件
設定における道具の使いやすさ等を検討します。

酸化・還元焼成が可能な大小2基の最新式マイコン
制御の電気炉や電動ろくろ、真空土練機、たたら機
などの設備が充実しています。

テキスタイル工房

移動機器やインテリアなど、様々なデザイン分野で使
われる織物や布地の作り方、成り立ち、性質などを学
びます。

◆製図室
◆平面工房
◆ドライモデル室
◆総合組立アトリエ
◆CG工房

◆暗室
◆木彫工房
◆DFラボ（自由創造工房内）
◆塗装乾燥室
◆立体工房

◆生物機能実験室
◆UDラボ
◆構造実験室

◆電子制御機器製作室
◆環境コントロール室
◆空間演出実験室
◆染色工房
◆OA室工房・特殊機器紹介

その他の工房・特殊設備

CGの制作と映像のデジタル合成、ノンリニア編集作
業などを行います。グラフィック用ワークステーションと
3DCGや実写ベースの映像制作のためのソフトウェ
アが備えられていて、主に演習で使用します。 ◆目 
的／3次元モデルデザイン演習 ◆主な機器等／
CAD、CGシステム

プラスティック加工の実習や、プラスティック・アクリ
ルを用いたモデル制作を行います。大型のNCトリミ
ング加工機も設置しており、専門的な制作作業が
行えます。 ◆目的／プラスティック加工 ◆主な機
器等／3次元加工機、バフ研磨盤

デッサンの上達を目指すための部屋です。ゆったり
としたスペースで基礎から上級レベルまで対応でき
るよう、様々なモチーフが用意されています。

陶芸工房
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やりたいことは
SUAC生のうちに
どんどんチャレンジしよ

う！

My Own SUAC, My Own STYLE

クラブ・サークル　　ゼミ関連の活動　　自主的な活動　　実践演習　　アルバイト

福井県鯖江市で活動している学生団体「with」
は、グローバル企業や地元企業と連携した取り
組みを行います。鯖江市長となって鯖江の未来
を創る「鯖江市地域活性化プランコンテスト 
-Be a Mayor of Sabae City-」というコン
テストがこれまでに13回運営されています。今
年は、オンラインでコンテストを行い、機材の使
い方等を学ぶことができました。

サンタ活動の際に、ご家庭からお預かりしたチャ
リティー金（寄付金）で、世界中の困難な状況に
ある子どもたちの支援を行うチャリティー活動で
す。サンタ活動の際に見る、子どもたちのキラキ
ラとした笑顔や活動にご協力してくださる方が
ニコニコした顔を見ると“やってよかったな”と感
じます！

週末の3日間を利用してアイデアを形にするた
めの手法を学ぶスタートアップ体験イベントで
す。2009年にアメリカで始まり、全世界で行わ
れ、浜松では9回開催。市長が審査委員長を務
めています。ビジネスモデルやゼロイチの手法
を学ぶだけではなく、地域との繋がりも作るこ
とができました。

チャリティーサンタ浜松 Startup Weekend浜松学生団体「with」

みらい TALKで、
子どもたちへの

学習支援

浜松学生
ボランティアセンター
「学生FRESH」

「チャリティーサンタ浜松」
の運営

サークルは
陸上・テニス・放送

「全国に友達がほしい！」と興味のあるものには積極的に参

加。学内外を問わずいろんなコミュニティに所属して、様々

な活動を楽しんでいます。様々な分野の人と交流すること

で、新たな発見も多く視野が広がりました。SUAC生が運営

しフェアトレードチョコレートを企画・開発する「はままつチョ

コプロジェクト」や、貧困層の子どもたちに学習支援を行う

「みらいTALK」など、誰かと協力して人を楽しませたり、笑

顔にすることができる、その瞬間がうれしい！やりたいこと

が多すぎるので、“ほどほどに、何事も一生懸命やる” を心掛

け…あと2年、楽しみます！

1

2

3

4

5

Mon.        Tue.        Wed.        Thu.         Fri.

9：00～10：30

10：40～12：10

13：00～14：30

14：40～16：10

16：20～17：50

●増永さんの1週間の日程表 ［ 授業の予定表 ］

Weekly schedule

ディベート技法

教育方法

英語学概論Ⅱ Global Issues英語科
授業法Ⅰ

英語コミュニ
ケーション
ⅣA

持続可能な
社会

英語表現法 日本文化史

英語コミュニ
ケーション
ⅣB

英語文学
概論B

都市経営論

日本史学Bフィールドワーク
手法

時限

◎はままつチョコプロジェクト、WISH、学生団体UNIVERS、学生団体with、チャリティーサンタ浜松は、月1回のペースで活動　
◎水・木・金曜日のいずれかで緊急スクールサポーターのアルバイト　　

2年後期

2年生のリアルライフ1

My Own SUAC, My Own STYLE

増永静奈
MASUNAGA Seina

文化政策学部 国際文化学科 2年
福井県立鯖江高校出身

「はままつチョコプロジェクト」
でSNS広報活動

学生
インターン

「学生団体 UNIVERS」
でダンスコピーコンテスト

の運営

「StartupWeekend浜松」
でイベント運営

鯖江市 学生活動拠点
「学生団体 with」

新しく始めたいこと、もっと深めたいこと、

自分の未来を輝かせてくれそうなこと。

本人がその気になれば、

「何でもやれる」「自由にやれる」のがSUACの校風。

やりたいことを見つけて、チャレンジする学生たちを

サポートし、応援する大学、それがSUACです。

先輩たちの実生活をリアルレポート！

※学生の学年表記は取材時（2020年度）のものです。

WISHで
外国籍児童
の学習支援

※

浜松市学生団体
ボランティア

※

（ジュースクラス）

みらいTALK（ジュースクラス）で活動

（オンライン）

越前市
シニアリーダー
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サークルはバスケットボール部

小学生から続けてきたバスケを大学でも続けて
います。良いアイデアが出なかったときや、うま
くいかないことがあったとき、バスケの仲間と体
を動かすことでリフレッシュしています。男女問
わずとても仲の良いサークルです。

お店でアクセサリーを見て楽しむのも趣味のひ
とつ。お洒落なアクセサリーをたくさん目にす
るうちに、いつからか自分で作ってみたいと思
うようになりました。全て100円ショップで材料
を調達できるので誰でも始めやすい趣味だと
思います。

バイトは将来の夢のために

将来自分のカフェを開くことが夢であるほどカ
フェが大好きです。バイトでも大好きな場所で
働きたいと思い、カフェで働いています。とて
も良い珈琲の香りに包まれながらバイトができ
て幸せです。

アクセサリーづくり

将来の夢は
カフェの経営

ハンドメイドで
アクセサリー

サークルは
バスケット
とテニス

バスケットボールのサークルに入り、友達に囲まれたキャン

パスライフを楽しんでいます。2年次から一人暮らしをはじ

め、授業とバイト&サークルを並立させる日々。気軽に相談

できたり、一緒に遊ぶ仲間がいるって最高です。デザインの

課題を考える時など、一人で過ごす時間も大切にして、授業

スケジュールでも「空きコマ」を上手に作ってリフレッシュし

ています。雑貨好きなこともあり、今はパッケージデザイン

が興味深いです。将来は、自分のカフェを開き、ハンドメイド

のアクセサリーも置けたらいいなと思っています。
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Mon.        Tue.        Wed.        Thu.         Fri.

9：00～10：30

10：40～12：10

13：00～14：30

14：40～16：10

16：20～17：50

●窪田さんの1週間の日程表 ［ 授業の予定表 ］

Weekly schedule

グラフィック
デザイン
演習A

フォト
グラフィックス

デザイン
マネジメント

メディア産業論

デザイン美学 生活環境論

移動のデザイン

中国語ⅣA

建築デザイン論

中国語ⅣB

ものづくりの
システム

時限

2年後期

2年生のリアルライフ2

My Own SUAC, My Own STYLE

窪田帆ノ香
KUBOTA Honoka

デザイン学部 デザイン学科 2年
愛知県立安城東高校出身

色彩検定に
チャレンジ

碧風祭

碧風祭運営委員会でステージ局に所属し、野外
ステージの設営やステージ発表団体のサポート
を行っています。1年間を通して準備し、当日も
臨機応変に対応しながら、学内外の来場者の皆
さんに楽しんで貰えるように務めています。

高校生の時からやっていた茶道を大学でも続
けたいと思い入部しました。流派は表千家で、
大学に来て初めて触れる流派でしたが、先生
や先輩方のご指導のもと、作法を身につけて
います。

学芸員資格課程を履修していることもあり、全
国各地の気になる美術館に足を運んでいます。
展示物の掲示方法や館内の動線、照明も注視
しつつ、美術品を実際に鑑賞することで知見を
得ています。

茶道部 美術館めぐり

趣味と学び
美術館めぐり

碧風祭で
運営委員

サークルは
卓球部と
漫画研究会

高校から
続けている
茶道部

同じ学科の友達を誘って碧風祭の運営委員をやっています。

大きなイベントの運営は、役割分担も多岐に渡り、関わる人

も多いので、チームワークの大切さや広い視野を持つ重要

性、目標から逆算して考え、予定を立てることの大切さに気

づきました。「やりたいこと」と学業を両立させるコツは、ス

ケジュールの確認を怠らず、授業の“スキマ時間”を上手に

使うこと。大学生活は自由な時間がふえ、自分でできること

がふえ、行動範囲も広がりました。全国から集まった友人と

お互いに切磋琢磨しながら成長していきたいです。
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9：00～10：30

10：40～12：10
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16：20～17：50

●髙辻さんの1週間の日程表 ［ 授業の予定表 ］

Weekly schedule

現代芸術論C保存と修復鑑賞と批評Ⅱ

情報社会論

文化と芸術D

地方行政論 社会思想史

碧風祭運営委員会（2週に1回）

芸術文化演習
ⅡA

文化と芸術A イタリア文化史

時限

3年後期

3年生のリアルライフ3

My Own SUAC, My Own STYLE

髙辻悠佳
TAKATSUJI Haruka

文化政策学部 芸術文化学科 3年
富山県立富山東高校出身

デパートの
地下食品売場で
アルバイト

サークル活動
バスケットボール部

◎卓球部と漫画研究会はゼミが忙しくてお休み中
◎デパートでアルバイト（金曜の17時以降、土曜日）

◎早朝5時半から、授業が始まる1時間前まで、カフェでアルバイト（木曜は休み）
◎水曜日は授業ナシ！ 全休にしてリフレッシュ！
◎水曜のサークル後、みんなで夜ご飯が楽しみ♪

※学生の学年表記は取材時（2020年度）のものです。 ※学生の学年表記は取材時（2020年度）のものです。

茶道部（毎週水・木の行ける日）

早朝から
カフェでバイト

2年次から
ひとり暮らし
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髙木志弥
TAKAGI Tomoya

デザイン学部 ビジュアル・サウンド領域 3年
岐阜県立郡上高校出身

クラブ＆サークル活動

サークルはバレーボール部

バレーボールとバドミントンの二つの運動サーク
ルに所属しています。どちらのサークルも初心者
の自分に優しく接してくれる方ばかりで、サークル
に行く時間をいつも楽しみにしています。

『NoKin.』というチーム名でデザイナー活動をし
ています。浜松市内の企業様のデザインを担当す
るなど、大学内ではなかなか経験できないような
実践型の活動に取り組んでいます。

自宅でのデザイン作業

作業する場所は自宅か学校の演習室なのですが、
コロナ禍の影響で授業も少なく家にいることが多
くなり、自宅の作業環境にこだわってみました。自
分の仕事道具一つひとつを存分に使っていきた
いという気持ちで作業をしています。

学外でのクリエイター活動

サークルはバレーとバドミントン

学生団体
Nokin.で
他大学と交流
&実践活動

“浜松をもっとクリエイティブな街に”をコンセプトに活動す

る浜松学生クリエイター集団Nokin.でデザイナー部署の

代表を務めています。浜松の企業から依頼を受け、チラシ

のデザインやプロモーション動画など、幅広くチャレンジ

中。他大学の学生との交流も刺激的で、社会とのつながりも

でき、世界も広がったと感じています。“失敗してもあまり痛

くない学生のうちに、自分のキャパシティを知っておく” こと

はとても大切。デザインを通して円熟していく、そんな学生

生活をSUACで楽しみたいと思っています。
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●髙木さんの1週間の日程表 ［ 授業の予定表 ］

Weekly schedule

インダストリアル
グラフィックス
コミュニケーション
プロダクト

ゼミ

ゼミの
振り返り

ゼミ

Nokin.デザイン
ミーティング

自主制作活動 自主制作活動 自主制作活動 自主制作活動 自主制作活動

時限

◎空き時間は、自主制作に励んだり、外出を楽しんだり
◎鴨江アートセンターでアルバイト（金曜）

3年後期

3年生のリアルライフ4

My Own SUAC, My Own STYLE

友人と
ボードゲーム
作り

● 国際ボランティア「SUAC Habitat For Humanity」
● ものづくりサークル「MONO」
● りとるあーす（フェアトレードの普及活動）
● SUAC Broadcast Club（放送研究同好会）
● JAZZ & Ensemble BREATH
● 映画製作チームbf
● モビリティ研究会Cocoon
● アクセサリー同好会
● よさこいサークル
● 弦楽合奏同好会
● MAKE A NEW WAVE（映像研究・制作）

クラブ＆サークル 一覧

Sports
体育系

Culture
文化系

● 書法倶楽部「彩筆會」
● 着物倶楽部
● 茶道部
● BALLON ARTS
● 文芸かるたサークル
● 建築研究会「ken-ken」
● 天文サークル「Sirius」
● 写真同好会「Tap」 
● 軽音楽部
● La-Voc
● Enjoy Arts Project
● 陶芸部

● サッカー同好会
● 女子フットサル部
● バスケットボール部
● バレーボール部

● バドミントン部
● 硬式テニス部
● 陸上競技サークル
● アルティメット部

● ダンス部「URR」
● ヨガ･サークル
● ストリートダンス･サークル

● 合気道部

● 弓道部

● 卓球部

● 軟式野球部

● ビジュアルデザインチーム「獣道」
● 音響照明技術研究会
● ゴスペルサークル「ごす」
● 吹奏楽部「SUAC Wind Ensemble」
● SUACりとみっく
● エレクトーンサークル Tutti
● 漫画研究同好会
● 水電球（文芸活動）
● 教職研究会「教職スクランブル」
● 地域貢献部「CSN浜松」
● ESS（English Speaking Society）

好きなことを見つける、打ち込む。
体育系も文化系も、SUACのサークルは
自由でのびやか。
仲間とともに貴重な時間を共有しよう。

インターンで
IT企業へ

※学生の学年表記は取材時（2020年度）のものです。 ※クラブ・サークルは 2021年度の情報です。

ものづくりの
システム木のデザイン

火曜の放課後は、サークル活動（基本はバレーボール）
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髙木志弥
TAKAGI Tomoya

デザイン学部 ビジュアル・サウンド領域 3年
岐阜県立郡上高校出身

クラブ＆サークル活動

サークルはバレーボール部

バレーボールとバドミントンの二つの運動サーク
ルに所属しています。どちらのサークルも初心者
の自分に優しく接してくれる方ばかりで、サークル
に行く時間をいつも楽しみにしています。

『NoKin.』というチーム名でデザイナー活動をし
ています。浜松市内の企業様のデザインを担当す
るなど、大学内ではなかなか経験できないような
実践型の活動に取り組んでいます。

自宅でのデザイン作業

作業する場所は自宅か学校の演習室なのですが、
コロナ禍の影響で授業も少なく家にいることが多
くなり、自宅の作業環境にこだわってみました。自
分の仕事道具一つひとつを存分に使っていきた
いという気持ちで作業をしています。

学外でのクリエイター活動

サークルはバレーとバドミントン

学生団体
Nokin.で
他大学と交流
&実践活動

“浜松をもっとクリエイティブな街に”をコンセプトに活動す

る浜松学生クリエイター集団Nokin.でデザイナー部署の

代表を務めています。浜松の企業から依頼を受け、チラシ

のデザインやプロモーション動画など、幅広くチャレンジ

中。他大学の学生との交流も刺激的で、社会とのつながりも

でき、世界も広がったと感じています。“失敗してもあまり痛

くない学生のうちに、自分のキャパシティを知っておく” こと

はとても大切。デザインを通して円熟していく、そんな学生

生活をSUACで楽しみたいと思っています。
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ゼミの
振り返り
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Nokin.デザイン
ミーティング

自主制作活動 自主制作活動 自主制作活動 自主制作活動 自主制作活動

時限
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3年後期

3年生のリアルライフ4

My Own SUAC, My Own STYLE

友人と
ボードゲーム
作り
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IT企業へ
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在学生データイベントカレンダー＋碧風祭

本学の学生は全国各地から集まっています。また、海外からの留学生の受け入れにも積極的に取り組んでいます。

指導にあたっては少人数制教育を基本に学生へのきめ細かい対応を実現。個々の能力アップに力を注いでいます。

出会いと発見が交差するキャンパスには、
季節ごとのイベントや、今ここでしか
できない体験がいっぱい。
充実した4年間をはじめよう。

4月
April

5月
May

6月
June

7月
July

8月
August

9月
September

● 入学式　　 
● 学友会新入生歓迎行事

●ガイダンス　
●前期授業開始

●学友会総会

●防災訓練

●学友会納涼祭
●前期試験期間

●夏期休業　
●前期集中講義Ⅰ　

●オープンキャンパス　

●前期集中講義Ⅱ　
●語学研修

●後期授業開始
●特別公開講座「薪能」

●碧風祭
●推薦入試

●冬期休業
●後期集中講義Ⅰ

●後期集中講義Ⅱ

● 後期試験期間　  
● 卒業展　● 後期集中講義Ⅲ　

●大学院入試（文化政策・デザイン）

●卒業式
●語学研修

10月
October

11月
November

12月
December

1月
January

2月
February

3月
March

前 期 後 期

へきふうさい

毎年11月に開催される「碧風祭」。企画・運営をすべて学生
が行う、本学ならではの一大イベント。市民や民間企業の方
ともつながるSUACパワーを体感しよう。

全国各地から集まる学生。少人数教育と相まってきめ細かい指導を実践。

碧風祭の様子

都道府県別出身地 （2021年4月1日現在） （2021年4月1日現在）（学部生） 在籍者数

見てみよう！
オープン
キャンパス

仲間と出会える
サークル
活動

ようこそ！
SUACへ

入学式

SUAC
ならではの
イベント
盛りだくさん！

静岡県内はもとより、北は北海

道、南は九州・沖縄まで、全国各

地から学生が集まっています。

北海道
北海道  12

東北地区
青森      5
岩手    10
宮城     7
秋田     1
山形     6
福島      7

近畿地区
滋賀　  8
京都　 16
大阪   15
兵庫　 20
奈良 3
和歌山   7

四国地区
徳島 4
香川 7
愛媛    11
高知  4

東海地区
静岡 541
愛知 327
岐阜 60
三重 53

九州・
沖縄地区
福岡 11
佐賀 1
長崎 3
熊本 11
大分 3
宮崎 6
鹿児島  10
沖縄 8

中国地区
鳥取  4
島根 8
岡山    14
広島 9
山口      2

北信越地区
新潟 15
富山 12
石川 13
福井 13
長野 34

関東地区
茨城 15
栃木 13
群馬 10
埼玉 　2
千葉  8
東京 8
神奈川 10
山梨 28
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入 学 金

授 業 料（ 年 額 ）

区　　分

535 , 800 円

県内の入学者 県外の入学者

入学時

摘　　要

366 , 600 円141 , 000 円

※2022年度の学納金については
　変更になる場合があります。

学費支援体制

国の実施する「高等教育の修学支援新制度」に基づき、授業料を減免しま
す。なお、本学は本制度の対象機関です。

授業料の減免制度
授業料を一括して納入することが困難な場合には、申請により分割して納
入することができます。

授業料の分割納入制度

スズキ奨学基金  奨学金
「優れた学生であるが経済的に修学が困難」という学生に学資の貸与また
は給付を行う公的機関です。社会に役立つ人材を育成するとともに、学習
の機会均等などを図ることを目的としています。

独立行政法人日本学生支援機構 （旧日本育英会）

募集方法は大学が依頼されて「学内募集」するケースと、関係団体等が
「直接募集」するケースのいずれかです。募集がある場合は随時掲示等に
よりお知らせします。

民間育英団体等

学生と教員との緊密なコミュニケー
ションを図るために、本学ではオフィ
スアワーを設けています。教室では十
分に尋ねられなかった事項や専門分
野の説明などを聞くことができます。

オフィスアワー 

病気やけが等の応急処置や心身の
健康に関する相談に応じます。保健
室で対応できない場合は、学校医ま
たは専門の医療機関を紹介します
ので、お気軽にご相談ください。

保健室

心の不安、つまずき等様々な相談
に、専門のカウンセラーが応じま
す。直接相談しにくい内容でも、メ
ールにより相談を受けられるので安
心です。

学生相談室

夢や希望にあふれて大学に入学する一方、新たな生活に不安や戸惑いを感じることもあるかもしれません。本学では、学科・研究科ごとに学生委

員（専任教員）を置いているほか、保健室や学生相談室・修学サポート室を設け、様々な相談に応じる体制を整えています。

スズキ株式会社からの支援を得て、2011年6月に創設。本学の学生に対し
て、一層の向学心向上を奨励し、成績優秀な学生の修学環境を整備するこ
とを目的とした奨学金で、審査を経て、学業成績上位者に支給されます。

本学独自の奨学金である「スズキ奨学基金 奨学金」による修学支援のほか、日本学生支援機構（旧日本育英会）や地方公共団体や民間団体

等が行う各種の奨学金制度を紹介しています。基準となる学力・経済状況や貸与金額・返還方法等はそれぞれ異なります。

各種制度により学生の向上心を受けとめ、様々な相談に応じることができる体制が整っています。

支援制度

学生相談

奨学金

（2021年度）入学生に適用する学納金

コミュニケーションが苦手、グルー
プワークがうまくできない、身体に障
がいがあるなど大学で勉強する上
で困っている学生を個別にサポート
します。

修学サポート室
（教員研究室での個別相談）

学費・学生支援制度
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文化政策学部

専門能力の確立専門領域へのアプローチ人間的素養・基礎力の養成

全学科目 学部科目 学科基礎 専門科目

●音楽文化論 ●市民社会論
●演劇文化論 ●社会心理学
●視覚芸術論 ●多文化共生論
●社会思想史 ●異文化と教育

文化・芸術

●文化政策概論
●非営利セクターの経営
●地方行政論
●会計学
●都市経営論
●アートマネジメント概論
●NPO･NGO論
●憲法
●文化政策と法
●生涯学習と文化

政策・マネジメント

●統計学
●社会科学の方法
●フィールドワークの手法
●プレゼンテーション技法
●ディベート技法
●ファシリテーション技法
●情報リテラシー基礎
●情報リテラシー応用A・B
●図書館概論

情報・リテラシー

選択外国語

●国際文化概論 ●文章表現技法
●国際文化基礎論 ●ナショナリズム論
●国際関係論 ●比較文化論
●グローバル･キャリア･デザイン概論

●日本文化史
●日本文学史
●現代日本語表現
●日本文学A・B
●漢文学Ⅰ・Ⅱ

●日本史学A・B
●日本語語彙研究
●日本語研究
●日本文学作品研究
●古文書の調査と読解

●美術史(日本･東洋)Ⅰ
●東南アジアの文化と社会A・B
●中国の文化と社会
●中国経済論
●韓国社会文化論

●中国古典学
●アジアビジネス論
●東南アジアの歴史

●近現代の中東A・B
●イタリア文化史
●フランス文化論
●ルネサンス文化史
●古代ギリシア･ローマ文化と社会

●中東現代史
●英米文学史
●西欧･北米文化論
●英語文学概論A・B
●イギリス文化論

●西欧近現代史
●英語学概論Ⅰ・Ⅱ
●西欧･北米の歴史
●音楽史Ⅰ
●EU論

●ドイツの思想と社会
●美術史(西洋)Ⅰ・Ⅱ

●多文化とエスニシティ
●イスラーム概論
●日英語比較研究
●文化交流論
●国際労働力移動論

●日本語音声学
●日本語文法Ⅰ・Ⅱ
●日本語教授法Ⅰ・Ⅱ
●国際協力論
●国際紛争論

●持続可能な社会
●フェアトレード論
●企業と言語教育
●日本語教育の実践と応用
●Global Studies ： Culture and Society A・Ｂ

●Global Studies ： 
 Global Issues

●芸術文化入門
●芸術表現A・B
●芸術文化基礎A・B・C・D
●芸術文化特講

●英語表現法 ●英語上級 通訳 
●英語上級 観光英語 ●英語上級 翻訳
●英語上級 会議英語 ●中国語上級Ⅰ・Ⅱ
●フランス語上級ⅠA・ⅠB
●フランス語上級ⅡA・ⅡB
●フランス語応用
●ポルトガル語上級ⅠA・ⅠB
●ポルトガル語上級ⅡA・ⅡB
●ポルトガル語応用
●韓国語上級ⅠA・ⅠB
●韓国語上級ⅡA・ⅡB

●リサーチ&プランニング基礎
●リサーチ&プランニング応用
●リサーチ&プランニング実習
●社会学
●経済学

●国際文化入門A・B・C・D

演
習（
ゼ
ミ
）・
卒
業
論
文

演
習（
ゼ
ミ
）・
卒
業
論
文

演
習（
ゼ
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）・
卒
業
論
文

卒業研究

文
明
観
光
学
コ
ー
ス

　演
習
（
ゼ
ミ
） 

・ 

卒
業
論
文

日本・東アジア

多文化共生

地中海・西欧・北米

政策

経営

●政治学
●法律学
●行政学
●行政法

●地域計画論
●地域情報サービス論
●地域社会論
●地方財政論

●地域観光論●創造都市論
●経済政策論
●環境政策論
●地域福祉論

●経営学
●経営戦略論
●マーケティング論
●地域ビジネス論

●経営科学
●社会起業論
●経営財務論
●産業組織論

●日本経済論
●グローバルビジネス論
●金融経済論
●地域産業論

●産業遺産と産業史

情報

●広報･広告論
●マスコミュニケーション論
●臨床社会心理学
●メディア文化論

●組織心理学
●情報システム論
●社会統計分析
●質的調査法

●学術情報論
●人文地理学
●地誌学
●社会理論

●情報法学
●公共デザイン戦略
●自然地理学
●外国語文献研究A・B

●芸術文化政策の理論
●アートマネジメントA・B
●芸術文化政策の国際比較

●文化施設の管理と運営
●文化財保護政策
●地域社会と芸術文化

●現代社会と芸術文化

●文化と芸術A・B・C・D
●現代芸術論A・B・C・D
●芸術特論A・B・C・D

●音楽史Ⅰ・Ⅱ
●演劇史Ⅰ・Ⅱ
●美術史（西洋）Ⅰ・Ⅱ

●美術史（日本･東洋）Ⅰ・Ⅱ
●鑑賞と批評Ⅰ・Ⅱ

●展示プロデュース論
●保存と修復

●舞台運営論
●劇場プロデュース論

政策とマネジメント

文化と芸術

芸術運営の実践

専 門 領 域 へ のアプローチ 専 門 能 力 の 確 立

●文化芸術体験演習
●学芸の基礎

導入教育

●地域連携演習A・B
●自主課題演習A・B
●企画立案演習A・B

実践演習

人文科学
●文学 ●文化人類学
●哲学 ●日本文化論
●心理学 ●静岡学
●宗教学 ●文明と観光
●歴史学 ●ユーラシア文明論
社会科学
●法と社会 ●社会学概論
●経済学基礎 ●社会調査論
●現代の国際社会 ●情報社会論
●現代社会と教育 ●人権論

自然科学
●数学概論 ●科学技術論
●統計学基礎 ●エコロジカルデザイン
●食と健康 ●スポーツ科学

芸術･デザイン
●音楽と社会 ●映像メディア論
●芸術と社会 ●空間とデザイン
●色彩･形態論 ●デザイン史
●ユニバーサル／インクルーシブデザイン概論

教養

英語
●英語コミュニケーションⅠA・ⅠB
●英語コミュニケーションⅡA・ⅡB
●英語コミュニケーションⅢA・ⅢB
●英語コミュニケーションⅣA・ⅣB
●マルチメディア英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
●ビジネス英語Ⅰ・Ⅱ

中国語
●中国語コミュニケーションⅠA・ⅠB
●中国語コミュニケーションⅡA・ⅡB
●中国語コミュニケーションⅢA・ⅢB
●中国語コミュニケーションⅣA・ⅣB
●マルチメディア中国語
●ビジネス中国語Ⅰ・Ⅱ

●スポーツ活動A・B

スポーツ活動

日本語（留学生のみ）
●日本語コミュニケーションⅠA・ⅠB
●日本語コミュニケーションⅡA・ⅡB

フランス語
●フランス語コミュニケーションⅠA・ⅠB
●フランス語コミュニケーションⅡA・ⅡB

ポルトガル語
●ポルトガル語コミュニケーションⅠA・ⅠB
●ポルトガル語コミュニケーションⅡA・ⅡB

必修外国語　

韓国語
●韓国語コミュニケーションⅠA・ⅠB
●韓国語コミュニケーションⅡA・ⅡB

インドネシア語
●インドネシア語コミュニケーションⅠA・ⅠB
●インドネシア語コミュニケーションⅡA・ⅡB

イタリア語
●イタリア語コミュニケーションⅠA・ⅠB
●イタリア語コミュニケーションⅡA・ⅡB

ドイツ語
●ドイツ語コミュニケーションⅠA・ⅠB
●ドイツ語コミュニケーションⅡA・ⅡB
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科
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礎

国
際
文

化
入
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●観光学概論
●観光社会学
●グローバル観光論
●観光地理学
●観光ビジネス論
●日本伝統建築
●テキスタイル概論

観光

●特別共同授業A・B・C

総合
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文化政策学部

専門能力の確立専門領域へのアプローチ人間的素養・基礎力の養成

全学科目 学部科目 学科基礎 専門科目

●音楽文化論 ●市民社会論
●演劇文化論 ●社会心理学
●視覚芸術論 ●多文化共生論
●社会思想史 ●異文化と教育

文化・芸術

●文化政策概論
●非営利セクターの経営
●地方行政論
●会計学
●都市経営論
●アートマネジメント概論
●NPO･NGO論
●憲法
●文化政策と法
●生涯学習と文化

政策・マネジメント

●統計学
●社会科学の方法
●フィールドワークの手法
●プレゼンテーション技法
●ディベート技法
●ファシリテーション技法
●情報リテラシー基礎
●情報リテラシー応用A・B
●図書館概論

情報・リテラシー

選択外国語

●国際文化概論 ●文章表現技法
●国際文化基礎論 ●ナショナリズム論
●国際関係論 ●比較文化論
●グローバル･キャリア･デザイン概論

●日本文化史
●日本文学史
●現代日本語表現
●日本文学A・B
●漢文学Ⅰ・Ⅱ

●日本史学A・B
●日本語語彙研究
●日本語研究
●日本文学作品研究
●古文書の調査と読解

●美術史(日本･東洋)Ⅰ
●東南アジアの文化と社会A・B
●中国の文化と社会
●中国経済論
●韓国社会文化論

●中国古典学
●アジアビジネス論
●東南アジアの歴史

●近現代の中東A・B
●イタリア文化史
●フランス文化論
●ルネサンス文化史
●古代ギリシア･ローマ文化と社会

●中東現代史
●英米文学史
●西欧･北米文化論
●英語文学概論A・B
●イギリス文化論

●西欧近現代史
●英語学概論Ⅰ・Ⅱ
●西欧･北米の歴史
●音楽史Ⅰ
●EU論

●ドイツの思想と社会
●美術史(西洋)Ⅰ・Ⅱ

●多文化とエスニシティ
●イスラーム概論
●日英語比較研究
●文化交流論
●国際労働力移動論

●日本語音声学
●日本語文法Ⅰ・Ⅱ
●日本語教授法Ⅰ・Ⅱ
●国際協力論
●国際紛争論

●持続可能な社会
●フェアトレード論
●企業と言語教育
●日本語教育の実践と応用
●Global Studies ： Culture and Society A・Ｂ

●Global Studies ： 
 Global Issues

●芸術文化入門
●芸術表現A・B
●芸術文化基礎A・B・C・D
●芸術文化特講

●英語表現法 ●英語上級 通訳 
●英語上級 観光英語 ●英語上級 翻訳
●英語上級 会議英語 ●中国語上級Ⅰ・Ⅱ
●フランス語上級ⅠA・ⅠB
●フランス語上級ⅡA・ⅡB
●フランス語応用
●ポルトガル語上級ⅠA・ⅠB
●ポルトガル語上級ⅡA・ⅡB
●ポルトガル語応用
●韓国語上級ⅠA・ⅠB
●韓国語上級ⅡA・ⅡB

●リサーチ&プランニング基礎
●リサーチ&プランニング応用
●リサーチ&プランニング実習
●社会学
●経済学

●国際文化入門A・B・C・D

演
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卒業研究
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　演
習
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ミ
） 
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卒
業
論
文

日本・東アジア

多文化共生

地中海・西欧・北米

政策

経営

●政治学
●法律学
●行政学
●行政法

●地域計画論
●地域情報サービス論
●地域社会論
●地方財政論

●地域観光論●創造都市論
●経済政策論
●環境政策論
●地域福祉論

●経営学
●経営戦略論
●マーケティング論
●地域ビジネス論

●経営科学
●社会起業論
●経営財務論
●産業組織論

●日本経済論
●グローバルビジネス論
●金融経済論
●地域産業論

●産業遺産と産業史

情報

●広報･広告論
●マスコミュニケーション論
●臨床社会心理学
●メディア文化論

●組織心理学
●情報システム論
●社会統計分析
●質的調査法

●学術情報論
●人文地理学
●地誌学
●社会理論

●情報法学
●公共デザイン戦略
●自然地理学
●外国語文献研究A・B

●芸術文化政策の理論
●アートマネジメントA・B
●芸術文化政策の国際比較

●文化施設の管理と運営
●文化財保護政策
●地域社会と芸術文化

●現代社会と芸術文化

●文化と芸術A・B・C・D
●現代芸術論A・B・C・D
●芸術特論A・B・C・D

●音楽史Ⅰ・Ⅱ
●演劇史Ⅰ・Ⅱ
●美術史（西洋）Ⅰ・Ⅱ

●美術史（日本･東洋）Ⅰ・Ⅱ
●鑑賞と批評Ⅰ・Ⅱ

●展示プロデュース論
●保存と修復

●舞台運営論
●劇場プロデュース論

政策とマネジメント

文化と芸術

芸術運営の実践

専 門 領 域 へ のアプローチ 専 門 能 力 の 確 立

●文化芸術体験演習
●学芸の基礎

導入教育

●地域連携演習A・B
●自主課題演習A・B
●企画立案演習A・B

実践演習

人文科学
●文学 ●文化人類学
●哲学 ●日本文化論
●心理学 ●静岡学
●宗教学 ●文明と観光
●歴史学 ●ユーラシア文明論
社会科学
●法と社会 ●社会学概論
●経済学基礎 ●社会調査論
●現代の国際社会 ●情報社会論
●現代社会と教育 ●人権論

自然科学
●数学概論 ●科学技術論
●統計学基礎 ●エコロジカルデザイン
●食と健康 ●スポーツ科学

芸術･デザイン
●音楽と社会 ●映像メディア論
●芸術と社会 ●空間とデザイン
●色彩･形態論 ●デザイン史
●ユニバーサル／インクルーシブデザイン概論

教養

英語
●英語コミュニケーションⅠA・ⅠB
●英語コミュニケーションⅡA・ⅡB
●英語コミュニケーションⅢA・ⅢB
●英語コミュニケーションⅣA・ⅣB
●マルチメディア英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ
●ビジネス英語Ⅰ・Ⅱ

中国語
●中国語コミュニケーションⅠA・ⅠB
●中国語コミュニケーションⅡA・ⅡB
●中国語コミュニケーションⅢA・ⅢB
●中国語コミュニケーションⅣA・ⅣB
●マルチメディア中国語
●ビジネス中国語Ⅰ・Ⅱ

●スポーツ活動A・B

スポーツ活動

日本語（留学生のみ）
●日本語コミュニケーションⅠA・ⅠB
●日本語コミュニケーションⅡA・ⅡB

フランス語
●フランス語コミュニケーションⅠA・ⅠB
●フランス語コミュニケーションⅡA・ⅡB

ポルトガル語
●ポルトガル語コミュニケーションⅠA・ⅠB
●ポルトガル語コミュニケーションⅡA・ⅡB

必修外国語　

韓国語
●韓国語コミュニケーションⅠA・ⅠB
●韓国語コミュニケーションⅡA・ⅡB

インドネシア語
●インドネシア語コミュニケーションⅠA・ⅠB
●インドネシア語コミュニケーションⅡA・ⅡB

イタリア語
●イタリア語コミュニケーションⅠA・ⅠB
●イタリア語コミュニケーションⅡA・ⅡB

ドイツ語
●ドイツ語コミュニケーションⅠA・ⅠB
●ドイツ語コミュニケーションⅡA・ⅡB
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●観光学概論
●観光社会学
●グローバル観光論
●観光地理学
●観光ビジネス論
●日本伝統建築
●テキスタイル概論

観光

●特別共同授業A・B・C

総合
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デザイン学部

人間的素養・基礎力の養成

全学科目 共通科目 専門科目

専門領域へのアプローチ 専門能力の確立

学科専門

●基礎演習A

●基礎演習B

●基礎演習C

●基礎演習DⅠ

●基礎演習DⅡ

●基礎演習E

●基礎演習F

●アニメーション基礎

●インターフェイスデザインⅠ

●インターフェイスデザインⅡ

●インダストリアルグラフィックス

●デジタルコンテンツ演習

●インタラクションデザイン

●インタラクティブプロダクト演習

●インテリアデザイン論

●エンターテイメントデザイン

●キネマテクス

●グラフィックデザイン演習A

●グラフィックデザイン演習B

●グラフィックデザイン演習C

●グラフィックデザイン概論

●ゲーム・遊びのデザイン

●コミュニケーションプロダクツ

●サウンドデザイン

●スペースインタラクション演習

●デザインコンセプト論

●世界建築史

●都市デザイン論

●空間・住居論

●ビジュアル表現基礎

●フィッティングデザイン

●プロダクトデザインプロセス

●プロダクトデザイン演習Ⅰ

●プロダクトデザイン演習Ⅱa

●プロダクトデザイン演習Ⅱb

●メディア産業論

●メディア数理造形演習

●モノ・コト論

●ものづくりのシステム

●ランドスケープ計画

●木のデザイン

●移動のデザイン

●映像デザイン演習Ⅰ

●映像デザイン演習Ⅱ

●映像技法演習

●映像撮影技法

●音楽情報科学

●環境計画

●空間演出計画Ⅱ

●空間演出演習Ⅱ

●建築デザイン論

●空間計画

●建築材料

●建築設計演習Ⅰ

●建築法規

●構造計画Ⅰ

●構造計画Ⅱ

●構造力学Ⅰ

●構造力学Ⅱ

●施工計画

●商品戦略論

●設備設計

●地域計画論

●日本伝統建築

●テキスタイル概論

●素材加工演習a

●素材加工演習b

●匠造形演習

●伝統建築技術演習

●木造建築演習

領域専門

卒業研究

●領域専門演習  

●総合演習Ⅰ

●総合演習Ⅱ

●建築設計演習Ⅱ

●建築設計総合演習Ⅰ

●建築設計総合演習Ⅱ

 

●卒業研究･制作

●文化芸術体験演習
●学芸の基礎

導入教育

●地域連携演習A・B
●自主課題演習A・B
●企画立案演習A・B

実践演習

人文科学
●文学 ●文化人類学
●哲学 ●日本文化論
●心理学 ●静岡学
●宗教学 ●文明と観光
●歴史学 ●ユーラシア文明論

社会科学
●法と社会 ●社会学概論
●経済学基礎 ●社会調査論
●現代の国際社会 ●情報社会論
●現代社会と教育　　　　　　  ●人権論

自然科学
●数学概論 ●科学技術論
●統計学基礎 ●エコロジカルデザイン
●食と健康 ●スポーツ科学

芸術･デザイン
●音楽と社会 ●映像メディア論
●芸術と社会 ●空間とデザイン
●色彩･形態論 ●デザイン史

教養

英語
●英語コミュニケーションⅠA ●英語コミュニケーションⅣA
●英語コミュニケーションⅠB ●英語コミュニケーションⅣB
●英語コミュニケーションⅡA ●マルチメディア英語Ⅰ 
●英語コミュニケーションⅡB ●マルチメディア英語Ⅱ
●英語コミュニケーションⅢA ●マルチメディア英語Ⅲ
●英語コミュニケーションⅢB ●ビジネス英語Ⅰ
 ●ビジネス英語Ⅱ
中国語
●中国語コミュニケーションⅠA ●中国語コミュニケーションⅣA
●中国語コミュニケーションⅠB ●中国語コミュニケーションⅣB
●中国語コミュニケーションⅡA ●マルチメディア中国語
●中国語コミュニケーションⅡB ●ビジネス中国語Ⅰ
●中国語コミュニケーションⅢA ●ビジネス中国語Ⅱ
●中国語コミュニケーションⅢB

●スポーツ活動A・B

スポーツ活動

日本語（留学生のみ）
●日本語コミュニケーションⅠA ●日本語コミュニケーションⅠB
●日本語コミュニケーションⅡA ●日本語コミュニケーションⅡB

必修外国語

デ
ザ
イ
ン
学
科

ユニバーサル
デザイン

デザイン
技法

デザイン
基礎

●デザイン概論
●デザインマネジメント
●デザイン美学
●デザイン思考
●くらしのデザイン
●技術史
●現代デザイン論
●情報処理基礎
●情報処理A
●情報処理B
●情報環境論
●造形芸術論
●色彩計画論
●デジタルプレゼンテーション
●Design English

●建築図学・製図
●図学･製図
●デザインCAD
●建築CAD
●デザインドローイング技法
●フォトグラフィックス
●表現技法Ⅰ
●表現技法Ⅱ
●表現技法Ⅲ
●描画表現
●立体造形Ⅰ
●立体造形Ⅱ
●空間演出計画Ⅰ
●空間演出演習Ⅰ

●ユニバーサル／インクルーシブデザイン概論
●生体機能論
●ユニバーサルデザインⅠ
●ユニバーサルデザインⅡ
●生活環境論
●健康・福祉のデザイン
●人間工学

●特別共同授業A・B・C

総合

2022年度 カリキュラム一覧
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デザイン学部

人間的素養・基礎力の養成

全学科目 共通科目 専門科目

専門領域へのアプローチ 専門能力の確立

学科専門

●基礎演習A

●基礎演習B

●基礎演習C

●基礎演習DⅠ

●基礎演習DⅡ

●基礎演習E

●基礎演習F

●アニメーション基礎

●インターフェイスデザインⅠ

●インターフェイスデザインⅡ

●インダストリアルグラフィックス

●デジタルコンテンツ演習

●インタラクションデザイン

●インタラクティブプロダクト演習

●インテリアデザイン論

●エンターテイメントデザイン

●キネマテクス

●グラフィックデザイン演習A

●グラフィックデザイン演習B

●グラフィックデザイン演習C

●グラフィックデザイン概論

●ゲーム・遊びのデザイン

●コミュニケーションプロダクツ

●サウンドデザイン

●スペースインタラクション演習

●デザインコンセプト論

●世界建築史

●都市デザイン論

●空間・住居論

●ビジュアル表現基礎

●フィッティングデザイン

●プロダクトデザインプロセス

●プロダクトデザイン演習Ⅰ

●プロダクトデザイン演習Ⅱa

●プロダクトデザイン演習Ⅱb

●メディア産業論

●メディア数理造形演習

●モノ・コト論

●ものづくりのシステム

●ランドスケープ計画

●木のデザイン

●移動のデザイン

●映像デザイン演習Ⅰ

●映像デザイン演習Ⅱ

●映像技法演習

●映像撮影技法

●音楽情報科学

●環境計画

●空間演出計画Ⅱ

●空間演出演習Ⅱ

●建築デザイン論

●空間計画

●建築材料

●建築設計演習Ⅰ

●建築法規

●構造計画Ⅰ

●構造計画Ⅱ

●構造力学Ⅰ

●構造力学Ⅱ

●施工計画

●商品戦略論

●設備設計

●地域計画論

●日本伝統建築

●テキスタイル概論

●素材加工演習a

●素材加工演習b

●匠造形演習

●伝統建築技術演習

●木造建築演習

領域専門

卒業研究

●領域専門演習  

●総合演習Ⅰ

●総合演習Ⅱ

●建築設計演習Ⅱ

●建築設計総合演習Ⅰ

●建築設計総合演習Ⅱ

 

●卒業研究･制作

●文化芸術体験演習
●学芸の基礎

導入教育

●地域連携演習A・B
●自主課題演習A・B
●企画立案演習A・B

実践演習

人文科学
●文学 ●文化人類学
●哲学 ●日本文化論
●心理学 ●静岡学
●宗教学 ●文明と観光
●歴史学 ●ユーラシア文明論

社会科学
●法と社会 ●社会学概論
●経済学基礎 ●社会調査論
●現代の国際社会 ●情報社会論
●現代社会と教育　　　　　　  ●人権論

自然科学
●数学概論 ●科学技術論
●統計学基礎 ●エコロジカルデザイン
●食と健康 ●スポーツ科学

芸術･デザイン
●音楽と社会 ●映像メディア論
●芸術と社会 ●空間とデザイン
●色彩･形態論 ●デザイン史

教養

英語
●英語コミュニケーションⅠA ●英語コミュニケーションⅣA
●英語コミュニケーションⅠB ●英語コミュニケーションⅣB
●英語コミュニケーションⅡA ●マルチメディア英語Ⅰ 
●英語コミュニケーションⅡB ●マルチメディア英語Ⅱ
●英語コミュニケーションⅢA ●マルチメディア英語Ⅲ
●英語コミュニケーションⅢB ●ビジネス英語Ⅰ
 ●ビジネス英語Ⅱ
中国語
●中国語コミュニケーションⅠA ●中国語コミュニケーションⅣA
●中国語コミュニケーションⅠB ●中国語コミュニケーションⅣB
●中国語コミュニケーションⅡA ●マルチメディア中国語
●中国語コミュニケーションⅡB ●ビジネス中国語Ⅰ
●中国語コミュニケーションⅢA ●ビジネス中国語Ⅱ
●中国語コミュニケーションⅢB

●スポーツ活動A・B

スポーツ活動

日本語（留学生のみ）
●日本語コミュニケーションⅠA ●日本語コミュニケーションⅠB
●日本語コミュニケーションⅡA ●日本語コミュニケーションⅡB

必修外国語

デ
ザ
イ
ン
学
科

ユニバーサル
デザイン

デザイン
技法

デザイン
基礎

●デザイン概論
●デザインマネジメント
●デザイン美学
●デザイン思考
●くらしのデザイン
●技術史
●現代デザイン論
●情報処理基礎
●情報処理A
●情報処理B
●情報環境論
●造形芸術論
●色彩計画論
●デジタルプレゼンテーション
●Design English

●建築図学・製図
●図学･製図
●デザインCAD
●建築CAD
●デザインドローイング技法
●フォトグラフィックス
●表現技法Ⅰ
●表現技法Ⅱ
●表現技法Ⅲ
●描画表現
●立体造形Ⅰ
●立体造形Ⅱ
●空間演出計画Ⅰ
●空間演出演習Ⅰ

●ユニバーサル／インクルーシブデザイン概論
●生体機能論
●ユニバーサルデザインⅠ
●ユニバーサルデザインⅡ
●生活環境論
●健康・福祉のデザイン
●人間工学

●特別共同授業A・B・C

総合
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卒業要件単位数一覧表 全学科目一覧表
2022年度 カリキュラム

学部科目

学科科目

62単位以上
なお、次の（1）～（2）の8単位を含む

（1）必修科目4単位
（2）【卒業研究】区分から4単位

全学科目

128単位
以上

学科名 区　分 卒業に必要な単位数 合　計

国際文化学科

文化政策学科

芸術文化学科

国際文化学科

文化政策学科

芸術文化学科

34単位以上
なお、次の（1）～（4）の28単位を含む

（1）【導入教育】区分から3単位
（2）【必修外国語】区分から英語または中国語で8単位
（3）【実践演習】区分から1単位
（4）【教養】区分から＜人文科学＞＜社会科学＞＜自然科学＞
　  ＜芸術・デザイン＞の各分野で4単位　合計16単位

32単位以上
なお（1）～（3）の18単位を含む

（1）【文化・芸術領域】区分から6単位
（2）【政策・マネジメント領域】区分から6単位
（3）【情報・リテラシー領域】区分から6単位

文
化
政
策
学
部

共通科目

36単位以上
なお、次の（1）～（3）の16単位を含む

（1）【デザイン基礎】区分から6単位
（2）【デザイン技法】区分から6単位
（3）【ユニバーサルデザイン】区分から4単位

58単位以上
次の（1）～（3）の18単位を含む

（1）【学科専門】区分から6単位
（2）【領域専門】区分から8単位
（3）【卒業研究】区分から4単位

全学科目

128単位
以上

学科名 区　分 卒業に必要な単位数 合　計

34単位以上
なお、次の（1）～（4）の28単位を含む

（1）【導入教育】区分から3単位
（2）【必修外国語】区分から英語または中国語で8単位
（3）【実践演習】区分から1単位
（4）【教養】区分から＜人文科学＞＜社会科学＞＜自然科学＞
　  ＜芸術・デザイン＞の各分野で4単位　合計16単位

デザイン学科

デザイン学科

デ
ザ
イ
ン
学
部

Faculty of 
Design

Faculty of 
Cultural
Policy and
Management

卒業要件1年次前期 1年次後期 4年次後期4年次前期3年次後期3年次前期2年次前期 2年次後期学習領域

導入教育 3単位

4単位

4単位

4単位

4単位

1言語

8単位

4単位

1単位

必修3単位を含め計34単位以上

●文化芸術体験演習  ●学芸の基礎

●文学  ●哲学  ●心理学  ●宗教学  ●歴史学  ●文化人類学  ●日本文化論  ●静岡学
●文明と観光  ●ユーラシア文明論　

●法と社会  ●経済学基礎  ●現代の国際社会  ●現代社会と教育  ●社会学概論  ●社会調査論
●情報社会論  ●人権論

●数学概論  ●統計学基礎  ●食と健康  ●科学技術論  ●エコロジカルデザイン  ●スポーツ科学

●音楽と社会  ●芸術と社会  ●色彩・形態論  ●映像メディア論  ●空間とデザイン
●デザイン史  ●ユニバーサル/インクルーシブデザイン概論

●英語コミュニケーションⅠA  ●英語コミュニケーションⅠB  ●英語コミュニケーションⅡA  ●英語コミュニケーションⅡB
●英語コミュニケーションⅢA  ●英語コミュニケーションⅢB  ●英語コミュニケーションⅣA  ●英語コミュニケーションⅣB
●マルチメディア英語Ⅰ  ●マルチメディア英語Ⅱ  ●マルチメディア英語Ⅲ  ●ビジネス英語Ⅰ  ●ビジネス英語Ⅱ

●日本語コミュニケーションⅠA  ●日本語コミュニケーションⅠB　
●日本語コミュニケーションⅡA  ●日本語コミュニケーションⅡB

●地域連携演習A  ●地域連携演習B  ●自主課題演習A  ●自主課題演習B　
●企画立案演習A  ●企画立案演習B

●中国語コミュニケーションⅠA  ●中国語コミュニケーションⅠB  ●中国語コミュニケーションⅡA　
●中国語コミュニケーションⅡB  ●中国語コミュニケーションⅢA  ●中国語コミュニケーションⅢB
●中国語コミュニケーションⅣA  ●中国語コミュニケーションⅣB  ●マルチメディア中国語　
●ビジネス中国語Ⅰ  ●ビジネス中国語Ⅱ

人
文
科
学

社
会
科
学

自
然
科
学

芸
術
・
デ
ザ
イ
ン

英
語

中
国
語

日
本
語

実践演習

●スポーツ活動A  ●スポーツ活動Bスポーツ活動

教養

必修
外国語

留
学
生
の
み

（

）

62単位以上
なお、次の（1）～（4）の56単位を含む

（1）【学科必修】区分から10単位
（2）【政策】及び【経営】区分から合わせて28単位

62単位以上
次の（1）～（5）の34単位を含む

（1）【学科基礎】区分から10単位
（2）【政策とマネジメント】区分から8単位

（3）【情報】区分から14単位
（4）【卒業研究】区分から4単位

（3）【文化と芸術】区分から12単位
（4）【芸術運営の実践】区分から2単位
（5）【卒業研究】区分から2単位

専門科目

2022年度 カリキュラム

●特別共同授業A・B・C総合
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卒業要件単位数一覧表 全学科目一覧表
2022年度 カリキュラム

学部科目

学科科目

62単位以上
なお、次の（1）～（2）の8単位を含む

（1）必修科目4単位
（2）【卒業研究】区分から4単位

全学科目

128単位
以上

学科名 区　分 卒業に必要な単位数 合　計

国際文化学科

文化政策学科

芸術文化学科

国際文化学科

文化政策学科

芸術文化学科

34単位以上
なお、次の（1）～（4）の28単位を含む

（1）【導入教育】区分から3単位
（2）【必修外国語】区分から英語または中国語で8単位
（3）【実践演習】区分から1単位
（4）【教養】区分から＜人文科学＞＜社会科学＞＜自然科学＞
　  ＜芸術・デザイン＞の各分野で4単位　合計16単位

32単位以上
なお（1）～（3）の18単位を含む

（1）【文化・芸術領域】区分から6単位
（2）【政策・マネジメント領域】区分から6単位
（3）【情報・リテラシー領域】区分から6単位

文
化
政
策
学
部

共通科目

36単位以上
なお、次の（1）～（3）の16単位を含む

（1）【デザイン基礎】区分から6単位
（2）【デザイン技法】区分から6単位
（3）【ユニバーサルデザイン】区分から4単位

58単位以上
次の（1）～（3）の18単位を含む

（1）【学科専門】区分から6単位
（2）【領域専門】区分から8単位
（3）【卒業研究】区分から4単位

全学科目

128単位
以上

学科名 区　分 卒業に必要な単位数 合　計

34単位以上
なお、次の（1）～（4）の28単位を含む

（1）【導入教育】区分から3単位
（2）【必修外国語】区分から英語または中国語で8単位
（3）【実践演習】区分から1単位
（4）【教養】区分から＜人文科学＞＜社会科学＞＜自然科学＞
　  ＜芸術・デザイン＞の各分野で4単位　合計16単位

デザイン学科

デザイン学科

デ
ザ
イ
ン
学
部

Faculty of 
Design

Faculty of 
Cultural
Policy and
Management

卒業要件1年次前期 1年次後期 4年次後期4年次前期3年次後期3年次前期2年次前期 2年次後期学習領域

導入教育 3単位

4単位

4単位

4単位

4単位

1言語

8単位

4単位

1単位

必修3単位を含め計34単位以上

●文化芸術体験演習  ●学芸の基礎

●文学  ●哲学  ●心理学  ●宗教学  ●歴史学  ●文化人類学  ●日本文化論  ●静岡学
●文明と観光  ●ユーラシア文明論　

●法と社会  ●経済学基礎  ●現代の国際社会  ●現代社会と教育  ●社会学概論  ●社会調査論
●情報社会論  ●人権論

●数学概論  ●統計学基礎  ●食と健康  ●科学技術論  ●エコロジカルデザイン  ●スポーツ科学

●音楽と社会  ●芸術と社会  ●色彩・形態論  ●映像メディア論  ●空間とデザイン
●デザイン史  ●ユニバーサル/インクルーシブデザイン概論

●英語コミュニケーションⅠA  ●英語コミュニケーションⅠB  ●英語コミュニケーションⅡA  ●英語コミュニケーションⅡB
●英語コミュニケーションⅢA  ●英語コミュニケーションⅢB  ●英語コミュニケーションⅣA  ●英語コミュニケーションⅣB
●マルチメディア英語Ⅰ  ●マルチメディア英語Ⅱ  ●マルチメディア英語Ⅲ  ●ビジネス英語Ⅰ  ●ビジネス英語Ⅱ

●日本語コミュニケーションⅠA  ●日本語コミュニケーションⅠB　
●日本語コミュニケーションⅡA  ●日本語コミュニケーションⅡB

●地域連携演習A  ●地域連携演習B  ●自主課題演習A  ●自主課題演習B　
●企画立案演習A  ●企画立案演習B

●中国語コミュニケーションⅠA  ●中国語コミュニケーションⅠB  ●中国語コミュニケーションⅡA　
●中国語コミュニケーションⅡB  ●中国語コミュニケーションⅢA  ●中国語コミュニケーションⅢB
●中国語コミュニケーションⅣA  ●中国語コミュニケーションⅣB  ●マルチメディア中国語　
●ビジネス中国語Ⅰ  ●ビジネス中国語Ⅱ
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実践演習

●スポーツ活動A  ●スポーツ活動Bスポーツ活動

教養

必修
外国語

留
学
生
の
み

（

）

62単位以上
なお、次の（1）～（4）の56単位を含む

（1）【学科必修】区分から10単位
（2）【政策】及び【経営】区分から合わせて28単位

62単位以上
次の（1）～（5）の34単位を含む

（1）【学科基礎】区分から10単位
（2）【政策とマネジメント】区分から8単位

（3）【情報】区分から14単位
（4）【卒業研究】区分から4単位

（3）【文化と芸術】区分から12単位
（4）【芸術運営の実践】区分から2単位
（5）【卒業研究】区分から2単位

専門科目

2022年度 カリキュラム

●特別共同授業A・B・C総合
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全学科目概要
2022年度 カリキュラム

●文化芸術体験演習
全ての学生は、入学後最初の必修科目としてこ
れを履修する。受講は基本的にクラスに分かれ
て行い、各種の本格的な芸術・文化の体験とゼ
ミナール形式による講座の受講によって、知性
とともに感性を磨き、本学での学び全体の基盤
となる素養を身につける。講座では、学内外の
各種の専門領域にわたる幅広い知見を学ぶと
ともに、これらを通じて、入学後の早い段階から
自身のキャリア形成や社会的自立につながる
意識を涵養することも目指す。

●学芸の基礎
全ての学生は、入学後最初の必修科目としてこ
れを履修する。受講はクラスに分かれて行い、大
学で学ぶ意味を本学の理念を通じて理解すると
ともに、高等教育課程での学びの基礎や方法、
基本的なリテラシーの素養を身につける。主な
内容は、文献等の読み方、情報検索や資料収
集、報告・討論、レポート・論文作成の基礎知識、
口頭発表の技法や討論方法、高度情報社会へ
の対処法など、大学で学ぶ上で、さらに社会で活
躍する上で必要とされる基礎的な能力を養う。

●文学
日本の古典文学を主たる契機として、記紀神
話、王朝物語、軍記文学、縁起などを学ぶ。特
に全学科目としての位置付けを考慮して、文学
の“広がり”と“奥行き”を重視した講義内容を目
指す。文芸作品をそのまま読んで鑑賞するので
はなく、民俗、祭祀、信仰、伝承といった事例と
の多視的な比較や、海外の文芸との比較を手
がかりとして、文学の展開とその奥行きの深さを
考える機会とする。

●哲学
人間が自然環境や社会をどのように認識し、受容
あるいは対置などの思考や行動の原理としてきた
かについて、帰納や演繹といった論理的な思考、
分析的あるいは包括的・構造的な認識の方法、
倫理や道徳の課題など、我々が人間である限り
避けて通れない論理、認識、知識等にかかる問題
を取り上げ、こうした問題を先人たちはどのように
考えたかを解説し、我々自身が今日に生きて出会
う様々な問題をどのように考えたらよいかを学ぶ。

●心理学
この講義では、「心のはたらきに関する科学」とし
ての心理学が、人の心についてどのように考え、
何を問題にし、それらについてどのような手法で
研究しているのかについて講義する。人の心に
関する多面的、客観的な視点を養うことがこの
講義の目標となる。主に、人の情報処理（認
知）、発達、性格、心理臨床などの基礎的なトピ
ックにおける最新の知見について、社会的な事
象と関連づけながら概観する。また、簡単な心理
実験や質問紙調査の演習をあわせて実施する。

●宗教学
人類のあらゆる文化や歴史の広がりの中で、基
本的な宗教の概念および定義やその意味、宗
教形態に関する概要を概観し、それらを踏まえて
宗教が持つ本来の役割とは何かを考察する。あ
わせて、日本人のものの見方や行動様式につ

いて、それがいつ、どのように成立し、また変容し
ていったのかについて、具体的な事例を挙げな
がら考察する。特に日常生活に密着した年中行
事や人生儀礼、地域社会と人々の関わりを考え
る。また、現代社会における宗教紛争やカルト、
生命倫理問題などにも言及する。

●歴史学
歴史学について、その全般を学ぶ。歴史学の科
学的手法を前提に、「史料」から歴史像がいかに
導き出されるかを、具体例をもとに講義していく。
歴史学の分野について、政治外交史・社会経済
史・文化芸術史などがあることを紹介し、時代区
分として、古代・中世・近代などがあり、空間的に
は、地域史・一国史・人類史など、様々な歴史叙
述の形態が存在することを論じる。文化の多様
性と人類の文化芸術活動の背景となった社会
の歴史的なあり方に重点をおいて講義する。

●文化人類学
諸社会の社会構造、価値観、社会的行為など、
文化の諸局面にみられる多様性を示すととも
に、文化の差異の根底に横たわる普遍性につ
いても論じる。世界にはいかに多様な「当たり
前」があるかを認識し、自文化を絶対視せずに
異文化を理解するための基本的な視角が身に
つくように解説する。文化人類学の学説史上の
主な展開についても概説し、同時代を生きる地
球上の人々と意思疎通する時に求められる文
化的背景の捉え方について考察する。

●日本文化論
人々の日々の生活から生み出された事象すべて
を文化と捉え、日常生活に密着した年中行事や
人生儀礼、あるいは衣食住の特徴、動植物との
関わりなどを文化の事例として取り上げる。か
つ、文化は時間的にも空間的にも社会的にも
一様ではないという観点に立ち、日本人のもの
の見方や行動様式が、いつ、どのように成立し、
また変容していったのかについて考察する。そ
の際、東アジアをはじめとする諸外国との比較
や文化移入のあり方をみることによって、より日
本文化の特徴を明らかにしていく。

●静岡学
本学が立地する静岡県、ならびにその近隣地域
について、歴史、地理、文化、社会、政治、経済な
どの多面的なアプローチで学ぶ。特に、静岡県と
その周辺地域の置かれた地理的条件、歴史的
発展の経緯や、地域産業の特性、自治体のビジ
ョンなどについて、各々の専門の講師による講
義も交えながら、本学と地域との連携による学習
や実践にもつながるような知見を身につける。

●文明と観光
訪日外国人観光客の関心 は、 その人の生活域や
いわゆる文明圏によって異なる。例えば、東アジア
 から訪れる人の多く は、アジアの中でいち早く近代
化した日本像を求める と言われる。 他方 、ヨーロッ
パ からの人なら、 情報化時代にもかかわらず、エキ
ゾチックな 世界 を期待して訪れる ことも少なくない 。
この講義では、 まず 「文明」と「観光」の概念 が多
様であることを概観し、 その上で現代の日本や地域
に望ましい 「 文明 」 を考えつつ、「 観光 」 を論じる。

●ユーラシア文明論
ユーラシア大陸で興亡した西アジア文明、南アジ
ア文明、ヨーロッパ文明、東アジア文明といった諸

文明を、地域的・時間的に広く展望しながら、日本
語で「文明」と言い表されている現象を理念的に捉
え直す。特に、時間的に先行し、地域的にも中心の
位置を占める西アジア文明に焦点を当て、古代オ
リエント文明を取り上げ、それがイスラーム文明やヨ
ーロッパ文明に継承されていく過程を論じる。

●法と社会
この授業では、「法」について学ぶにあたって必
要となる基礎的な知識や、法的思考力・法的判
断力を習得することを目的とする。法とは何か、法
の適用・解釈、法の分類についての概説を経て、
犯罪と法、家族と法、財産と法、労働と法など、法
が規律する社会のさまざまな場面ごとに、関連す
る法制度をより具体的に検討することで、社会に
おいて法の果たしている機能を明らかにしていく。

●経済学基礎
現代社会で生きていくためには経済現象に関す
る深い理解が不可欠であり、その経済現象を正
確に理解・分析するためには経済理論の知識が
どうしても必要である。この授業では、全体として
経済理論の前提となる経済に関する知識の習
得に主眼を置く。具体的には、文化政策の理解
に不可欠な市場メカニズムや市場の失敗を扱う
ミクロ経済学、景気・失業・物価・金融・為替レー
トなどを扱うマクロ経済学の基礎を講義し、経済
理論や経済政策の学習への橋渡しを行う。

●現代の国際社会
「現代の国際社会」の特質を把握するために
は、国際社会の歩みについて深く理解すること
が重要である。この授業では、21世紀の国際
社会が直面する諸問題の歴史的理解を深める
ことを目的に、第二次世界大戦後の国際政治
の歩みを概観する。この分野は、関連する一次
資料の公開や発見とともに通説が見直され、議
論の継続する分野でもある。入門的な知識の
習得と同時に、最前線で行われる研究方法の
一端に触れることも授業の目標とする。

●現代社会と教育
現代社会と教育の関係について、主に教育社
会学の研究視角から、問題の所在を明らかに
し、これからの社会における教育のあり方を考え
る。具体的には、「いじめ問題」「不登校問題」

「ひきこもり問題」等の教育問題について、「子
どもの社会化」という観点を中心にして、家庭教
育・学校教育・社会教育等の教育環境の課題
と可能性を明らかにする。各種映像資料の提
示や受講生による報告・討議等を多く取り入
れ、教育に関する受講生自身の考えを拡張させ
深化させたいと考えている。

●社会学概論
社会を「人間がつくりだす人と人とのつながり

（関係）」とするならば、この関係性を維持するた
めには「規範」がなくてはならない。社会学は、こ
うした規範が所与のものとしてあるのではなく、
社会によってつくり出されたものであり、この規
範が当たり前や常識として個人に刷り込まれて
いくと考える。つまり、社会学では、個人は社会
によって決定されるという前提に立つのである。
そこで、この授業では、こうした規範を問い直す
ことによって社会の成り立ちや仕組みを考え、
社会学の基本的・基礎的な考え方を習得する。

●社会調査論
社会について科学的に情報を得る（知る）方法
の基礎を学ぶ。まず社会調査の意義と主要な方
法について学び、次に方法論について理解し、そ
の後、質問紙法、面接法、観察法、内容分析など
の具体的方法とその特徴を学ぶ。方法の技能を
学ぶだけでなく、調査目的と対象により最も適切
な方法が選べるよう、調査の特性と限界について
も解説する。最終的には、実際に使われている
様々な社会調査の信頼性と長所・短所を評価し、
かつ基本的な調査を自ら実施できるようにする。

●情報社会論
現代社会はIT化の進展に伴いそのメディア環
境を大きく変容させ、それにより生じた高度情報
化社会は私たちの日常生活や文化にも大きな
影響を与えている。この授業では、こうした高度
情報化がもたらした社会の諸現象に着目し、そ
の特質や問題点を理解することを試みる。さら
にその理解に基づき、情報化が進展していく社
会における人々の行為やコミュニケーションの
あるべき方向性を考察し、その社会において生
活していくことの可能性や倫理を検討する。

●人権論
この授業では、現代社会において生じている、
あるいは未解決のままに残されているさまざまな
問題を、私たちの「人権」にかかわる問題として
認識し、それらについて理解を深めることを目的
とする。そもそも人権とは何かについての総論
的な概説を経て、個々の問題・事例について、
国内外の状況に目を向けながらより具体的に
検討することで、現代社会において目指すべき
人権保障のあり方を考察する。

●数学概論
本講義では、大学の授業で必要となる数学の
基礎を学ぶことを目的とする。高等学校で学ん
だ内容を発展させて、数学における基本的な概
念や原理・法則の理解を深め、数学的･論理学
的な見方や考え方の良さを再認識し、事象を数
学的に考察し処理する能力を高めることを目標
とする。同時に、様々な社会問題やデザインに
おける課題を解決する際に要求される論理的
思考力を身につけていく。

●統計学基礎
統計は自然科学ではもちろんのこと、社会科学
でも基本となる知識である。さらに、社会制度が
複雑化し、情報量が急速に増加している現代
社会を生きる市民にとって、統計の知識は、企
業の広告や宣伝、自治体や国の政策、そして調
査研究などの正しさや信頼性を判断するために
必須の教養ともいえる。そのために、統計の初
心者を対象に、平均やばらつきの意味などから
始めて、データの読み方や統計手法についての
基礎的な知識を、テレビの視聴率や選挙の出
口調査などの具体的な事例を用いながら、わか
りやすく説明する。

●食と健康 
我が国は世界トップレベルの長寿国である。この
要因として医学の進歩や衛生状態の改善が挙
げられるが、日々の食事内容も健康と寿命に密接
に関係している。栄養バランスに優れた日本食は
米を主食とし、魚介類と野菜を副食とし、大豆や

穀類で作った醸造品を調味料とする和食が原点
である。しかしながら、洋風化が進んだ現代の食
生活の中では、肥満、高血圧、糖尿病、脳・心疾
患、アレルギー、がんといった生活習慣病で苦しむ
人が増えて、医療費の増加が国家財政を脅かす
状況になりつつある。ここでは、食生活と生活習
慣病の関係および予防策を学び、健康長寿を達
成するための基本を身につけることを目的とする。

●科学技術論
現代社会のさまざまなシステムやモノには科学
技術が不可欠であることを前提に、科学技術が
広範かつ深遠な影響を人間社会に与えている
ことの認識を深めて、現実の科学技術を正しく
理解する力を養うことを目的とする。今日に至る
科学技術の発達経緯を概観する中で、現代の
科学技術の特質・潮流を考察するとともに、科
学技術と社会との関係の中で生ずる摩擦や諸
問題など、科学技術を取り巻くさまざまな環境変
化について検討する。

●エコロジカルデザイン
今の地球の現状を知り真実のエコとライフスタ
イルを見つめ直し、地球の未来のために各自が
今できることを考え、エコロジカルな考え方やも
のの見方を自分の生活・設計に活かしていく手
法を習得する。映画『不都合な真実』や『水の
世紀』などの現在、まさに起こりうる地球環境問
題、エコハウスやエコキャンパスなどのエコロジ
カルなデザイン手法、ビフォーアフターやスマート
ライフなどの現世代に内包された課題の解決、
海底都市や空中都市などの近未来的デザイン
を通したノスタルジーなどについて、幅広く学ぶ。

●スポーツ科学
スポーツ科学の基礎的な知識である、医学や健
康科学、解剖生理学といった幅広いインテリジ
ェンスを習得し、運動をすることの人体のメカニ
ズムと、運動をすることによる人体への影響とに
ついて考察する。具体的には現代の高齢社会
に求められているスポーツのあり方や、それぞれ
の年齢や体力、健康増進や生活習慣病予防な
どの目的に応じてトレーニングの方法を運動生
理学、トレーニング科学の視点から解説する。

●音楽と社会
音楽は社会と密接に関わり、新たに生成され、
変化していく。こうした音楽と社会のダイナミック
な関わりを考察するために、19世紀後半から20
世紀にみられた大衆社会の形成、市場経済の
成長、マスメディアの発達という視点から、アメリ
カを中心に発展していったポピュラー音楽と日
本のポピュラー音楽について概観することが、
本講義の狙いである。なおこの講義では、ラグタ
イム、ジャズ、ブルース、リズム＆ブルース、ロック、
フォークなどの多様なジャンルを取り上げる。

●芸術と社会
人間にとって芸術とは特別な意味を持つもので
ある。この科目では、人間の行う表現行為がど
のように芸術というものに形づくられていくのか、
芸術が人間にとってどのような意味を持ち、また
どのように展開するのかについて、芸術の多様
なジャンルの中から具体的な事例を示しながら
考察する。さらに、人間の表現が時代や場所の
異なるところで様々な展開を遂げ、現在のように

豊かな様相を見せている状況を、芸術諸分野に
おける最新の情報を交えつつ概観する。

●色彩・形態論
デザイン分野に応用される色彩と形態の基礎
について、自然、絵画、人工物など多様なデザイ
ン事例を取り上げ、様々なデザイン分野におけ
る色彩と形態の適用事例に接することで、その
機能や役割を理解する。基本的な属性や視覚
特性、意味作用に加え、色彩見本を使用し、色
相、明度、彩度による色の伝達方法、配色手
法、および色彩心理学などを学習する。さらに、
近年対応が重視されるカラーユニバーサルデザ
インについても学ぶことで、実務における実践
的な活用方法や構成手法などについて学ぶ。

●映像メディア論
TV、PC、タブレット、スマートフォン等を通して
日々膨大な量の映像を消費する現代社会。多
彩で刺激的な表現を競うように変貌を続ける映
像メディアの可能性と問題点を、包括的に検証
する。映像メディアの変遷とそれに同期して人
間自身の内部で進行している変化に着目し、〈メ
ディアは身体性の拡張である〉という視点から、
近未来へ向けた人とメディアの関係性について
考察する。視聴覚資料を効果的に使用し、学生
自身が感じ、考えながら問題意識を深めてゆくた
めの授業構成を目指す。

●空間とデザイン
「空間」とか「デザイン」とかいう言葉を用いる
時、その言葉はどのようなことを意味しているの
か、具体的な事例を提示しながら考えていく。そ
して、「空間をデザインする」ということは自然や
人間社会に対してどのような役割を担っている
のか、その楽しさや重要性を学ぶ。空間デザイン
を理解することによって、空間は生活の中の
様々な時間を創造してくれることに気づき、その
要因の歴史的背景や現代における表現手法を
読み取る感覚を育てる。

●ユニバーサル/インクルーシブデザイン概論
全ての人が住みやすい社会をつくるには、一般
には多数派とされている健康な成人だけでなく、
子どもや高齢者、そして障害者を含めた多様な
人の存在を意識しなければならない。どんなに異
質であっても社会的な活動から排除されないよ
うにすること、これは世界的な合意であり、また
教育から就労、そしてレジャーなどの活動に至る
まで、あらゆる場面で保障されなければならない
人間としての権利である。それをできるだけ特殊
解でなく一般解として実現すべく、製品から構築
環境、そしてサービスなどのソフトな仕組みに至
るまで、あらゆるもののあり方を考える。

●デザイン史
デザインの歴史を俯瞰することで、近代デザイン
の成立から現在に至るまでの主要な出来事や
知識、社会における役割を学ぶ講義である。受
講者は、科学技術、産業、政治経済、芸術など
先端的または広範な人間の営みと文化が、
様々な時代でどのようにデザインと結びつき、ど
のようなものが作られたか、それらにどのような意
味があるのかを探究し、デザインの世界に私た
ちの生活から切り離せない幅広さと社会的意義
があることを考察する。

導入教育

教養 人文科学

教養 社会科学

教養 自然科学

教養 芸術・デザイン
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全学科目概要
2022年度 カリキュラム

●文化芸術体験演習
全ての学生は、入学後最初の必修科目としてこ
れを履修する。受講は基本的にクラスに分かれ
て行い、各種の本格的な芸術・文化の体験とゼ
ミナール形式による講座の受講によって、知性
とともに感性を磨き、本学での学び全体の基盤
となる素養を身につける。講座では、学内外の
各種の専門領域にわたる幅広い知見を学ぶと
ともに、これらを通じて、入学後の早い段階から
自身のキャリア形成や社会的自立につながる
意識を涵養することも目指す。

●学芸の基礎
全ての学生は、入学後最初の必修科目としてこ
れを履修する。受講はクラスに分かれて行い、大
学で学ぶ意味を本学の理念を通じて理解すると
ともに、高等教育課程での学びの基礎や方法、
基本的なリテラシーの素養を身につける。主な
内容は、文献等の読み方、情報検索や資料収
集、報告・討論、レポート・論文作成の基礎知識、
口頭発表の技法や討論方法、高度情報社会へ
の対処法など、大学で学ぶ上で、さらに社会で活
躍する上で必要とされる基礎的な能力を養う。

●文学
日本の古典文学を主たる契機として、記紀神
話、王朝物語、軍記文学、縁起などを学ぶ。特
に全学科目としての位置付けを考慮して、文学
の“広がり”と“奥行き”を重視した講義内容を目
指す。文芸作品をそのまま読んで鑑賞するので
はなく、民俗、祭祀、信仰、伝承といった事例と
の多視的な比較や、海外の文芸との比較を手
がかりとして、文学の展開とその奥行きの深さを
考える機会とする。

●哲学
人間が自然環境や社会をどのように認識し、受容
あるいは対置などの思考や行動の原理としてきた
かについて、帰納や演繹といった論理的な思考、
分析的あるいは包括的・構造的な認識の方法、
倫理や道徳の課題など、我々が人間である限り
避けて通れない論理、認識、知識等にかかる問題
を取り上げ、こうした問題を先人たちはどのように
考えたかを解説し、我々自身が今日に生きて出会
う様々な問題をどのように考えたらよいかを学ぶ。

●心理学
この講義では、「心のはたらきに関する科学」とし
ての心理学が、人の心についてどのように考え、
何を問題にし、それらについてどのような手法で
研究しているのかについて講義する。人の心に
関する多面的、客観的な視点を養うことがこの
講義の目標となる。主に、人の情報処理（認
知）、発達、性格、心理臨床などの基礎的なトピ
ックにおける最新の知見について、社会的な事
象と関連づけながら概観する。また、簡単な心理
実験や質問紙調査の演習をあわせて実施する。

●宗教学
人類のあらゆる文化や歴史の広がりの中で、基
本的な宗教の概念および定義やその意味、宗
教形態に関する概要を概観し、それらを踏まえて
宗教が持つ本来の役割とは何かを考察する。あ
わせて、日本人のものの見方や行動様式につ

いて、それがいつ、どのように成立し、また変容し
ていったのかについて、具体的な事例を挙げな
がら考察する。特に日常生活に密着した年中行
事や人生儀礼、地域社会と人々の関わりを考え
る。また、現代社会における宗教紛争やカルト、
生命倫理問題などにも言及する。

●歴史学
歴史学について、その全般を学ぶ。歴史学の科
学的手法を前提に、「史料」から歴史像がいかに
導き出されるかを、具体例をもとに講義していく。
歴史学の分野について、政治外交史・社会経済
史・文化芸術史などがあることを紹介し、時代区
分として、古代・中世・近代などがあり、空間的に
は、地域史・一国史・人類史など、様々な歴史叙
述の形態が存在することを論じる。文化の多様
性と人類の文化芸術活動の背景となった社会
の歴史的なあり方に重点をおいて講義する。

●文化人類学
諸社会の社会構造、価値観、社会的行為など、
文化の諸局面にみられる多様性を示すととも
に、文化の差異の根底に横たわる普遍性につ
いても論じる。世界にはいかに多様な「当たり
前」があるかを認識し、自文化を絶対視せずに
異文化を理解するための基本的な視角が身に
つくように解説する。文化人類学の学説史上の
主な展開についても概説し、同時代を生きる地
球上の人々と意思疎通する時に求められる文
化的背景の捉え方について考察する。

●日本文化論
人々の日々の生活から生み出された事象すべて
を文化と捉え、日常生活に密着した年中行事や
人生儀礼、あるいは衣食住の特徴、動植物との
関わりなどを文化の事例として取り上げる。か
つ、文化は時間的にも空間的にも社会的にも
一様ではないという観点に立ち、日本人のもの
の見方や行動様式が、いつ、どのように成立し、
また変容していったのかについて考察する。そ
の際、東アジアをはじめとする諸外国との比較
や文化移入のあり方をみることによって、より日
本文化の特徴を明らかにしていく。

●静岡学
本学が立地する静岡県、ならびにその近隣地域
について、歴史、地理、文化、社会、政治、経済な
どの多面的なアプローチで学ぶ。特に、静岡県と
その周辺地域の置かれた地理的条件、歴史的
発展の経緯や、地域産業の特性、自治体のビジ
ョンなどについて、各々の専門の講師による講
義も交えながら、本学と地域との連携による学習
や実践にもつながるような知見を身につける。

●文明と観光
訪日外国人観光客の関心 は、 その人の生活域や
いわゆる文明圏によって異なる。例えば、東アジア
 から訪れる人の多く は、アジアの中でいち早く近代
化した日本像を求める と言われる。 他方 、ヨーロッ
パ からの人なら、 情報化時代にもかかわらず、エキ
ゾチックな 世界 を期待して訪れる ことも少なくない 。
この講義では、 まず 「文明」と「観光」の概念 が多
様であることを概観し、 その上で現代の日本や地域
に望ましい 「 文明 」 を考えつつ、「 観光 」 を論じる。

●ユーラシア文明論
ユーラシア大陸で興亡した西アジア文明、南アジ
ア文明、ヨーロッパ文明、東アジア文明といった諸

文明を、地域的・時間的に広く展望しながら、日本
語で「文明」と言い表されている現象を理念的に捉
え直す。特に、時間的に先行し、地域的にも中心の
位置を占める西アジア文明に焦点を当て、古代オ
リエント文明を取り上げ、それがイスラーム文明やヨ
ーロッパ文明に継承されていく過程を論じる。

●法と社会
この授業では、「法」について学ぶにあたって必
要となる基礎的な知識や、法的思考力・法的判
断力を習得することを目的とする。法とは何か、法
の適用・解釈、法の分類についての概説を経て、
犯罪と法、家族と法、財産と法、労働と法など、法
が規律する社会のさまざまな場面ごとに、関連す
る法制度をより具体的に検討することで、社会に
おいて法の果たしている機能を明らかにしていく。

●経済学基礎
現代社会で生きていくためには経済現象に関す
る深い理解が不可欠であり、その経済現象を正
確に理解・分析するためには経済理論の知識が
どうしても必要である。この授業では、全体として
経済理論の前提となる経済に関する知識の習
得に主眼を置く。具体的には、文化政策の理解
に不可欠な市場メカニズムや市場の失敗を扱う
ミクロ経済学、景気・失業・物価・金融・為替レー
トなどを扱うマクロ経済学の基礎を講義し、経済
理論や経済政策の学習への橋渡しを行う。

●現代の国際社会
「現代の国際社会」の特質を把握するために
は、国際社会の歩みについて深く理解すること
が重要である。この授業では、21世紀の国際
社会が直面する諸問題の歴史的理解を深める
ことを目的に、第二次世界大戦後の国際政治
の歩みを概観する。この分野は、関連する一次
資料の公開や発見とともに通説が見直され、議
論の継続する分野でもある。入門的な知識の
習得と同時に、最前線で行われる研究方法の
一端に触れることも授業の目標とする。

●現代社会と教育
現代社会と教育の関係について、主に教育社
会学の研究視角から、問題の所在を明らかに
し、これからの社会における教育のあり方を考え
る。具体的には、「いじめ問題」「不登校問題」

「ひきこもり問題」等の教育問題について、「子
どもの社会化」という観点を中心にして、家庭教
育・学校教育・社会教育等の教育環境の課題
と可能性を明らかにする。各種映像資料の提
示や受講生による報告・討議等を多く取り入
れ、教育に関する受講生自身の考えを拡張させ
深化させたいと考えている。

●社会学概論
社会を「人間がつくりだす人と人とのつながり

（関係）」とするならば、この関係性を維持するた
めには「規範」がなくてはならない。社会学は、こ
うした規範が所与のものとしてあるのではなく、
社会によってつくり出されたものであり、この規
範が当たり前や常識として個人に刷り込まれて
いくと考える。つまり、社会学では、個人は社会
によって決定されるという前提に立つのである。
そこで、この授業では、こうした規範を問い直す
ことによって社会の成り立ちや仕組みを考え、
社会学の基本的・基礎的な考え方を習得する。

●社会調査論
社会について科学的に情報を得る（知る）方法
の基礎を学ぶ。まず社会調査の意義と主要な方
法について学び、次に方法論について理解し、そ
の後、質問紙法、面接法、観察法、内容分析など
の具体的方法とその特徴を学ぶ。方法の技能を
学ぶだけでなく、調査目的と対象により最も適切
な方法が選べるよう、調査の特性と限界について
も解説する。最終的には、実際に使われている
様々な社会調査の信頼性と長所・短所を評価し、
かつ基本的な調査を自ら実施できるようにする。

●情報社会論
現代社会はIT化の進展に伴いそのメディア環
境を大きく変容させ、それにより生じた高度情報
化社会は私たちの日常生活や文化にも大きな
影響を与えている。この授業では、こうした高度
情報化がもたらした社会の諸現象に着目し、そ
の特質や問題点を理解することを試みる。さら
にその理解に基づき、情報化が進展していく社
会における人々の行為やコミュニケーションの
あるべき方向性を考察し、その社会において生
活していくことの可能性や倫理を検討する。

●人権論
この授業では、現代社会において生じている、
あるいは未解決のままに残されているさまざまな
問題を、私たちの「人権」にかかわる問題として
認識し、それらについて理解を深めることを目的
とする。そもそも人権とは何かについての総論
的な概説を経て、個々の問題・事例について、
国内外の状況に目を向けながらより具体的に
検討することで、現代社会において目指すべき
人権保障のあり方を考察する。

●数学概論
本講義では、大学の授業で必要となる数学の
基礎を学ぶことを目的とする。高等学校で学ん
だ内容を発展させて、数学における基本的な概
念や原理・法則の理解を深め、数学的･論理学
的な見方や考え方の良さを再認識し、事象を数
学的に考察し処理する能力を高めることを目標
とする。同時に、様々な社会問題やデザインに
おける課題を解決する際に要求される論理的
思考力を身につけていく。

●統計学基礎
統計は自然科学ではもちろんのこと、社会科学
でも基本となる知識である。さらに、社会制度が
複雑化し、情報量が急速に増加している現代
社会を生きる市民にとって、統計の知識は、企
業の広告や宣伝、自治体や国の政策、そして調
査研究などの正しさや信頼性を判断するために
必須の教養ともいえる。そのために、統計の初
心者を対象に、平均やばらつきの意味などから
始めて、データの読み方や統計手法についての
基礎的な知識を、テレビの視聴率や選挙の出
口調査などの具体的な事例を用いながら、わか
りやすく説明する。

●食と健康 
我が国は世界トップレベルの長寿国である。この
要因として医学の進歩や衛生状態の改善が挙
げられるが、日々の食事内容も健康と寿命に密接
に関係している。栄養バランスに優れた日本食は
米を主食とし、魚介類と野菜を副食とし、大豆や

穀類で作った醸造品を調味料とする和食が原点
である。しかしながら、洋風化が進んだ現代の食
生活の中では、肥満、高血圧、糖尿病、脳・心疾
患、アレルギー、がんといった生活習慣病で苦しむ
人が増えて、医療費の増加が国家財政を脅かす
状況になりつつある。ここでは、食生活と生活習
慣病の関係および予防策を学び、健康長寿を達
成するための基本を身につけることを目的とする。

●科学技術論
現代社会のさまざまなシステムやモノには科学
技術が不可欠であることを前提に、科学技術が
広範かつ深遠な影響を人間社会に与えている
ことの認識を深めて、現実の科学技術を正しく
理解する力を養うことを目的とする。今日に至る
科学技術の発達経緯を概観する中で、現代の
科学技術の特質・潮流を考察するとともに、科
学技術と社会との関係の中で生ずる摩擦や諸
問題など、科学技術を取り巻くさまざまな環境変
化について検討する。

●エコロジカルデザイン
今の地球の現状を知り真実のエコとライフスタ
イルを見つめ直し、地球の未来のために各自が
今できることを考え、エコロジカルな考え方やも
のの見方を自分の生活・設計に活かしていく手
法を習得する。映画『不都合な真実』や『水の
世紀』などの現在、まさに起こりうる地球環境問
題、エコハウスやエコキャンパスなどのエコロジ
カルなデザイン手法、ビフォーアフターやスマート
ライフなどの現世代に内包された課題の解決、
海底都市や空中都市などの近未来的デザイン
を通したノスタルジーなどについて、幅広く学ぶ。

●スポーツ科学
スポーツ科学の基礎的な知識である、医学や健
康科学、解剖生理学といった幅広いインテリジ
ェンスを習得し、運動をすることの人体のメカニ
ズムと、運動をすることによる人体への影響とに
ついて考察する。具体的には現代の高齢社会
に求められているスポーツのあり方や、それぞれ
の年齢や体力、健康増進や生活習慣病予防な
どの目的に応じてトレーニングの方法を運動生
理学、トレーニング科学の視点から解説する。

●音楽と社会
音楽は社会と密接に関わり、新たに生成され、
変化していく。こうした音楽と社会のダイナミック
な関わりを考察するために、19世紀後半から20
世紀にみられた大衆社会の形成、市場経済の
成長、マスメディアの発達という視点から、アメリ
カを中心に発展していったポピュラー音楽と日
本のポピュラー音楽について概観することが、
本講義の狙いである。なおこの講義では、ラグタ
イム、ジャズ、ブルース、リズム＆ブルース、ロック、
フォークなどの多様なジャンルを取り上げる。

●芸術と社会
人間にとって芸術とは特別な意味を持つもので
ある。この科目では、人間の行う表現行為がど
のように芸術というものに形づくられていくのか、
芸術が人間にとってどのような意味を持ち、また
どのように展開するのかについて、芸術の多様
なジャンルの中から具体的な事例を示しながら
考察する。さらに、人間の表現が時代や場所の
異なるところで様々な展開を遂げ、現在のように

豊かな様相を見せている状況を、芸術諸分野に
おける最新の情報を交えつつ概観する。

●色彩・形態論
デザイン分野に応用される色彩と形態の基礎
について、自然、絵画、人工物など多様なデザイ
ン事例を取り上げ、様々なデザイン分野におけ
る色彩と形態の適用事例に接することで、その
機能や役割を理解する。基本的な属性や視覚
特性、意味作用に加え、色彩見本を使用し、色
相、明度、彩度による色の伝達方法、配色手
法、および色彩心理学などを学習する。さらに、
近年対応が重視されるカラーユニバーサルデザ
インについても学ぶことで、実務における実践
的な活用方法や構成手法などについて学ぶ。

●映像メディア論
TV、PC、タブレット、スマートフォン等を通して
日々膨大な量の映像を消費する現代社会。多
彩で刺激的な表現を競うように変貌を続ける映
像メディアの可能性と問題点を、包括的に検証
する。映像メディアの変遷とそれに同期して人
間自身の内部で進行している変化に着目し、〈メ
ディアは身体性の拡張である〉という視点から、
近未来へ向けた人とメディアの関係性について
考察する。視聴覚資料を効果的に使用し、学生
自身が感じ、考えながら問題意識を深めてゆくた
めの授業構成を目指す。

●空間とデザイン
「空間」とか「デザイン」とかいう言葉を用いる
時、その言葉はどのようなことを意味しているの
か、具体的な事例を提示しながら考えていく。そ
して、「空間をデザインする」ということは自然や
人間社会に対してどのような役割を担っている
のか、その楽しさや重要性を学ぶ。空間デザイン
を理解することによって、空間は生活の中の
様々な時間を創造してくれることに気づき、その
要因の歴史的背景や現代における表現手法を
読み取る感覚を育てる。

●ユニバーサル/インクルーシブデザイン概論
全ての人が住みやすい社会をつくるには、一般
には多数派とされている健康な成人だけでなく、
子どもや高齢者、そして障害者を含めた多様な
人の存在を意識しなければならない。どんなに異
質であっても社会的な活動から排除されないよ
うにすること、これは世界的な合意であり、また
教育から就労、そしてレジャーなどの活動に至る
まで、あらゆる場面で保障されなければならない
人間としての権利である。それをできるだけ特殊
解でなく一般解として実現すべく、製品から構築
環境、そしてサービスなどのソフトな仕組みに至
るまで、あらゆるもののあり方を考える。

●デザイン史
デザインの歴史を俯瞰することで、近代デザイン
の成立から現在に至るまでの主要な出来事や
知識、社会における役割を学ぶ講義である。受
講者は、科学技術、産業、政治経済、芸術など
先端的または広範な人間の営みと文化が、
様々な時代でどのようにデザインと結びつき、ど
のようなものが作られたか、それらにどのような意
味があるのかを探究し、デザインの世界に私た
ちの生活から切り離せない幅広さと社会的意義
があることを考察する。

導入教育

教養 人文科学

教養 社会科学

教養 自然科学

教養 芸術・デザイン
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全学科目概要

●英語コミュニケーションⅠA
高校までに習得した英語の語彙、文法、表現を
基礎として、「聞く・話す」ための運用能力を高め
ることを主な目的とする。聞く面では、自然な速さ
の平易な英語を大量に聞き、その概要および特
定の具体的な情報を聞き取れるようになることを
目指す。また、話す面では、これまで学習してきた
英語の基礎的な言語知識を使って、特に自分の
経験や関心のある具体的なトピックについて積
極的に話し、会話を続けることができるようになる
ことを目指す。そのため、少人数での授業を行う。

●英語コミュニケーションⅠB
高校までに習得した英語の語彙、文法、表現を
基礎として、「読み・書く」ためのさらなる知識と運
用能力を高めることを目的とする。読解能力を高
めるために、必要に応じて辞書を利用しながら比
較的幅広い分野の英文を大量に読み、その概要
と具体的な情報を読み取れるようになることを目
指す。また、書く面では、既習の基礎的な英語を
広く使ってまとまりのある文章が書けるようになる
ことを目指す。そのため、少人数での授業を行う。

●英語コミュニケーションⅡA
英語ⅠAで身につけた「聞く・話す」ための運用
能力をさらに伸ばすことを目的とする。自然な速
さの英語で話される内容を聞き取り、同時に、そ
の情報を自分自身の考えと照らし合わせながら
内容を理解できるようになることを目指す。また、
授業で扱うトピックに関して、英語で自分の考え
をまとめ、その内容を話せるように繰り返し練習
することで、英語による情報のやり取りが滞りな
くできるようになることを目指す。

●英語コミュニケーションⅡB
英語ⅠBで身につけた「読み・書く」ための運用
能力をさらに伸ばすことを目的とする。様々なトピ
ックの英文を、文章の構成を意識しながら読み、
複数の視点の相違点や共通点を考慮に入れ
ながら、自分自身の解釈ができるようになること
を目指す。また、新しく出会う英語の語彙や表現
などに気をつけながら、今までに身につけた英語
の知識をベースに辞書を適切に使いこなし、自
分の考えをできる限り詳しく英語で書くことがで
きるようになることを目指す。

●英語コミュニケーションⅢA
英語を「聞く・話す」面の発展的な力を養うことを
目的に、授業はすべて英語で行う。一般的な分
野からニュースなど幅広いトピックについて言語
的な調整がなされていなくても、話者の意図が
理解できるようになることを目指す。また、現代の
問題など一般的に関心の高いトピックであれ
ば、自分自身が調べた情報の詳細を提供し、関
連する自分の考えをできる限り正確かつ流暢に
表現し、議論できるレベルを目指す。

●英語コミュニケーションⅢB
英語を「読み・書く」面の発展的な力を養うこと
を目的とする。一般的な内容から、新聞記事や
レポートなどの専門的記事までの英文の概要を
素早く読み取り、状況に応じて深く読む必要が
ある場合は読む速さや読み方を変えながら正確
に読めるようになることを目指す。また、自分の
専門分野であれば、情報の正確さ、感情の度合
いなど、ある程度複雑な英語表現を身につける

と同時に、それらを用いて適切な英文を書くこと
ができるようになることを目指す。

●英語コミュニケーションⅣA
英語ⅢAで学んだ英語を「聞く・話す」面の流暢さ
と正確さをさらに高めることを目的に、主として英語
によるディスカッションやディベートを通して学ぶ。
一般的に関心の高い分野から複雑なトピックまで
を扱い、英語を通して自ら情報を収集し、それらを
一定の観点で展開し、明瞭な論理的な構成を持
って英語で発表するとともに、話し相手の英語を
正確に理解しながら、かなり詳しく議論し適切な結
論に達することができるようになることを目指す。

●英語コミュニケーションⅣB
英語ⅢBで学んだ英語の「読み・書く」力を専門
的な分野を扱えるレベルまで高めることを目的と
する。専門的記事から文学作品や論文まで長く
複雑な内容を、文体の違いを認識しながら深く理
解し読めるようになることを目指す。そして、複雑
な手紙、説明文、レポート、報告記事、批評、論
文などを、論理的に明確な構造で、読み手に議
論のポイントや重要な点がわかるように、明瞭か
つ適切な文体で書けるようになることを目指す。

●マルチメディア英語Ⅰ
ＬＬ教室で、擬似体験型の英会話トレーニングソ
フトを使い、スピーキング能力、リスニング能力、
コミュニケーション能力の増強をはかる。正しい
発音とイントネーション、流暢さ、会話によく使わ
れる表現、言い回し等を身につける。内容的に
は、「海外渡航に使う英会話」を学ぶが、会話
表現と同時に英米の文化や生活習慣も学ぶ。
学期の最後の授業では、クラスメートとペアにな
って自由に英語のスキットをつくり、英会話を楽
しむことでコミュニケーション能力を伸ばす。

●マルチメディア英語Ⅱ
ＬＬ教室で、擬似体験型の英会話トレーニングソ
フトを使い、スピーキング能力、リスニング能力、コ
ミュニケーション能力の増強をはかる。正しい発
音とイントネーション、流ちょうさ、会話によく使わ
れる表現、イディオムを身につける。内容的には、

「日常生活に使う英会話（基礎編）」を学ぶが、
会話表現と同時に英米の文化や生活習慣も学
ぶ。学期の最後の授業では、クラスメートとペア
になって自由に英語のスキットを作り、英会話を
楽しむことでコミュニケーション能力を伸ばす。

●マルチメディア英語Ⅲ
ＬＬ教室で、擬似体験型の英会話トレーニングソ
フトを使い、スピーキング能力、リスニング能力、
コミュニケーション能力の増強をはかって、グロ
ーバル人材にふさわしい英会話能力を身につけ
る。正しい発音とイントネーション、流暢さを身に
つけ、自発的な自由会話力を伸ばす。内容的に
は、「日常生活に使う英会話（応用編）」を学
ぶ。学期の最後の授業では、クラスメートとペア
になって自由に英語のスキットをつくり、大学生
として内容のある英会話を楽しむ。

●ビジネス英語Ⅰ
グローバルなビジネス社会で活用されているビジ
ネス英語と文章作成方法の基礎を身につけ、国
際的なビジネスの現場で通用する英語能力を身
につける。具体的には、英文レターの形式、ワン
レターワンサブジェクトの原則、句読点の慣用、レ
ターの折りたたみ方など商用英文レターの基礎

知識を中心に学習する。次に、ビジネス社会でよ
く使われている英語ビジネス文章の例文の学習
と分析、それらを活用して学生が自分で書いた文
章の分析、間違った表現の訂正作業などを通じ
て実践的な英文レターの書き方を習得する。

●ビジネス英語Ⅱ
ビジネス英語で実務レベルでさらに実践的な文
章作成法を学ぶとともに、海外・国内で外国人
と交流する際に必要なマナーを身につける。具
体的には、いくつかの実務状況を設定して学生
に英文レターを作成させ、それらを分析しながら
効果的なレターの書き方、論旨の進め方を習得
する。さらに、外国人と交流する際の常識的なマ
ナー、文化や習慣の違いからくる注意点、儀礼

（プロトコール）、およびそれらの場合の英語表
現を、実践的な場で使えるような学習を目指す。

●中国語コミュニケーションⅠA
中国語の難点とされる発音を十分に練習し、単
語の発音をベースに、ローマ字表記（ピンイン）を
見て正確に発音できるようにする。漢詩や中国語
の歌を適宜取り入れ、中国語の発音とリズムに
慣れていく。また、日本語の常用漢字と異なる中
国語の簡体字に習熟する。文法については、中
国語の基本的構文パターンの習得を中心に、文
法の仕組みを学び、簡単な文章を読み、基礎的
な文を組み立てる能力を伸ばしていく。文法項目
が単なる項目の羅列に終わらないよう、折に触れ
て復習を行い、体系的に把握できるようにする。

●中国語コミュニケーションⅠB
平易なテキストをもとに、基本文法、よく使う文
型、日常生活で使用される頻度の高い中国語
の言い回し（センテンス）を中心に学習する。さら
に、CD・テープなどの聴取訓練、また教員と学
生、学生相互の対話練習を繰り返すことで、基
本文法の習得とともに、「聞く、話す」能力をバ
ランスよく身につけ、暗唱テストを適宜取り入れ
ることで運用能力を高める。基礎的な聞く・話す
能力を活かし、挨拶から始まって、簡単な自己紹
介と日常会話ができることを目標とする。

●中国語コミュニケーションⅡA
中国語コミュニケーションⅠに引き続いて、文法に
重点を置き、テキストに基づき、複合的な中国語
文の構造について学んでいく。テキストに出てい
る中国語文を日本語に翻訳し、そして日本語から
再び中国語に翻訳することを重ねて、文法の運
用能力を高める。中国語の仕組みの全体を徐々
に把握するとともに、平易な雑誌・新聞記事等の
読解を試みる。基礎的な文法と雑誌、新聞記事
の情報を基にした簡単な作文ができるよう練習を
重ねていく。これらの学習を通じて、中国の社会
や文化に対する理解も同時に深める。

●中国語コミュニケーションⅡB
中国語コミュニケーションⅠに引き続いて、語彙力を
高めつつ、より複雑な中国語の言い回し（センテン
ス）を習得する。テレビ・ビデオなどの視聴覚教材を
適宜取り入れ、運用能力を高める。テキストの音読
練習を十分行ったうえ、テキストと視聴覚教材の内
容を踏まえてテーマを設定し、教員と学生、学生相
互の対話練習を重ね、より実用的な会話能力・ヒ
アリング能力の育成を図る。これらの学習を通じて、
中国の社会や文化に対する理解も同時に深める。

●中国語コミュニケーションⅢA
中国語コミュニケーションⅠ、Ⅱで身につけた文
法の運用能力を高め、より高度な語彙と複雑な
表現で構成される中国語の文章を解読する。
文法の解説はテキストに基づいて行うが、文法
の理解を深め、運用能力を高めるために、毎回
の授業でテキスト以外の文法書から関連する
文法の宿題を出す。また、中国の政治・経済・文
化・社会に関する中国語の新聞・雑誌記事を適
宜授業に取り入れ、辞書を引きながら新聞・雑
誌を概ね理解できるレベルを目指す。

●中国語コミュニケーションⅢB
中国語コミュニケーションⅠ、Ⅱで中国語の正しい
発音とリズムを習得した学生に対し、授業では、
テープ・ＣＤなどの視聴覚教材を積極的に利用
し、ヒアリング能力のさらなる向上を図る。また、
中国の政治・経済・文化・社会に関する中国語
の新聞・雑誌記事の内容からテーマを決め、教
員と学生、学生相互の対話練習を重ね、スピー
キング能力の向上を図る。与えられたテーマで学
生が自分から積極的に発話できるよう練習し、コ
ミュニケーション能力の向上を目指す。

●中国語コミュニケーションⅣA
中国語コミュニケーションⅢAに引き続いて、高度
かつ豊富な語彙と複雑な表現を身につけながら、
さらに高度な中国語の文章を読解していく。語彙
や表現を深め、高度な文法を確実にするため、中
国語コミュニケーションⅢAと同様に、毎回の授業
でテキスト以外の文法書から関連する文法の宿
題を出す。中国語ニュースの内容を適宜授業に
取り入れ、それを解読するとともに簡単なコメントや
感想文を正確に書けるように目指す。単に、知識
としての言葉ではなく、現代中国社会を理解する
ツールとしての中国語の習得に特に重点を置く。

●中国語コミュニケーションⅣB
中国語コミュニケーションⅢBに引き続いて、授
業では視聴覚教材を積極的に利用し、中国語
のニュースを適宜取り入れることでより高いレベ
ルのヒアリング能力を育成する。また、中国の政
治・経済に関するニュースの内容からテーマを
設定し、教員と学生、学生相互の対話練習を重
ねていき、特定のテーマをめぐって比較的論理
的に会話できるようにする。単に、知識としての
言葉ではなく、現代中国社会を理解するツール
としての中国語の習得に特に重点を置く。

●マルチメディア中国語
ＬＬ教室を活用し、各種視聴覚教材を取り入れ
ながら、まず中国語の正しい発音を徹底する。そ
れから語彙力、ヒアリング能力の向上を図りなが
ら、日常生活の様々な場面に応じた会話表現を
学び、自然な生活中国語を習得する。中国語で
の学生相互の対話練習を極力進める形で、感
覚的に中国語を捉えられるようにすることを目標
とする。また、関連する視聴覚教材から宿題を出
し、学生が授業以外でも発音の練習、語彙力の
強化、ヒアリングの訓練をするよう促す。

●ビジネス中国語Ⅰ
日中ビジネス習慣の違いを理解しつつ、ビジネス
場面で使用する中国語の語彙と言い回しを習
得し、一般的なビジネス会話の基礎をしっかり身
につける。ビジネスシーンのある視聴覚教材を
適宜取り入れることで、ヒアリング能力の向上を
図りつつ、特定のビジネスシーンをテーマにし、

教員と学生、学生相互の対話練習を重ねてい
く。さらに、ビジネス文章を作成する基礎知識を学
び、商用メールやレターの書き方を練習し、実用
的なビジネス中国語を身につけるよう目指す。

●ビジネス中国語Ⅱ
日中ビジネス習慣の違いへの理解を深めつつ、ビ
ジネス場面で使用する中国語の語彙力をさらに
高め、ビジネス関連の言い回しを正確に言えるよ
うにする。商談の実例をテキストとして使用し、ア
ポイントの取得から、コミッションの相談、事業提
案などさまざまなテーマに応じてビジネス中国語を
習得する。リアルの商談に基づく授業を通じて、
中国ビジネスの現場を体験し、ビジネスで求められ
る高度なコミュニケーション能力の育成を目指す。

●日本語コミュニケーションⅠA
社会で役立つ日本語コミュニケーション能力を
身につけることを目指す。人との距離や相手の
立場に配慮した、円滑なコミュニケーションがで
きるようにする。具体的には、リスニング、作文、
ロールプレイなどを通して、社会に出て必要とさ
れる、迅速でかつ正確な会話、そして、論理的な
コミュニケーションスキルを身につけていく。ま
た、日本人の常識、マナー、距離の取り方も勉
強していくことで、異文化理解も行っていく。

●日本語コミュニケーションⅠB
日本語による高度な読解力を身につけることを目
指す。学術的な書物や論文を読解するために必
要な、語彙力の向上、要点把握、正確で詳細な内
容把握のストラテジーやスキルの向上を目指して
いく。さらには、批判的かつ論理的な表現で発言
するために必要なコミュニケーションスキルも身に
つける。また、日本文化を中心とした日本事情につ
いても学んでいく。様々な日本事情を取り上げるこ
とで、日本人と日本社会を理解する契機とする。

●日本語コミュニケーションⅡA
ビジネス場面に即した日本語コミュニケーション能
力を身につけることを目指す。実践的なビジネス
会話、ビジネス文書作成、ビジネス知識、ビジネス
マナーなどビジネスライフにおけるコミュニケーショ
ンスキルとビジネスライフの基礎を総合的に学
ぶ。特に、ビジネス場面に応じた敬語使用や語の
選択について重点的に学習し、ビジネスに対応で
きる日本語表現力を身につけていく。ロールプレイ
を取り入れ実践的に学んでいく講義である。

●日本語コミュニケーションⅡB
優れたレポ－ト作成能力を身につけることを目指
す。具体的には、論理的表現、客観的表現、根
拠、引用方法、また、レポート構成などといった、
より高度なライティングスキルを身につけていく。
講義では、必要な文章表現技法を解説し、その
後に、受講生がその演習と反復練習を行い、ラ
イティングスキルを高めていく。実際に多くのレ
ポートを取りあげ、それらを読み、参考にすること
でスキルアップを図っていく。

●地域連携演習A・B
地域での実践的な活動を通して地域の特質や
地域課題について理解するとともに、地域のネ
ットワークの中に身を置いて現実社会と関わり

ながら学ぶ意義を理解する。外国人児童・生徒
の学習支援、国際理解や芸術活動体験のワー
クショップ、地元自治体や商工団体との連携イ
ベント等、地域連携型の特色あるメニューを複
数用意するが、年間を通じての現場での活動や
集中型のイベントなど、週１コマの授業形態にこ
だわらず柔軟に展開する形態を取る。

●自主課題演習A・B
多文化共生やユニバーサルデザイン、文化芸術
等の広範な領域において、特定のテーマを定め
て大学内外の組織や団体等と連携して行う実践
的な活動を通して学ぶ。教員の特別研究費やイ
ベント・シンポジウム開催費でのプロジェクトに組
み込まれた学生の活動のみならず、学外でのデ
ザインイベントや文化芸術イベント、海外での
NPO・NGO活動等のように、学生自身による自
主的な企画・イベント等についても、一定の条件
を満たすものについては単位認定の対象とする。

●企画立案演習A・B
政策策定やプロジェクトの企画、立案のプロセ
ス、合意形成や情報発信の手法を学び、卒業
後に社会で活躍するためのキャリア形成に資す
ることも含めた実践的な知識とスキルを身につ
けるための演習である。受講生数人からなる小
グループによる作業を基本とし、多文化共生、ユ
ニバーサルデザイン、アートマネジメント、地域の
課題解決などの領域を中心に、課題の抽出や
設定から、実施の方法、成果の評価、プレゼン
テーションなどについて、実社会でのワークショ
ップやタスクフォースといったオン・ザ・ジョブ・トレ
ーニング方式を応用した総合的な演習とする。

●スポーツ活動A
生涯にわたりスポーツを生活の中へ取り入れて
いくことができるよう、健康・体力問題に関する
専門的な知識を習得し健康マネージメントを確
立できることを目的とし身体活動の意義につい
て実践を通して理解する。主にラケットを使用し
た種目、卓球、硬式テニス、バウンドテニスを通
してコミュニケーションスキルを学び、自発的に
人と関わろうとする機会を提供する。

●スポーツ活動B
スポーツや健康・体力に関する各人の興味と関
心をより深く掘り下げることを目的とし対人交流な
らびに円滑なチーム運営方法の学習に基づき集
団スポーツの特性を理解する。主にバドミントン、
バレーボール、ネットスポーツ、バスケットボール、フ
ットサルを実施することでチームの成員が協力し
て行動するための、戦略、組織運営を習得する。

●特別共同授業A・B・C
ふじのくに地域・大学コンソーシアムの「西部地
区共同授業」、「短期集中単位互換授業」等の
単位認定科目とする。「西部地区共同授業」は、
静岡県西部地域の7大学協力のもと、各大学の
教員によりオムニバス形式の共同授業を行う。

「短期集中単位互換授業」は、静岡県内の地域
資源等に関するテーマで短期集中授業（フィー
ルドワークを含む）を行う。実施単位認定校から授
与された単位を本授業の単位として認定する。　
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実践演習



全学科目概要

●英語コミュニケーションⅠA
高校までに習得した英語の語彙、文法、表現を
基礎として、「聞く・話す」ための運用能力を高め
ることを主な目的とする。聞く面では、自然な速さ
の平易な英語を大量に聞き、その概要および特
定の具体的な情報を聞き取れるようになることを
目指す。また、話す面では、これまで学習してきた
英語の基礎的な言語知識を使って、特に自分の
経験や関心のある具体的なトピックについて積
極的に話し、会話を続けることができるようになる
ことを目指す。そのため、少人数での授業を行う。

●英語コミュニケーションⅠB
高校までに習得した英語の語彙、文法、表現を
基礎として、「読み・書く」ためのさらなる知識と運
用能力を高めることを目的とする。読解能力を高
めるために、必要に応じて辞書を利用しながら比
較的幅広い分野の英文を大量に読み、その概要
と具体的な情報を読み取れるようになることを目
指す。また、書く面では、既習の基礎的な英語を
広く使ってまとまりのある文章が書けるようになる
ことを目指す。そのため、少人数での授業を行う。

●英語コミュニケーションⅡA
英語ⅠAで身につけた「聞く・話す」ための運用
能力をさらに伸ばすことを目的とする。自然な速
さの英語で話される内容を聞き取り、同時に、そ
の情報を自分自身の考えと照らし合わせながら
内容を理解できるようになることを目指す。また、
授業で扱うトピックに関して、英語で自分の考え
をまとめ、その内容を話せるように繰り返し練習
することで、英語による情報のやり取りが滞りな
くできるようになることを目指す。

●英語コミュニケーションⅡB
英語ⅠBで身につけた「読み・書く」ための運用
能力をさらに伸ばすことを目的とする。様々なトピ
ックの英文を、文章の構成を意識しながら読み、
複数の視点の相違点や共通点を考慮に入れ
ながら、自分自身の解釈ができるようになること
を目指す。また、新しく出会う英語の語彙や表現
などに気をつけながら、今までに身につけた英語
の知識をベースに辞書を適切に使いこなし、自
分の考えをできる限り詳しく英語で書くことがで
きるようになることを目指す。

●英語コミュニケーションⅢA
英語を「聞く・話す」面の発展的な力を養うことを
目的に、授業はすべて英語で行う。一般的な分
野からニュースなど幅広いトピックについて言語
的な調整がなされていなくても、話者の意図が
理解できるようになることを目指す。また、現代の
問題など一般的に関心の高いトピックであれ
ば、自分自身が調べた情報の詳細を提供し、関
連する自分の考えをできる限り正確かつ流暢に
表現し、議論できるレベルを目指す。

●英語コミュニケーションⅢB
英語を「読み・書く」面の発展的な力を養うこと
を目的とする。一般的な内容から、新聞記事や
レポートなどの専門的記事までの英文の概要を
素早く読み取り、状況に応じて深く読む必要が
ある場合は読む速さや読み方を変えながら正確
に読めるようになることを目指す。また、自分の
専門分野であれば、情報の正確さ、感情の度合
いなど、ある程度複雑な英語表現を身につける

と同時に、それらを用いて適切な英文を書くこと
ができるようになることを目指す。

●英語コミュニケーションⅣA
英語ⅢAで学んだ英語を「聞く・話す」面の流暢さ
と正確さをさらに高めることを目的に、主として英語
によるディスカッションやディベートを通して学ぶ。
一般的に関心の高い分野から複雑なトピックまで
を扱い、英語を通して自ら情報を収集し、それらを
一定の観点で展開し、明瞭な論理的な構成を持
って英語で発表するとともに、話し相手の英語を
正確に理解しながら、かなり詳しく議論し適切な結
論に達することができるようになることを目指す。

●英語コミュニケーションⅣB
英語ⅢBで学んだ英語の「読み・書く」力を専門
的な分野を扱えるレベルまで高めることを目的と
する。専門的記事から文学作品や論文まで長く
複雑な内容を、文体の違いを認識しながら深く理
解し読めるようになることを目指す。そして、複雑
な手紙、説明文、レポート、報告記事、批評、論
文などを、論理的に明確な構造で、読み手に議
論のポイントや重要な点がわかるように、明瞭か
つ適切な文体で書けるようになることを目指す。

●マルチメディア英語Ⅰ
ＬＬ教室で、擬似体験型の英会話トレーニングソ
フトを使い、スピーキング能力、リスニング能力、
コミュニケーション能力の増強をはかる。正しい
発音とイントネーション、流暢さ、会話によく使わ
れる表現、言い回し等を身につける。内容的に
は、「海外渡航に使う英会話」を学ぶが、会話
表現と同時に英米の文化や生活習慣も学ぶ。
学期の最後の授業では、クラスメートとペアにな
って自由に英語のスキットをつくり、英会話を楽
しむことでコミュニケーション能力を伸ばす。

●マルチメディア英語Ⅱ
ＬＬ教室で、擬似体験型の英会話トレーニングソ
フトを使い、スピーキング能力、リスニング能力、コ
ミュニケーション能力の増強をはかる。正しい発
音とイントネーション、流ちょうさ、会話によく使わ
れる表現、イディオムを身につける。内容的には、

「日常生活に使う英会話（基礎編）」を学ぶが、
会話表現と同時に英米の文化や生活習慣も学
ぶ。学期の最後の授業では、クラスメートとペア
になって自由に英語のスキットを作り、英会話を
楽しむことでコミュニケーション能力を伸ばす。

●マルチメディア英語Ⅲ
ＬＬ教室で、擬似体験型の英会話トレーニングソ
フトを使い、スピーキング能力、リスニング能力、
コミュニケーション能力の増強をはかって、グロ
ーバル人材にふさわしい英会話能力を身につけ
る。正しい発音とイントネーション、流暢さを身に
つけ、自発的な自由会話力を伸ばす。内容的に
は、「日常生活に使う英会話（応用編）」を学
ぶ。学期の最後の授業では、クラスメートとペア
になって自由に英語のスキットをつくり、大学生
として内容のある英会話を楽しむ。

●ビジネス英語Ⅰ
グローバルなビジネス社会で活用されているビジ
ネス英語と文章作成方法の基礎を身につけ、国
際的なビジネスの現場で通用する英語能力を身
につける。具体的には、英文レターの形式、ワン
レターワンサブジェクトの原則、句読点の慣用、レ
ターの折りたたみ方など商用英文レターの基礎

知識を中心に学習する。次に、ビジネス社会でよ
く使われている英語ビジネス文章の例文の学習
と分析、それらを活用して学生が自分で書いた文
章の分析、間違った表現の訂正作業などを通じ
て実践的な英文レターの書き方を習得する。

●ビジネス英語Ⅱ
ビジネス英語で実務レベルでさらに実践的な文
章作成法を学ぶとともに、海外・国内で外国人
と交流する際に必要なマナーを身につける。具
体的には、いくつかの実務状況を設定して学生
に英文レターを作成させ、それらを分析しながら
効果的なレターの書き方、論旨の進め方を習得
する。さらに、外国人と交流する際の常識的なマ
ナー、文化や習慣の違いからくる注意点、儀礼

（プロトコール）、およびそれらの場合の英語表
現を、実践的な場で使えるような学習を目指す。

●中国語コミュニケーションⅠA
中国語の難点とされる発音を十分に練習し、単
語の発音をベースに、ローマ字表記（ピンイン）を
見て正確に発音できるようにする。漢詩や中国語
の歌を適宜取り入れ、中国語の発音とリズムに
慣れていく。また、日本語の常用漢字と異なる中
国語の簡体字に習熟する。文法については、中
国語の基本的構文パターンの習得を中心に、文
法の仕組みを学び、簡単な文章を読み、基礎的
な文を組み立てる能力を伸ばしていく。文法項目
が単なる項目の羅列に終わらないよう、折に触れ
て復習を行い、体系的に把握できるようにする。

●中国語コミュニケーションⅠB
平易なテキストをもとに、基本文法、よく使う文
型、日常生活で使用される頻度の高い中国語
の言い回し（センテンス）を中心に学習する。さら
に、CD・テープなどの聴取訓練、また教員と学
生、学生相互の対話練習を繰り返すことで、基
本文法の習得とともに、「聞く、話す」能力をバ
ランスよく身につけ、暗唱テストを適宜取り入れ
ることで運用能力を高める。基礎的な聞く・話す
能力を活かし、挨拶から始まって、簡単な自己紹
介と日常会話ができることを目標とする。

●中国語コミュニケーションⅡA
中国語コミュニケーションⅠに引き続いて、文法に
重点を置き、テキストに基づき、複合的な中国語
文の構造について学んでいく。テキストに出てい
る中国語文を日本語に翻訳し、そして日本語から
再び中国語に翻訳することを重ねて、文法の運
用能力を高める。中国語の仕組みの全体を徐々
に把握するとともに、平易な雑誌・新聞記事等の
読解を試みる。基礎的な文法と雑誌、新聞記事
の情報を基にした簡単な作文ができるよう練習を
重ねていく。これらの学習を通じて、中国の社会
や文化に対する理解も同時に深める。

●中国語コミュニケーションⅡB
中国語コミュニケーションⅠに引き続いて、語彙力を
高めつつ、より複雑な中国語の言い回し（センテン
ス）を習得する。テレビ・ビデオなどの視聴覚教材を
適宜取り入れ、運用能力を高める。テキストの音読
練習を十分行ったうえ、テキストと視聴覚教材の内
容を踏まえてテーマを設定し、教員と学生、学生相
互の対話練習を重ね、より実用的な会話能力・ヒ
アリング能力の育成を図る。これらの学習を通じて、
中国の社会や文化に対する理解も同時に深める。

●中国語コミュニケーションⅢA
中国語コミュニケーションⅠ、Ⅱで身につけた文
法の運用能力を高め、より高度な語彙と複雑な
表現で構成される中国語の文章を解読する。
文法の解説はテキストに基づいて行うが、文法
の理解を深め、運用能力を高めるために、毎回
の授業でテキスト以外の文法書から関連する
文法の宿題を出す。また、中国の政治・経済・文
化・社会に関する中国語の新聞・雑誌記事を適
宜授業に取り入れ、辞書を引きながら新聞・雑
誌を概ね理解できるレベルを目指す。

●中国語コミュニケーションⅢB
中国語コミュニケーションⅠ、Ⅱで中国語の正しい
発音とリズムを習得した学生に対し、授業では、
テープ・ＣＤなどの視聴覚教材を積極的に利用
し、ヒアリング能力のさらなる向上を図る。また、
中国の政治・経済・文化・社会に関する中国語
の新聞・雑誌記事の内容からテーマを決め、教
員と学生、学生相互の対話練習を重ね、スピー
キング能力の向上を図る。与えられたテーマで学
生が自分から積極的に発話できるよう練習し、コ
ミュニケーション能力の向上を目指す。

●中国語コミュニケーションⅣA
中国語コミュニケーションⅢAに引き続いて、高度
かつ豊富な語彙と複雑な表現を身につけながら、
さらに高度な中国語の文章を読解していく。語彙
や表現を深め、高度な文法を確実にするため、中
国語コミュニケーションⅢAと同様に、毎回の授業
でテキスト以外の文法書から関連する文法の宿
題を出す。中国語ニュースの内容を適宜授業に
取り入れ、それを解読するとともに簡単なコメントや
感想文を正確に書けるように目指す。単に、知識
としての言葉ではなく、現代中国社会を理解する
ツールとしての中国語の習得に特に重点を置く。

●中国語コミュニケーションⅣB
中国語コミュニケーションⅢBに引き続いて、授
業では視聴覚教材を積極的に利用し、中国語
のニュースを適宜取り入れることでより高いレベ
ルのヒアリング能力を育成する。また、中国の政
治・経済に関するニュースの内容からテーマを
設定し、教員と学生、学生相互の対話練習を重
ねていき、特定のテーマをめぐって比較的論理
的に会話できるようにする。単に、知識としての
言葉ではなく、現代中国社会を理解するツール
としての中国語の習得に特に重点を置く。

●マルチメディア中国語
ＬＬ教室を活用し、各種視聴覚教材を取り入れ
ながら、まず中国語の正しい発音を徹底する。そ
れから語彙力、ヒアリング能力の向上を図りなが
ら、日常生活の様々な場面に応じた会話表現を
学び、自然な生活中国語を習得する。中国語で
の学生相互の対話練習を極力進める形で、感
覚的に中国語を捉えられるようにすることを目標
とする。また、関連する視聴覚教材から宿題を出
し、学生が授業以外でも発音の練習、語彙力の
強化、ヒアリングの訓練をするよう促す。

●ビジネス中国語Ⅰ
日中ビジネス習慣の違いを理解しつつ、ビジネス
場面で使用する中国語の語彙と言い回しを習
得し、一般的なビジネス会話の基礎をしっかり身
につける。ビジネスシーンのある視聴覚教材を
適宜取り入れることで、ヒアリング能力の向上を
図りつつ、特定のビジネスシーンをテーマにし、

教員と学生、学生相互の対話練習を重ねてい
く。さらに、ビジネス文章を作成する基礎知識を学
び、商用メールやレターの書き方を練習し、実用
的なビジネス中国語を身につけるよう目指す。

●ビジネス中国語Ⅱ
日中ビジネス習慣の違いへの理解を深めつつ、ビ
ジネス場面で使用する中国語の語彙力をさらに
高め、ビジネス関連の言い回しを正確に言えるよ
うにする。商談の実例をテキストとして使用し、ア
ポイントの取得から、コミッションの相談、事業提
案などさまざまなテーマに応じてビジネス中国語を
習得する。リアルの商談に基づく授業を通じて、
中国ビジネスの現場を体験し、ビジネスで求められ
る高度なコミュニケーション能力の育成を目指す。

●日本語コミュニケーションⅠA
社会で役立つ日本語コミュニケーション能力を
身につけることを目指す。人との距離や相手の
立場に配慮した、円滑なコミュニケーションがで
きるようにする。具体的には、リスニング、作文、
ロールプレイなどを通して、社会に出て必要とさ
れる、迅速でかつ正確な会話、そして、論理的な
コミュニケーションスキルを身につけていく。ま
た、日本人の常識、マナー、距離の取り方も勉
強していくことで、異文化理解も行っていく。

●日本語コミュニケーションⅠB
日本語による高度な読解力を身につけることを目
指す。学術的な書物や論文を読解するために必
要な、語彙力の向上、要点把握、正確で詳細な内
容把握のストラテジーやスキルの向上を目指して
いく。さらには、批判的かつ論理的な表現で発言
するために必要なコミュニケーションスキルも身に
つける。また、日本文化を中心とした日本事情につ
いても学んでいく。様々な日本事情を取り上げるこ
とで、日本人と日本社会を理解する契機とする。

●日本語コミュニケーションⅡA
ビジネス場面に即した日本語コミュニケーション能
力を身につけることを目指す。実践的なビジネス
会話、ビジネス文書作成、ビジネス知識、ビジネス
マナーなどビジネスライフにおけるコミュニケーショ
ンスキルとビジネスライフの基礎を総合的に学
ぶ。特に、ビジネス場面に応じた敬語使用や語の
選択について重点的に学習し、ビジネスに対応で
きる日本語表現力を身につけていく。ロールプレイ
を取り入れ実践的に学んでいく講義である。

●日本語コミュニケーションⅡB
優れたレポ－ト作成能力を身につけることを目指
す。具体的には、論理的表現、客観的表現、根
拠、引用方法、また、レポート構成などといった、
より高度なライティングスキルを身につけていく。
講義では、必要な文章表現技法を解説し、その
後に、受講生がその演習と反復練習を行い、ラ
イティングスキルを高めていく。実際に多くのレ
ポートを取りあげ、それらを読み、参考にすること
でスキルアップを図っていく。

●地域連携演習A・B
地域での実践的な活動を通して地域の特質や
地域課題について理解するとともに、地域のネ
ットワークの中に身を置いて現実社会と関わり

ながら学ぶ意義を理解する。外国人児童・生徒
の学習支援、国際理解や芸術活動体験のワー
クショップ、地元自治体や商工団体との連携イ
ベント等、地域連携型の特色あるメニューを複
数用意するが、年間を通じての現場での活動や
集中型のイベントなど、週１コマの授業形態にこ
だわらず柔軟に展開する形態を取る。

●自主課題演習A・B
多文化共生やユニバーサルデザイン、文化芸術
等の広範な領域において、特定のテーマを定め
て大学内外の組織や団体等と連携して行う実践
的な活動を通して学ぶ。教員の特別研究費やイ
ベント・シンポジウム開催費でのプロジェクトに組
み込まれた学生の活動のみならず、学外でのデ
ザインイベントや文化芸術イベント、海外での
NPO・NGO活動等のように、学生自身による自
主的な企画・イベント等についても、一定の条件
を満たすものについては単位認定の対象とする。

●企画立案演習A・B
政策策定やプロジェクトの企画、立案のプロセ
ス、合意形成や情報発信の手法を学び、卒業
後に社会で活躍するためのキャリア形成に資す
ることも含めた実践的な知識とスキルを身につ
けるための演習である。受講生数人からなる小
グループによる作業を基本とし、多文化共生、ユ
ニバーサルデザイン、アートマネジメント、地域の
課題解決などの領域を中心に、課題の抽出や
設定から、実施の方法、成果の評価、プレゼン
テーションなどについて、実社会でのワークショ
ップやタスクフォースといったオン・ザ・ジョブ・トレ
ーニング方式を応用した総合的な演習とする。

●スポーツ活動A
生涯にわたりスポーツを生活の中へ取り入れて
いくことができるよう、健康・体力問題に関する
専門的な知識を習得し健康マネージメントを確
立できることを目的とし身体活動の意義につい
て実践を通して理解する。主にラケットを使用し
た種目、卓球、硬式テニス、バウンドテニスを通
してコミュニケーションスキルを学び、自発的に
人と関わろうとする機会を提供する。

●スポーツ活動B
スポーツや健康・体力に関する各人の興味と関
心をより深く掘り下げることを目的とし対人交流な
らびに円滑なチーム運営方法の学習に基づき集
団スポーツの特性を理解する。主にバドミントン、
バレーボール、ネットスポーツ、バスケットボール、フ
ットサルを実施することでチームの成員が協力し
て行動するための、戦略、組織運営を習得する。

●特別共同授業A・B・C
ふじのくに地域・大学コンソーシアムの「西部地
区共同授業」、「短期集中単位互換授業」等の
単位認定科目とする。「西部地区共同授業」は、
静岡県西部地域の7大学協力のもと、各大学の
教員によりオムニバス形式の共同授業を行う。

「短期集中単位互換授業」は、静岡県内の地域
資源等に関するテーマで短期集中授業（フィー
ルドワークを含む）を行う。実施単位認定校から授
与された単位を本授業の単位として認定する。　
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スポーツ活動

総合

実践演習



文化政策学部科目概要

●音楽文化論
音楽を持たない文化は世界中に存在しない。し
かしその文化ごとに、異なる宗教的、政治的、社
会的背景のもとに音楽は誕生し、世代間継承さ
れ、また新たな文脈の中で新しい音楽が生まれ
ている。本講義では音楽を文化現象として捉
え、様々な時代、様々な国々の音楽を鑑賞しな
がら、その多様性や多彩さの意味を考える。そう
した中で音楽が人間生活とどのような関わりを
もっているかを、文化史的社会史的背景ととも
に考え、さらには現代における多様化した音楽

（的）現象も考察する。

●演劇文化論
人間の営為の現れとしての文化や芸術の中で
も、演劇をはじめとする舞台芸術は特に古い起
源と長い歴史を持っていると言える。舞台芸術
の尽きない魅力とその本質を解き明かすため
に、日本および世界各国において現在もなお上
演され、人々に親しまれているさまざまな舞台芸
術作品を取り上げ、演劇が置かれている社会的
環境や演劇が社会において果たしている役割、
さらにはそれらの現状と今後の展望を考察す
る。授業ではできるだけ多くの映像資料を使用
し、作品に対する理解を深めるようにする。

●視覚芸術論
視覚芸術の意味と可能性を探るために、主とし
て西洋における視覚芸術の発展を振り返り、

「見ること」と「表象すること」の関わりを具体的
作品を例に挙げながら分析的に考察する。ま
た、視覚表現を成立させている要素に焦点を当
て、イメージの持つ機能や力についても考察す
る。視覚の持つ影響力の大きさが人間の思考
と密接に関連しながら社会の中でどのような変
化をもたらすのか、またそれぞれの時代にどのよ
うな影響を与えたのか、具体的事例に照らしつ
つ示す。

●社会思想史
様々な時代や地域における思想を、時代や地
理的背景を踏まえ比較対照しながら論じる。多
様な宗教や古代から中世に至る思想・哲学と社
会、政治、文化・芸術との関係性を考察する。さ
らに、宗教革命、ルネサンス、市民革命、植民地
主義、社会・資本主義などはもとより、近現代の
多様な思想や日本を発祥とする思想についても
論じる。単なる過去の思想史学ではなく、未来
志向の視点や発想を得ることも目標とする。

●市民社会論
市民社会に関する多様な概念や史的展開を概
観する。近年の世界各地における「市民革命」
の実態や世界的な非政府組織の発展を踏まえ
て、グローバルな視点から市民社会と市民の権
利について考える。さらに、発展する多様なボラ
ンティアや公共サービスの一翼を担う非営利組
織（＝ＮＰＯ）の活動についても考察し、文化振
興や新たな市民文化の担い手としての市民ネッ
トワークのあり方を展望する。

●社会心理学
社会心理学は、社会の様々な場面で生じる人
間関係や人間と社会の関わりにおける心理お
よび行動に焦点を当て、その仕組みについて研
究する領域である。この講義では、①他者認

識、自己認識、対人関係、説得、援助、集団・集
合行動、心と文化といった社会心理学の基礎
的トピックについて理解すること、②社会心理
学の研究方法について理解すること、そしてこ
れらを通じて、③現実的な社会的行動につい
て、心理学的な観点から分析する力を養うこと、
を目標にする。

●多文化共生論
民族的・言語的多様性を擁する社会のあり方を
考察する。日本とは異なる伝統的な移民国家や
近年移民の増加が認められる国家の事例を概
観したのち、日本社会における多文化共生のあ
り方を論じる。日本における外国人市民の増加
の歴史的背景を確認した上で、1990年代から
進展しつつある多文化共生の諸施策につい
て、基礎自治体の取り組み事例等を紹介しなが
らその現状と課題を検討する。

●異文化と教育
比較教育学の理論や方法について理解を深め
るとともに、諸外国の教育制度や教育内容など
について学ぶ。また、世界の学校の現状を知り、
教育に関わる世界の人々の思いや願い、知恵
などについて学習する。その上で明治以降の我
が国の教育を見つめ、各国との相違点や類似
点を踏まえ、我が国の教育が進むべき方向につ
いて考察する。さらに文化的背景や言語などの
異なる子どもの増加に伴う国内の教育事情や
課題（外国出身児童・生徒の教育、民族教育な
ど）について学ぶ。

●文化政策概論
芸術文化振興や文化財保護、デザインやコン
テンツ産業などの文化産業振興政策、国際文
化交流、観光政策などをはじめ、広く市民生活
に関わる広義の文化政策について、所管する
各省庁や関連組織等の政策を中心に概観す
る。さらに、学校教育や社会教育の両者を含む
教育制度と文化政策関係、医療・福祉と文化
政策の関係、国と地方の関係等における制度
的な問題も視野に入れながら、地方自治体にお
ける文化政策について、まちづくりの問題ともか
らめて学ぶ。

●非営利セクターの経営
これからの市民社会の担い手とされる民間非
営利組織についての歴史、制度や理論的知
識を身につける。「使命」の重要性やボランテ
ィア、ファンドレイジングの問題等、営利企業の
経営との違いについてドラッカーをはじめとした
近年の非営利経営の理論を踏まえつつ体系
的に学ぶ。その上で、芸術文化やまちづくり等
の分野における活動事例、マネジメント上の課
題などについて概観し、あわせて、政府や営利
企業等との役割分担や連携のあり方について
も検討する。

●地方行政論
本科目では、地域レベルの行政活動や施策を
理解する上で必要となる基礎的な制度・理論や
地方行政の現状について、包括的かつ体系的
に解説を行う。本科目で取り上げる内容として
は、地方自治の理念・制度、地方行政の仕組
み、国・地方の関係、地方自治体の機能・構造、
自治体経営や行政改革等である。また地域が

抱える課題への対応や地域政策の実態につい
ても、事例を取り上げて検討を行う。なお、「地
方行政」という科目名であるが、民間主体（地域
住民、NPO、市民団体、企業等）が地域の課題
の解決に関わる実態も視野に入れる。

●会計学
資金調達、設備投資、商品の仕入れ・販売な
ど、企業が行う様々な経営活動を、定量的な給
付と貨幣の対流関係の写像として描き出すこと

（測定）と、それを利害関係者に開示する（伝
達）ことの２つの会計行為として捉え、これらを
科学的認識の対象とする会計学の基本的な概
念を学ぶ。あわせて、企業の経営成績や財政状
態に関する情報提供システムとしての会計の
基本的原則や技法を中心に、幅広い会計の領
域について体系的に学ぶ。

●都市経営論
都市の経営とは何かということについて、人口
減少下に入った今日における経営資源の有効
活用の視点、個々の都市政策の実現のプロセ
スを概観する。同時に、都市の経営を、広く、行
政、市民、企業等らの協働する都市のマネジメ
ントと捉え、成熟都市社会における展開方向に
ついて考察する。都市経営の範囲は、社会経
済、社会資本、コミュニティ、観光、文化など多
岐にわたり、これらに関する典型的な事例を取り
上げて学習する。

●アートマネジメント概論
文化施設や実演芸術団体等、公益的な目的を
達成するための非営利芸術組織のマネジメント
であるアートマネジメントの基礎を修得することを
目的とする。非営利組織における「使命」の重
要性を理解した上で、マーケティング、ファンドレ
イジング、財務・会計、人的資源管理論、組織論
などアートマネジメントの諸領域における基礎的
な理論について、国内外の美術館、劇場・音楽
堂、オーケストラや劇団等における実例を交えな
がら概観する。

●NPO･NGO論
どのように、市民社会が政府および営利セクタ
ーに並んで、社会の動きを変える力を持つに至
ったか、その歴史と変遷をヨーロッパ社会から学
ぶとともに、その根底にある構造として個人主
義とボランタリズムの影響を読み解いていく。こ
うした市民社会の成長に伴い、活動が組織化さ
れ大きな影響を生み出すに従い、それらを規制、
管理、支援する様々な社会的制度がどのように
つくられてきたのか、特に日本のNPO法の変遷
を見ながら、考えていくとともに、NPO・NGOが
未来社会にどのような役割を持つようになるか
を考察していく。

●憲法
この授業では、憲法についての基礎知識を習
得することを目的とする。憲法の概念や、日本国
憲法を支える基本原理、日本国憲法成立の歴
史的経緯といった憲法の総論的な概説を経て、
憲法によって保障された権利を対象とする基本
的人権の分野と、憲法の基本原理を実現する
ための国家機関の仕組みを対象とする統治機
構の分野について、裁判例の検討を交えながら
学んでいく。

●文化政策と法
文化政策を取り巻く現行諸法の基本的理解を
目的とする。文化政策の範囲を広義に捉えた上
で、国および地方公共団体が行っている現実
の文化政策に注目し、関連する法や条例、国際
条約について検討する。文化芸術振興基本法
や、これを受けた地方公共団体の文化振興基
本条例における文化政策の基本的な体系の
理解とともに、博物館法や劇場法をはじめとす
る文化政策に関わる諸法や条例、知的財産権
や都市計画、まちづくり等に関する法、文化関
連の国際条約等について、諸外国の事例も交
えて考察する。

●生涯学習と文化
生涯学習とは何かを明確にしながら、今日の急
激に変化する社会の中での生涯学習の基本
的課題を概説する。特に、生涯学習社会にお
ける子ども観・若者文化のあり方に関する検討
を通じて、知の循環型社会としての生涯学習
社会の構築に向けての課題を探究する。生涯
学習社会における学校・家庭・地域の連携の
あり方、メディア・リテラシーの問題、キャリア形
成の課題、社会教育指導者の役割、学習支援
と学習成果の評価と活用等の現代的課題を、
映像資料等を活用し、具体的な事例を通じて
学習する。

●統計学
平均、分散、標準偏差、正規分布、母集団、標
本誤差やカイ二乗検定等、統計を利用したり、
社会調査を行ったりする際に必要となる統計学
の基礎的な知識をもとに、表計算ソフト等を使
って簡単な分析ができる能力を身につける。さら
に、国勢調査、社会生活基本調査、経済センサ
ス等、文化、社会、経済やそれに関わる政策の
研究に必要な統計の特徴についての理解を深
める。

●社会科学の方法
社会科学には経済学・社会学・政治学など様々
な学問が含まれるが、それらには共通して、社会
現象を科学的に見ようとする知的営為がある。
ここでは、社会現象を科学的に分析する手続き
を紹介し、概念や論理の構成、統計データ（数
字）の使い方、専門書の読み方、テーマ選定や
引用手続などの論文作法、図書館の利用方法
などについて説明・指導する。また社会科学が
歩んできた歴史や主な社会科学者の社会科学
に対する考え方を紹介しつつ、現在の社会科
学が置かれた現状について理解を深める。

●フィールドワークの手法
実地調査を通じて質的（定性的）データを収集
するフィールドワークの手法が、社会科学や人
文科学など広範な分野の学問において、盛ん
に導入されるようになった。フィールドワークの実
施対象は多岐にわたっており、特定の対象を研
究する場合も、テーマや目的など調査者の関心
は多様である。こうしたフィールドワークの背景と
なる考え方や、参与観察・インタビューなど具体
的な技法について理解を図る。調査手法を身
につけるだけでなく、フィールドワークを行うとは
どういうことかを考える。

●プレゼンテーション技法
伝えるべき情報を上手に表現し、相手が納得す
るような円滑なコミュニケーションを達成するた
めのプレゼンテーションの技法を学ぶ。具体的
には、プレゼンテーションにかかるビジュアル表
現を支える様々な技法と、それらを用いた口頭
発表の方法などを実践的に展開する。

●ディベート技法
多様化し複雑化した現代社会で我々が生きて
いくためには、多面的な見方が必要とされる。他
者とのコミュニケーションを通して、様々な角度
から考える態度を常に身につけておく必要があ
る。問題意識を持ち、その問題に関連する情報
を蒐集し、蒐集した情報を分析し、論理的に思
考する力を養う必要がある。また、自分の考えを
人に発信するために、説得力を持ち、論理的な
発言ができなければならない。他方、相手の意
見を傾聴する態度を備え、正しく理解した上で、
論理的な批判力が持てなければならない。こうし
た一連の能力を実践的に養っていくのがディベ
ート技法である。

●ファシリテーション技法
企業や学校、地域コミュニティなど、多様な人々
が集まる場や機会において、集団による問題解
決、アイデア創造など、グループとしての活動が
円滑に行われるように、中立的な立場から支援
を行うファシリテーションの手法や技術について
学ぶ。場のデザインのスキル、対人関係のスキ
ル、構造化のスキル、合意形成のスキルを身に
つけ、最終的にはワークショップ等の機会に自ら
がファシリテーターとしての役割を担うことができ
るようになることを目的とする。

●情報リテラシー基礎
現代の情報社会において必須であるとともに、
大学で学ぶ上で必要となる情報の基礎能力を
養う。講義項目は、コンピュータの基本原理およ
び操作方法、電子メールの初期設定と利用・セ
キュリティ、インターネットの原理、WWW（ワール
ドワイドウェブ）・クラウドコンピューティングの仕
組みと利用、ワードプロセッサを用いた文書作
成と書式の設定管理、ファイルの操作と管理、
メディアリテラシーの基礎、ソーシャルネットワー
クの活用と情報収集、情報発信などである。

●情報リテラシー応用A
コンピュータを実践的に活用できるようになるこ
とを目的として、表計算ソフトウエアおよびビジネ
ス文書作成の能力を養う。講義項目は、コンピ
ュータにおける数と文字の扱い、表計算ソフトウ
エアの基本的な操作方法、相対参照と絶対参
照、シート上の書式設定、レポートを仕上げる手
法、印刷書式設定、フォーム設定、計算処理、グ
ラフ作成と罫線、データベース的処理、論理演
算と検索、アンケート集計などである。これらによ
り、データを処理・可視化してレポートとして仕上
げる能力を学習する。

●情報リテラシー応用B
画像を含む文書作成能力を養うことを目的とし
て、コンピュータを用いた画像および図形処理
について学ぶ。講義項目は、コンピュータにおけ
る画像・図形であるラスター図形およびベクトル
図形の扱い、画像を扱う基礎となる画素数、解
像度、色の表現などの知識、データの圧縮と情
報量、ファイルの形式とその選択、さらにプレゼ

ンテーション・ソフトウエアにおける図形の扱い
などである。講義で基礎的な知識を学ぶだけで
なく、PhotoshopおよびIllustratorを用いた実
践的な処理についても学習する。

●図書館概論
社会的な記憶装置としての図書館は、情報通
信技術の進歩に伴い、情報基盤の一つとして、
一層の多様化が進展している。こうした背景の
もとに、図書館の今日的意義や役割、図書館の
歴史的発展経緯や種類、図書館に関する法的
基盤と行政施策としての政策、各種図書館の
制度と機能、図書館員の役割、著作権や知的
自由、現代社会における図書館の新たな機能
や課題について、解説する。同時に図書館を使
いこなして情報収集できる基本的な技術を身に
つけさせることも目的とする。

●観光学概論
日本において「観光」は注目を集める成長産業
である。特に2013年以降、インバウンド観光客
の増加は驚異的とも言える。本講義では、観光
学の基礎を築くため、世界と日本における観光
業の起こりから、マスツーリズムへの発展と直面
した課題、そしてそこから発生したオルタナティ
ブ・ツーリズムやサステイナブル・ツーリズムとそ
の発展など、観光の歴史的潮流をマクロな視野
から学ぶ。

●観光社会学
観光は21世紀以降の世界において、急激にニ
ーズが高まってきた産業であると同時に看過で
きない社会現象である。また、世界経済を牽引
する原動力の一つとして学問的にも今後さらに
注目されるであろう。この講義では、観光が社会
に及ぼす効果と影響を多角的に検討し、社会
の持続可能性に貢献する観光のあり方を探る。

●グローバル観光論
世界の国際観光客数は、戦後間もない1950
年時点と比較すると、今やその50倍近くに達す
るほど拡大し、世界的に大きな経済効果をもた
らしている。本講義では、「国際観光」の概念を
把握し、特に、今後日本経済の牽引役への成
長期待も大きいインバウンド観光による地域創
造について学習する。また、海外における知名
度の高い観光地や観光資源について、その特
徴も概観する。

●観光地理学
自然環境と経済・社会・文化等との関係を対象
とする地理学の見地から、観光について論じ
る。特に、文化の懸け橋としての街道に注目し、
観光資源としての魅力を探る。具体的事例とし
て、古代から多くの人々が行き交った東海道、
東西文明を結んだシルクロード、ドイツのロマン
ティック街道等を取り上げる。

●観光ビジネス論
観光をめぐる理論と観光の現場を結ぶ知識とし
て、この講義では観光業における実務的な内容
について学ぶ。まず、背景として国や地方自治
体の観光政策の概要を把握した上で、旅行代
理店・運輸業・宿泊業・広告業等の企業におけ
る観光経営を取り上げる。観光業界の実態や
観光業務の実務面についても知識を深める。
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文化政策学部科目概要

●音楽文化論
音楽を持たない文化は世界中に存在しない。し
かしその文化ごとに、異なる宗教的、政治的、社
会的背景のもとに音楽は誕生し、世代間継承さ
れ、また新たな文脈の中で新しい音楽が生まれ
ている。本講義では音楽を文化現象として捉
え、様々な時代、様々な国々の音楽を鑑賞しな
がら、その多様性や多彩さの意味を考える。そう
した中で音楽が人間生活とどのような関わりを
もっているかを、文化史的社会史的背景ととも
に考え、さらには現代における多様化した音楽

（的）現象も考察する。

●演劇文化論
人間の営為の現れとしての文化や芸術の中で
も、演劇をはじめとする舞台芸術は特に古い起
源と長い歴史を持っていると言える。舞台芸術
の尽きない魅力とその本質を解き明かすため
に、日本および世界各国において現在もなお上
演され、人々に親しまれているさまざまな舞台芸
術作品を取り上げ、演劇が置かれている社会的
環境や演劇が社会において果たしている役割、
さらにはそれらの現状と今後の展望を考察す
る。授業ではできるだけ多くの映像資料を使用
し、作品に対する理解を深めるようにする。

●視覚芸術論
視覚芸術の意味と可能性を探るために、主とし
て西洋における視覚芸術の発展を振り返り、

「見ること」と「表象すること」の関わりを具体的
作品を例に挙げながら分析的に考察する。ま
た、視覚表現を成立させている要素に焦点を当
て、イメージの持つ機能や力についても考察す
る。視覚の持つ影響力の大きさが人間の思考
と密接に関連しながら社会の中でどのような変
化をもたらすのか、またそれぞれの時代にどのよ
うな影響を与えたのか、具体的事例に照らしつ
つ示す。

●社会思想史
様々な時代や地域における思想を、時代や地
理的背景を踏まえ比較対照しながら論じる。多
様な宗教や古代から中世に至る思想・哲学と社
会、政治、文化・芸術との関係性を考察する。さ
らに、宗教革命、ルネサンス、市民革命、植民地
主義、社会・資本主義などはもとより、近現代の
多様な思想や日本を発祥とする思想についても
論じる。単なる過去の思想史学ではなく、未来
志向の視点や発想を得ることも目標とする。

●市民社会論
市民社会に関する多様な概念や史的展開を概
観する。近年の世界各地における「市民革命」
の実態や世界的な非政府組織の発展を踏まえ
て、グローバルな視点から市民社会と市民の権
利について考える。さらに、発展する多様なボラ
ンティアや公共サービスの一翼を担う非営利組
織（＝ＮＰＯ）の活動についても考察し、文化振
興や新たな市民文化の担い手としての市民ネッ
トワークのあり方を展望する。

●社会心理学
社会心理学は、社会の様々な場面で生じる人
間関係や人間と社会の関わりにおける心理お
よび行動に焦点を当て、その仕組みについて研
究する領域である。この講義では、①他者認

識、自己認識、対人関係、説得、援助、集団・集
合行動、心と文化といった社会心理学の基礎
的トピックについて理解すること、②社会心理
学の研究方法について理解すること、そしてこ
れらを通じて、③現実的な社会的行動につい
て、心理学的な観点から分析する力を養うこと、
を目標にする。

●多文化共生論
民族的・言語的多様性を擁する社会のあり方を
考察する。日本とは異なる伝統的な移民国家や
近年移民の増加が認められる国家の事例を概
観したのち、日本社会における多文化共生のあ
り方を論じる。日本における外国人市民の増加
の歴史的背景を確認した上で、1990年代から
進展しつつある多文化共生の諸施策につい
て、基礎自治体の取り組み事例等を紹介しなが
らその現状と課題を検討する。

●異文化と教育
比較教育学の理論や方法について理解を深め
るとともに、諸外国の教育制度や教育内容など
について学ぶ。また、世界の学校の現状を知り、
教育に関わる世界の人々の思いや願い、知恵
などについて学習する。その上で明治以降の我
が国の教育を見つめ、各国との相違点や類似
点を踏まえ、我が国の教育が進むべき方向につ
いて考察する。さらに文化的背景や言語などの
異なる子どもの増加に伴う国内の教育事情や
課題（外国出身児童・生徒の教育、民族教育な
ど）について学ぶ。

●文化政策概論
芸術文化振興や文化財保護、デザインやコン
テンツ産業などの文化産業振興政策、国際文
化交流、観光政策などをはじめ、広く市民生活
に関わる広義の文化政策について、所管する
各省庁や関連組織等の政策を中心に概観す
る。さらに、学校教育や社会教育の両者を含む
教育制度と文化政策関係、医療・福祉と文化
政策の関係、国と地方の関係等における制度
的な問題も視野に入れながら、地方自治体にお
ける文化政策について、まちづくりの問題ともか
らめて学ぶ。

●非営利セクターの経営
これからの市民社会の担い手とされる民間非
営利組織についての歴史、制度や理論的知
識を身につける。「使命」の重要性やボランテ
ィア、ファンドレイジングの問題等、営利企業の
経営との違いについてドラッカーをはじめとした
近年の非営利経営の理論を踏まえつつ体系
的に学ぶ。その上で、芸術文化やまちづくり等
の分野における活動事例、マネジメント上の課
題などについて概観し、あわせて、政府や営利
企業等との役割分担や連携のあり方について
も検討する。

●地方行政論
本科目では、地域レベルの行政活動や施策を
理解する上で必要となる基礎的な制度・理論や
地方行政の現状について、包括的かつ体系的
に解説を行う。本科目で取り上げる内容として
は、地方自治の理念・制度、地方行政の仕組
み、国・地方の関係、地方自治体の機能・構造、
自治体経営や行政改革等である。また地域が

抱える課題への対応や地域政策の実態につい
ても、事例を取り上げて検討を行う。なお、「地
方行政」という科目名であるが、民間主体（地域
住民、NPO、市民団体、企業等）が地域の課題
の解決に関わる実態も視野に入れる。

●会計学
資金調達、設備投資、商品の仕入れ・販売な
ど、企業が行う様々な経営活動を、定量的な給
付と貨幣の対流関係の写像として描き出すこと

（測定）と、それを利害関係者に開示する（伝
達）ことの２つの会計行為として捉え、これらを
科学的認識の対象とする会計学の基本的な概
念を学ぶ。あわせて、企業の経営成績や財政状
態に関する情報提供システムとしての会計の
基本的原則や技法を中心に、幅広い会計の領
域について体系的に学ぶ。

●都市経営論
都市の経営とは何かということについて、人口
減少下に入った今日における経営資源の有効
活用の視点、個々の都市政策の実現のプロセ
スを概観する。同時に、都市の経営を、広く、行
政、市民、企業等らの協働する都市のマネジメ
ントと捉え、成熟都市社会における展開方向に
ついて考察する。都市経営の範囲は、社会経
済、社会資本、コミュニティ、観光、文化など多
岐にわたり、これらに関する典型的な事例を取り
上げて学習する。

●アートマネジメント概論
文化施設や実演芸術団体等、公益的な目的を
達成するための非営利芸術組織のマネジメント
であるアートマネジメントの基礎を修得することを
目的とする。非営利組織における「使命」の重
要性を理解した上で、マーケティング、ファンドレ
イジング、財務・会計、人的資源管理論、組織論
などアートマネジメントの諸領域における基礎的
な理論について、国内外の美術館、劇場・音楽
堂、オーケストラや劇団等における実例を交えな
がら概観する。

●NPO･NGO論
どのように、市民社会が政府および営利セクタ
ーに並んで、社会の動きを変える力を持つに至
ったか、その歴史と変遷をヨーロッパ社会から学
ぶとともに、その根底にある構造として個人主
義とボランタリズムの影響を読み解いていく。こ
うした市民社会の成長に伴い、活動が組織化さ
れ大きな影響を生み出すに従い、それらを規制、
管理、支援する様々な社会的制度がどのように
つくられてきたのか、特に日本のNPO法の変遷
を見ながら、考えていくとともに、NPO・NGOが
未来社会にどのような役割を持つようになるか
を考察していく。

●憲法
この授業では、憲法についての基礎知識を習
得することを目的とする。憲法の概念や、日本国
憲法を支える基本原理、日本国憲法成立の歴
史的経緯といった憲法の総論的な概説を経て、
憲法によって保障された権利を対象とする基本
的人権の分野と、憲法の基本原理を実現する
ための国家機関の仕組みを対象とする統治機
構の分野について、裁判例の検討を交えながら
学んでいく。

●文化政策と法
文化政策を取り巻く現行諸法の基本的理解を
目的とする。文化政策の範囲を広義に捉えた上
で、国および地方公共団体が行っている現実
の文化政策に注目し、関連する法や条例、国際
条約について検討する。文化芸術振興基本法
や、これを受けた地方公共団体の文化振興基
本条例における文化政策の基本的な体系の
理解とともに、博物館法や劇場法をはじめとす
る文化政策に関わる諸法や条例、知的財産権
や都市計画、まちづくり等に関する法、文化関
連の国際条約等について、諸外国の事例も交
えて考察する。

●生涯学習と文化
生涯学習とは何かを明確にしながら、今日の急
激に変化する社会の中での生涯学習の基本
的課題を概説する。特に、生涯学習社会にお
ける子ども観・若者文化のあり方に関する検討
を通じて、知の循環型社会としての生涯学習
社会の構築に向けての課題を探究する。生涯
学習社会における学校・家庭・地域の連携の
あり方、メディア・リテラシーの問題、キャリア形
成の課題、社会教育指導者の役割、学習支援
と学習成果の評価と活用等の現代的課題を、
映像資料等を活用し、具体的な事例を通じて
学習する。

●統計学
平均、分散、標準偏差、正規分布、母集団、標
本誤差やカイ二乗検定等、統計を利用したり、
社会調査を行ったりする際に必要となる統計学
の基礎的な知識をもとに、表計算ソフト等を使
って簡単な分析ができる能力を身につける。さら
に、国勢調査、社会生活基本調査、経済センサ
ス等、文化、社会、経済やそれに関わる政策の
研究に必要な統計の特徴についての理解を深
める。

●社会科学の方法
社会科学には経済学・社会学・政治学など様々
な学問が含まれるが、それらには共通して、社会
現象を科学的に見ようとする知的営為がある。
ここでは、社会現象を科学的に分析する手続き
を紹介し、概念や論理の構成、統計データ（数
字）の使い方、専門書の読み方、テーマ選定や
引用手続などの論文作法、図書館の利用方法
などについて説明・指導する。また社会科学が
歩んできた歴史や主な社会科学者の社会科学
に対する考え方を紹介しつつ、現在の社会科
学が置かれた現状について理解を深める。

●フィールドワークの手法
実地調査を通じて質的（定性的）データを収集
するフィールドワークの手法が、社会科学や人
文科学など広範な分野の学問において、盛ん
に導入されるようになった。フィールドワークの実
施対象は多岐にわたっており、特定の対象を研
究する場合も、テーマや目的など調査者の関心
は多様である。こうしたフィールドワークの背景と
なる考え方や、参与観察・インタビューなど具体
的な技法について理解を図る。調査手法を身
につけるだけでなく、フィールドワークを行うとは
どういうことかを考える。

●プレゼンテーション技法
伝えるべき情報を上手に表現し、相手が納得す
るような円滑なコミュニケーションを達成するた
めのプレゼンテーションの技法を学ぶ。具体的
には、プレゼンテーションにかかるビジュアル表
現を支える様々な技法と、それらを用いた口頭
発表の方法などを実践的に展開する。

●ディベート技法
多様化し複雑化した現代社会で我々が生きて
いくためには、多面的な見方が必要とされる。他
者とのコミュニケーションを通して、様々な角度
から考える態度を常に身につけておく必要があ
る。問題意識を持ち、その問題に関連する情報
を蒐集し、蒐集した情報を分析し、論理的に思
考する力を養う必要がある。また、自分の考えを
人に発信するために、説得力を持ち、論理的な
発言ができなければならない。他方、相手の意
見を傾聴する態度を備え、正しく理解した上で、
論理的な批判力が持てなければならない。こうし
た一連の能力を実践的に養っていくのがディベ
ート技法である。

●ファシリテーション技法
企業や学校、地域コミュニティなど、多様な人々
が集まる場や機会において、集団による問題解
決、アイデア創造など、グループとしての活動が
円滑に行われるように、中立的な立場から支援
を行うファシリテーションの手法や技術について
学ぶ。場のデザインのスキル、対人関係のスキ
ル、構造化のスキル、合意形成のスキルを身に
つけ、最終的にはワークショップ等の機会に自ら
がファシリテーターとしての役割を担うことができ
るようになることを目的とする。

●情報リテラシー基礎
現代の情報社会において必須であるとともに、
大学で学ぶ上で必要となる情報の基礎能力を
養う。講義項目は、コンピュータの基本原理およ
び操作方法、電子メールの初期設定と利用・セ
キュリティ、インターネットの原理、WWW（ワール
ドワイドウェブ）・クラウドコンピューティングの仕
組みと利用、ワードプロセッサを用いた文書作
成と書式の設定管理、ファイルの操作と管理、
メディアリテラシーの基礎、ソーシャルネットワー
クの活用と情報収集、情報発信などである。

●情報リテラシー応用A
コンピュータを実践的に活用できるようになるこ
とを目的として、表計算ソフトウエアおよびビジネ
ス文書作成の能力を養う。講義項目は、コンピ
ュータにおける数と文字の扱い、表計算ソフトウ
エアの基本的な操作方法、相対参照と絶対参
照、シート上の書式設定、レポートを仕上げる手
法、印刷書式設定、フォーム設定、計算処理、グ
ラフ作成と罫線、データベース的処理、論理演
算と検索、アンケート集計などである。これらによ
り、データを処理・可視化してレポートとして仕上
げる能力を学習する。

●情報リテラシー応用B
画像を含む文書作成能力を養うことを目的とし
て、コンピュータを用いた画像および図形処理
について学ぶ。講義項目は、コンピュータにおけ
る画像・図形であるラスター図形およびベクトル
図形の扱い、画像を扱う基礎となる画素数、解
像度、色の表現などの知識、データの圧縮と情
報量、ファイルの形式とその選択、さらにプレゼ

ンテーション・ソフトウエアにおける図形の扱い
などである。講義で基礎的な知識を学ぶだけで
なく、PhotoshopおよびIllustratorを用いた実
践的な処理についても学習する。

●図書館概論
社会的な記憶装置としての図書館は、情報通
信技術の進歩に伴い、情報基盤の一つとして、
一層の多様化が進展している。こうした背景の
もとに、図書館の今日的意義や役割、図書館の
歴史的発展経緯や種類、図書館に関する法的
基盤と行政施策としての政策、各種図書館の
制度と機能、図書館員の役割、著作権や知的
自由、現代社会における図書館の新たな機能
や課題について、解説する。同時に図書館を使
いこなして情報収集できる基本的な技術を身に
つけさせることも目的とする。

●観光学概論
日本において「観光」は注目を集める成長産業
である。特に2013年以降、インバウンド観光客
の増加は驚異的とも言える。本講義では、観光
学の基礎を築くため、世界と日本における観光
業の起こりから、マスツーリズムへの発展と直面
した課題、そしてそこから発生したオルタナティ
ブ・ツーリズムやサステイナブル・ツーリズムとそ
の発展など、観光の歴史的潮流をマクロな視野
から学ぶ。

●観光社会学
観光は21世紀以降の世界において、急激にニ
ーズが高まってきた産業であると同時に看過で
きない社会現象である。また、世界経済を牽引
する原動力の一つとして学問的にも今後さらに
注目されるであろう。この講義では、観光が社会
に及ぼす効果と影響を多角的に検討し、社会
の持続可能性に貢献する観光のあり方を探る。

●グローバル観光論
世界の国際観光客数は、戦後間もない1950
年時点と比較すると、今やその50倍近くに達す
るほど拡大し、世界的に大きな経済効果をもた
らしている。本講義では、「国際観光」の概念を
把握し、特に、今後日本経済の牽引役への成
長期待も大きいインバウンド観光による地域創
造について学習する。また、海外における知名
度の高い観光地や観光資源について、その特
徴も概観する。

●観光地理学
自然環境と経済・社会・文化等との関係を対象
とする地理学の見地から、観光について論じ
る。特に、文化の懸け橋としての街道に注目し、
観光資源としての魅力を探る。具体的事例とし
て、古代から多くの人々が行き交った東海道、
東西文明を結んだシルクロード、ドイツのロマン
ティック街道等を取り上げる。

●観光ビジネス論
観光をめぐる理論と観光の現場を結ぶ知識とし
て、この講義では観光業における実務的な内容
について学ぶ。まず、背景として国や地方自治
体の観光政策の概要を把握した上で、旅行代
理店・運輸業・宿泊業・広告業等の企業におけ
る観光経営を取り上げる。観光業界の実態や
観光業務の実務面についても知識を深める。
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文化政策学部科目概要

●テキスタイル概論
人類は太古の誕生間もない頃から自然界にあ
る繊維をまとい、やがて自ら織り、染めてきた。衣
服としてだけでなく居住環境にも応用すること
で、生活を豊かに、快適に、美しいものにしてき
た。そのような人と繊維の関係に関する歴史、
文化、技術、産業の変遷を通してテキスタイル
に対する理解を深めるとともに、新たなテキスタ
イルの可能性について学ぶ。

●日本伝統建築
日本の伝統建築は、古代、中世、近世、近代と
その時代の歴史や文化を背景に様式を確立
し、継承してきた。その建築様式と技術の歴史、
さらに建築を構成する木材や石材、漆、鉄、紙
等の材料や、建築を造り上げてきた鑿、鉋、鋸
等の道具について幅広く学ぶ。また文化財政
策の歴史と現状、伝統建築の保存・修理・活用
に関しても理解を深め、静岡県の文化資産とも
いえる伝統建築のあり方も考える。

●フランス語コミュニケーションⅠA
文法に重点を置いてフランス語の基礎を学ぶ。
アルファベから始まって動詞の活用や名詞と形
容詞の性数の区別など、フランス語の基本構
造を理解する。問題演習を中心に文法をマスタ
ーしながら、簡単な文章を読み、自分で文を組み
立てられるようにする。綴りを正確に音読して発
音にも注意し、動詞活用や名詞等の性数の違
いを中心に辞書の使い方も学ぶ。同時に、フラ
ンスおよびフランス語圏の社会や文化に触れ、
フランス語を学ぶことと現在の世界とのつなが
りを意識するようにする。

●フランス語コミュニケーションⅠB
平易なテキストをもとに、日常生活で使用される
頻度の高いフランス語の言い回しを中心に学
習し、CD、DVDを用いた聞き取りと発話練習を
繰り返して基本的な「聞く・話す」能力を習得す
る。挨拶から始まって、自己紹介、好き嫌いを言
う、ものや人物について述べるなど簡単な自己
表現と意思疎通ができることを目標にする。ま
た、フランスおよびフランス語圏の社会や文化
に対する理解も深めて、フランス語学習を発端
に現代世界を見ていく機会をつくる。

●フランス語コミュニケーションⅡA
ⅠAに引き続いて、文法に重点を置いてフランス
語の基礎をより深化させる。問題演習を中心に
フランス語の基本構造を身につけ、簡単な文章
を読み、自分で文を組み立てられるようにすると
同時に、基本的語彙や表現をさらに身につけて
いく。複合過去形や半過去、人称代名詞、関係
代名詞など複雑な文章構造に慣れていく。綴り
の正確な読みをさらに徹底して発音に慣れ、自
然な速さでの音読ができるようにする。辞書の
使い方もマスターする。

●フランス語コミュニケーションⅡB
ⅠBに引き続いて、日常生活で使用される頻度の
高いフランス語の言い回しを中心に学習し、
CD、DVDを用いた聞き取りと発話練習を繰り
返してより高度な「聞く・話す」能力を習得する。
買い物、レストランでの注文、道をたずねる、自分
の生活について語るなど実際のコミュニケーシ
ョンに役立つ表現を身につける。フランス語の

音やリズムに慣れ、自分から積極的に発話できる
ようにする。また、フランスおよびフランス語圏の
社会や文化に対する理解もさらに深めていく。

●ポルトガル語コミュニケーションⅠA
本授業では、日常会話を中心にポルトガル語の
文法と文章の基礎を学ぶ。浜松市にはポルトガ
ル語を母語とするブラジル人が多く在住してお
り、あらゆる場面でポルトガル語を使う機会に恵
まれていることから、学んだポルトガル語を実践
できるよう指導する。さらに正しい発音と読解
力、作文の方法をマスターするよう地道に指導
していく。学外活動では、ブラジル人学校、多文
化共生イベントなどでの文化交流を行う。

●ポルトガル語コミュニケーションⅠB
浜松市にはポルトガル語を母語とするブラジル
人が多く在住しており、あらゆる場面でポルトガ
ル語を使う機会に恵まれている。なお、ブラジル
人コミュニティ内では、ポルトガル語による新聞
やテレビチャンネルも普及している。その中で、
学生がそれらのメディアに触れられるように、本
授業では、ポルトガル語コミュニケーションⅠAに
続いて基礎的な文法の学習し、読む力、そして
簡単な文章の作成を試みる。ブラジル社会と文
化への関心と理解を深め、学習の動機づけを
強めるため、ビデオ鑑賞も授業で行う。

●ポルトガル語コミュニケーションⅡA
本授業では、ポルトガル語コミュニケーションⅠ
A・ⅠBを継続し、日常会話を中心にポルトガル語
の文法や文章の基礎を学ぶ。浜松市にはポル
トガル語を母語とするブラジル人が多く在住して
おり、あらゆる場面でポルトガル語を使う機会に
恵まれていることから、学んだポルトガル語を実
践できるよう指導する。さらに正しい発音と会話
力を育成するため、地道に指導していく。クラス
をグループ分けして、それぞれのグループで作成
したスキットなど発表させる。

●ポルトガル語コミュニケーションⅡB
浜松市にはポルトガル語を母語とするブラジル
人が多く在住しており、あらゆる場面でポルトガ
ル語を使う機会に恵まれている。なお、ブラジル
人コミュニティ内では、ポルトガル語による新聞
やテレビチャンネルも普及している。その中で、
学生がそれらのメディアに触れられるように、本
授業では、ポルトガル語コミュニケーションⅠA・Ⅰ
B・ⅡAで学習した文法や文章表現などの基礎を
もとに、読解力、作文作成の方法をマスターでき
るように指導する。ここでは日記の作成や演劇
などの自作も試みる。

●韓国語コミュニケーションⅠA
韓国語の「聞く・話す」ということに重点を置き、
韓国語の基礎を身につけることを目指す。ハン
グル文字の仕組みや発音の仕方から入り、韓
国語の構造や原理を理解した上で、慣用的な
挨拶をはじめ、基本的な語彙や日常会話を学習
する。また、日本と韓国の面白い習慣の違いや
日常生活のちょっとした違いなども取り組んで、
日本人が間違いやすい点に留意しながら、面白
く・楽しく正確な発音練習と聞く訓練を繰り返し
て韓国語の聞く・話す能力を習得する。

●韓国語コミュニケーションⅠB
韓国語の「読む・書く」ということに重点を置き、
韓国語の基礎を身につけることを目指す。ハン
グル文字の仕組みや発音訓練を重ねるととも
に、聴き取り・書き取りを中心に、基本的な単語・
語彙や文法について学習する。また、日本と韓
国の面白い習慣の違いや日常生活のちょっとし
た違いなども取り組んで、日本人が間違いやす
い点に留意しながら、新聞や雑誌などの記事を
用いた読解や書き取り練習を繰り返して、韓国
語の読む・書く能力を習得する。

●韓国語コミュニケーションⅡA
韓国語コミュニケーションⅠAに引き続き、韓国
語の「聞く・話す」ということに重点を置きなが
ら、韓国語の基礎を身につけることを目指す。韓
国語の基本的な構造や原理を理解した上で、
特に日本人が間違いやすい点などに留意しな
がら、慣用的な挨拶をはじめ基本的な文法を学
習する。また、その際に視聴覚教材などを援用し
ながら、韓国語の聞く・話すという能力のスキル
アップをはかるとともに、韓国の社会と文化の理
解にも努める。

●韓国語コミュニケーションⅡB
韓国語コミュニケーションⅠBに引き続き、韓国
語の「読む・書く」ということに重点を置きながら、
韓国語の基礎を身につけることを目指す。聴き
取りや書き取りを中心にしながら、ハングル文字
の仕組みや発音訓練を重ね、基本的な単語・
語彙や文法を学習するとともに、辞書を引きな
がら新聞や雑誌などの記事を用いた読解や書
き取り練習を繰り返して、韓国語の読む・書く能
力のスキルアップをはかるとともに、韓国の社会
と文化の理解にも努める。

●インドネシア語コミュニケーションⅠA
インドネシア語基本文法の理解および初歩的
な文章表現の習得を第一の目標とする。日本語
や英語と比較しながら、その全体的特徴を認識
した上で語順、人称代名詞、指示代名詞、疑問
詞、数字、時刻/時間、年月日/曜日、語根動詞
/Ber動詞、接辞Me-、形容詞/副詞、前置詞、
助動詞、辞書の使い方などを学習する。授業で
は、指定テキストとともに配付プリントの練習問
題に取り組むことにより、語彙を増やし会話をす
る際の文法的基礎を築く。

●インドネシア語コミュニケーションⅠB
日常会話に不可欠な語彙や表現を知るととも
に、やや複雑な表現技法を用いた会話習得を目
指す。発話練習を繰り返しながら、数字、時間、
年月日他の文法授業で学んだ事柄を会話で活
かせるように練習する。また会話教材に沿い挨
拶や自己紹介、他者への指示や依頼の仕方な
どの表現を使えるようにする。最終的には受講
者が指定共通トピックについて小作文を準備、
発表、質疑という授業を行う。なおヒアリング力
を強化するために、DVD/ＣＤ教材を利用する。

●インドネシア語コミュニケーションⅡA
インドネシア語ⅠAでの学習を踏まえた上で、さら
に高度な文法事項の習得を目指す。具体的に
はより複雑な各種接辞（Me - k a n /Me - i /
Memper-、An/Pe-、Per-an/Pe-an、Ter-、
Ke-an、-Nya/Se/Se-nya）に加え、受動態や

関係代名詞などテキストに沿って解説する。そ
の後はテキストを離れ、昔話他簡単な読み物の
講読を通じ、文法の定着と読解力の強化を図
る。読み物の内容を正確に理解するため、並行
的に映画、ドラマ、ドキュメンタリーのような関連
DVD映像を鑑賞する。

●インドネシア語コミュニケーションⅡB
基本的にインドネシア語ⅠBの授業内容を拡大
発展させる方向で継続する。配付プリントに基
づく日常会話の練習に加え、いくつかのトピック
について小作文を準備し発表、受講者間の質
疑という形での対話型授業を一層充実させて
いくことにより、会話能力のさらなる強化を図る。
ⅠB授業の時と比較すると、作文量、用いる慣用
表現の範囲、質疑の際の質問の種類および回
数、発表時間などが増すことになる。

●イタリア語コミュニケーションⅠA
イタリア語の基本文法を重点的に学ぶ。単語
力をつけ、名詞の性数変化・現在形の動詞活
用をマスターすることに主眼を置く。生活の各場
面に応じた基本フレーズを暗記し、グループワー
クの中で反復練習することによって文の構造を
理解し自分で作文できるようにする。発話を録
音し自分の耳で聞いて自発的な学習を習慣づ
ける。イタリアの社会や歴史、生活文化の事象
も学びながら、「自分のこと」について表現でき
ることを目標とする。

●イタリア語コミュニケーションⅠB
ⅠAに引き続き、未習の文法項目を学びイタリア
語の基礎力をつける。ネイティブの発音を参考
にしてミニ会話を自主録音し、音声課題として提
出する。さらに、CD、DVDを用いた実践練習を
繰り返して発話する力を定着させ、「好き・嫌い」
の言い方、依頼表現、欲求や許可を求める表
現をマスターする。近過去までを習得し自分の
経験をイタリア語で述べる。辞書を使って文化
コラムを訳読し、文の構造を理解しながら「読
む」力をつけていく。

●イタリア語コミュニケーションⅡA
ⅠA、ⅠBを基礎に中級レベルのイタリア文法を学
ぶ。過去時制の概念を整理し、自分で使えるよ
うに実用フレーズを暗記して作文力をつけてい
く。買い物や食事、現地での学生生活のために
教養として必須の知識を獲得しつつ、各場面で
役立つ表現を身につける。CD、DVDを多用し
てドラマ・映画を題材に聴き取り練習を繰り返し
ながら、ミニ会話を自主録音し音声課題を提出
する。語彙力の強化と目的語・命令法・比較表
現が使えることを目標とする。

●イタリア語コミュニケーションⅡB
ⅡAに引き続いて中級レベルの語彙力・読解力
の定着を図る。条件法、接続法を用いた新聞記
事・雑誌のコラム等の訳読も行う。映画教材の
字幕を分析し、社会事情への理解を深めながら
生のイタリア語が理解できるようにDVD教材を
使ったグループワークを行う。芸術作品、文化遺
産のキャプションを題材にして、遠過去、関係代
名詞、専門用語を用いた高度な文体の読解に
も取り組む。実用イタリア語検定３級レベルの
問題演習を随時取り入れる。

●ドイツ語コミュニケーションⅠA
文法に重点を置いてドイツ語の基礎を学ぶ。ア
ルファベット表記、単語の発音の仕方から始ま
って動詞の活用や、名詞と形容詞の性数の区
別と格変化、ドイツ語の構文パターンから、ドイツ
語文法の基本構造を理解する。動詞活用や名
詞等の性数格の違いを中心に辞書の使い方も
学ぶ。問題演習を中心に文法をマスターしなが
ら、簡単な文章を読み、自分で文を組み立てられ
るようにする。発音にも注意し、綴りを正確に音
読してドイツ語に慣れる。

●ドイツ語コミュニケーションⅠB
平易なテキストをもとに、日常生活で使用される
頻度の高いドイツ語の言い回しを中心に学習
し、さらにCD、DVDを用いた聞き取りと発話訓
練を繰り返すことで、基本的な「聞く・話す」能力
を習得する。場面ごとの挨拶から始まって、自己
紹介、ものや人物について述べるなど、簡単な
自己表現と意思疎通ができる程度の会話能力
を身につけることを目標にする。これらの学習と
あわせて、ドイツおよびドイツ語圏の社会や文化
に対する理解も深めていく。

●ドイツ語コミュニケーションⅡA
ⅠAに引き続いて文法に重点を置いてドイツ語の
基礎をより深化させる。時制や特徴的な動詞の
活用、複合的な文の構造について学び、ドイツ
語の複雑な仕組みをより正確に把握するととも
に、基本的語彙や表現をさらに身につけて、辞
書の使い方もマスターしていく。簡単な文章、例
えば平易な雑誌・新聞記事などを読み、それらの
情報をもとにして手紙・作文の学習・訓練を行
う。これらの学習を通じて、ドイツ語圏の社会や
文化に対する理解も深める。

●ドイツ語コミュニケーションⅡB
ⅠBに引き続いて、日常生活で使用される頻度の
高いドイツ語の言い回しを中心に学習し、CD、
DVDなどを用いた聞き取りと発話訓練を繰り返
してより高度な「聞く・話す」能力を獲得する。一
定のテーマに基づいた学生相互の対話練習も
行い、旅行や買い物、学生間の交流などの場
面を想定して、積極的に発話できるような会話
能力・ヒアリング力の育成を図る。これらの学習
を通じて、ドイツ語圏の社会や文化に対する理
解をさらに深めていく。
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選択外国語 フランス語

選択外国語 ドイツ語

選択外国語 イタリア語

選択外国語 ポルトガル語

選択外国語 インドネシア語

選択外国語 韓国語



文化政策学部科目概要

●テキスタイル概論
人類は太古の誕生間もない頃から自然界にあ
る繊維をまとい、やがて自ら織り、染めてきた。衣
服としてだけでなく居住環境にも応用すること
で、生活を豊かに、快適に、美しいものにしてき
た。そのような人と繊維の関係に関する歴史、
文化、技術、産業の変遷を通してテキスタイル
に対する理解を深めるとともに、新たなテキスタ
イルの可能性について学ぶ。

●日本伝統建築
日本の伝統建築は、古代、中世、近世、近代と
その時代の歴史や文化を背景に様式を確立
し、継承してきた。その建築様式と技術の歴史、
さらに建築を構成する木材や石材、漆、鉄、紙
等の材料や、建築を造り上げてきた鑿、鉋、鋸
等の道具について幅広く学ぶ。また文化財政
策の歴史と現状、伝統建築の保存・修理・活用
に関しても理解を深め、静岡県の文化資産とも
いえる伝統建築のあり方も考える。

●フランス語コミュニケーションⅠA
文法に重点を置いてフランス語の基礎を学ぶ。
アルファベから始まって動詞の活用や名詞と形
容詞の性数の区別など、フランス語の基本構
造を理解する。問題演習を中心に文法をマスタ
ーしながら、簡単な文章を読み、自分で文を組み
立てられるようにする。綴りを正確に音読して発
音にも注意し、動詞活用や名詞等の性数の違
いを中心に辞書の使い方も学ぶ。同時に、フラ
ンスおよびフランス語圏の社会や文化に触れ、
フランス語を学ぶことと現在の世界とのつなが
りを意識するようにする。

●フランス語コミュニケーションⅠB
平易なテキストをもとに、日常生活で使用される
頻度の高いフランス語の言い回しを中心に学
習し、CD、DVDを用いた聞き取りと発話練習を
繰り返して基本的な「聞く・話す」能力を習得す
る。挨拶から始まって、自己紹介、好き嫌いを言
う、ものや人物について述べるなど簡単な自己
表現と意思疎通ができることを目標にする。ま
た、フランスおよびフランス語圏の社会や文化
に対する理解も深めて、フランス語学習を発端
に現代世界を見ていく機会をつくる。

●フランス語コミュニケーションⅡA
ⅠAに引き続いて、文法に重点を置いてフランス
語の基礎をより深化させる。問題演習を中心に
フランス語の基本構造を身につけ、簡単な文章
を読み、自分で文を組み立てられるようにすると
同時に、基本的語彙や表現をさらに身につけて
いく。複合過去形や半過去、人称代名詞、関係
代名詞など複雑な文章構造に慣れていく。綴り
の正確な読みをさらに徹底して発音に慣れ、自
然な速さでの音読ができるようにする。辞書の
使い方もマスターする。

●フランス語コミュニケーションⅡB
ⅠBに引き続いて、日常生活で使用される頻度の
高いフランス語の言い回しを中心に学習し、
CD、DVDを用いた聞き取りと発話練習を繰り
返してより高度な「聞く・話す」能力を習得する。
買い物、レストランでの注文、道をたずねる、自分
の生活について語るなど実際のコミュニケーシ
ョンに役立つ表現を身につける。フランス語の

音やリズムに慣れ、自分から積極的に発話できる
ようにする。また、フランスおよびフランス語圏の
社会や文化に対する理解もさらに深めていく。

●ポルトガル語コミュニケーションⅠA
本授業では、日常会話を中心にポルトガル語の
文法と文章の基礎を学ぶ。浜松市にはポルトガ
ル語を母語とするブラジル人が多く在住してお
り、あらゆる場面でポルトガル語を使う機会に恵
まれていることから、学んだポルトガル語を実践
できるよう指導する。さらに正しい発音と読解
力、作文の方法をマスターするよう地道に指導
していく。学外活動では、ブラジル人学校、多文
化共生イベントなどでの文化交流を行う。

●ポルトガル語コミュニケーションⅠB
浜松市にはポルトガル語を母語とするブラジル
人が多く在住しており、あらゆる場面でポルトガ
ル語を使う機会に恵まれている。なお、ブラジル
人コミュニティ内では、ポルトガル語による新聞
やテレビチャンネルも普及している。その中で、
学生がそれらのメディアに触れられるように、本
授業では、ポルトガル語コミュニケーションⅠAに
続いて基礎的な文法の学習し、読む力、そして
簡単な文章の作成を試みる。ブラジル社会と文
化への関心と理解を深め、学習の動機づけを
強めるため、ビデオ鑑賞も授業で行う。

●ポルトガル語コミュニケーションⅡA
本授業では、ポルトガル語コミュニケーションⅠ
A・ⅠBを継続し、日常会話を中心にポルトガル語
の文法や文章の基礎を学ぶ。浜松市にはポル
トガル語を母語とするブラジル人が多く在住して
おり、あらゆる場面でポルトガル語を使う機会に
恵まれていることから、学んだポルトガル語を実
践できるよう指導する。さらに正しい発音と会話
力を育成するため、地道に指導していく。クラス
をグループ分けして、それぞれのグループで作成
したスキットなど発表させる。

●ポルトガル語コミュニケーションⅡB
浜松市にはポルトガル語を母語とするブラジル
人が多く在住しており、あらゆる場面でポルトガ
ル語を使う機会に恵まれている。なお、ブラジル
人コミュニティ内では、ポルトガル語による新聞
やテレビチャンネルも普及している。その中で、
学生がそれらのメディアに触れられるように、本
授業では、ポルトガル語コミュニケーションⅠA・Ⅰ
B・ⅡAで学習した文法や文章表現などの基礎を
もとに、読解力、作文作成の方法をマスターでき
るように指導する。ここでは日記の作成や演劇
などの自作も試みる。

●韓国語コミュニケーションⅠA
韓国語の「聞く・話す」ということに重点を置き、
韓国語の基礎を身につけることを目指す。ハン
グル文字の仕組みや発音の仕方から入り、韓
国語の構造や原理を理解した上で、慣用的な
挨拶をはじめ、基本的な語彙や日常会話を学習
する。また、日本と韓国の面白い習慣の違いや
日常生活のちょっとした違いなども取り組んで、
日本人が間違いやすい点に留意しながら、面白
く・楽しく正確な発音練習と聞く訓練を繰り返し
て韓国語の聞く・話す能力を習得する。

●韓国語コミュニケーションⅠB
韓国語の「読む・書く」ということに重点を置き、
韓国語の基礎を身につけることを目指す。ハン
グル文字の仕組みや発音訓練を重ねるととも
に、聴き取り・書き取りを中心に、基本的な単語・
語彙や文法について学習する。また、日本と韓
国の面白い習慣の違いや日常生活のちょっとし
た違いなども取り組んで、日本人が間違いやす
い点に留意しながら、新聞や雑誌などの記事を
用いた読解や書き取り練習を繰り返して、韓国
語の読む・書く能力を習得する。

●韓国語コミュニケーションⅡA
韓国語コミュニケーションⅠAに引き続き、韓国
語の「聞く・話す」ということに重点を置きなが
ら、韓国語の基礎を身につけることを目指す。韓
国語の基本的な構造や原理を理解した上で、
特に日本人が間違いやすい点などに留意しな
がら、慣用的な挨拶をはじめ基本的な文法を学
習する。また、その際に視聴覚教材などを援用し
ながら、韓国語の聞く・話すという能力のスキル
アップをはかるとともに、韓国の社会と文化の理
解にも努める。

●韓国語コミュニケーションⅡB
韓国語コミュニケーションⅠBに引き続き、韓国
語の「読む・書く」ということに重点を置きながら、
韓国語の基礎を身につけることを目指す。聴き
取りや書き取りを中心にしながら、ハングル文字
の仕組みや発音訓練を重ね、基本的な単語・
語彙や文法を学習するとともに、辞書を引きな
がら新聞や雑誌などの記事を用いた読解や書
き取り練習を繰り返して、韓国語の読む・書く能
力のスキルアップをはかるとともに、韓国の社会
と文化の理解にも努める。

●インドネシア語コミュニケーションⅠA
インドネシア語基本文法の理解および初歩的
な文章表現の習得を第一の目標とする。日本語
や英語と比較しながら、その全体的特徴を認識
した上で語順、人称代名詞、指示代名詞、疑問
詞、数字、時刻/時間、年月日/曜日、語根動詞
/Ber動詞、接辞Me-、形容詞/副詞、前置詞、
助動詞、辞書の使い方などを学習する。授業で
は、指定テキストとともに配付プリントの練習問
題に取り組むことにより、語彙を増やし会話をす
る際の文法的基礎を築く。

●インドネシア語コミュニケーションⅠB
日常会話に不可欠な語彙や表現を知るととも
に、やや複雑な表現技法を用いた会話習得を目
指す。発話練習を繰り返しながら、数字、時間、
年月日他の文法授業で学んだ事柄を会話で活
かせるように練習する。また会話教材に沿い挨
拶や自己紹介、他者への指示や依頼の仕方な
どの表現を使えるようにする。最終的には受講
者が指定共通トピックについて小作文を準備、
発表、質疑という授業を行う。なおヒアリング力
を強化するために、DVD/ＣＤ教材を利用する。

●インドネシア語コミュニケーションⅡA
インドネシア語ⅠAでの学習を踏まえた上で、さら
に高度な文法事項の習得を目指す。具体的に
はより複雑な各種接辞（Me - k a n /Me - i /
Memper-、An/Pe-、Per-an/Pe-an、Ter-、
Ke-an、-Nya/Se/Se-nya）に加え、受動態や

関係代名詞などテキストに沿って解説する。そ
の後はテキストを離れ、昔話他簡単な読み物の
講読を通じ、文法の定着と読解力の強化を図
る。読み物の内容を正確に理解するため、並行
的に映画、ドラマ、ドキュメンタリーのような関連
DVD映像を鑑賞する。

●インドネシア語コミュニケーションⅡB
基本的にインドネシア語ⅠBの授業内容を拡大
発展させる方向で継続する。配付プリントに基
づく日常会話の練習に加え、いくつかのトピック
について小作文を準備し発表、受講者間の質
疑という形での対話型授業を一層充実させて
いくことにより、会話能力のさらなる強化を図る。
ⅠB授業の時と比較すると、作文量、用いる慣用
表現の範囲、質疑の際の質問の種類および回
数、発表時間などが増すことになる。

●イタリア語コミュニケーションⅠA
イタリア語の基本文法を重点的に学ぶ。単語
力をつけ、名詞の性数変化・現在形の動詞活
用をマスターすることに主眼を置く。生活の各場
面に応じた基本フレーズを暗記し、グループワー
クの中で反復練習することによって文の構造を
理解し自分で作文できるようにする。発話を録
音し自分の耳で聞いて自発的な学習を習慣づ
ける。イタリアの社会や歴史、生活文化の事象
も学びながら、「自分のこと」について表現でき
ることを目標とする。

●イタリア語コミュニケーションⅠB
ⅠAに引き続き、未習の文法項目を学びイタリア
語の基礎力をつける。ネイティブの発音を参考
にしてミニ会話を自主録音し、音声課題として提
出する。さらに、CD、DVDを用いた実践練習を
繰り返して発話する力を定着させ、「好き・嫌い」
の言い方、依頼表現、欲求や許可を求める表
現をマスターする。近過去までを習得し自分の
経験をイタリア語で述べる。辞書を使って文化
コラムを訳読し、文の構造を理解しながら「読
む」力をつけていく。

●イタリア語コミュニケーションⅡA
ⅠA、ⅠBを基礎に中級レベルのイタリア文法を学
ぶ。過去時制の概念を整理し、自分で使えるよ
うに実用フレーズを暗記して作文力をつけてい
く。買い物や食事、現地での学生生活のために
教養として必須の知識を獲得しつつ、各場面で
役立つ表現を身につける。CD、DVDを多用し
てドラマ・映画を題材に聴き取り練習を繰り返し
ながら、ミニ会話を自主録音し音声課題を提出
する。語彙力の強化と目的語・命令法・比較表
現が使えることを目標とする。

●イタリア語コミュニケーションⅡB
ⅡAに引き続いて中級レベルの語彙力・読解力
の定着を図る。条件法、接続法を用いた新聞記
事・雑誌のコラム等の訳読も行う。映画教材の
字幕を分析し、社会事情への理解を深めながら
生のイタリア語が理解できるようにDVD教材を
使ったグループワークを行う。芸術作品、文化遺
産のキャプションを題材にして、遠過去、関係代
名詞、専門用語を用いた高度な文体の読解に
も取り組む。実用イタリア語検定３級レベルの
問題演習を随時取り入れる。

●ドイツ語コミュニケーションⅠA
文法に重点を置いてドイツ語の基礎を学ぶ。ア
ルファベット表記、単語の発音の仕方から始ま
って動詞の活用や、名詞と形容詞の性数の区
別と格変化、ドイツ語の構文パターンから、ドイツ
語文法の基本構造を理解する。動詞活用や名
詞等の性数格の違いを中心に辞書の使い方も
学ぶ。問題演習を中心に文法をマスターしなが
ら、簡単な文章を読み、自分で文を組み立てられ
るようにする。発音にも注意し、綴りを正確に音
読してドイツ語に慣れる。

●ドイツ語コミュニケーションⅠB
平易なテキストをもとに、日常生活で使用される
頻度の高いドイツ語の言い回しを中心に学習
し、さらにCD、DVDを用いた聞き取りと発話訓
練を繰り返すことで、基本的な「聞く・話す」能力
を習得する。場面ごとの挨拶から始まって、自己
紹介、ものや人物について述べるなど、簡単な
自己表現と意思疎通ができる程度の会話能力
を身につけることを目標にする。これらの学習と
あわせて、ドイツおよびドイツ語圏の社会や文化
に対する理解も深めていく。

●ドイツ語コミュニケーションⅡA
ⅠAに引き続いて文法に重点を置いてドイツ語の
基礎をより深化させる。時制や特徴的な動詞の
活用、複合的な文の構造について学び、ドイツ
語の複雑な仕組みをより正確に把握するととも
に、基本的語彙や表現をさらに身につけて、辞
書の使い方もマスターしていく。簡単な文章、例
えば平易な雑誌・新聞記事などを読み、それらの
情報をもとにして手紙・作文の学習・訓練を行
う。これらの学習を通じて、ドイツ語圏の社会や
文化に対する理解も深める。

●ドイツ語コミュニケーションⅡB
ⅠBに引き続いて、日常生活で使用される頻度の
高いドイツ語の言い回しを中心に学習し、CD、
DVDなどを用いた聞き取りと発話訓練を繰り返
してより高度な「聞く・話す」能力を獲得する。一
定のテーマに基づいた学生相互の対話練習も
行い、旅行や買い物、学生間の交流などの場
面を想定して、積極的に発話できるような会話
能力・ヒアリング力の育成を図る。これらの学習
を通じて、ドイツ語圏の社会や文化に対する理
解をさらに深めていく。
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選択外国語 フランス語

選択外国語 ドイツ語
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選択外国語 ポルトガル語

選択外国語 インドネシア語

選択外国語 韓国語



国際文化学科科目概要

　

●国際文化概論
国際文化を広く学ぶために、国際文化が一定
の安定性を有しながらも、変わりつつある構造
物であることを知り、それを関係的、構造的、過
程的に捉える視点を育むことを科目の主要な目
的とする。また、この科目の学びを通して、その
後の学科での学習への関心と意欲を高めてい
く。そのために、国際文化学科の教員の研究成
果や多様な事例を用い、具体的な事象から国
際文化の全体像を考察して、国際文化を理解
する上で必要になる多様な視点を学ぶ。

●文章表現技法
人文社会科学分野における文章作法の基礎
的訓練を行う。例文に取り上げる人文・社会科
学者の文章を通じて、伝統的な文章構成の重
要性と、日常語とは異なった学術的文章作法に
ついて理解を深め、実際の文章作成によって各
人の表現能力を高めることを狙う。以上の学術
的な文章作成のための技法習得を授業目標の
中核に置き、そのための階梯としてのレポート作
成、語彙力の強化、さらにはエッセイや実用的
文章の読み書きの技法を総合的に学習するこ
とにより、目的に応じた文章表現能力育成も視
野に収めて授業を行う。

●国際文化基礎論
全学科目「学芸の基礎」の後を受け、国際文化
理解に必要なリテラシー能力の一層の充実を
図る。授業で設定された課題に関する資料や
文献を様々な方法で調べ、それらの文献の分析
を進めた上で、課題に対して多様な視点で分
析、批判したレポートをまとめ、発表する。またレ
ポート作成に関しては、明確な論点を持つだけ
でなく、参考文献、引用といった基本的な論文
技法についても学ぶ。こうした過程を通じて、国
際文化学科で学ぶための基礎力となるリテラシ
ー能力を高める。

●ナショナリズム論
近代以降の世界の姿を知る上で、nation（民族
/国民）への理解は欠かせない。本科目では手
始めに簡単な理論的導入を施した上で、多民族
状況と格闘するべく多文化共生的な政策を推し
進めながらも結局はいくつもの国民国家に分裂
する形で崩壊するに至った複数の多民族国家
を事例として取り上げ、行政上の枠組の変遷や
言語空間の変容が民族および民族問題の形
成に及ぼした影響を論じることを通じて、nation
を固定的な所与のものとする見方を再考する。

●国際関係論
「国際関係論」とは、国際社会やそこで生起す
る様々な現象を対象とする学問である。この授
業では、学問の成り立ちや性格を紹介した上
で、今日まで積み重ねられてきた理論と学説の
系譜を概観し、主要な視座と基礎的な概念を習
得する。さらに、以上の学問的なツールが国際
問題の分析や歴史の理解にどのように適用さ
れるかについて、いくつかの事例を通じて検証
し、国際関係への学問的な理解と考察を深める
ことを授業の目標とする。

●比較文化論
文化とは何か、文化の違いをどのように捉え、ど
のように比較するのか、といった文化の見方に
ついて検討する。まず文化に優劣はないという
文化相対主義的な基本認識に立ち、時代・地

域・集団ごとに異なるものとして文化を捉え、
各々の文化の独自性と固有の価値観を考察す
る。その上で、複数の文化が接触し合い相互に
影響する、または異文化を鏡として自らの文化を
形成する過程に注目し、文化が相互に変容す
る可能性をも考察する。

●グローバル・キャリア・デザイン概論
国際的な舞台で展開される仕事にどうようなも
のがあり、どういった人材を求めているかを学び、
学生が自分の可能性とそのために必要な準備
を進めるための学びの場とする。特に機械工
業、サービス業、非営利団体、流通業などの国
際的な業務を展開している業界の情報提供、
求められる人材の具体的なケースを研究すると
ともに、必要に応じて現場で活躍する専門家を
講師として招き、具体的な学びを行う。これらを
包括的に学ぶことによって、グローバル人材とし
てのキャリア・デザインを設計するための学びの
場とする。

●国際文化入門A
英語を理解するためには、単語や文法の知識
だけでなく、その背景文化についての知識が欠
かせない。この授業では、英語の成り立ちや、イ
ギリス、アメリカなど英語が話されている地域、ま
た、キリスト教やギリシャ・ローマ神話、ケルト、ゲ
ルマン神話、伝説など、英語や英語文化を学ぶ
上で基礎になる背景知識について講義する。
学生自身が英語や英語文化に興味・関心を持
ち、2年生以上の学科科目においてそれを深め
ていくための入り口となるように位置づける。

●国際文化入門B
東アジアにおける日本・中国・韓国の３カ国は古
来よりさまざまな側面において、相互に強い影
響を与えていた。日本・東アジアの文化と社会
について、基礎的な知識を習得し、生活と文化
の様々な側面に理解を深める。それに加えて、
日本と韓国、日本と中国、中国と韓国といった、
東アジアにおける異文化交流のあり方につい
ても考える。以上の基礎的な理解を踏まえ、２年
次以降の当該地域の学科科目と、３年次以降
の演習（ゼミ）を受講するための予備知識を習
得する。

●国際文化入門C
地中海地域の文化について基礎的な知識を提
供し、生活と文化の諸相を概観する。具体的に
は南ヨーロッパと北アフリカの地中海西域の主
要都市の都市空間とその生活文化を題材に、
古代から継承された地中海世界の特徴を考え、
この地が育んだヒューマンスケールの合理性と
共同体の力学とも呼ぶべきものを考察する。異
なる文化圏を一つの世界として横断的に捉え、
異文化間に共通した統一性を認識したい。さら
には歴史、文学、美術、映画などの理解を深め、
2年次以降の学科科目、3年次以降の演習受
講のための予備知識を習得する。

●国際文化入門D
国際社会において異文化間の接触により生起
する諸事象や、多文化状況下にある諸地域の
社会の特質について、基礎知識を習得し、その
歴史的背景を概観する。国際社会に関する考
察における文化をめぐる観点や、社会・文化の
多様性とその変動について認識を深めつつ、

「日本・東アジア」「地中海・西欧・北米」「多文

化共生」の各区分をはじめとする2年次以降の
学科科目、3年次以降の国際文化演習（ゼミ）
を受講するための予備知識を習得する。

●英語表現法
英語による効果的な文章作成、論文作成、口
頭発表ができるような英語表現技法の基礎力
を養うことを目的とする。英語でわかりやすく表
現するにはどうすればよいのか、英語らしい表
現、論理的な文章構成、パラグラフの効果的な
使い方など、英文を書く上での基礎を身につけ
る。また、多くの英文を書く課題を通じて、自分の
言いたいことを自然な英語で表現できるよう訓
練し、話す・書くといった産出面での正確さと流
暢さの両方の能力を伸ばす。

●英語上級 観光英語
国内や海外で活躍できる、旅行者を案内するツ
アーコンダクターやツアーガイド、その他観光業
に必要な英語の基礎から実践的な力までを習
得する。日本人が気軽に海外に出かけるように
なった昨今、さらに国や県としても観光に力を入
れ始めている。そのような時代にあって、旅行中
や、観光業において遭遇するであろう様々な場
面における対処法や、観光必須用語、および必
要な表現を効果的に習得していく。卒業後の進
路を見据えた、英語を使う仕事につながるキャリ
ア・パス（career path）科目である。

●英語上級 会議英語
会議や集会、国際会議などで議長、司会者、進
行係（Master of Ceremonies）として会議をリ
ードできるような英語の理解力と発信力、リーダ
ーシップ力を養う。はじめの言葉、参加者の紹
介、聴衆への語りかけ、議題の説明、会議の進
行、発言者の意見の要約に加え、時にはジョー
クを飛ばしたりして、場を和ませる。このような
MCに必要な英語表現力を身につけるために、
授業の中で実践演習を行う。さらには、文書で
の説明や質疑応答を通して、相手と交渉できる
語学力をも養う。
　
●英語上級 通訳
将来通訳のプロとして、あるいはコミュニティのボ
ランティア通訳として、または国際化社会におけ
る多言語企業で働く者として、必要な技能を養
成するキャリア・パス（career path）科目である。
通訳養成に使われる訓練法、つまり耳から入っ
てくるセンテンスのリピートと訳、シャドーイング、
サイト・トランスレーション、パラグラフごとの要約
と訳など、英語から日本語、日本語から英語へと
すばやく転換する力を養う。また、日本に暮らす外
国人の数が増加していることから、言葉の橋渡し
をするコミュニティ通訳者として、司法、医療、学
校、行政の通訳業務についても学ぶ。
　
●英語上級 翻訳
将来の翻訳者を育成するための入門的キャリ
ア・パス（career path）科目である。翻訳は現
場での経験がものをいう仕事であるが、大学の
授業で翻訳の理論と方法を学び、実務翻訳演
習をすることで、翻訳の難しさと重要性を学ぶ。
翻訳とは辞書と英文法の知識さえあれば誰にも
できるという単純な作業ではないのである。内容
としては、翻訳の理論を最初に学び、次に実際
に解説文、評論文、論文、小説、絵本、マンガ、
字幕、歌詞、マニュアル、カタログ、ビジネスレタ
ー、契約書、広告文の翻訳演習を行う。

●中国語上級Ⅰ
総合的な中国語力の強化を目的とし、これまで
学んだ中国語の完成を目指す。3年次生を対象
に、書く、話す能力を中心に、上級レベルの言
語表現法を学ぶ。実践的な手紙文、挨拶文、通
信文、報告書などの形式と、それに合った表現・
語彙を身につけ、ともに作文能力も養っていく。
また、翻訳練習を通して、日本語と中国語の表
現方法の違いをより深く理解する。さらに、中国
語使用の実際に即した専門書・参考書の使い
方を身に着け、中国語の応用能力を高める。
　
●中国語上級Ⅱ
総合的な中国語力の強化を目的とし、これまで
学んだ中国語の完成を目指す。3年次生を対象
に、話す、聞く能力を中心に、上級レベルのコミ
ュニケーション能力を養う。日常的な会話、討論、
スピーチなどの場面に応じて、それに合った表
現・語彙を身につけ、実践的な語学力の育成を
目的とする。また、通訳練習を通して、口語表現
を含めた日本語と中国語の表現方法の違いをよ
り深く理解し、異文化間コミュニケーションの実
践的知識、さらに語用論的知識を身につける。
　
●フランス語上級ⅠA
フランス語の基礎を習得した者を対象に、口語
コミュニケーションとしてのフランス語に慣れ、そ
の運用能力を確実にすることを目標にする。授
業はCDやDVDを使って、正確に聞き取る、自
分で言ってみる、新たなシチュエーションに対処
するといった練習を行い、「聞く、話す」に力点を
置いた口語コミュニケーション能力を養う。正確
に発音して自然なフランス語を発信できるように
する。また、フランスおよびフランス語圏の社会
や文化に対する理解も深めて、フランス語学習
から現代世界を見ていく視点を養う。
　
●フランス語上級ⅠB
フランス語コミュニケーションで学ぶフランス語
の基礎を習得した者を対象に、文法をさらに確
実にしつつ、語彙や表現を深めながらより高度
なフランス語の「読む、書く」能力を習得してい
く。新聞・雑誌やインターネットのWebサイトな
ど、日常生活の周辺にあるさまざまなフランス語
に触れて、普段使われるフランス語が理解でき、
自ら発信できるようにする。また、今日のフランス
とフランス語圏の社会や文化事情の理解にも
努める。
　
●フランス語上級ⅡA
ⅠAに引き続いて、口語コミュニケーションとして
のフランス語に慣れ、その運用能力を確実にす
ることを目標にする。授業はCDやDVDを使っ
て、正確に聞き取る、自分で言ってみる、新たな
シチュエーションに対処するといった練習を行
い、「聞く、話す」に力点を置いた口語コミュニケ
ーション能力を養う。正確に発音して自然なフラ
ンス語を発信できるようにする。また、フランスお
よびフランス語圏の社会や文化に対する理解
も深めて、フランス語学習から現代世界を見て
いく視点を養う。
　
●フランス語上級ⅡB
ⅠBに引き続いて、文法をさらに確実にしつつ、
語彙や表現を深めながらより高度なフランス語
の「読む、書く」能力を習得していく。新聞・雑誌
やインターネットのWebサイトなど、日常生活の
周辺にあるさまざまなフランス語に触れて、普段
使われるフランス語が理解でき、自ら発信できる
ようにする。また、今日のフランスとフランス語圏

の社会や文化事情の理解にも努め、フランス語
学習を通して自分を取り巻く現代社会の多様
性を認識していく。
　
●フランス語応用
これまで学んだフランス語の完成を目指し、読
む・書く・話す・聞く能力を総合的に養う。授業は
演習形式で、テキスト講読と口頭練習を中心
に、より高度で正確なコミュニケーション能力を
つけることを目標にする。文学作品講読や、フラ
ンス語検定、DELF・DALFの世界標準資格試
験の問題演習、フランス語でのプレゼンテーシ
ョンを行う。言語の学習に伴って、その背景とな
るフランスおよびフランス語圏の文化と社会へ
の理解も深め、英語（中国語）に加え、複数言
語を学習することの意義と世界の多様性を認
識していく。
　
●ポルトガル語上級ⅠA
ポルトガル語コミュニケーションⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB
で学んだポルトガル語の基礎をもとに、日常会
話の練習を中心に、聞き取りの練習も積み重
ねる。浜松市にはポルトガル語を母語とするブ
ラジル人が多く在住しており、あらゆる場面でポ
ルトガル語を使う機会に恵まれていることから、
学んだポルトガル語を実践できるよう指導す
る。授業の合間には視聴覚資料などを使って
ブラジルの歴史･社会･文化･習慣について紹
介する。
　
●ポルトガル語上級ⅠB
ポルトガル語コミュニケーションⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB
で学んだポルトガル語の基礎をもとに読解と作
文を中心に授業を進める。さらに実用的な文章
作成の練習を積み重ねる。ブラジル人コミュニ
ティ内では、ポルトガル語による新聞やテレビチ
ャンネルも普及していることから、学生がそれら
のメディアに触れられるように指導する。授業の
合間には視聴覚資料などを使ってブラジルの歴
史･社会･文化･習慣について紹介する。また、
日記の作成や演劇などの自作も試みる。
　
●ポルトガル語上級ⅡA
ポルトガル語上級ⅠA、ⅠBで学んだポルトガル語
の基礎をもとに、引き続き日常会話の練習を中
心に授業を進める。浜松市にはポルトガル語を
母語とするブラジル人が多く在住しており、あら
ゆる場面でポルトガル語を使う機会に恵まれて
いることから、学んだポルトガル語を実践できる
よう指導する。また、ポルトガル語の文法・語彙
をレベルアップさせ、さらに会話能力育成を中心
に授業を進める。同時に視聴覚資料などを使っ
てブラジルの文化や社会について理解を深め
る。
　
●ポルトガル語上級ⅡB
ポルトガル語上級ⅠA、ⅠBで学んだ文法・語彙を
レベルアップさせ、さらに読解力と実用的な文章
の作成を中心に授業を進める。ブラジル人コミ
ュニティ内では、ポルトガル語による新聞やテレ
ビチャンネルも普及していることから、学生がそ
れらのメディアに触れられるように指導し続け
る。同時に視聴覚資料などを使ってブラジルの
文化や社会について理解を深め、在浜松市の
ブラジル人学校やブラジル人コミュニティとの交
流を図る。
　
●ポルトガル語応用
ブラジル･ポルトガル語の基本的知識を活かし
ながら、新聞や雑誌の記事を読む。また、ポルト

ガル語でＴＶニュース番組を見て、それぞれの内
容についてポルトガル語で討論をする。なお、浜
松市にブラジル人コミュニティがある背景には、
ブラジルにある日本国外の最大の日系コミュニ
ティの存在がある。これらの歴史的背景を学生
に紹介しながら、ポルトガル語の資料を読んで
歴史を学ぶよう指導する。
　
●韓国語上級ⅠA
韓国語の基礎を習得した者を対象に、韓国語
の「聞く・話す」能力の向上を目指す。慣用的挨
拶や基本的な会話表現の練習を通じて、基本
的な単語や語彙と文法を学習しながら、また視
聴覚教材を援用して聞く訓練を重ねる。日常会
話を題材にして学生同士の対話訓練も実施し
て、徹底したトレーニングを繰り返し、正確な発
音を身につけ、韓国語の聞く・話す力を養う。ま
た単に韓国語を学習するだけでなく、韓国の社
会と文化についても理解を深める。
　
●韓国語上級ⅠB
韓国語の基礎を習得した者を対象に、韓国語
の「読む・書く」能力の向上を目指す。慣用的表
現や対義語・類義語の微妙な使い分け、韓国
語と日本語の表現の微妙な違いなどに留意し
ながら、より高度な文法や構文・作文の学習を
通して、韓国語の体系的な理解を図る。また辞
書を引きながら、新聞や雑誌の記事や論文など
を読む訓練を重ね、韓国語の読む・書く力を養
う。また単に韓国語を学習するだけでなく、韓国
の社会と文化についても理解を深める。
　
●韓国語上級ⅡA
韓国語の基礎を習得した者を対象に、韓国語
の「聞く・話す」能力の向上を目指す。韓国語上
級ⅠAに引き続き、慣用的挨拶や基本的な会話
表現を通して、単語や語彙と文法を学習しなが
ら、また視聴覚教材を援用して聞く訓練を重ね
る。日常会話を題材にして学生同士の対話訓
練も実施して、徹底したトレーニングを繰り返し、
正確な発音を身につけ、韓国語の聞く・話す力
を養う。また単に韓国語を学習するだけでなく、
韓国の社会と文化についても理解を深める。
　
●韓国語上級ⅡB
韓国語の基礎を習得した者を対象に、韓国語
の「読む・書く」能力の向上を目指す。韓国語上
級ⅠBに引き続き、慣用的表現や対義語・類義
語の微妙な使い分け、韓国語と日本語の表現
の違いなどに留意しながら、より高度な文法や
構文・作文の学習を通して、韓国語の体系的な
理解を図る。また辞書を引きながら、新聞や雑誌
の記事や論文などを読む訓練を重ね、韓国語の
読む・書く力を養う。また単に韓国語を学習する
だけでなく、韓国の社会と文化についても理解
を深める。

●日本文化史
日本列島上の島々の社会や文化の特徴につ
いて、東アジアをはじめとする諸国家・諸民族と
の交流の歴史を軸にしつつ考察する。例えば、
北海道、沖縄諸島、対馬、小笠原諸島などを取
り上げ、それぞれに固有な歴史・文化が、いかな
る地理的・社会的背景によって生まれたのかを
明らかにする。そのことにより、日本が決して単
一の社会ではないことを深く理解するとともに、
日本文化の多様性を考える。対象とする時期
は、古代から現代まで幅広く設定する。
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専門科目 日本・東アジア

学科基礎 専門外国語

学科基礎 国際文化入門

学科基礎



国際文化学科科目概要

　

●国際文化概論
国際文化を広く学ぶために、国際文化が一定
の安定性を有しながらも、変わりつつある構造
物であることを知り、それを関係的、構造的、過
程的に捉える視点を育むことを科目の主要な目
的とする。また、この科目の学びを通して、その
後の学科での学習への関心と意欲を高めてい
く。そのために、国際文化学科の教員の研究成
果や多様な事例を用い、具体的な事象から国
際文化の全体像を考察して、国際文化を理解
する上で必要になる多様な視点を学ぶ。

●文章表現技法
人文社会科学分野における文章作法の基礎
的訓練を行う。例文に取り上げる人文・社会科
学者の文章を通じて、伝統的な文章構成の重
要性と、日常語とは異なった学術的文章作法に
ついて理解を深め、実際の文章作成によって各
人の表現能力を高めることを狙う。以上の学術
的な文章作成のための技法習得を授業目標の
中核に置き、そのための階梯としてのレポート作
成、語彙力の強化、さらにはエッセイや実用的
文章の読み書きの技法を総合的に学習するこ
とにより、目的に応じた文章表現能力育成も視
野に収めて授業を行う。

●国際文化基礎論
全学科目「学芸の基礎」の後を受け、国際文化
理解に必要なリテラシー能力の一層の充実を
図る。授業で設定された課題に関する資料や
文献を様々な方法で調べ、それらの文献の分析
を進めた上で、課題に対して多様な視点で分
析、批判したレポートをまとめ、発表する。またレ
ポート作成に関しては、明確な論点を持つだけ
でなく、参考文献、引用といった基本的な論文
技法についても学ぶ。こうした過程を通じて、国
際文化学科で学ぶための基礎力となるリテラシ
ー能力を高める。

●ナショナリズム論
近代以降の世界の姿を知る上で、nation（民族
/国民）への理解は欠かせない。本科目では手
始めに簡単な理論的導入を施した上で、多民族
状況と格闘するべく多文化共生的な政策を推し
進めながらも結局はいくつもの国民国家に分裂
する形で崩壊するに至った複数の多民族国家
を事例として取り上げ、行政上の枠組の変遷や
言語空間の変容が民族および民族問題の形
成に及ぼした影響を論じることを通じて、nation
を固定的な所与のものとする見方を再考する。

●国際関係論
「国際関係論」とは、国際社会やそこで生起す
る様々な現象を対象とする学問である。この授
業では、学問の成り立ちや性格を紹介した上
で、今日まで積み重ねられてきた理論と学説の
系譜を概観し、主要な視座と基礎的な概念を習
得する。さらに、以上の学問的なツールが国際
問題の分析や歴史の理解にどのように適用さ
れるかについて、いくつかの事例を通じて検証
し、国際関係への学問的な理解と考察を深める
ことを授業の目標とする。

●比較文化論
文化とは何か、文化の違いをどのように捉え、ど
のように比較するのか、といった文化の見方に
ついて検討する。まず文化に優劣はないという
文化相対主義的な基本認識に立ち、時代・地

域・集団ごとに異なるものとして文化を捉え、
各々の文化の独自性と固有の価値観を考察す
る。その上で、複数の文化が接触し合い相互に
影響する、または異文化を鏡として自らの文化を
形成する過程に注目し、文化が相互に変容す
る可能性をも考察する。

●グローバル・キャリア・デザイン概論
国際的な舞台で展開される仕事にどうようなも
のがあり、どういった人材を求めているかを学び、
学生が自分の可能性とそのために必要な準備
を進めるための学びの場とする。特に機械工
業、サービス業、非営利団体、流通業などの国
際的な業務を展開している業界の情報提供、
求められる人材の具体的なケースを研究すると
ともに、必要に応じて現場で活躍する専門家を
講師として招き、具体的な学びを行う。これらを
包括的に学ぶことによって、グローバル人材とし
てのキャリア・デザインを設計するための学びの
場とする。

●国際文化入門A
英語を理解するためには、単語や文法の知識
だけでなく、その背景文化についての知識が欠
かせない。この授業では、英語の成り立ちや、イ
ギリス、アメリカなど英語が話されている地域、ま
た、キリスト教やギリシャ・ローマ神話、ケルト、ゲ
ルマン神話、伝説など、英語や英語文化を学ぶ
上で基礎になる背景知識について講義する。
学生自身が英語や英語文化に興味・関心を持
ち、2年生以上の学科科目においてそれを深め
ていくための入り口となるように位置づける。

●国際文化入門B
東アジアにおける日本・中国・韓国の３カ国は古
来よりさまざまな側面において、相互に強い影
響を与えていた。日本・東アジアの文化と社会
について、基礎的な知識を習得し、生活と文化
の様々な側面に理解を深める。それに加えて、
日本と韓国、日本と中国、中国と韓国といった、
東アジアにおける異文化交流のあり方につい
ても考える。以上の基礎的な理解を踏まえ、２年
次以降の当該地域の学科科目と、３年次以降
の演習（ゼミ）を受講するための予備知識を習
得する。

●国際文化入門C
地中海地域の文化について基礎的な知識を提
供し、生活と文化の諸相を概観する。具体的に
は南ヨーロッパと北アフリカの地中海西域の主
要都市の都市空間とその生活文化を題材に、
古代から継承された地中海世界の特徴を考え、
この地が育んだヒューマンスケールの合理性と
共同体の力学とも呼ぶべきものを考察する。異
なる文化圏を一つの世界として横断的に捉え、
異文化間に共通した統一性を認識したい。さら
には歴史、文学、美術、映画などの理解を深め、
2年次以降の学科科目、3年次以降の演習受
講のための予備知識を習得する。

●国際文化入門D
国際社会において異文化間の接触により生起
する諸事象や、多文化状況下にある諸地域の
社会の特質について、基礎知識を習得し、その
歴史的背景を概観する。国際社会に関する考
察における文化をめぐる観点や、社会・文化の
多様性とその変動について認識を深めつつ、

「日本・東アジア」「地中海・西欧・北米」「多文

化共生」の各区分をはじめとする2年次以降の
学科科目、3年次以降の国際文化演習（ゼミ）
を受講するための予備知識を習得する。

●英語表現法
英語による効果的な文章作成、論文作成、口
頭発表ができるような英語表現技法の基礎力
を養うことを目的とする。英語でわかりやすく表
現するにはどうすればよいのか、英語らしい表
現、論理的な文章構成、パラグラフの効果的な
使い方など、英文を書く上での基礎を身につけ
る。また、多くの英文を書く課題を通じて、自分の
言いたいことを自然な英語で表現できるよう訓
練し、話す・書くといった産出面での正確さと流
暢さの両方の能力を伸ばす。

●英語上級 観光英語
国内や海外で活躍できる、旅行者を案内するツ
アーコンダクターやツアーガイド、その他観光業
に必要な英語の基礎から実践的な力までを習
得する。日本人が気軽に海外に出かけるように
なった昨今、さらに国や県としても観光に力を入
れ始めている。そのような時代にあって、旅行中
や、観光業において遭遇するであろう様々な場
面における対処法や、観光必須用語、および必
要な表現を効果的に習得していく。卒業後の進
路を見据えた、英語を使う仕事につながるキャリ
ア・パス（career path）科目である。

●英語上級 会議英語
会議や集会、国際会議などで議長、司会者、進
行係（Master of Ceremonies）として会議をリ
ードできるような英語の理解力と発信力、リーダ
ーシップ力を養う。はじめの言葉、参加者の紹
介、聴衆への語りかけ、議題の説明、会議の進
行、発言者の意見の要約に加え、時にはジョー
クを飛ばしたりして、場を和ませる。このような
MCに必要な英語表現力を身につけるために、
授業の中で実践演習を行う。さらには、文書で
の説明や質疑応答を通して、相手と交渉できる
語学力をも養う。
　
●英語上級 通訳
将来通訳のプロとして、あるいはコミュニティのボ
ランティア通訳として、または国際化社会におけ
る多言語企業で働く者として、必要な技能を養
成するキャリア・パス（career path）科目である。
通訳養成に使われる訓練法、つまり耳から入っ
てくるセンテンスのリピートと訳、シャドーイング、
サイト・トランスレーション、パラグラフごとの要約
と訳など、英語から日本語、日本語から英語へと
すばやく転換する力を養う。また、日本に暮らす外
国人の数が増加していることから、言葉の橋渡し
をするコミュニティ通訳者として、司法、医療、学
校、行政の通訳業務についても学ぶ。
　
●英語上級 翻訳
将来の翻訳者を育成するための入門的キャリ
ア・パス（career path）科目である。翻訳は現
場での経験がものをいう仕事であるが、大学の
授業で翻訳の理論と方法を学び、実務翻訳演
習をすることで、翻訳の難しさと重要性を学ぶ。
翻訳とは辞書と英文法の知識さえあれば誰にも
できるという単純な作業ではないのである。内容
としては、翻訳の理論を最初に学び、次に実際
に解説文、評論文、論文、小説、絵本、マンガ、
字幕、歌詞、マニュアル、カタログ、ビジネスレタ
ー、契約書、広告文の翻訳演習を行う。

●中国語上級Ⅰ
総合的な中国語力の強化を目的とし、これまで
学んだ中国語の完成を目指す。3年次生を対象
に、書く、話す能力を中心に、上級レベルの言
語表現法を学ぶ。実践的な手紙文、挨拶文、通
信文、報告書などの形式と、それに合った表現・
語彙を身につけ、ともに作文能力も養っていく。
また、翻訳練習を通して、日本語と中国語の表
現方法の違いをより深く理解する。さらに、中国
語使用の実際に即した専門書・参考書の使い
方を身に着け、中国語の応用能力を高める。
　
●中国語上級Ⅱ
総合的な中国語力の強化を目的とし、これまで
学んだ中国語の完成を目指す。3年次生を対象
に、話す、聞く能力を中心に、上級レベルのコミ
ュニケーション能力を養う。日常的な会話、討論、
スピーチなどの場面に応じて、それに合った表
現・語彙を身につけ、実践的な語学力の育成を
目的とする。また、通訳練習を通して、口語表現
を含めた日本語と中国語の表現方法の違いをよ
り深く理解し、異文化間コミュニケーションの実
践的知識、さらに語用論的知識を身につける。
　
●フランス語上級ⅠA
フランス語の基礎を習得した者を対象に、口語
コミュニケーションとしてのフランス語に慣れ、そ
の運用能力を確実にすることを目標にする。授
業はCDやDVDを使って、正確に聞き取る、自
分で言ってみる、新たなシチュエーションに対処
するといった練習を行い、「聞く、話す」に力点を
置いた口語コミュニケーション能力を養う。正確
に発音して自然なフランス語を発信できるように
する。また、フランスおよびフランス語圏の社会
や文化に対する理解も深めて、フランス語学習
から現代世界を見ていく視点を養う。
　
●フランス語上級ⅠB
フランス語コミュニケーションで学ぶフランス語
の基礎を習得した者を対象に、文法をさらに確
実にしつつ、語彙や表現を深めながらより高度
なフランス語の「読む、書く」能力を習得してい
く。新聞・雑誌やインターネットのWebサイトな
ど、日常生活の周辺にあるさまざまなフランス語
に触れて、普段使われるフランス語が理解でき、
自ら発信できるようにする。また、今日のフランス
とフランス語圏の社会や文化事情の理解にも
努める。
　
●フランス語上級ⅡA
ⅠAに引き続いて、口語コミュニケーションとして
のフランス語に慣れ、その運用能力を確実にす
ることを目標にする。授業はCDやDVDを使っ
て、正確に聞き取る、自分で言ってみる、新たな
シチュエーションに対処するといった練習を行
い、「聞く、話す」に力点を置いた口語コミュニケ
ーション能力を養う。正確に発音して自然なフラ
ンス語を発信できるようにする。また、フランスお
よびフランス語圏の社会や文化に対する理解
も深めて、フランス語学習から現代世界を見て
いく視点を養う。
　
●フランス語上級ⅡB
ⅠBに引き続いて、文法をさらに確実にしつつ、
語彙や表現を深めながらより高度なフランス語
の「読む、書く」能力を習得していく。新聞・雑誌
やインターネットのWebサイトなど、日常生活の
周辺にあるさまざまなフランス語に触れて、普段
使われるフランス語が理解でき、自ら発信できる
ようにする。また、今日のフランスとフランス語圏

の社会や文化事情の理解にも努め、フランス語
学習を通して自分を取り巻く現代社会の多様
性を認識していく。
　
●フランス語応用
これまで学んだフランス語の完成を目指し、読
む・書く・話す・聞く能力を総合的に養う。授業は
演習形式で、テキスト講読と口頭練習を中心
に、より高度で正確なコミュニケーション能力を
つけることを目標にする。文学作品講読や、フラ
ンス語検定、DELF・DALFの世界標準資格試
験の問題演習、フランス語でのプレゼンテーシ
ョンを行う。言語の学習に伴って、その背景とな
るフランスおよびフランス語圏の文化と社会へ
の理解も深め、英語（中国語）に加え、複数言
語を学習することの意義と世界の多様性を認
識していく。
　
●ポルトガル語上級ⅠA
ポルトガル語コミュニケーションⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB
で学んだポルトガル語の基礎をもとに、日常会
話の練習を中心に、聞き取りの練習も積み重
ねる。浜松市にはポルトガル語を母語とするブ
ラジル人が多く在住しており、あらゆる場面でポ
ルトガル語を使う機会に恵まれていることから、
学んだポルトガル語を実践できるよう指導す
る。授業の合間には視聴覚資料などを使って
ブラジルの歴史･社会･文化･習慣について紹
介する。
　
●ポルトガル語上級ⅠB
ポルトガル語コミュニケーションⅠA・ⅠB・ⅡA・ⅡB
で学んだポルトガル語の基礎をもとに読解と作
文を中心に授業を進める。さらに実用的な文章
作成の練習を積み重ねる。ブラジル人コミュニ
ティ内では、ポルトガル語による新聞やテレビチ
ャンネルも普及していることから、学生がそれら
のメディアに触れられるように指導する。授業の
合間には視聴覚資料などを使ってブラジルの歴
史･社会･文化･習慣について紹介する。また、
日記の作成や演劇などの自作も試みる。
　
●ポルトガル語上級ⅡA
ポルトガル語上級ⅠA、ⅠBで学んだポルトガル語
の基礎をもとに、引き続き日常会話の練習を中
心に授業を進める。浜松市にはポルトガル語を
母語とするブラジル人が多く在住しており、あら
ゆる場面でポルトガル語を使う機会に恵まれて
いることから、学んだポルトガル語を実践できる
よう指導する。また、ポルトガル語の文法・語彙
をレベルアップさせ、さらに会話能力育成を中心
に授業を進める。同時に視聴覚資料などを使っ
てブラジルの文化や社会について理解を深め
る。
　
●ポルトガル語上級ⅡB
ポルトガル語上級ⅠA、ⅠBで学んだ文法・語彙を
レベルアップさせ、さらに読解力と実用的な文章
の作成を中心に授業を進める。ブラジル人コミ
ュニティ内では、ポルトガル語による新聞やテレ
ビチャンネルも普及していることから、学生がそ
れらのメディアに触れられるように指導し続け
る。同時に視聴覚資料などを使ってブラジルの
文化や社会について理解を深め、在浜松市の
ブラジル人学校やブラジル人コミュニティとの交
流を図る。
　
●ポルトガル語応用
ブラジル･ポルトガル語の基本的知識を活かし
ながら、新聞や雑誌の記事を読む。また、ポルト

ガル語でＴＶニュース番組を見て、それぞれの内
容についてポルトガル語で討論をする。なお、浜
松市にブラジル人コミュニティがある背景には、
ブラジルにある日本国外の最大の日系コミュニ
ティの存在がある。これらの歴史的背景を学生
に紹介しながら、ポルトガル語の資料を読んで
歴史を学ぶよう指導する。
　
●韓国語上級ⅠA
韓国語の基礎を習得した者を対象に、韓国語
の「聞く・話す」能力の向上を目指す。慣用的挨
拶や基本的な会話表現の練習を通じて、基本
的な単語や語彙と文法を学習しながら、また視
聴覚教材を援用して聞く訓練を重ねる。日常会
話を題材にして学生同士の対話訓練も実施し
て、徹底したトレーニングを繰り返し、正確な発
音を身につけ、韓国語の聞く・話す力を養う。ま
た単に韓国語を学習するだけでなく、韓国の社
会と文化についても理解を深める。
　
●韓国語上級ⅠB
韓国語の基礎を習得した者を対象に、韓国語
の「読む・書く」能力の向上を目指す。慣用的表
現や対義語・類義語の微妙な使い分け、韓国
語と日本語の表現の微妙な違いなどに留意し
ながら、より高度な文法や構文・作文の学習を
通して、韓国語の体系的な理解を図る。また辞
書を引きながら、新聞や雑誌の記事や論文など
を読む訓練を重ね、韓国語の読む・書く力を養
う。また単に韓国語を学習するだけでなく、韓国
の社会と文化についても理解を深める。
　
●韓国語上級ⅡA
韓国語の基礎を習得した者を対象に、韓国語
の「聞く・話す」能力の向上を目指す。韓国語上
級ⅠAに引き続き、慣用的挨拶や基本的な会話
表現を通して、単語や語彙と文法を学習しなが
ら、また視聴覚教材を援用して聞く訓練を重ね
る。日常会話を題材にして学生同士の対話訓
練も実施して、徹底したトレーニングを繰り返し、
正確な発音を身につけ、韓国語の聞く・話す力
を養う。また単に韓国語を学習するだけでなく、
韓国の社会と文化についても理解を深める。
　
●韓国語上級ⅡB
韓国語の基礎を習得した者を対象に、韓国語
の「読む・書く」能力の向上を目指す。韓国語上
級ⅠBに引き続き、慣用的表現や対義語・類義
語の微妙な使い分け、韓国語と日本語の表現
の違いなどに留意しながら、より高度な文法や
構文・作文の学習を通して、韓国語の体系的な
理解を図る。また辞書を引きながら、新聞や雑誌
の記事や論文などを読む訓練を重ね、韓国語の
読む・書く力を養う。また単に韓国語を学習する
だけでなく、韓国の社会と文化についても理解
を深める。

●日本文化史
日本列島上の島々の社会や文化の特徴につ
いて、東アジアをはじめとする諸国家・諸民族と
の交流の歴史を軸にしつつ考察する。例えば、
北海道、沖縄諸島、対馬、小笠原諸島などを取
り上げ、それぞれに固有な歴史・文化が、いかな
る地理的・社会的背景によって生まれたのかを
明らかにする。そのことにより、日本が決して単
一の社会ではないことを深く理解するとともに、
日本文化の多様性を考える。対象とする時期
は、古代から現代まで幅広く設定する。
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専門科目 日本・東アジア

学科基礎 専門外国語

学科基礎 国際文化入門

学科基礎



国際文化学科科目概要

●日本文学史
日本の神話・伝説・昔話といった口承文芸（伝
承文学）を主軸のテーマとして、そこから展開・
派生するかたちで上代から近現代までの日本文
学の体系的な歴史を学ぶ。通史的・編年的な
文学史ではない。日本文学というジャンルと作
品に深く関わって、文学作品とその成立と展開
を支えてきた社会、歴史、民俗、風土、信仰、国
際性などについての理解を目指す。受講生に
は、この講義を通して日本文学の「広がり」につ
いて考える機会としてほしい。

●現代日本語表現
現代日本語表現を、意識的かつ分析的に観察
する視点を涵養する。実際のコミュニケーショ
ン、フィクション、住生活や食生活といった生活
場面、時には、社会変化などから、それらの中で
見られる日本語表現を取り上げていく。日本語
表現の特質とはどんなものか、その特質がある
場面でどのような効果を持ち得るのか等に注目
し講義をする。また、取り上げた現代日本語表
現が、どのような変化を経て、あるいは、どのよう
な歴史的背景を持ち存在しているのか等の通
時的な視点も取り入れていく。

●日本文学A
日本の古典文学作品を対象として、古典文学を
理解するために必要な基礎知識を習得する。
古典文学は、それが成立した社会、歴史、民俗、
風土、信仰、思想などさまざまな視点を踏まえて
読み解かれるべきである。作品に込められた作
者の、あるいは伝承者たちのメッセージを正確に
読み解くことで、古典文学の中に受け継がれた
日本文化の深層への理解を目指す。受講生に
は、この講義を通して日本文学の「深み」につい
て考える機会としてほしい。

●日本文学B
日本の近代文学および現代文学を対象として、
それらを理解するために必要な知識の習得を目
指す。明治以降の文芸は西洋の思想的影響
に晒されて浪漫主義や自然主義といった思潮
を展開させた。この講義では、特に自然主義の
思潮を近代文芸における基軸の一つとして捉
え、その展開と葛藤、相克といった視点から個々
の作家、作品を検証してゆく。近代日本におけ
る文芸の流行とその社会的な背景を学ぶこと
で、一つには高い教養を身につけ、あるいは「近
代」とは何だったのかまでを思考する機会として
ほしい。

●漢文学Ⅰ
『論語』『孫子』『韓非子』等のように、日本の思
想や文化に大きな影響を与えた古代中国の思
想書をテキストとして、漢文の基本的な読解・訓
読の知識と技術を習得する。また、漢文訓読の
知識や技術だけではなく、それぞれのテキストや
エピソードの作者、歴史、社会、文化、思想、そし
て日本文化への影響（享受）についても学び、
高次の知識・教養を養う。高等学校の国語科
教員として「漢文」の授業ができるに足るスキル
の習得を目指す。

●漢文学Ⅱ
李白、杜甫、白居易といった日本の文学に大き
な影響を与えた漢詩をテキストとして、漢文の基
本的な読解・訓読の知識と技術を習得する。ま
た、漢文訓読の知識や技術だけではなく、それ
ぞれの作者と詩にまつわるエピソード、社会、文
化、思想、そして日本文学への影響（享受）に

ついても学び、漢詩の世界観をめぐる高次の知
識と教養を養う。「漢文学Ⅰ」に引き続き、高等
学校の国語科教員として「漢文」の授業ができ
るに足るスキルの習得を目指す。

●日本史学A
日本の中世から近世を対象として、その社会の
あり様と人々の存在形態について考察する。特
に身分制社会の成立過程と、その中での人々
の社会的役割や生活・思想についてみていく。
武士・公家・百姓・町人・被差別民というような社
会集団からだけではなく、女性や子ども・老人と
いった年齢や性別、あるいは身分を超えたネット
ワークのあり様など、多様な視点から分析を試み
る。そのことにより、今日の日本社会のあり様に
ついても考える力を養う。

●日本史学B
前近代から近現代に至る日本の歴史について
具体的史料に基づいて講義する。この授業で
は、日本列島を超えた国際的な視野で世界史
の中の日本史を捉える。また、こうした世界史の
中で、静岡県域あるいは三遠南信（三河、遠
江、南信濃）、東海地域というこの地に、どのよう
な影響がみられたのかを、地域に根ざした歴史
から理解させていくものである。世界と地域とい
う二つの視点を重視しながら、人物史、政治史
のみならず、社会経済や文化の推移について
も、論じていく。

●日本語語彙研究
日本語の語彙の性質について、日本語学的な
観点から体系的な語彙論のもとに学んでいく。
語彙というのは語の集まりである。本講義で学
んでいくのは語（個別的な語）ではなく、語の集
合である語彙である。具体的には、語彙には、ど
のような特徴があり、どのような構成をしている
のだろうか、また、日本語を学ぼうとする外国人
に、日本語を教えるためには、どのくらいの語彙
の知識が必要であろうか、などである。これらを
学ぶことで、日本語の語彙に対する客観的・分
析的な視点を養ってほしい。

●日本語研究
日本語を総体的かつ客観的な視点で分析する
方法について学ぶ。用例の収集、データベース
作成、そして、作成したデータベースの分析を行
う。また、日本語研究や日本語教育で、データベ
ースを通して分析した結果の利用法についても
考えていく。高度情報化社会では、コーパスを
使った辞書をはじめとし、データ化された資料や
データベース化された資料が多く存在し、今後
もますます増え続けていく。本講義で学んだスキ
ルによって、より実証的に、より客観的に情報を
操作できるようになり、高度情報化社会で生き
抜く力を身につけてほしい。

●日本文学作品研究
特定の文学作品の原典を精読する。作品の本
文だけでなく、その成立をめぐる歴史的・社会的
背景、文化的・思想的環境、諸本（テキスト）の
異同・分類、研究史、最新の研究課題、研究手
法などを学ぶ。日本文学の本格的な研究成果
に触れることにより、課題・論点の見出し方とそ
れを解決する方法（資料の読み方、調査の手法
など）の習得を目指す。受講生には、この講義を
通して日本文学について高いレベルでの教養を
習得する機会としてほしい。

●古文書の調査と読解　
日本の歴史や文化を研究するための一番の基
礎は、対象となる時代に記された古文書を読む
ことである。しかもそれは活字史料ではなく、原
史料であることが望ましい。そこで古文書の読
解力を養うことを目的とし、実践的な授業を行
う。その際、まずは現代の公文書をはじめ、記録
遺産としての資料の価値を知ること、資料全般
の収集・整理・保存・活用の意義と課題を学ぶ
ことから始める。その上で、江戸時代のくずし字
を中心に古文書の読解を進める。

●美術史（日本・東洋）Ⅰ
古代から中世に至る日本美術の主要な作品を
スライド等で見ながら、それぞれの時代にどのよ
うなものが制作されていたのか、またそれぞれの
様式的特徴はいかなるものか明らかにする。そ
の時中国・朝鮮半島の美術から日本が何を受
け取り、そこからどのようなものを作り出したのか
といった視点から、日本美術の特色とは何か検
討する。また、そのような作品が制作された社会
背景、思想的背景などにも考えを及ぼす。これら
によって日本美術史の基本的な研究方法に触
れるようにしたい。

●東南アジアの文化と社会A
東南アジア島嶼部を舞台に、外文明との関わ
り、人の移動と文化の変容、植民地支配の影
響、一つの国家としてまとまってゆく過程、独立
国家の民族政策・文化政策、言語と教育といっ
た大きな枠組みを念頭に置きながら、文化の重
層性や動態について理解を深め、今日の東南
アジアを正しく認識するための視座を身につけ
る。その上で、インドネシアにおける地域文化を
動態的文化の事例として取り上げ、具体例に
基づいて理解を深める。

●東南アジアの文化と社会B
近代以前の東南アジア史に関して基礎的な知
識を習得した後、近現代の東南アジアにおける
ネーションやエスニシティをめぐる諸事象につい
て理解を深める。東南アジア各地の事例を見な
がら、この地域の人々の自己認識がどのように
変化したかをたどり、政治や文化における統合
や多様性について考察する。また、東南アジア
出身者やその子孫が東南アジア以外の地域で
定住している事例を取り上げ、そうした人々のア
イデンティティについて考察する。

●中国の文化と社会　
本講義では、「文化」と「社会」からアプローチす
ることで、多角的な視点から重層的に中国を理
解することを目標とする。中国に関する様々な最
新情報に触れながら、格差と人的移動、政治の
民主化と共生社会の実現など、毎回異なるテー
マに時間的縦軸と空間的横軸を併用して取り
組み、多様な中国の現実を捉える方法を学ぶと
ともに、具体的なデータや映像を用いて中国の
文化と社会を理解する技術や理論を習得する。
講義では、多民族多文化社会と国際化社会を
生きるための様々な現実的社会問題に目を向
けさせることを可能な限り心がける。

●中国経済論
改革開放政策実施後における中国の経済政
策と経済情勢の変化をたどる。計画経済から市
場経済への移転に焦点を当て、それに関わるマ
クロ経済の諸テーマに基づき中国経済の現状
を捉え、「経済」というキーワードを通して中国理
解を深める。市場経済の基本的な仕組みを理

解すること、「中国脅威論」と「中国崩壊論」と
いった正反対の論調が並行する中国経済のマ
クロ的背景を理解すること、そして経済成長の
意義について考えることを目的とする。

●韓国社会文化論
古来より日本と韓国（朝鮮半島）の関係は深く、
韓国の文化と社会を知ることにより、自文化の新
たな面（価値や魅力など）に気づくことができる。
そのため、韓国の文化と社会を知ることは、何よ
りも自分自身（日本）について学ぶことであり、世
界を知ることにつながる。韓国の社会的・文化的
特質に迫るために、様々な観点から韓国の伝統
文化と生活文化を体系的に捉え、韓国社会の
基層構造について学び考察する。そして、韓国
社会の文化的特質について理解を深める。

●中国古典学
中国古典の教養が東アジアの思想文化の基
盤にあり、これに対する教養なくしては東アジア
文化の理解はありえない。本講義は、儒学（経
学）、歴史、諸子百家（思想）、文学（詩文集）の
分類に従い、それぞれに関する人物と書物を紹
介しつつ、その特色について考えていく。中国
古典を体系的に概説し、その中から教訓を得、
教養の幅を広げるとともに、その背景となってい
る社会の民族文化的基盤をも視野に入れて考
察する。中国古典を通して、ものの見方、感じ
方、考え方を広くしていくことを目指す。

●アジアビジネス論
NIES、ASEAN、移行経済国とインド亜大陸と
いう区分に基づき、アジア諸国の経済発展の
軌跡を回顧し、今や世界の経済成長のエンジン
とまで称されるアジア経済の全体像を把握す
る。また、日本などの先進国とアジア新興国の
多国籍企業のあり方を通して、アジアで形成さ
れた生産ネットワークの実態と拡大するアジア
市場の趨勢を明確にする。グローバル化が急速
に進む中、日本は今後アジア諸国とどのように
経済連携を図っていけるかについて考えること
を目的とする。

●東南アジアの歴史
東南アジアの歴史について考察し、この地域の
社会の特質を理解する。主として18世紀末まで
の時代を対象とし、東南アジア大陸部諸地域
の社会の形成およびそれらの諸地域間の関係
や、東南アジアと近隣諸地域（東アジア・南アジ
アなど）との関係、さらにはヨーロッパとの関係の
歴史について理解を深める。その理解に基づい
た考察を通じて、19世紀以降の東南アジア史
および現在の東南アジア各地の社会に関する
理解を深めるための基礎を築く。

●近現代の中東A
世界有数の産油国であるのみならず、中東随
一の大国にしてそれ自体が一つの中華世界を
なす国イラン。カージャール朝からパフラヴィー
朝を経てイスラーム共和国に至るまでのその歴
史を、イスラーム以前にさかのぼる古代ペルシア
以来の文化的変容を踏まえつつ、近代化の過
程における世俗主義モデルと十二イマーム派イ
スラームの政治理論の相剋、多民族国家にお
ける国民統合の探求、民主主義体制の模索、
英露および米ソの狭間での独立維持などの問
題を踏まえて概観する。

●近現代の中東B
13世紀末から第一次世界大戦期まで東地中
海地域に覇を唱えた巨大な多民族・多宗教国
家オスマン帝国の解体過程を、ムスリムの政治
指導者がイスラーム法に基づく統治を行なう「イ
スラームの家」が一群の国民国家に分裂してい
く過程と捉えて振り返り、今日この地域で多発し
ている紛争の淵源をこうした国家理念の相剋に
求める。この科目はいわゆる「トルコ史」を主たる
叙述の対象とするが、必要に応じてバルカン半
島やアラブ地域の状況にも言及する。

●イタリア文化史
国家統一に至るまでのイタリア文化、次いで国
家統一後からファシズム期までの文化、さらに戦
後から現代に至る文化の歴史的発展について
概説し、それぞれの特徴を考察する。特に、文
学、オペラ、美術、映画などの分野に着目し、イ
タリア文化が持つ「多様性」と「創造性」の根
源を時代の推移に即して探ってゆく。併せて、現
代における都市と生活のあり方や衣食住に関
わる生活文化も視野に入れ、イタリアの文化と
社会について幅広い観点から理解する力を身
につける。

●フランス文化論
論理性、批評性、社交性、個性尊重という側面
に焦点を当て、フランスの文化と社会の成立を
歴史的に概観し、その特質について考える。主
に扱うテーマとして教会建築（中世）、フランス
語の成立、教育制度、19世紀パリ改造、戦後
の経済成長と移民政策、女性の社会進出な
ど。同時にリアルタイムで話題になっている時
事トピックにも言及しながら、近年フランスが直
面する社会の変容とその課題も考察する。美食
やモードといった表層的イメージから一歩踏み
込んで、ヨーロッパ、そして世界の中のフランス
文化の独自性を理解する。

●ルネサンス文化史
西欧近代文明の源となったルネサンスの文化を
幅広い視点から考察し、その芸術的・文化的遺
産に対する知識を深めるとともに、それらの根底
にある思想と精神を明らかにする。まず、美術、
建築、音楽、文学の領域について、文化的社会
的背景とともに特徴を概説し、さらに、祝祭、衣
装、食事など生活文化に対する理解も深める。

「人文主義」「芸術家」「個人」をキーワードに、
ヨーロッパ文化におけるイタリア文化の位置と、
現代まで続くその影響について論じていく。　

●古代ギリシア・ローマ文化と社会
古代ギリシア・ローマの文化は、数世紀にわたっ
て古代地中海世界の中心的な位置を占め、そ
の後に成立した「ヨーロッパ」の社会や経済、文
化にも大きな影響を与えた。本講義では、文献
等の資料を用いて古代ギリシア・ローマの社会、
文化、そして経済活動を概観する。たとえば、都
市ローマに対する食糧供給とそれが社会に与
えた影響などについて論じながら、現代における
社会や経済、文化に関する諸問題を考える手
がかりを探求する。

●中東現代史
主としてオスマン帝国解体後の時代に比重を
置いて、世俗主義的ナショナリズムを建国の理
念とする共和制の非産油国トルコと真正のイス
ラーム国家を標榜する君主制の産油国サウデ
ィアラビアという対照的な性格の両国およびそ
れらの中間的存在ともいうべきエジプトのスンナ

派ムスリムの３つの国の歴史を比較検討する。
中東地域では、20世紀中葉までに反帝国主義
を掲げ「上からの近代化」を図る多分に強権的
な民族主義政権が相次いで成立した。これら政
権の行き詰まりはオルタナティヴとしてのイスラ
ーム主義の復興をもたらすことになった。

●英米文学史
大学生が身につけるべき教養として、代表的な
イギリス文学およびアメリカ文学の作家と作品
について取り上げる。作家の伝記的事項、およ
び作品の内容、あらすじ、登場人物、文体、テー
マや特徴について学ぶ。講義形式ではあるが、
原典の一部を味読する。作品そのものに加え
て、作品の背景となる時代性や社会問題、とり
わけ「文化」について大きく取り上げる。英米大
学の講義ビデオ（英語）や、映像作品などの視
聴覚教材も随時用いながら講義していく。

●西欧・北米文化論
「西欧・北米」として括られる地域は、近代市民
社会を胚胎し発展させ、近代文明における先進
性を自認していただけでなく、他地域からも近代
化の目標と見なされていた。だが西欧・北米にお
いて近代文明は、それまでの社会や文化を変え
る市民革命や産業革命などを経ながら発展し、
またポストモダン思想のような近代への疑念や
否定的な見方にもさらされてきた。そうした過程
を視野に入れながら、西欧・北米に固有の文化
について考察する。

●英語文学概論A
英文学史において歴史的に評価の高い重要な
作品を概観しつつ、それぞれの作品の時代的
背景、作品の表現技法、その背後にある思想、
その時代の文化、プロット、作品内部に内在す
るテーマなどの特徴について考察し、論じる。特
に作品が生まれたそれぞれの時代や社会の中
で「文学」がどう定義され、存在してきたかを具
体的事例とともに考察し、文学作品とその作品
が生まれた時代との相互関連を深く理解できる
ように授業を進めていく。

●英語文学概論B
アメリカの時代背景を重視しつつ、とりわけアメ
リカ文化・社会地域問題・移民・異文化等の重
要な学問的トピックとも関連させながら、第二次
世界大戦後の主要なアメリカ文学作品（映像
作品を含む）を読み解いていく。原作、映像作
品、文献資料を調べて、グループでプレゼンテー
ションをして、クラス貢献をする学生参加型の授
業である。口頭発表をするとともに、クラス全員
で質問やコメント、補足や各自の意見を提出し
て、作品に対する印象や感想を交換する。

●イギリス文化論
イギリスは正式にはグレートブリテンおよび北ア
イルランド連合王国と呼ばれるように、イングラ
ンド、ウェールズ、スコットランド、アイルランドの
各地域がそれぞれ独自の文化を持っている。ま
た、現在は表面的にはキリスト教文化であるが、
その深層を見ると、古くからのケルトやゲルマン
など異教の文化の影響を無視することができな
い。この授業では、そうした各地域や古くからの
伝統に目を配りつつ、現代文化に生きる伝承文
化について講義する。
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専門科目 地中海・西欧・北米



国際文化学科科目概要

●日本文学史
日本の神話・伝説・昔話といった口承文芸（伝
承文学）を主軸のテーマとして、そこから展開・
派生するかたちで上代から近現代までの日本文
学の体系的な歴史を学ぶ。通史的・編年的な
文学史ではない。日本文学というジャンルと作
品に深く関わって、文学作品とその成立と展開
を支えてきた社会、歴史、民俗、風土、信仰、国
際性などについての理解を目指す。受講生に
は、この講義を通して日本文学の「広がり」につ
いて考える機会としてほしい。

●現代日本語表現
現代日本語表現を、意識的かつ分析的に観察
する視点を涵養する。実際のコミュニケーショ
ン、フィクション、住生活や食生活といった生活
場面、時には、社会変化などから、それらの中で
見られる日本語表現を取り上げていく。日本語
表現の特質とはどんなものか、その特質がある
場面でどのような効果を持ち得るのか等に注目
し講義をする。また、取り上げた現代日本語表
現が、どのような変化を経て、あるいは、どのよう
な歴史的背景を持ち存在しているのか等の通
時的な視点も取り入れていく。

●日本文学A
日本の古典文学作品を対象として、古典文学を
理解するために必要な基礎知識を習得する。
古典文学は、それが成立した社会、歴史、民俗、
風土、信仰、思想などさまざまな視点を踏まえて
読み解かれるべきである。作品に込められた作
者の、あるいは伝承者たちのメッセージを正確に
読み解くことで、古典文学の中に受け継がれた
日本文化の深層への理解を目指す。受講生に
は、この講義を通して日本文学の「深み」につい
て考える機会としてほしい。

●日本文学B
日本の近代文学および現代文学を対象として、
それらを理解するために必要な知識の習得を目
指す。明治以降の文芸は西洋の思想的影響
に晒されて浪漫主義や自然主義といった思潮
を展開させた。この講義では、特に自然主義の
思潮を近代文芸における基軸の一つとして捉
え、その展開と葛藤、相克といった視点から個々
の作家、作品を検証してゆく。近代日本におけ
る文芸の流行とその社会的な背景を学ぶこと
で、一つには高い教養を身につけ、あるいは「近
代」とは何だったのかまでを思考する機会として
ほしい。

●漢文学Ⅰ
『論語』『孫子』『韓非子』等のように、日本の思
想や文化に大きな影響を与えた古代中国の思
想書をテキストとして、漢文の基本的な読解・訓
読の知識と技術を習得する。また、漢文訓読の
知識や技術だけではなく、それぞれのテキストや
エピソードの作者、歴史、社会、文化、思想、そし
て日本文化への影響（享受）についても学び、
高次の知識・教養を養う。高等学校の国語科
教員として「漢文」の授業ができるに足るスキル
の習得を目指す。

●漢文学Ⅱ
李白、杜甫、白居易といった日本の文学に大き
な影響を与えた漢詩をテキストとして、漢文の基
本的な読解・訓読の知識と技術を習得する。ま
た、漢文訓読の知識や技術だけではなく、それ
ぞれの作者と詩にまつわるエピソード、社会、文
化、思想、そして日本文学への影響（享受）に

ついても学び、漢詩の世界観をめぐる高次の知
識と教養を養う。「漢文学Ⅰ」に引き続き、高等
学校の国語科教員として「漢文」の授業ができ
るに足るスキルの習得を目指す。

●日本史学A
日本の中世から近世を対象として、その社会の
あり様と人々の存在形態について考察する。特
に身分制社会の成立過程と、その中での人々
の社会的役割や生活・思想についてみていく。
武士・公家・百姓・町人・被差別民というような社
会集団からだけではなく、女性や子ども・老人と
いった年齢や性別、あるいは身分を超えたネット
ワークのあり様など、多様な視点から分析を試み
る。そのことにより、今日の日本社会のあり様に
ついても考える力を養う。

●日本史学B
前近代から近現代に至る日本の歴史について
具体的史料に基づいて講義する。この授業で
は、日本列島を超えた国際的な視野で世界史
の中の日本史を捉える。また、こうした世界史の
中で、静岡県域あるいは三遠南信（三河、遠
江、南信濃）、東海地域というこの地に、どのよう
な影響がみられたのかを、地域に根ざした歴史
から理解させていくものである。世界と地域とい
う二つの視点を重視しながら、人物史、政治史
のみならず、社会経済や文化の推移について
も、論じていく。

●日本語語彙研究
日本語の語彙の性質について、日本語学的な
観点から体系的な語彙論のもとに学んでいく。
語彙というのは語の集まりである。本講義で学
んでいくのは語（個別的な語）ではなく、語の集
合である語彙である。具体的には、語彙には、ど
のような特徴があり、どのような構成をしている
のだろうか、また、日本語を学ぼうとする外国人
に、日本語を教えるためには、どのくらいの語彙
の知識が必要であろうか、などである。これらを
学ぶことで、日本語の語彙に対する客観的・分
析的な視点を養ってほしい。

●日本語研究
日本語を総体的かつ客観的な視点で分析する
方法について学ぶ。用例の収集、データベース
作成、そして、作成したデータベースの分析を行
う。また、日本語研究や日本語教育で、データベ
ースを通して分析した結果の利用法についても
考えていく。高度情報化社会では、コーパスを
使った辞書をはじめとし、データ化された資料や
データベース化された資料が多く存在し、今後
もますます増え続けていく。本講義で学んだスキ
ルによって、より実証的に、より客観的に情報を
操作できるようになり、高度情報化社会で生き
抜く力を身につけてほしい。

●日本文学作品研究
特定の文学作品の原典を精読する。作品の本
文だけでなく、その成立をめぐる歴史的・社会的
背景、文化的・思想的環境、諸本（テキスト）の
異同・分類、研究史、最新の研究課題、研究手
法などを学ぶ。日本文学の本格的な研究成果
に触れることにより、課題・論点の見出し方とそ
れを解決する方法（資料の読み方、調査の手法
など）の習得を目指す。受講生には、この講義を
通して日本文学について高いレベルでの教養を
習得する機会としてほしい。

●古文書の調査と読解　
日本の歴史や文化を研究するための一番の基
礎は、対象となる時代に記された古文書を読む
ことである。しかもそれは活字史料ではなく、原
史料であることが望ましい。そこで古文書の読
解力を養うことを目的とし、実践的な授業を行
う。その際、まずは現代の公文書をはじめ、記録
遺産としての資料の価値を知ること、資料全般
の収集・整理・保存・活用の意義と課題を学ぶ
ことから始める。その上で、江戸時代のくずし字
を中心に古文書の読解を進める。

●美術史（日本・東洋）Ⅰ
古代から中世に至る日本美術の主要な作品を
スライド等で見ながら、それぞれの時代にどのよ
うなものが制作されていたのか、またそれぞれの
様式的特徴はいかなるものか明らかにする。そ
の時中国・朝鮮半島の美術から日本が何を受
け取り、そこからどのようなものを作り出したのか
といった視点から、日本美術の特色とは何か検
討する。また、そのような作品が制作された社会
背景、思想的背景などにも考えを及ぼす。これら
によって日本美術史の基本的な研究方法に触
れるようにしたい。

●東南アジアの文化と社会A
東南アジア島嶼部を舞台に、外文明との関わ
り、人の移動と文化の変容、植民地支配の影
響、一つの国家としてまとまってゆく過程、独立
国家の民族政策・文化政策、言語と教育といっ
た大きな枠組みを念頭に置きながら、文化の重
層性や動態について理解を深め、今日の東南
アジアを正しく認識するための視座を身につけ
る。その上で、インドネシアにおける地域文化を
動態的文化の事例として取り上げ、具体例に
基づいて理解を深める。

●東南アジアの文化と社会B
近代以前の東南アジア史に関して基礎的な知
識を習得した後、近現代の東南アジアにおける
ネーションやエスニシティをめぐる諸事象につい
て理解を深める。東南アジア各地の事例を見な
がら、この地域の人々の自己認識がどのように
変化したかをたどり、政治や文化における統合
や多様性について考察する。また、東南アジア
出身者やその子孫が東南アジア以外の地域で
定住している事例を取り上げ、そうした人々のア
イデンティティについて考察する。

●中国の文化と社会　
本講義では、「文化」と「社会」からアプローチす
ることで、多角的な視点から重層的に中国を理
解することを目標とする。中国に関する様々な最
新情報に触れながら、格差と人的移動、政治の
民主化と共生社会の実現など、毎回異なるテー
マに時間的縦軸と空間的横軸を併用して取り
組み、多様な中国の現実を捉える方法を学ぶと
ともに、具体的なデータや映像を用いて中国の
文化と社会を理解する技術や理論を習得する。
講義では、多民族多文化社会と国際化社会を
生きるための様々な現実的社会問題に目を向
けさせることを可能な限り心がける。

●中国経済論
改革開放政策実施後における中国の経済政
策と経済情勢の変化をたどる。計画経済から市
場経済への移転に焦点を当て、それに関わるマ
クロ経済の諸テーマに基づき中国経済の現状
を捉え、「経済」というキーワードを通して中国理
解を深める。市場経済の基本的な仕組みを理

解すること、「中国脅威論」と「中国崩壊論」と
いった正反対の論調が並行する中国経済のマ
クロ的背景を理解すること、そして経済成長の
意義について考えることを目的とする。

●韓国社会文化論
古来より日本と韓国（朝鮮半島）の関係は深く、
韓国の文化と社会を知ることにより、自文化の新
たな面（価値や魅力など）に気づくことができる。
そのため、韓国の文化と社会を知ることは、何よ
りも自分自身（日本）について学ぶことであり、世
界を知ることにつながる。韓国の社会的・文化的
特質に迫るために、様々な観点から韓国の伝統
文化と生活文化を体系的に捉え、韓国社会の
基層構造について学び考察する。そして、韓国
社会の文化的特質について理解を深める。

●中国古典学
中国古典の教養が東アジアの思想文化の基
盤にあり、これに対する教養なくしては東アジア
文化の理解はありえない。本講義は、儒学（経
学）、歴史、諸子百家（思想）、文学（詩文集）の
分類に従い、それぞれに関する人物と書物を紹
介しつつ、その特色について考えていく。中国
古典を体系的に概説し、その中から教訓を得、
教養の幅を広げるとともに、その背景となってい
る社会の民族文化的基盤をも視野に入れて考
察する。中国古典を通して、ものの見方、感じ
方、考え方を広くしていくことを目指す。

●アジアビジネス論
NIES、ASEAN、移行経済国とインド亜大陸と
いう区分に基づき、アジア諸国の経済発展の
軌跡を回顧し、今や世界の経済成長のエンジン
とまで称されるアジア経済の全体像を把握す
る。また、日本などの先進国とアジア新興国の
多国籍企業のあり方を通して、アジアで形成さ
れた生産ネットワークの実態と拡大するアジア
市場の趨勢を明確にする。グローバル化が急速
に進む中、日本は今後アジア諸国とどのように
経済連携を図っていけるかについて考えること
を目的とする。

●東南アジアの歴史
東南アジアの歴史について考察し、この地域の
社会の特質を理解する。主として18世紀末まで
の時代を対象とし、東南アジア大陸部諸地域
の社会の形成およびそれらの諸地域間の関係
や、東南アジアと近隣諸地域（東アジア・南アジ
アなど）との関係、さらにはヨーロッパとの関係の
歴史について理解を深める。その理解に基づい
た考察を通じて、19世紀以降の東南アジア史
および現在の東南アジア各地の社会に関する
理解を深めるための基礎を築く。

●近現代の中東A
世界有数の産油国であるのみならず、中東随
一の大国にしてそれ自体が一つの中華世界を
なす国イラン。カージャール朝からパフラヴィー
朝を経てイスラーム共和国に至るまでのその歴
史を、イスラーム以前にさかのぼる古代ペルシア
以来の文化的変容を踏まえつつ、近代化の過
程における世俗主義モデルと十二イマーム派イ
スラームの政治理論の相剋、多民族国家にお
ける国民統合の探求、民主主義体制の模索、
英露および米ソの狭間での独立維持などの問
題を踏まえて概観する。

●近現代の中東B
13世紀末から第一次世界大戦期まで東地中
海地域に覇を唱えた巨大な多民族・多宗教国
家オスマン帝国の解体過程を、ムスリムの政治
指導者がイスラーム法に基づく統治を行なう「イ
スラームの家」が一群の国民国家に分裂してい
く過程と捉えて振り返り、今日この地域で多発し
ている紛争の淵源をこうした国家理念の相剋に
求める。この科目はいわゆる「トルコ史」を主たる
叙述の対象とするが、必要に応じてバルカン半
島やアラブ地域の状況にも言及する。

●イタリア文化史
国家統一に至るまでのイタリア文化、次いで国
家統一後からファシズム期までの文化、さらに戦
後から現代に至る文化の歴史的発展について
概説し、それぞれの特徴を考察する。特に、文
学、オペラ、美術、映画などの分野に着目し、イ
タリア文化が持つ「多様性」と「創造性」の根
源を時代の推移に即して探ってゆく。併せて、現
代における都市と生活のあり方や衣食住に関
わる生活文化も視野に入れ、イタリアの文化と
社会について幅広い観点から理解する力を身
につける。

●フランス文化論
論理性、批評性、社交性、個性尊重という側面
に焦点を当て、フランスの文化と社会の成立を
歴史的に概観し、その特質について考える。主
に扱うテーマとして教会建築（中世）、フランス
語の成立、教育制度、19世紀パリ改造、戦後
の経済成長と移民政策、女性の社会進出な
ど。同時にリアルタイムで話題になっている時
事トピックにも言及しながら、近年フランスが直
面する社会の変容とその課題も考察する。美食
やモードといった表層的イメージから一歩踏み
込んで、ヨーロッパ、そして世界の中のフランス
文化の独自性を理解する。

●ルネサンス文化史
西欧近代文明の源となったルネサンスの文化を
幅広い視点から考察し、その芸術的・文化的遺
産に対する知識を深めるとともに、それらの根底
にある思想と精神を明らかにする。まず、美術、
建築、音楽、文学の領域について、文化的社会
的背景とともに特徴を概説し、さらに、祝祭、衣
装、食事など生活文化に対する理解も深める。

「人文主義」「芸術家」「個人」をキーワードに、
ヨーロッパ文化におけるイタリア文化の位置と、
現代まで続くその影響について論じていく。　

●古代ギリシア・ローマ文化と社会
古代ギリシア・ローマの文化は、数世紀にわたっ
て古代地中海世界の中心的な位置を占め、そ
の後に成立した「ヨーロッパ」の社会や経済、文
化にも大きな影響を与えた。本講義では、文献
等の資料を用いて古代ギリシア・ローマの社会、
文化、そして経済活動を概観する。たとえば、都
市ローマに対する食糧供給とそれが社会に与
えた影響などについて論じながら、現代における
社会や経済、文化に関する諸問題を考える手
がかりを探求する。

●中東現代史
主としてオスマン帝国解体後の時代に比重を
置いて、世俗主義的ナショナリズムを建国の理
念とする共和制の非産油国トルコと真正のイス
ラーム国家を標榜する君主制の産油国サウデ
ィアラビアという対照的な性格の両国およびそ
れらの中間的存在ともいうべきエジプトのスンナ

派ムスリムの３つの国の歴史を比較検討する。
中東地域では、20世紀中葉までに反帝国主義
を掲げ「上からの近代化」を図る多分に強権的
な民族主義政権が相次いで成立した。これら政
権の行き詰まりはオルタナティヴとしてのイスラ
ーム主義の復興をもたらすことになった。

●英米文学史
大学生が身につけるべき教養として、代表的な
イギリス文学およびアメリカ文学の作家と作品
について取り上げる。作家の伝記的事項、およ
び作品の内容、あらすじ、登場人物、文体、テー
マや特徴について学ぶ。講義形式ではあるが、
原典の一部を味読する。作品そのものに加え
て、作品の背景となる時代性や社会問題、とり
わけ「文化」について大きく取り上げる。英米大
学の講義ビデオ（英語）や、映像作品などの視
聴覚教材も随時用いながら講義していく。

●西欧・北米文化論
「西欧・北米」として括られる地域は、近代市民
社会を胚胎し発展させ、近代文明における先進
性を自認していただけでなく、他地域からも近代
化の目標と見なされていた。だが西欧・北米にお
いて近代文明は、それまでの社会や文化を変え
る市民革命や産業革命などを経ながら発展し、
またポストモダン思想のような近代への疑念や
否定的な見方にもさらされてきた。そうした過程
を視野に入れながら、西欧・北米に固有の文化
について考察する。

●英語文学概論A
英文学史において歴史的に評価の高い重要な
作品を概観しつつ、それぞれの作品の時代的
背景、作品の表現技法、その背後にある思想、
その時代の文化、プロット、作品内部に内在す
るテーマなどの特徴について考察し、論じる。特
に作品が生まれたそれぞれの時代や社会の中
で「文学」がどう定義され、存在してきたかを具
体的事例とともに考察し、文学作品とその作品
が生まれた時代との相互関連を深く理解できる
ように授業を進めていく。

●英語文学概論B
アメリカの時代背景を重視しつつ、とりわけアメ
リカ文化・社会地域問題・移民・異文化等の重
要な学問的トピックとも関連させながら、第二次
世界大戦後の主要なアメリカ文学作品（映像
作品を含む）を読み解いていく。原作、映像作
品、文献資料を調べて、グループでプレゼンテー
ションをして、クラス貢献をする学生参加型の授
業である。口頭発表をするとともに、クラス全員
で質問やコメント、補足や各自の意見を提出し
て、作品に対する印象や感想を交換する。

●イギリス文化論
イギリスは正式にはグレートブリテンおよび北ア
イルランド連合王国と呼ばれるように、イングラ
ンド、ウェールズ、スコットランド、アイルランドの
各地域がそれぞれ独自の文化を持っている。ま
た、現在は表面的にはキリスト教文化であるが、
その深層を見ると、古くからのケルトやゲルマン
など異教の文化の影響を無視することができな
い。この授業では、そうした各地域や古くからの
伝統に目を配りつつ、現代文化に生きる伝承文
化について講義する。
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専門科目 地中海・西欧・北米



国際文化学科科目概要

●西欧近現代史
ルネサンス以降の西ヨーロッパの歴史につい
て、日常生活に直結する物質的な条件や経済
状況と、それをとりまく経済思想・世界観から検
討し、近代文明を成立させた西ヨーロッパの特
殊性について考察する。その際に歴史学研究
としては、研究対象となる時代に書かれた文献
を原文または翻訳で読み、それを手がかりに過
去についての情報を獲得し、もう一方では既存
の研究成果を参照しながら、それが書かれた時
代背景を再構築する方法を試みる。

●英語学概論Ⅰ
英語の音声、形態、統語、意味、語用、英語の
歴史的変遷の側面を扱う英語学について、言
語事象例を見ながら理解を深めていく。具体的
には、英語の意味解釈・産出はどのように行わ
れるのか、英語はどのように使われるのか、英語
のメカニズムを考えながらひもといていく。それら
を通して、英語という個別言語だけではなく人間
言語そのものを理解する。また、同時に、言語の
様々な側面が第一言語としておよび第二言語
としてどのように習得されるのかも概観する。

●英語学概論Ⅱ
英語学に関する知識を一層深化させ、ことばの
仕組みを考える上での科学的アプローチの方
法を学び、英語という言語をさらに深く理解す
る。具体的には、複数の分野の言語に関する先
行研究を通して、できる限りそれぞれに即した考
え方、および研究手法を身につけてもらう。それ
らをもとに、第一言語として英語を習得する場合
と、第二言語として英語を習得する場合の類似
点と相違点を明確にしながら、英語およびその
習得のメカニズムを探る。それらの結果から、英
語学に対して何が提案できるのかも考察する。

●西欧・北米の歴史
近代市民社会を胚胎し発展させた西欧・北米
の歴史について、法制・政治体制と、それをとり
まく文化・思想・価値観に重点を置きながら検討
する。その際に歴史学研究としては、研究対象
となる時代に書かれた文献を原文または翻訳で
読み、それを手がかりに過去についての情報を
獲得し、もう一方では既存の研究成果を参照し
ながら、研究する者が自らの視点や問題関心か
ら出発して過去を再構築する方法に学び、歴史
についての見方を養う。

●音楽史Ⅰ
主としてヨーロッパの音楽史を扱う。古代ギリシャ
やローマの音楽理論から始め、グレゴリオ聖歌か
ら初期ポリフォニーの時代、ルネサンス期を概観
したのち、バロックからハイドン、モーツァルトの時
代、ベートーヴェンからシェーンベルクの時代まで
を中心に扱い、それぞれの時代様式（響きや構造
の特徴）を把握するだけでなく、作曲家の個人様
式を代表するような作品を聴きながら、その特性
について学習する。また西洋世界における各時
代が音楽に何を求め、それが具体的にどのような
場で演奏されたのかについても講義する。

●EU論
1992年のマーストリヒト条約締結を経て成立した
ヨーロッパ連合（ＥＵ）は、共通の外交・安全保障政
策や社会政策を進め、さらに通貨統合によって、新
たなヨーロッパを建設し、世界情勢を変えようとして
いる。これは国民国家、国民経済という１７世紀以
来の西欧秩序に根底的変更をもたらす一方、ＥＵ
加盟国の拡大をめぐっても、新たな矛盾、域内紛

争を起こしかねない。本講義は、ＥＵの発展がもた
らす様 な々経済的、政治的問題を考察する。

●ドイツの思想と社会
ドイツ語が主に用いられ、ドイツ人が支配的であ
る地域としての「ドイツ」においては、国民国家形
成という点では独自の歴史を経ながら、西ヨーロ
ッパを代表する哲学・思想、また芸術や文学が
現れてきた。本講義では、そうした意味での「ドイ
ツ」および、近代以降のドイツとオーストリアの社
会と思想について講義する。特に、なぜワイマー
ル体制がもろくも崩壊して、ナチスを生み出した
かを、近代ドイツ思想史の中から考察する。

●美術史（西洋）Ⅰ
先史時代から近世ヨーロッパの美術の歴史を学
ぶ。また美術作品が誕生した社会背景もあわせ
て考える。前半は西洋美術の基礎ともいえる古
代ギリシア・ローマ時代からキリスト教美術の誕
生と発展を経て、ルネサンスに至る軌跡を、後半
ではバロック、ロココという近世近代におけるヨ
ーロッパ圏の文化交流を、さまざまな作品を紹介
しながらたどり、それらの作品に固有の様式的特
性を見極め、さらに様式分類や図像分析といっ
た美術史研究の基礎的な方法論も探求する。

●美術史（西洋）Ⅱ
美術史（西洋）Ⅰで学んだ知識を基礎として、フ
ランス革命以降の近代ヨーロッパから２０世紀
前半の美術の歴史を学ぶ。また、美術作品が
誕生した社会背景もあわせて考える。ルネサン
ス時代に起こった社会の大きな変化に伴う芸
術上の大変革からバロック、ロココ時代を経て、
19世紀近代、さらには20世紀に至るまでの社
会の変遷と美術史の流れを、各時代、地域、作
家等による様式の違いや影響関係を確認しな
がら歴史を俯瞰する。

 

●多文化とエスニシティ
浜松市では、学校や地域社会で日本人と共に
様々な国籍の外国人が共生している。この多
文化の現状を踏まえ、外国人と日本人の「当事
者の視点」からの問題提起を受け、互いの理解
を図る。また、浜松市在住の外国籍者の中で最
も多いブラジル人（日系ブラジル人）の歴史的
背景に焦点を当て、国際移動に伴う社会的適
応とエスニシティの形成過程について、諸外国
の事例を紹介しながら学ぶ。さらに、外国人第
二世代の教育と受け入れ社会への適応の実
態とその問題点について考察する。

●イスラーム概論
今や全世界の４分の１近くの人々に信仰される
に至った世界宗教イスラームは、その居住地域
をも日増しに拡大している。グローバル化の進
展により、もはやムスリム（イスラーム教徒）と没
交渉ではいられなくなった。ここでは、日々の暮ら
しから国際関係に至るまで人間の行為が関わる
すべての領域において信徒たちを律する規範と
なっているシャリーア（イスラーム法）への理解を
深めることを中心に、この宗教独自の世界観・
思考様式について初歩から順に学ぶ。また、宗
派の違いをはじめとする、この宗教内部の思想
的多様性を概観する。

●日英語比較研究
日本語と英語を比較することを通して、音韻論、
意味論、統語論、認知言語学、語用論、談話分

析、英語史などの視点から、その相違点と類似
点を考察する。具体的には、これまでの研究を
概観しながら、相違点と類似点の具体的事例に
基づき、言語の個別性と普遍性への理解を深
め、できる限りそれぞれに即した言語事象の発見
を目指してもらう。また、同時に、日本語および英
語を外国語として習得する際のそれぞれの問題
点とその対処法についても考察する。

●文化交流論
日本列島における他地域との文化交流につい
て主に歴史的視点から講義する。近代の国民国
家の国境線や枠組みができる以前の列島にお
ける文化の練り上げられ方を、形質人類学、文
化人類学、考古学、言語学、歴史学、古文書学
など諸科学の成果から、論じていく。本授業は国
内の文化交流にも目を向ける。のちに「日本人」
と呼ばれる列島人の中、つまり近代国民国家日
本の中にも、さまざまな文化が内在し、国内で交
流し合っていることについても理解を深める。

●国際労働力移動論
国際労働力移動は、国際化する労働市場と多
文化化する社会を理解するために重要な視点
となる。本講義では、国際移動に関連する概
念、移動の背景、歴史などを踏まえ、日本を含む
諸外国の事例や動向を紹介する。国際労働力
移動が受け入れ国と送り出し国にどのような影
響を与え、相互にどのように関連し合うかを考え
るきっかけになることを目標とする。さらに、国際
移動から形成される多文化社会の中で生きる
人々の生活状況と挑戦を考察する。

●日本語音声学
音声・音韻について基本的な知識を体系的に
学んでいく。日本語の音とは、どのような特徴が
あり、どのようなシステムに基づいているのか。ま
た、日本語の音韻は歴史的にどのように変化し
てきたのか。日本語の音声・音韻全体を概観す
る。また、非母国語話者に対して指導することを
念頭に置き、日本語の母語話者の発音に近づ
けるためには、どのような点に気をつけていくの
か、また、学習者の発音をどのように修正するの
かを考える。この視点を通して、日本語音声を客
観的に観察していく。

●日本語文法Ⅰ
日本語文法を新たな視点から捉え直すことが狙
いである。日本語を外国語の一つとして捉え、日
本語を内省する力を身につけながら、日本語文
法の仕組みと体系を学んでいく。また、日本語の
母語話者だけでなく、非母国語話者に対して
も、日本語の規則を説明する力を養っていく。非
母国語話者の立場に立ち、想像力を働かせる
ことで、どんな状況にも対応できるような実践的
な文法指導力を獲得することが可能となる。教
科書に載っていることをそのまま暗記するので
はなく、自ら考えたり、グループディスカッションを
行ったりして、体験的に学んでいく。

●日本語文法Ⅱ
本講義は「日本語文法Ⅰ」の応用編である。理
論的・体系的な文法論を展開することで、現代
日本語文法の体系的なありようを掌握する。こ
れによって、現代日本語の文法システムを理論
的・体系的に捉える視点を身につけ、現代日本
語を文法的に分析できる力へとつなげていく。ま
た、「日本語文法Ⅰ」同様、実践的な文法指導力
の獲得を目指す。特に、定住外国人の多い地
区で、多文化共生社会実現に寄与するために

必要な日本語教育を意識し、学習の目的や学
習者の年齢など、学習者のニーズに合わせた
文法指導力を身につけていく。

●日本語教授法Ⅰ
日本語教育は、日本語の授業を通じて、日本と
日本文化を発信し、多文化共生社会の実現に
寄与する。日本人や日本社会に対する理解者
を増やすことにもつながる。これらを実現するた
めには、どうすればよいのか、そして、どのような
工夫が必要か等を考えていく。本講義では、「聞
く」「話す」「読む」「書く」という４技能の習得、
教材検討、コースデザイン、カリキュラム、学習リ
ソースなど、実践的な事柄を取り上げながら、日
本語教授法について検討していく。

●日本語教授法Ⅱ
定住外国人の多い地区で、多文化共生社会
実現に寄与するために必要な日本語教育につ
いて考える。特に、多文化共生社会実現のため
に必要な教室活動の方法を、具体的に学んで
いく。模擬授業を行うことを中心に据え、教材分
析、教案作成などの授業準備から授業を行うま
でに必要な手順、準備、理論等を学んでいく。
学習環境、学習の目的、学習者の年齢、学習
形態など「日本語教授法Ⅰ」で学んだことを、より
実践的に学び、日本語を教える技術を身につけ
ていくことが目的である。

●国際協力論
第二次世界大戦後から始まった国際協力の前
提となった国際社会の状況をよく理解し、国際
協力がどのようにスタートし、各国がそれに参加
するようになったかを学ぶ。また、多様な国際協
力のプレーヤー、様々な概念や方針の変遷、各
機関のリーダーシップの特質を学び、その中で
国際協力の将来の方向性を考察していく。特
に、国際政治の影響を受けやすい国際協力の
一部の構造を理解し、これらをいかに修正し、よ
り社会正義の上に成り立つ、グローバル社会に
おける相互扶助システムとしての国際協力の将
来のあり方を構築するかを考察していく。

●国際紛争論
戦争はなぜ起こるのか、人類の歴史においてこ
れほど反復的に発生する現象には、何らかの一
般的な構造因が内在するのではないか。このよ
うな問題意識から、戦争の構造や力学について
は様々な研究が重ねられてきた。この授業では、
戦争原因に関する理論を概観し、あわせて、第
二次世界大戦後の国際紛争の歴史をたどり、
理論と実証の相互作用を通じて、国際紛争の
理論と歴史について理解と考察を深めることを
授業の目標とする。

●持続可能な社会
2015年にSDG（Sustainable Development Goals）
の17の目標が国連で可決されてから、「社会の持
続可能性」には、環境にとどまらず、貧困問題の是
正、健全な経済発展、平等で公正な社会、生産者
と消費者の関係づくり、まちづくりといった多様な
価値観が組み込まれるようになった。こうした価値
観が生まれた歴史的経緯と変遷を学ぶとともに、
持続可能な社会を地域社会や自らの生活から見
直し、持続可能なグローバル社会をつくるためにど
のように行動・判断していくべきかを学ぶ。

●フェアトレード論
世界でフェアトレード運動の生まれた歴史的背景
とその発展経過を知るとともに、日本のフェアトレー

ド運動の展開と特徴を学ぶ。またフェアトレードラ
ベル制度の確立によって、どのように企業がフェ
アトレードに参入しようとしているかなど、具体的な
事例や実践者の活動を通して実践的な学びを提
供する。この授業を通して、グローバル社会を意識
した包括的な倫理的消費行動の意義を理解し、
それに基づいた判断のしかた、行動方針、および
具体的な行動について学ぶ。

●企業と言語教育
日本語教育を「企業との関わり」という観点から
捉える。労働時間と家庭で過ごす時間が一日の
大半を占める学習者に対して、どのように、そし
て、どういった方法で効果的な日本語教育を行
っていけばよいのかを考える。企業の要望、学
習者の要望、学習者の環境、学習者の心理的
な負担、子どもの日本語教育の問題点などを知
り、それを理解することで、企業および学習者の
立場に立った上で、より実践的で効果的な日本
語教育方法を考案する視点を養う。

●日本語教育の実践と応用
日本語教員養成課程に必要な科目を修得した
上で受講することとなる同課程の総括的な講義
である。日本語教育の実習を通して、日本語を教
えるということの意義、教授方法、そして、その効
果について再度捉え直す。多文化共生社会の
中では、日本語学習者の特徴が多様化しつつ
ある。異なる国の出身者たち、異なる言語を母語
に持つ人々、さらに、年齢的にも幅広く多様な
人々が日本語を学んでいる。このような多種多
様な学習者を相手にどのような教室活動や学
習活動ができるのかについても考えていく。

●Global Studies：Culture and Society Ａ
地球上に存在する多くの国々の基盤となってい
る社会と文化がどのように成立し、複数の社会
や文化が相互関係の中でどういった影響を与え
ながら変遷してきたのかを具体的な事例を通し
て学ぶ。その途上で発生してきた歴史認識の変
化や生活空間変化等をその運動と連動した現
象として派生してきたものとして学んでいく。授
業は英語ネイティブスピーカーによる英語のみ
を使った授業とし、英語で専門的な授業を聞く
能力を養うだけでなく、英語で質問、議論するこ
とを通して、英語授業に慣れ親しむ場とする。

●Global Studies：Culture and Society Ｂ
地球上に存在する多様な文化の中で、特に音
楽、演劇、美術、空間造形など、芸術分野の活
動がどのような変化を続け、各地の文化と社会
にどういった影響を与えてきたかを具体的な事
例を通して学び、芸術活動が社会と文化に与え
る内在的な力とその可能性を知る場とする。授
業は英語ネイティブスピーカーによる英語のみ
を使った授業とし、英語で専門的な授業を聞く
能力を養うだけでなく、英語で質問、議論するこ
とを通して、英語授業に慣れ親しむ場とする。

●Global Studies：Global Issues
今日の地球社会が直面する諸問題、いわゆる地
球規模問題群（global issues）について、英語
で講義し、討論を行う科目である。それぞれの問
題の概要と地球社会の取り組みについて英語
文献を読み解き、自らの考えを英語で表現し、討
論する能力の涵養を授業の目的とする。取り上
げる問題群としては、地球規模の経済格差、紛
争、地球環境問題、人の移動、技術革新、地球
市民意識の台頭などが事例として挙げられる。
学生が英語圏の大学に留学した際、学部の講

義を受ける訓練としての機能も担うものとする。

●国際文化演習Ⅰ
研究内容に関心ある担当教員のもとに学生が
集まり、担当教員の指導のもと文献の調査、自
分の研究の発表、学生の研究内容に関する議
論を通じて担当教員の研究領域の基本的な知
識や価値観を学ぶ。また、担当教員が必要と考
えるその他の諸活動を通じて、卒業論文を作成
するために必要なリテラシー能力や資料探索能
力の向上、関心領域の学びを適切に深める場
とする。これらの研究活動を通して、これまで学
んだ多くの科目の多様な価値の統合化と深化
を的確に図る。

●国際文化演習Ⅱ
研究内容に関心ある担当教員のもとに学生が
集まり、担当教員の指導のもと文献の調査、研
究の発表、研究内容に関する議論を通じて担当
教員の研究領域の基本的な知識や価値観をさ
らに深めるとともに、学生が関心のある研究領
域を特定し、その研究をさらに深めるための指導
を行う。また、担当教員が必要と考えるその他の
諸活動を通じて、卒業論文を作成するために必
要なリテラシー能力や資料探索能力の向上、関
心領域の学びを深める場とする。これらの研究
活動を通して、これまで学んだ多くの科目の多様
な価値の統合化と深化を的確に図る。

●国際文化演習Ⅲ
学生が関心のある研究領域を特定し、その領
域にまたがる包括的な学び深めるための指導を
行う。具体的には、その研究領域に関する研究
発表、参考文献や研究資料の特定、多様な見
解が存在する場合の分析方法、独自の研究領
域の設計、必要な調査方法や分析方法を学
び、学生独自の研究が円滑に進むようする。ま
た、担当教員が必要と考えるその他の諸活動を
通じて、卒業論文を作成するために必要なリテ
ラシー能力や資料探索能力の向上、関心領域
の学びを深める場とする。

●国際文化演習Ⅳ
学生が関心のある研究領域を特定し、その領
域にまたがる包括的な学び深めることで、卒業
論文研究に資する学習指導を行う。具体的に
は、その研究領域に関する研究発表、参考文
献や研究資料の特定、先行研究の分析、多様
な見解が存在する場合の分析方法、必要な調
査方法や分析方法を学び、独自性の高い研究
のあり方など、学生独自の研究が円滑に進むよ
うに指導する。また、参考文献や引用、図や表
の使い方といった論文作成時の注意点などに
ついても引き続き指導を行う。

●卒業論文
これまで科目から学んだ多様な事実と価値観、
国際文化基礎論や国際文化演習から学んだリ
テラシー能力や専門的研究の成果を包括的、
統合的に集約させ、卒業論文に反映させる指
導を行う。具体的には、先行研究の分析、学生
の関心を持つ研究領域の特定、研究に必要な
文献・資料の特定と探索、必要な調査・フィール
ドワークの技術と実行するための計画づくり、論
文の理論的な構成方法、参考文献や引用など
の表記方法など、論文作成に必要な事項を担
当教員が指導する。
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卒業研究



国際文化学科科目概要

●西欧近現代史
ルネサンス以降の西ヨーロッパの歴史につい
て、日常生活に直結する物質的な条件や経済
状況と、それをとりまく経済思想・世界観から検
討し、近代文明を成立させた西ヨーロッパの特
殊性について考察する。その際に歴史学研究
としては、研究対象となる時代に書かれた文献
を原文または翻訳で読み、それを手がかりに過
去についての情報を獲得し、もう一方では既存
の研究成果を参照しながら、それが書かれた時
代背景を再構築する方法を試みる。

●英語学概論Ⅰ
英語の音声、形態、統語、意味、語用、英語の
歴史的変遷の側面を扱う英語学について、言
語事象例を見ながら理解を深めていく。具体的
には、英語の意味解釈・産出はどのように行わ
れるのか、英語はどのように使われるのか、英語
のメカニズムを考えながらひもといていく。それら
を通して、英語という個別言語だけではなく人間
言語そのものを理解する。また、同時に、言語の
様々な側面が第一言語としておよび第二言語
としてどのように習得されるのかも概観する。

●英語学概論Ⅱ
英語学に関する知識を一層深化させ、ことばの
仕組みを考える上での科学的アプローチの方
法を学び、英語という言語をさらに深く理解す
る。具体的には、複数の分野の言語に関する先
行研究を通して、できる限りそれぞれに即した考
え方、および研究手法を身につけてもらう。それ
らをもとに、第一言語として英語を習得する場合
と、第二言語として英語を習得する場合の類似
点と相違点を明確にしながら、英語およびその
習得のメカニズムを探る。それらの結果から、英
語学に対して何が提案できるのかも考察する。

●西欧・北米の歴史
近代市民社会を胚胎し発展させた西欧・北米
の歴史について、法制・政治体制と、それをとり
まく文化・思想・価値観に重点を置きながら検討
する。その際に歴史学研究としては、研究対象
となる時代に書かれた文献を原文または翻訳で
読み、それを手がかりに過去についての情報を
獲得し、もう一方では既存の研究成果を参照し
ながら、研究する者が自らの視点や問題関心か
ら出発して過去を再構築する方法に学び、歴史
についての見方を養う。

●音楽史Ⅰ
主としてヨーロッパの音楽史を扱う。古代ギリシャ
やローマの音楽理論から始め、グレゴリオ聖歌か
ら初期ポリフォニーの時代、ルネサンス期を概観
したのち、バロックからハイドン、モーツァルトの時
代、ベートーヴェンからシェーンベルクの時代まで
を中心に扱い、それぞれの時代様式（響きや構造
の特徴）を把握するだけでなく、作曲家の個人様
式を代表するような作品を聴きながら、その特性
について学習する。また西洋世界における各時
代が音楽に何を求め、それが具体的にどのような
場で演奏されたのかについても講義する。

●EU論
1992年のマーストリヒト条約締結を経て成立した
ヨーロッパ連合（ＥＵ）は、共通の外交・安全保障政
策や社会政策を進め、さらに通貨統合によって、新
たなヨーロッパを建設し、世界情勢を変えようとして
いる。これは国民国家、国民経済という１７世紀以
来の西欧秩序に根底的変更をもたらす一方、ＥＵ
加盟国の拡大をめぐっても、新たな矛盾、域内紛

争を起こしかねない。本講義は、ＥＵの発展がもた
らす様 な々経済的、政治的問題を考察する。

●ドイツの思想と社会
ドイツ語が主に用いられ、ドイツ人が支配的であ
る地域としての「ドイツ」においては、国民国家形
成という点では独自の歴史を経ながら、西ヨーロ
ッパを代表する哲学・思想、また芸術や文学が
現れてきた。本講義では、そうした意味での「ドイ
ツ」および、近代以降のドイツとオーストリアの社
会と思想について講義する。特に、なぜワイマー
ル体制がもろくも崩壊して、ナチスを生み出した
かを、近代ドイツ思想史の中から考察する。

●美術史（西洋）Ⅰ
先史時代から近世ヨーロッパの美術の歴史を学
ぶ。また美術作品が誕生した社会背景もあわせ
て考える。前半は西洋美術の基礎ともいえる古
代ギリシア・ローマ時代からキリスト教美術の誕
生と発展を経て、ルネサンスに至る軌跡を、後半
ではバロック、ロココという近世近代におけるヨ
ーロッパ圏の文化交流を、さまざまな作品を紹介
しながらたどり、それらの作品に固有の様式的特
性を見極め、さらに様式分類や図像分析といっ
た美術史研究の基礎的な方法論も探求する。

●美術史（西洋）Ⅱ
美術史（西洋）Ⅰで学んだ知識を基礎として、フ
ランス革命以降の近代ヨーロッパから２０世紀
前半の美術の歴史を学ぶ。また、美術作品が
誕生した社会背景もあわせて考える。ルネサン
ス時代に起こった社会の大きな変化に伴う芸
術上の大変革からバロック、ロココ時代を経て、
19世紀近代、さらには20世紀に至るまでの社
会の変遷と美術史の流れを、各時代、地域、作
家等による様式の違いや影響関係を確認しな
がら歴史を俯瞰する。

 

●多文化とエスニシティ
浜松市では、学校や地域社会で日本人と共に
様々な国籍の外国人が共生している。この多
文化の現状を踏まえ、外国人と日本人の「当事
者の視点」からの問題提起を受け、互いの理解
を図る。また、浜松市在住の外国籍者の中で最
も多いブラジル人（日系ブラジル人）の歴史的
背景に焦点を当て、国際移動に伴う社会的適
応とエスニシティの形成過程について、諸外国
の事例を紹介しながら学ぶ。さらに、外国人第
二世代の教育と受け入れ社会への適応の実
態とその問題点について考察する。

●イスラーム概論
今や全世界の４分の１近くの人々に信仰される
に至った世界宗教イスラームは、その居住地域
をも日増しに拡大している。グローバル化の進
展により、もはやムスリム（イスラーム教徒）と没
交渉ではいられなくなった。ここでは、日々の暮ら
しから国際関係に至るまで人間の行為が関わる
すべての領域において信徒たちを律する規範と
なっているシャリーア（イスラーム法）への理解を
深めることを中心に、この宗教独自の世界観・
思考様式について初歩から順に学ぶ。また、宗
派の違いをはじめとする、この宗教内部の思想
的多様性を概観する。

●日英語比較研究
日本語と英語を比較することを通して、音韻論、
意味論、統語論、認知言語学、語用論、談話分

析、英語史などの視点から、その相違点と類似
点を考察する。具体的には、これまでの研究を
概観しながら、相違点と類似点の具体的事例に
基づき、言語の個別性と普遍性への理解を深
め、できる限りそれぞれに即した言語事象の発見
を目指してもらう。また、同時に、日本語および英
語を外国語として習得する際のそれぞれの問題
点とその対処法についても考察する。

●文化交流論
日本列島における他地域との文化交流につい
て主に歴史的視点から講義する。近代の国民国
家の国境線や枠組みができる以前の列島にお
ける文化の練り上げられ方を、形質人類学、文
化人類学、考古学、言語学、歴史学、古文書学
など諸科学の成果から、論じていく。本授業は国
内の文化交流にも目を向ける。のちに「日本人」
と呼ばれる列島人の中、つまり近代国民国家日
本の中にも、さまざまな文化が内在し、国内で交
流し合っていることについても理解を深める。

●国際労働力移動論
国際労働力移動は、国際化する労働市場と多
文化化する社会を理解するために重要な視点
となる。本講義では、国際移動に関連する概
念、移動の背景、歴史などを踏まえ、日本を含む
諸外国の事例や動向を紹介する。国際労働力
移動が受け入れ国と送り出し国にどのような影
響を与え、相互にどのように関連し合うかを考え
るきっかけになることを目標とする。さらに、国際
移動から形成される多文化社会の中で生きる
人々の生活状況と挑戦を考察する。

●日本語音声学
音声・音韻について基本的な知識を体系的に
学んでいく。日本語の音とは、どのような特徴が
あり、どのようなシステムに基づいているのか。ま
た、日本語の音韻は歴史的にどのように変化し
てきたのか。日本語の音声・音韻全体を概観す
る。また、非母国語話者に対して指導することを
念頭に置き、日本語の母語話者の発音に近づ
けるためには、どのような点に気をつけていくの
か、また、学習者の発音をどのように修正するの
かを考える。この視点を通して、日本語音声を客
観的に観察していく。

●日本語文法Ⅰ
日本語文法を新たな視点から捉え直すことが狙
いである。日本語を外国語の一つとして捉え、日
本語を内省する力を身につけながら、日本語文
法の仕組みと体系を学んでいく。また、日本語の
母語話者だけでなく、非母国語話者に対して
も、日本語の規則を説明する力を養っていく。非
母国語話者の立場に立ち、想像力を働かせる
ことで、どんな状況にも対応できるような実践的
な文法指導力を獲得することが可能となる。教
科書に載っていることをそのまま暗記するので
はなく、自ら考えたり、グループディスカッションを
行ったりして、体験的に学んでいく。

●日本語文法Ⅱ
本講義は「日本語文法Ⅰ」の応用編である。理
論的・体系的な文法論を展開することで、現代
日本語文法の体系的なありようを掌握する。こ
れによって、現代日本語の文法システムを理論
的・体系的に捉える視点を身につけ、現代日本
語を文法的に分析できる力へとつなげていく。ま
た、「日本語文法Ⅰ」同様、実践的な文法指導力
の獲得を目指す。特に、定住外国人の多い地
区で、多文化共生社会実現に寄与するために

必要な日本語教育を意識し、学習の目的や学
習者の年齢など、学習者のニーズに合わせた
文法指導力を身につけていく。

●日本語教授法Ⅰ
日本語教育は、日本語の授業を通じて、日本と
日本文化を発信し、多文化共生社会の実現に
寄与する。日本人や日本社会に対する理解者
を増やすことにもつながる。これらを実現するた
めには、どうすればよいのか、そして、どのような
工夫が必要か等を考えていく。本講義では、「聞
く」「話す」「読む」「書く」という４技能の習得、
教材検討、コースデザイン、カリキュラム、学習リ
ソースなど、実践的な事柄を取り上げながら、日
本語教授法について検討していく。

●日本語教授法Ⅱ
定住外国人の多い地区で、多文化共生社会
実現に寄与するために必要な日本語教育につ
いて考える。特に、多文化共生社会実現のため
に必要な教室活動の方法を、具体的に学んで
いく。模擬授業を行うことを中心に据え、教材分
析、教案作成などの授業準備から授業を行うま
でに必要な手順、準備、理論等を学んでいく。
学習環境、学習の目的、学習者の年齢、学習
形態など「日本語教授法Ⅰ」で学んだことを、より
実践的に学び、日本語を教える技術を身につけ
ていくことが目的である。

●国際協力論
第二次世界大戦後から始まった国際協力の前
提となった国際社会の状況をよく理解し、国際
協力がどのようにスタートし、各国がそれに参加
するようになったかを学ぶ。また、多様な国際協
力のプレーヤー、様々な概念や方針の変遷、各
機関のリーダーシップの特質を学び、その中で
国際協力の将来の方向性を考察していく。特
に、国際政治の影響を受けやすい国際協力の
一部の構造を理解し、これらをいかに修正し、よ
り社会正義の上に成り立つ、グローバル社会に
おける相互扶助システムとしての国際協力の将
来のあり方を構築するかを考察していく。

●国際紛争論
戦争はなぜ起こるのか、人類の歴史においてこ
れほど反復的に発生する現象には、何らかの一
般的な構造因が内在するのではないか。このよ
うな問題意識から、戦争の構造や力学について
は様々な研究が重ねられてきた。この授業では、
戦争原因に関する理論を概観し、あわせて、第
二次世界大戦後の国際紛争の歴史をたどり、
理論と実証の相互作用を通じて、国際紛争の
理論と歴史について理解と考察を深めることを
授業の目標とする。

●持続可能な社会
2015年にSDG（Sustainable Development Goals）
の17の目標が国連で可決されてから、「社会の持
続可能性」には、環境にとどまらず、貧困問題の是
正、健全な経済発展、平等で公正な社会、生産者
と消費者の関係づくり、まちづくりといった多様な
価値観が組み込まれるようになった。こうした価値
観が生まれた歴史的経緯と変遷を学ぶとともに、
持続可能な社会を地域社会や自らの生活から見
直し、持続可能なグローバル社会をつくるためにど
のように行動・判断していくべきかを学ぶ。

●フェアトレード論
世界でフェアトレード運動の生まれた歴史的背景
とその発展経過を知るとともに、日本のフェアトレー

ド運動の展開と特徴を学ぶ。またフェアトレードラ
ベル制度の確立によって、どのように企業がフェ
アトレードに参入しようとしているかなど、具体的な
事例や実践者の活動を通して実践的な学びを提
供する。この授業を通して、グローバル社会を意識
した包括的な倫理的消費行動の意義を理解し、
それに基づいた判断のしかた、行動方針、および
具体的な行動について学ぶ。

●企業と言語教育
日本語教育を「企業との関わり」という観点から
捉える。労働時間と家庭で過ごす時間が一日の
大半を占める学習者に対して、どのように、そし
て、どういった方法で効果的な日本語教育を行
っていけばよいのかを考える。企業の要望、学
習者の要望、学習者の環境、学習者の心理的
な負担、子どもの日本語教育の問題点などを知
り、それを理解することで、企業および学習者の
立場に立った上で、より実践的で効果的な日本
語教育方法を考案する視点を養う。

●日本語教育の実践と応用
日本語教員養成課程に必要な科目を修得した
上で受講することとなる同課程の総括的な講義
である。日本語教育の実習を通して、日本語を教
えるということの意義、教授方法、そして、その効
果について再度捉え直す。多文化共生社会の
中では、日本語学習者の特徴が多様化しつつ
ある。異なる国の出身者たち、異なる言語を母語
に持つ人々、さらに、年齢的にも幅広く多様な
人々が日本語を学んでいる。このような多種多
様な学習者を相手にどのような教室活動や学
習活動ができるのかについても考えていく。

●Global Studies：Culture and Society Ａ
地球上に存在する多くの国々の基盤となってい
る社会と文化がどのように成立し、複数の社会
や文化が相互関係の中でどういった影響を与え
ながら変遷してきたのかを具体的な事例を通し
て学ぶ。その途上で発生してきた歴史認識の変
化や生活空間変化等をその運動と連動した現
象として派生してきたものとして学んでいく。授
業は英語ネイティブスピーカーによる英語のみ
を使った授業とし、英語で専門的な授業を聞く
能力を養うだけでなく、英語で質問、議論するこ
とを通して、英語授業に慣れ親しむ場とする。

●Global Studies：Culture and Society Ｂ
地球上に存在する多様な文化の中で、特に音
楽、演劇、美術、空間造形など、芸術分野の活
動がどのような変化を続け、各地の文化と社会
にどういった影響を与えてきたかを具体的な事
例を通して学び、芸術活動が社会と文化に与え
る内在的な力とその可能性を知る場とする。授
業は英語ネイティブスピーカーによる英語のみ
を使った授業とし、英語で専門的な授業を聞く
能力を養うだけでなく、英語で質問、議論するこ
とを通して、英語授業に慣れ親しむ場とする。

●Global Studies：Global Issues
今日の地球社会が直面する諸問題、いわゆる地
球規模問題群（global issues）について、英語
で講義し、討論を行う科目である。それぞれの問
題の概要と地球社会の取り組みについて英語
文献を読み解き、自らの考えを英語で表現し、討
論する能力の涵養を授業の目的とする。取り上
げる問題群としては、地球規模の経済格差、紛
争、地球環境問題、人の移動、技術革新、地球
市民意識の台頭などが事例として挙げられる。
学生が英語圏の大学に留学した際、学部の講

義を受ける訓練としての機能も担うものとする。

●国際文化演習Ⅰ
研究内容に関心ある担当教員のもとに学生が
集まり、担当教員の指導のもと文献の調査、自
分の研究の発表、学生の研究内容に関する議
論を通じて担当教員の研究領域の基本的な知
識や価値観を学ぶ。また、担当教員が必要と考
えるその他の諸活動を通じて、卒業論文を作成
するために必要なリテラシー能力や資料探索能
力の向上、関心領域の学びを適切に深める場
とする。これらの研究活動を通して、これまで学
んだ多くの科目の多様な価値の統合化と深化
を的確に図る。

●国際文化演習Ⅱ
研究内容に関心ある担当教員のもとに学生が
集まり、担当教員の指導のもと文献の調査、研
究の発表、研究内容に関する議論を通じて担当
教員の研究領域の基本的な知識や価値観をさ
らに深めるとともに、学生が関心のある研究領
域を特定し、その研究をさらに深めるための指導
を行う。また、担当教員が必要と考えるその他の
諸活動を通じて、卒業論文を作成するために必
要なリテラシー能力や資料探索能力の向上、関
心領域の学びを深める場とする。これらの研究
活動を通して、これまで学んだ多くの科目の多様
な価値の統合化と深化を的確に図る。

●国際文化演習Ⅲ
学生が関心のある研究領域を特定し、その領
域にまたがる包括的な学び深めるための指導を
行う。具体的には、その研究領域に関する研究
発表、参考文献や研究資料の特定、多様な見
解が存在する場合の分析方法、独自の研究領
域の設計、必要な調査方法や分析方法を学
び、学生独自の研究が円滑に進むようする。ま
た、担当教員が必要と考えるその他の諸活動を
通じて、卒業論文を作成するために必要なリテ
ラシー能力や資料探索能力の向上、関心領域
の学びを深める場とする。

●国際文化演習Ⅳ
学生が関心のある研究領域を特定し、その領
域にまたがる包括的な学び深めることで、卒業
論文研究に資する学習指導を行う。具体的に
は、その研究領域に関する研究発表、参考文
献や研究資料の特定、先行研究の分析、多様
な見解が存在する場合の分析方法、必要な調
査方法や分析方法を学び、独自性の高い研究
のあり方など、学生独自の研究が円滑に進むよ
うに指導する。また、参考文献や引用、図や表
の使い方といった論文作成時の注意点などに
ついても引き続き指導を行う。

●卒業論文
これまで科目から学んだ多様な事実と価値観、
国際文化基礎論や国際文化演習から学んだリ
テラシー能力や専門的研究の成果を包括的、
統合的に集約させ、卒業論文に反映させる指
導を行う。具体的には、先行研究の分析、学生
の関心を持つ研究領域の特定、研究に必要な
文献・資料の特定と探索、必要な調査・フィール
ドワークの技術と実行するための計画づくり、論
文の理論的な構成方法、参考文献や引用など
の表記方法など、論文作成に必要な事項を担
当教員が指導する。
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専門科目 多文化共生

卒業研究



文化政策学科科目概要

　

●リサーチ&プランニング基礎
本科目は、基本的なリサーチ（調査・研究）とプ
ランニング（企画・計画立案）を実践するための
理論・手法・スキルを体系的に習得するリサーチ
＆プランニング（R＆P）科目の「基礎編」であり、
最終的にはR＆Pの成果を具体的なプレゼンテ
ーションにつなげることを目指す。本科目では、
基本的な統計資料の利用方法（見方、使い方）
やデータ分析の基礎（記述統計の方法、図表
の作り方等）を解説するほか、テーマ探索の方
法論も紹介する。

●リサーチ&プランニング応用
本科目は、基本的なリサーチ（調査・研究）とプラ
ンニング（企画・計画立案）を実践するための理
論・手法・スキルを体系的に習得するリサーチ＆
プランニング（R＆P）科目の「応用編」であり、最
終的にはR＆Pの成果を具体的なプレゼンテーシ
ョンにつなげることを目指す。本科目では、実際
に自分で資料やデータを収集し、分析しうる形ま
で整理していく社会調査手法の具体的な方法と
手順（調査設計、サンプリング、調査票の設計、
実査、集計等）を体系的かつ詳細に解説する。

●リサーチ&プランニング実習
本科目は、基本的なリサーチ（調査・研究）とプラ
ンニング（企画・計画立案）を実践するための理
論・手法・スキルを体系的に習得するリサーチ＆プ
ランニング（R＆P）科目の「実習編」であり、最終
的にはR＆Pの成果を具体的なプレゼンテーション
につなげることを目指す。本科目では、調査の企
画から報告書（提案書、行動計画書等）の作成
に至るR＆Pの全過程を体験的に実践する。また、
斬新な発想を得たり共同作業のスキルを向上さ
せたりするためにテーマ発想方法（ブレイン・ストー
ミング）やグループ・ワークの方法を体験する。

●社会学
社会学の広範囲な領域を、ミクロ・マクロ、構造・
プロセス、主観・客観などの異なる視点から解説
する。また、社会学が、ジェンダー、世代、地域な
どの社会構造や、多様化、格差化、グローバル
化などの社会変動について、どのように調査し
研究するかを、具体的な事例をもとに解説し、他
の社会科学と比較対照しながら、学問としての
特色や基礎的な概念を学ぶ。さらに、文化政策
学科の1年次前期の必修科目として、文化と、
政策、経営、情報の各区分領域との関係をどの
ように捉えるかについても、整理しつつ説明し、
学科の教育体系を俯瞰的に理解する。

●経済学
この授業では経済学的なものの見方や考え方
を会得するための頭の体操を行う。ミクロの観
点では、需要・供給の関係や合理的行動の理
論に基づき、身の回りで起きている現象を主に
消費者の立場から考察する。マクロの観点で
は、GDP統計のデータに基づく所得形成につ
いての考察や、財政・金融政策の仕組みについ
ての考察を行う。物事の仕組みを「考える」こと
に重点を置き、経済事象を理解するのに必要な
ミクロ経済学・マクロ経済学のコンセプトやロジ
ックを解説する。

●政治学
政治学は、権力、国家、リーダーシップといった

政治現象の本質にかかわる「基礎理論」、政
党、利益集団といった政治活動の主体ならびに
選挙、議会など政治の動態を分析する「政治過
程論」、そして、あるべき政治の姿を考究する

「政治思想」などの分野に分かれる。本講義で
は、「基礎理論」を中心に、「国際政治」分野も
視野に収めつつ、政治学の理論と学説を概観
し、政治の本質を理解し、分析するための基礎
的な概念の習得を目標とする。

●法律学
この授業では、法律学の主要分野の基礎知識
を習得し、さまざまな法的論点について論理的
で説得力のある思考・判断を実践することを目
的とする。法律学を学ぶにあたって必要となる
概念や制度についての概説を経て、公法・民事
法・刑事法といった法律学の主要な各分野の
基本的な理論を、社会における具体的な問題
に照らすとともに、裁判例の検討を交えながら学
んでいく。

●行政学
官僚制や行政機関をめぐる概念や理論の歴史
的経緯を踏まえた上で、現代日本の行政におけ
る制度・仕組み、役割・機能、特徴・課題の現状
と変容を理論面と実証面から体系的に整理す
る。内容は標準的な行政学のテキストに準ずる
が、国と地方の関係や地方行政の実態を詳しく
取り上げるほか、通常のテキストではカバーされ
にくい最新のトピックを積極的に取り上げていく。

●行政法
この授業では、行政法の基本的な仕組みやその
背景にある考え方、主要な争点など、行政法に
ついての基礎知識を習得することを目的とする。
行政法の基本原理の概説に続いて、行政活動
の多様な行為形式や、行政活動に不服を有す
る私人の権利利益の救済制度について、憲法
をはじめとする諸法律との関連性を踏まえつつ、
具体的な裁判例を素材としながら学んでいく。

●地域計画論
日本の国土・地域・都市の行政施策としての

「計画」の系譜をたどり、環境、自然、歴史・文化
などの今日的課題に対応した計画論の方向性
についても概説する。計画の圏域とジャンルは
多種多様であり、様々な計画の考え方を理解す
る。特に、都市規模や農山村など地理的な立地
条件の違いや、歴史的経緯などを踏まえた計画
を概説し、そこで果たしてきた計画の意味合い、
主体のあり方、可能性と解決すべき事項などに
ついて、具体的な事例を取り上げながら考える。

●地域情報サービス論
図書館サービスの基本（概要や構造、歴史な
ど）を踏まえ現在行われている各種サービス（課
題解決型サービス、障害者・高齢者・多文化サ
ービスなど）について事例に則して解説する。さ
らに、著作権や公共貸与権、コミュニケーション
の基本などについても解説する。その上で、公
共図書館が地域に果たす役割や今後の可能
性について考える。

●地域社会論
今日の地域社会は、人口の減少高齢化、経済
のグローバル化、地方分権化、公共部門の財
政悪化等の影響を受け、対応や変貌を余儀なく
されている。本科目では、こうした社会的趨勢を
踏まえた上で、地域社会（都市、農村、中山間
地、限界集落、特定のコミュニティ等）に焦点を

当て、地域社会の現状に関して生活・文化面を
中心に理解を深めるとともに、地域社会が抱え
る固有の問題について、その成立背景を含めて
考察し、その問題に対する行政・住民の対応の
実態や解決のあり方を検討する。

●地方財政論
経済の長期低迷、産業のグローバル化、人口の
減少高齢化等が進む中で地域社会が抱える課
題は多様化・複雑化している。こうした中で、地方
自治体の果たすべき役割はますます重要になって
いる。自治体がその役割を果たし、地域の福祉と
発展を実現するためには、健全な財政を基盤とし
て、必要とされる施策や活動を実施することが必
要である。そこで本科目では、自治体の財政面に
焦点を当てて、その制度・仕組みと現状を体系的
に学習することを主眼とする。

●創造都市論
創造都市論について、代表的な提唱者の著書な
どを参考にその誕生から今日までの系譜をたどる
とともに、それ以前からあった文化・芸術との連携
による都市・地域発展の思想や方法論にさかの
ぼって歴史的視点からも考察する。また、都市の
文化的資源の産業面への活用に着目して、都市
や地域の経済発展や市民生活の豊かさのあり方
について考察する。創造都市の取り組みの背景
や内容は国内外諸都市において様々である点に
ついて、事例を通じて学習する。

●経済政策論
経済政策論は、ある目的を達成するために、いか
なる手段が有効であるかを理論に照らして判断
することを目的としている。この授業では、経済学
の考え方をもとに、市場メカニズムの有効性、市
場の失敗に対する政府の市場介入の必要性に
ついて考察する。さらに、経済政策を支える様々
な理論を踏まえつつ、個人の効用最大化行動が
経済政策の効果に及ぼす影響や、それに伴う政
府の失敗などにまで視野を広げ、経済政策の意
義および効果を客観的に考える力を養う。

●環境政策論
現在地球規模に広がりつつある環境問題の克
服には産業技術、生活様式、国土構造さらには
社会経済システムの根本的な転換が必要とされ
ることを踏まえて、環境汚染･廃棄物処理など、直
面する問題に対して有効であり、かつ上記の変革
も推進しうるような環境政策のあり方を考察する。
さらに、都市や地域の生活環境の観点（アメニテ
ィや安全性など）から、都市環境施策のあり方に
ついても検討する。

●地域福祉論
福祉には児童家庭福祉、高齢者福祉、障害者
福祉等の領域があるが、いずれも地域社会や
地域住民との関係性が強く、福祉施策・サービ
スの実施主体も、自治体や社会福祉協議会等
の地域の主体が中心になっている。本科目で
は、地域社会とその住民が直面する現状を踏ま
えた上で、地域福祉の理論・制度や行政施策
の推移、さらには、地域福祉に関わる機関・団
体、人材、ボランティア・NPO等の活動の実態
を概観する。その上で、地域福祉が抱える課題
や解決のあり方を検討する。

●地域観光論
観光は地域の社会・経済・日常生活等と密接に
関連している。今日観光には、地域活性化の手
段として、あるいは新しいビジネスチャンスとして
大きな期待が寄せられている。一方で、観光が
直面する条件にも変化が生じている。本科目で
は、現代の地域社会において重要度を高めて
いる地域観光の現状について理解を深めるこ
とを目指す。具体的には、地域観光が様々な主
体（国・自治体、観光関連事業者、住民、観光
者等）によって支えられていることを踏まえ、多
面的な視点で地域観光を検討する。

●経営学
「経営」区分における導入科目としての位置づ
けから、企業経営に関する基本的な概念を総合
的に講義する。企業経営の要諦は、ヒト、モノ、
カネ、情報という経営資源を活用し、社会にとっ
て価値ある製品やサービスを提供することにあ
る。その過程で企業は、戦略形成の問題、経営
資源の管理問題、市場適応問題、社会貢献の
問題など多くの課題に直面するが、それらに関
する主要理論の生成・展開について基本的な
理解を得ることが目的である。

●経営戦略論
経営戦略論は、経営学の主要領域の一つで、経
営活動に中長期的な基本枠組みと方向性を与
え、企業の業績や存続を大きく左右するものであ
る。経営戦略は、一般に事業領域の選択や事業
ごとの経営資源配分といった全社を対象とする
企業戦略と個々の事業レベルでいかに競争優
位を構築するかという事業戦略に大別することが
できる。本講義では、これら経営戦略に関する基
本的理論や実践例を学び、戦略面から企業経
営を分析する力を養成する。

●マーケティング論
経営環境が大きく変化する中で、企業が市場創
造や市場適応を図る上での基本的手段としてマ
ーケティングは重要である。この講義では、マーケ
ティングの目的、基本体系等についての理解を
得ることを目的とする。具体的には、マーケティン
グ・コンセプト、市場標的の設定や製品政策、価
格政策、プロモーション政策、流通チャネル政策
などの統合的管理等がテーマとなる。また、マー
ケティング領域の広がりという観点から、新たな
マーケティング動向についても議論する。

●地域ビジネス論
中小企業は、その経営規模のために、大企業と
は異なる独自の経営課題と経営機会を持って
いる。具体的には、大企業に比べて資金調達
が不利となる一方で、機敏性・専門性を発揮し
て新たな市場機会が獲得できること等が指摘さ
れている。この講義では、このような中小企業独
自の経営課題と経営機会について、様々な観
点から理解を深めることを目的とする。さらに、新
分野進出や新製品開発などの点で存在感を示
す中小企業の事例を紹介し、将来の展望など
についても論じる。

●経営科学
企業の経営管理に分析・実験・設計などの一連
の工学的・科学的手法を用いるのが経営工学
である。経営工学の対象は多岐にわたるが、本
科目では、効率的な生産システムを実現するた
めのQC（品質管理）・IE（生産工学）・OR（オペ

レーションズリサーチ）等を中心としながらも、情
報システム、ロジスティクス（物流）、人間工学、
経営科学など、経営工学と関係する幅広い領域
を視野に入れ、経営工学の基礎的な理論と企
業経営の現場における応用の実態を概観する。

●社会起業論
近年、社会起業家（ソーシャル・アントレプレナ
ー）やソーシャル・ビジネスが次々に登場し、社会
の変革において一定の役割を果たすようになっ
ている。本科目ではこの現象に注目し、社会起
業の歴史的経緯や現状等を整理するほか、
NPO等の市民活動との関係についても考察す
る。さらに、国内外の具体的事例を数多く取り
上げ、それぞれの意義や課題を検討した上で、
社会起業の実践方法のあり方について受講者
と議論を行う。

●経営財務論
企業経営における資金管理や投資に関する意
思決定を行うためには、財務管理（企業を主体
とした資金活動の管理）の基本的知識が必要
となる。この講義では、過去の財務管理活動の
結果である財務諸表の分析やキャッシュフロー
管理の基本を理解した上で、長期事業計画の
策定という観点から、資金の時間価値、企業価
値、資本コスト、リスク等に関する基本的概念
や分析手法について学び、財務的な視点から
企業を視る力、財務的な意思決定を行う力を養
成する。

●産業組織論
この授業では、産業のパフォーマンスを供給サ
イドから明らかにすることを目的として、具体的な
市場構造とそこにおける企業行動についての
分析を行う。ナッシュ均衡や後方帰納などのゲ
ーム理論の考え方を用いて均衡状態を導出し、
そこでの企業間による競争のメカニズムや相互
依存関係、さらには競争回避策としての結託行
動の可能性について考察する。それらをもとに
市場成果を評価し、市場メカニズムをより有効
に機能させるための取引ルールや競争促進政
策のあり方を検討する。

●日本経済論
日本経済は戦後、発展を遂げたものの、現在様々
な問題を抱えている。この現状を理解する上でも
戦後経済史の理解は不可欠である。この講義で
は、主として第二次世界大戦後の日本経済の歩
みについて概観し、バブル崩壊後の日本経済の
課題を、歴史の文脈において位置づけて理解す
る。特に日本の経済発展パターンについて、先進
国や途上国との比較なども念頭に理解を深め、

「日本的経営」などの日本特有の経済制度の生
成・発展・変容のプロセスから、その意義と限界に
ついて講義を行う。

●グローバルビジネス論
科学技術の発展等により経済のグローバル化
が急速に進んでいる。もはや経済のグローバル
化を無視して企業経営の実践は困難になって
いる。また経済のグローバル化は国や地域の経
済に対しても大きな影響を与えるようになってい
る。本科目では、主に企業経営の観点から、グロ
ーバル・ビジネスの現状と企業戦略のあり方（海
外市場への参入、戦略的提携、生産管理、人
的資源管理、マーケティング戦略等）について
多面的に考察する。さらに、経済のグローバル
化が地域経済に与える影響と地場産業や中小
企業の対応のあり方についても検討する。

●金融経済論
規制緩和、バブル崩壊、情報技術の発達、新し
い金融商品・手法の開発等によって日本の金
融経済は大きく変貌している。またグローバル化
の進展によって、国内外の金融市場は分かち
がたく結びついている。このように激しく変貌・複
雑化する金融市場についての正確な知識と理
解がますます重要になっている。そこで本科目で
は、金融の理論的・制度的な基礎を学んだ上
で、日本の金融市場の現状とそこで活動する金
融機関の種類や役割について理解を深めるこ
とを主眼とする。

●地域産業論
地域産業は、雇用の場の提供や域外からの所
得獲得など、地域経済に対して大きく貢献して
いる。また歴史・伝統に根づいた地場産業は、
地域の生活・文化の重要な構成要素となって
いる。一方で、グローバル化や人口減少等の社
会変化により、困難を抱える地域産業も少なく
ない。本科目では、地域社会において重要な役
割を果たす地域産業に焦点を当て、その成立・
発展の経緯、地域の生活・文化との関係、販
売・流通・消費等の最新の動向、直面する課題
等を多角的に検討し、地域産業と地域の関係
について理解を深める。

●産業遺産と産業史
この講義の主な対象は産業遺産・近代化遺産
であり、その調査・研究・保存・利活用の実態に
ついて講義する。まず、産業遺産の重要性を理
解するためには、それらが保存されてきた背景と
していかなる産業史の実態があったのか、講義
する。また、産業遺産の保存と関連して、日本・
世界の文化財政策の流れの中にそれを位置づ
け、それらの利活用に関しては、都市計画や再
開発、まちづくり、産業観光などの流れから捉え
ることを講義の目的の一つとする。

●広報･広告論
産業のグローバル化や社会の高度情報化の進
展により、企業や行政における広報・広告の位
置づけは大きく変容しつつある。この授業では、
現代社会における広報と広告のそれぞれの役
割と機能、そしてその両者の関係性について考
察する。さらにその考察をもとに広報・広告の送
り手としての役割を担える能力と方法を身につ
けるとともに、広報・広告の受け手として消費社
会に対応できるリテラシー能力を高める。それに
より広報・広告を活用するとともに、より深く理解
できる人物を育成する。

●マスコミュニケーション論
マスコミュニケーションは、ローカルな時間と空
間に限定されていた人々の情報伝達や相互作
用のあり方を量的および質的に拡大すること
で、近代社会に大きな影響を与えてきた。この授
業ではこうしたマスコミュニケーションの成立過
程を歴史的、社会的、技術的な条件から考察
し、マスコミュニケーションが担う役割や機能の
理解を深めることを目的とする。またインターネッ
トの成立が既存のマスコミュニケーションに与え
る影響や、その相互作用についても検討する。
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文化政策学科科目概要

　

●リサーチ&プランニング基礎
本科目は、基本的なリサーチ（調査・研究）とプ
ランニング（企画・計画立案）を実践するための
理論・手法・スキルを体系的に習得するリサーチ
＆プランニング（R＆P）科目の「基礎編」であり、
最終的にはR＆Pの成果を具体的なプレゼンテ
ーションにつなげることを目指す。本科目では、
基本的な統計資料の利用方法（見方、使い方）
やデータ分析の基礎（記述統計の方法、図表
の作り方等）を解説するほか、テーマ探索の方
法論も紹介する。

●リサーチ&プランニング応用
本科目は、基本的なリサーチ（調査・研究）とプラ
ンニング（企画・計画立案）を実践するための理
論・手法・スキルを体系的に習得するリサーチ＆
プランニング（R＆P）科目の「応用編」であり、最
終的にはR＆Pの成果を具体的なプレゼンテーシ
ョンにつなげることを目指す。本科目では、実際
に自分で資料やデータを収集し、分析しうる形ま
で整理していく社会調査手法の具体的な方法と
手順（調査設計、サンプリング、調査票の設計、
実査、集計等）を体系的かつ詳細に解説する。

●リサーチ&プランニング実習
本科目は、基本的なリサーチ（調査・研究）とプラ
ンニング（企画・計画立案）を実践するための理
論・手法・スキルを体系的に習得するリサーチ＆プ
ランニング（R＆P）科目の「実習編」であり、最終
的にはR＆Pの成果を具体的なプレゼンテーション
につなげることを目指す。本科目では、調査の企
画から報告書（提案書、行動計画書等）の作成
に至るR＆Pの全過程を体験的に実践する。また、
斬新な発想を得たり共同作業のスキルを向上さ
せたりするためにテーマ発想方法（ブレイン・ストー
ミング）やグループ・ワークの方法を体験する。

●社会学
社会学の広範囲な領域を、ミクロ・マクロ、構造・
プロセス、主観・客観などの異なる視点から解説
する。また、社会学が、ジェンダー、世代、地域な
どの社会構造や、多様化、格差化、グローバル
化などの社会変動について、どのように調査し
研究するかを、具体的な事例をもとに解説し、他
の社会科学と比較対照しながら、学問としての
特色や基礎的な概念を学ぶ。さらに、文化政策
学科の1年次前期の必修科目として、文化と、
政策、経営、情報の各区分領域との関係をどの
ように捉えるかについても、整理しつつ説明し、
学科の教育体系を俯瞰的に理解する。

●経済学
この授業では経済学的なものの見方や考え方
を会得するための頭の体操を行う。ミクロの観
点では、需要・供給の関係や合理的行動の理
論に基づき、身の回りで起きている現象を主に
消費者の立場から考察する。マクロの観点で
は、GDP統計のデータに基づく所得形成につ
いての考察や、財政・金融政策の仕組みについ
ての考察を行う。物事の仕組みを「考える」こと
に重点を置き、経済事象を理解するのに必要な
ミクロ経済学・マクロ経済学のコンセプトやロジ
ックを解説する。

●政治学
政治学は、権力、国家、リーダーシップといった

政治現象の本質にかかわる「基礎理論」、政
党、利益集団といった政治活動の主体ならびに
選挙、議会など政治の動態を分析する「政治過
程論」、そして、あるべき政治の姿を考究する

「政治思想」などの分野に分かれる。本講義で
は、「基礎理論」を中心に、「国際政治」分野も
視野に収めつつ、政治学の理論と学説を概観
し、政治の本質を理解し、分析するための基礎
的な概念の習得を目標とする。

●法律学
この授業では、法律学の主要分野の基礎知識
を習得し、さまざまな法的論点について論理的
で説得力のある思考・判断を実践することを目
的とする。法律学を学ぶにあたって必要となる
概念や制度についての概説を経て、公法・民事
法・刑事法といった法律学の主要な各分野の
基本的な理論を、社会における具体的な問題
に照らすとともに、裁判例の検討を交えながら学
んでいく。

●行政学
官僚制や行政機関をめぐる概念や理論の歴史
的経緯を踏まえた上で、現代日本の行政におけ
る制度・仕組み、役割・機能、特徴・課題の現状
と変容を理論面と実証面から体系的に整理す
る。内容は標準的な行政学のテキストに準ずる
が、国と地方の関係や地方行政の実態を詳しく
取り上げるほか、通常のテキストではカバーされ
にくい最新のトピックを積極的に取り上げていく。

●行政法
この授業では、行政法の基本的な仕組みやその
背景にある考え方、主要な争点など、行政法に
ついての基礎知識を習得することを目的とする。
行政法の基本原理の概説に続いて、行政活動
の多様な行為形式や、行政活動に不服を有す
る私人の権利利益の救済制度について、憲法
をはじめとする諸法律との関連性を踏まえつつ、
具体的な裁判例を素材としながら学んでいく。

●地域計画論
日本の国土・地域・都市の行政施策としての

「計画」の系譜をたどり、環境、自然、歴史・文化
などの今日的課題に対応した計画論の方向性
についても概説する。計画の圏域とジャンルは
多種多様であり、様々な計画の考え方を理解す
る。特に、都市規模や農山村など地理的な立地
条件の違いや、歴史的経緯などを踏まえた計画
を概説し、そこで果たしてきた計画の意味合い、
主体のあり方、可能性と解決すべき事項などに
ついて、具体的な事例を取り上げながら考える。

●地域情報サービス論
図書館サービスの基本（概要や構造、歴史な
ど）を踏まえ現在行われている各種サービス（課
題解決型サービス、障害者・高齢者・多文化サ
ービスなど）について事例に則して解説する。さ
らに、著作権や公共貸与権、コミュニケーション
の基本などについても解説する。その上で、公
共図書館が地域に果たす役割や今後の可能
性について考える。

●地域社会論
今日の地域社会は、人口の減少高齢化、経済
のグローバル化、地方分権化、公共部門の財
政悪化等の影響を受け、対応や変貌を余儀なく
されている。本科目では、こうした社会的趨勢を
踏まえた上で、地域社会（都市、農村、中山間
地、限界集落、特定のコミュニティ等）に焦点を

当て、地域社会の現状に関して生活・文化面を
中心に理解を深めるとともに、地域社会が抱え
る固有の問題について、その成立背景を含めて
考察し、その問題に対する行政・住民の対応の
実態や解決のあり方を検討する。

●地方財政論
経済の長期低迷、産業のグローバル化、人口の
減少高齢化等が進む中で地域社会が抱える課
題は多様化・複雑化している。こうした中で、地方
自治体の果たすべき役割はますます重要になって
いる。自治体がその役割を果たし、地域の福祉と
発展を実現するためには、健全な財政を基盤とし
て、必要とされる施策や活動を実施することが必
要である。そこで本科目では、自治体の財政面に
焦点を当てて、その制度・仕組みと現状を体系的
に学習することを主眼とする。

●創造都市論
創造都市論について、代表的な提唱者の著書な
どを参考にその誕生から今日までの系譜をたどる
とともに、それ以前からあった文化・芸術との連携
による都市・地域発展の思想や方法論にさかの
ぼって歴史的視点からも考察する。また、都市の
文化的資源の産業面への活用に着目して、都市
や地域の経済発展や市民生活の豊かさのあり方
について考察する。創造都市の取り組みの背景
や内容は国内外諸都市において様々である点に
ついて、事例を通じて学習する。

●経済政策論
経済政策論は、ある目的を達成するために、いか
なる手段が有効であるかを理論に照らして判断
することを目的としている。この授業では、経済学
の考え方をもとに、市場メカニズムの有効性、市
場の失敗に対する政府の市場介入の必要性に
ついて考察する。さらに、経済政策を支える様々
な理論を踏まえつつ、個人の効用最大化行動が
経済政策の効果に及ぼす影響や、それに伴う政
府の失敗などにまで視野を広げ、経済政策の意
義および効果を客観的に考える力を養う。

●環境政策論
現在地球規模に広がりつつある環境問題の克
服には産業技術、生活様式、国土構造さらには
社会経済システムの根本的な転換が必要とされ
ることを踏まえて、環境汚染･廃棄物処理など、直
面する問題に対して有効であり、かつ上記の変革
も推進しうるような環境政策のあり方を考察する。
さらに、都市や地域の生活環境の観点（アメニテ
ィや安全性など）から、都市環境施策のあり方に
ついても検討する。

●地域福祉論
福祉には児童家庭福祉、高齢者福祉、障害者
福祉等の領域があるが、いずれも地域社会や
地域住民との関係性が強く、福祉施策・サービ
スの実施主体も、自治体や社会福祉協議会等
の地域の主体が中心になっている。本科目で
は、地域社会とその住民が直面する現状を踏ま
えた上で、地域福祉の理論・制度や行政施策
の推移、さらには、地域福祉に関わる機関・団
体、人材、ボランティア・NPO等の活動の実態
を概観する。その上で、地域福祉が抱える課題
や解決のあり方を検討する。

●地域観光論
観光は地域の社会・経済・日常生活等と密接に
関連している。今日観光には、地域活性化の手
段として、あるいは新しいビジネスチャンスとして
大きな期待が寄せられている。一方で、観光が
直面する条件にも変化が生じている。本科目で
は、現代の地域社会において重要度を高めて
いる地域観光の現状について理解を深めるこ
とを目指す。具体的には、地域観光が様々な主
体（国・自治体、観光関連事業者、住民、観光
者等）によって支えられていることを踏まえ、多
面的な視点で地域観光を検討する。

●経営学
「経営」区分における導入科目としての位置づ
けから、企業経営に関する基本的な概念を総合
的に講義する。企業経営の要諦は、ヒト、モノ、
カネ、情報という経営資源を活用し、社会にとっ
て価値ある製品やサービスを提供することにあ
る。その過程で企業は、戦略形成の問題、経営
資源の管理問題、市場適応問題、社会貢献の
問題など多くの課題に直面するが、それらに関
する主要理論の生成・展開について基本的な
理解を得ることが目的である。

●経営戦略論
経営戦略論は、経営学の主要領域の一つで、経
営活動に中長期的な基本枠組みと方向性を与
え、企業の業績や存続を大きく左右するものであ
る。経営戦略は、一般に事業領域の選択や事業
ごとの経営資源配分といった全社を対象とする
企業戦略と個々の事業レベルでいかに競争優
位を構築するかという事業戦略に大別することが
できる。本講義では、これら経営戦略に関する基
本的理論や実践例を学び、戦略面から企業経
営を分析する力を養成する。

●マーケティング論
経営環境が大きく変化する中で、企業が市場創
造や市場適応を図る上での基本的手段としてマ
ーケティングは重要である。この講義では、マーケ
ティングの目的、基本体系等についての理解を
得ることを目的とする。具体的には、マーケティン
グ・コンセプト、市場標的の設定や製品政策、価
格政策、プロモーション政策、流通チャネル政策
などの統合的管理等がテーマとなる。また、マー
ケティング領域の広がりという観点から、新たな
マーケティング動向についても議論する。

●地域ビジネス論
中小企業は、その経営規模のために、大企業と
は異なる独自の経営課題と経営機会を持って
いる。具体的には、大企業に比べて資金調達
が不利となる一方で、機敏性・専門性を発揮し
て新たな市場機会が獲得できること等が指摘さ
れている。この講義では、このような中小企業独
自の経営課題と経営機会について、様々な観
点から理解を深めることを目的とする。さらに、新
分野進出や新製品開発などの点で存在感を示
す中小企業の事例を紹介し、将来の展望など
についても論じる。

●経営科学
企業の経営管理に分析・実験・設計などの一連
の工学的・科学的手法を用いるのが経営工学
である。経営工学の対象は多岐にわたるが、本
科目では、効率的な生産システムを実現するた
めのQC（品質管理）・IE（生産工学）・OR（オペ

レーションズリサーチ）等を中心としながらも、情
報システム、ロジスティクス（物流）、人間工学、
経営科学など、経営工学と関係する幅広い領域
を視野に入れ、経営工学の基礎的な理論と企
業経営の現場における応用の実態を概観する。

●社会起業論
近年、社会起業家（ソーシャル・アントレプレナ
ー）やソーシャル・ビジネスが次々に登場し、社会
の変革において一定の役割を果たすようになっ
ている。本科目ではこの現象に注目し、社会起
業の歴史的経緯や現状等を整理するほか、
NPO等の市民活動との関係についても考察す
る。さらに、国内外の具体的事例を数多く取り
上げ、それぞれの意義や課題を検討した上で、
社会起業の実践方法のあり方について受講者
と議論を行う。

●経営財務論
企業経営における資金管理や投資に関する意
思決定を行うためには、財務管理（企業を主体
とした資金活動の管理）の基本的知識が必要
となる。この講義では、過去の財務管理活動の
結果である財務諸表の分析やキャッシュフロー
管理の基本を理解した上で、長期事業計画の
策定という観点から、資金の時間価値、企業価
値、資本コスト、リスク等に関する基本的概念
や分析手法について学び、財務的な視点から
企業を視る力、財務的な意思決定を行う力を養
成する。

●産業組織論
この授業では、産業のパフォーマンスを供給サ
イドから明らかにすることを目的として、具体的な
市場構造とそこにおける企業行動についての
分析を行う。ナッシュ均衡や後方帰納などのゲ
ーム理論の考え方を用いて均衡状態を導出し、
そこでの企業間による競争のメカニズムや相互
依存関係、さらには競争回避策としての結託行
動の可能性について考察する。それらをもとに
市場成果を評価し、市場メカニズムをより有効
に機能させるための取引ルールや競争促進政
策のあり方を検討する。

●日本経済論
日本経済は戦後、発展を遂げたものの、現在様々
な問題を抱えている。この現状を理解する上でも
戦後経済史の理解は不可欠である。この講義で
は、主として第二次世界大戦後の日本経済の歩
みについて概観し、バブル崩壊後の日本経済の
課題を、歴史の文脈において位置づけて理解す
る。特に日本の経済発展パターンについて、先進
国や途上国との比較なども念頭に理解を深め、

「日本的経営」などの日本特有の経済制度の生
成・発展・変容のプロセスから、その意義と限界に
ついて講義を行う。

●グローバルビジネス論
科学技術の発展等により経済のグローバル化
が急速に進んでいる。もはや経済のグローバル
化を無視して企業経営の実践は困難になって
いる。また経済のグローバル化は国や地域の経
済に対しても大きな影響を与えるようになってい
る。本科目では、主に企業経営の観点から、グロ
ーバル・ビジネスの現状と企業戦略のあり方（海
外市場への参入、戦略的提携、生産管理、人
的資源管理、マーケティング戦略等）について
多面的に考察する。さらに、経済のグローバル
化が地域経済に与える影響と地場産業や中小
企業の対応のあり方についても検討する。

●金融経済論
規制緩和、バブル崩壊、情報技術の発達、新し
い金融商品・手法の開発等によって日本の金
融経済は大きく変貌している。またグローバル化
の進展によって、国内外の金融市場は分かち
がたく結びついている。このように激しく変貌・複
雑化する金融市場についての正確な知識と理
解がますます重要になっている。そこで本科目で
は、金融の理論的・制度的な基礎を学んだ上
で、日本の金融市場の現状とそこで活動する金
融機関の種類や役割について理解を深めるこ
とを主眼とする。

●地域産業論
地域産業は、雇用の場の提供や域外からの所
得獲得など、地域経済に対して大きく貢献して
いる。また歴史・伝統に根づいた地場産業は、
地域の生活・文化の重要な構成要素となって
いる。一方で、グローバル化や人口減少等の社
会変化により、困難を抱える地域産業も少なく
ない。本科目では、地域社会において重要な役
割を果たす地域産業に焦点を当て、その成立・
発展の経緯、地域の生活・文化との関係、販
売・流通・消費等の最新の動向、直面する課題
等を多角的に検討し、地域産業と地域の関係
について理解を深める。

●産業遺産と産業史
この講義の主な対象は産業遺産・近代化遺産
であり、その調査・研究・保存・利活用の実態に
ついて講義する。まず、産業遺産の重要性を理
解するためには、それらが保存されてきた背景と
していかなる産業史の実態があったのか、講義
する。また、産業遺産の保存と関連して、日本・
世界の文化財政策の流れの中にそれを位置づ
け、それらの利活用に関しては、都市計画や再
開発、まちづくり、産業観光などの流れから捉え
ることを講義の目的の一つとする。

●広報･広告論
産業のグローバル化や社会の高度情報化の進
展により、企業や行政における広報・広告の位
置づけは大きく変容しつつある。この授業では、
現代社会における広報と広告のそれぞれの役
割と機能、そしてその両者の関係性について考
察する。さらにその考察をもとに広報・広告の送
り手としての役割を担える能力と方法を身につ
けるとともに、広報・広告の受け手として消費社
会に対応できるリテラシー能力を高める。それに
より広報・広告を活用するとともに、より深く理解
できる人物を育成する。

●マスコミュニケーション論
マスコミュニケーションは、ローカルな時間と空
間に限定されていた人々の情報伝達や相互作
用のあり方を量的および質的に拡大すること
で、近代社会に大きな影響を与えてきた。この授
業ではこうしたマスコミュニケーションの成立過
程を歴史的、社会的、技術的な条件から考察
し、マスコミュニケーションが担う役割や機能の
理解を深めることを目的とする。またインターネッ
トの成立が既存のマスコミュニケーションに与え
る影響や、その相互作用についても検討する。

109 110

国
際
文
化
学
科

文
化
政
策
学
科

芸
術
文
化
学
科

デ
ザ
イ
ン
学
科

セ
ン
タ
ー
／
大
学
院

国
際
交
流

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ド

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ・

支
援
制
度

国
際
文
化
学
科

文
化
政
策
学
科

芸
術
文
化
学
科

デ
ザ
イ
ン
学
科

セ
ン
タ
ー
／
大
学
院

国
際
交
流

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ド

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ・

支
援
制
度

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

学科基礎 学科必修

専門科目 政策

専門科目 経営

専門科目 情報

2022年度 カリキュラム



文化政策学科科目概要 芸術文化学科科目概要
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●臨床社会心理学
この講義は、現代社会におけるさまざまな問題
に心理学の視点からアプローチし、人間が幸せ
を感じながら生活するためには何が必要なのか
について考えていく。現代社会が抱えている心
理学的な問題には、たとえば、人の成長・発達
および心身の健康へのサポート、福祉サービ
ス、家族やコミュニティの問題、犯罪や事故、抗
争などがある。これらの諸問題に関する具体的
な事象を取り上げ、それらに対する社会心理学
の原理や知見の応用を図る。

●メディア文化論
この授業では、メディアが人々や社会に与える
影響や、メディアが生み出す文化について考察
する。現在、ITや映像を活用した多様なメディア
実践が出現し、私たちの日常世界に浸透してい
る。こうした現在の状況を俯瞰しつつ、その環境
を理解するために、新聞や書籍等の印刷メディ
ア、あるいは映画やテレビといった既存の映像メ
ディア等、従来からのメディアが担ってきた役割
や意味を考察する。その上で、多様化する現代
メディア社会における人々の情報選択やコミュ
ニケーションの実践についての理解を深める。

●組織心理学
この講義では、組織の中で働くときの人間の行
動の特徴や心理について理解することを目標
にしている。たとえば、人間の働く意欲を強化し、
組織の効率性や生産性を向上させるためには
何をどのようにすればよいのか、働く人の心身の
健康にはどのような問題が存在するのか、など
の心理学的な問題について講義する。代表的
な理論や研究事例の紹介に加えて、現在の職
場で起こっている問題にも触れながら講義を進
行する。また、本講義では、消費者の心理や行
動の特性についても扱う。

●情報システム論
インターネットの普及とWeb2.0を経て、クラウド
コンピューティングが普及してきたことにより、情
報システムのあり方も大きく変化した。現代の情
報システムの仕組みと、これらが形成された発展
の歴史について学ぶ。また、クラウドコンピュー
ティングを用いることによって、パーソナルコンピ
ューターだけでなく、最も身近な情報機器である
スマートフォンやタブレットを組み合わせて活用
することによる、情報の検索、フィルタリング・収
集・整理・発信の手法について実践的に学ぶ。

●社会統計分析
現代社会では、社会の実状や人の行動・意識
に関する社会調査が数多く行われ、それらのデ
ータや分析結果がさまざまなメディアを通して提
示されている。この講義では、このようなデータ
や分析結果を読みとるために必要となる統計学
の基礎的な知識について理解することを目指
す。さらに、表計算ソフトを使った実習を通じて、
データの基礎集計、2変数間の関連分析、そし
て重回帰分析を中心とした多変量解析の一部
について実践的に学んでいく。

●質的調査法
昨今、社会科学の有効な調査法として「質的調
査法」が注目されている。そこで、授業では、この
調査法をめぐる状況を解説した上で、インタビュ
ー調査や参与観察など「質的データ」の収集方
法に必要な技法を説明する。次に、「グラウンデ
ッド・セオリー」や「ＫＪ法」ならびに「言説分析」
など他の分析手法を解説することを通して、「質

的データ」分析法の多様性を理解する。さらに、
ゼミ論文や卒業論文作成のための調査を念頭
に置き、被調査者との関係など「倫理的な問
題」についての理解も深める。

●学術情報論
図書館情報資源のうち学術情報に限定し、学
術コミュニケーション、情報利用者と情報探索、
計量情報学の基本、学術情報流通のための取
り組みについて解説する。さらに大学図書館と
日本の学術情報流通基盤の現状と課題につ
いても解説する。同時に、大学図書館などを活
用して、学術情報を効率的に収集するための知
識と技術を身につけさせることも目的とする。

●人文地理学
地域にみられる人文現象を地域的視点から明
らかにするのが人文地理学である。この科目で
は、主として地理学説史・人口地理学・都市地
理学・集落地理学的な観点から地域を明らかに
することを目的としている。なお、人文地理学的
な地域分析法についても扱う。

●地誌学
地誌学とは地理学の２大分野の一つであり、自
然地理学、人文地理学などの系統地理学と相
対し、地理学を総合的に究明することを目的と
する学問である。地誌学においては、地球上の
諸地域の自然・社会・文化などの特性を研究・
記述することを重視する。本科目では、日本のほ
かに海外の特定地域を対象に選び、それぞれ
の地域的性格や地域的問題を総合的に検討
する。

●社会理論
社会科学の基礎的な概念と理論を習得するこ
とにより、身近な日常世界から日本社会、国際
関係、歴史的変化などの大小様々な事象の背
景にある「しくみ」をより総合的に把握する能力
を伸ばす。社会学の古典や近現代の理論を中
心に、それぞれの類似点・相違点など相互の関
係を明らかにしながら解説する。様々な理論を社
会における身近な問題や事例を理解する際に、
知的な道具として積極的に活用できるようにな
ることを目標とする。

●情報法学
この授業では、まず「情報」の意味について考え
る。次に、知る権利と情報公開制度、プライバシ
ーの保護、名誉毀損、わいせつ規制など、情報の
流通過程における個人の権利について詳しく述
べる。さらに、コンピュータとインターネットで結ばれ
た情報化社会に特有な犯罪、セキュリティの確
保、情報倫理なども検討する。

●公共デザイン戦略
公的組織（政府・自治体とその関連組織や
NPO等）や民間企業は、社会的課題の解決や
組織目的の達成のために、広く公共社会（とそ
の構成要素である団体・個人）を対象として施
策や活動を実施している。公的組織や民間企
業がこうした施策・活動を企画立案し、実施する
ことを本科目では「公共デザイン」と呼ぶことに
する。本科目では、公共デザインのさまざまな態
様に応じて、それらを有効に実施するための戦
略のあり方を論じることを中心的課題に据え、そ
のために必要な理論や方法論、さらには公共デ
ザイン戦略の具体的な実践方法を解説する。

●自然地理学
自然地理学は、気候・地形・水文・植生・土壌等
の観点から、地域の自然環境を総合的に探究
する学問である。本科目では、地理学や気候学
を中心にして、地形的形成や地域的な環境特
性を体系的に整理する。さらに、自然環境と人
間社会の関わりにも目を向け、地球規模では地
球温暖化や酸性雨、地域規模では自然災害な
どさまざまな自然環境の人間生活への影響や、
逆に人間生活が気候をはじめとする自然環境
に与える影響について考察する。

●外国語文献研究
英文をはじめとして外国語の文献を読むことは、
大学における学習や研究において不可欠な行
為である。しかもグローバル化やインターネットの
普及により、外国語のリテラシー（特に読むこ
と）の重要性はますます高まっている。本科目で
は、複数の担当教員の中から自分の関心がある
専門分野の教員を選び、その教員のもとで外国
語文献（書籍、論文、その他の文書）を講読し、
外国語文献の読解能力を向上させるとともに、
関心領域について知見や理解を深め、自身の
学習・研究に役立てることを目指す。

●文化政策演習Ⅰ
２年次までに身につけた教養・知識・技能等を
基礎として、指導教員による綿密な指導のもと
で、専門性を高めるとともに、調査・研究や企画
立案の手法を習得する。また自らの関心領域や
テーマを具体的に定めていく。なお文化政策演
習Ⅰと文化政策演習Ⅱは、原則として、同一の指
導教員のもとで連続的に受講する。

●文化政策演習Ⅱ
文化政策演習Ⅰの成果を引き継ぎ、原則として
同一の指導教員による指導のもとで、専門性や
調査・研究・企画立案の技能をさらに高める。ま
た関心領域における調査・研究や企画立案を
実施するほか、卒業論文・プロジェクトのテーマ
探索等にも取り組む。

●文化政策演習Ⅲ
文化政策演習Ⅰ・Ⅱの成果を踏まえ、指導教員に
よる綿密な指導のもとで、自らが取り組むテーマ
を選定し、そのテーマに関する専門性をさらに高
めた上で、学術的な研究や課題解決型の企画
立案プロジェクトを進めていく。なお文化政策演
習Ⅲと文化政策演習Ⅳは、原則として、同一の
指導教員のもとで連続的に受講する。

●文化政策演習Ⅳ
文化政策演習Ⅲの成果を引き継ぎ、原則として
同一の指導教員による指導のもとで、学術的な
研究や課題解決型の企画立案プロジェクトをさ
らに進めていく。

●卒業論文・プロジェクト
大学における学習・研究の総仕上げとして、自らが
設定したテーマに関する調査・研究活動を行い、
その成果を卒業論文またはプロジェクトとして具体
化する。卒業論文とは、学術的な論考をまとめたも
ので、新たな知識・知見を生産するものである。一
方、プロジェクトとは、学術的な調査・研究活動の
成果を社会に対して具体的な提案や行動として
還元するものであり、知識・知見を社会に応用す
るものである。卒業論文やプロジェクトが具体的
にどのような条件を満たすべきかは別途定める。

　

●芸術文化入門
芸術文化学科の学生として必要な学びの基本
を示すための科目である。文化、芸術を専攻研
究する学生として、また将来の事業企画者・支
援者・政策立案者として、文化、芸術に能動的
にかかわっていく上での基盤となる理解と責任
感を醸成することを狙いとする。学科専任教員
複数名によるオムニバス形式で講義を行い、文
化、芸術に多様なジャンルがあることを確認する
だけでなく、それらを大学での学びの中で扱う方
法も多様であることを認識する。

●芸術表現A・B
実際に第一線で活躍する芸術家のもとで、その
訓練や制作の場に立ち会い、芸術従事者の姿
勢、心構えに触れるとともに芸術の深遠さとそれ
に携わることの厳しさを体感することが狙い。将
来事業企画者、支援者、政策立案者として文
化、芸術にかかわる者になることを想定し、その
ような者として不可欠な、高度に専門的な芸術
表現の現場を体験することによって、芸術の本
質について考える。芸術表現Bとあわせ複数の
領域を用意し、うち1枠を必修とする。

●芸術文化基礎A～D
ゼミに所属する前の学科学生を対象とし、大学
生としての読み・書く能力を前提として、学科専
任教員にそれぞれ所属し、文化、芸術に関する
さまざまな専門領域での研究手法の基礎を学
ぶ。専門領域での基礎的文献を読解し、検討
することによって専門領域についての知識を得
るとともに、それを整理し、まとめるなどの作業を
することによって、読み書く能力をさらに高め、考
察力と分析力を養うことを目指す。基礎AB、CD
あわせて10クラス程度を設定し、うち２クラスの
受講を義務づける。

●芸術文化特講
一つのテーマを設定し、多様な専門性を持つ学
科専任教員が、各自の専門領域に関連する
様々な視点から当該テーマをめぐって行うオム
ニバス方式の連続講義とする。学科で一定の
学習を積み重ねた上で、ゼミ選択を控えた学生
を対象とする。受講者は、同一テーマへの多角
的なアプローチの可能性を体得すると同時に、
それらの異なったアプローチが互いにつながりを
持つということを理解することが狙いである。学
生は、この授業で示される多様な専門領域か
ら、自分が関心のある領域への理解を深め、次
の段階に進む助けとする。

●芸術文化政策の理論
法学、政治学、経済学、社会学等、社会科学の
主要な領域の中から1つあるいは複数の分野を
取り上げ、それぞれの学問分野における芸術文
化政策についての研究の系譜を概観するととも
に、それぞれの理論体系の特徴を学ぶ。さらに、
これらの理論を実際に我が国および諸外国に
おいて行われている国や地方公共団体の芸術
文化政策の事例にあてはめて分析を行う。これ
らを通じて、現実の芸術文化政策を理論的に分
析するための基礎を身につける。

●アートマネジメントA
公共性を持つ非営利芸術組織のマネジメント
であるアートマネジメントの各論として、非営利
芸術組織の特徴、および日本のそれらが持つ
課題を踏まえて、課題解決のために必要とな
る、より専門的な領域についての理論的、実践
的な知識を身につける。特に、公演、展覧会、
教育プログラムをはじめとしたアウトプットを鑑賞
者等に届けるためのマーケティングや、非営利
組織が持続的に活動を続けるために不可欠な
資源を獲得するためのファンドレイジングなどを
中心に学ぶ。

●アートマネジメントB
公共性を持つ非営利芸術組織のマネジメントで
あるアートマネジメントの各論として、非営利芸
術組織の特徴、および日本のそれらが持つ課題
を踏まえて、課題解決のために必要となる、より
専門的な領域についての理論的、実践的な知
識を身につける。特に、非営利組織が営利組織
とは異なり、賃金等を中心とした金銭的インセン
ティブが働きにくい組織であるという特徴を踏ま
えた上で、組織や組織間関係、人的資源管理、
戦略計画などを中心に学ぶ。

●芸術文化政策の国際比較
芸術支援に関わる政策分野を中心に、日米あ
るいは日欧等の文化政策について時代背景等
の歴史的視点を踏まえて比較検討することによ
り、政策目的の変遷や、政策手段の多様なあり
方についての理解を深める。特に、政策分析に
不可欠な、市場と政府、そして非営利経済の関
係についての視点を養うとともに、各種の補助
金制度、租税優遇措置、顕彰制度や官民協働
等、具体的な政策手段の特徴や、法や計画策
定等の意義や限界等について検討する。

●文化施設の管理と運営
劇場・音楽堂等をはじめとした文化施設が、市
民や地域社会に対して果たすべき使命につい
ての認識を深めるとともに、こうした施設の管理
と運営のあり方について実践的に学ぶ。特に自
治体が設立した公立施設においては、2003年
に導入された指定管理者制度の特徴や課題
等について、事例研究を取り入れながら検討を
行うとともに、2012年に制定された劇場・音楽
堂等の活性化に関する法律の意義や特徴を踏
まえつつ、今後の我が国における文化施設運
営のあり方についての考察を深める。

●文化財保護政策
我が国の文化財保護の法的・制度的な枠組み
について基礎的な知識を身につけた上で、有形
および無形の文化財保護に関する様々な事例
研究を通して政策の背景や課題について分析
する。特に1950年に制定された文化財保護法
の意義や特徴と、その実施体制が我が国の文
化財保護政策および文化政策の他領域に与
えた影響などについての理解を深める。さらに、
近年の注目すべき動きとして、文化財と地域社
会・まちづくりとの関連について検討する。

●地域社会と芸術文化
まちづくり、観光振興、産業振興、住民間コミュ
ニケーション促進、地域アイデンティティの形成
など、芸術文化は地域社会の発展と密接な関
わりを持っている。我が国あるいは諸外国にお
ける具体的な事例を参照しつつ、地域社会にお

ける芸術文化の役割について幅広く学ぶ。これ
らを通じ、地域社会における文化施設や実演芸
術団体等のアートマネジメントのあり方や、地方
公共団体等における芸術文化政策のあり方を
考えるための視野を広げる。

●現代社会と芸術文化
医療や福祉、更生や教育の手段としての活用
や、様々なマイノリティに関する社会包摂の手段
として注目されるなど、芸術文化は現代社会にお
ける様々な問題と密接に関わるようになってきて
いる。情報化、少子高齢化、国際化をはじめとし
た現代社会における様々な環境変化と芸術文
化の関係について、国内外の様々な事例を通じ
て多面的な視点から学ぶことにより、現代社会
におけるアートマネジメントや文化政策のあり方
を考えるための視野を広げる。

●文化と芸術A～D
この科目群では、文化、芸術の多様な展開につ
いて、それぞれの領域において提示される諸現
象の現状や特色などを理解するとともに、それら
を学問的に取り扱う方法や、それによって明らか
になることがらについて考える。文化、芸術につ
いての学問的理解の上で欠かせない学問領域
について、歴史的展開や最新の状況を鑑みつ
つこの科目群で取り扱うこととする。それぞれの
ジャンルによってＡ～Ｄで展開する。美術、音
楽、演劇等のジャンルとともに、社会や時代の
要請に応じたジャンルも扱う。

●現代芸術論A～D
文化・芸術を考える上で無視することができな
い、とりわけ現代に特徴的な事柄、現象を取り
上げ、その性質や課題について考察することを
狙いとする。また、このような現代的課題に対す
る対処法とはどのようなものかについて考える。
これらの現代文化、現代芸術諸領域の研究方
法についても最新の情報を交えながら概観す
る。それぞれのジャンルによってＡ～Ｄで展開す
る。美術、音楽、演劇等のジャンルとともに、社
会や時代の要請に応じたジャンルも扱う。

●芸術特論A～D
文化、芸術の各領域において特に際立った現
象、出来事などについてテーマ別に取り上げ
る。それぞれのテーマに即したより深い考察を扱
う。特に、複数の専門領域にまたがるような学際
的領域にある事象、これまで学問的にあまり扱
われることがなかったような最新の事象や理論、
研究領域などについても扱い、文化、芸術を新
しい視点で切り取る方法を知る。それぞれのジャ
ンル、テーマによってＡ～Ｄで展開する。美術、
音楽、演劇等のジャンルとともに、社会や時代
の要請に応じたジャンルも扱う。
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卒業研究

学科基礎

専門科目 政策とマネジメント

専門科目 文化と芸術



文化政策学科科目概要 芸術文化学科科目概要
2022年度 カリキュラム

●臨床社会心理学
この講義は、現代社会におけるさまざまな問題
に心理学の視点からアプローチし、人間が幸せ
を感じながら生活するためには何が必要なのか
について考えていく。現代社会が抱えている心
理学的な問題には、たとえば、人の成長・発達
および心身の健康へのサポート、福祉サービ
ス、家族やコミュニティの問題、犯罪や事故、抗
争などがある。これらの諸問題に関する具体的
な事象を取り上げ、それらに対する社会心理学
の原理や知見の応用を図る。

●メディア文化論
この授業では、メディアが人々や社会に与える
影響や、メディアが生み出す文化について考察
する。現在、ITや映像を活用した多様なメディア
実践が出現し、私たちの日常世界に浸透してい
る。こうした現在の状況を俯瞰しつつ、その環境
を理解するために、新聞や書籍等の印刷メディ
ア、あるいは映画やテレビといった既存の映像メ
ディア等、従来からのメディアが担ってきた役割
や意味を考察する。その上で、多様化する現代
メディア社会における人々の情報選択やコミュ
ニケーションの実践についての理解を深める。

●組織心理学
この講義では、組織の中で働くときの人間の行
動の特徴や心理について理解することを目標
にしている。たとえば、人間の働く意欲を強化し、
組織の効率性や生産性を向上させるためには
何をどのようにすればよいのか、働く人の心身の
健康にはどのような問題が存在するのか、など
の心理学的な問題について講義する。代表的
な理論や研究事例の紹介に加えて、現在の職
場で起こっている問題にも触れながら講義を進
行する。また、本講義では、消費者の心理や行
動の特性についても扱う。

●情報システム論
インターネットの普及とWeb2.0を経て、クラウド
コンピューティングが普及してきたことにより、情
報システムのあり方も大きく変化した。現代の情
報システムの仕組みと、これらが形成された発展
の歴史について学ぶ。また、クラウドコンピュー
ティングを用いることによって、パーソナルコンピ
ューターだけでなく、最も身近な情報機器である
スマートフォンやタブレットを組み合わせて活用
することによる、情報の検索、フィルタリング・収
集・整理・発信の手法について実践的に学ぶ。

●社会統計分析
現代社会では、社会の実状や人の行動・意識
に関する社会調査が数多く行われ、それらのデ
ータや分析結果がさまざまなメディアを通して提
示されている。この講義では、このようなデータ
や分析結果を読みとるために必要となる統計学
の基礎的な知識について理解することを目指
す。さらに、表計算ソフトを使った実習を通じて、
データの基礎集計、2変数間の関連分析、そし
て重回帰分析を中心とした多変量解析の一部
について実践的に学んでいく。

●質的調査法
昨今、社会科学の有効な調査法として「質的調
査法」が注目されている。そこで、授業では、この
調査法をめぐる状況を解説した上で、インタビュ
ー調査や参与観察など「質的データ」の収集方
法に必要な技法を説明する。次に、「グラウンデ
ッド・セオリー」や「ＫＪ法」ならびに「言説分析」
など他の分析手法を解説することを通して、「質

的データ」分析法の多様性を理解する。さらに、
ゼミ論文や卒業論文作成のための調査を念頭
に置き、被調査者との関係など「倫理的な問
題」についての理解も深める。

●学術情報論
図書館情報資源のうち学術情報に限定し、学
術コミュニケーション、情報利用者と情報探索、
計量情報学の基本、学術情報流通のための取
り組みについて解説する。さらに大学図書館と
日本の学術情報流通基盤の現状と課題につ
いても解説する。同時に、大学図書館などを活
用して、学術情報を効率的に収集するための知
識と技術を身につけさせることも目的とする。

●人文地理学
地域にみられる人文現象を地域的視点から明
らかにするのが人文地理学である。この科目で
は、主として地理学説史・人口地理学・都市地
理学・集落地理学的な観点から地域を明らかに
することを目的としている。なお、人文地理学的
な地域分析法についても扱う。

●地誌学
地誌学とは地理学の２大分野の一つであり、自
然地理学、人文地理学などの系統地理学と相
対し、地理学を総合的に究明することを目的と
する学問である。地誌学においては、地球上の
諸地域の自然・社会・文化などの特性を研究・
記述することを重視する。本科目では、日本のほ
かに海外の特定地域を対象に選び、それぞれ
の地域的性格や地域的問題を総合的に検討
する。

●社会理論
社会科学の基礎的な概念と理論を習得するこ
とにより、身近な日常世界から日本社会、国際
関係、歴史的変化などの大小様々な事象の背
景にある「しくみ」をより総合的に把握する能力
を伸ばす。社会学の古典や近現代の理論を中
心に、それぞれの類似点・相違点など相互の関
係を明らかにしながら解説する。様々な理論を社
会における身近な問題や事例を理解する際に、
知的な道具として積極的に活用できるようにな
ることを目標とする。

●情報法学
この授業では、まず「情報」の意味について考え
る。次に、知る権利と情報公開制度、プライバシ
ーの保護、名誉毀損、わいせつ規制など、情報の
流通過程における個人の権利について詳しく述
べる。さらに、コンピュータとインターネットで結ばれ
た情報化社会に特有な犯罪、セキュリティの確
保、情報倫理なども検討する。

●公共デザイン戦略
公的組織（政府・自治体とその関連組織や
NPO等）や民間企業は、社会的課題の解決や
組織目的の達成のために、広く公共社会（とそ
の構成要素である団体・個人）を対象として施
策や活動を実施している。公的組織や民間企
業がこうした施策・活動を企画立案し、実施する
ことを本科目では「公共デザイン」と呼ぶことに
する。本科目では、公共デザインのさまざまな態
様に応じて、それらを有効に実施するための戦
略のあり方を論じることを中心的課題に据え、そ
のために必要な理論や方法論、さらには公共デ
ザイン戦略の具体的な実践方法を解説する。

●自然地理学
自然地理学は、気候・地形・水文・植生・土壌等
の観点から、地域の自然環境を総合的に探究
する学問である。本科目では、地理学や気候学
を中心にして、地形的形成や地域的な環境特
性を体系的に整理する。さらに、自然環境と人
間社会の関わりにも目を向け、地球規模では地
球温暖化や酸性雨、地域規模では自然災害な
どさまざまな自然環境の人間生活への影響や、
逆に人間生活が気候をはじめとする自然環境
に与える影響について考察する。

●外国語文献研究
英文をはじめとして外国語の文献を読むことは、
大学における学習や研究において不可欠な行
為である。しかもグローバル化やインターネットの
普及により、外国語のリテラシー（特に読むこ
と）の重要性はますます高まっている。本科目で
は、複数の担当教員の中から自分の関心がある
専門分野の教員を選び、その教員のもとで外国
語文献（書籍、論文、その他の文書）を講読し、
外国語文献の読解能力を向上させるとともに、
関心領域について知見や理解を深め、自身の
学習・研究に役立てることを目指す。

●文化政策演習Ⅰ
２年次までに身につけた教養・知識・技能等を
基礎として、指導教員による綿密な指導のもと
で、専門性を高めるとともに、調査・研究や企画
立案の手法を習得する。また自らの関心領域や
テーマを具体的に定めていく。なお文化政策演
習Ⅰと文化政策演習Ⅱは、原則として、同一の指
導教員のもとで連続的に受講する。

●文化政策演習Ⅱ
文化政策演習Ⅰの成果を引き継ぎ、原則として
同一の指導教員による指導のもとで、専門性や
調査・研究・企画立案の技能をさらに高める。ま
た関心領域における調査・研究や企画立案を
実施するほか、卒業論文・プロジェクトのテーマ
探索等にも取り組む。

●文化政策演習Ⅲ
文化政策演習Ⅰ・Ⅱの成果を踏まえ、指導教員に
よる綿密な指導のもとで、自らが取り組むテーマ
を選定し、そのテーマに関する専門性をさらに高
めた上で、学術的な研究や課題解決型の企画
立案プロジェクトを進めていく。なお文化政策演
習Ⅲと文化政策演習Ⅳは、原則として、同一の
指導教員のもとで連続的に受講する。

●文化政策演習Ⅳ
文化政策演習Ⅲの成果を引き継ぎ、原則として
同一の指導教員による指導のもとで、学術的な
研究や課題解決型の企画立案プロジェクトをさ
らに進めていく。

●卒業論文・プロジェクト
大学における学習・研究の総仕上げとして、自らが
設定したテーマに関する調査・研究活動を行い、
その成果を卒業論文またはプロジェクトとして具体
化する。卒業論文とは、学術的な論考をまとめたも
ので、新たな知識・知見を生産するものである。一
方、プロジェクトとは、学術的な調査・研究活動の
成果を社会に対して具体的な提案や行動として
還元するものであり、知識・知見を社会に応用す
るものである。卒業論文やプロジェクトが具体的
にどのような条件を満たすべきかは別途定める。

　

●芸術文化入門
芸術文化学科の学生として必要な学びの基本
を示すための科目である。文化、芸術を専攻研
究する学生として、また将来の事業企画者・支
援者・政策立案者として、文化、芸術に能動的
にかかわっていく上での基盤となる理解と責任
感を醸成することを狙いとする。学科専任教員
複数名によるオムニバス形式で講義を行い、文
化、芸術に多様なジャンルがあることを確認する
だけでなく、それらを大学での学びの中で扱う方
法も多様であることを認識する。

●芸術表現A・B
実際に第一線で活躍する芸術家のもとで、その
訓練や制作の場に立ち会い、芸術従事者の姿
勢、心構えに触れるとともに芸術の深遠さとそれ
に携わることの厳しさを体感することが狙い。将
来事業企画者、支援者、政策立案者として文
化、芸術にかかわる者になることを想定し、その
ような者として不可欠な、高度に専門的な芸術
表現の現場を体験することによって、芸術の本
質について考える。芸術表現Bとあわせ複数の
領域を用意し、うち1枠を必修とする。

●芸術文化基礎A～D
ゼミに所属する前の学科学生を対象とし、大学
生としての読み・書く能力を前提として、学科専
任教員にそれぞれ所属し、文化、芸術に関する
さまざまな専門領域での研究手法の基礎を学
ぶ。専門領域での基礎的文献を読解し、検討
することによって専門領域についての知識を得
るとともに、それを整理し、まとめるなどの作業を
することによって、読み書く能力をさらに高め、考
察力と分析力を養うことを目指す。基礎AB、CD
あわせて10クラス程度を設定し、うち２クラスの
受講を義務づける。

●芸術文化特講
一つのテーマを設定し、多様な専門性を持つ学
科専任教員が、各自の専門領域に関連する
様々な視点から当該テーマをめぐって行うオム
ニバス方式の連続講義とする。学科で一定の
学習を積み重ねた上で、ゼミ選択を控えた学生
を対象とする。受講者は、同一テーマへの多角
的なアプローチの可能性を体得すると同時に、
それらの異なったアプローチが互いにつながりを
持つということを理解することが狙いである。学
生は、この授業で示される多様な専門領域か
ら、自分が関心のある領域への理解を深め、次
の段階に進む助けとする。

●芸術文化政策の理論
法学、政治学、経済学、社会学等、社会科学の
主要な領域の中から1つあるいは複数の分野を
取り上げ、それぞれの学問分野における芸術文
化政策についての研究の系譜を概観するととも
に、それぞれの理論体系の特徴を学ぶ。さらに、
これらの理論を実際に我が国および諸外国に
おいて行われている国や地方公共団体の芸術
文化政策の事例にあてはめて分析を行う。これ
らを通じて、現実の芸術文化政策を理論的に分
析するための基礎を身につける。

●アートマネジメントA
公共性を持つ非営利芸術組織のマネジメント
であるアートマネジメントの各論として、非営利
芸術組織の特徴、および日本のそれらが持つ
課題を踏まえて、課題解決のために必要とな
る、より専門的な領域についての理論的、実践
的な知識を身につける。特に、公演、展覧会、
教育プログラムをはじめとしたアウトプットを鑑賞
者等に届けるためのマーケティングや、非営利
組織が持続的に活動を続けるために不可欠な
資源を獲得するためのファンドレイジングなどを
中心に学ぶ。

●アートマネジメントB
公共性を持つ非営利芸術組織のマネジメントで
あるアートマネジメントの各論として、非営利芸
術組織の特徴、および日本のそれらが持つ課題
を踏まえて、課題解決のために必要となる、より
専門的な領域についての理論的、実践的な知
識を身につける。特に、非営利組織が営利組織
とは異なり、賃金等を中心とした金銭的インセン
ティブが働きにくい組織であるという特徴を踏ま
えた上で、組織や組織間関係、人的資源管理、
戦略計画などを中心に学ぶ。

●芸術文化政策の国際比較
芸術支援に関わる政策分野を中心に、日米あ
るいは日欧等の文化政策について時代背景等
の歴史的視点を踏まえて比較検討することによ
り、政策目的の変遷や、政策手段の多様なあり
方についての理解を深める。特に、政策分析に
不可欠な、市場と政府、そして非営利経済の関
係についての視点を養うとともに、各種の補助
金制度、租税優遇措置、顕彰制度や官民協働
等、具体的な政策手段の特徴や、法や計画策
定等の意義や限界等について検討する。

●文化施設の管理と運営
劇場・音楽堂等をはじめとした文化施設が、市
民や地域社会に対して果たすべき使命につい
ての認識を深めるとともに、こうした施設の管理
と運営のあり方について実践的に学ぶ。特に自
治体が設立した公立施設においては、2003年
に導入された指定管理者制度の特徴や課題
等について、事例研究を取り入れながら検討を
行うとともに、2012年に制定された劇場・音楽
堂等の活性化に関する法律の意義や特徴を踏
まえつつ、今後の我が国における文化施設運
営のあり方についての考察を深める。

●文化財保護政策
我が国の文化財保護の法的・制度的な枠組み
について基礎的な知識を身につけた上で、有形
および無形の文化財保護に関する様々な事例
研究を通して政策の背景や課題について分析
する。特に1950年に制定された文化財保護法
の意義や特徴と、その実施体制が我が国の文
化財保護政策および文化政策の他領域に与
えた影響などについての理解を深める。さらに、
近年の注目すべき動きとして、文化財と地域社
会・まちづくりとの関連について検討する。

●地域社会と芸術文化
まちづくり、観光振興、産業振興、住民間コミュ
ニケーション促進、地域アイデンティティの形成
など、芸術文化は地域社会の発展と密接な関
わりを持っている。我が国あるいは諸外国にお
ける具体的な事例を参照しつつ、地域社会にお

ける芸術文化の役割について幅広く学ぶ。これ
らを通じ、地域社会における文化施設や実演芸
術団体等のアートマネジメントのあり方や、地方
公共団体等における芸術文化政策のあり方を
考えるための視野を広げる。

●現代社会と芸術文化
医療や福祉、更生や教育の手段としての活用
や、様々なマイノリティに関する社会包摂の手段
として注目されるなど、芸術文化は現代社会にお
ける様々な問題と密接に関わるようになってきて
いる。情報化、少子高齢化、国際化をはじめとし
た現代社会における様々な環境変化と芸術文
化の関係について、国内外の様々な事例を通じ
て多面的な視点から学ぶことにより、現代社会
におけるアートマネジメントや文化政策のあり方
を考えるための視野を広げる。

●文化と芸術A～D
この科目群では、文化、芸術の多様な展開につ
いて、それぞれの領域において提示される諸現
象の現状や特色などを理解するとともに、それら
を学問的に取り扱う方法や、それによって明らか
になることがらについて考える。文化、芸術につ
いての学問的理解の上で欠かせない学問領域
について、歴史的展開や最新の状況を鑑みつ
つこの科目群で取り扱うこととする。それぞれの
ジャンルによってＡ～Ｄで展開する。美術、音
楽、演劇等のジャンルとともに、社会や時代の
要請に応じたジャンルも扱う。

●現代芸術論A～D
文化・芸術を考える上で無視することができな
い、とりわけ現代に特徴的な事柄、現象を取り
上げ、その性質や課題について考察することを
狙いとする。また、このような現代的課題に対す
る対処法とはどのようなものかについて考える。
これらの現代文化、現代芸術諸領域の研究方
法についても最新の情報を交えながら概観す
る。それぞれのジャンルによってＡ～Ｄで展開す
る。美術、音楽、演劇等のジャンルとともに、社
会や時代の要請に応じたジャンルも扱う。

●芸術特論A～D
文化、芸術の各領域において特に際立った現
象、出来事などについてテーマ別に取り上げ
る。それぞれのテーマに即したより深い考察を扱
う。特に、複数の専門領域にまたがるような学際
的領域にある事象、これまで学問的にあまり扱
われることがなかったような最新の事象や理論、
研究領域などについても扱い、文化、芸術を新
しい視点で切り取る方法を知る。それぞれのジャ
ンル、テーマによってＡ～Ｄで展開する。美術、
音楽、演劇等のジャンルとともに、社会や時代
の要請に応じたジャンルも扱う。
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卒業研究

学科基礎

専門科目 政策とマネジメント

専門科目 文化と芸術



芸術文化学科科目概要

●音楽史Ⅰ
主としてヨーロッパの音楽史を扱う。古代ギリシ
ャやローマの音楽理論からはじめ、グレゴリオ聖
歌から初期ポリフォニーの時代、ルネサンス期を
概観したのち、バロックからハイドン、モーツァル
トの時代、ベートーヴェンからシェーンベルクの時
代までを中心に扱い、それぞれの時代様式（響
きや構造の特徴）を把握するだけでなく、作曲家
の個人様式を代表するような作品を聴きなが
ら、その特性について学習する。また西洋世界
における各時代が音楽に何を求め、それが具体
的にどのような場で演奏されたのかについても
講義する。

●音楽史Ⅱ
主として日本・東洋の音楽史を扱う。中国大陸
との交流によって伝えられた雅楽や聲明に始ま
り、中世の能楽、平家（平曲）など、近世邦楽の
浄瑠璃、長唄、地歌、箏曲を経て（歌舞伎・文楽
等の劇音楽にも言及）、明治以降の西洋音楽
導入に伴う新日本音楽や現代邦楽の成立に至
るまでを概観する。また、それぞれのジャンルの
理論や用いられる楽器について、記譜法や伝
承の問題、それぞれの音楽・芸能が成立した社
会的背景にも触れ、その特徴を深く理解する。
また日本と深く関わる東洋（アジア）の音楽史に
ついても概観する。

●演劇史Ⅰ
主としてヨーロッパ演劇の歴史を学ぶ。まず、西
洋の演劇が本格的に開花した古代ギリシャ・ロ
ーマ時代から中世・ルネサンス、さらにはシェイク
スピア、モリエールらが活躍した黄金時代、そし
て18世紀啓蒙主義時代に至る演劇の流れを、
具体的な作品を見ながら概観する。次いで、欧
米を中心に、19世紀から現代に至る演劇の基
本的な潮流をたどる。ロマン主義の演劇、近代
のリアリズム演劇、そして20世紀の前衛演劇か
ら最先端の演劇までの展開を、映像資料を用い
た作品鑑賞を通して理解する。

●演劇史Ⅱ
主として日本の芸能と演劇の歴史を学ぶ。芸能
という言葉の原義を探りつつ、伎楽、舞楽、田
楽、猿楽など日本の初期の芸能の諸相を概観
した後、観阿弥・世阿弥が大成した能について
基本的な知識を習得する。特に世阿弥の芸術
論について演技論的あるいは身体論的な視点
から考察し、それが現代の西洋前衛演劇に与え
た影響を明らかにする。また、能とともに成立し
た狂言や江戸時代に大きく発展した歌舞伎・人
形浄瑠璃などの伝統芸能、明治維新後に誕生
し日本の現代演劇へと通じる新派・新劇につい
ても基礎的な知識を身につける。

●美術史（西洋）Ⅰ
先史時代から近世ヨーロッパの美術の歴史を
学ぶ。また美術作品が誕生した社会背景もあ
わせて考える。前半は西洋美術の基礎ともいえ
る古代ギリシア・ローマ時代からキリスト教美術
の誕生と発展を経て、ルネサンスに至る軌跡
を、後半ではバロック、ロココという近世近代に
おけるヨーロッパ圏の文化交流を、さまざまな作
品を紹介しながらたどり、それらの作品に固有の
様式的特性を見極め、さらに様式分類や図像
分析といった美術史研究の基礎的な方法論も
探求する。

●美術史（西洋）Ⅱ
美術史（西洋）Ⅰで学んだ知識を基礎として、フ
ランス革命以降の近代ヨーロッパから２０世紀
前半の美術の歴史を学ぶ。また、美術作品が
誕生した社会背景もあわせて考える。ルネサン
ス時代に起こった社会の大きな変化に伴う芸
術上の大変革からバロック、ロココ時代を経て、
19世紀近代、さらには20世紀に至るまでの社
会の変遷と美術史の流れを、各時代、地域、作
家等による様式の違いや影響関係を確認しな
がら歴史を俯瞰する。

●美術史（日本・東洋）Ⅰ
古代から中世に至る日本美術の主要な作品を
スライド等で見ながら、それぞれの時代にどのよ
うなものが制作されていたのか、またそれぞれの
様式的特徴はいかなるものか明らかにする。そ
の時中国・朝鮮半島の美術から日本が何を受
け取り、そこからどのようなものを作り出したのか
といった視点から、日本美術の特色とは何か検
討する。また、そのような作品が制作された社会
背景、思想的背景などにも考えを及ぼす。これら
によって日本美術史の基本的な研究方法に触
れるようにしたい。

●美術史（日本・東洋）Ⅱ
Ⅰに引き続き、中世から近世に至る日本美術の
主要な作品をスライド等で見ながら、それぞれの
時代にどのようなものが制作されていたのか、ま
たそれぞれの様式的特徴はいかなるものか明ら
かにする。その時中国・ヨーロッパの美術から日
本が何を受け取り、そこからどのようなものを作り
出したのかといった視点から、日本美術の特色
とは何か検討する。また、そのような作品が制作
された社会背景、思想的背景などにも考えを及
ぼす。これらによって日本美術史の基本的な研
究方法に触れるようにしたい。

●鑑賞と批評Ⅰ
美術について学ぶには、まず実際の作品を多く
見て、それをじっくり観察し、作品について熟考
することが不可欠である。本授業では実際に展
覧会等で作品を観察することで、さまざまな美術
作品の美術史的な見方、分析方法を身につけ
る。加えて、それを効果的に記述し、伝える力を、
レポートを作成することにより習得する。美術の
ジャンルを限定するのではなく、多くの作品に触
れることで、幅広く作品を見る力を身につけると
ともに、美術史の全般的な知識を広げ、展覧会
の傾向や特徴を体験し知ることを目指す。

●鑑賞と批評Ⅱ
鑑賞と批評Ⅰと同様に、実際に展覧会等で作品
を観察することで、美術作品の美術史的な見
方、分析方法を身につける。加えて、それを効果
的に記述し、伝える力をレポートを作成すること
により習得する。Ⅰで習得した方法論をさらに展
開させることを目指す。作品について正確に記
述できる力を獲得するだけでなく、文献等で得た
情報と作品を照応させたり、他の作品と比較す
ることによって、より立体的に美術作品を捉える
能力を得ることを目指す。

●展示プロデュース論　
美術館、博物館のみならず様々な展覧会にお
ける管理・運営上の問題点を踏まえながら、展

示物そのものの視点から鑑賞者にとって望まし
い展示とはいかなるものかについて考える。コレ
クション等の常設展、特別な企画展等の様々な
展覧会における展示の特性について、あるいは
展示空間の問題について、様々な実例を見な
がら考える。さらに、近年重要になってきている
新しいメディアとの関連性やそれらを使用したよ
り効果的な展示についても考える。

●保存と修復
文化財についての基礎知識の学習と、文化財
の保存環境や保存方法について多角的に学
ぶ。また、対象とする文化財の修復に欠かせな
い漆工、表装、彩色等の基本的技術について
学ぶと同時に日本の伝統技法についての知識
も深める。また、歴史的建造物の修復の実態な
ども紹介する。近年特に重要になっている保存
や修復の根本的問題についても、これらに関す
る概念と社会との関係について考察することに
よってより望ましい保存のかたちを考える。

●舞台運営論
舞台上演の企画立案や文化施設の運営に携
わるには、劇場や舞台空間について十分に理
解しておく必要がある。そのための基礎的な知
識を習得するとともに、実際に劇場という機構を
体験的に学習し、作品を舞台で上演する上で
必要となる美術、衣裳、照明、音響といった基
礎的な技術を総合的に学ぶ。さらに、近年増加
しつつある野外劇場や円形劇場など、従来の
劇場とは異なるさまざまな演劇空間で用いられ
る特殊な技術についても一定の知識を得ること
で、今日行われている多様な形態の舞台上演
について理解を深める。

●劇場プロデュース論
音楽や演劇、バレエ、ダンス、オペラ、ミュージカ
ルなど、パフォーミングアーツの領域は多岐にわ
たるが、そのアートマネジメントの根幹をなすホー
ルプロデュースの役割について考察する。特定
の文化施設において、どの時期にどのような公
演を行うかを決定する企画立案、その前提となる
事前の市場調査、ホール運営の経済的条件と
地域の観客・聴衆のニーズとの調整など、舞台
公演を実施するにはさまざまな課題を解決しなけ
ればならない。これらの諸問題について、できるだ
け具体的な事例に即しながら考察を進めてゆく。

●芸術文化演習ⅠA
学生は教員ごとに設定するゼミに所属し、各担
当教員の提示する専門的テーマによる研究を演
習形式で行う。学生はそれぞれに関心のある専
門領域を扱うゼミにおいて、文献講読、発表、報
告を繰り返し行う。また、同一のゼミに所属する
学生同士で議論を重ねることによって、各自の研
鑽の助けとする。これまでの学びの中で養った能
力を各自のテーマにおいて十分に活用しつつ、
ゼミで所定のテーマにおける研究の検討を重ね
ながら、各自の卒業研究テーマを探っていく。　

●芸術文化演習ⅠB
学生は教員ごとに設定するゼミに所属し、各担
当教員の提示する専門的テーマによる研究を
演習形式で行う。学生はそれぞれに関心のある
専門領域を扱うゼミにおいて、文献講読、発
表、報告を繰り返し行う。また、同一のゼミに所

属する学生同士で議論を重ねることによって、
各自の研鑽の助けとする。これまでの学びの中
で養った能力を各自のテーマにおいて十分に
活用しつつ、ゼミで所定のテーマにおける研究
の検討を重ねながら、各自の卒業研究テーマを
探っていく。　

●芸術文化演習ⅡA
学生は教員ごとに設定するゼミに所属し、各担
当教員の提示する専門的テーマによる研究を
演習形式で行う。学生はそれぞれに関心のある
専門領域を扱うゼミにおいて、文献講読、発
表、報告を繰り返し行う。また、同一のゼミに所
属する学生同士で議論を重ねることによって、
各自の研鑽の助けとする。これまでの学びの中
で養った能力を各自のテーマにおいて十分に
活用しつつ、ゼミで所定のテーマにおける研究
の検討を重ねながら、各自の卒業研究テーマを
探っていく。　

●芸術文化演習ⅡB
学生は教員ごとに設定するゼミに所属し、各担
当教員の提示する専門的テーマによる研究を
演習形式で行う。学生はそれぞれに関心のある
専門領域を扱うゼミにおいて、文献講読、発
表、報告を繰り返し行う。また、同一のゼミに所
属する学生同士で議論を重ねることによって、
各自の研鑽の助けとする。これまでの学びの中
で養った能力を各自のテーマにおいて十分に
活用しつつ、ゼミで所定のテーマにおける研究
の検討を重ねながら、各自の卒業研究テーマを
探っていく。

●芸術文化演習Ⅲ
各ゼミ担当教員の指導のもと、卒業論文執筆と
関連させながら、学生各自が設定した個別のテ
ーマに従って、それぞれの研究を進める。ここで
は、演習Ⅰにおいて養われた文章を書く力と、同
じゼミに所属する学生との発表と議論によって
培われた構想力、分析力をさらに確かなものに
するために、研究と議論を重ねる。また、これらの
発表や報告によって、お互いのテーマについて
検討を重ねたものを各自の論文執筆に結びつ
けることを目指す。　

●芸術文化演習Ⅳ
各ゼミ担当教員の指導のもと、卒業論文執筆と
関連させながら、学生各自が設定した個別のテ
ーマに従って、それぞれの研究を進める。ここで
は、演習Ⅰにおいて養われた文章を書く力と、同
じゼミに所属する学生との発表と議論によって
培われた構想力、分析力をさらに確かなものに
するために、研究と議論を重ねる。また、これらの
発表や報告によって、お互いのテーマについて
検討を重ねたものを各自の論文執筆に結びつ
けることを目指す。　

●卒業論文
各ゼミの担当教員（指導教員）の指導に基づい
て、卒業論文を作成する。卒業論文では、これま
でに演習によって獲得した様々な知識、情報の
活用の方法、それらを自らの思考と照らし合わせ
ながらその思考をさらに新たなものとして構築す
る方法などを駆使し、自らの考えを論理的な文
章へとまとめていく。文献資料を収集し、それらを
読解、分析し、これに基づいて理論を立てる作
業を担当教員の指導とともに繰り返しつつ、論
文の完成を目指す。
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芸術文化学科科目概要

●音楽史Ⅰ
主としてヨーロッパの音楽史を扱う。古代ギリシ
ャやローマの音楽理論からはじめ、グレゴリオ聖
歌から初期ポリフォニーの時代、ルネサンス期を
概観したのち、バロックからハイドン、モーツァル
トの時代、ベートーヴェンからシェーンベルクの時
代までを中心に扱い、それぞれの時代様式（響
きや構造の特徴）を把握するだけでなく、作曲家
の個人様式を代表するような作品を聴きなが
ら、その特性について学習する。また西洋世界
における各時代が音楽に何を求め、それが具体
的にどのような場で演奏されたのかについても
講義する。

●音楽史Ⅱ
主として日本・東洋の音楽史を扱う。中国大陸
との交流によって伝えられた雅楽や聲明に始ま
り、中世の能楽、平家（平曲）など、近世邦楽の
浄瑠璃、長唄、地歌、箏曲を経て（歌舞伎・文楽
等の劇音楽にも言及）、明治以降の西洋音楽
導入に伴う新日本音楽や現代邦楽の成立に至
るまでを概観する。また、それぞれのジャンルの
理論や用いられる楽器について、記譜法や伝
承の問題、それぞれの音楽・芸能が成立した社
会的背景にも触れ、その特徴を深く理解する。
また日本と深く関わる東洋（アジア）の音楽史に
ついても概観する。

●演劇史Ⅰ
主としてヨーロッパ演劇の歴史を学ぶ。まず、西
洋の演劇が本格的に開花した古代ギリシャ・ロ
ーマ時代から中世・ルネサンス、さらにはシェイク
スピア、モリエールらが活躍した黄金時代、そし
て18世紀啓蒙主義時代に至る演劇の流れを、
具体的な作品を見ながら概観する。次いで、欧
米を中心に、19世紀から現代に至る演劇の基
本的な潮流をたどる。ロマン主義の演劇、近代
のリアリズム演劇、そして20世紀の前衛演劇か
ら最先端の演劇までの展開を、映像資料を用い
た作品鑑賞を通して理解する。

●演劇史Ⅱ
主として日本の芸能と演劇の歴史を学ぶ。芸能
という言葉の原義を探りつつ、伎楽、舞楽、田
楽、猿楽など日本の初期の芸能の諸相を概観
した後、観阿弥・世阿弥が大成した能について
基本的な知識を習得する。特に世阿弥の芸術
論について演技論的あるいは身体論的な視点
から考察し、それが現代の西洋前衛演劇に与え
た影響を明らかにする。また、能とともに成立し
た狂言や江戸時代に大きく発展した歌舞伎・人
形浄瑠璃などの伝統芸能、明治維新後に誕生
し日本の現代演劇へと通じる新派・新劇につい
ても基礎的な知識を身につける。

●美術史（西洋）Ⅰ
先史時代から近世ヨーロッパの美術の歴史を
学ぶ。また美術作品が誕生した社会背景もあ
わせて考える。前半は西洋美術の基礎ともいえ
る古代ギリシア・ローマ時代からキリスト教美術
の誕生と発展を経て、ルネサンスに至る軌跡
を、後半ではバロック、ロココという近世近代に
おけるヨーロッパ圏の文化交流を、さまざまな作
品を紹介しながらたどり、それらの作品に固有の
様式的特性を見極め、さらに様式分類や図像
分析といった美術史研究の基礎的な方法論も
探求する。

●美術史（西洋）Ⅱ
美術史（西洋）Ⅰで学んだ知識を基礎として、フ
ランス革命以降の近代ヨーロッパから２０世紀
前半の美術の歴史を学ぶ。また、美術作品が
誕生した社会背景もあわせて考える。ルネサン
ス時代に起こった社会の大きな変化に伴う芸
術上の大変革からバロック、ロココ時代を経て、
19世紀近代、さらには20世紀に至るまでの社
会の変遷と美術史の流れを、各時代、地域、作
家等による様式の違いや影響関係を確認しな
がら歴史を俯瞰する。

●美術史（日本・東洋）Ⅰ
古代から中世に至る日本美術の主要な作品を
スライド等で見ながら、それぞれの時代にどのよ
うなものが制作されていたのか、またそれぞれの
様式的特徴はいかなるものか明らかにする。そ
の時中国・朝鮮半島の美術から日本が何を受
け取り、そこからどのようなものを作り出したのか
といった視点から、日本美術の特色とは何か検
討する。また、そのような作品が制作された社会
背景、思想的背景などにも考えを及ぼす。これら
によって日本美術史の基本的な研究方法に触
れるようにしたい。

●美術史（日本・東洋）Ⅱ
Ⅰに引き続き、中世から近世に至る日本美術の
主要な作品をスライド等で見ながら、それぞれの
時代にどのようなものが制作されていたのか、ま
たそれぞれの様式的特徴はいかなるものか明ら
かにする。その時中国・ヨーロッパの美術から日
本が何を受け取り、そこからどのようなものを作り
出したのかといった視点から、日本美術の特色
とは何か検討する。また、そのような作品が制作
された社会背景、思想的背景などにも考えを及
ぼす。これらによって日本美術史の基本的な研
究方法に触れるようにしたい。

●鑑賞と批評Ⅰ
美術について学ぶには、まず実際の作品を多く
見て、それをじっくり観察し、作品について熟考
することが不可欠である。本授業では実際に展
覧会等で作品を観察することで、さまざまな美術
作品の美術史的な見方、分析方法を身につけ
る。加えて、それを効果的に記述し、伝える力を、
レポートを作成することにより習得する。美術の
ジャンルを限定するのではなく、多くの作品に触
れることで、幅広く作品を見る力を身につけると
ともに、美術史の全般的な知識を広げ、展覧会
の傾向や特徴を体験し知ることを目指す。

●鑑賞と批評Ⅱ
鑑賞と批評Ⅰと同様に、実際に展覧会等で作品
を観察することで、美術作品の美術史的な見
方、分析方法を身につける。加えて、それを効果
的に記述し、伝える力をレポートを作成すること
により習得する。Ⅰで習得した方法論をさらに展
開させることを目指す。作品について正確に記
述できる力を獲得するだけでなく、文献等で得た
情報と作品を照応させたり、他の作品と比較す
ることによって、より立体的に美術作品を捉える
能力を得ることを目指す。

●展示プロデュース論　
美術館、博物館のみならず様々な展覧会にお
ける管理・運営上の問題点を踏まえながら、展

示物そのものの視点から鑑賞者にとって望まし
い展示とはいかなるものかについて考える。コレ
クション等の常設展、特別な企画展等の様々な
展覧会における展示の特性について、あるいは
展示空間の問題について、様々な実例を見な
がら考える。さらに、近年重要になってきている
新しいメディアとの関連性やそれらを使用したよ
り効果的な展示についても考える。

●保存と修復
文化財についての基礎知識の学習と、文化財
の保存環境や保存方法について多角的に学
ぶ。また、対象とする文化財の修復に欠かせな
い漆工、表装、彩色等の基本的技術について
学ぶと同時に日本の伝統技法についての知識
も深める。また、歴史的建造物の修復の実態な
ども紹介する。近年特に重要になっている保存
や修復の根本的問題についても、これらに関す
る概念と社会との関係について考察することに
よってより望ましい保存のかたちを考える。

●舞台運営論
舞台上演の企画立案や文化施設の運営に携
わるには、劇場や舞台空間について十分に理
解しておく必要がある。そのための基礎的な知
識を習得するとともに、実際に劇場という機構を
体験的に学習し、作品を舞台で上演する上で
必要となる美術、衣裳、照明、音響といった基
礎的な技術を総合的に学ぶ。さらに、近年増加
しつつある野外劇場や円形劇場など、従来の
劇場とは異なるさまざまな演劇空間で用いられ
る特殊な技術についても一定の知識を得ること
で、今日行われている多様な形態の舞台上演
について理解を深める。

●劇場プロデュース論
音楽や演劇、バレエ、ダンス、オペラ、ミュージカ
ルなど、パフォーミングアーツの領域は多岐にわ
たるが、そのアートマネジメントの根幹をなすホー
ルプロデュースの役割について考察する。特定
の文化施設において、どの時期にどのような公
演を行うかを決定する企画立案、その前提となる
事前の市場調査、ホール運営の経済的条件と
地域の観客・聴衆のニーズとの調整など、舞台
公演を実施するにはさまざまな課題を解決しなけ
ればならない。これらの諸問題について、できるだ
け具体的な事例に即しながら考察を進めてゆく。

●芸術文化演習ⅠA
学生は教員ごとに設定するゼミに所属し、各担
当教員の提示する専門的テーマによる研究を演
習形式で行う。学生はそれぞれに関心のある専
門領域を扱うゼミにおいて、文献講読、発表、報
告を繰り返し行う。また、同一のゼミに所属する
学生同士で議論を重ねることによって、各自の研
鑽の助けとする。これまでの学びの中で養った能
力を各自のテーマにおいて十分に活用しつつ、
ゼミで所定のテーマにおける研究の検討を重ね
ながら、各自の卒業研究テーマを探っていく。　

●芸術文化演習ⅠB
学生は教員ごとに設定するゼミに所属し、各担
当教員の提示する専門的テーマによる研究を
演習形式で行う。学生はそれぞれに関心のある
専門領域を扱うゼミにおいて、文献講読、発
表、報告を繰り返し行う。また、同一のゼミに所

属する学生同士で議論を重ねることによって、
各自の研鑽の助けとする。これまでの学びの中
で養った能力を各自のテーマにおいて十分に
活用しつつ、ゼミで所定のテーマにおける研究
の検討を重ねながら、各自の卒業研究テーマを
探っていく。　

●芸術文化演習ⅡA
学生は教員ごとに設定するゼミに所属し、各担
当教員の提示する専門的テーマによる研究を
演習形式で行う。学生はそれぞれに関心のある
専門領域を扱うゼミにおいて、文献講読、発
表、報告を繰り返し行う。また、同一のゼミに所
属する学生同士で議論を重ねることによって、
各自の研鑽の助けとする。これまでの学びの中
で養った能力を各自のテーマにおいて十分に
活用しつつ、ゼミで所定のテーマにおける研究
の検討を重ねながら、各自の卒業研究テーマを
探っていく。　

●芸術文化演習ⅡB
学生は教員ごとに設定するゼミに所属し、各担
当教員の提示する専門的テーマによる研究を
演習形式で行う。学生はそれぞれに関心のある
専門領域を扱うゼミにおいて、文献講読、発
表、報告を繰り返し行う。また、同一のゼミに所
属する学生同士で議論を重ねることによって、
各自の研鑽の助けとする。これまでの学びの中
で養った能力を各自のテーマにおいて十分に
活用しつつ、ゼミで所定のテーマにおける研究
の検討を重ねながら、各自の卒業研究テーマを
探っていく。

●芸術文化演習Ⅲ
各ゼミ担当教員の指導のもと、卒業論文執筆と
関連させながら、学生各自が設定した個別のテ
ーマに従って、それぞれの研究を進める。ここで
は、演習Ⅰにおいて養われた文章を書く力と、同
じゼミに所属する学生との発表と議論によって
培われた構想力、分析力をさらに確かなものに
するために、研究と議論を重ねる。また、これらの
発表や報告によって、お互いのテーマについて
検討を重ねたものを各自の論文執筆に結びつ
けることを目指す。　

●芸術文化演習Ⅳ
各ゼミ担当教員の指導のもと、卒業論文執筆と
関連させながら、学生各自が設定した個別のテ
ーマに従って、それぞれの研究を進める。ここで
は、演習Ⅰにおいて養われた文章を書く力と、同
じゼミに所属する学生との発表と議論によって
培われた構想力、分析力をさらに確かなものに
するために、研究と議論を重ねる。また、これらの
発表や報告によって、お互いのテーマについて
検討を重ねたものを各自の論文執筆に結びつ
けることを目指す。　

●卒業論文
各ゼミの担当教員（指導教員）の指導に基づい
て、卒業論文を作成する。卒業論文では、これま
でに演習によって獲得した様々な知識、情報の
活用の方法、それらを自らの思考と照らし合わせ
ながらその思考をさらに新たなものとして構築す
る方法などを駆使し、自らの考えを論理的な文
章へとまとめていく。文献資料を収集し、それらを
読解、分析し、これに基づいて理論を立てる作
業を担当教員の指導とともに繰り返しつつ、論
文の完成を目指す。
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卒業研究



デザイン共通科目概要

●デザイン概論
デザインを初めて学ぶにあたって、本講義では
近・現代のデザイン思想や様々なデザイン領域
における試行の歴史的な変遷を通して、デザイ
ン行為の基本となる発想や考え方を体系的に
学修する。多様化する生活様式・ものづくり・情
報伝達・住環境・社会システムを踏まえ、各領域

（デザインフィロソフィー、プロダクト、ビジュアル・
サウンド、建築・環境、インタラクション）のデザイ
ナーとしての職能やそのあり方、活動分野、今
後の展開を考える。

●デザインマネジメント
現代社会におけるデザインの果たす役割につ
いて、消費者の動向や企業の活動実態を事例
として取り上げ、デザインマネジメントの視点から
製品の企画、開発、設計、デザイン、生産から販
売活動に至るまでのトータルなプロセスとデザイ
ン組織の管理、意思決定、および評価の構造を
学習する。それにより、拡大するデザイン活動と
その対象領域を把握し、ビジネスにおける新た
な価値創造を実現するための、戦略的なデザイ
ンマネジメントの重要性について理解し、考察す
る力を身につける。

●デザイン美学
デザインの歴史を、デザインに関わる諸概念か
ら俯瞰することで、事象に対する視点や考え方、
造形の仕組みの読み方を学ぶ講義である。受
講者は、様々な時代、様々な立場の考え方がど
のようにデザインと造形に結びつき、どのような
ものが作られたか、それらにどのような意味が込
められたのかを探究し、デザインの世界と私たち
の人間や社会に対する認識との関係について
考察する。

●デザイン思考
デザインの現場をはじめとして、技術開発、企業
経営、ブランディング、フィールドリサーチなどの
現場で有効にはたらくデザイン思考の事例を概
観し、ブレインストーミング、ワークショップ、エス
ノグラフィーなどの方法論を取り上げて体験学
習する。さらに、発想や開発に関わる、視覚化・
協同・自己表現・身体化、企業経営やブランデ
ィングに関わる、領域横断・総合化・構造化・共
感、フィールドリサーチに関わる、観察・参与・感
情移入・仮設推論などのデザイン思考の手法
を論ずる。

●くらしのデザイン
人々の様々な暮らしの中から創造されるデザイ
ンについて、住まう・使うなどの生活行動を中心
に、ヒトとモノの関係性、モノとモノの関係性が
デザインの大切な要素であることを学ぶ。また、
街並みや公共空間、住宅や製品などのデザイ
ン事例から、生活者の不満・不足・願望の抽出
を行うことで改善点を求め改良がなされたこと。
そして、それらが新たなアイデアやデザインへ導
かれたことを学ぶ。さらに、暮らしの中に内在す
る諸問題点・課題点の発見と抽出を行い、デザ
インの要素・要件を導き出す生活起点発想のデ
ザインを学ぶ。

●技術史
有史以来、道具や技術の発明に支えられた私
たちの生活文化の革新史は、ものづくりの文化

史ともいえる。ものづくりにおいて、人々が何を
考えてきたのか、またつくられたものや思考から
現代の私たちの暮らしにつながるものは何かに
ついて考える。本授業では、技術の進歩によっ
て何がもたらされたのか、単なる技術的な発展
にとどまらず、多角的に考えることを通して、現在
のものづくりやデザインへの接続点、私たちが
取り組むべき問題を見出していく。

●現代デザイン論
業界の先端で活躍する複数の講師によって展
開される講義である。毎週系統立てて設定され
たテーマに基づき、その専門の講師が担当す
る。多様化するデザイン業界の状況を知り、個
性あふれる講師陣の実体験や持論を理解する
ことで、デザインの世界の幅の広さや深さ、学生
本人の将来像を考えるきっかけにするための知
識を深める。デザイン学部の各領域の関係性
や分野の関連、デザイナーの役割、職業や職種
についての知識、プロフェッショナルとしてのポ
リシー、デザイン実務の内容など学生にとって知
られざる現実を知る。

●情報処理基礎
情報社会におけるデザイン業務に必要とされ
る、情報リテラシー（情報の収集、分析、問題解
決、発信するための能力）を習得し、デザインに
おける課題解決やプレゼンテーションに応用で
きる能力の修得を目的とする。コンピュータによ
る文章作成、データ処理、および図形処理スキ
ルを身につけるとともに、コンピュータのハード・
ソフト、ネットワーク等の基礎的な概念もあわせ
て学習することで、デザインの専門教育や卒業
研究・制作など大学で学ぶ上で必要な知識と
技術を身につける。

●情報処理A
現代のデザイナーにとっては、外観や形状だけ
でなく、内部構造や機能そのものまでもがデザ
インの対象となる。多様な機器において、機能
を実現するための核となるのは「情報処理」で
ある。本科目では、この「情報処理」を理解し、

「情報処理」の知識やセンスを活かし、現代に
求められるデザインを実践できる能力を育成す
るための情報リテラシー教育を行う。情報処理
の歴史、情報処理技術が活用される最新の現
場の状況、アルゴリズムの基礎等について学
習する。

●情報処理B
プラットフォームとしてのコンピュータ/インター
ネットの理解、「HTMLソースを読める/書ける」
基礎的理解、JavaScript等の活用、スタイル
シート（CSS）による統一されたデザイン作成、
サウンドやマルチメディア・コンテンツの活用手
法など、ウェブデザイナーとして高度なコンテン
ツを実現するための情報処理的な背景を理解
していく。あわせてセキュリティ・プライバシー・知
的財産権について基礎から最新状況までを理
解する。

●情報環境論
情報技術と社会、情報技術と暮らし、および情
報技術と産業の関わりについて、電子メディア
や情報処理、通信ネットワークなどの変化動向
を概括しながら、情報化社会における社会環境
や生活環境について、具体的な技術開発、標
準化、およびマーケティング事例を含めて学習

する。それらを、情報社会全体として捉え、デザイ
ンの役割とあわせて考えていくことで、新しい情
報化社会において、生活文化・産業に寄与でき
る基本的な考え方を身につける。

●造形芸術論
造形芸術のあり方を認識するために造形作品
および作家等を具体例として紹介することで、そ
の歴史や活動内容また現代における評価や影
響等を考察し、それらの造形表現に伴う技術お
よび技法・様式や素材等にも焦点を当て理解を
深める。またそれら造形作品および作家等に関
係もしくは影響のある作品や人物、さらに古代
から現代に至る美術や文化等も考察することに
より造形芸術への理解を深め、現代社会にお
ける造形芸術のあり方を学ぶことを目的とする。

●色彩計画論
配色がもたらす効果や実際のデザイン現場で
の色彩の利用法等、より実践的な理解を促す
ことを目的とする。色彩知覚の仕組みや色の三
属性、マンセル表色系といった基本事項の理
解をベースとして、各色相系がもたらす心理的
効果や配色のテクニック等、実際の制作に反
映できる内容を修得する。加えて、印刷媒体、
パッケージ、プロダクト、インテリア、都市環境
等、各領域での色の使い方の代表事例を紹介
しより身近なツールとしての「色」を意識できる
ようにする。

●デジタルプレゼンテーション
コンピュータを活用したデスクトップパブリッシン
グを中心に、ビジュアルデータ（文字および文
章、記号と図形、表、イラスト、写真、映像や音
等）を解りやすく、正確に、無駄なく伝える手法を
学ぶ演習。媒体別の表現方法の違いを意識し
ながら、同時に口頭でのプレゼンテーション能力
も高めることを目的としている。講義、演習、プレ
ゼンテーション実践を相互に組み合わせながら、
プレゼンテーションツールを習得、特徴を把握し
ていく中で、最適な手段、戦略を模索していく。
最終的には、プレゼンテーションデータと合わせ
て、ポートフォリオ等を制作する。

●Design English
グローバル市場に対応するデザイン開発に必
要な英語コミュニケーション、特に辞書や学習
書だけでは習得の難しいデザイン表現のための
英語を学ぶ。デザイン検討やプレゼンテーション
に使われる英語を中心に、色・形・機能などのカ
テゴリーごとに学習し、各カテゴリーに関するデ
ィスカッション能力を身につけ、デザインの目的
や手法についてプレゼンテーションを行う。

●建築図学･製図
建築設計製図に必要な図学的把握と適切な
表現のための製図技術を習得する。図面の表
現と意味を理解することにより、正確な図面表
現力を身につけデザインを伝達する技術を獲得
するとともに、図面を正確に読み理解する、図面
の読解力も身につける。図学では、図形の正確
な描き方、立体の平面的表現方法について論
理的に学び、製図では建築製図の諸規則等を
学び、具体的事例の図面の作図等を通じて、建
築設計製図表現技法を習得する。

●図学･製図
図学では、基本的な図形要素としての直線と
角・多角形・円と円弧・うずまき線・輪転線など
の平面図形と立体の展開図とその応用を学
び、立体のイメージ表現のための透視投影法

（一点透視図法・二点透視図法）を学習し、透
視図を作図する。製図では、三面図による立体
の表現、製図の記号、寸法の記入および規則
について学び、演習絵は製品の三面図を作図
する。

●デザインCAD
3次元形状のモデリング手法（フィーチャベース
モデリングやブーリアン演算）を理解し、CADに
よる造形技法（モデリングプロセス）、レンダリン
グ（マテリアル、カメラ、照明）やアニメーションに
よる表現技法（コンピュータグラフィックス）、お
よび３Dプリンターによる造形技法について学
ぶ。演習では、介護福祉機器、プロダクト製品、
3次元キャラクター、インテリア、建築模型など
幅広いデザイン領域に展開できる基礎的なデ
ジタルスキルを習得する。さらに、3次元CADデ
ータの管理、運用、活用についても学ぶ。

●建築CAD
建築設計デザインの表現手段としての、ＣＡＤ

（コンピュータ製図）について、基本的な知識と
技術を習得することを目的とする。建築CADソ
フトを使用しての実践的な演習を通じて、CAD
ソフトについて、図面作成手法・作図作法を学
習し、基本的知識と表現技術、プレゼンテーショ
ンワーク技術を身につける。最終的にはCADソ
フトを使用した作図、プレゼンテーション資料作
成によって効果的な設計表現が自由自在に可
能となることを目指している。

●デザインドローイング技法
空間デザインの作品表現に関わる基本的な知
識と技術を学ぶ。設計課題やデザインコンペの
作品制作に関わるプレゼンテーションについ
て、事例研究と実践的試行を通じて修得する。
コンセプト表現や図面ドローイング、スケッチ、
模型表現等基礎的な技法を修得するとともに
その表現の可能性を理解し、説得力のあるコミ
ュニケーションを実現する、作品表現に適した
豊かな表現力を身につけることを目標とする。

●フォトグラフィックス
デザインのためのフォトグラフィック技法の理解
を目的とした基礎的演習である。授業作品等具
体物の撮影やポートフォリオ、プレゼンテーショ
ンパネルに使用する写真等、デザインプロセス
のための写真撮影を中心に撮影技法を習得す
る。デジタルカメラ、フィルムカメラで撮影したデ
ータを、デザインに使用するための写真加工ソ
フトで加工・調整し、グラフィック編集に適した加
工を体験する。これらのテクニックを習得するた
めに作品制作を行う。

●表現技法Ⅰ
すべてのデザインの基礎となる、造形表現に不
可欠な観察力と描写力を身につけるための実
習を行う。これにより、日常生活で触れる対象に
対しての、ものの見方を変えるための「気づき」
を体得する。具体的に目にするモノを、手描きで
正確に表現できるようになるために、自然なパー
スを理解するための観察描写を繰り返して行
う。基礎的な図面からの描き起こしスケッチ等も

体験し、頭に思い浮かべた造形を、正確に紙に
描けるようになることを学ぶ。

●表現技法Ⅱ
造形の三要素（形・色・質感）を用いて「かたち」
を視覚化する平面構成に取り組み、グラフィック
デザインの基礎概念を学ぶとともに、デザインの
基本となる色彩、タイポグラフィ、エディトリアル
など様々な課題制作を通じて、2次元の世界で
表現法であるモノや空間の見方、捉え方を習得
する。それにより、文字や色彩などの要素からな
る内容が、様々なメディアに定着され、見られ読
まれることによって成立するグラフィックデザイン
分野の役割を理解する。

●表現技法Ⅲ
デザイン検討やプレゼンテーションにおいて必
要なデジタルツールを用いた立体の2次元表現
を学ぶ。コンピュータ上で行うデジタルスケッチ
をはじめとし、手描きスケッチ・写真・CGレンダリ
ング等の加工技術を学び、デザイン開発ステー
ジやプレゼンテーションの目的に合わせた様々
な表現技法を習得する。

●描画表現
現代のデザインに関わる領域は多岐にわたる
が、基本には常に造形表現というものがある。
デザイナーが心地よいフォルム、美しい形を作り
提案することが大きな責務である。そのもとには
美しく的確な描写と、造形表現力が欠かせな
い。観察したことのないものを表現することはで
きないし、その造形を考察することもできない。そ
のために観察から描画へ、描画から表現、表現
から造形へと磨きをかけるステップを実践する。

●立体造形Ⅰ
デザイン・建築などあらゆる分野で必要とされる、
基本的な立体造形力を身につけるため、立体
構成の基礎を学ぶ授業。立体造形感覚を養う
ため、表現方法や扱い方が異なるいくつかの素
材を用いて、カービングやモデリングなどその素
材に合ったアプローチの仕方を模索しながら立
体作品を制作する。実際の制作を通し、平面表
現とは異なる立体としての形の緊張感とバラン
ス感覚、視点の移動による立体の見え方の変
化、素材による特性、表現の多様性や展開力
の重要性などを学ぶ。

●立体造形Ⅱ
木材や金属、プラスティックなどの実材を用い、
デザインに必要な素材の持つ特性を理解するこ
とを主眼に立体的な課題創作を行う。実際にデ
ザインの世界で形ある実在の製品を制作するに
はマテリアル（素材）の選択がとても重要な問題
である。自ら実材を使い素材の特性を活かした
デザインを考え、自ら工夫して物を制作する作業
を行い、そのプロセスを通して、その特性、加工
法、組み立て法などを理解し、今後のデザインワ
ークの知識、経験として基礎力を習得する。

●空間演出計画Ⅰ
身の回りの基本的な空間把握に大きな影響を
及ぼす視覚、聴覚のテクノロジーを理解してい
く。様々な目的に合わせて、空間を演出しようと
する時には、色彩・照明・音響が重要な要素とな
るが、かたちや姿のない空間の要素を計画して
いくことは方法論や独特の指標、計画の知識が
なければ解けない場面がある。これらについて

の特性を学び、空間演出の基本的な知識を習
得する。さらに、具体的な空間演出事例を知り、
空間演出の考え方と手法の基礎を学ぶ。

●空間演出演習Ⅰ
空間演出計画Ⅰで学んだ基本的な知識・考え
方・手法に基づいて身近な空間を題材に実践し
ていく。色・光・音をテーマにして、実際に空間演
出を目的とした作品を制作し、作品発表を行う。
発表では空間演出独特の表現技法を学ぶ。実
際に計画を行うことで論理的であった要素の感
覚を体験し、今後のさまざまなプロジェクトで空
間演出を検討していく意識を身につける。色・
光・音の各テーマごとに専門の教員が指導にあ
たる。

●ユニバーサル／インクルーシブデザイン概論
すべての人が住みやすい社会をつくるには、一
般には多数派とされている健康な成人だけでな
く、子どもや高齢者、そして障害者を含めた多様
な人の存在を意識しなければならない。どんなに
異質であっても社会的な活動から排除されない
ようにすること、これは世界的な合意であり、また
教育から就労、そしてレジャーなどの活動に至る
まで、あらゆる場面で保障されなければならない
人間としての権利である。それをできるだけ特殊
解でなく一般解として実現すべく、製品から構築
環境、そしてサービスなどのソフトな仕組みに至
るまで、あらゆるもののあり方を考える。

●生体機能論
できるだけ多くの人にとってより良いモノや空間
をデザインするためには人間の差異や変化につ
いて幅広い知識を持ち、人間の持つ種々の特
性について理解を深める必要がある。この授業
では人間工学や人類学の観点から人間の形態
的特徴、感覚・知覚の特性、それらの環境に応
じた変化、加齢による変化、各地域における差
異等の既存データや知見をもとに、様々なデザ
イン活動において必要とされる見識を深め、ユ
ニバーサルデザインへつながる考え方を養う。

●ユニバーサルデザインⅠ
能力や年齢・文化・性別などの違いを超え全て
の人に適合させることが可能な製品・サービス・
環境を目指すユニバーサルデザインの理念を実
現するために必要な考え方や、どのようなことに
ついて配慮をすればよいのかを学び、具体的に
進めるためのプロセス・手法を実践的に習得す
る。演習においては日常生活における人・もの・
空間などの事例を捉えて、様々な特性を持つ人
の視点に立って調査・検証を行い、問題を発見
し、課題解決に向けた考察、提案を行う。

●ユニバーサルデザインⅡ
異なる特性を持つユーザーを想像や表面的に
理解するのではなく、デザインの対象者としてチ
ームメンバーに迎えるユーザー参加型演習を行
う。行動を共にして生活の一部を観察する中か
ら、対象者の行動や身体の特性の理解、気持
ちの共有、課題や潜在的なニーズの発見から、
解決策となるデザインを考え提案を行う。演習を
通じて、全てのデザインの基本となるユーザー
観察・分析の手法、人間中心デザインのプロセ
ス、ユニバーサルデザインの解決手法について
体得する。
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デザイン共通科目概要

●デザイン概論
デザインを初めて学ぶにあたって、本講義では
近・現代のデザイン思想や様々なデザイン領域
における試行の歴史的な変遷を通して、デザイ
ン行為の基本となる発想や考え方を体系的に
学修する。多様化する生活様式・ものづくり・情
報伝達・住環境・社会システムを踏まえ、各領域

（デザインフィロソフィー、プロダクト、ビジュアル・
サウンド、建築・環境、インタラクション）のデザイ
ナーとしての職能やそのあり方、活動分野、今
後の展開を考える。

●デザインマネジメント
現代社会におけるデザインの果たす役割につ
いて、消費者の動向や企業の活動実態を事例
として取り上げ、デザインマネジメントの視点から
製品の企画、開発、設計、デザイン、生産から販
売活動に至るまでのトータルなプロセスとデザイ
ン組織の管理、意思決定、および評価の構造を
学習する。それにより、拡大するデザイン活動と
その対象領域を把握し、ビジネスにおける新た
な価値創造を実現するための、戦略的なデザイ
ンマネジメントの重要性について理解し、考察す
る力を身につける。

●デザイン美学
デザインの歴史を、デザインに関わる諸概念か
ら俯瞰することで、事象に対する視点や考え方、
造形の仕組みの読み方を学ぶ講義である。受
講者は、様々な時代、様々な立場の考え方がど
のようにデザインと造形に結びつき、どのような
ものが作られたか、それらにどのような意味が込
められたのかを探究し、デザインの世界と私たち
の人間や社会に対する認識との関係について
考察する。

●デザイン思考
デザインの現場をはじめとして、技術開発、企業
経営、ブランディング、フィールドリサーチなどの
現場で有効にはたらくデザイン思考の事例を概
観し、ブレインストーミング、ワークショップ、エス
ノグラフィーなどの方法論を取り上げて体験学
習する。さらに、発想や開発に関わる、視覚化・
協同・自己表現・身体化、企業経営やブランデ
ィングに関わる、領域横断・総合化・構造化・共
感、フィールドリサーチに関わる、観察・参与・感
情移入・仮設推論などのデザイン思考の手法
を論ずる。

●くらしのデザイン
人々の様々な暮らしの中から創造されるデザイ
ンについて、住まう・使うなどの生活行動を中心
に、ヒトとモノの関係性、モノとモノの関係性が
デザインの大切な要素であることを学ぶ。また、
街並みや公共空間、住宅や製品などのデザイ
ン事例から、生活者の不満・不足・願望の抽出
を行うことで改善点を求め改良がなされたこと。
そして、それらが新たなアイデアやデザインへ導
かれたことを学ぶ。さらに、暮らしの中に内在す
る諸問題点・課題点の発見と抽出を行い、デザ
インの要素・要件を導き出す生活起点発想のデ
ザインを学ぶ。

●技術史
有史以来、道具や技術の発明に支えられた私
たちの生活文化の革新史は、ものづくりの文化

史ともいえる。ものづくりにおいて、人々が何を
考えてきたのか、またつくられたものや思考から
現代の私たちの暮らしにつながるものは何かに
ついて考える。本授業では、技術の進歩によっ
て何がもたらされたのか、単なる技術的な発展
にとどまらず、多角的に考えることを通して、現在
のものづくりやデザインへの接続点、私たちが
取り組むべき問題を見出していく。

●現代デザイン論
業界の先端で活躍する複数の講師によって展
開される講義である。毎週系統立てて設定され
たテーマに基づき、その専門の講師が担当す
る。多様化するデザイン業界の状況を知り、個
性あふれる講師陣の実体験や持論を理解する
ことで、デザインの世界の幅の広さや深さ、学生
本人の将来像を考えるきっかけにするための知
識を深める。デザイン学部の各領域の関係性
や分野の関連、デザイナーの役割、職業や職種
についての知識、プロフェッショナルとしてのポ
リシー、デザイン実務の内容など学生にとって知
られざる現実を知る。

●情報処理基礎
情報社会におけるデザイン業務に必要とされ
る、情報リテラシー（情報の収集、分析、問題解
決、発信するための能力）を習得し、デザインに
おける課題解決やプレゼンテーションに応用で
きる能力の修得を目的とする。コンピュータによ
る文章作成、データ処理、および図形処理スキ
ルを身につけるとともに、コンピュータのハード・
ソフト、ネットワーク等の基礎的な概念もあわせ
て学習することで、デザインの専門教育や卒業
研究・制作など大学で学ぶ上で必要な知識と
技術を身につける。

●情報処理A
現代のデザイナーにとっては、外観や形状だけ
でなく、内部構造や機能そのものまでもがデザ
インの対象となる。多様な機器において、機能
を実現するための核となるのは「情報処理」で
ある。本科目では、この「情報処理」を理解し、

「情報処理」の知識やセンスを活かし、現代に
求められるデザインを実践できる能力を育成す
るための情報リテラシー教育を行う。情報処理
の歴史、情報処理技術が活用される最新の現
場の状況、アルゴリズムの基礎等について学
習する。

●情報処理B
プラットフォームとしてのコンピュータ/インター
ネットの理解、「HTMLソースを読める/書ける」
基礎的理解、JavaScript等の活用、スタイル
シート（CSS）による統一されたデザイン作成、
サウンドやマルチメディア・コンテンツの活用手
法など、ウェブデザイナーとして高度なコンテン
ツを実現するための情報処理的な背景を理解
していく。あわせてセキュリティ・プライバシー・知
的財産権について基礎から最新状況までを理
解する。

●情報環境論
情報技術と社会、情報技術と暮らし、および情
報技術と産業の関わりについて、電子メディア
や情報処理、通信ネットワークなどの変化動向
を概括しながら、情報化社会における社会環境
や生活環境について、具体的な技術開発、標
準化、およびマーケティング事例を含めて学習

する。それらを、情報社会全体として捉え、デザイ
ンの役割とあわせて考えていくことで、新しい情
報化社会において、生活文化・産業に寄与でき
る基本的な考え方を身につける。

●造形芸術論
造形芸術のあり方を認識するために造形作品
および作家等を具体例として紹介することで、そ
の歴史や活動内容また現代における評価や影
響等を考察し、それらの造形表現に伴う技術お
よび技法・様式や素材等にも焦点を当て理解を
深める。またそれら造形作品および作家等に関
係もしくは影響のある作品や人物、さらに古代
から現代に至る美術や文化等も考察することに
より造形芸術への理解を深め、現代社会にお
ける造形芸術のあり方を学ぶことを目的とする。

●色彩計画論
配色がもたらす効果や実際のデザイン現場で
の色彩の利用法等、より実践的な理解を促す
ことを目的とする。色彩知覚の仕組みや色の三
属性、マンセル表色系といった基本事項の理
解をベースとして、各色相系がもたらす心理的
効果や配色のテクニック等、実際の制作に反
映できる内容を修得する。加えて、印刷媒体、
パッケージ、プロダクト、インテリア、都市環境
等、各領域での色の使い方の代表事例を紹介
しより身近なツールとしての「色」を意識できる
ようにする。

●デジタルプレゼンテーション
コンピュータを活用したデスクトップパブリッシン
グを中心に、ビジュアルデータ（文字および文
章、記号と図形、表、イラスト、写真、映像や音
等）を解りやすく、正確に、無駄なく伝える手法を
学ぶ演習。媒体別の表現方法の違いを意識し
ながら、同時に口頭でのプレゼンテーション能力
も高めることを目的としている。講義、演習、プレ
ゼンテーション実践を相互に組み合わせながら、
プレゼンテーションツールを習得、特徴を把握し
ていく中で、最適な手段、戦略を模索していく。
最終的には、プレゼンテーションデータと合わせ
て、ポートフォリオ等を制作する。

●Design English
グローバル市場に対応するデザイン開発に必
要な英語コミュニケーション、特に辞書や学習
書だけでは習得の難しいデザイン表現のための
英語を学ぶ。デザイン検討やプレゼンテーション
に使われる英語を中心に、色・形・機能などのカ
テゴリーごとに学習し、各カテゴリーに関するデ
ィスカッション能力を身につけ、デザインの目的
や手法についてプレゼンテーションを行う。

●建築図学･製図
建築設計製図に必要な図学的把握と適切な
表現のための製図技術を習得する。図面の表
現と意味を理解することにより、正確な図面表
現力を身につけデザインを伝達する技術を獲得
するとともに、図面を正確に読み理解する、図面
の読解力も身につける。図学では、図形の正確
な描き方、立体の平面的表現方法について論
理的に学び、製図では建築製図の諸規則等を
学び、具体的事例の図面の作図等を通じて、建
築設計製図表現技法を習得する。

●図学･製図
図学では、基本的な図形要素としての直線と
角・多角形・円と円弧・うずまき線・輪転線など
の平面図形と立体の展開図とその応用を学
び、立体のイメージ表現のための透視投影法

（一点透視図法・二点透視図法）を学習し、透
視図を作図する。製図では、三面図による立体
の表現、製図の記号、寸法の記入および規則
について学び、演習絵は製品の三面図を作図
する。

●デザインCAD
3次元形状のモデリング手法（フィーチャベース
モデリングやブーリアン演算）を理解し、CADに
よる造形技法（モデリングプロセス）、レンダリン
グ（マテリアル、カメラ、照明）やアニメーションに
よる表現技法（コンピュータグラフィックス）、お
よび３Dプリンターによる造形技法について学
ぶ。演習では、介護福祉機器、プロダクト製品、
3次元キャラクター、インテリア、建築模型など
幅広いデザイン領域に展開できる基礎的なデ
ジタルスキルを習得する。さらに、3次元CADデ
ータの管理、運用、活用についても学ぶ。

●建築CAD
建築設計デザインの表現手段としての、ＣＡＤ

（コンピュータ製図）について、基本的な知識と
技術を習得することを目的とする。建築CADソ
フトを使用しての実践的な演習を通じて、CAD
ソフトについて、図面作成手法・作図作法を学
習し、基本的知識と表現技術、プレゼンテーショ
ンワーク技術を身につける。最終的にはCADソ
フトを使用した作図、プレゼンテーション資料作
成によって効果的な設計表現が自由自在に可
能となることを目指している。

●デザインドローイング技法
空間デザインの作品表現に関わる基本的な知
識と技術を学ぶ。設計課題やデザインコンペの
作品制作に関わるプレゼンテーションについ
て、事例研究と実践的試行を通じて修得する。
コンセプト表現や図面ドローイング、スケッチ、
模型表現等基礎的な技法を修得するとともに
その表現の可能性を理解し、説得力のあるコミ
ュニケーションを実現する、作品表現に適した
豊かな表現力を身につけることを目標とする。

●フォトグラフィックス
デザインのためのフォトグラフィック技法の理解
を目的とした基礎的演習である。授業作品等具
体物の撮影やポートフォリオ、プレゼンテーショ
ンパネルに使用する写真等、デザインプロセス
のための写真撮影を中心に撮影技法を習得す
る。デジタルカメラ、フィルムカメラで撮影したデ
ータを、デザインに使用するための写真加工ソ
フトで加工・調整し、グラフィック編集に適した加
工を体験する。これらのテクニックを習得するた
めに作品制作を行う。

●表現技法Ⅰ
すべてのデザインの基礎となる、造形表現に不
可欠な観察力と描写力を身につけるための実
習を行う。これにより、日常生活で触れる対象に
対しての、ものの見方を変えるための「気づき」
を体得する。具体的に目にするモノを、手描きで
正確に表現できるようになるために、自然なパー
スを理解するための観察描写を繰り返して行
う。基礎的な図面からの描き起こしスケッチ等も

体験し、頭に思い浮かべた造形を、正確に紙に
描けるようになることを学ぶ。

●表現技法Ⅱ
造形の三要素（形・色・質感）を用いて「かたち」
を視覚化する平面構成に取り組み、グラフィック
デザインの基礎概念を学ぶとともに、デザインの
基本となる色彩、タイポグラフィ、エディトリアル
など様々な課題制作を通じて、2次元の世界で
表現法であるモノや空間の見方、捉え方を習得
する。それにより、文字や色彩などの要素からな
る内容が、様々なメディアに定着され、見られ読
まれることによって成立するグラフィックデザイン
分野の役割を理解する。

●表現技法Ⅲ
デザイン検討やプレゼンテーションにおいて必
要なデジタルツールを用いた立体の2次元表現
を学ぶ。コンピュータ上で行うデジタルスケッチ
をはじめとし、手描きスケッチ・写真・CGレンダリ
ング等の加工技術を学び、デザイン開発ステー
ジやプレゼンテーションの目的に合わせた様々
な表現技法を習得する。

●描画表現
現代のデザインに関わる領域は多岐にわたる
が、基本には常に造形表現というものがある。
デザイナーが心地よいフォルム、美しい形を作り
提案することが大きな責務である。そのもとには
美しく的確な描写と、造形表現力が欠かせな
い。観察したことのないものを表現することはで
きないし、その造形を考察することもできない。そ
のために観察から描画へ、描画から表現、表現
から造形へと磨きをかけるステップを実践する。

●立体造形Ⅰ
デザイン・建築などあらゆる分野で必要とされる、
基本的な立体造形力を身につけるため、立体
構成の基礎を学ぶ授業。立体造形感覚を養う
ため、表現方法や扱い方が異なるいくつかの素
材を用いて、カービングやモデリングなどその素
材に合ったアプローチの仕方を模索しながら立
体作品を制作する。実際の制作を通し、平面表
現とは異なる立体としての形の緊張感とバラン
ス感覚、視点の移動による立体の見え方の変
化、素材による特性、表現の多様性や展開力
の重要性などを学ぶ。

●立体造形Ⅱ
木材や金属、プラスティックなどの実材を用い、
デザインに必要な素材の持つ特性を理解するこ
とを主眼に立体的な課題創作を行う。実際にデ
ザインの世界で形ある実在の製品を制作するに
はマテリアル（素材）の選択がとても重要な問題
である。自ら実材を使い素材の特性を活かした
デザインを考え、自ら工夫して物を制作する作業
を行い、そのプロセスを通して、その特性、加工
法、組み立て法などを理解し、今後のデザインワ
ークの知識、経験として基礎力を習得する。

●空間演出計画Ⅰ
身の回りの基本的な空間把握に大きな影響を
及ぼす視覚、聴覚のテクノロジーを理解してい
く。様々な目的に合わせて、空間を演出しようと
する時には、色彩・照明・音響が重要な要素とな
るが、かたちや姿のない空間の要素を計画して
いくことは方法論や独特の指標、計画の知識が
なければ解けない場面がある。これらについて

の特性を学び、空間演出の基本的な知識を習
得する。さらに、具体的な空間演出事例を知り、
空間演出の考え方と手法の基礎を学ぶ。

●空間演出演習Ⅰ
空間演出計画Ⅰで学んだ基本的な知識・考え
方・手法に基づいて身近な空間を題材に実践し
ていく。色・光・音をテーマにして、実際に空間演
出を目的とした作品を制作し、作品発表を行う。
発表では空間演出独特の表現技法を学ぶ。実
際に計画を行うことで論理的であった要素の感
覚を体験し、今後のさまざまなプロジェクトで空
間演出を検討していく意識を身につける。色・
光・音の各テーマごとに専門の教員が指導にあ
たる。

●ユニバーサル／インクルーシブデザイン概論
すべての人が住みやすい社会をつくるには、一
般には多数派とされている健康な成人だけでな
く、子どもや高齢者、そして障害者を含めた多様
な人の存在を意識しなければならない。どんなに
異質であっても社会的な活動から排除されない
ようにすること、これは世界的な合意であり、また
教育から就労、そしてレジャーなどの活動に至る
まで、あらゆる場面で保障されなければならない
人間としての権利である。それをできるだけ特殊
解でなく一般解として実現すべく、製品から構築
環境、そしてサービスなどのソフトな仕組みに至
るまで、あらゆるもののあり方を考える。

●生体機能論
できるだけ多くの人にとってより良いモノや空間
をデザインするためには人間の差異や変化につ
いて幅広い知識を持ち、人間の持つ種々の特
性について理解を深める必要がある。この授業
では人間工学や人類学の観点から人間の形態
的特徴、感覚・知覚の特性、それらの環境に応
じた変化、加齢による変化、各地域における差
異等の既存データや知見をもとに、様々なデザ
イン活動において必要とされる見識を深め、ユ
ニバーサルデザインへつながる考え方を養う。

●ユニバーサルデザインⅠ
能力や年齢・文化・性別などの違いを超え全て
の人に適合させることが可能な製品・サービス・
環境を目指すユニバーサルデザインの理念を実
現するために必要な考え方や、どのようなことに
ついて配慮をすればよいのかを学び、具体的に
進めるためのプロセス・手法を実践的に習得す
る。演習においては日常生活における人・もの・
空間などの事例を捉えて、様々な特性を持つ人
の視点に立って調査・検証を行い、問題を発見
し、課題解決に向けた考察、提案を行う。

●ユニバーサルデザインⅡ
異なる特性を持つユーザーを想像や表面的に
理解するのではなく、デザインの対象者としてチ
ームメンバーに迎えるユーザー参加型演習を行
う。行動を共にして生活の一部を観察する中か
ら、対象者の行動や身体の特性の理解、気持
ちの共有、課題や潜在的なニーズの発見から、
解決策となるデザインを考え提案を行う。演習を
通じて、全てのデザインの基本となるユーザー
観察・分析の手法、人間中心デザインのプロセ
ス、ユニバーサルデザインの解決手法について
体得する。

2022年度 カリキュラム
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デザイン専門科目概要
2022年度 カリキュラム

　

●基礎演習A　
デザイナーに必要な幅広い知識と総合的な判
断力、豊かな人間性と創造性を養うためデザイ
ンの基礎を学ぶ演習である。ここでは、「産業と
してのデザイン」「生活におけるデザイン」「人間
の特性とデザイン」「コンピュータによる造形デ
ザイン」「デザインの歴史的変遷」「情報のデザ
イン」などデザインを論理的に捉えるため、初め
に、我々の生活に内在する諸問題を明らかにし
て、その解決方法を導き出す考え方を学ぶ。次
に、製品・器具・道具などについてその操作など
から内在する諸問題を導き解決方法を明らかに
する考え方を習得する。

●基礎演習B　
プロダクトデザインの目的、デザイン方針の立て
方、スケッチ描画やモデル制作の基礎的な手
法、およびプレゼンテーションまで、一連のデザ
イン作業の概要を体験する。主に人間が使う道
具を教材として、体に触れる部分はどのような形
状が機能的で、美しく、使いやすく、そして心地よ
いのかを考察し、それらを実現するために必要な
考え方や、どのようなことについて配慮をすれば
よいのかを学び、プロダクトデザインの要点を習
得する。

●基礎演習C　
「ビジュアル・サウンド」領域を学ぶための基礎と
して、まず「グラフィック」と「サウンド」に関する専
門科目への展開を紹介した後に、主として「映
像」関連の専門科目を学んでいくための基礎を
演習によって学ぶ。具体的には、3次元CGの
基礎概念とCGアニメーション制作のワークフロ
ーについて、モデリングと動きの設定、ライティン
グや質感設定を経て最終的にレンダリングによ
って動画ファイルに仕上げるまでの工程を学
ぶ。加えて作品の演出法やカメラワーク等、映
像表現全般に共通する基礎的なテクニックに
ついても学習する。 

●基礎演習DⅠ（1年後期のみ）
建築・環境設計実技のスタートとなる最も重要な
演習の一つである。都市の中心部にある具体的
な公園敷地において、機能が限定されている小
規模な公共施設物、複数の機能が含まれている
中規模公共施設物、そして多様な機能を有する
私的単体施設物という３つの課題に対する設計
行為と各自がデザインした作品の発表を経験し
て、計画理念の重要性とプレゼンテーション（相
手にわかる発表行為）としての製図の役割を知
り、空間デザインの厳しさと楽しさを学んでいく。

●基礎演習DⅡ（2年前期のみ）
基礎演習DⅠでの学習を展開し、建築・環境に
関する基礎的な空間構成の手法と、それらの表
現方法を修得することを目的とする。建築・環境
の空間構成に関する基礎的な演習課題につい
ての検討・計画・設計と、それらの作品としてのと
りまとめ、プレゼンテーション等を通じて、建築・
環境に関する設計の基礎知識、基礎技術を修
得するとともに、設計意図を模型、図面等により
表現するための基礎技術を習得する。

●基礎演習E
人間の行動を的確に捉え、意味づけすること
で、製品やシステムと有機的に結びつけること

を目的とするインタラクションデザインについて、
ユーザー（ヒト）に働きかけるデザイン対象（モノ）
としての「デジタルエレメント」をテーマに、自らの
手で制作する基礎的な電子工作を含む演習を
通してその概念を学習する。それにより、ハード

（外観デザイン）とソフト（インターフェースデザイ
ン）の関係性に配慮した人間中心設計の基本
的な思想を理解する。

●基礎演習Ｆ
日本の伝統建築や伝統工芸に関する知識と技
術の概要を学習し、匠領域の学びに向けた基
礎的な演習を行う。伝統技能の初歩的体験を
通して、日本の風土に合った素材や技法、デザ
イン、さらに「ものづくり」と向き合う姿勢につい
て学ぶ。日本の伝統の上に、新しい空間やデザ
インを創出し、各産業分野と協働して展開する
ための素養を身につけることを目標とする。
　
●アニメーション基礎

〈ものに生命を吹き込む魔法〉としてのアニメー
ションの基礎を学ぶ。手描きアニメーションにお
けるキャラクターの動きがどのように設計され映
像的シーケンスとしてどのように実現されるかを、
作画を通して体験することによりCGやFlashな
ど様々な映像手法へと応用可能な〈動きのデザ
イン〉の基本原理を習得する。描いた原画を中
割りして動きをつけてゆく基本的な作画工程の
実習に加え、ストップモーションやピクシレーショ
ン等手描き以外のアニメーション技法について
も体験的に実習する。

●インターフェイスデザインⅠ
日常生活で用いられる家電製品や通信機器、
公共機器の情報化や高機能化が急速に進ん
でおり、それらの操作方法も大きく変化してい
る。ユーザーがわかりやすく、使いやすい製品機
器を提供することがデザイナーにとって重要な
課題の一つとなっている。本講義では、具体的
な事例を取り上げながら、使いやすいユーザーイ
ンターフェイスの実現に必要な要素技術の理
解と、それらを活用したデザイン手法の基礎を修
得してもらう。

●インターフェイスデザインⅡ
本講義では、生活機器と生活環境におけるイン
ターフェイスのデザイン手法の応用力を身につ
けることを目指す。各種機器や環境でのユーザ
ーインターフェイスをよりわかりやすく使いやすく
するために、ユーザーの行動分析からアイデア
発想を行い、ペーパープロトタイピングに至るま
で一連のデザインプロセスを理解してもらう。そ
してその結果に基づいて、魅力的で親しみやす
さの感じられるインターフェイスデザインを提案し
てもらう。

●インダストリアルグラフィックス
都市空間の中のサインや看板などに書かれて
いる文字標識やマークデザインの扱い方、工業
製品であるパッケージ、バイク、電車、スポーツ
関連機器などの色、文字、模様のグラフィックデ
ザインを紹介・解説した上で、それらの社会的背
景や文化、時代などを比較･考察する。それによ
り、プロダクトデザインや建築から都市空間まで
の、広い人間の生活環境に及ぶグラフィック領
域と諸分野と密接の関わりについて理解し考
察する力を身につける。

●デジタルコンテンツ演習
インタラクティブな表現を学び、アニメーションや
ゲーム、Webサイトデザイン構築のための技術
の理解を深める演習である。アニメーション技
術、ゲーム制作技術、インタラクティブな表現を
実現するスクリプト制御等を習得することで、さ
らに高度なインタラクションの実現を目指し、イン
スタレーション制作のためのコンセプトワーク、ア
イデア具現化のプロセスも並行して理解・考察
していく。

●インタラクションデザイン
新しい製品・サービスの開発や、新しいエクスペ
リエンスを生み出す上で、重要な要素となるイン
タラクションをデザインする能力の育成を目標と
する。インタラクションデザインを構成する諸要
素を体験的に学習して基礎的な知識を得るとと
もに、インタラクションデザインを効果的に用い
るアート形態の一つである「メディアアート」につ
いて学習することで応用力を身につける。インタ
ラクションデザインの要素を含む、新しいプロダ
クト、新しい空間演出、新しい広告宣伝形態等
を手がけることのできる人材を育成する。

●インタラクティブプロダクト演習
本科目は、基礎演習の延長線上に位置する科
目として、電気回路、プログラミング、メカトロニク
ス、デジタルファブリケーション、ユーザインタフェ
ース等に関する基本的な知識を学習する。ま
た、これらの学習した知識を活用して、インタラク
ティブな要素を持つ具体的な工作やサービス等
について、学生が自ら、企画、設計、製作、評
価、ドキュメンテーション等の作業を行うことで、
インタラクティブなシステムを構築する能力を体
得的に身につける。

●インテリアデザイン論
私たちの生活の周囲をかたちづくる空間として
の環境や「住まいの道具」を対象として、その意
味・役割を知り、素材や製法などのデザインの
基本作法を考えていく。インテリア計画に必要
な法的知識や人間工学を学び、最新事例から
トレンドを研究したり、実例をもとにさまざまなトレ
ンドや設計の勘どころを理解していく。ここでは
必然として生じた歴史と流行を系統立てて身に
つけ、常に時代に影響されてきた空間デザイン
の姿を知る。

●エンターテイメントデザイン
五感を刺激するエンターテイメントシステムを題
材に、未来のコミュニケーションメディアのあり
方を考察する講義と演習で構成する。メディア・
アート、映像産業・ゲーム業界、そして広告の現
場で展開する、ゲーム、Web、映像、マンガなど
のエンターテインメントシステムの最新事例を題
材に、自分で実現するためのフローチャート、シ
ナリオ、コンテ等を制作し、実践していく。実現す
るためのツールの開拓も含めて、その表現技術
の可能性を探り、自由でオリジナルな発想でア
イデア・コンセプトを考察する。

●生活環境論
人の知覚・機能は一様ではない。様々な要因に
よって機能・特性が異なる場合が多々あり、生
活に支障が生じた状態が「障がい」と呼ばれる。
人の多様な特性や障がいについての解説と、
当事者ゲスト講師からのお話などを通して、異な
る特性を持つ人の生活環境における様々な状
況やバリアの課題を探り、日頃当たり前だと思
っていたことが当たり前でないこと、デザインに
何ができるか、などについて考察する。講義を通
じて「相手の立場に立って理解し配慮する」と
いうデザインの基本スタンスを習得する。

●健康・福祉のデザイン
超高齢社会にあって人は今まで以上に健康・福
祉に向かい合って生きていくことになり、健康・
福祉を支える機器の重要度が増している。また
環境の変化や人々の生活の変化などから新た
なニーズが生まれ、技術進化とともに様々な機
器が開発されている。講義では健康や福祉に
関する代表的な製品や新しく開発された製品を
例に取り上げて、社会的背景、開発プロセス、
製品の特徴、使用状況の実際を理解する中か
ら、社会と人と製品とのデザインの関係を考察
し、プロダクトデザイン開発に必要な要件につい
て学ぶ。

●人間工学
人間にとってよりよいモノや空間をデザインする
際に必要となる人間工学の概念や手法につい
て学ぶ。人間工学に関する研究の歴史的背景
や現代の企業における応用例などを通し、使用
者を中心に据えた製品や空間について企画・
検討する力を養う。また、人間工学分野で活用
されている各種の測定手法や設計時に使用さ
れる既存データに関して、生物学的側面および
心理学的側面から概説した上で、その具体的な
取得の手順についても解説する。
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デザイン専門科目概要
2022年度 カリキュラム

　

●基礎演習A　
デザイナーに必要な幅広い知識と総合的な判
断力、豊かな人間性と創造性を養うためデザイ
ンの基礎を学ぶ演習である。ここでは、「産業と
してのデザイン」「生活におけるデザイン」「人間
の特性とデザイン」「コンピュータによる造形デ
ザイン」「デザインの歴史的変遷」「情報のデザ
イン」などデザインを論理的に捉えるため、初め
に、我々の生活に内在する諸問題を明らかにし
て、その解決方法を導き出す考え方を学ぶ。次
に、製品・器具・道具などについてその操作など
から内在する諸問題を導き解決方法を明らかに
する考え方を習得する。

●基礎演習B　
プロダクトデザインの目的、デザイン方針の立て
方、スケッチ描画やモデル制作の基礎的な手
法、およびプレゼンテーションまで、一連のデザ
イン作業の概要を体験する。主に人間が使う道
具を教材として、体に触れる部分はどのような形
状が機能的で、美しく、使いやすく、そして心地よ
いのかを考察し、それらを実現するために必要な
考え方や、どのようなことについて配慮をすれば
よいのかを学び、プロダクトデザインの要点を習
得する。

●基礎演習C　
「ビジュアル・サウンド」領域を学ぶための基礎と
して、まず「グラフィック」と「サウンド」に関する専
門科目への展開を紹介した後に、主として「映
像」関連の専門科目を学んでいくための基礎を
演習によって学ぶ。具体的には、3次元CGの
基礎概念とCGアニメーション制作のワークフロ
ーについて、モデリングと動きの設定、ライティン
グや質感設定を経て最終的にレンダリングによ
って動画ファイルに仕上げるまでの工程を学
ぶ。加えて作品の演出法やカメラワーク等、映
像表現全般に共通する基礎的なテクニックに
ついても学習する。 

●基礎演習DⅠ（1年後期のみ）
建築・環境設計実技のスタートとなる最も重要な
演習の一つである。都市の中心部にある具体的
な公園敷地において、機能が限定されている小
規模な公共施設物、複数の機能が含まれている
中規模公共施設物、そして多様な機能を有する
私的単体施設物という３つの課題に対する設計
行為と各自がデザインした作品の発表を経験し
て、計画理念の重要性とプレゼンテーション（相
手にわかる発表行為）としての製図の役割を知
り、空間デザインの厳しさと楽しさを学んでいく。

●基礎演習DⅡ（2年前期のみ）
基礎演習DⅠでの学習を展開し、建築・環境に
関する基礎的な空間構成の手法と、それらの表
現方法を修得することを目的とする。建築・環境
の空間構成に関する基礎的な演習課題につい
ての検討・計画・設計と、それらの作品としてのと
りまとめ、プレゼンテーション等を通じて、建築・
環境に関する設計の基礎知識、基礎技術を修
得するとともに、設計意図を模型、図面等により
表現するための基礎技術を習得する。

●基礎演習E
人間の行動を的確に捉え、意味づけすること
で、製品やシステムと有機的に結びつけること

を目的とするインタラクションデザインについて、
ユーザー（ヒト）に働きかけるデザイン対象（モノ）
としての「デジタルエレメント」をテーマに、自らの
手で制作する基礎的な電子工作を含む演習を
通してその概念を学習する。それにより、ハード

（外観デザイン）とソフト（インターフェースデザイ
ン）の関係性に配慮した人間中心設計の基本
的な思想を理解する。

●基礎演習Ｆ
日本の伝統建築や伝統工芸に関する知識と技
術の概要を学習し、匠領域の学びに向けた基
礎的な演習を行う。伝統技能の初歩的体験を
通して、日本の風土に合った素材や技法、デザ
イン、さらに「ものづくり」と向き合う姿勢につい
て学ぶ。日本の伝統の上に、新しい空間やデザ
インを創出し、各産業分野と協働して展開する
ための素養を身につけることを目標とする。
　
●アニメーション基礎

〈ものに生命を吹き込む魔法〉としてのアニメー
ションの基礎を学ぶ。手描きアニメーションにお
けるキャラクターの動きがどのように設計され映
像的シーケンスとしてどのように実現されるかを、
作画を通して体験することによりCGやFlashな
ど様々な映像手法へと応用可能な〈動きのデザ
イン〉の基本原理を習得する。描いた原画を中
割りして動きをつけてゆく基本的な作画工程の
実習に加え、ストップモーションやピクシレーショ
ン等手描き以外のアニメーション技法について
も体験的に実習する。

●インターフェイスデザインⅠ
日常生活で用いられる家電製品や通信機器、
公共機器の情報化や高機能化が急速に進ん
でおり、それらの操作方法も大きく変化してい
る。ユーザーがわかりやすく、使いやすい製品機
器を提供することがデザイナーにとって重要な
課題の一つとなっている。本講義では、具体的
な事例を取り上げながら、使いやすいユーザーイ
ンターフェイスの実現に必要な要素技術の理
解と、それらを活用したデザイン手法の基礎を修
得してもらう。

●インターフェイスデザインⅡ
本講義では、生活機器と生活環境におけるイン
ターフェイスのデザイン手法の応用力を身につ
けることを目指す。各種機器や環境でのユーザ
ーインターフェイスをよりわかりやすく使いやすく
するために、ユーザーの行動分析からアイデア
発想を行い、ペーパープロトタイピングに至るま
で一連のデザインプロセスを理解してもらう。そ
してその結果に基づいて、魅力的で親しみやす
さの感じられるインターフェイスデザインを提案し
てもらう。

●インダストリアルグラフィックス
都市空間の中のサインや看板などに書かれて
いる文字標識やマークデザインの扱い方、工業
製品であるパッケージ、バイク、電車、スポーツ
関連機器などの色、文字、模様のグラフィックデ
ザインを紹介・解説した上で、それらの社会的背
景や文化、時代などを比較･考察する。それによ
り、プロダクトデザインや建築から都市空間まで
の、広い人間の生活環境に及ぶグラフィック領
域と諸分野と密接の関わりについて理解し考
察する力を身につける。

●デジタルコンテンツ演習
インタラクティブな表現を学び、アニメーションや
ゲーム、Webサイトデザイン構築のための技術
の理解を深める演習である。アニメーション技
術、ゲーム制作技術、インタラクティブな表現を
実現するスクリプト制御等を習得することで、さ
らに高度なインタラクションの実現を目指し、イン
スタレーション制作のためのコンセプトワーク、ア
イデア具現化のプロセスも並行して理解・考察
していく。

●インタラクションデザイン
新しい製品・サービスの開発や、新しいエクスペ
リエンスを生み出す上で、重要な要素となるイン
タラクションをデザインする能力の育成を目標と
する。インタラクションデザインを構成する諸要
素を体験的に学習して基礎的な知識を得るとと
もに、インタラクションデザインを効果的に用い
るアート形態の一つである「メディアアート」につ
いて学習することで応用力を身につける。インタ
ラクションデザインの要素を含む、新しいプロダ
クト、新しい空間演出、新しい広告宣伝形態等
を手がけることのできる人材を育成する。

●インタラクティブプロダクト演習
本科目は、基礎演習の延長線上に位置する科
目として、電気回路、プログラミング、メカトロニク
ス、デジタルファブリケーション、ユーザインタフェ
ース等に関する基本的な知識を学習する。ま
た、これらの学習した知識を活用して、インタラク
ティブな要素を持つ具体的な工作やサービス等
について、学生が自ら、企画、設計、製作、評
価、ドキュメンテーション等の作業を行うことで、
インタラクティブなシステムを構築する能力を体
得的に身につける。

●インテリアデザイン論
私たちの生活の周囲をかたちづくる空間として
の環境や「住まいの道具」を対象として、その意
味・役割を知り、素材や製法などのデザインの
基本作法を考えていく。インテリア計画に必要
な法的知識や人間工学を学び、最新事例から
トレンドを研究したり、実例をもとにさまざまなトレ
ンドや設計の勘どころを理解していく。ここでは
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つけ、常に時代に影響されてきた空間デザイン
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アート、映像産業・ゲーム業界、そして広告の現
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材に、自分で実現するためのフローチャート、シ
ナリオ、コンテ等を制作し、実践していく。実現す
るためのツールの開拓も含めて、その表現技術
の可能性を探り、自由でオリジナルな発想でア
イデア・コンセプトを考察する。

●生活環境論
人の知覚・機能は一様ではない。様々な要因に
よって機能・特性が異なる場合が多々あり、生
活に支障が生じた状態が「障がい」と呼ばれる。
人の多様な特性や障がいについての解説と、
当事者ゲスト講師からのお話などを通して、異な
る特性を持つ人の生活環境における様々な状
況やバリアの課題を探り、日頃当たり前だと思
っていたことが当たり前でないこと、デザインに
何ができるか、などについて考察する。講義を通
じて「相手の立場に立って理解し配慮する」と
いうデザインの基本スタンスを習得する。

●健康・福祉のデザイン
超高齢社会にあって人は今まで以上に健康・福
祉に向かい合って生きていくことになり、健康・
福祉を支える機器の重要度が増している。また
環境の変化や人々の生活の変化などから新た
なニーズが生まれ、技術進化とともに様々な機
器が開発されている。講義では健康や福祉に
関する代表的な製品や新しく開発された製品を
例に取り上げて、社会的背景、開発プロセス、
製品の特徴、使用状況の実際を理解する中か
ら、社会と人と製品とのデザインの関係を考察
し、プロダクトデザイン開発に必要な要件につい
て学ぶ。

●人間工学
人間にとってよりよいモノや空間をデザインする
際に必要となる人間工学の概念や手法につい
て学ぶ。人間工学に関する研究の歴史的背景
や現代の企業における応用例などを通し、使用
者を中心に据えた製品や空間について企画・
検討する力を養う。また、人間工学分野で活用
されている各種の測定手法や設計時に使用さ
れる既存データに関して、生物学的側面および
心理学的側面から概説した上で、その具体的な
取得の手順についても解説する。
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●メディア数理造形演習
「サウンドデザイン」で学んだサウンド/音楽のプ
ログラミングを発展させて、聴覚と視覚の両方を
アルゴリズムによって生成するデザイン手法（数
理造形）を学ぶ。具体的なテーマとして、（1）サウ
ンド・プログラミング環境によるリアルタイム・マル
チメディア生成、（2）物理法則/フラクタル/カオ
スなどを活用した数理的な「美」のデザイン、（3）
自然界の物理量や人間の身体動作に対してイ
ンタラクティブに反応するシステムのデザイン手
法、（4）ビジュアル・プログラミング環境によるグ
ラフィック生成とネットワーク連携、などを学ぶ。

●モノ・コト論
豊かで快適な暮らしのためのデザインとは、いわ
ゆる製品に代表される「モノ」のみならず、それら
を通して得られる経験や物語といった「コト」が
重要な位置を占めている。そんなモノ・コトにつ
いて考え、新しい価値を提案していく上で必要
な考え方や技術、手法についての基礎を学ぶ。
人とモノとそれを取り巻く生活環境との関係を
基本に、人々の生活に潤いを与えるデザイン提
案のための基礎的能力の獲得・向上をモノ・コト
の両面からはかる。

●ものづくりのシステム
社会生活に欠かせない「もの」の意味、価値を

「ものづくり」という視点で、プロセスや取り組み
方など多角的に考察し学習する。客観的にどん
な流れになっているのか？という仕組みを知るこ
とと同時に、どんな意思を込めてものづくりをす
るのか？そしてその意図をプロセスの中でどのよ
うに一気通貫させてメッセージを劣化させずに使
い手に届けることができるのかを考える。取り上
げるテーマは地場産業、伝統工芸、少量生産、
大量生産、特注物等。

●ランドスケープ計画
20世紀後半に入り地球規模での環境を考えな
くてはならないことがようやく周知されてきた。２１
世紀は、ユニバーサルで多様性を持つ循環型
の世界のあり方が問われている。このような視
点に立って、自然と文化両面における指標であ
る景観（ランドスケープ）の価値を正しく理解し、
ランドスケープの基本的な考え方とランドスケー
プデザインの計画に関する方法論を古代から
中世、近代、現代に至るまで通時的、地中海地
域からヨーロッパ、アフリカ、インド、中国、日本に
至るまで共時的に学んでいく。

●木のデザイン
日本人は昔から木の家に住み、木を用いた家
具や道具などの木工芸品に囲まれて生活して
きた。木には様々な種類があり、色、香り、表情、
性質などが異なっているが、先人たちは木の特
性を活かして木工芸品を作ってきた。木を使い
続けてきた生活環境と素材の特徴を理解し、今
日まで受け継がれてきた木工芸の技術を学ぶ
ことで、木の持つ魅力を引き出す、新しいデザイ
ンについて考える。
　
●移動のデザイン
今日におけるパーソナルトランスポーテーション
の代表となっている自動車を中心に移動機器
についてのデザインを学ぶ。具体的な進め方と
しては、現在の社会で使われている既存プロダ
クトへの理解を深めながら、それらの背景にある
意義や課題を共有し、分析と立案のプロセスを

通して新たな問題解決や価値を個々に提案さ
せるとともに、移動機器特有の機能、構造、レイ
アウト等に触れながら、造形やデザイン表現の
技法に関する学習を行う。

●映像デザイン演習Ⅰ
制作手法や使用ツールの違いで２D系と３D系に
大別されるCGアニメーションについて、それぞれ
の特徴を活かした制作技法を学ぶことで専門的
な映像制作への理解を深める。〈２D系〉としては、
レイヤーワークによるアニメーションやモーショング
ラフィックス、モーションタイポグラフィーの制作手
法、〈３D系〉としては、骨格構造（スケルトン）を用
いたキャラクターアニメーションの制作手法を学
ぶ。最終課題として〈２D/３D〉いずれかの手法を
選択しオリジナルのショートムービーを制作する。

●映像デザイン演習Ⅱ
〈映像デザイン演習Ⅰ〉での理解と経験を踏ま
え、さらに高度で実践的な映像制作技法を学
ぶ。実写素材とCGの合成手法やフォトリアルな
レンダリング手法、映像の編集・加工技術などを
学びながら、課題制作を通してアイデアの立案
から演出、編集までの一連の映像制作の流れを
習得する。映像分野への進路選択を視野に入
れた実践的なトレーニングに重点を置きつつ、
既存の技術にとらわれない斬新な映像表現を
開拓できる構成力の開発を目指す。

●映像技法演習
ビジュアルコミュニケーションという視点から、制
作者の意図したメッセージを観客に確実に伝達
するための映像制作上のルールについて講義
と演習を通して学習する。具体的には、広告表
現において中心的な役割を担うCMを例に、業
界で活躍する一流演出家を招いた講義によっ
てプランニングから収録、編集に至るCMの制
作過程とその要点について理解を深める。演習
作業としてはシナリオとストーリーボード（絵コン
テ）の制作法について学び、自作のオリジナル
シナリオに基づいた作品制作を行う。

●映像撮影技法
実写撮影の基本となるビデオカメラと照明機材
の扱いを学習する。スタジオ撮影、オープン撮影
それぞれにおけるカメラのフレーミング（構図）や
レンズ（画角）の選択、移動撮影が生み出す効
果、あるいは照明による演出効果の違い等につ
いて実習を通して検証する。さらに映像編集の
セオリーと多彩な視覚効果を生み出すための合
成手法を体系的に学ぶことで、断片としての撮
影素材から一つの作品が成立するまでのプロ
セスについて包括的理解を深める。

●音楽情報科学
「メディア数理造形演習」で学んだマルチメディ
ア・プログラミングを発展させて、「ビジュアル・サ
ウンド」領域での作品制作につながる、センサ群
とヒューマンインターフェイスを活用したインスタ
レーション/パフォーマンスなどのメディア・アート
への展開を目指す。あわせて、（1）聴覚/視覚の
融合とマルチメディア錯覚、（2）メディア心理学
実験と認知科学、（3）音楽情報科学の世界先
端の研究、（4）作曲/編曲のための音楽理論・
コード理論についても紹介する。

●環境計画
地球環境問題、エネルギー資源の枯渇という地

球規模の課題から、持続可能な社会形成、快
適な室内環境形成という身近な課題まで幅広く
取り扱い、建築環境的側面から建築・デザイン
の知識・技術を学ぶ。光・色・熱・空気・水・太陽・
風・音などの人間生活を取り巻く自然環境と建
築環境とを融合させた設計・デザイン手法、パッ
シブデザイン・再生可能エネルギー・燃料電池な
どの省エネ・創エネ・蓄エネの観点から環境に配
慮した設計・デザイン手法を習得する。

●空間・住居論
住まうこととは…古代より現代に至る空間概念
の系譜をたどりながら、住まうことと、空間のあり
ようについて考察してゆく。このような視点に立
ち空間について学習・考察することによって、こ
れから切り開くべき新たな空間の可能性を模索
する。住居は建築家にとって入門であり、終生
の課題とも言われる。住まうことの本質を問い、
現在のありようを問い、そしてこれからの時代は
何を求めているのかを学習してゆく。

●空間計画
建築の計画・設計に必要な基礎的知識につい
て、次の３点を主な内容として学ぶ。まず気候や
地形などが、そこに成立する都市や建築におよ
ぼす影響や、計画上注意すべき点を確認する。
次に計画と設計のプロセスについて、空間の形
態と機能、寸法と規模の関係といった観点を含
めて学ぶ。そして、空間形成のエレメントの設計
について、人間の知覚と行動の特性も交えて、
具体的事例を通して紹介する。

●空間演出計画Ⅱ
空間演出計画Ⅰで学んだ、初源的な空間構成
要素である色・光・音の空間演出計画をもとにし
て、住宅やパブリックスペース、商環境、店舗内
空間のディスプレイを考えていく。また作庭・緑
について基本的な知識を習得する。日々進化を
遂げる空間演出の先端を具体的な事例をもと
に解説し、その考え方と手法を学ぶ。インタラク
ティブな演出や映像、水、匂い、グリーンなど五
感で感じる空間のあらゆる演出を学び、演習に
活かせる知識を習得していく。

●空間演出演習Ⅱ
空間演出計画Ⅱで学んだ知識・考え方・手法に
基づいて、空間演出のデザイン演習をする。高
度な演出技術を検討し、美しさのメカニズムや
演出効果にこだわって新しい空間表現や他分
野に通じる先端的空間表現とエクスペリエンス
な演出に挑戦していく。コンセプトを表現するた
めの演出を追求し、日進月歩の技法を研究して
いくこと、提案時には伝えることが困難な演出を
いかに表現するかというプレゼンテーションにつ
いても議論していく。

●建築デザイン論
建築デザインの実現にかかわる様々な要素、技
術およびそれらの背景となる思想について学び、
建築デザインの理解や設計に活かすことを目的
とする。近代から現代を中心とした具体的な建築
物の事例を周辺環境とのかかわりや構造形式、
機能との関係など、多様な視点からの分析によ
って学習することを通じて建築デザインへの理
解を深めるとともに、建築を設計する際に考える
べき課題とそれらを具体的に空間に反映する方
法・手法について学ぶ。

●キネマテクス
動きを伴う玩具やゲームマシン、ロボットなど物
理的な動きが必要となるプロダクトデザインやイ
ンタラクションデザインでの表現手法として、メカ
ニズムの基礎を修得することを目的とする。教
材とテキストを併用した体験学習を通じて、リン
ク機構やカム、歯車などさまざまなメカニカルな
動きの特徴と動力伝達の仕組みを理解するこ
とにより、デザイン対象物を自由自在に運動表
現できる知識の修得と思考力を養う。

●グラフィックデザイン演習A
授業の前半では、グラフィックデザインの基礎に
ついての理解の深化を目的に、デジタル媒体に
向けたコンピュータを活用した表現方法につい
て、形と色を用いたイメージを視覚伝達方法を学
ぶ。授業の後半では、ショップで扱うブランドのトー
タルイメージの表現・演出をテーマとして、人々の
印象に残る店づくりを、基本と実用の両面から、
市場調査を含め視覚伝達を基盤とするパッケー
ジデザイン、ＣＩ・VＩデザイン等トータルデザインのプ
ランニングや課題制作による応用的手法を学ぶ。

●グラフィックデザイン演習B
グラフィックデザインについて、漠然と表現する
のではなく、「何のために」「誰に」「何を」伝える
かというデザイン本来の目的性を踏まえた学習
を第一義とする。「ビジュアル・セルフプロモーシ
ョン」をテーマに、自分を知らない第三者に自分
を伝えるグラフィックツールづくりを課題とする。
文字、レイアウト等の基礎的演習後、「自分」を
表すシンボルマークとそれを展開したステーショ
ナリー類と自己紹介のためのリーフレットを制作
する。手書きでのイメージ展開過程を重視し、客
観性を持った表現力と考察力を修得する。

●グラフィックデザイン演習C
ブックデザインを通して、調べる→考える→つく
る→伝える、というデザインのプロセスを体感す
るとともに、企画とアイデア出し、編集、イラストレ
ーションづくり、文字組みとレイアウト、印刷、製
本など、グラフィックデザインに必要な基礎力を
身につける。優れたブックデザインから色・かた
ち・コンテクスト・構造・物語・ユーモアなどを学
び、自ら編集およびデザインを行うことで、さまざ
まな局面に応用できる構成力を養う。

●グラフィックデザイン概論
グラフィックデザインの歴史的な背景や構成要
素である造形や概念を踏まえ、具体的な事例を
通してＣＩ・VＩ・パッケージ・エディトリアルなど各専
門領域の果たすべき役割や最近のデザイン動
向について概説し、紹介する。学生自身がそれら
をヒントにして、グラフィックデザインによって視覚
化された数多くの情報を理解できるようになるこ
とで、多様なメディアに向けた様々なデザイン活
動への取り組みに応用できる力を身につける。

●ゲーム・遊びのデザイン
人類は、長い歴史の中で多くの「ゲーム」、「遊
び」を発明し、改良してきた。それらは素朴な子ど
もの遊びから、高度な技能や知恵を駆使する洗
練された娯楽や、国家間で競われるスポーツま
で多種多様である。特に現代においては、携帯
端末を含むコンピュータやネットワークによって
実現される新しいタイプのゲームが定着し、大き
なビジネスを形成している。これらの多様なゲー
ムについて、ルール、デザイン、歴史、社会への

影響等について学習するとともに、ゲームに関
連する数理的な要素にも触れることにより、ゲー
ム自体をデザインする能力のみならず、ゲーム性
や遊びの要素を様々なプロダクトやサービスを
魅力的にするために活かすことのできるデザイ
ン能力を身につける。

●コミュニケーションプロダクツ
IT化により急速に進んだテクノロジーをどのよう
にして人間生活の充実に役立てるのか、そのニ
ーズ開発が重要である。すでに技術は消費者
のニーズを超えている部分も多く、現在の延長
線方向の技術開発では魅力的な製品を生み出
すことが難しい。デザイナーには、人間の願望を
見直し、隠れている要求を発見する力が求めら
れている。人とモノのコミュニケーション、人と人
のモノを通してのコミュニケーションを考えること
により洞察を深める。

●サウンドデザイン
人間の「聴覚」について学び、マルチメディアの
重要な要素であるサウンドメディアの理解と活
用を目指す。具体的には、（1）音響学と「聴覚」
とディジタルオーディオの基礎の理解、（2）サウ
ンド・プログラミング環境を活用したサウンドの編
集/操作、（3）サウンド・プログラミング環境を活
用したアニメーションの自動生成、（4）音楽編
集/制作ソフトの効果的な活用、（5）音楽演奏
情報MIDIやインターネットや映像メディアとの
結びつき、などを学ぶ。

●スペースインタラクション演習
パブリックデザイン、商業環境デザイン、情報デ
ザイン、パブリックアートなどにおけるインタラク
ションの事例から、公共と個人、ICTと空間、場
所とメディア、都市と芸術などの相互作用を考
察し、フィールドワークによって地域の課題を発
見した上で、複数のデザイン領域（空間、メディ
ア、プロダクト、エクスペリエンスなど）が融合した
解決案をデザイン提案する。中間でのクリティッ
クを含めて提案に対する講評を十分に行い、提
案と評価の相互作用も活性化させる。

●デザインコンセプト論　
デザイン作業の中でコンセプトの立案は特に重
要である。デザインの目的・意味を確認し、独り
よがりではなく、人々に貢献するコンセプトをどう
やって生み出すのか、その考え方を学ぶ。また、
発想・アイデア展開については感覚的に行われ
る場合が多い。この授業ではアイデア展開につ
いて、科学的な側面からの考察に基づいた様々
な手法を体験学習する。思いつきを待つのでは
なく、意図的に要求に応えるコンセプトを生み出
す手法を学ぶ。

●フィッティングデザイン
使用者が個々に持つ身体的特性や心理的特
性に道具や空間のデザインをより適合させるた
め、多数の使用者を想定するのではなく個人の
使用を想定するというフィッティングデザインの
概念や実現するための手法について学ぶ。既
存製品を例にフィッティングデザインとユニバー
サルデザインの概念の違いおよび共通する部
分について理解を深め、さらに個々の特性・状
況を捉えるための人体寸法、姿勢・動作、心理
反応、生理反応等のデータ取得方法について
習得した上で、それらのデータをデザインに活か
すための対応手法について学ぶ。

●プロダクトデザインプロセス
デザインを製品として具体化していく上で必要と
なる要素を学習する。「家電」「通信機器」「生
活設備」「自動車」等、様々なプロダクトデザイン
分野を想定し各々の特徴ある業務プロセスや表
現技術、専門知識、必要とされる技能などを中
心に製品デザイン現場の実際を学ぶとともに、
関連する国内外の市場情報や文化情報、技術
情報等の紹介も行う。将来の進路選択も視野
に入れて、デザイン業務の現場における実際の
作業内容や作業環境への理解を深める。

●プロダクトデザイン演習Ⅰ
ドライヤーなどの家電機器を題材に、製品デザ
インの入門的な演習を行う。市場調査、機能・
構造の理解、コンセプト立案、アイデア展開、モ
デル製作・検証、プレゼンテーションに至る製品
デザイン開発のプロセスを体験し、プロダクトデ
ザイン開発に必要な知識とスキルを習得する。

●プロダクトデザイン演習Ⅱa
製品のデザイン開発を進める上での基本的な
情報収集、分析、整理に加え、具体的な検討内
容や方法、プロセスについて、課題演習を通じ
て体験的に学ぶことを目指す。特に、設定した
ユーザーの心理や行動、ライフスタイル、価値観
などへの理解をもとに発想し、ふさわしい仮説を
立てて演習する。何が求められているかに応え
る側面と、気がつかなかったけれど欲しかったと
思えるような新しい価値を発見し、提案できるよ
うな柔軟な発想とその具現化を目指す。
　
●プロダクトデザイン演習Ⅱb
製品デザインの基本的な方法を学ぶ。具体的
には既存プロダクトの体験、コンセプト立案、ア
イデア展開、スケッチによる形のバリエーション
展開、レンダリングなどのプロセスを通し、新たな
デザイン価値の創造と提示を目的とする。グル
ープワークによるコンセプト立案や、CG・CADを
利用しながら、課題演習を基本とした体験的な
学習を行う。

●ビジュアル表現基礎
表現を通してビジュアル・コミュニケーションにつ
いて学び、グラフィックデザインに必要な基礎的
素養を身につける。キャラクターデザイン、構図、
色彩、コラージュ、モンタージュ等のイラストレーシ
ョン表現と、タイポグラフィ、紙面構成、ブランディ
ング等のグラフィック表現に関する知識・技法を、
短いスパンの課題を通して修得する。本科目で身
につけた基礎力を、後期に開講されるグラフィック
デザイン演習A・B・Cでの学びへと発展させる。

●メディア産業論
様々な産業において、メディア技術の進展によ
ってどのような変化が起きたのか、ということに
ついて学ぶ。そして、それぞれの産業における具
体的なデザイン上の課題を題材にして、メディア
を活用したソリューションの提案を行う。学習の
題材として取り上げる業界は、楽器等を扱うプ
ロダクト業界、紙媒体やWeb媒体を扱うグラフィ
ックデザイン業界、空間のデザインを扱う展示
業界、様々なメディアを駆使して広告、広報、商
品企画を行う広告代理店等である。なお、本科
目は文化政策学部の研究分野との接点を持つ
ことから、授業の運営において文化政策学部と
の連携も行う。

デザイン専門科目概要
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●メディア数理造形演習
「サウンドデザイン」で学んだサウンド/音楽のプ
ログラミングを発展させて、聴覚と視覚の両方を
アルゴリズムによって生成するデザイン手法（数
理造形）を学ぶ。具体的なテーマとして、（1）サウ
ンド・プログラミング環境によるリアルタイム・マル
チメディア生成、（2）物理法則/フラクタル/カオ
スなどを活用した数理的な「美」のデザイン、（3）
自然界の物理量や人間の身体動作に対してイ
ンタラクティブに反応するシステムのデザイン手
法、（4）ビジュアル・プログラミング環境によるグ
ラフィック生成とネットワーク連携、などを学ぶ。

●モノ・コト論
豊かで快適な暮らしのためのデザインとは、いわ
ゆる製品に代表される「モノ」のみならず、それら
を通して得られる経験や物語といった「コト」が
重要な位置を占めている。そんなモノ・コトにつ
いて考え、新しい価値を提案していく上で必要
な考え方や技術、手法についての基礎を学ぶ。
人とモノとそれを取り巻く生活環境との関係を
基本に、人々の生活に潤いを与えるデザイン提
案のための基礎的能力の獲得・向上をモノ・コト
の両面からはかる。

●ものづくりのシステム
社会生活に欠かせない「もの」の意味、価値を

「ものづくり」という視点で、プロセスや取り組み
方など多角的に考察し学習する。客観的にどん
な流れになっているのか？という仕組みを知るこ
とと同時に、どんな意思を込めてものづくりをす
るのか？そしてその意図をプロセスの中でどのよ
うに一気通貫させてメッセージを劣化させずに使
い手に届けることができるのかを考える。取り上
げるテーマは地場産業、伝統工芸、少量生産、
大量生産、特注物等。

●ランドスケープ計画
20世紀後半に入り地球規模での環境を考えな
くてはならないことがようやく周知されてきた。２１
世紀は、ユニバーサルで多様性を持つ循環型
の世界のあり方が問われている。このような視
点に立って、自然と文化両面における指標であ
る景観（ランドスケープ）の価値を正しく理解し、
ランドスケープの基本的な考え方とランドスケー
プデザインの計画に関する方法論を古代から
中世、近代、現代に至るまで通時的、地中海地
域からヨーロッパ、アフリカ、インド、中国、日本に
至るまで共時的に学んでいく。

●木のデザイン
日本人は昔から木の家に住み、木を用いた家
具や道具などの木工芸品に囲まれて生活して
きた。木には様々な種類があり、色、香り、表情、
性質などが異なっているが、先人たちは木の特
性を活かして木工芸品を作ってきた。木を使い
続けてきた生活環境と素材の特徴を理解し、今
日まで受け継がれてきた木工芸の技術を学ぶ
ことで、木の持つ魅力を引き出す、新しいデザイ
ンについて考える。
　
●移動のデザイン
今日におけるパーソナルトランスポーテーション
の代表となっている自動車を中心に移動機器
についてのデザインを学ぶ。具体的な進め方と
しては、現在の社会で使われている既存プロダ
クトへの理解を深めながら、それらの背景にある
意義や課題を共有し、分析と立案のプロセスを

通して新たな問題解決や価値を個々に提案さ
せるとともに、移動機器特有の機能、構造、レイ
アウト等に触れながら、造形やデザイン表現の
技法に関する学習を行う。

●映像デザイン演習Ⅰ
制作手法や使用ツールの違いで２D系と３D系に
大別されるCGアニメーションについて、それぞれ
の特徴を活かした制作技法を学ぶことで専門的
な映像制作への理解を深める。〈２D系〉としては、
レイヤーワークによるアニメーションやモーショング
ラフィックス、モーションタイポグラフィーの制作手
法、〈３D系〉としては、骨格構造（スケルトン）を用
いたキャラクターアニメーションの制作手法を学
ぶ。最終課題として〈２D/３D〉いずれかの手法を
選択しオリジナルのショートムービーを制作する。

●映像デザイン演習Ⅱ
〈映像デザイン演習Ⅰ〉での理解と経験を踏ま
え、さらに高度で実践的な映像制作技法を学
ぶ。実写素材とCGの合成手法やフォトリアルな
レンダリング手法、映像の編集・加工技術などを
学びながら、課題制作を通してアイデアの立案
から演出、編集までの一連の映像制作の流れを
習得する。映像分野への進路選択を視野に入
れた実践的なトレーニングに重点を置きつつ、
既存の技術にとらわれない斬新な映像表現を
開拓できる構成力の開発を目指す。

●映像技法演習
ビジュアルコミュニケーションという視点から、制
作者の意図したメッセージを観客に確実に伝達
するための映像制作上のルールについて講義
と演習を通して学習する。具体的には、広告表
現において中心的な役割を担うCMを例に、業
界で活躍する一流演出家を招いた講義によっ
てプランニングから収録、編集に至るCMの制
作過程とその要点について理解を深める。演習
作業としてはシナリオとストーリーボード（絵コン
テ）の制作法について学び、自作のオリジナル
シナリオに基づいた作品制作を行う。

●映像撮影技法
実写撮影の基本となるビデオカメラと照明機材
の扱いを学習する。スタジオ撮影、オープン撮影
それぞれにおけるカメラのフレーミング（構図）や
レンズ（画角）の選択、移動撮影が生み出す効
果、あるいは照明による演出効果の違い等につ
いて実習を通して検証する。さらに映像編集の
セオリーと多彩な視覚効果を生み出すための合
成手法を体系的に学ぶことで、断片としての撮
影素材から一つの作品が成立するまでのプロ
セスについて包括的理解を深める。

●音楽情報科学
「メディア数理造形演習」で学んだマルチメディ
ア・プログラミングを発展させて、「ビジュアル・サ
ウンド」領域での作品制作につながる、センサ群
とヒューマンインターフェイスを活用したインスタ
レーション/パフォーマンスなどのメディア・アート
への展開を目指す。あわせて、（1）聴覚/視覚の
融合とマルチメディア錯覚、（2）メディア心理学
実験と認知科学、（3）音楽情報科学の世界先
端の研究、（4）作曲/編曲のための音楽理論・
コード理論についても紹介する。

●環境計画
地球環境問題、エネルギー資源の枯渇という地

球規模の課題から、持続可能な社会形成、快
適な室内環境形成という身近な課題まで幅広く
取り扱い、建築環境的側面から建築・デザイン
の知識・技術を学ぶ。光・色・熱・空気・水・太陽・
風・音などの人間生活を取り巻く自然環境と建
築環境とを融合させた設計・デザイン手法、パッ
シブデザイン・再生可能エネルギー・燃料電池な
どの省エネ・創エネ・蓄エネの観点から環境に配
慮した設計・デザイン手法を習得する。

●空間・住居論
住まうこととは…古代より現代に至る空間概念
の系譜をたどりながら、住まうことと、空間のあり
ようについて考察してゆく。このような視点に立
ち空間について学習・考察することによって、こ
れから切り開くべき新たな空間の可能性を模索
する。住居は建築家にとって入門であり、終生
の課題とも言われる。住まうことの本質を問い、
現在のありようを問い、そしてこれからの時代は
何を求めているのかを学習してゆく。

●空間計画
建築の計画・設計に必要な基礎的知識につい
て、次の３点を主な内容として学ぶ。まず気候や
地形などが、そこに成立する都市や建築におよ
ぼす影響や、計画上注意すべき点を確認する。
次に計画と設計のプロセスについて、空間の形
態と機能、寸法と規模の関係といった観点を含
めて学ぶ。そして、空間形成のエレメントの設計
について、人間の知覚と行動の特性も交えて、
具体的事例を通して紹介する。

●空間演出計画Ⅱ
空間演出計画Ⅰで学んだ、初源的な空間構成
要素である色・光・音の空間演出計画をもとにし
て、住宅やパブリックスペース、商環境、店舗内
空間のディスプレイを考えていく。また作庭・緑
について基本的な知識を習得する。日々進化を
遂げる空間演出の先端を具体的な事例をもと
に解説し、その考え方と手法を学ぶ。インタラク
ティブな演出や映像、水、匂い、グリーンなど五
感で感じる空間のあらゆる演出を学び、演習に
活かせる知識を習得していく。

●空間演出演習Ⅱ
空間演出計画Ⅱで学んだ知識・考え方・手法に
基づいて、空間演出のデザイン演習をする。高
度な演出技術を検討し、美しさのメカニズムや
演出効果にこだわって新しい空間表現や他分
野に通じる先端的空間表現とエクスペリエンス
な演出に挑戦していく。コンセプトを表現するた
めの演出を追求し、日進月歩の技法を研究して
いくこと、提案時には伝えることが困難な演出を
いかに表現するかというプレゼンテーションにつ
いても議論していく。

●建築デザイン論
建築デザインの実現にかかわる様々な要素、技
術およびそれらの背景となる思想について学び、
建築デザインの理解や設計に活かすことを目的
とする。近代から現代を中心とした具体的な建築
物の事例を周辺環境とのかかわりや構造形式、
機能との関係など、多様な視点からの分析によ
って学習することを通じて建築デザインへの理
解を深めるとともに、建築を設計する際に考える
べき課題とそれらを具体的に空間に反映する方
法・手法について学ぶ。

●キネマテクス
動きを伴う玩具やゲームマシン、ロボットなど物
理的な動きが必要となるプロダクトデザインやイ
ンタラクションデザインでの表現手法として、メカ
ニズムの基礎を修得することを目的とする。教
材とテキストを併用した体験学習を通じて、リン
ク機構やカム、歯車などさまざまなメカニカルな
動きの特徴と動力伝達の仕組みを理解するこ
とにより、デザイン対象物を自由自在に運動表
現できる知識の修得と思考力を養う。

●グラフィックデザイン演習A
授業の前半では、グラフィックデザインの基礎に
ついての理解の深化を目的に、デジタル媒体に
向けたコンピュータを活用した表現方法につい
て、形と色を用いたイメージを視覚伝達方法を学
ぶ。授業の後半では、ショップで扱うブランドのトー
タルイメージの表現・演出をテーマとして、人々の
印象に残る店づくりを、基本と実用の両面から、
市場調査を含め視覚伝達を基盤とするパッケー
ジデザイン、ＣＩ・VＩデザイン等トータルデザインのプ
ランニングや課題制作による応用的手法を学ぶ。

●グラフィックデザイン演習B
グラフィックデザインについて、漠然と表現する
のではなく、「何のために」「誰に」「何を」伝える
かというデザイン本来の目的性を踏まえた学習
を第一義とする。「ビジュアル・セルフプロモーシ
ョン」をテーマに、自分を知らない第三者に自分
を伝えるグラフィックツールづくりを課題とする。
文字、レイアウト等の基礎的演習後、「自分」を
表すシンボルマークとそれを展開したステーショ
ナリー類と自己紹介のためのリーフレットを制作
する。手書きでのイメージ展開過程を重視し、客
観性を持った表現力と考察力を修得する。

●グラフィックデザイン演習C
ブックデザインを通して、調べる→考える→つく
る→伝える、というデザインのプロセスを体感す
るとともに、企画とアイデア出し、編集、イラストレ
ーションづくり、文字組みとレイアウト、印刷、製
本など、グラフィックデザインに必要な基礎力を
身につける。優れたブックデザインから色・かた
ち・コンテクスト・構造・物語・ユーモアなどを学
び、自ら編集およびデザインを行うことで、さまざ
まな局面に応用できる構成力を養う。

●グラフィックデザイン概論
グラフィックデザインの歴史的な背景や構成要
素である造形や概念を踏まえ、具体的な事例を
通してＣＩ・VＩ・パッケージ・エディトリアルなど各専
門領域の果たすべき役割や最近のデザイン動
向について概説し、紹介する。学生自身がそれら
をヒントにして、グラフィックデザインによって視覚
化された数多くの情報を理解できるようになるこ
とで、多様なメディアに向けた様々なデザイン活
動への取り組みに応用できる力を身につける。

●ゲーム・遊びのデザイン
人類は、長い歴史の中で多くの「ゲーム」、「遊
び」を発明し、改良してきた。それらは素朴な子ど
もの遊びから、高度な技能や知恵を駆使する洗
練された娯楽や、国家間で競われるスポーツま
で多種多様である。特に現代においては、携帯
端末を含むコンピュータやネットワークによって
実現される新しいタイプのゲームが定着し、大き
なビジネスを形成している。これらの多様なゲー
ムについて、ルール、デザイン、歴史、社会への

影響等について学習するとともに、ゲームに関
連する数理的な要素にも触れることにより、ゲー
ム自体をデザインする能力のみならず、ゲーム性
や遊びの要素を様々なプロダクトやサービスを
魅力的にするために活かすことのできるデザイ
ン能力を身につける。

●コミュニケーションプロダクツ
IT化により急速に進んだテクノロジーをどのよう
にして人間生活の充実に役立てるのか、そのニ
ーズ開発が重要である。すでに技術は消費者
のニーズを超えている部分も多く、現在の延長
線方向の技術開発では魅力的な製品を生み出
すことが難しい。デザイナーには、人間の願望を
見直し、隠れている要求を発見する力が求めら
れている。人とモノのコミュニケーション、人と人
のモノを通してのコミュニケーションを考えること
により洞察を深める。

●サウンドデザイン
人間の「聴覚」について学び、マルチメディアの
重要な要素であるサウンドメディアの理解と活
用を目指す。具体的には、（1）音響学と「聴覚」
とディジタルオーディオの基礎の理解、（2）サウ
ンド・プログラミング環境を活用したサウンドの編
集/操作、（3）サウンド・プログラミング環境を活
用したアニメーションの自動生成、（4）音楽編
集/制作ソフトの効果的な活用、（5）音楽演奏
情報MIDIやインターネットや映像メディアとの
結びつき、などを学ぶ。

●スペースインタラクション演習
パブリックデザイン、商業環境デザイン、情報デ
ザイン、パブリックアートなどにおけるインタラク
ションの事例から、公共と個人、ICTと空間、場
所とメディア、都市と芸術などの相互作用を考
察し、フィールドワークによって地域の課題を発
見した上で、複数のデザイン領域（空間、メディ
ア、プロダクト、エクスペリエンスなど）が融合した
解決案をデザイン提案する。中間でのクリティッ
クを含めて提案に対する講評を十分に行い、提
案と評価の相互作用も活性化させる。

●デザインコンセプト論　
デザイン作業の中でコンセプトの立案は特に重
要である。デザインの目的・意味を確認し、独り
よがりではなく、人々に貢献するコンセプトをどう
やって生み出すのか、その考え方を学ぶ。また、
発想・アイデア展開については感覚的に行われ
る場合が多い。この授業ではアイデア展開につ
いて、科学的な側面からの考察に基づいた様々
な手法を体験学習する。思いつきを待つのでは
なく、意図的に要求に応えるコンセプトを生み出
す手法を学ぶ。

●フィッティングデザイン
使用者が個々に持つ身体的特性や心理的特
性に道具や空間のデザインをより適合させるた
め、多数の使用者を想定するのではなく個人の
使用を想定するというフィッティングデザインの
概念や実現するための手法について学ぶ。既
存製品を例にフィッティングデザインとユニバー
サルデザインの概念の違いおよび共通する部
分について理解を深め、さらに個々の特性・状
況を捉えるための人体寸法、姿勢・動作、心理
反応、生理反応等のデータ取得方法について
習得した上で、それらのデータをデザインに活か
すための対応手法について学ぶ。

●プロダクトデザインプロセス
デザインを製品として具体化していく上で必要と
なる要素を学習する。「家電」「通信機器」「生
活設備」「自動車」等、様々なプロダクトデザイン
分野を想定し各々の特徴ある業務プロセスや表
現技術、専門知識、必要とされる技能などを中
心に製品デザイン現場の実際を学ぶとともに、
関連する国内外の市場情報や文化情報、技術
情報等の紹介も行う。将来の進路選択も視野
に入れて、デザイン業務の現場における実際の
作業内容や作業環境への理解を深める。

●プロダクトデザイン演習Ⅰ
ドライヤーなどの家電機器を題材に、製品デザ
インの入門的な演習を行う。市場調査、機能・
構造の理解、コンセプト立案、アイデア展開、モ
デル製作・検証、プレゼンテーションに至る製品
デザイン開発のプロセスを体験し、プロダクトデ
ザイン開発に必要な知識とスキルを習得する。

●プロダクトデザイン演習Ⅱa
製品のデザイン開発を進める上での基本的な
情報収集、分析、整理に加え、具体的な検討内
容や方法、プロセスについて、課題演習を通じ
て体験的に学ぶことを目指す。特に、設定した
ユーザーの心理や行動、ライフスタイル、価値観
などへの理解をもとに発想し、ふさわしい仮説を
立てて演習する。何が求められているかに応え
る側面と、気がつかなかったけれど欲しかったと
思えるような新しい価値を発見し、提案できるよ
うな柔軟な発想とその具現化を目指す。
　
●プロダクトデザイン演習Ⅱb
製品デザインの基本的な方法を学ぶ。具体的
には既存プロダクトの体験、コンセプト立案、ア
イデア展開、スケッチによる形のバリエーション
展開、レンダリングなどのプロセスを通し、新たな
デザイン価値の創造と提示を目的とする。グル
ープワークによるコンセプト立案や、CG・CADを
利用しながら、課題演習を基本とした体験的な
学習を行う。

●ビジュアル表現基礎
表現を通してビジュアル・コミュニケーションにつ
いて学び、グラフィックデザインに必要な基礎的
素養を身につける。キャラクターデザイン、構図、
色彩、コラージュ、モンタージュ等のイラストレーシ
ョン表現と、タイポグラフィ、紙面構成、ブランディ
ング等のグラフィック表現に関する知識・技法を、
短いスパンの課題を通して修得する。本科目で身
につけた基礎力を、後期に開講されるグラフィック
デザイン演習A・B・Cでの学びへと発展させる。

●メディア産業論
様々な産業において、メディア技術の進展によ
ってどのような変化が起きたのか、ということに
ついて学ぶ。そして、それぞれの産業における具
体的なデザイン上の課題を題材にして、メディア
を活用したソリューションの提案を行う。学習の
題材として取り上げる業界は、楽器等を扱うプ
ロダクト業界、紙媒体やWeb媒体を扱うグラフィ
ックデザイン業界、空間のデザインを扱う展示
業界、様々なメディアを駆使して広告、広報、商
品企画を行う広告代理店等である。なお、本科
目は文化政策学部の研究分野との接点を持つ
ことから、授業の運営において文化政策学部と
の連携も行う。
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築に関わる匠（技能者）の技の実演と体験から、
受け継がれてきた技能・技術に関する理解を深
化させ、新しい創作においても、文化財保存にお
いても、匠と協働するための素養を身につける。

●木造建築演習
日本の風土から生まれた木造建築の空間・意匠
等の様々な特徴を理解し、木造建築の構法と
大工技術について学ぶ。また、文化財建造物・
木造住宅の耐震化については大きな課題であ
り、木造建築の構造や耐震化についても理解を
深める。最終的に木造建築の設計課題を通し
て木造建築の構法と特徴を理解し、森林国日
本における建築のあり方について考える。

●領域専門演習（領域1、2、3、5、6）＊
本演習では学生が所属する領域に関係する基
礎的なデザイン知識や方法の深化を目的とす
る。所属領域におけるテーマや課題を選び、各
担当教員の指導のもとでテーマに即した調査
検討や課題制作等を通じて、既習の知識・方法
について展開・応用する手法を学ぶ。これまで
に履修した講義や演習の成果を応用する第一
歩であるとともに、「総合演習Ⅰ」につながる自発
的な研究および制作のための予行演習の位置
づけである。

●総合演習Ⅰ（領域1、2、3、5、6）＊
本演習では、3年前期までに修得したデザイン
に関する知識・技術・経験に基づき、個人の創
意と工夫により、各領域に関係するテーマや課
題を企画・立案し、担当指導教員の指導のもと
で、演習形式として研究・制作する。これまでに
履修した講義や演習の成果の応用篇であると
ともに、「総合演習Ⅱ」および「卒業研究・制作」
へつながる前段階の自発的な研究および制作
演習である。より高度で専門的な能力を、各学
生が個別に修得するプロセスと位置づける。

●総合演習Ⅱ（領域1、2、3、5、6）＊
本演習では、3年後期までに修得した知識・技
術・経験に基づき、個人の創意と工夫により、各
領域に関係するテーマや課題を企画・立案し、
担当指導教員の指導のもとで、「総合演習Ⅰ」
の経験を踏まえてさらに高度な演習形式として
研究・制作する。これまでに履修した講義や演
習の成果の具体的な応用篇であるとともに、

「卒業研究・制作」へつながる前段階として、テ
ーマの企画、立案、日程管理、予備的実験およ
び試作などを行う自発的な研究および制作演
習である。高度で専門的な能力を修得する学習
プロセスの最終的な段階と位置づける。

●建築設計演習Ⅱ（領域4）＊
１年・２年・３年を通して学んできた空間である都
市、建築、インテリア、地域環境、景観を対象と
して、担当教員が設定する複数のテーマから課
題を選択し、設計を行うことによって、これ以降
の総合演習で取り組む各自の専門的な課題の
探求の導入的な位置づけを持つ。この演習で
は、よりテーマに沿った分析と思考が求められる
が、完成作品については担当教員全員が講評
を行うことにより、各分野とは異なる分野からの
視点も学ぶ。

●建築設計総合演習Ⅰ（領域4）＊
総合演習Ⅰは、領域の全教員がそれぞれ設定し
た課題からテーマを選択することによって、設計
演習Ⅱで取り組んだ専門領域の課題について、
より多様で深い内容からの考察を行う内容とな
っており、この考察を通じて、課題への幅広い対
応力を身につける。課題の選択について、設計
演習Ⅱ、総合演習Ⅰ、総合演習Ⅱでの専門領域
の統一は求められないが、思考の過程や作品
の中で、各自が社会的問題や人間性への考察
を行うことが重要なポイントとなる。

●建築設計総合演習Ⅱ（領域4）＊
建築・環境デザインは社会的な行為であり、デ
ザインそれのみが社会的、経済的な文脈から孤
立して成立することはありえない。ここでは、これ
まで大学の講義や演習で学んできたそれらの一
般的な諸相をベースとしながら、各自の問題意
識や今日的な問題をテーマとして設定し、関連
する分野の教員の指導のもと、それらの問題と、
建築・環境のあり方の関係をまとめたレポートを
作成する。4年間の集大成となる卒業研究・制
作の前段階に位置づけられる演習である。

●卒業研究・制作
4年間の総合的な学習効果を自分の選んだテ
ーマで作品または論文とする。１）卒業研究・制
作テーマ設定、２）既存の関連研究・デザイン情
報の収集、３）研究・制作方法の決定と資料の
収集、４）研究・制作、５）研究・制作の結果得ら
れた成果に対する考察の手順で研究を遂行す
る。演習Ⅱで捉えた問題意識や創造的思考をも
とにテーマを企画立案し、期間内に遂行するこ
とで、学年末に最終作品または卒業論文の形
にまとめるとともに発表を行う 。

●世界建築史
私たち人類が日常生活を送ってきた都市・集落
には様々な形式を持つ建築が存在してきた。ラ
ンドスケープ・都市・集落・広場・公園・街路・建
築・インテリアなど大小の規模を持つ空間を対
象に、古代から現代に至る世界の多彩な空間
造形の歴史を俯瞰する講義である。受講者はあ
る建築形式がいつどのようにして生まれ、使われ
てきたか、また各時代の背景となる社会的、地
域的条件との関係などを探究し、現代社会にお
ける意義を考察する。

●建築設計演習Ⅰ
基礎演習DⅡでの体験を展開して、より多様な
用途の建築の設計に取り組む。演習は前半と
後半から構成されており、前半は個人で進める
課題として、設定した複数の用途の中から一つ
を決定して、単体の建築物を設計し、後半では
それらをまとめてグループで一つの複合用途の
建物として再構成してデザインを行う点に特色
がある。建築の用途として、不特定多数の人が
訪れる施設を設定することによって、それらに必
要な諸室の配置についても学ぶ。

●建築法規
建築基準法および関連法規について、必要な
基礎的知識を学習するとともに、建築士として備
えるべき社会的役割と責任を理解することを目
的とする。将来一級建築士取得を目指し、建築
設計や監理の建築活動に携わる者にとって必
要な知識である建築基準法ならびにその関連法
規等を身につけるとともに、我が国の建築行政と
建築関連法規の体系とその背景を把握すること
により、建築士として備えるべき社会的責任を理
解し、実社会で活躍する人材を育成する。

●構造計画Ⅰ
空間設計の基礎知識として、構造物の構成法
や骨組みの特性を理解し、デザインの表現手法
としての構造計画を学ぶ。木構造・鉄筋コンクリ
ート構造・鉄骨構造やハイブリッド構造等の構
造種別の骨組み構成を視覚的に捉え、デザイ
ンと構造計画が密接に関係していることを理解
する。また、教材として多くの著名な建築物を構
造的視点で見ることによって、デザインと構造の
関係性を理解し、時には実際の現場を訪問・観
察することでさらに理解を深める。

●構造計画Ⅱ
先端的な建築物の実例を通して、デザインと構
造計画の関係性がいかに重要か理解を深め
る。ロングスパン構造・超高層・免震構造・制振
構造といった先端的な技術の仕組みを理解し、
設備計画と合わせたエンジニアリングの重要性
を学ぶ。また、近未来の地震・津波による大規
模災害に備えるため、地震のメカニズムを知り、
先端技術の有効性を学ぶ。さらに、全体とディ
テールの安全性を考えたデザインをすることが、
デザイナーとしての責務であることを学ぶ。

●構造力学Ⅰ
建築物や工作物・道具などの設計に必要な、デ
ザインのための構造力学の基礎を学ぶ。なかで
も建築デザインにとって、力の流れを直観的に
感じ取る構造的なセンスは欠かすことができな
い。集中荷重や等分布荷重等の簡単な荷重に
対する片持ち梁・単純梁・トラスなどの基本的な
静定構造物の応力を算定し、安定・不安定や形

体・サイズ、あるいは力の釣り合いなどの直観力
を養う。また、形態と力学的要素の関係を、多く
の実際の構造物を見ることで理解する。

●構造力学Ⅱ
建築構造物の大部分は、力の釣り合いのみで
応力を求めることができない不静定構造物であ
る。構造力学Ⅰで学んだ静定構造物は直観で力
の流れを捉えることができるが、複雑な形態を持
つ実際の建築物を力学的に直観で捉えること
は難しい。まず、外力に対するフレームの力の流
れを実感するために、外力によって構造物がど
のように変形するか視覚的に理解する。そして、
たわみ角法や固定法の原理を学び、手計算に
よって応力を求めることで不静定構造物の力の
流れに対する感覚を養う。

●建築材料
建築を構成する、木材・石・煉瓦・コンクリート・
鉄・アルミニウム・ガラス等のさまざまな建築材料
の基本的な性質を学ぶ。建築空間を適切に構
成するためには、各種素材の特徴を知りその性
質を活かす必要がある。そのためには、材料の物
理的特性を理解しなければならない。「鉄筋コン
クリート構造」等、素材の長所の組み合わせによ
って特徴ある空間が構成されることを知り、さら
に素材の視覚的な特徴、肌ざわりなどの特性と
その効果的な利用方法について学ぶ。

●施工計画
設計図に表現された建築物が、どのような手順で
施工されていくか、工程図・準備工事・仮設工事・
土工事・基礎工事・躯体工事・仕上げ工事等基
礎的な知識を習得する。施工プロセスにおける施
工計画の重要性や施工管理の方法、施工技術
の概要を学ぶ。代表的な工事種別である「鉄筋
コンクリート工事」および「鉄骨工事」の品質管
理・工程管理・安全管理等の概要や施工技術、さ
らに建物保全と長寿命化、環境配慮、引き渡しと
アフターケアについても横断的に学修する。

●商品戦略論
消費社会の変遷や現在の諸特性について理
解を深めるとともに、生産から流通、小売りに至
る商品流通の基本的な仕組みなどを概観す
る。デザインオリエンテッドな新商品企画、商品
リサーチや市場分析の基本的手法や企業のブ
ランド戦略、デザインマーケティング、セールスプ
ロモーションの実際を、大手企業や中小企業、
生活用品や業務機器等のケーススタディなど
を通じて学んでいく。国内産業を中心に扱うが、
欧米市場やアジア諸国への展開も視野に入
れていく。

●設備設計
低炭素な社会づくりとサスティナブル建築の実
現に向けた省資源・省エネルギー化を図る最先
端の技術・システムを理解し、建築・デザインの
立場から快適な環境を創造するための建築設
備の知識・技術・設計手法を学ぶ。建築におけ
る意匠・構造・設備との関わりから建築設備の
役割と責任を学び、給排水衛生設備・空調換
気設備・電気設備における基礎知識や設計・デ
ザイン手法、ならびに建築設備における実務や
建物の運用管理まで幅広い知識と技術を習得
する。

●素材加工演習a・b
日本の伝統工芸・伝統建築に使用されてきた素
材あるいは現代的な素材を知り、それらの特性
に合わせて技法を応用し、作品を制作すること
で、素材に応じた造形を学ぶ。鍛金、鋳金、彫
金、陶芸、ガラス、プラスチック、木工芸、染織の
8技法の中から選択して体験することで、その素
材や技法の魅力を発見することを目標とする。
　
●地域計画論
行政施策としての「計画」の概念を論じるととも
に、様々なジャンル別の地域計画の考え方を理
解する。特に、都市や農山村など地理的な立地
条件の違いや、歴史的経緯などを踏まえた地域
計画を概説し、そこで果たしてきた「計画」の意
味、主体、可能性と限界などについて、具体的
な事例を取り上げながら考える。また、戦後日本
の国土・地域・都市の計画の系譜をたどり、その
延長線上で、環境、自然、歴史・文化などの今日
的課題に対応した地域計画論の方向性につい
ても言及する。

●都市デザイン論
都市・地域とその環境について、具体的事例を
通じて学び、デザイン手法を身につけることによ
り、良好な都市・地域環境、生活環境の創造に
活かすことを目的とする。都市や地域、生活環
境をその構成や成立背景等様々な視点から理
解し、また、それらの成り立ちの原理や手法を学
習する。これらの学習を通じて、都市・地域の景
観や生活環境づくりに際し、考えるべき課題を
見極め、それらを計画に反映する方法を考察し
ていく。

●日本伝統建築
日本の伝統建築は、古代、中世、近世、近代とそ
の時代の歴史や文化を背景に様式を確立し、
継承してきた。その建築様式と技術の歴史、さら
に建築を構成する木材や石材、漆、鉄、紙等の
材料や、建築を造り上げてきた鑿、鉋、鋸等の道
具について幅広く学ぶ。また文化財政策の歴
史と現状、伝統建築の保存・修理・活用に関し
ても理解を深め、静岡県の文化資産ともいえる
伝統建築のあり方も考える。

●テキスタイル概論
人類は太古の誕生間もない頃から自然界にあ
る繊維をまとい、やがて自ら織り、染めてきた。衣
服としてだけでなく居住環境にも応用すること
で、生活を豊かに、快適に、美しいものにしてき
た。そのような人と繊維の関係に関する歴史、
文化、技術、産業の変遷を通してテキスタイルに
対する理解を深めるとともに、新たなテキスタイ
ルの可能性について学ぶ。

●匠造形演習
素材加工演習の体験をもとに、鍛金、彫金・装
飾金物、陶芸、木工芸（漆）、染織の5技法から
自分に合った1技法を選択して、作品の制作に
取り組む。専門的な技法や道具の扱い方を学
ぶことで造形能力をさらに高め、素材を活かした
新たな造形の可能性についても考える。

●伝統建築技術演習
日本伝統建築を学ぶには、近世・近代まで継承さ
れてきた建築の基礎を理解することが基本であ
る。伝統建築の実測調査と図面作成の演習に
よって、構法や意匠について学ぶ。さらに伝統建

デザイン専門科目概要

＊ 領域1／デザインフィロソフィー領域　領域2／プロダクト領域　領域3／ビジュアル・サウンド領域
 領域4／建築・環境領域　領域5／インタラクション領域　領域6／匠領域

2022年度 カリキュラム

121 122

国
際
文
化
学
科

文
化
政
策
学
科

芸
術
文
化
学
科

デ
ザ
イ
ン
学
科

セ
ン
タ
ー
／
大
学
院

国
際
交
流

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ド

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ・

支
援
制
度

国
際
文
化
学
科

文
化
政
策
学
科

芸
術
文
化
学
科

デ
ザ
イ
ン
学
科

セ
ン
タ
ー
／
大
学
院

国
際
交
流

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
ガ
イ
ド

キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ・

支
援
制
度

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

専門科目 領域専門

専門科目 卒業研究



築に関わる匠（技能者）の技の実演と体験から、
受け継がれてきた技能・技術に関する理解を深
化させ、新しい創作においても、文化財保存にお
いても、匠と協働するための素養を身につける。

●木造建築演習
日本の風土から生まれた木造建築の空間・意匠
等の様々な特徴を理解し、木造建築の構法と
大工技術について学ぶ。また、文化財建造物・
木造住宅の耐震化については大きな課題であ
り、木造建築の構造や耐震化についても理解を
深める。最終的に木造建築の設計課題を通し
て木造建築の構法と特徴を理解し、森林国日
本における建築のあり方について考える。

●領域専門演習（領域1、2、3、5、6）＊
本演習では学生が所属する領域に関係する基
礎的なデザイン知識や方法の深化を目的とす
る。所属領域におけるテーマや課題を選び、各
担当教員の指導のもとでテーマに即した調査
検討や課題制作等を通じて、既習の知識・方法
について展開・応用する手法を学ぶ。これまで
に履修した講義や演習の成果を応用する第一
歩であるとともに、「総合演習Ⅰ」につながる自発
的な研究および制作のための予行演習の位置
づけである。

●総合演習Ⅰ（領域1、2、3、5、6）＊
本演習では、3年前期までに修得したデザイン
に関する知識・技術・経験に基づき、個人の創
意と工夫により、各領域に関係するテーマや課
題を企画・立案し、担当指導教員の指導のもと
で、演習形式として研究・制作する。これまでに
履修した講義や演習の成果の応用篇であると
ともに、「総合演習Ⅱ」および「卒業研究・制作」
へつながる前段階の自発的な研究および制作
演習である。より高度で専門的な能力を、各学
生が個別に修得するプロセスと位置づける。

●総合演習Ⅱ（領域1、2、3、5、6）＊
本演習では、3年後期までに修得した知識・技
術・経験に基づき、個人の創意と工夫により、各
領域に関係するテーマや課題を企画・立案し、
担当指導教員の指導のもとで、「総合演習Ⅰ」
の経験を踏まえてさらに高度な演習形式として
研究・制作する。これまでに履修した講義や演
習の成果の具体的な応用篇であるとともに、

「卒業研究・制作」へつながる前段階として、テ
ーマの企画、立案、日程管理、予備的実験およ
び試作などを行う自発的な研究および制作演
習である。高度で専門的な能力を修得する学習
プロセスの最終的な段階と位置づける。

●建築設計演習Ⅱ（領域4）＊
１年・２年・３年を通して学んできた空間である都
市、建築、インテリア、地域環境、景観を対象と
して、担当教員が設定する複数のテーマから課
題を選択し、設計を行うことによって、これ以降
の総合演習で取り組む各自の専門的な課題の
探求の導入的な位置づけを持つ。この演習で
は、よりテーマに沿った分析と思考が求められる
が、完成作品については担当教員全員が講評
を行うことにより、各分野とは異なる分野からの
視点も学ぶ。

●建築設計総合演習Ⅰ（領域4）＊
総合演習Ⅰは、領域の全教員がそれぞれ設定し
た課題からテーマを選択することによって、設計
演習Ⅱで取り組んだ専門領域の課題について、
より多様で深い内容からの考察を行う内容とな
っており、この考察を通じて、課題への幅広い対
応力を身につける。課題の選択について、設計
演習Ⅱ、総合演習Ⅰ、総合演習Ⅱでの専門領域
の統一は求められないが、思考の過程や作品
の中で、各自が社会的問題や人間性への考察
を行うことが重要なポイントとなる。

●建築設計総合演習Ⅱ（領域4）＊
建築・環境デザインは社会的な行為であり、デ
ザインそれのみが社会的、経済的な文脈から孤
立して成立することはありえない。ここでは、これ
まで大学の講義や演習で学んできたそれらの一
般的な諸相をベースとしながら、各自の問題意
識や今日的な問題をテーマとして設定し、関連
する分野の教員の指導のもと、それらの問題と、
建築・環境のあり方の関係をまとめたレポートを
作成する。4年間の集大成となる卒業研究・制
作の前段階に位置づけられる演習である。

●卒業研究・制作
4年間の総合的な学習効果を自分の選んだテ
ーマで作品または論文とする。１）卒業研究・制
作テーマ設定、２）既存の関連研究・デザイン情
報の収集、３）研究・制作方法の決定と資料の
収集、４）研究・制作、５）研究・制作の結果得ら
れた成果に対する考察の手順で研究を遂行す
る。演習Ⅱで捉えた問題意識や創造的思考をも
とにテーマを企画立案し、期間内に遂行するこ
とで、学年末に最終作品または卒業論文の形
にまとめるとともに発表を行う 。

●世界建築史
私たち人類が日常生活を送ってきた都市・集落
には様々な形式を持つ建築が存在してきた。ラ
ンドスケープ・都市・集落・広場・公園・街路・建
築・インテリアなど大小の規模を持つ空間を対
象に、古代から現代に至る世界の多彩な空間
造形の歴史を俯瞰する講義である。受講者はあ
る建築形式がいつどのようにして生まれ、使われ
てきたか、また各時代の背景となる社会的、地
域的条件との関係などを探究し、現代社会にお
ける意義を考察する。

●建築設計演習Ⅰ
基礎演習DⅡでの体験を展開して、より多様な
用途の建築の設計に取り組む。演習は前半と
後半から構成されており、前半は個人で進める
課題として、設定した複数の用途の中から一つ
を決定して、単体の建築物を設計し、後半では
それらをまとめてグループで一つの複合用途の
建物として再構成してデザインを行う点に特色
がある。建築の用途として、不特定多数の人が
訪れる施設を設定することによって、それらに必
要な諸室の配置についても学ぶ。

●建築法規
建築基準法および関連法規について、必要な
基礎的知識を学習するとともに、建築士として備
えるべき社会的役割と責任を理解することを目
的とする。将来一級建築士取得を目指し、建築
設計や監理の建築活動に携わる者にとって必
要な知識である建築基準法ならびにその関連法
規等を身につけるとともに、我が国の建築行政と
建築関連法規の体系とその背景を把握すること
により、建築士として備えるべき社会的責任を理
解し、実社会で活躍する人材を育成する。

●構造計画Ⅰ
空間設計の基礎知識として、構造物の構成法
や骨組みの特性を理解し、デザインの表現手法
としての構造計画を学ぶ。木構造・鉄筋コンクリ
ート構造・鉄骨構造やハイブリッド構造等の構
造種別の骨組み構成を視覚的に捉え、デザイ
ンと構造計画が密接に関係していることを理解
する。また、教材として多くの著名な建築物を構
造的視点で見ることによって、デザインと構造の
関係性を理解し、時には実際の現場を訪問・観
察することでさらに理解を深める。

●構造計画Ⅱ
先端的な建築物の実例を通して、デザインと構
造計画の関係性がいかに重要か理解を深め
る。ロングスパン構造・超高層・免震構造・制振
構造といった先端的な技術の仕組みを理解し、
設備計画と合わせたエンジニアリングの重要性
を学ぶ。また、近未来の地震・津波による大規
模災害に備えるため、地震のメカニズムを知り、
先端技術の有効性を学ぶ。さらに、全体とディ
テールの安全性を考えたデザインをすることが、
デザイナーとしての責務であることを学ぶ。

●構造力学Ⅰ
建築物や工作物・道具などの設計に必要な、デ
ザインのための構造力学の基礎を学ぶ。なかで
も建築デザインにとって、力の流れを直観的に
感じ取る構造的なセンスは欠かすことができな
い。集中荷重や等分布荷重等の簡単な荷重に
対する片持ち梁・単純梁・トラスなどの基本的な
静定構造物の応力を算定し、安定・不安定や形

体・サイズ、あるいは力の釣り合いなどの直観力
を養う。また、形態と力学的要素の関係を、多く
の実際の構造物を見ることで理解する。

●構造力学Ⅱ
建築構造物の大部分は、力の釣り合いのみで
応力を求めることができない不静定構造物であ
る。構造力学Ⅰで学んだ静定構造物は直観で力
の流れを捉えることができるが、複雑な形態を持
つ実際の建築物を力学的に直観で捉えること
は難しい。まず、外力に対するフレームの力の流
れを実感するために、外力によって構造物がど
のように変形するか視覚的に理解する。そして、
たわみ角法や固定法の原理を学び、手計算に
よって応力を求めることで不静定構造物の力の
流れに対する感覚を養う。

●建築材料
建築を構成する、木材・石・煉瓦・コンクリート・
鉄・アルミニウム・ガラス等のさまざまな建築材料
の基本的な性質を学ぶ。建築空間を適切に構
成するためには、各種素材の特徴を知りその性
質を活かす必要がある。そのためには、材料の物
理的特性を理解しなければならない。「鉄筋コン
クリート構造」等、素材の長所の組み合わせによ
って特徴ある空間が構成されることを知り、さら
に素材の視覚的な特徴、肌ざわりなどの特性と
その効果的な利用方法について学ぶ。

●施工計画
設計図に表現された建築物が、どのような手順で
施工されていくか、工程図・準備工事・仮設工事・
土工事・基礎工事・躯体工事・仕上げ工事等基
礎的な知識を習得する。施工プロセスにおける施
工計画の重要性や施工管理の方法、施工技術
の概要を学ぶ。代表的な工事種別である「鉄筋
コンクリート工事」および「鉄骨工事」の品質管
理・工程管理・安全管理等の概要や施工技術、さ
らに建物保全と長寿命化、環境配慮、引き渡しと
アフターケアについても横断的に学修する。

●商品戦略論
消費社会の変遷や現在の諸特性について理
解を深めるとともに、生産から流通、小売りに至
る商品流通の基本的な仕組みなどを概観す
る。デザインオリエンテッドな新商品企画、商品
リサーチや市場分析の基本的手法や企業のブ
ランド戦略、デザインマーケティング、セールスプ
ロモーションの実際を、大手企業や中小企業、
生活用品や業務機器等のケーススタディなど
を通じて学んでいく。国内産業を中心に扱うが、
欧米市場やアジア諸国への展開も視野に入
れていく。

●設備設計
低炭素な社会づくりとサスティナブル建築の実
現に向けた省資源・省エネルギー化を図る最先
端の技術・システムを理解し、建築・デザインの
立場から快適な環境を創造するための建築設
備の知識・技術・設計手法を学ぶ。建築におけ
る意匠・構造・設備との関わりから建築設備の
役割と責任を学び、給排水衛生設備・空調換
気設備・電気設備における基礎知識や設計・デ
ザイン手法、ならびに建築設備における実務や
建物の運用管理まで幅広い知識と技術を習得
する。

●素材加工演習a・b
日本の伝統工芸・伝統建築に使用されてきた素
材あるいは現代的な素材を知り、それらの特性
に合わせて技法を応用し、作品を制作すること
で、素材に応じた造形を学ぶ。鍛金、鋳金、彫
金、陶芸、ガラス、プラスチック、木工芸、染織の
8技法の中から選択して体験することで、その素
材や技法の魅力を発見することを目標とする。
　
●地域計画論
行政施策としての「計画」の概念を論じるととも
に、様々なジャンル別の地域計画の考え方を理
解する。特に、都市や農山村など地理的な立地
条件の違いや、歴史的経緯などを踏まえた地域
計画を概説し、そこで果たしてきた「計画」の意
味、主体、可能性と限界などについて、具体的
な事例を取り上げながら考える。また、戦後日本
の国土・地域・都市の計画の系譜をたどり、その
延長線上で、環境、自然、歴史・文化などの今日
的課題に対応した地域計画論の方向性につい
ても言及する。

●都市デザイン論
都市・地域とその環境について、具体的事例を
通じて学び、デザイン手法を身につけることによ
り、良好な都市・地域環境、生活環境の創造に
活かすことを目的とする。都市や地域、生活環
境をその構成や成立背景等様々な視点から理
解し、また、それらの成り立ちの原理や手法を学
習する。これらの学習を通じて、都市・地域の景
観や生活環境づくりに際し、考えるべき課題を
見極め、それらを計画に反映する方法を考察し
ていく。

●日本伝統建築
日本の伝統建築は、古代、中世、近世、近代とそ
の時代の歴史や文化を背景に様式を確立し、
継承してきた。その建築様式と技術の歴史、さら
に建築を構成する木材や石材、漆、鉄、紙等の
材料や、建築を造り上げてきた鑿、鉋、鋸等の道
具について幅広く学ぶ。また文化財政策の歴
史と現状、伝統建築の保存・修理・活用に関し
ても理解を深め、静岡県の文化資産ともいえる
伝統建築のあり方も考える。

●テキスタイル概論
人類は太古の誕生間もない頃から自然界にあ
る繊維をまとい、やがて自ら織り、染めてきた。衣
服としてだけでなく居住環境にも応用すること
で、生活を豊かに、快適に、美しいものにしてき
た。そのような人と繊維の関係に関する歴史、
文化、技術、産業の変遷を通してテキスタイルに
対する理解を深めるとともに、新たなテキスタイ
ルの可能性について学ぶ。

●匠造形演習
素材加工演習の体験をもとに、鍛金、彫金・装
飾金物、陶芸、木工芸（漆）、染織の5技法から
自分に合った1技法を選択して、作品の制作に
取り組む。専門的な技法や道具の扱い方を学
ぶことで造形能力をさらに高め、素材を活かした
新たな造形の可能性についても考える。

●伝統建築技術演習
日本伝統建築を学ぶには、近世・近代まで継承さ
れてきた建築の基礎を理解することが基本であ
る。伝統建築の実測調査と図面作成の演習に
よって、構法や意匠について学ぶ。さらに伝統建
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入試情報

2014（平成26）年度入学者選抜 概要 オープンキャンパス情報

※入試日程、試験科目の詳細は、2022年度入学者選抜要項、学生募集要項等で確認してください。
　「一般選抜（前期日程・後期日程）」は、独立行政法人大学入試センターが2022年1月に実施する「大学入学共通テスト」を受験する必要があります。
　「外国人留学生入試」は、独立行政法人日本学生支援機構が実施する「日本留学試験」を受験する必要があります。

: 実 施

2021年度入学者選抜  実施結果 〈学校推薦型選抜〉
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2022年度学生募集要項（願書）について

学生募集要項は、次のように配布予定です。

特別選抜（社会人・帰国生徒・留学生入試）【出願書類付】 2021年9月上旬

2021年6月上旬

学生募集要項（学校推薦型選抜）

大学院募集要項【出願書類付】

2021年9月上旬

学生募集要項（一般選抜） 2021年10月下旬

本学WebページからPDFファイルをダウンロード（※）

名　　称 公表時期（予定） 配布方法等

※このうち、一般選抜及び学校推薦型選抜については、インターネットによる出願になります。

https://www.suac.ac.jp/

お問い合わせは下記まで

2021年度入学者選抜  実施結果 〈一般選抜〉
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OPEN CAMPUS 2021

お問い合わせはこちらまで 入試室 Te l . 053 - 457 - 6401

8 88 7 土 日

オープンキャンパス情報・資料請求

2022年度入学者選抜 概要 

2次元コード読み取り
対応型携帯電話を
お持ちの方はこちら

※実施方法・内容等の詳細は、
　公式Webサイトをご覧ください。
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Webへのご案内

公式サイトでSUACの最新情報をチェック。 https://www.suac.ac.jp/

本学でのキャンパスライフを伝えるムービーをYouTubeで公開しています。
オリジナル曲に合わせて編集したダイジェスト版映像、デザイン学部の学生
が制作した「あるデザイン学部生の一日」、大学の建物や大学周辺の様子を
ドローンで撮影した「空撮動画」も好評配信中。ぜひご覧ください。

2次元コードをスマホ・携帯電話で読み込むと
Webサイトをご覧いただけます。

本編映像はチャプターごとにご覧いただけます。 ドローンで撮影した「空撮動画」

各学部の学びや学生生活をはじめ、入学試験や最新イベント

情報、オープンキャンパスなど受験生に役立つ情報を満載し

ています。本誌とあわせてぜひご覧ください。

公式SNSアカウント

「静岡文化芸術大学公式twitterアカウント」では、
大学からのお知らせやイベント情報を随時お届けしています。

SUACオフィシャル・ムービーが
公式サイトから見られます。

本学公式
twitterアカウント
@suac_official 

「静岡文化芸術大学入試室LINE公式アカウント」では、
本学の入試情報や進学説明会情報、学生生活の様子などを発信しています。

本学入試室公式
LINEアカウント
@ycp2163i

本学公式 
YouTubeチャンネル
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アクセス

※本学へお越しの際は、公共の交通機関をご利用ください。

遠鉄バス（約10分間隔で運行しています）

浜松駅北口バスターミナル10番のりば
→バス停「文化芸術大学」下車

◎JR浜松駅より徒歩15分
◎遠州鉄道「遠州病院駅」下車、徒歩8分

静岡県

浜松

87分82分

80分

19分28分

※JR東海Webサイトにて検索。乗り換え時間等は含みません。
※各駅より新幹線「ひかり」号利用

東海道新幹線

新大阪 名古屋 静岡 品川 東京

那覇
約145分

出雲
約80分

鹿児島
約95分

福岡・北九州
約95分

新千歳
約105分

航空機をご利用の場合

新幹線をご利用の場合 浜松駅からバスをご利用の場合

富士山静岡空港

浜松市

SUAC

N

※浜松駅北口バスターミナル10番のりば
　から出ているバスは、「文化芸術大学」
　バス停を通ります。ただし、系統番号　
　2番、70番を除きます。

静岡県
浜松総合庁舎

JR東海道新幹線・JR東海道本線

遠
州
鉄
道

静岡文化芸術大学 2022 大学案内
●発行日／2021年 6月  ●発行／公立大学法人静岡文化芸術大学  〒430-8533 静岡県浜松市中区中央 2-1-1  ●企画・制作／株式会社ピーエーシー
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創 造 す る

Faculty of Cultural Policy and Management / Faculty of Design

http://www.suac.ac.jp/

公立大学法人

Faculty of Cultural Policy and Management / Faculty of Design

https://www.suac.ac.jp/

公立大学法人

2022 大学案内

文化政策学部・デザイン学部
大学院／文化政策研究科・デザイン研究科
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